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惡悲遍 く感愛 深き アツ ラーの がぶ において。 

全てめ 称替は アグラ ーに 属し まち 我々 の 指す 者で ある アジ ラーの 巧 徒と 彼の 辜 族、 教 
友たち に 7 ツ ラーに よる 平を おな 福が あ ります ように. 

さて 私の ムス リム 化 弟- 姉妹よ。 アグラ ーが あなた 方に 盛 悲滯く あられます ように。 我 
々に とって、 次の 四つの 事柄を 知る ことは 费窝 です。 

©第 ■にか 識 です。 その お 誠と は、 全知全能 にして 巧戲で fo る アツ ラーに ついての 知 敬で 
あり、 預言 おにつ いて 昭知 紙で あり、 イスラー ムの 載え について のか 諭で ず。 無知の 中で ア 
ツ ラーを 泉 巧す る こと は嚴め られ .ず、 能で あ れそ う 十る 者は 逸脱して お り、 キリスト 教徒 
を巧徘 とさせまず。 

©第二に 巧 動です, お谎を 持ちを わせて はいても それを 履 巧し ない. をは、 ユダヤ 敍 徒を 巧 
徘 とさせます。 なぜなら 披ら はか 麻を 持ちを わせて はいても、 それに お じて 行動 しな かっ 
たからで 十， 無知で あれば、 アツ ラーが 思 逃して く れ るであろう という 思いを みを 抱く よ 
う 欺き、 その 知識を 得る ことに 関して 思いとどま ら せる ことは 悪魔の 駐麽の 一つです。 も 
しも 彼に その 能力が あるに も 関わらず、 が 意に 知識から 雜れ るので あれば、 それは 彼に 対 
する （罰の） 誦処が 楠な される をい うこと です， これは、 藍 贿がノ アの 民に が して 化 掛けた 
県で あり、 アシラーは そのこと をク ルアー ンの 中で 記述して いまち 彼らは 誦挪が 披ら自 
身に 巧して 確立され る ことむな いよう 嗦頗 する ため、 "... 自 みたちの 尊に 指を 突っ込み、 
衣服で觀ら自身を巧った^ めです。 

め第兰 は、 イス ラームの 謎 敵と 実践を 呼びかけ、 お 道す る ことで 十, 学 靑と杞 道を たちは、 
读言营 の後谜 人な のです， 至高なる アツ ラーが ホ 巧 イスラエル 人を 化 われた のは、 彼ら 
が、 "波ら 自身で 巧 むって いる 恶 斤を 粗: をに 禁じ" ていたから なのです. 

イス ラーム-^ と 呼びかけ、 それを 教える ことは 集団 想镑 であり、 その 集団の 一部で もこ 
の 規窝を 果たず ので あれ! ゴ 、誰も 窗 めら れる ことは わり ません。 しかし 集団 内の-- 人 も そ 
れ をげ なわむ ければ、 そめ 集 邸 こ 属する を 員に その 靑 をが ある ことになります。 

©第 四には、 が識の 習得、 実祕 、化 者への 教 言と 呼びかけに 伴う かも かれ 姑を 害に がしての 
辛抱、 そ して、 忍耐 ムを 梓つ ことです。 

知識を にめ 人々 を 無が から 解放し、 彼らに とって. 鹿窝 である 知識の 探 ホへの 道を お 馬 
に するとい う 高 滞な 巧 為に あずかる ため、 我々 はこむ 倚 巧な 本に 全ての 人々 に 必要な イ 
ス ラームに 関ず る最腊 限の が 飯と 共に、 聖ク ルアー ンの 最後 帘兰部 {ジ ュズ) の 解 我を 収集 
L ました。 何 かじ おいてを てを 罕 ぶことは 出来なかった と しても、 そのこと がその 睾 くを 
放棄して しまう 言い 新には 货 がり ません。 

我々 はこの 本 全体に おいて、 正確 かつ 苗 巧で あ る ことを ム がけ、 賴言者 おの 坛 ホに 関し 
て も 寅 正な 顿 のみを 記妝 しました。 しかしながら、 報して 我々 が この 小冊子を 完璧な もの 
にした などと いう 主張は しまがん。 というの も それは 環言晋 おの 梓 性の 一"^ 3 である からで 
すげ ツ ラーは、 彼が アツ ラーと イス ラームに ついて 語る ことに 関し 彼を 理解と 判断に 誤 
り がない とされて います)。 もし も 我々 の 主張が 正しければ、 それは ア ゾラ ーによ るむ ので 
あり、 我々 の 主張が 間違って レ 、れ ば、 それは 我 々自身に よるん の、 ま たは 患 賭に よる おので 
ちそして アツ ラーと かれの 使徒は そういった ことから 酷揚 かつ 额 なでた 建設的な 批評 
により、 我々 の 過ちを 正して くれる 昔たち に アツ ラーの ご 盛悲が あり ますよう に。 

我々 は 至高なる アツ ラーに、 こ 瓜 作品の 巧 楠、 出版、 配 巧に 関わった をての 人々 が 報 わ 
れ るよう にがり まち そして アツ ラー が 破らの 壺 巧を お受け入れ になり、 彼ら 〜の 祝福を 
惜增 される こと を 切に お L 、ます。 

をての か繊は アツ ラーに ちります。 我々 の 指 巧者で ある 預言 晋ム /、 ンマ ド おと 彼の 索 
肢 、お 左たち に平裝 とな 接 ちれ r 尚 この 本は 世界を 国の、 窜 殺の ムス リ ム 学を により 補與さ 
れ ています。 


ク ルアー ン 朗誦の 徳 



アッ ラーに こそす ベての 称賛 あれ。 私たちの 指導者で ある アッ ラーの 使徒、 そして 彼の 
ご 家族 全員と 教 友たち にアッ ラーの 祝福が あり ますよう に。 

さて： 

聖ク ルアー ン はアッ ラーの 御言 葉であります。 被 創造物の 言葉に 対する 聖ク ルアー ン 
の 優越性は、 創造物に 対する アッ ラーの 優越性に 類似し ます。 聖ク ルアー ンの 朗誦に 費や 
される 舌の 動きは、 舌に よって 行なう ことの 出来る 最もよ い 行ないで しょう。 

聖ク ルアー ンの 教習、 そして 朗誦には、 多く の徳が あり ます。 が 下は そのう ちの 一部で 
す。 

教える こと に対する 報奨: 預言者 鑛 はこの よう に 言われ ま した。 "あなたがたの 中、 最 
も 優れた 者とは、 ク ルアー ンを 学び、 それを 教える 者で ある" （アル =ブ ハーリー)。 

朗誦に 対する 報奨: 預言者 鑛 はこの ように 言われ ま した。 "誰で あれ、 アッ ラーの 書か 
ら 一文字を 読む 者には 一つの 善行が あるだろう。 そして その 善行は 十倍に 増加され る だ 
ろう。" （アツ = テイル ミズ イー）。 

聖ク ルアー ンの 学習、 暗記、 そして 朗誦に 秀でて いる ことの 報奨: 預言者 鑛 はこの ように 
言われて います。 "暗記を した 上で ク ルアー ンの 朗誦を する 者には 高貴で 従順な 天使た 
ちが 付き添 うであろう。 そ して 暗記に 苦心しながら もク ルアー ンを 朗誦す る 者は、 二つの 
報奨を 受ける であろう。" （アル =ブ ハーリーと ムス リ ム） また、 彼は こう も 言われて いま 
す。 "その 教えを 実践した 上で ク ルアー ンを 朗誦す る 者は、 （楽園に おいて） こう 言われる 
だろう。 あなたが 現世で そう したよう に 読め、 昇れ、 そして 美化す るの だ。 実に、 あなたが 
最後に 読んだ 節、 そして あなたの 地位は 同じな の だ" （アッ = テイル ミズ イー）。 

アル = ハッタ' ー ビ' 一 は 述べて います。 た 承に よれば、 楽園に おける 階級の 数は クル ア 
ーン 中の 節の 数と 同じで あり、 朗誦 者は こう 言われる であろうと されて います。 あなた 
がク ルアー ンで 朗誦して いた 数と 同じ 数の 階級を 昇りなさい、 と。 ク ルアー ンを 完全に 朗 
誦した 者は、 来世に おいては 最上 階へ 昇り、 一部の みを 朗誦した 者は、 彼らが 最後に 朗誦し 
た 節と その 報奨が 同じになる まで、 それに 応じて 昇る のです。 

自分の 子供に ク ルアー ンを 教える 報奨: 預言者 鑛 はこの よう に 言われて います。 "クル 
アーン を 読み、 学び、 その 教えを 実践す る 者は、 自 らの 両親の 頭上に 太陽の よう に 明るい 光 
の 冠を 被せる の だ。 彼は 現世に おける 全ての ものより も 価値の ある 衣服を 自 らの 両親に 
着せる。 彼らは 尋ねる。 ソぶぜ 私たちは このよう な 衣服を 着せられ たのです か？ そして 
彼らは こう 言われる であろう。 ‘ あなたがたの 子供が ク ルアー ンに 私った 敬意の ためで 
ある。’" （アル = ハー キム）。 

来世に おける、 朗誦 者に 対する ク ルアー ンの執 り 成 レ 預言者 鑛は このよう に 言われて 
います。 "ク ルアー ンを 朗誦す るの だ。 それは 復活の 日 に その 朗誦 者を 執り 成す であろ 
う" （ムス リ ム） 。彼鑛 はこの よう にも 言われて います。 "斎戒と ク ルアー ンの 朗誦は、 そ 
れを 行なった 敬虔な しもべを 復活の 日 に 執り成す であろう" （ア ハマ ド、 アル = ハ ーキ 
ム)。 

ク ルアー ン 朗誦と 学習の ために 集う 者たち の 報奨: 預言者 鑛は 言われて います。 "アッ 
ラーの 家 (モスク） に 集 レ、、 アッ ラーの 書を 朗誦し 自分たち で それを 学ぶ 者たち には 安楽 
が 彼らに 降り、 慈悲が 彼らを 覆い、 天使たち が 彼らを 囲む。 そして アッ ラーは かれの 取り巻 



きに、 彼らの ことを 触れる ので ある。 


" (アブー- ダー ウー ド)。 

ク ルアー ン 朗誦の 作法： イブ ン. カス イー ルは その 作法に 触れて おり、 が 下は それらの 
一部です。 

♦清浄の 状態に ない 限り、 ク ルアー ンに 触れる こと、 また 朗誦を すべきで ない。 

♦朗誦 前は スイ ワーク を 用いて 歯を 磨くべき である。 

睾 朗誦 時には 最善の 衣服を 着用すべき である。 

♦礼拝の 方向 （キ ブラ） を 向くべき である。 


♦あくびの 際には 朗誦を 中断すべき である。 

♦必要で ない 限り、 朗誦を 中断して 会話を すべきで はない。 

♦朗誦の 内容に 注意を 私うべき である。 

睾 報奨に 関する 節では 休止し その 報奨を アツ ラーに 求めるべき である。 

来 懲罰に 関する 節では 休止し それからの 御 加護を アツ ラーに 求めるべき である。 

♦ク ルアー ンを 開いた ままで 放置、 または 上に 何 かを 乗せるべき ではない。 

♦朗誦 時に 声を 張り上げ、 近隣の 朗誦 者たち を 困惑させる べきでは ない。 

睾 市場 や 騒音の 激 しい 場で 朗誦すべき ではない。 

朗誦の 作法： アナス が 預言者 鑛の 朗誦に 関して 尋ねられた 際、 彼は こ う 答えて いま 
す。 彼は 発声を 延ばして いました。 彼が ビス ミ ツ ラー ヒ ツ= ラフ マー ニ ツ= ラ ヒー ムと 
読んだ 際には、 アツ ラー、 アツ = ラフ マーン、 そして、 アツ = ラ ヒー ムの 箇所を 引き延ばし 
ま した （ア ル = ブ ハーリー）。 

報奨の 増大： 純粋に アツ ラーの ために ク ルアー ンの 朗誦を 行なう す ベての 者は 報奨を 
受けます が、 朗誦に 対する 注意、 熟慮、 理解が 伴う とその 報奨は 増大し まも このよう にし 
て 行う ことによ り、 それぞれの 文字を 朗誦す るに あたって、 10 倍から 700 倍の 報奨が あるの 
です。 

日々 の 朗誦： 預言者 鑛の教 友たち はク ルアー ンを 日々 朗誦 して おり、 1 週間が 内に クル 
アーン 全体の 朗誦を 終わらせる という 習慣を 持つ 者は いません でした。 実際、 3 日な 内に 
完了させる ことは 禁じられて いま した。 親愛なる 兄弟 姉妹の 皆様。 ク ルアー ンの 朗誦に 時 
間を 費やして ください。 決められた 量の 朗誦を 日課と して 心がけ、 何が 起きても それを 止 
めるべき ではありません。 なぜなら 日課と して 朗誦され る 少しの 量は、 時折 朗誦され る 多 
く の 量より も 良い からです。 もしも それを 忘れた 場合、 または 眠りに 落ちた 場合、 翌日に そ 
れを やり直す べきです。 預言者 鑛 はこ う 言われて います。 "誰で あれ、 眠り に 落ちて クル 
アーン の 一部を 朗誦 出来ず、 翌日の ファ ジュ ルと ズ フルの 間に やり直 した 者は、 それを 前 
夜に 読んだ と 記録され るであろう。" （ムス リム）。 


開 端 章 

(ア ノレ = フア ー テイ ノ 、章) 


1 慈悲 遍く 慈愛 深き アツ ラーの 御ぶ において こ 
の 章は ク ルアー ンの 冒頭に 位置づけられ ている 
こと から 「ク ルアー ンの開 端」 と も 呼ばれる。 ま 
た 礼拝の 各 ラク アで 読まれる ことから 「繰り返 
される もの」 との 別ぶ も あるろ^、 その他に も 様々 
なぶ 称が ある。 この 節の 意味は、 私は アツ ラー 
にご 援助を たいつつ、 かれの 御 《において クル 
アーン 読誦を 始める、 という もの。 「アツ ラー」 は 
至高なる 主の 固有ぶ 詞 であり 、真に 崇拝され る 
べき 唯一の 存在の ことを 指す。 この 名称は アツ 
ラーの 数多い 美ぶ の 中で も 特別な もので あり、 

かれが 外の いかなる もの もこの ぶ 称で 呼ばれ 
る こと はない。 「慈悲 遍き御 方 （アツ = ラフ マー 
ン)」 とは 全ての 創造物に 向けられる にい 意味で 
の 慈悲を 有する 御 方で、 「慈愛 深き 御 ホ （アツ = 

ラ ヒー ム）」 は 信仰者の みを 対象と した 限定的な 慈悲を 有する 御 方、 という 意张 これら 二つ 
はアツ ラーの 美 《であり、 アツ ラーには その 荘厳 さに ふさわしい 形に おける 慈悲と いう 属 
性が ある ことを 示して いる。 

2 万有の 主アツ ラーに 讚え あれ。 （万の 主アツ ラーに 讚え あれ） とは、 かれの 全ての 完全な 属 
性と、 その 目に 見える 恩恵と 隠された 恩恵、 そして その 現世での 恩恵と 来世に おける 恩恵 ゆ 
えに かれを 讚美す る こと。 また ここ には しもべに 対し かれを 讚美す る こと を 命じる 意味 も 
含まれて いる。 かれ こそは 唯一 真の 讚美に 値する 創造主で あり、 全ての 創造物を その 恩恵で 
もって 司り 養育され る 御 方で ある。 また かれは かれに 近し い 敬虔な 者たち に、 信仰ん と 善行 
を 授け られ る。 

3 慈悲 遍く 慈愛 深き 御 お 「慈悲 遍 き 御 方 (アツ = ラフ マーン)」 とは 全て の 創造物を 包含す る 
慈悲を 有する 御 方で、 「慈愛 深き 御 方 （アツ = ラ ヒー ム）」 は 信仰者の みを 対象 とする 慈悲を 
有する 御 方、 という 意味。 いずれも 至高の アツ ラーの 美ぶ。 

4 審判の 日の 王。 行為に 対する 報奨の 日で ある 審判の 日、 アツ ラー こそは 唯一 かつ 真の 主宰 
者で ある。 ムス リ ム はこの 節を 礼拝の 全 ラ クア において 読む が、 ここ には 最後の 日 の 想起を 
始め、 善行で もって その 日に 準備す る ことへの 勸 めと、 アツ ラーへの 不服従と 悪行の 抑制と 
いった 効果が 潜んで いる。 

5 私たちは あなたを こそ 崇拝し、 あなたに こそ 御 助けを 請い 願う。 私たちは あなた （アツ ラ 
一） のみを 崇拝 行為の 唯一の 対象と して 服従し 全ての 事柄に おいて 援助を たう 唯一の 対象 
とする。 とい うの も 全ての 物事は かれの 御手に 委ねられて いるので あ り、 そこに おいては か 
れが 外の いかなる 者 も、 犠 一匹の 重さ ほどの 権威 も 有して いないから である。 この 節には ネ斤 
願 や、 かれのみ が 権威を 有する こと に 関 しての 援助の 懇願、 崇拝 行為と しての 犠牲の 屠殺 や 
周 回 行為な どのい かなる 崇拝 行為 も、 かれが 外の もの に対して 行っ てはいけ ない という 法 
的 根拠が 含まれて レ 、る。 また この 節には アツラ ーが 外の も のへの 執着 や、 見栄 や自 惚れ、 験 
慢さ など の 病に 対す る 癒しが ある。 

6 私たちを、 正しき 道へ お導き 下さ レ、。 あなたと 謁見す る その 日 また 私たちに 真っ直ぐな 正 
しい 道 - イス ラーム- を 示し、 私たちを そこへ と 導き、 また そこに おいて 堅固に して 下さ 
い。 それ こそは アツ ラーの ご 満足と その 天国へ と 続く 明白な 道で あり、 最後の 使徒で ある ム 
ハ ン マド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ） が 示 した 道。 しも ベの 幸福 達成の 道は、 それ 
でもって 身を 正し、 かつ それを 実践. 体現す る ことによって のみし か ありえな いので ある。 

7 あなたが 恩寵を 授けられた 者たち の 道へ。 あなたの お怒りを 受けた 者たち か 迷い 去って 







しまっ た 者た ちの それでは なく。 預言者たち、 信仰 
深い 者たち、 アッ ラーの 道に おける 确教 者、 正しい 
者たち といった、 あなたが 特別に 恩恵を 授け られ 
た 者たち の 歩んだ 道へ。 彼ら こそは 正しく 導かれ、 
正しい 実践を 達成した 者たち である。 そして ユダ 
ヤ 教徒 や 彼らと 同様の 状態に あるよう な、 真理を 
知り つつ も それに 則って 実践を しなかった こと 
で、 アッ ラーの お 怒 りを 買っ た 者たち や、 また キリ 
スト 教徒 や 彼ら に 做っ た 民の よう に 正しく 導かれ 
なかった ために 迷い ちって しまった 者たち の 道を 
歩ませないで 下さい。 この 節には 不信仰 や 無知 や 
迷妄な どに 対する ムス リ ム のん の 癒し や、 イスラ 
ームの 恩恵 こそが 最大の 恩恵で あると いう 根拠な 
どが 含まれて いる。 それで 真理を 知 り、 それに 追従 
する 者 こそは 真っ直ぐな 正しい 道に ある 者な ので 
あり、 預言者 ムハ ン マド (彼に アッ ラーから の 祝福 
と 平安 あれ） の教 友た ち こそは、 諸 預言者に 次いで 
最も そのよう な 状態に 近かった 人々 であった こと 
に 疑念の 余地は ない。 ゆえに この 節は 教友 たちの 
徳と 高い 位階を も 表して いる。 また こ の 章を 読誦 
し 終えた 後に、 「アーミー ン」 と 唱える ことが 推奨 
される。 その 意味は 「アッ ラーよ、 私たちの おがり 
を お聞き届け 下さ レ、」 という もので、 これが 章の 一 
部で ない こと は 学者の 見解で 一致して いる。 この 
言葉が ク ルアー ンの 中に 書面 上記 入され ていないのは、 こういう 理由が あるた めで ある。 
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1 アツ ラーは、 その 夫 アウス- ブン- アツ =サ ー ミ ト にズィ ハールされ たこと に関して 相談 
をした、 ハウラ- ビン ト •サ アラバの 言葉を 聞かれた。 ズィ ハールとは、 夫が 妻に 「あなたは 
私の 母の 背中の よう だ。 （つまり 婚姻が 合法で ない 関係)」 という 表現を 用いて、 離婚す る こ 
と。 彼女は その 苦憐が 解消 されるべく 至高の アツ ラーに 必死に がった が、 アツ ラーは 彼らの 
間で 交わされた 会話 や 相談 事を お聞きに なられて いる。 かれは 全ての 言葉を お聞きに なり、 
全ての 物事を ご覧に なられる 御 方。 かれの 知識を 免れる ものは 何一つと してない。 

2 妻を ズィ ハールを する 者たち、 つまり 妻に 対して 「あなたは 私の 母の 背中の よう だ。 （つま 
り 婚姻が 合法で ない 関係）」 という 表現で もって 離婚し よう とする 者たち は、 アツ ラーに 逆 
らし、、 また イス ラーム 法に 背いて いる。 彼らの 妻が 彼らの 母親で あるな どと い うこと はな 
く 、彼女ら は 彼らの 妻な ので ある。 そして 母親とは 彼らを 生んだ 女性たち に 他なら ない。 彼 
らズィ ハールを する 者たち は 何の 根拠 もな レ、、 ひどい 嘘を ついている。 アツ ラーは、 ある 種 
の 違反 行為を 犯した 後に 真 擎に改 俊を する 者たち に関しては、 非常に お赦し 深い 御 方で あ 
る。 

3 ズィ ハールに よっ て 妻を 離婚 し、 その後に それを 撤回 してな 前 通り の 夫婦関係に 戻ろうと 
する 場 も 夫は 鷹 罪 行為を 行わなくて はならない。 つまり 彼女と 肉体関係を 取り戻す 前に、 
性別 を 問わず、 信仰者の 奴隸 一人を 解放 しなければ ならない。 信仰者 よ、 これを 戒めと する 
のた これが 妻を ズィ ハールした 者に 関する 定め。 これは あなた 方が ズィ ハールを 犯した 
り 、虚言を 吐いた りしない よう にす るた めの もの。 そ しても しズィ ハールを して しまった 
ら 、それを 再び 犯して しまわな いよう、 鷹 罪を する のた アツ ラーは あなた 方の 全ての 行い 
を ご覧に なられて お り、 そして それでもって あなた 方に お報いに なられる。 

4 しかし 解放す るた めの 奴隸 がいない よう な 場合、 妻と 交わる 前に 連続して ニケ 月間の サウ 





ム （齋 戒） を 行わなければ ならない。 も し 正当な 理 
由 ゆえに それが 出来ない 場合は、 60 人の 貧者に 十 
分な 食事を 振舞う。 これが ズィ ハールの 規定に 関 
して、 あなた 方に 明らかにされ たもの。 そして こ 
れは あなた 方が アツ ラーを 信仰し、 その 使徒に 追 
従し、 アツ フ' 一 が 定めた ものに 則って 行い、 イス 
ラームな 前の 無明 時代の 慣習 を 放棄す るた めの 
ものな ので ある。 ここに 述べられた 法 規定は アツ 
ラーの ご 命令で あり 定めな ので あるから、 違反し 
ては なら ない。 そ して それを 認めない 者には 痛ま 
しい 懲罰が 待って いる。 

5 アツ ラー とその 使徒に 敵対 し、 その 命令に 反す 
る 者は 屈辱と 不ぶ誉 の 憂き目を 見る。 それは ちょ 
う ど、 アツ ラーと その 使徒たち に 敵対した 彼らが 
前の 民が 辱めを 受けた ことと 同様で ある。 アツラ 
一は、 その 法と 定めの 真実性を 示す 明瞭な 証拠を 
下した。 そして それらの みしる しを 否定す る 者た 
ちには、 地獄に おける 屉辱的 な 懲罰 が ある。 

6 預言者 よ、 審判の 日を 想起す るの だ。 その 日 全人 
は 蘇らされ、 昔の 者 も 後世の 者 も、 皆 一つの 台地 
に 召集され る。 そこで アツ ラーは 現世での 全ての 
善行と 悪行を お告げに なり、 全てを 数え上げられ 
る。 彼らは それを 忘れて しまって いるろ^、 それら 
のこと は 既に ア ッ ラーが 定 命の 碑 板に 書き込ま 
れ 、更に 行いの 帳簿に 記録され たこと である。 アッ ラーは 全てを ご覧に なられ、 何も かれろ 
ら 免れる 事が 出来る ものは ない。 
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7 あなたは 至高の アツ ラーが 天地に ある 全ての 物事を ご存知で あられる ことを、 知らないの 
か？ かれの 創造物で ある S 人の 者が 内緒話な ど した ところで、 かれが その 知を もって その 
四 人目と して そこに おられな いことは な レ、。 それが 五 人で あれ 六 人で あれ、 あるいは それが 
上で あれが 下で あれ、 また 彼らが いかなる 場所に あろうと も、 彼らの 密談は 全て ご 承知な の 
である。 そして 審判の 日には 彼らが 行って いた 善事 や 悪事を 告げ 聞かせられ、 それでもって 
お報いに なられる。 かれの 御 知識は 全てを 網羅して いるの だ。 

8 預言者 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） よ、 信仰者の ムに 疑念を 抱か させ 
る 目的で 内緒話を する ことを 禁じられた にも 関わらず、 再び その 行為を 犯す ユダヤ教 徒ら 
を 見ない のか？ 彼らは 使徒に 関する 諸事に おける 罪 や 敵対 意識、 不服従と 見なされる こと 
を 秘密 裏に 話し合って いるでは ないか？ そ して 彼らが 何 かの 用事で あなたの もと にやっ 
て 来る 時には、 アツ ラーが あなたに 命じられた 挨搂 ではない もので もって 挨搂 する。 つまり 
「あなたに サラーム 评勤 が あるよう に」 と挨 接する よう に 見せかけて、 「あなたに サーム （ 
死） が あるよう に」 と言う。 そして 彼らの 間で、 こう 言って いるの だ。 「もし ム ハン マ ドが 本 
当に 預言者であるなら、 私たちの 言葉 ゆえに、 アツ ラーに 私たちに 対する 懲罰を 下させて み 
るが よい。」 彼らは 地獄の 業火に 放り込まれ、 その 灼熱を 味わわせる だけで 十分な ので ある。 
それは 何と 悪い 帰り である こ とろ \ 

9 アツ ラーと その 使徒を 信じ、 その 法に 沿って 行う 者たち よ。 あなた 方の 間で 密談す る 際に 
は、 罪深い 話 や 同胞に 対する 敵 か。、 使徒への 不服従な どに 関して 話し合う のでは ない。 し 
かし 良い こと や アツ ラーと その 使徒への 服従、 慈善に ついて 話し合う のた そして アツ ラー 
の ご 命令を 遂行し かれが 禁じられる ことを 回避す る ことによって かれを 畏れよ。 あなた 方 
の 還り 所は かれの 御 許の 他には あらず、 かれ こそは あなた 方の 全ての 言葉と 行為を 数え 上 
げられ る 御 方で あ り、 そして それでもって あなた 方の 行いに 報 われる の だ。 
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1 巧 M 言 者に 対 しての 罪 や 敵対 行為に 関 して 密談す 
る ことは、 シャイ ターンの 誘惑で ある。 シャイ ター 
ン こそ は 信仰者の ムに悲 しみを 投じる ために、 そ 
のよう な 行いへ 人を 連れ出 し 追い やる ので ある。 
しかし 至高の アッ ラーの 御意 志に 適わない 限り、 
そのような ことが 信仰者を 害する ような ことな ど 
はない。 信仰者には、 アッ ラーの みに 全ての 物事を 
委ねさせよ。 

11 アッ ラーと そ の 使徒を 信じ、 その 法に 則っ て 行 
う 者た ちよ。 会合の 場で 場所を 詰め るよう に 言わ 
れ たら、 互いに 詰め 合って 他の 者の ために 場所を 
作っ て やる の だ。 そう すれば ア ッ ラー もまた、 あな 
た 方に 現世と 来世に おいて あなた 方の 場所を にげ 
て 下さる であろう。 そして - 信仰者た ちよ- あな 
た 方に とっ て 有益な こと のために 会合の 場を 立ち 
上がる ように 命じられたら、 そうする のに アッラ 
一は 報奨と そのご 満悦に 関して、 あなた 方の 内の 
真擎 な 信仰者 と、 学識の ある 者の 位階を 上げられ 
る。 至高の ア ッ ラーの 御 知識を 免れる ものは 何 一 
つと してな く、 かれは あなた 方の 行いを 熟知して 
お り、 そして それでもって あなた 方に 報 われる の 
だ。 尚 この 節には、 学者の 地位と 徳、 その 高い 位階 
が 言及され ている。 


12 アツ ラーと そ の 使徒 を 信じ、 その 法に 則 って 行 
う 者たち よ。 あなた 方が 使徒に 内緒で 何 か 相談したい ことがあったら、 その 前に 恵まれない 
者へ 施しを せよ。 それ こそは そうする ことによって 得られる 報奨と、 あなた 方の ムを 罪から 
浄化す る ゆえに 最善な ので ある。 しかし もし 施す だけの ものを 所有して いなければ、 施しを 
せずに 彼に 相談しても 問題は ない。 実に アツ ラーは 信仰者の しもべに 対して お赦し 深く、 慈 
悲深レ 、御 方で あられる。 

13 あなた ホは、 アツ ラーの 使徒への 相談の 前に 施しを する こと によって 貧困に 陥る ことを 
恐れた のか？ しかし も しそうす る ことが 出来ず、 アツ ラーが そのこと をお赦 しにな り、 また 
それを 免除され たのなら、 礼拝を 遵守し 定めの 喜捨を 私い、 アツ ラーと その 使徒に 全ての 
命令に おいて 服従す るの だ。 アツ ラーは あなた 方の 行 レ 、を 熟知 されて おり、 それで もって あ 
なた 方に 報 われる。 

14 rL ダヤ 教徒を 友と し 彼らと 懇意に する 偽 信者たち を 見ない のか？ 偽 信者たち は 実際の 
ところ ユダヤ教 徒で もなければ、 ムス リ ム でもな レ、。 彼らは 自分たち が ムス リ ム であ り、 あ 
なた がアツ ラーの 使徒で あると 嘘の 宣誓を する。 しかし 彼らは 自分たち が 誓ってい る こと 
において、 嘘を ついている こと を 知ってい るの だ。 

15 ア 、ソラ ー は 彼ら 偽 信者た ちに、 この 上な く 激しく 痛烈 な 懲罰 を ご用 意 さ れ た。 偽 信と 嘘の 
誓いを 始め、 彼らの 行いは 何と 悪い ことであろう。 

16( 為信 者たち は 嘘の 誓いで もって 不信仰 ゆえに 殺される ことから 身を 守り、 ムス リ ム たち 
が 彼らと 戦い、 彼らの 財産を 戦利品と する ことを 阻止し ようと した。 そして それゆえに 彼ら 
自身と 他の 人々 をアツ ラーの 道 - つまり イス ラーム-から 遠ざけようと した。 彼らは アツ 
ラーと その 使徒の 信仰を 験慢さ ゆえに 拒否し、 人々 を その 道から 遠ざけようと した ことに 
より、 地獄の 業火 における 屈辱的 な 懲罰を 受け る ことになる。 

17 偽 信者の 財産 や 子孫 が、 彼らを アツ ラーの 懲罰から 救って くれる ことな どは ない。 彼らは 
地獄の 徒な ので あ り、 そこに 永遠に 留まり 、救い出される こと もな レ、。 これは、 言葉 や 行いに 



よって アツ ラーの 宗教を 阻もうと した 全ての 者た 
ちに 対しての 報いな ので ある。 

1 礎 判の 日、 アツ ラーは 全ての 偽 信者を 墓場から 
生き た 形で 蘇 ら せる。 信仰者よ、 彼ら は 現世に おい 
て あなた 方に そう していた よう に、 アツ ラーに 対 
して さえ も 彼ら は 信仰者で あった などと 嘘の 誓い 
をす る。 そして それが 現世に おいて ムス リ ム たち 
に対して 有 劾であった よう に、 アツ ラーの 御 許に 
おいても 効き目が あるな どと 信じ込んで いる。 彼 
らは 大変な 嘘つきで あ り、 そこに おいてい かなる 
者 も 彼らに 比肩す る ことは ない。 

の シャイ ターンが 彼らを 占拠し 支配し アツ ラー 
からの ご 命令 や、 かれへの 服従 行為 を 放棄 さ せた。 

彼ら こそは シャイ ターンの 徒、 その 追随 者で ある。 

そ して シャイ ターンの 徒 こそは 現世と 来世に おけ 
る 損失 者な の だ。 

20 アツ ラーと そ の 使徒の 命令に 背く 者は、 現世と 
来世に おいて 屈辱と 敗 化と 辱めを 蒙る 者たち であ 
る。 

21 ア ツ ラーは 定 命の 碑 板に、 勝利 はかれと その 啓 
典と そ の 使徒たち、 そ して 信仰者の しもべた ちに 
こそ ある と 書き込まれ たの だ。 崇高なる アツ ラー 
は 強力な 御 ホで、 いかなる ものに も 屈する 事な ど 
あり 得ない。 かれは 全ての 創造物の 上に 君臨され ている の だ。 

22 使徒よ、 アツ ラーと 最後の 日を 信じ、 アツ ラーが 定められた 提を 遵守して 行う 民が、 アツ 
ラーと その 使徒に 敵対し 背く 者たち を 愛し 懇意に する ことな ど ありえな いのた それは 例 
えア ツ ラーと その 使徒に 敵対す る 者たち が 彼らの 父親 や 兄弟、 近親の 者たち な どであった 
と しても、 である。 彼らは アツ ラー ゆえに 愛し かれ ゆえに 敵対す る 者たち。 信仰 もが その ム 
の 中に 確固と して 植えつ けられた 者たち なので ある。 アツ ラーは 現世に おいて、 彼らを かれ 
の 御 許からの 援助で もって 強力に さんその 敵に 対して、 勝利せ しめられる。 そして 来世に 
おいては 木々 の 下を 河川が 流れる 天国の 楽園に 入れられ るのに 彼らは そこに 断絶す る こ 
となく、 永遠に 留ま る。 アツ ラーは 彼らを お怒りになる ことなく、 その ご 満悦を 差 し 伸 ベら 
れ る。 そして 彼ら もまた アツ ラーから 授けられた 栄誉と 高い 位階 ゆえに、 かれに 満足す る。 
彼ら こそは アツ ラーの 徒で あり、 ろかに 親しき 者たち。 そして 彼ら こそは 現世と 来世に おい 
て 幸福を 勝ち取る 者たち なので ある。 


(アル =气 貪た ル 章) 


1 天地に 属する 万象は、 アッ ラーは かれに 相応しく ない 一切の 欠陥な どから 無縁で あり、 崇 
高な 存在で あると して 讚え る。 かれは 何ものに も 屈服され る ことのない 威光 高き 御 おそし 
て 物事の 定命 に関する 決定と その 管理、 創造と 法 規定に おいて この 上な く 英知 溢れた 御 方 
であり、 あらゆる 物事を 適切に 処理され る 御 方。 

2 崇高なる アッ ラー こそは、 ム ハン マ ド (彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ) の 預言者 性を 
否定した 啓 典の 民- ユダヤ 支族 バヌ ー- アン =ナ ディール 族- を ムス リ ム たちに 隣接した 
マディ ーナ 近郊の 居住地から 追放 さ れた御 方。 そ して それは アラ ブ 半島 か ら シリ ア 地方へ 
の、 最初の 追放であった。 ムス リ ム たちよ、 あなた ホは 強力 かつ 難攻不落な 彼らが このよう 
に 屈辱的 かつ 不ぶ誉 な 形で 居住地を 追放 させられる 羽目 になるな ど、 思っても いなかった。 
そして ユダヤ教 徒たち もまた、 誰も 彼らの 磐を 攻略 出来ない どころ か、 それが アッ ラーの 威 
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力 さえ も 阻止で きる と 思って いた。 しかし アッ ラ 
一は 彼らが 予想 だに しないと ころから 訪れ、 彼ら 
の 心に 激 しい 恐怖と 驚愕を 投げ入れた。 そ して 彼 
らは自 らの 手と ムス リ ム たちの 手に よって、 その 
住居を 破壊す る 羽目に なった の だ。 ゆえに 健 常な 
眼識と 優れた 理性を 備え た 者た ちよ、 彼らに 起こ 
った 事件を 訓戒と せよ。 

3 例え アッ フ' 一 が 彼ら の 住居から の 追放を お定め 
にならず、 また その 定めを 遂行され なかった とし 
て も、 彼らは 現世に おいて 殺害 や 捕虜な ど 別の 形 
で 罰せられた ことであろう。 そして 来世に おいて、 
彼らには 地獄の 業火の 懲罰が 待ち受け ている。 

4 そのこと- つまり ユダヤ教 徒たち が 現世に おい 
て 蒙った 憂き目 と、 来世に おいて 彼らを 待ち受け 
ている 懲罰-は、 ア ッ ラーと その 使徒に 対す る ひ 
どい 反抗と 不服従 ゆえの 結果で ある。 そして アッ 
ラーと その 使徒に 反逆す る 者に 対し、 アッ ラーは 
過酷な 懲罰を ご用 意され ている。 

5{ 言 仰 者た ちよ、 あな た 方は 意味 もな く ナツメ ヤシ 
の 木を 刈 り 倒したり、 あるいはそう せずに 放って 
おいた のでは ない。 それは ア ツ ラーの お 許 しと ご 
命令 ゆえの ことで、 あな た ホが 彼 らの ナツメ ヤシ 
の 木を 伐採 し 焼き討ち にす る ことで、 かれの ご 命 
令に 背く 不服従の 徒が 不ぶ誉 を 受ける ためで あっ 
たので ある。 

6 ア ッ ラーは ユダヤ教 徒たち の 財産を、 あなた 方が それを 得る ために 馬 や ラク ダに 乗 (って 出 
征 す) る こと もない まま、 その 使徒に 与えられた。 アッ ラーは その 使徒たち を かれが お望みに 
なられる 敵に 対して 勝利 さも 戦闘す る こ ともなく 降伏させる。 そして ここで 言う 戦利品 (フ 
ィア） とは、 戦闘す る ことなく 正当な 権利を もっ て 獲得 した 不信仰 者の 財産の ことで ある。 ア 
ッ ラーは 全能で あり、 全てを 可能に される 御 方。 

7 馬 や ラク ダに 乗 (って 戦闘す) る ことなく、 ア ッ ラーが その 使徒に 獲得 させた 不信仰 者の 財 
産は、 一般 ムス リ ムの 福利と アッ ラーの 使徒 (彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ) の 家系、 
孤児 (親を 失く した 貧しい 子供)、 貧者 や 困窮者、 財源の がきた 異国からの 旅人ら のために 使 
用され る。 それは 財産が 富者の 間を 循環す る 所有物 となり 、貧者 や 経済的 弱者たち がその 
恩恵に 与 かれない よう な 状態に しないた めで ある。 そして あなた 方は アッ ラーの 使徒が 与 
えてく れた 財産 や、 あなた 方の ために 定めた 法 規定を 受容 し、 彼が 禁じ られた 物事は 回避せ 
よ。 そして アッ ラーの ご 命令を 遵守し、 かれが 禁 じられ たこと を 回避す る ことで、 かれを 畏 
れ るのに アッ ラーは かれが 命じられ たこと や 禁じられた ことに おいて 背いたり 逆らった 
りする 者に 対し 厳しい 懲罰を 下される 御 お 尚 この 節は、 スン ナ- 預言者の 言動、 及び 彼が 
黙認した 物事- に 則って 行う ことの 義務 性を 示す 法的 典拠で ある。 

8 同様に、 ア ッ ラーが その 使徒に 戦闘す る ことなく 授け られた 財産は、 マッカ の 不信仰 者た 
ちに よって その 住居と 財産を 奪われた 貧しい ムハー ジルー ン (移住者たち) にも 与えられる。 
彼らは、 アッ ラーが 彼らに 現世に おける 糧と 、来世に おける かれの ご 満悦を 授けて 下さる こ 
とを 希求し アッ ラーの 道に おいて かれと かれの 使徒の 宗教の 興隆の ために 奮闘 努力した。 
彼ら こそは その 言葉を 行いで もって 実証した、 正直な 者たち なので ある。 

9 また ム ハ' ー ジル' ー ン (移住者たち) の 移住の 前に マディ ’ ー ナに 居住 し、 信仰に 入って いた ア 
ン サール (援助 者たち) は ムハー ジルー ンを 愛し その 財産で もって 彼らを 慰めた。 彼らは 戦 
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利 品 やその 他の 財が 彼らに だけ 与えられても 嫉妬 
したりせ ず、 例え 彼らに 必要性 や 貧困が 存在して 
いたと しても、 ムハー ジルー ンと 彼らの 内の 困窮 
者を 優先した。 むやみに 金品を 惜しむ ことを 制し、 

余分な 財産に 対 し 禁欲的な 姿勢を 取っ た 者たち こ 
そ は 勝利者で あり 成功者で ある。 彼ら は 彼 らが望 
む 物を 獲得す るの だ。 

10 また ア ン サール (援助 者たち） と ムハー ジルー ン（ 

移住者たち） ら 先人たち の 後に 到来す る 者たち。 彼 
ら はこう 言う。 「我らが 主よ、 私たちの 罪を お赦し 
下さ レ、。 そして 信仰に おいて 私たちに 先駆けた 宗 
教 上の 同胞たち を、 お赦し 下さい。 いかなる 信仰者 
に対して も、 私たち のん に 嫉妬 や 憎悪の 念が 湧く 
ことのない 様に して 下さ レ、。 我らが 主よ、 あなた こ 
そは しもべ に 哀れみ 深く、 慈悲 深 レ 、御 ホです。」 尚 
この 節には、 ムス リ ムが 先人の 長所 や 美点を 想起 
し 彼らの ために ネ斤 願し また アッ ラーの 使徒 (彼 
にアッ ラーから の 祝福と 平安 あれ) の教 友たち を 
愛し その美 点を 回顧し 彼らに アッ ラーの ご禍 I 兑 
が あるよう にネ 斤るべき であると いう ことの 典拠が 
見雙け られる 。 

11 あなたは、 偽 信者 らが 不信仰の 同胞で ある ユダ 
ヤ 教徒の バヌ ー. アン =ナ ディール 族に 対し、 こ 
のよう に 言う のを 見なかった のか？ 「も しム ハン マ ドと その 仲間たち が あなた 方を 住居 か 
ら 追い出そうと したら、 私たちは あなた 方と 共に 出よう。 私たちは あなた 方を 見捨てたり、 
あなた 方と 共に マディーナを 出たり する ことを 止める よう 要求 されても、 かして そんな こ 
とに 従ったり はしない。 また あな た ホが 攻撃 さ れた ら 、私たちは あな た 方を 援助 しよう。」 ア 
ッ ラーは 偽 信者たち が ユダヤ教 徒の バヌ ー- アン =ナ ディール 族に 約束した 事に 関し、 嘘 
をつ いている こと を 立証な される。 
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12 例え ユダヤ教 徒が マデイーナを 追放され たと しても、 偽 信者たち は 約束 通り 彼らと おに 
マデイーナを 出たり はしな レ、。 またもし 彼らが 攻撃 されても、 彼らと 共に 戦ったり はしな 
い。 そして 例え 彼らと 共に 戦った ところで、 偽 信者ら は 敗 化して 趣を 返し 逃走す るの が 落 
ちな のに アツ ラーは 彼らを 援助され る ことな どなく、 彼らを おとしめ、 辱められる。 

13 f 言 仰 者たち よ、 偽 信者たち の 胸の 中では アツ ラーに 対する 畏れ や 恐怖の 念より も、 あなた 
方に がする 恐怖 ムの ホが 大きい のた というの も 彼らは アッ ラーの 偉大 さを理 解 もせず、 か 
れを 信仰しても いなければ、 かれの 懲罰 も 恐れて はいない 民 だからで ある。 


14 rL ダヤ 教徒たち は 壁 や 聖攘で 守られた 町 や、 壁の 向 こ う 側から などで なければ、 あなた 方 
との 戦いに 集結して 臨む ことは ない。 彼らは 自分たち の 間で いがみ 合って おり、 あなたには 
彼らが 一致団結して いるよう に 見えても、 実のところ 彼らの ム はてんで ばらばら なので あ 
る。 それと いうの も 彼らは アッ ラーの ご 命令を 理解す る こ ともなく、 そのみ しるしを 熟慮す 
る こと もない 民 だからで ある。 

巧 彼らには 現世に おいて、 バ ドルの 戦役で マッカの 不信仰 者たち を 襲った アッ ラーからの 
懲罰 や、 同じ ユダヤ教 徒の バヌ ー- カ イヌ カー ゥ族 がその 不信仰と アッ ラーの 使徒 (彼に ア 
ッ ラーからの 祝福と 平安 あれ) に対する 敵意 ゆえに 味わった 悪い 結末と 同様の ものが あり、 
また 来世に おいては 痛ま しい 懲罰が 待ち受け ている。 
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16 ユ ダヤ 教徒を 戦いへ と 扇動し、 彼らの アツ ラー 
の 使徒 (彼に ア ツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) に 対 
する 接 助を 約束す る 彼ら 偽 信 者ら は、 ちょう どシ 
ャイ ターンの よう である。 シャイ ターンは 人間に 
対して 不信仰を 煌びやかに 飾って 見せ、 彼らを そ 
こへ と 誘惑す る。 そしてい ざ 人間が シャイ ターン 
に 従って 不信仰に 陥る と、 こう 言う の だ。 「私は お 
前な どとは 関係 がない。 私は 全て の 創造物 の 主で 
ある アツ ラ ーを 恐れて い るの だ。」 

17 こう して シャイ ターンと、 かれに 従って 不信仰 
に 陥った 人間の 行き先は 地獄の 業火な ので ある。 
彼ら は そこ に 永遠に 留まる。 それは アツ ラーの 提 
を 破った 無法者に 対す る 報いな の だ。 

18 ア 、ソラ ー とその 使徒を 信 じ、 その 法に 従って 行 
動す る 者たち よ、 アツ ラーを 畏れよ。 そして かれが 
あなた ホに 命じられ たこと を 行 レ、、 禁じられ たこ 
とを 回避す る ことによって、 かれの 懲罰から 身を 
守る の だ。 また 全ての 魂に、 一体 審判の 日の ために 
どのよう な 行 レ 、をした か、 熟慮 さ せて みよ 。あなた 
方が 行い、 あるいは 放棄す る 全ての 物事に おいて 
アツ ラーを 畏れる の だ。 崇高なる アツ ラーは あな 
た ホの 行いに 通 焼され ており 、あなた ホの いかな 
る 行為 も かれの 目 を 免れる ことは ない。 そして か 
れは その 行いに 応じて、 あなた 方に 報 われる ので 
ある。 

19 信仰者た ちよ、 アツ ラーが 義務付けられ たことの 遂行を 放棄し それゆえに 審判の 日の 懲 
罰に 対する 救いと なる 善行の 機会を 忘却 させられた 者たち のよう であって はならない。 彼 
ら こそは アツ ラーと その 使徒に 対する 服従に 背いた、 背反の 徒な ので ある。 

2 Qt 也獄の 業火に 永遠に 留まる 者と、 享楽に 与 かる 天国の 徒は 同等では ない。 天国の 徒 こそは 
全ての 願望を 手に入れ、 全ての 災難を 免れる 者たち である。 

21 もし この ク ルアー ンが 山に 下され、 そして そこに 含まれる 福音と 警告を 理解す るなら が 
それは その 堅固 さと 硬さ、 巨大 さに も 関わらず、 至高の アツ ラーへの 畏怖の 念 ゆえに 恐れ、 
萎縮 し 砕け散っ てし まう であろう。 われら (アツ ラーの こと ） が 人間 に 対 し 説明 し 取り 上げ 
る これらの 譬えは、 彼らが アツ ラーの 御 力と 偉大 さを 熟慮す るよう にとの お取り計らいで 
ある。 尚 この 節には ク ルアー ンの 意味の 熟慮と 理解、 そして それに 則って 行う ことへの 奨励 
の 意味が 含まれて いる。 

のかれ こそは 崇高 かつ 至高で あり、 ろかが 外に 真に 崇拝すべき ものの ない 御お密 なる もの 
も 露わな もの も、 隠れた もの も 現れて いるもの も ご存知で あられる 御 方。 そして かれ こそは 
その 慈悲が 全ての 事象を 包括す る 慈悲 遍き御 方で あり、 かれを 信仰す る 者たち に対して 慈 
悲深 き 御 方で ある。 

23 ろか こそは 真に 崇拝され るべき 御 おかれな 外に 崇拝に 値する 存在は ない。 全ての ものの 
統治者で あ り、 それらを 無制限 かつ 自由に 司 られる 御 お かれには いかなる 欠陥 もな く、 あ 
ら ゆる 欠如から も 無縁で ある。 かれは その 使徒- 預言者た ちを 明 証と 共に 遣わし その 真実 
性を 確証され る 御 おまた 全 創造物の 全ての 行いを ご覧に なり、 監視され、 ろの 決して 敗 化 
する こ とのない 威光 高き 御 方。 かれは 全ての しもべを 配下に おく 制圧 者で あり 、全 創造物は 
かれに 服従す る。 かれは こ の 上ない 崇局 さと 偉大 さが 属す る、 最も 局 遠な る 御 お 至 局なる 
アッ ラーは 不信仰の 徒が その 崇拝 行為に おいて、 かれに 並べて 拝して いるよう な あらゆる 
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存在から 遠く 無縁な 御 方で ある。 


ごぶな t 窜お み 货: 、ふ J 健 


24 至高 かつ 崇高なる アッ ラー こそは、 創造を 定め 
られる 唯一の 創造主で あり、 その 英知に 添った 形 
で 物事を 前例の ない 形で 造られ、 存在せ しめられ 
る 御 方。 そして かれ こそは お望みの まま 創造に 形 
を 与えられる 御 方。 かれに こそ 全ての 美ぶ と 崇高 
なる 属性は 属し 天地に ある 全ての 存在は かれの 
崇高 さを 讚え る。 かれ こそは その 敵に 対して 厳し 
い 仕打ちを 下される 威光 高き 御 方で あり 、創造の 
諸事に 関する 取り計らい において この 上な く英 
知 溢れた 御 方で あ られ る。 
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1 アッ ラー とその 使徒を 信 じ、 その 法に 従って 行 心ぶ リ叫品 三! らン / 彼た 二が •みぶ^ 


動す る 者たち よ。 われ (アツ ラーの こ と） と あなた 
方の 敵に 愛情を 示 し 彼ら を 親友 や 懇意な 仲間と 
しては ならない。 また 彼らに 使徒 (彼に ア ツ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ) や ムス リ ム たちの 情報を 漏 
らして はならない。 彼らは アツ ラーと その 使徒へ 
の 信仰 や、 啓示され たク ルアー ン という 真理を 信 
じなかった。 また- 信仰者た ちよ- 彼らは あなた 
方が アッ ラーを 主と し、 かれのみ を 崇拝す るが ゆ 
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えに、 使徒 (彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） | | | | 
と あなた 方を マッカから 追放した のた 信仰者た ちよ、 あなた ホが わが 道に おいて 奮闘す る 
ために、 そして わが 満悦を 望んで 移住した のなら、 われと あなた 方の 敵に 懇意に し、 彼らに 
密かな 愛情を 示したり しては ならない。 われは あなた ホの 隠す こと も、 現わす こと も 存じて 
いる。 そして あなた ホの 内 そのような 行為を する 者は、 真理の 正しい 道に おいて 誤り、 道標 
から 迷い 去って しまった 者な ので ある。 

2 あなた ホが 密に 愛情を 示して いる 彼らは、 あなた ホに がして 優勢に なった 焼には、 あなた 
方と 戦う であろ う。 そ して あなた ホを 殺害し 奴隸 とする ために その 手を 伸ばし あなた ホ 
を 中傷し 罵倒す るた めに 弁を 振る うであろう。 彼らは どうにかして、 あなた ホが 彼らと 同じ 
不信仰 者 となる ことを 望んで いるの だ。 

3 あなた 方が、 あなた 方の 親戚 や 子供の ために 不信仰 者たち に 親愛の 念を 示した と しても、 
彼ら (親類 や 子供た ち) は あなた 方を 少しも 益す る ことが な レ、。 アッ ラー は 審判 の 日に あなた 
方を 分け隔て られ 、ろかに 服従して いた 者たち を 天国へ、 そして かれに 背いて いた 者たち を 
地獄へ と 入れられ るので ある。 アッ ラーは あなた 方の 行いを 全て ご覧に なられて いるので 
あり、 いかなる 言葉 や 行い も かれの 御 知識を 免れる こと はない の だ。 

4 信仰者た ちよ、 実に イブ ラー ヒー ム (彼に 平安 あれ) と 彼と 共に あった 信仰者た ちは、 あなた 
方に とってよ き 模範であった。 彼らは アッ ラーを 信じない 民に 対して、 こ う 言った の だ。 「 
私たちは あなた 方、 そして あなた 方が アッ ラーを 差し置いて 拝す る 神々 や 偶像な どとは 無 
縁で ある。 私たちは あな た 方を 不信仰 者 とし、 あな た 方の 不信仰 な 状態を 否定す る。 そして 
あなた 方が ア ッ ラーの みを 信仰 しないと いう 不信仰の 中に ある 限り、 私たちと あなた 方の 
間には 永遠に 敵対 ムと 憎しみが 生まれる の だ。」 しかし イブ ラー ヒー ムが アッ ラーに 対し、 
彼の 父親の 罪の お赦 しを ホめ たこと に関しては、 見習って はならない。 それは 彼の 父親が ア 
ツ ラーの 敵で あると いう ことが 明らかになる 前の ことだった ので あり、 そのこと が 明らか 
になる や 否や 彼は 父親との 縁を 断った ので ある。 イブ ラー ヒー ムは 言った。 「我らの 主よ、 
私たちは あなたに こそ 全てを 委ね、 あなたに こそ 悔悟し ます。 そして 審判の 日 の 還り 所は あ 





なた の 御 許な のです。 

5 我らの 主よ、 あなたの 懲罰に よって 私たちを 試練 
にかけ ないで 下さ レ、。 また 私たちが 不信仰 者たち 
からの 支配の 憂き 目を 見る こと によって、 私たち 
が 私たちの 宗教に おいて 苦難を 味わう ことのない 
よう にして 下さ レ、。 あるいは 私たちが 彼らに 敗 化 
する ことによって、 彼らが、" 彼ら (アツ ラーの みを 
崇拝す る 者たち が ミ 真実と 共に あった のなら、 懲罰 
を 味わう ことはなかった だろう" などと 言い、 彼ら 
が更 なる 不信仰に 陥って しまう ような 試練を 与え 
ないで 下 さ レ、。 我らの 主よ、 あなたの お赦 し 深さで 
も って 私た ちの 罪を お 赦し下 さ レ、。 あなた こそは 
レ、 かなる 者に も 屈服す る ことのない 威光 高き 御 方 
であり、 そ の 御言 葉 と 行いに おいて この 上な く英 
知 溢れた 御 方で あ られ ます。 

が 言 仰 者 たちよ、 実に イブ ラー ヒー ム (彼に 平安 あ 
れ) と 彼と 共に あっ た 信仰者た ちは、 現世と 来世に 
おいて アツ ラーからの よき ものを 望む あなた 方に 
とって 称えられるべき 規範であった。 しかし 預言 
者たち への 追従な どの、 ア ツ ラーが 働め られた 物 
事に 背を 向けたり、 あるいは アツ ラーの 敵に 親愛 
の 念を 示す 者が いたと しても、 アツ ラーは そ も そ 
も その しもべに など 何の 依存 もされない 御 方な の 
である。 そして かれは その 本質と 属性に おいて 崇 
高で あ り、 いかなる 場合に おいても 讚 えられる ベ 
き 存在な の だ。 

7 信仰者た ちよ、 もしかすると アツ ラーは あなた ホと あなた 方が 敵対した シルク 1 の 徒の 親類 
たちとの 間に、 彼らの ムを イス ラームに 対する 満足へ と 傾ける ことによって、 憎しみと 嫌悪 
の 後の 愛情と 親愛の 念を 注ぎ込まれる かも しれない。 アツ ラー こそは 全てを 可能に させる 
御 力の 持 ち 主で あり、 その しもべに 対して お赦 し 深く、 慈悲 深 レ 、御 方で あるの だ。 

が 言 仰 者た ちよ、 アツ ラー は 宗教 ゆ えに あなた 方と 争ったり せず、 また あな た 方を 住居から 
追放 したり もしな かっ た 不信仰 者た ちに 対して、 あなた 方が 善行を 施 したり、 公正に 接した 
りする こと を 禁じて はいない。 ア ツ ラーは その 言動に おいて 公正な 者を 愛でられ るの だ。 

9 アツ ラーが 禁じられて いるのは、 宗教 ゆえに あなた 方に 戦いを 仕掛けた り、 あなた ホを 住 
居から 追い やった り、 また あなた 方の 追放を 援助したり した 者たち に、 あなた 方が 援助 や 愛 
情を もって 懇意に する ことで ある。 そして 信仰者を 差し置いて 彼らを 援助 者と し 親友と す 
る 者 こそは、 自 らに 不正を 働き、 アツ ラーの 捷を 無視す る 者な ので ある。 

10 アツ ラーと その 使徒を 信じ、 その 法に 従って 行動す る 者たち よ、 不信仰 者たち の 所から 
イ ス ラームの 世界に 女性の 信仰者た ちが 避難して やって来たら、 彼女ら を 試問 しなさい。 
それは 彼女ら の 信仰心が 真実で あるか どう か 知 るた めで あるが、 アツ ラー こそ は 彼女ら 
の 真の 信仰 ムを ご存知で あられる 御 方。 それで 何ら かの 表面的な 証拠 や 徴候から 彼女ら 
が 信仰者で ある こと がわ かっ たな ら 、あなた 方は 彼女ら を 不信仰 者で ある 彼女ら の 夫の 
もとに 返して はならない。 信仰者の 女性が 不信仰 者の 男性と 婚姻 関係を 持つ こと も、 不信 
仰 者の 男性が 信仰者の 女性を 娶る こと も 非合法な ので ある。 それで イス ラームを 受け 入 
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1 「シルク」 とは、 至高の アツ ラーに 対し かれの ル ブービー ヤ （いわゆるを もつ まりこの 世の 創造 や 管理、 所有 
や 支配な どに 関する 権威） と ウル ー ヒー ヤ （いわゆる 沖を。 つまり 真に 崇拝され るべき 権威） そして かれの 美 
《と 属性、 あるいは それらの いずれ か 1 つに おいて 同位 者 や 関与 者を おく ことです。 



れた 彼女ら の 夫には、 婚姻の 際の 贈与 金な ど、 

彼らが 彼女ら ゆえに 費やした 費用を 与える の 
だ。 そして 彼女ら に 婚姻の 際の 贈与 金を 与える 
のなら ば、 あなた 方が 彼女ら を娶る こと に 罪は 
な レ、。 また 不信仰 者の 妻たち との 婚姻 関係を 維 
持す るので はな レ、。 そ して あなた 方は シルク 1 
の 徒たち に、 イス ラームを 棄教 して 彼らの もとへ 
とちった あな た 方の 女性たち に 婚姻の 際に 費やし 
た 贈与 金を 要 ホせ よ。 また 彼らには あなた 方に 対 
し、 イス ラームを 受容して あなた 方の も とへ やっ 
て 来た 女性たち に 彼ら が 費や した 贈与 金を 要求 さ 
せよ。 この 節に 言及され ている 法 規定 こそは、 アツ 
ラーが それでもって あなた 方を 裁かれる かれの 法 
規定で ある。 ゆえに それに 反して はならない 。アツ 
ラー は 全て を 包み隠さず ご存知 に なられ、 そ の 御 
言葉 と 行いに おいて この 上な く 英知 溢れ た 御 方で 
ぁる。 

11 そ して、 も しあな た 方の 妻たち の 一部が イスラ 
ー ムを棄 てて 不信仰 者の もとへ と 立ち去った にも 
関わらず、 あなた 方が 彼女ら に 費やした 婚姻の 際 
の 贈与 金が 返還され なかったならば、 その後 あな 
た 方が 彼ら 不信仰 者 あるいは その他の 者たち に 対 
して 勝利を 収める よう な こと が あった 際、 妻に 去 
られた ムス リ ム たちに 対しては、 彼らが 彼女ら に 
与えた 結婚の 際の 贈与 金と 同額の ものを 戦利品の 
中から 与える の だ。 あなた 方が 信仰す るアツ ラーを こそ 畏れよ。 

12 預言者 よ、 アツ ラーと その 使徒 を 信仰す る 女性ら が、 崇拝 行為 において アツ ラーに 何もの 
も 並べて 崇めず、 盗み を 働かず、 蠢 通を せず、 生まれた 子供 やま だ 出産 前の 子供を 殺 さず、 実 
の 夫の ものでは ない 子供を 欺いて 夫の ものと したり もせず、 また あなたが 命じる 善行に お 
いて 背いたり も しない こと を 誓う ために あなたの もと にやって 来たの なら、 契り を 結んで 
やる の だ。 そ して 彼女 ら のために 了 ツ ラーに 罪の お赦 しを たう て やれ。 ア ツ ラーは 悔悟す る 
し もべ の 罪に お赦 し 深く、 ま た 慈悲 深 レ 、御 方で ある。 

13 アツ ラーと その 使徒を 信じる 者たち よ、 不信仰 ゆえに アツ ラーの お怒りを 買った 者たち 
を 親友 や 盟友と する のでは ない。 彼らは 来世に おける アツ ラーの 報奨に 絶望して いるが、 そ 
れ はちょう ど 既に この 世を 去った 不信仰 者が 真実を 目の当たり にし 来世に おいて 彼らに 
は 何の 分け前 もない ことを 確信した 時に、 アツ ラーの ご 慈悲に 授かる ことを 絶望して いる 
のと 同様で ある。 あるいは 不信仰 者が 死後の 復活を 否定す るが ゆえに、 彼らの 故人が 蘇生す 
る こと に 絶望して いるのと 同様で ある。 


戦列 章 

(アッ = サッフ 章) 


1 天地に 存在す る 全ての ものは、 アッ ラーを かれに 相応しく ない あらゆる ものから 無縁な 崇 
高な 存在と して 讚え る。 そして かれは 何ものに も 屈服す る ことのない 威光 高き 御 方で あり、 
その 御言 葉 と 行いに おいて この 上な く 英知 溢れた 御 方で ある。 

2 アッ ラーと その 使徒を 信じ、 その 法に 従って 行動す る 者たち よ。 どう して 自分たち が 遵守 
もしない ような 約束を したり、 言葉を 話したり する のか！ ？ 尚 これは、 言行 不一致な 者に 
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1 13 ページの 注釈 1 を 参照。 





対する 警告と 戒めで ある。 

3 自分たち が 行い も しないよう な ことを 口先で 語 
るのは、 ア ッ ラーが 非常に お嫌いに な られる こと 
である。 

4 アッ ラーは、 敵が 付け入る 隙 間 も 無い ほどに 堅 
固な 建造物の よう になって、 かれの 道に おいて 隊 
列を 組んで 戦う 者たち を 愛でられる。 尚 この 節は 
ジ ハー ド (アッ ラーの 道に おける 努力 奮闘） と、 そ 
れに 参加す る 者の 徳を 表して いる。 崇高なる アッ 
ラーは かれの 敵に 向かって 隊列を 組み、 かれの 道 
において 戦う 信仰者の しもべた ちを ご 寵愛され 
るの だ。 

5{ 吏 徒 (ム ハン マ のよ、 ア ッ ラーの 預言者 ムーサー 
(彼に 平安 あれ) がその 民に 対して このよう に 言っ 
たこと を、 あなたの 民に も 想起 させよ。 「あなた 
方は 私が アッ ラーからの 使徒で ある こと を 知り 
ながら、 な ぜ 言葉 や 行 いで もって 私を 弾圧す るの 
か？」 そして 彼ら が 真 a を 知 りつつ も そこから 背 
き、 頑迷 に 不信仰 に 固執した 時、 アッ ラーは 彼ら 
の 心を 導きの 受容から 遠ざけ られ た。 それは 彼ら 
が 自ら 選んだ 堕落に 対す る 懲罰で ある。 アッ ラー 
はかれに 対する 服従と 真理の 道から 外れた 民を、 
お導きには なられない。 


鞭 徒 （ム ハン マ のよ、 そして マルヤ ムの子 イー 
サー がその 民に 対して このよう に 言った ことを、 あなたの 民に も 想起 させよ。 「私は 私が 
前に 到来した トーラーを 確証し また 私の 後に 到来す る" アフマ ド (預言者 ム ハン マ ドの こ 
と）" という 《の 使徒の 真実性を 証言し 彼への 信仰へ と 招く ために あなた 方に 遣わされた、 
アツ ラーの 使徒で ある。」 しかしい ざム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) が 明 
白な 巧を 携えて 現れる と、 彼らは こう 言った。 「彼が 私たちに もたらし たのは、 明らかな 魔 
法で ある。」 

7 イス ラームへの 改宗と、 アツ ラーの みへの 崇拝へ と 招かれて いるに も 関わらず、 かれに 対 
して 嘘を 捏造したり、 あるいは かれに 対する 崇拝 行為に おいて 何ら かの 共同者を 拝したり 
する 者より も、 ひどい 不正と 敵対を 働く 者は いない。 アツ ラーは 不信仰 や シルク 1 でもって 
自ら に 不正を 働く 者を、 成 巧へ と 導かれは しないの だ。 
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81 皮ら 不正 者たち は 虚偽の 言葉で もって、 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) 
が 携えて きた 真 a - つまり ク ルアー ン- を 消し 去って しま うこと を 望んで いる。 しかし 例 
え 不信と 虚言の 徒が それを 厭 お うと も、 アツ ラーは その 宗教を 完遂す る ことによ っ て 真理 
を 勝利させる の だ。 

9 ア ツ ラー こそは、 その 使徒 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） をク 
ルアー ンとイ ス ラームの 教えと 共に 遣わせられる 御 方。 そ して それは 例え シルク 2 
の 徒が それを 嫌おうと も、 イス ラームが 全 宗教の 最高 位に 君臨す るた めな ので ある。 

10 アツ ラーと その 使徒を 信じ、 その 法に 従って 行動す る 者たち よ。 あなた ホを 痛ま しい 地 
獄の 懲罰から 救って くれる、 偉大な 取引を 教えよう。 

11 ア ッ ラーと その 使徒への 信仰と 常に 共に あれ。 そ して あなた 方が 所有す る 財産 や 生命を 


1 13 ページの 注釈 1 を 参照。 
2 13 ページの 注釈 1 を 参照。 




かけて、 アツ ラーの 宗教を 援助 するべく、 かれの 
道に おいて 努力 奮闘す るの だ。 これ こそは 現世で 
の 商売より も、 あなた 方に とって 最善な もの。 も 
し 物事の 害悪と 利益の 分別が つく というの なら、 

それを 行う がよ い。 

じ 13( 言 仰 者た ちよ、 もし あなた 方が アツ ラーの ご 
命令を 遂行す るの なら、 かれは あなた 方の 罪の 数 
々を 覆い隠して 下さろう。 そして その 木々 の 下を 
河川が 流れる 楽園に 入れ、 天国の 清浄な 住居に い 
かなる 断絶の 恐れ もな く 永遠に 住ま わせて 下さ 
るであろう。 これ こそは 類ない 勝利な ので ある。 

更に 信仰者よ、 あなた 方には あなた 方が 望む もう 
一つの 恩恵が ある。 それは あなた 方に 到来す るア 
ツ ラーの ご 援助 と、 あなた 方の 手で もって 完遂 さ 
れる 近い 日の 勝利で ある。 預言者 (ム ハン マ のよ、 

信仰者た ちに 現世に おける 勝利 と 援助を、 そして 
来世に お ける 天 国の 報奨の 福音を 伝 える の だ。 

14 アツ ラーと そ の 使徒を 信じ、 その 法に 従って 行 
動す る 者たち よ。 イ ’ ー サ' 一 の教 友たち がア ツ ラ' 一 
の 宗教の 援助 者であった よう に、 あなた 方 もまた 
アツ ラーの 宗教の 援助 者 となる の だ。 イーサ ーが 
彼らに 「アツ ラーへの お近づきに なること におい 
て、 私を 援助し 支える 者は 誰で あるか？」 と 言っ 
た 時、 彼らは こう 言った の だ。 「私たちが アツラ 
一の 宗教の 援助 者です。」 こう して イスラエルの 
民の 内の ある 者たち は 正しく 導かれ、 また 別の 者たち は 迷い 去った が、 われら (アツ ラー) は 
われらと 使徒を 信じた 者たち を 支え、 彼らに 敵対した キリス ト 教徒の 一派に 対して 彼らを 
援助した。 そして 彼らは 敵に 勝利した が、 実に それは ム ハン マ ド (彼に アッ ラーからの 祝福 
と 平安 あれ) の 出現に よる ものだった ので ある。 
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合同 礼拝 章 

(アル ニ ジュムア 章) 


1 天地に 存在す る 全ての ものは、 アツ ラーを かれに 相応しく ない あらゆる ものから 無縁な 
崇高な 存在と して 讚え る。 そして かれのみ が 全ての 所有者で あり、 いかなる ものの 介在 も 
なく 物事を 司られる 御 方で あり、 あらゆる 欠点から 無縁な 御 方な ので ある。 かれは 何もの 
にも 屈服す る ことのない 威光 高き 御 方で あり、 その 統御と 創造に おいて この 上な く 英知 溢 
れた御 方で ある。 

2-3^ 高なる アツ ラーは 読み書きを 知らず、 啓 典 どころ かその 痕跡 すら 認められな いような 
民で ある アラ ブ人自 身の 中から、 全人 類への 使徒を 遣わさ れ た。 そ の 使徒は 彼 らにク ルア 
ーンを 読み聞かせ、 彼らを 誤った 信仰 教義 や 悪徳から 清め、 彼らに ク ルアー ンと スン ナ頗 
言 者の 慣習) を 教え も 人々 は 彼が 遣わされる 前、 真理から 明白に 逸れ 去って いたので ある。 
また 崇高なる アツ ラーは、 まだ その 当時 この 世に 存在して いない 後に 現れる アラブ 人 及び 
非 アラブ 人の 別の 民に 対しても 彼を 遣わされた。 至高の アツ ラーの みこ そは 全てを 屈服 さ 
せられる 威光 高き 御 方で あ り、 その 御言 葉と 行いに おいて この 上な く 英知 溢れた 御 ホで あ 
る。 

4 使徒 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) が アラブ、 及び 非 アラブ 人の 民に 遣 
わされた のは、 アツ ラーからの 恩恵で ある。 かれは それを しもべの 内の、 お望みに なられる 
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者に お授け になる。 かれ こそは 慈善 深く、 無尽蔵 
に 与えられ える 御 方で ある。 

5 律法に 沿って 行 うこと を 義務付けられた にも 関 
わらず、 それを 放棄した ユダヤ教 徒たち はちょう 
ど、 その 内容を 知り も しない 書物を 運ぶ ロバの よ 
う な ものである 。アツ ラーの みしる しを 嘘と し、 
それに よって 益を 得る こと もない 民の 何と 醜悪 
な ことだろう ろ \ アツ ラーは その 捷に反 し、 服従 
しよう とはし ない 不正の 民を 成功へ と 導かれは 
しない。 

6 使徒よ、 改変 された ユダ ヤ教の 教義を 固守す る 
者たち に、 こう 言う の だ。 「あなた 方が、 自分たち 
のみが アツ ラーの 寵愛を 受ける 者で あると 言い 
張る のなら- そして それは 虚言で あるが- 、死を 
望んで みよ。 も しあな た ホが、 アツ ラーの あなた 
方に 対する 寵愛に おける 主張を 本当に 信じ込ん 
でい ると いうの なら。」 


7 彼ら ユダヤ教 徒は 来世より も 現世を 優先し 彼 
らに 対す るアッ ラーの 懲罰を 恐れる が ゆえに、 か 
して 死な どを 望んだり は しない。 それは 彼ら が 行 
つていた 不信仰 や 悪行の ためで ある。 アッ ラーは 
不正 者たち のこ とを よく ご存知で あ り、 彼らの 不 
正が かれの 御 知識を 免れる ことな どは ない の だ。 


暗え、 「あなた ホが 逃げようと している 死は、 避けよう のない ものである。 それは あなた 方 
の 寿命が 終わる 時に 到来す る。 そして あなた ホは 復活の 日、 露わな もの も密な もの も 皆 ご 
存知で ある アッ ラーの 御 許へ と 還され るの だ。 かれは あなた 方の 現世での 行為を お告げに 
な り、 それに よって あなた 方を お報いになる。」 


9 アツ ラーと その 使徒を 信じ、 その 法に 従って 行動す る 者たち よ。 金曜 礼拝の 折に ア ザーン ( 
礼拝の 呼びかけ) がな されたら、 説教の 拝聴と 礼拝の 遂行へ と 向かう のた そして 商売な じ 
礼拝から 勤し ませる よう な 全ての 行為を 一旦 放棄せ よ。 あなた ホが 命じられ ている そのこ 
と こそ、 あなた 方に 最善な の だ。 そこには あなた 方の 罪の 赦 しと、 アツ ラーからの 報奨が あ 
る。 もし あなた 方 自身の 福利を 知っている というなら、 そうする がよ レ、。 尚 この 節には 金曜 
礼拝の 出席と、 説教の 拝聴の 義務が 示 されて いる。 


10 それで 説教を 聴き、 金曜 礼拝を 終えたら、 大地に 拡散 するがよい。 そ して 努力 して アッラ 
一の 糧を探 ホし、 いかなる 時に もアッ ラーを よく 念じる の だ。 きっと あなた ホは 現世と 来 
世に おける よき ものを 獲得す るであろう。 


11 ある ムス リ ム たちは、 隊商 や 現世 的な 遊興 や 虚飾な どを 目 にした 時、 そちらの 方へ 散り 
散り に 去って しまった。 預言者が 説教 壇で 説教す る ままに、 彼を 置き去り にして しまった。 
預言者 よ 言え、 「アッ ラー の 御 許の 報奨 と 安寧 こそは、 遊興 や 商売 などよりも 有益で ある。 
アッ ラーの みが 糧を お恵みに なり、 お授けになる 最善の 御 方な の だ。 ゆえに かれに こそ ホ 
め、 かれの 御 許に ある 現世と 来世の よき ものを 獲得す るた め、 かれへの 服従に おいて ご援 
助を 乞う がよ い。 




偽 信者たち 章 

(アル = ムナ ー フイ クーン 章） 
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な哟 1 媒 


1 使徒よ、 偽 信者たち は あなたが いる 集まり の 場 
にやって 来た 時、 口先で こう 言った。 「私たちは、 

あなたが ア ツ ラーの 使徒で あると 証言す る。」 ア 
ツ ラーは、 あなたが アツ ラーの 使徒で ある こと 
を ご存知で ある。 そして かれは、 偽 信者 たちが あ 
なた の 面前で 見せかけ ている 証言 や、 口先での 誓 
レ、、 内心に 秘め た 不信仰 などに おいて、 嘘つきで 
ある こと を 証言され るの だ。 

2- 3 偽 信者たち は その 誓いを もって、 あなた 方 か 
ら 痛めつ けられ、 非難され る ことからの 盾と し、 

予防策と している。 そして 彼らは 自分自身と 人々 
を、 真っ直ぐな アツ ラーの 道から 阻んで いる。 彼 
らの 行いの 何と 悪い ことで あろ うろ \ というの も 
彼らは 上辺では 信仰して いるよう に 見せかけて 
はいるが 、内心に おいては 信じて はいない からで 
ある。 それで アツ ラーは その 不信仰 ゆえに、 彼ら 
の 心を 封 じら れた 。ゆえ に 彼 らは どこ に 彼ら の 利 
が あるろ \ 分からず にいる の だ。 

4 ま た 彼ら 偽 信者 を 見て みれば、 あなた は 彼らの 
風采 や 外見に 惑わ される であろう。 また 彼ら が 話 
せ ば、 あなたは その 言葉 巧み さ ゆえ、 彼らに 耳を 
傾けて しまう であろう。 しかし 彼らは 信仰心の 欠 
けた 心と、 a 解と 有益な 知識の 脱落した 知性 ゆえに、 あたかも 壁に 立て かけられた 生命の 
ない 材木の よう である。 彼らは 自分たち の 真の 状態を 知っている ゆえに、 また その ひどい 
臆病 さと 心の奥底にまで 到達した 恐怖 感 ゆえに、 あらゆる 大きな 音が 彼らに 対して 上げら 
れ たもので はない か、 また 彼らを 害する ものな のでは ないか、 と 疑心暗鬼に 陥って いる。 彼 
ら こそは あなたと 信仰者たち に対して 激しい 敵意を 抱く 真の 敵で あるの だから、 彼らに 気 
を 付ける のに アツ ラーが 彼らを 辱められ、 彼らを その ご 慈悲 か ら 遠ざけられ るよう。 一体 
彼らは どう して 真理から、 偽 信と 迷妄へ と 立ち去って しまった のか？ 

5 そ して 彼 ら偽 信者に 「あなた 方が 思わず 発 してし まっ た 悪 レ 、言葉 や 馬鹿げた 話を 弁解し、 
改 俊して 来る の だ。 アツ ラーの 使徒は アツ ラーに、 あなた 方の ために 罪の お赦 しを をうて 
下さる だろう。」 と言われれば、 彼らは 顔を 背け、 高慢 さと 蔑みの 念から 頭を 振る。 使徒よ、 
あなたは 彼らが 馬喬慢 さから 働告を 受け入れず、 あなたから 背き 去る のを 確かに 目に したの 
だ。 

6 {吏 徒よ、 あなたが 彼ら 偽 信者の ために アツ ラーに その お赦 しを 乞おう が、 たう ま レ、 が、 ア 
ツ ラーは 彼らの 罪を 絶対に お赦 しには ならない のに それは 彼らの 不服従への 執着と、 根 
強い 不信仰の ためで ある。 アツ ラーは かれを 信じず、 かれに 対する 服従から 逸脱した 民を 
信仰へ と 導かれる ことは ない。 

7 彼ら 偽 信者は マディ ーナの 民に こう 言う。 「アツ ラーの 使徒の 教友 である ムハー ジルー 
ン够住 者たち) が 彼から 離脱す る また 彼らに 施しを 与える のでは ない。」 しかし 諸 天地と 
その 間にある 糧の 宝庫は、 アツ ラーに のみ 属する。 かれは お望みの 者に 与えられ、 お望みの 
者には 禁じられる 御 方。 しかし 偽 信者たち には 熟慮がない ので あり、 例え そのような こと 
をしても 彼らが 何ら かの 益に 与 かる ことは ない。 

8 彼ら 偽 信者は 言う。 「マディーナに 戻ったら、 威光 高い 我々 の 集団が 卑小な 信仰者の 集団 
を 追い やる であろう。」 しかし 威光は 至高の アツ ラーと、 その 使徒 (彼に アツ ラーからの 祝 
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福と 平安 あれ)、 そして 誰でもない アツ ラーと そ 
の 使徒 を 信仰す る 者たち にこ そ 属する のに 偽 信 
者たち は その 無知 ゆえ、 そのこと を 知らない。 

9 アツ ラーと その 使徒を 信じ、 その 法に 従って 行 
動す る 者たち よ。 ア ツ ラーに 対する 崇拝 行為と 服 
従 行為を そっちの けにして、 あなた 方の 財産 や 子 
供に うつつを 抜かす のでは ない。 財産 や 子孫に う 
つつを 抜かして それらを おろそかに する 者 こそ 
は、 ア ツ ラーの 寛容 さと ご 慈悲 という 幸運に おけ 
る 損失 者で ある。 

10 アツ ラーと その 使徒を 信じる 者たち よ、 われ 
(アツ ラーの こと） が あなた 方に 授けた ものの 内 か 
ら 慈善の 道に 施す の だ。 そ して あなた 方に 死が 到 
来し その 兆候 や 巧を 目に する 前に、 急いでそう 
する がよ レ、。 その 折に なって あなた 方は こ う 言う 
ことになるだろう から。 「主よ、 私に 猶予を お 与 
え 下さ レ、。 も う少 々死期を 遅らせて 下さ レ、。 そう 
すれば 私は 私の 財を 施 し、 正しく 信心深い 者と な 
るで しように。 

11 しか し 人の 死期が 訪れ、 その 寿命が 終わった 
ら 、アツ ラーは 決して 猶予を 与えて 下さり はしな 
レ、。 崇高な るアツ ラーは 善行で あれ 悪行で あれ、 
あなた 方が 行う こと を 抜かりな く ご存知の 御 方。 
そ して かれは あなた 方の 行いに 応じて、 あなた 方 

にお 報いになる。 


驅し 合い 章 
(ア ッニタ ガー ブン 章) 


1 天地に 存在す る 全ての ものは、 アツ ラーを かれに 相応しくない あらゆる ものから かけは 
なれた 無縁で 崇高な 存在と して 讚え る。 そして 崇高なる かれ こそは 全ての 物事を いかなる 
制限 もな く 司られる 御 方で あり、 かれに こそよ き 讚美は 属する。 そして かれは 全てを 可能 
にされ る 御 方で ある。 

2 アツ ラー こそは あなた 方を 無から 生じ しめられた 御 方。 しかし あなた 方の 内の ある 者た 
ちは、 かれのみ が 崇拝に 値する 御 方で あると いう ことを 否定し また ある 者たち はかれを 
信じ、 その 法に 沿って 行う。 崇高なる かれ こそは あなた ホの 行いを 包み隠さず ご覧に なら 
れる御 方で あ り、 そして それに よって あなた ホに 報 われる 御 方で ある。 

3 アツ ラー は 途方 もな レ 、英知 によって、 天地 を 創 られ た。 また かれは、 あなた 方を 最も 美し 
い 形に 創ら れ た。 かれに こそ 審判の 日の 還り 所が あるので あ り、 そして かれはを々 の 行い 
に応 じて お報いに な られ る。 

襟 高 かつ 至高なる 御 方は、 天地の 全てを ご存知で ある。 また- 人間よ- かれは あなた 方が 
自分たち の 間で 内密にし ている こと も、 露わに している こと も ご存知で ある。 アツ ラーは 
胸の 内に 潜めて いる こと も、 心の奥に 隠して いる こと も、 知って おられる の だ。 

5 シルク 1 の 徒よ、 一体 あなた 方が 前の 民で 不信仰に 陥って いた 者たち の 知らせが 届いて い 
ない のか？ 彼らは その 不信仰と 現世に おける 悪行の、 当然の 悪い 結末を 味わった の だ。 そ 
して 彼らには 来世に おいて、 痛ま しい 懲罰が 待ち受け ている。 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 






が 皮ら が 現世で 味わい、 そして 来世に おいても 味 
わう ことになる 懲罰は、 彼らの もとに アツ ラーの 
使徒たち が 明瞭な みしる しと 明白な 奇跡を 携え 
て 到来 したに も 関わらず、 彼ら がそれ を 否定して 
このように 言って いたから である。 「我々 と 同じ 
人間が、 我々 を 導く と言うの か？」 そして 彼らは ア 
ツ ラーの 不信仰に 陥り 、その 使徒たち のメ ツ セー 
ジを 否定し 真理から 背き 去って それを 受け入れ 
なかった。 しかし アツ ラーは 彼らの ことな ど 必要 
ともされない。 かれ こそは 十全た 何ものを も 必要 
とは されない 御 方。 かれに こ そ 無 制 限 かつ 完全な 
る 十全 さは 属し、 また かれ こそは その 御言 葉と 行 
いと 属性に おいて 讚 えられるべき 御 方。 かれは 彼 
ら のこと など お構いには なられない。 そして かれ 
は 彼らの 迷妄に よって 害される こと もない。 

7 アツ ラーの 不信仰に 陥って いる 者たち は、 死後 も 
墓場から 召集され る ことな どない と 虚偽の 主張を 
する。 使徒よ、 言う の だ。 「いや、 私の 主に かけて。 

あなた 方は 墓場から 生きた 状態で 呼び出されよ 
う。 そして あなた 方が 現世で 行って いた こと を、 告 
げられ よう。 そんな ことは アツ ラーに とって 容易 
いこと なので ある。 

8 ゆえに シルク 1 の 徒よ、 アツ ラーと その 使徒を 信 
じる の だ。 そして 使徒に 下された ク ルアー ン によ 
って 導かれよ。 ア ツ ラーは あなた 方の いかなる 言 
動 も 熟知され ている 御 方で あり 、審判の 日 には それらで もって あなた 方に 報 われる 御 方な 
の だ。 

9 アツ ラーが 先人たち と 後世の 者たち を 召集され る、 召集の 日を 想起せ よ。 その 日 こそは 被 
造 物の 間の 損失と 格差が 露わになる 日で あり、 信仰者は 不信仰 者と 不服従の 民に 損失を 味 
わ わせる の だ。 それで 信仰者は ア ツ ラーの ご 慈悲に より 天国に 入 り、 ー ホ 不信仰の 民は アツ 
ラーの 正義に より 地獄に 入る。 そして アツ ラーを 信じ、 かれに 服従す る 者は その 罪を 赦 され 
よう。 そ して 宮殿の 下を 河川が 流れる 天国の 楽園に 入れられ、 そこ に 永遠に 留ま ろう。 天国 
での 永遠の 住まい こそは、 何物に も 比べよう もない 偉大な 勝利な ので ある。 

10 真に 崇拝され るべき 存在で ある アツ ラーを ないがしろに しその 使徒たち が 携えて 到来 
した その 唯一無二の 主と しての 権威と、 唯一の 崇拝が 象と しての 権威の 明 証を 虚偽と する 
者たち こそは 地獄に 永遠に 留まる 民で ある。 その 行き先と なった 地獄と いう 帰り 所の、 何と 
忌まわしい ことで あろうろ \ 

11 人に 降り かかる あらゆる 災難は 全て、 アツ ラーの お許しと 定めに よる ものである 。アツ ラ 
一を 信じる 者は、 かれの ご 命令への 服従と、 かれの 定めに 対する 満足へ と そのん を 導かれる 
であろう。 そして 最善の 言葉と 行い、 状態へ と 導かれる のに というの も 導きの 源は もで あ 
り、 身体は その 従属 物で しかない からで ある。 アッ ラーは 全てを ご存知で あり、 かれの 御 知 
識を 免れる いかなる もの も 存在し ない。 
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腳鉛 


12 人々 よ、 アッ ラーが お命じに なられた 物事と 禁じられた 物事に おいて、 かれに 従う のに 
そ して その 使徒 (彼に ア ッ ラーからの 祝福と 平安 あれ) が 主から 伝達す る こと において、 彼に 
従ん もし あなた 方が アッ ラーと その 使徒の 服従から 背いても、 そのこと が われら (アッ ラー 
のこと） の 使徒を 害する ことは ない。 彼は ただ 彼が それを もって 遣わされた ところの メ ツセ 
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ージ を、 明白な 説明で もって 伝達す る だけな ので 
あるから。 

13 アツ ラー こそは そ の 他に 真に 崇拝す ベ きものが 
存在 しない、 唯一 の 御 方。 ゆえ に 信仰者たち は 全て 
の 物事に おいて アツ ラーの 唯一 性を 確立しつつ、 
かれに のみ 全て を 委ねる がよ い。 

14 アツ ラーと その 使徒を 信じる 者たち よ。 あなた 
方の 妻子の 中には あなた 方を アツ ラーの 道から 遠 
ざけ、 かれへの 服従から 阻もう とする あなた 方の 
敵が いる。 ゆえに 彼らに 注意を 私い、 従う のでは な 
レ、。 しかし も しあな た 方が 彼らの 悪行を 大目に見 
て、 そこから 身を 避け、 また それが 公け になる こと 
から 庇って やる のなら、 アツ ラーは お赦し 深く 慈 
し み 深 レ 、御 方で あるから、 あなた 方の 罪を お赦し 
になる であろう。 かれは 崇高なる 御 方で あ り、 この 
上な く お赦し 深く 、大きな ご 慈悲を 示される 御 方 
である。 

15 あなた 方の 財産と 子孫は、 あなた ホへの 試練と 
試験に 過ぎない。 そ して ア ツ ラーへの 服従を 他の 
何ものに 対する 服従より も 優先 させ、 その 財産に 
おけ る 義務を 遂行す る 者には、 かれの 御 許に おい 
て 偉大な 報奨が あろう。 

16 ゆえに 信仰者よ、 アツ ラーへの 畏怖の 念に おい 
て 出来る限りの 努力を 私う の だ。 そして アツ ラー 
の 使徒 (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) の 言 うこと を、 熟慮と 思念を も って よく 聴け。 
彼の 命令に 服 し、 彼の 禁じる こと は 避けよ。 そ して アツ ラーが あなた 方に 授けた 物の 内 か 
ら 、施す のに それが あなた 方に とって 最善な ので ある。 吝畜 から 無縁た かつ 余計な 財産 か 
ら 身を 遠ざける 者 こそは、 全ての 善と 全ての 望みを 勝ち取る 者な ので ある。 

171 臾く 真擎な 気持ちで アツ ラーの 道に 財産を 費やせば、 かれは 費やした 分の 報奨を 更に 倍 
増させて 下さろう。 そして あなた 方の 罪を お赦 しにな ろう。 アツ ラーは よく 施しを する 者 
に、 彼が 費や した も のが 上の よき 報奨で もっ て 報 われる 御 方。 そ して かれに 逆らう 者に 対し 
て 懲罰を お急ぎに ならない、 最も 寛 如 深い 御 方で ある。 

18 ろかは 密な もの も 露わな もの も 全て ご存知で あられる、 崇高なる 御 おそして 何ものに も 
屈服 させられる ことのない 威光 高き 御 方で あ り、 その 御言 葉と 行いに おいて この 上な く英 
知 溢れた 御 方で ある。 
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離婚 章 

(アッ ニ タラー ク 章) 


1 預言者よ、 あなたと 他の 信仰者たち がその 妻を 離縁す る 際には、 彼女ら がイ ッダ (待 婚期 間) 
を 迎えられる 状態- つまり あなた 方が 彼女ら と 交わらず、 しかも 彼女ら が 月経には ない 清 
浄な 状態、 あるいは 彼女ら が 妊娠して いる 状態- において そうする の だ。 そして イ ッ ダを 遵 
守せ よ。 それは も しあな た 方が 彼女ら を 復縁した く なった 時に 復縁の 時期を 知り、 また あな 
た 方の 主を 畏れる ためな ので ある。 そして イ ッ ダ- まだ 月経を 迎えて はいない 者と 既に 閉 
経した 者、 妊婦が 外の 者に とっては 3 度の 月経- が 終了す るまで、 離婚 宣告した 妻たち を 彼 
女ら が 居住す る 住居から 追い出 しては ならない。 ま た 彼女 らが自 ら そこから 出ても ならな 
い。 但し 蠢通 などの 明白な 違法行為を 犯した 場合は 別で ある。 これ こそは アッ ラーが そのし 
もべ に 定められた 提 である。 アッ ラーの 提を 侵す 者は 自 らに 不正を 働き、 自 らを 破滅に 陥れ 
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る 者。 あなた 方 離婚 宣告を する 男性たち は、 も しか 
すると ア ツ ラーが その 離婚の 後に あなた 方が 思い 
もしな かっ た 出来事に よって、 あ なた 方が 彼女ら 
と 復縁した く なる かも しれない とい うこと を、 知 
らな いので ある。 

2-3 離婚 宣告を 受けた 女性たち がイ ツ ダの 終了を 
迎えたら、 あな た 方は 彼女 らを 復縁 して 彼女ら に 
よく してやり、 十分な 扶養を する か、 あるいは 彼女 
らが 害悪を 蒙らない ような 形で もって、 彼女ら の 
権利を 守り つつ 離別す るの だ。 そ して 復縁に しろ 
離婚に しろ、 二人の 公正な 男性の 証人を 立てよ。 そ 
して 証人たち は 何もので もない、 アツ ラーに おい 
ての み 証言を 行う の だ。 それ こそは アツ ラーと 最 
後の 日 を 信 じる 者が そこ に 訓戒を 見出すべく、 ア 
ツ ラーが あなた 方に 命 じられ たこ とで ある。 アツ 
ラーを 畏れる 者には、 かれが 命じ られた 物事を 遵 
守し 禁じられた 物事を 回避 させよ。 そうすれ ばか 
れは 人が 思い もせず、 計算 も していなかった よう 
な 所に おいて、 あ ら ゆる 辛苦から の 抜け道を 不 し、 

日々 の糧 への 手段を 容易に して 下さ ろう。 また ア 
ツ ラーの みに 全てを 委ねる 者は、 アツ ラー こそが 
彼の 全て の 物事に おける ム配 事を 晴 らして くれる 
ので ある。 アツ ラー こそは 物事を 成就 させ、 何の 落 
ち 度 もな く、 また 全ての 願いを 叶えられる 御 おそ 
して アツ ラーは 全ての 物事に おいて、 必ず そこに 
行き着く ところの 決められた 期限と、 そこを 越える 
方で ある。 

4 高齢 ゆえに 閉経した 女性が 離婚 宣告を 受け、 そのために あなた 方が 彼女の イ ツ ダを 分から 
なく なって しまった 場合、 彼女ら の それは 3 ヶ月 間で ある。 また まだ 月経を 迎えて はいない 
年少者の イ ツダ もま た 3 ヶ月 で、 妊婦の イツダ は 出産す るまでで ある。 アツ ラーを 畏れる 者 
には、 その 提を 遵守 させよ。 そうすれば かれは 現世と 来世に おいて、 その 者の 諸事を 容易に 
して 下さる であろう。 

5 人々 よ、 離婚の 件に 関して 言及され た これらの ことは、 あなた ホが それを 知るべく 、アツ ラ 
一が あなた ホに 下された ご 命令で ある。 それで アツ ラーを 畏れる 者には かれの 不服従を 回 
避 させ、 かれへの 義務 行為を 果たさせ るの だ。 そう すれば ア ツ ラーは 彼の 罪を 帳消しに し 
来世に おいて 彼に 報奨を 授け、 天国に 入れて 下さる であろう。 

6 あなた ホの 状況と 能力が 許す 範囲に おいて、 離婚 宣告した 女性たち をイ ツ ダの 間、 あなた 
方の 住居な どに 住まわせよ。 そして 鮮婦 であれば) 出産す るまでの イ ツ ダの 間中、 彼女を 扶 
養す るの たもし 彼女が あなた 方の ために 報酬と 引き換えに 子供に 授乳す るなら ば、 その 報 
酬を きちんと 払え。 そして 寛容 さ とが さと いった 善行を お 互いに 働め 合う のた そしても し 
母親の 授乳に 報酬を 支 私わない 場合、 父親は 離婚した 母親な 外の 乳母を 子供に あてがう こ 
とになる。 

7 経済的に 余裕が ある 夫には、 アツ ラーが 彼に 授けて 下さった 経済的 能力に 応じて、 離婚 宣 
告 をした 妻と その子 供を 扶養 させよ。 また 経済的に 苦しい 困窮者に 関しては、 アツ ラーが 彼 
に 授けて 下さった 糧の 中から 扶養させる のに アツ ラーは 経済的に 余裕がない 者に 対し 経 
済 的に 余裕が ある 者と 同様の ものを 課されたり はされ ない。 アツ ラーは 困窮の 後に、 余裕と 
豊か さを 与えて 下さる だろう。 

を 9^ く の 国々 の 民は アッ ラーと その 使徒の 命令に 背き、 不正と 不信仰の 限りを 尽く してい 


ことのない 一定の 限度を 定められた 御 



鱗劉錢 




た。 それで われ ら (アツ ラーの こと ） は 現世では 彼ら 
を その 行いに おいて 厳しい 勘定で もって 裁き、 ま 
たこの 上な く 忌まわしい 懲罰で もって 罰した。 こ 
う して 彼らは その 傲慢 さと 不信仰の 結末の 苦汁を 
味わった の だ。 彼ら の 不信仰の 行き着く 先は、 また 
とな レ 、破滅 と 損失であった。 

1011 アツ ラーは 暴虐を なく しかれと その 使徒た 
ちの 命令に 背いた 民に がし 厳しい こと この 上な 
い 懲罰を ご用 意され た。 ゆえに アツ ラーと その 使 
徒を 信じ、 その 法に 従って 行動す る 者たち よ。 アツ 
ラーを 畏れ、 かれの お怒り に 注意す るの だ。 アツラ 
一は あなた 方 信仰者に 対し あなた 方を 戒め、 また 
ア ツ ラーへの 信仰と かれへの 服従 行為 という あな 
た 方の 幸運を 喚起す る 訓戒を 下された の だ。 そし 
て その 訓戒 こそは、 真理と 虚妄を 明瞭に 識別す る 
アツ ラーの みしる しを あなた 方に 朗誦して 聞かせ 
る、 使徒 (ム ハン マ ド) なので ある。 彼は アツ ラーと 
その 使徒を 信じ、 アツ ラーの 命に 沿っ て 行い、 かれ 
に 服従す る 者を、 不信仰 の 闇から 信仰 の 光へ と 救 
レ、 出 も そ して アツ ラーは、 かれを 信 じ 善行に 努め 
る 者を、 その 木々 の 下を 河川が 流れる 天国に 入れ 
て 下さろう。 彼らは そこに 永遠に 留まる。 アツ ラー 
は 天国に おいて、 その 正しい 信仰者に よき 糧を授 
けて 下さる の だ。 

12 アツ ラー こそは 7 層の 天と、 7 層の 地を お 創り に 
なられた 御 方。 そして その 使徒たち に 啓示した もの や、 それでもって 天地の 創造を 管理す る 
ところの ものな どの ご 命令を 下された 御 方。 人々 よ、 それは あなた 方が ア ツ ラーが 全能で あ 
り、 かれに とって 不可能な ものな どない という ことを 知る ためな ので ある。 そして アツ ラー 
が 全てを 隙な く ご存知に なり、 かれの 御 知識と ご 威力から 免れる ものな どは 何一つと して 
ない とい うこと を 知る ためな の だ。 
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禁止 章 

(アッ =タ ハ リーム 章) 


1 預言者 (ム ハン マ のよ、 なぜ あなたは 妻たち の 満足を 求めて、 アツ ラーが あなたに 合法と さ 
れ たものを 自 らに 禁じる のか？ アツ ラーは あなたに お赦し 深く、 また 慈しみ 深い 御 方で あ 
られ る。 

2 信仰者 よ、 アツ ラーは あなた 方に、 鷹 罪に よって あなた 方の 誓いを 解消す る ことを 合法化 
された。 その 鷹 罪とは、 10 人の 恵まれない 者への 食事、 または 衣服の 提供、 あるいは 奴隸 1 人 
の 解放で ある。 もし それが 叶わなければ、 3 日間の サウ ム偏 戒) をせ よ。 アツ ラーは あなた 方 
を 援助さん その 諸事を 監護して 下さる。 かれ こそは あなた 方の 福利を ご存知になる が ゆえ 
に それを 定められ、 かつ そ の 御言 葉 と 行いに おいて この 上な く 英知 溢れ た 御 方な ので ある。 

3 預言者が その 妻 ハ フサ (彼女に ア ツ ラーの ご 満悦 あれ) に 内緒話を し、 彼女が それを アーイ 
シャ (彼女に ア ツ ラーの ご 満悦 あれ) に 明かした 時、 アツ ラーは 彼女が 秘密を 漏ら した ことを 
預言者に お 知 らせ にな られ た。 預言者は ハ フサが 漏ら した 話の 一部を 彼女に 伝えた が、 一部 
は その 情け深 さ ゆえ そ うする こと を 控えた。 それで 彼が ハ フサが 内緒話を 漏 らした ことを 
明らかに すると、 彼女は こう 言った。 「誰が あなたに そのこと を 伝えた のです か？」 預言者 
は 言った。 「最も 密 やかな もの すら その 御 知識を 免れる ことのない、 全知の アツ ラーが お 知 
ら せに なられた の だ。 




4 も しあな た 方 レ、 フサと アーイ シャ） が 悔い改め 
るなら ば、 実に あなた 方の ムは アツ ラーの 使徒 (彼 
にアツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) の 秘密の 漏洩 
といった 彼が 嫌う ことへ と 傾いて しまったの だか 
ら 、そもそも 悔悟す るべき なのた しかし あなた 方 
が 彼を 害する こと において 力を 合わせる と言うな 
ら 、実に アツ ラーと ジブリール、 そして 信仰者の 内 
の 正 しい 者た ち こそ が 彼の 守護 者で あり 援助 者で 
あられる。 また アツ ラーの ご 援助 に 次いた 天使た 
ち も 彼に 敵対し 害する 者たち に対する 援助 者で あ 
り 協力者と なる の だ。 

5 預言者の 妻たち よ、 もし 彼が あなた 方を 離縁す る 
なら ば、 彼の 主は あなた 方の 代わ りに アツ ラーに 
従順な 妻たち を娶ら せて 下さる であろう。 そして 
既婚者で もこ 女で も、 アツ ラーと そ の 使徒 を 信じ、 

アツ ラーに 服し、 服従 行為で もって アツ ラーの 愛 
でられる 物事へ と 回帰し、 イ バー ダ (崇拝 行為) に 
熱ムた サウ ム偏 戒) に 励む よう な 妻たち を。 

6 ア ツ ラーと その 使徒を 信 じ、 その 法に 従って 行動 
する 者たち よ。 アツ ラーが あなた 方に 命じられる 
物事を 行い、 禁じられる 物事を 放棄す る ことによ 
って、 あなた 方 自身を 守れ。 そして 自分自身を 守る 
もので もって、 あなた 方の 家族 も 地獄の 業火から 
守る の だ。 その 燃料は 人間 と あで あり、 そこに 放り 
込まれた 者たち の 懲罰を 執り行う。 また その上に 
は、 彼らを 取り扱う ことに おいて 強力で 激烈な 天使たち がいる。 彼らは アツ ラーの 命に 背く 
ことなく、 ただ 命じられた ことを 遂行す るので ある。 

7 アツ ラーが 真に 崇拝され るべき 存在で ある ことを 否定し 不信仰へ と 陥った 者たち は、 地 
獄の 炎へ 放り込まれる 際に こ う 言われる。 「今日、 あなた 方は 言い訳を する のでは ない。 あ 
なた 方は、 自分たち が 現世で 行って きた ことの 報いを 受ける の だから。」 

8 ア ツ ラーと その 使徒を 信 じ、 その 法に 従って 行動す る 者たち よ。 罪を 悔い改め、 アツ ラーへ 
の 服従へ と 還る の だ。 それが 後は もう 背いて はならない。 そうすれば あなた ホの 主は あなた 
方の 悪行を 帳消しに しその 宮殿の 下を 河川の 流れる 天国に 入れて く れる かも しれない。 そ 
の 日アツ ラー は 預言者 と、 彼と 共に 信仰した 者たち を 辱められたり、 罰された りする ような 
ことは ない。 逆に 彼らの 位階を 上げて 下さる のに 彼らの 光は 彼らの 前方と 左右を 照らし 
彼らは 言う。 「私たちの 主よ、 脚獄の 上を 跨いで 天国への 扉へ と 続く） 架け橋を 渡り 切り、 天 
国にまで 導かれる よう、 私たちの 光を 完遂して 下さ レ、。 そして 私たちを 赦免し 私たちの 罪 
をお赦 しにな り、 それらを お隠し 下さ レ、。 あなた こそは 全てを 可能に される 御 方で も」 

願 言 者よ、 不信仰を 掲げて 露わに する 者たち と 奮闘し 剣で もって 戦う のた そして 不信仰 
を 内に 潜め 隠蔽して いる 者たち とは、 論証と 法 規定と 宗教 儀礼の 確立に よって 奮闘せ よ。 い 
ずれの 者と 戦う にせよ、 強勒 さと 激烈 さを 用いよ。 来世に おける 彼らの 住まいは 地獄の 業火 
なので ある。 彼らの 還り 所の 何と 忌まわしい ことで あろうろ \ 

10 ア ツ ラー は 不信仰 者の 状態 に 関し 譬えを 挙げられる-彼らは ムス リムたち と 交わり、 近 
く で 接し 共に 暮らして いるが、 それが 彼らの アツ ラーに 対する 不信仰を 益す る ことな どは 
な レ、。 という の も アツ ラーの 預言者 ヌーフ の 妻と、 同じく ルー トの 妻は、 われ (アツ ラーの こ 
と） の 正しい しもべの 庇護 下に ありながら、 彼らを 宗教に おいて 裏切った ので ある。 彼女ら 
は 不信仰 者だった ので あり 、その 夫で ある 二人の 使徒 すら 彼女ら をア ツ ラーの 懲罰から 救 
うこと は 出来なかった のた。 そ して 彼女 ら にはこう 旨 われた のた 〇 「 — ‘ 人と も 地獄の 徒と 共 
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に、 その 業火の 中に 入る がよ い。」 この 譬えは、 預言 
者 や 義人 などとの 単なる 近親 性 が、 悪行に よる 罪 
の 軽減な どに おいて 益す る ことは ない という こと 
を 示して いる。 

11 ま たア ツ ラーは、 かれを 信じ、 かれのみ を 崇拝 
しその 法に 則っ て 行い、 そ して 社会的 諸事に おい 
て 不信仰 者た ちと 交わっても 害を 受ける ことのな 
レ 、信仰者た ちの 状態に 関しても、 このような 譬え 
を 挙げられる。 フィル アウンの 妻は アツ ラーに 対 
する 不信仰に おいて 最悪な 者の 庇護 下に あった に 
も 関わらず、 アツ ラーを 信ずる 者であった。 彼女は 
こうけ 斤って) 言った の だ。 「主よ、 あなたの 御 許で 
ある 天国に、 私の ための 住まいを ご 建立 下さ レ、。 そ 
して フィ ル アウ ンの 権勢と 試練、 そ して 彼から 生 
じる 悪事から 私を お守り 下さい。 ま た 彼の 追従 者 
たちの 不正と 迷妄から、 そして 彼らへの 懲罰から 
私を お 守 り 下さ レ、。」 

12 また アツ ラーは 信仰者に 対し、 その 操を 蠢 遥か 
ら 固守した イ ム ラーンの 娘 マルヤ ムの 譬えを 挙げ 
られ る。 至高の ア ツ ラーは ジブ リ ー ル (彼に 平安 あ 
れ) に 命じ、 彼女の あの 隙間に 息を 吹き込ませられ 
た。 そ して その 吐息は 彼女の 子宮に 達し、 彼女は イ 
’ ー サー (彼に 平安 あれ) を 身 箸った。 彼女は その 主の 
御言 葉を 信じ、 かれが その しもべの ために 定めら 
れた 法に 則った。 そして 彼女は その 使徒に 下された 主の 諸 啓 典を 信じ、 かれに 従順な 者で あ 

つた。 
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大権 覃 

げル ニム ルク 章) 


1 そ の 御手に 現世と 来世の 主権と 権勢が 属する アッ ラーの 善と 祝福は、 全 創造を 満たす。 か 
れ こそは 現世と 来世に おいて そのご 命令と 定めを 遂行され る 御 方で あり 、全ての こと を 可 
能に される 御 お 尚 この 節には、 至高 かつ 崇高なる アッ ラーには 御手が 属して いるが、 それ 
はかれの 巧 厳 さに ふさわしい 性質の ものである という ことの 確証が 見受けられる。 

2 ろかは、 -人 々よ- あなた 方の 内の 誰が 最も 優れ、 かつ かれのみ を 意図した 真擎な 行いを 
する か 試す ために、 生死を 設けられた 御 方。 かれは 何ものに も 屈服す る ことのない 威光 高き 
御 方で あり、 改俊 する しもべに 対しては この 上な く お赦し 深い 御 方で ある。 尚 この 節の 中に 
は、 アッラ ーへの 服従 行為への 働め と、 不服従への 警告が 含まれて いる。 

3 また かれは 7 層の 天を 巧 等に、 各々 重なり合う 形で 創造され た 御 お ゆえに それを 観察す る 
者は、 最も 慈悲 深い 御 方 (アッ ラー） の 創造の 中に、 いかなる 不和 や 不均衡 も 見出す ことは な 
レ、。 再び 天に 目を 向けて みるが よ レ、。 一体 あなたは そこに、 割れ目 や 亀裂を 見つける ことが 
出来る だろう か？ 

4 それからもう 一度 視線を 戻して みるが よ レ、。 あなたの 目は そこに 何の 欠陥 も 見出せず、 惨 
めに 元へ 戻る であろう。 そして ひどく 疲勢 する であろう。 

5 われ （アッ ラー） は 輝く 偉大な 星々 でもって、 人の 眼球が 捉える ことの 出来る 天の下 層を 飾 
りつけ た。 そして それらを、 （天上の 話を） 盗み聞き しよう とする シャイ ターンを 焼き 撃つ 流 
星と した。 また われらは 来世に おいて、 彼らが その 熱さで もって 推し量る ことの 出来る、 燃 
え 盛る 業火に よる 懲罰を 準備して おいた の だ。 
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6 そして そ の 創造主に 対する 不信仰 者た ちには、 

地獄の 懲罰 が 待って いる。 地獄と いう 還り 所の 何 
と 忌まわし いこ とであろう。 

7 彼ら 不信仰 者ら は 地獄に 放 り 込まれる と、 忌々 
しい 大 音響を 耳に する。 地獄の 業火は 轟々 と 燃え 
盛って いるの だ。 

8 地獄は 不信仰 者への 憤怒 ゆえ、 散り 散りに なら 
ん ばか りで ある。 そこ に 人々 の 集 面が 放 り 込まれ 
る たび、 地獄の 番人たち は 彼ら を龍責 し、 こう 問 
いただす。 「現世に おいて あなた ホの 下に、 今 あ 
なた 方が 味わって いる この 懲罰を 警告す る 使徒 
は 現れなかった のか？」 

9 f 皮ら はこう 答える。 「ええ。 ア ッ ラーの 御 許から 
の 御 使いが 到来し 私たちに 警告し ま したと も。 

しかし 私たちは 彼を 嘘つき 呼ばわり しました。 そ 
して 彼が 携えて 来たみ しる しに 対し こう 言って 
いたのです。 "アッ ラーは 人類の 誰に も、 何 かを 
下したり はしない。 使徒たち よ、 あなた 方は 真理 
から ひどく 離れ 去って いる に 他なら ない の だ。"」 

10 そして 彼らは 自認しつつ、 こう 言う。 「もし 私 
たちが、 真 a を 探究す る 者の よう な 姿勢で (使徒 
に) 耳を 傾けて いたら！ あるいは 私たちが 呼び か 
けられて いた ものを、 よく 熟考して いたのなら！ 

そうすれば 私たちは、 地獄の 民と ならずに は 済んだ のに。 

11 こう して 彼らは 地獄の 懲罰の 報いを 受ける ことに なった、 彼らの 虚偽と 不信 行を 認めた 
の だ。 地獄の 徒が、 ア ッ ラーの ご 慈悲から 遠ざけ ら れんこと を。 

12 —方 人目 につかない 所で その 主を 畏れ、 かれを 崇拝し、 かれに 逆ら わず、 ま たかれと の謁 
見の 前に 来世に おける 懲罰を 恐れる 者は、 アッ ラーから その 罪を 赦 され、 また 天国に おけ 
る 偉大な 報奨を 得る であろう。 

13 人々 よ、 あなた 方が 何 かの 件に おいて あなた 方の 言葉を 隠して いても、 あるいは 表して 
も、 それは アッ ラーに とって 変わりな いのに 崇高なる かれは 胸中に 潜む 一切を ご存知な 
の だから、 一体 どう して あなた 方は かれから あなた 方の 言動を 隠す ことが 出来よう か？ 

14 一体 万有の 主が、 その 創造物と その 諸事に ついて ご存知で ない ことな どが あろ うか？ か 
れ こそは それらを お 創り にな り、 その 創造を この 上な く 見事な 形に 完成され た 御 方で ある 
のに。 また かれ こそは その しもべに 対して お 優しく、 彼らと その 行いに 関して 通 焼され て 
いる 御 方で あるの だ。 

巧 アッ ラー こそは あなた 方が そこに 安住すべく 、大地を 平坦に なされた 御 方。 ゆえに あな 
た 方は その 方々 を 徘徊し、 ア ッ ラーが そこ か ら あなた 方に お恵みに な られる 糧を口 にす る 
がよ レ、。 あなた 方は 清算と 報いの ために、 かれの 御 許へ と 墓場から 復活 させられる のた 尚 
この 節には 糧と 稼ぎを ホめ る ことへの 示唆と、 アッ ラーの みが 真に 崇拝に 値する 御 方で あ 
り、 かれには いかなる 共同者 もない こと、 そして かれの ご 威力の 証明が 含まれて いる。 また 
アッ ラーの 恩恵の 想起と、 現世への 傾倒への 警告 も 促 されて いる。 

1& 17 マッカの 不信仰 者たち よ、 あなた 方は 天の 高き に おられる アッ ラーが、 あなた 方を 地 
に 沈めて しまわな いと 安心して いるの か？ 大地が あなた 方を 揺らし 完全に 滅ぼして しま 
わない とで も？ また あなた 方は、 天の 高き に おられる アッ ラーが あなた 方に 砂礫を 運ぶ 強 
風を 送り、 あなた 方を 巧ち 殺して しまわな いと 安心して いるの か？ そ して 不信仰 者よ、 あ 
なた 方は 懲罰を 眼前に した 時 初めて、 われ (ア ッ ラー) の 警告が いかなる もので あるかを 知 



る ことになるの だ。 しかし その 時が 来たら、 もう 
知識な ど 役には 立たない。 尚 この 節には、 至高の 
ア ッ ラーが 崇高な かれの その 荘厳 さに 相応 しい 
形た 高き にある という ことの 証明が 存在して い 
る。 

18 ヌーフ の 民、 アー ド、 サム ー ドの 民な どのよう 
に、 マッカ の 不信仰 者な 前の 者た ち もまた、 彼ら 
に 遣わされた 使徒たち を 嘘つき 呼ばわり した。 そ 
れで 、彼らに 対する われの 否認は いかなる （激烈 
な） ものであった か？ また 彼らに 対する 懲罰と 破 
滅 によって、 彼らが 享受 していた 恩恵の 数々 が 
いかに 変わり 果てた ものと なって しまった こと 
か？ 

19~21 彼ら 不信仰 者は 無頓着だった のか？ そ して 
翼を にげて 空を 舞い、 時には 翼を 閉じて 下降す る 
上空の 鳥たち- そして その 時 それらを 墜落から 
守る のは、 最も 慈悲 深!/ 、御 方 （アッ ラー） しか おら 
れ ない -を よく 観察し なかった のか？ かれは 全 
てを ご覧に なられる 御 方で あ り、 その 創造には い 
かなる 欠落 も不協 おもな レ、。 そ して 不信仰 者よ、 
最も 慈悲 深 レ 、御 方が あなた 方に 災厄を 望まれる 
時、 あなた 方は 一体 かれが 外に あなた 方を 助けて 
く れる 徒党が あると でも 思い込んで いるの か？ 
実に 不信仰 者は このような 勘違いに おいて、 シャ 
イ ターンに よる 策略と 迷妄の 中に ある。 また アッ 
ラーが その 糧を 差し押さえられ、 あなた 方に 禁じられる 時、 一体 あなた 方に 糧を 恵んで く 
れる 者な どい ると でも 思って いるの か？ 本当に 不信仰 者は 頑迷 さと 馬喬慢 さ、 そして 真 a か 
らの 逃避 ゆえに 迷妄と 不正の 中に 居 続ける ものである。 彼らは 真理に 耳 も 傾けなければ、 
それに 従おう ともしない。 

22§ 貞 から 逆さに なって 歩き、 一体 どこを いかに 歩む かも 分からない 者が、 うねり もない 明 
膝な 道を 真っ直ぐ 直立して 安全に 歩む 者より も、 正しい 道に 導かれて いると でもい うの 
か？ これは 不信仰 者と 信仰者に 関する、 アッ ラーの 譬えで ある。 

2え24 使徒よ、 彼らに 言う の だ。 「アッ ラーが あなた 方を 無から お 創り に なられた のに そ 
して それから あなた 方が それでもって 聴く 聴覚と、 それでもって 見る 視覚と、 それでもっ 
て a 解す る 心を 授けられた。 しかし 不信仰 者よ、 それらの 恩恵を あなた 方に お恵みに なら 
れた 主に 対して、 あなた 方が 感謝す る ことのい かに 足りない ことか。」 彼らに 言う の だ。 「 
アッ ラー こそが あなた 方を お 創 りに なり、 あな た 方を 地上に 散開 させ られた 御 方。 そして 
この 離別の 後、 清算と 報いの ために あなた 方が 招集され るのは、 かれの 御 許 « 外の いずこ 
でもない。」 

25-26^ して 不信仰 者た ちは 言う。 「ムハンマドよ、 一体 その 招集の 約束 とやら は レ 、つ 実現 
する の だね？ 信仰者よ、 あなた 方が 主張して いる こと が 真実で あると 言うならば、 それが 
いつの ことなの か 私たちに 伝える がよ い。」 使徒よ、 彼らに こう 言う の だ。 「その 時の 到来 
に関する 知識は、 アッ ラーの みが ご存知で ある。 私は 不信仰の 結末に 関して あなた 方に 警 
告を 与える、 あなた 方への 忠告 者に 過ぎない。 私は アッ ラーから 説明す るよう 命じられた 
ことを、 あなた 方に この 上な く 明快な 形で 説明す る だけな ので ある。」 

27 そして 不信仰 者たち がアッ ラーの 懲罰を 間近に 見、 それを 目の当たりに する 時、 その 顔 
には 惨め さと 憂戀が 露わな ものと なる。 そして 彼らは 龍責を 受けつつ、 こう 言われる の 
だ。 「 これ こそは、 あなた 方が 現世に おいて 性急に 求めて いた ものな ので ある。 
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28 f 吏 徒 よ、 彼ら 不信仰 者た ちに こう 言う の だ。 「例え アッ ラーが 私と、 私と 共に ある 信仰者 
たちを、 あなた 方が 望む ように 絶命 させられたり、 あるいは 私たちの 死期を 後 伸ばしに し 
たり、 私たちを 懲罰から お救いに なられた りする ことた 私たちに ご 慈悲を かけて 下さっ 
たり したと しても、 一体 誰が あなた 方を 痛ましい 懲罰から 守って 下さる だろう か？」 

298* え、 「アッ ラー こそは 私たちが 信じた この 上な く 慈悲 深い 御 方。 私たちは かれの 捷に則 
り、 かれに こそ 服従す る。 そして 全ての 物事に おいて、 かれのみ にす がりつ く。 不信仰 者た 
ちよ、 懲罰が 下った 時に あなた 方は 知る であろう。 一体 私たちと あなた ホの いずれが、 アッ 
ラーの 真っ直ぐな 道から 明らかに 遠い 場所に いたの かとい うこと を。」 

30 使徒よ、 彼ら シルク 1 の 徒たち にこ う 言う の だ。 「あなた 方の 飲み水が 地中の 奥深く に 消 
えてし ま レ、、 もはや それを 手に する ことが 出来 なくなって しまった 時、 一体 アッ ラーが 外 
の 誰が それを 地面に 噴出 させ、 地表に それを 流れ出させる というの か？」 


堂 章 

(アル = カラム 章) 


1-4 「と」 は アラ ビア 文字の 一つ。 その 意味は ア ツ ラーの みが ご存知で ある。 ここで アツ ラー 
は、 天使 や 人間が それを 用いて 書き、 また 善 や 有益な こと、 知識な どを 書き留める 筆に おい 
てこう 誓われて いる。 「使徒よ、 アツ ラーが あなたに 授けられた 預言者 性と 使徒 性と いう 
恩恵 ゆえ、 あなたは かして 巧 性を 欠いて いるので も、 馬鹿げた こと を 主張して いるので も 
な レ、。 あなたは この メ ツ セージの 伝達 ゆえに 蒙る 苦難に より 、決して 減る こ ともなく 消失 
する こと もな レ 、偉大 な 報酬 を 授けられよう。 そして 使徒よ、 あなたは この 上な く 優れた 人 
格を 備えて いる。 そして それは ク ルアー ンの 中に 包含され た 高徳な ので ある。」 こう して 彼 
はク ルアー ンの 命じる ものに 従い、 それが 禁じる ものを 回避す る ことで、 ク ルアー ンの実 
践を 彼の 性格にまで 高めて いたので ある。 

女6 {吏 徒よ、 やがて あなた も 不信仰 者たち も、 あなた 方の いずれが 本当に 惑わされ a 性を 失 
った 者で あるかを 目の当たりに する であろう。 

7 崇高な あなたの 主 こそは、 その 宗教と 導きの 道から 逸れ 去った 不幸な 者の こと も、 また 真 
理の 教えに 導かれた 敬虔な 者の こと も、 最もよ くご 存知で ある。 

8 ゆえに 使徒よ、 あなたを 嘘つき 呼ばわり する 者たち と 挟を 分かち、 そのまま あなたの 道に 
確固と して あれ。 彼らに 追随して はならない。 

91 皮ら は あなたが、 彼らの やり方の 一部に おいて 及び腰に な り、 へつら うこと を 欲して い 
る。 そうすれば 彼ら も あなたに 妥協し ようと している の だ。 

1015 そして 使徒よ、 次の ような 輩に 従っては ならない。 嘘つきで 卑しく、 誓いの 言葉 ばか 
り 口 にす るを 人の 陰口 ばか り 言う 者。 人々 の 関係の 悪化を 意図 しつつ、 悪 レ 、曝 話を 振り ま 
いて 回る を 財産に おいて 吝畜し 真理に おいて それを 出し惜しみす るを 善行を 断固と し 
て 阻む を 人々 に対する 敵慨ム この 上な く、 非合法な 物事に 没頭す るを 罪深い 者 や、 極度 
の 不信仰 者。 淫らで 下賤で、 実の 父では ない 者を 父親で あると 主張す るよう な 者。 そのよう 
な 者は 財産と 子孫に 恵まれて いるが ゆえに 不正を 犯し 真 巧に 対して 高慢な ので ある。 そ 
して 誰かが ク ルアー ンの 一節を 唱えれ がそれ を 虚偽と しこう 言う の だ。 「こんな ものは 
昔の 人々 の 御伽 嚇、 迷信で ある。」 尚 この 一連の 節は、 アル = ワリー ド. ブン. アル =ムギ 
ー ラを 筆頭と する、 ある 種の シルク 2 の 徒に 対して 下った ものと される。 また このよう な 悪 
い 品性を 身に つける こと に対する、 ムス リ ム に対しての 警告 も 汲み取る こと が 出来る。 

16 われ (アツ ラー) は 罰と して 彼の 鼻に、 人の 目に 明らかな 消える ことのない 巧を つけて や 
ろぅ。 

17-18 われ (アッ ラー) は 果樹園の 主を 試練に かけた よう に、 マッカの 民を 飢餓と 旱魅 でも 




1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 
21 3 ページの 注釈 1 を 参照。 




っ て 試練に かけた。 果樹園の 主ら は、 彼らの 間で 
こう 誓った の だ。 「早朝の 内に、 我々 の 果樹園の 
果実を 収穫して しまおう。 そ して 我々 な 外の 貧乏 
な 奴ら には それらを 食べさせ ないよう にす るの 
だ。」 しかし 彼らは、 「もし アツ ラーが お望みに な 
るなら ば」 と 付け加え るのを 忘れた。 

19-20 それで アツ ラーは 彼らの 果樹園に 火を 送 
り 、彼らが 眠って いる 夜の 内に それらを 焼きが く 
された。 こう して 果樹園は、 まるで 闇夜の ように 
真っ黒に 焼け焦げて しまったの だ。 

21-22 果樹園の 主たち は 朝、 互いにこう 呼びかけ 
合った。 「果実を どうしても 収穫したい のなら、 
早く 果樹園に 行こう。 

23~24 そして 彼らは 互いに こ う 曝き 合いながら、 
あくせく 出発した。 「今日は 誰 一人と して、 貧乏 
人を 果樹園に 入れさせて はならない。 

25 こう して 彼らは、 恵まれない 者たち に対して 果 
樹 園の 果実を 独 占す ると いう 悪い 目的を もって、 
朝早く 果樹園に 出かけた。 彼らは、 自分たち には 
そうする 力が ある と 信じ込んで いたの だ。 

26"27 それで 彼ら は 焼け 果てた 彼ら の 果樹園を 目 
に した 時、 それを 信 じる こと が 出来なかった。 そ 
して 言った。 「どうやら 道を 間違えたら しい。」 
しかし それが 彼らの 果樹園で ある こと を 確認す 
ると、 こ う 言った。 「我々 は 果樹園の 利益を 奪われて しまった。 これは 我々 が吝畜 と、 恵ま 
れ ない 者たち の 排除を 決心した ためだ。」 する と、 彼らの 内の 最も 良識 ある 者が こ う 言っ 
た。 「私は あなた 方に、" アツ ラーが お望みな らば" と 付け加え るよう 言った ではない か？」 
そして 彼らは 正道に 戻る と 言った。 「我々 が 蒙った ことに おいて、 我らの 主は 不正な どか 
ら 無縁で ある。 実に 我々 は" ア ツ ラーが お望みな らば" と 言わず、 悪を 望んだ が ゆえに、 自ら 
に対して 不正を 犯して いたの だ。」 そして 言った。 「ああ、 災いなる かな！ 実に 我々 は 貧者 
への 不正と、 アツ ラーの 命に 対する 背反に おいて 度を越し ていた。 きっと 我らの 主は 我ら 
の改 俊と 罪の 認識 ゆえに、 我々 に 果樹園より もよ きものを お恵み 下さる に違いない。 我々 
は 我らの 主 お 一人を 所望し かれの お赦 しを 願い、 善を こいね がう。」 こう して アツ ラーが 
果樹園の 主を 罰 したのと 同様の 懲罰は 現世での 罰と して、 かれの 命に 背き、 かれの お恵み 
になっ た 恩恵を 吝畜 しそ こ における かれへの 義務を 果た さない よう な 全て の 者に 下され 
るであろう。 そして 来世に おける 懲罰は 現世での それより も、 遥かに 莫大で 強烈な のに も 
し 彼らが そのこと を 知って いれが きっと 懲罰の 原因と なる 物事から 身を 引いた ことで あ 
ろぅ。 

28 アツ ラーの ご 命令を 遂行し、 かれの 禁じ られ たこと を 回避す る こと でかれ の 懲罰から 身 
を 守る 者には、 来世に おいて かれの 御 許に 天国の 楽園が あるであろう。 そこには 永遠の 享 
楽が あるの だ。 

2单30 われ らが われら に 服従す る 者を、 不信仰 者の ように 扱う ことな どが あろう か？ 彼ら 
が 同じ 報いを 受けるな どと、 不正に 満ちた 判断を 下す とは 一体 どういう ことか？ 
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31- で それとも あなた 方には、 従順な 者と 反逆者が 同様で あるな どと いう 天から 下った 啓 
典が あると でも 言う のか？ そして あなた 方が そこに 記されて いる ことを 語って いると で 
も？ それでは その 啓 典の 中には、 あなた ホの 私欲が あるの だ。 そ して そのよ うな こと は 許 
され 得ない。 
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33 それとも あなた 方には、 あなた 方の 意思と 欲望 
に 沿った 物事が 起こる という、 われらと の 約束 や 
契りが あると でも 言う のか？ 

并 35( 吏 徒よ、 シルク 1 の 徒にこう 訊ねる の だ。 「彼 
らの 内の 一体 誰に、 そのよう な 判断を 保証す る 者 
がいる のか？ それと も 彼らには、 彼らの 主張を 請 
け 負 っ たり、 彼ら の 要求の 実現を 援助す る 神々 が 
いると でも 言う のか？ も しその 主張が 正しい の 
だと 言うなら、 それらを 連れて来 るが よい。 

3 雜 判の 日、 事は 重大な ものと な り、 恐怖は 増大 
する。 至高の ア ツ ラーは 被 造 物に 裁き を 下す ため 
その お 姿を 現され、 そして 何ものに も 例える のが 
不可能な その 高貴な お 腔を 露わに される。 預言者 
ムハ ンマ ド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ） 

はこ う 言った。 「われらが 主は、 その お 腔を 露わ 
にされ る。 そして 信仰者の 男女は 皆、 かれに 向か 
って サジダ (跪 拝) する。 しかし 現世に おいて 見せ 
かけや 虚栄心 ゆえに サジ ダして いた 者は、 サジダ 
しようと しても、 その 背中が 一枚の 板の ようにな 
ってし まって そうする ことが 出来ない の だ。」 （ア 
ル =ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝える 伝承） 

37 彼ら は 恐怖 ゆえに 目を伏せ、 視線 を 上げる こと 
が 出来ない。 そして アツ ラーの 懲罰に よ る、 非常 
な 辱 めが 彼らを 覆う。 彼ら は 現世で サ ラーけ し 拝） 

や、 かれへの イ バー ダ (崇拝 行為) へと 呼びかけら 
れ ていたが、 思い上がり と 高慢 さ ゆえに、 健康で そうする ことが 出来た にも 関わらず サジ 
ダして いなかった の だ。 
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游39 ゆえに 使徒よ、 この ク ルアー ンを 虚偽と する 者を、 われ (アッ ラーの こと） に 任せて お 
く のた。 われ こそが 彼ら に 報 レ 、、応報す るので ある。 そして 彼ら に 財産 や 子孫 や 諸々 の 恩恵 
を 恵んで やる が、 実のと こ ろ それら は、 彼ら が 知ら ない 内に 少 しず つ 彼らへ と 迫って 来る 
破滅の 原因な ので ある。 そして 彼らの 罪が 増大す るよう に、 彼らに 猶予を 与え、 その 寿命を 
伸ばして やろう。 実に 不信仰 者に 対する わが 計略は、 この 上な く 強力な ものな ので ある。 

4041 それと も 使徒よ、 あなたは メ ッ セージを 伝達す るに あたって、 彼ら シルク 2 の 徒から 
現世 的な 見返りを 求める と言うの か？ そして それゆえに 彼らが 重い 債務を 課せられ ると 
でも？ いや、 一体 彼らの もとには 幽玄 界の 知識が あると でも 言う のか？ そして 彼らが 自分 
たちに アッ ラー の 御 許で 信仰者た ちよりも 高!/ 、位階に ある、 と 踏んで いると ころの 独り 合 
点が、 そこから 汲み取った ものであると でも？ 

42-44 ゆえに 使徒よ、 あなたの 主が 定め、 ご 決定され たこと に 辛抱す るのに そして 彼ら 
への 懲罰の 猶予と、 あなたの 勝利の 遅延に 耐え、 大 魚の 人- ユー ヌス (彼に 平安 あれ) のこ 
と- のように なって はならない。 彼は その 民に 耐えられず 憤激し、 問々 と しつつ 彼らへの 
懲罰が 早く 下る こと を その 主に 析っ たの だ。 も しかれの 主が、 彼を 悔悟へ とお 導きに なり、 
そ して それを お受け入れ にな られる という 恩寵を お授け 下さら なかっ たら、 彼は 大 魚の 腹 
の 中から 何もない 破滅の 地へ と 放り 出され、 不面目 を 蒙った であろう。 しかし かれの 主は、 
彼を その 預言者と して お選びに なり、 その 意図と 言動の 正しい 善良な 義人と された の だ。 

45 不信仰 者ら はク ルアー ンを 聞けば、 あなたへの 憤怒 ゆえに、 あなたに アイン (様々 な 災厄 
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を 及ぼす、 他人に 対する 嫉妬 や 憎悪、 羡望 などに 
満ち た 視線) を 及ばさん ばかりで ある。 あなたへ 
のアッ ラーの 守護がなければ、 それは 巧を 奏した 
であろう。 そして 彼らは 私欲に 従って、 こう 言う 
の だ。 け^れは 狂人に 過ぎない。」 

がク ルアー ン は、 人類と ジ ン への 訓戒と 警告に 他 
ならない。 


真実 章 

(アル = ハー ツカ 章) 


1-3 吉報と 警告が 実現す る 審判の 時は、 真に 起き 
る。 そ して 必ずや 起き る 審判の 時の その 様子と 状 
祝は、 いかなる もので あるか？ 使徒よ、 あなたは 
いかに して 審判の 時の 実像を 知り、 そ して その 恐 
怖と 重大 さを 想像す る こと が 出来る か？ 

4 預言者 サー リフの 民で ある サム ー ドと、 同じく 
預言者 フー ドの 民で ある アー ドは、 戦 懐で もって 
心を 巧ち 付ける 審判の 時を 虚偽で あると した。 
5-8 それで サム ー ドは、 こ の 上な く 激烈な 大 音波 
でもって 滅ぼされた。 そして アー ドは といえば、 
冷たい 強風に よっ て 滅ぼさ れ た。 アッ ラー は それ 
を 7 晩 と 8 日 間の 間、 途切れな く 彼らの もと に 遣わ 
した。 ゆえに あなたは、 その 民が その 昼夜の 内に、 
中空と なった 朽ちた ナツメ ヤシの 幹の よう に 絶 
A 体 あなたは、 それらの 民の 内で 命拾いした 者な ど 見 


命して しまったのを 見た であろう. 

たと でも 言う のか？ 

み 10 ま た 暴君 フィル アウ ン や、 遣わさ れた 使徒たち を 信じな かっ た それ « 前の 人々、 そし 
て ルー トの 民で ある 町の 人々 も あった。 ルー トの 民は その 不信仰と シルク 1 と 醜行な どの 
悪行 ゆえに、 その 家々 を 転覆 させられた。 こう して これらの 民は 遣わされた 使徒に 背いた 
理由で、 アッ ラーに よって 厳しい 懲罰を 受けた の だ。 

11 -12 また われ (ア ッ ラーの こと ） は 水かさが 非常に 上が り、 ありと あらゆる 物を 水が 覆った 
時、 ヌ ーフら あなた 方の 先祖を 水の 上を 走る 船で 運ん に それは われらが、 信仰者の 救済と 
不信仰 者の 溺死と いう その 出来事を 訓戒と 教訓と しまた 人々 がその 話を 聞き、 アッ ラー 
の お伝えに なられる ことを a 解す るた めの ものと する ためだった の だ。 

じ 18 そして 天使が ラッパを 一吹きす る 時- この 時、 世界は 崩壊す る -、 そして 大地と 山々 
がその 場所から 隆起し、 ぶつかり 合って 粉々 に 砕ける 時、 審判の 時は 到来す る。 この 日 空は 
脆弱に なって 崩れ落ち、 その 形状を 保持す る だけの 堅固 さがなくなる。 また 天使たち は そ 
の 周囲に あり、 あなたの 主の 玉座は 審判の 日、 始の 偉大な 天使に よって 運ばれる。 人間よ、 
その 日 あなた 方は 清算と 報奨の ために、 アッ ラーの 御 許へ と 召集され る。 そして アッ ラー 
は 彼らの 全ての 秘密 を、 ご存知で ある。 

が 24 それでに の 日） 所業の 帳簿を 右手に 受けた 者は、 嬉 々と してこう 言う 「私の 帳簿を 取 
り 、読み上げて 下さ レ、。 私は 現世に おいて、 審判の 日 に 応報が ある こと を 確信 していた の 
ですから。 そ して 私は その 日 のた め、 信仰と 善行で もって 蓄えを 備えて おいた のです。」 こ 
う して 彼は t 夫 適さ と 悦楽に 満ちた 暮らしを 送る。 彼は 場所と 位階に おいて 天国の 高みに 
あり 、果実は 立って いる 者で も 座って いる 者で も、 あるいは 横に なって いる 者で も 手に 取 
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れ るよう な 身近な 所に なって いる。 彼らには こう 
言われる。 「何の 問題 も 不都合 も 心配す る ことな 
く 、食べ、 飲みな さ レ、。 あなた 方は 過ぎた 現世での 
日々 において、 善行に 励んで いたのです から。」 

25~29 また 所業の 帳簿を 左手に 渡された 者は、 無 
念 がって こう 言う。 「私の 帳簿なん て 与えられ 
なければ よかった のに。 そして 私の 受ける 報い 
など 知らなければ よかった のに。 現世での 死によ 
って、 私の 全てが 終わって しまったら よかった の 
だ。 そして その後に 蘇らされる ことな どな けれ 
ば！ 現世で 私が かき 集めた 財産な じ 何の 役に も 
立たなかった。 私には もはや 言い訳の 余地な どな 
いの だ。」 

3(>34 そして 地獄の 番人に、 こう 言われる。 「この 
罪深い 罪人を 插 み、 その 両手を 伽で もって 首に 括 
りつけ よ。 そして 地獄の 業火に 放り込んで、 その 
灼熱を 味わわせ るの だ。 それから 70 腕 尺 もの 長さ 
の 鉄鎖に 縛りつ け、 そこへ 放り込んで しまえ。 い 
かなる 共同者 も 有しない アッ ラー こそが 真に 崇 
拝に 値すべき 御 方で あるに も 関わ らず 、そいつは 
かれを 信じ も しなければ、 かれの 導きに 沿って 行 
いも しなかった。 そ して 現世に おいては、 恵まれ 
ない 貧しい 者たち などに 食を 施す こと を 人々 に 
勸 める こと もなかった。 

35~37 ゆえに 審判の 日、 この 不信仰 者には 彼を 懲 
罰から 守って くれる 近親者な どは ない。 そして 地獄の 住民は 濃の 他には、 食べ物 もない。 そ 
れはア ッ ラーへの 不信 行を 貫いた 罪人の みが 口 にす る 物な ので ある。 
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38~43 われ (ア ッ ラーの こと ） は あなた 方が 視覚で 見る こ との 出来る もの と、 視覚では 捉える 
ことの 出来ない 不可知の ものに おいて 誓う。 実に ク ルアー ンは 、栄誉と 美徳を 備えた 使徒 
が 朗誦す る、 アッ ラーの 御言 葉で ある。 そして それは あなた 方が 思い込んで いるよう な 詩 
人の 言葉な どでは ない。 だが、 あなた 方は 僅かに しか 信じない 者たち である。 また それは、 
占い師の 韻文で もない。 あなた 方の 中には 教訓を 汲み取り、 それらの 差異を 熟慮 出来る 者 
が 実に 少ない ことに それは その 使徒 ムハ ンマ ド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) に 
下された、 万有の 主の 御言 葉な ので ある。 


4 M 8 も しム ハン マ ドが われ (アツ ラーの こと） に対して、 われらの 言っても いない ことを 捏 
造す るの ならば、 われらは 彼を 威力で もって 罰する であろう。 そして 彼の 大動脈を 断ち切 
つて くれよう。 そして あなた 方の 誰も、 彼に 対する われらの 懲罰を 阻止 出来る 者は いない 
のた 実に この クル アーンこ そは、 アツ ラーの 命じる ことを 行い、 禁じる ことを 回避す る 敬 
虔な 者たち に とっての 訓戒な の だ。 


4み52 そして われ （アツ ラーの こと） は、 そのみ しるしの 明瞭 さに も 関わらず、 あなた 方の 
内に ク ルアー ンを 虚偽と する 者が いる こと を 知っている。 しかし それは 不信仰 者ら が 彼 
らの 懲罰と、 信仰者に 対す る 恩恵を 目の当たり にす る 時、 不信仰 者に と っての 大きな 後悔 
となろう。 実に それは 揺らぐ ことのない 真実で あ り、 いかなる 疑念の 余地 もない 明白な事 
実な ので ある。 ゆえに アツ ラーを あらゆる 不完全 性 や 欠陥から 無縁な 崇高な 存在と して 讚 
え、 その 偉大な 美名 でもって かれを 想念す るが よい。 
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階段 章 

(アル ニ マアー リジュ 章) 


1-4 シルク 1 の 徒の 内の ある 者が (その 不信仰 ゆえ 
に)、 自 ら とその 民に 対して、 懲罰が 下る こと をネ斤 
って 見せた。 そして それは 審判の 日に 確実に 起こ 
るので あり、 誰も 至高 かつ 荘厳なる アツ ラーが そ 
う される こと を 阻止 出来る 者は いない。 諸 天使と 
ジブ リ ー ルは、 現世の それに 比 して 50000 年の 長さ 
にも 相当す る その 日、 至高の かれの 御 許へ と 昇っ 
て 行く。 しかし 信仰者に とって その 日 は、 義務の サ 
ラ ーけ し 拝) 一つ 分の 長さ に 過 ぎない。 

5 ゆえ に 使徒 よ、 彼らの 嘲笑 や、 懲罰への はやりに 
辛抱せ よ。 せっ かちに なったり、 ア ツ ラーが 外の 何 
もの かに 苦情を 洩らして はならない。 

6~7 不信仰 者 と レ、 う もの は 懲罰 が 起こる はず もな 
レ、、 程遠い ものであると 思って いる。 しかし われ （ 
アツ ラーの こと ） は それが 必然で あり、 かつ 近く 現 
実と なること を 知っている。 

を 9 その 日 天は あたかも 油の 沈殿 物の よう に 溶け 
落ち、 山々 は 風が 撒き散らした、 毛羽立った 色つ き 
の 羊毛の よう になる。 

10 そ して その 日、 近親 同 ± が お 互いの 様子を 尋ね 
合う こと も ない。 全て の 者は 自 分の こと で 一杯な 
の だ。 

11-1 が 皮ら は 互いを 目に し 知ってい るの だが、 誰も 他人を 益す る ことな ど 出来ない。 不信仰 
者は 自 分が 審判の 日 の 懲罰 から 免れる ためなら、 子供 や 配偶者、 兄弟 姉妹 や、 自 分が 属する 
血縁の 近い 親族、 それ どころ か 地上の 全人 類 その他の もの 全てまで 代償に したいと 願う で 
ぁろぅ。 

じ 18 しかし 不信仰 者よ、 事は あなた 方が 望んで いるよう な 代償で 済む ことでは ない のに そ 
れは 吹き 上がり 、燃え立つ 地獄で ある。 そ して その 高熱は 頭部を 始め、 体の 隅々 まで その 皮 
を 剥ぎ取って しまう。 現世で 真理に 背き、 アツ ラーと その 使徒に 対し 従順ではなかった 者た 
ち、 そして 財産を 収集して は 貯め 込ん その アツ ラーに がしての 義務を 果たしてい なかった 
者たち は、 その 中で 互いに 呼び 合う。 

1み30 人間と いう ものは 生来、 せっかちで 欲深く 出来て いるもの である。 災難 や 困難に 見舞わ 
れれば おろおろし 悲しむ が、 よい こと や 順境に 見舞われれば、 吝畜に 陥る。 しかしが 下の よ 
うな 者たち は 別で あ （り、 地獄を 免れ) る。 レ、 ろみる 時 も サラ ーけ し 拝) を 遵守し どんな 用事が 
あっても それを おろそかに しない 者たち。 また ア ツ ラーに 定め られた 財産の 一部を 喜捨と 
しそれ を 物たい する 者に も、 また 慎まし さ ゆえにそう しない 者に も 分け与える 者たち。 ま 
た 清算と 報いの 日を 信じ、 そのために 善行で もって 準備す る 者たち。 また アツ ラーの 懲罰を 
恐れる 者たち。 誰も 主の 懲罰から 無事で いられる などと 考えるべき ではない。 また アツ ラー 
が 禁じられた 物事から 貞操を 守る 者たち。 但し 配偶者 や 奴隸は その 限りでは なく、 そこにを 
め 立ては ない。 

31-35 しかし 配偶者 や 奴隸が 外の もので 欲望を 満たそう とする 者たち は、 合法の 域を 越えて 
非合法へ と 赴く 者たち である。 また (な 下の ような 者たち もまた、 地獄を 免れる であろう） ア 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 
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ッ ラーと その しもべた ちの 信託を 寸る 者たち。 至 
高の アッ ラーと、 その しもべた ちとの 契約を 遵守 
する 者たち。 また 改変 や 隠蔽な どせ ずに、 正しい 証 
言を する 者たち。 そして サラ ーけ し 拝) を 遵守し そ 
こに おける 義務 行為を おろそか にしない 者たち。 

このよう な 者た ち こそ は 荘厳なる 特性を 備え た 者 
たちで あり、 あり と あらゆる 褒美を 授かりつつ、 享 
楽の 園に 留まる の だ。 

3&39 f 吏 徒よ、 一体 彼ら 不信仰 者 を あなたの もとへ 
と 急き立てる ものは 何であろう か？ 彼らは あなた 
の 方に 首を 伸ばし 視線を 送る。 そして いくつもの 
異なる 集団 に 分かれつつ、 互い に 話 し 合 レ 、、驚きな 
がら、 あなたの 右から 左から 集まって 来る。 一体 彼 
ら 不信仰 者の 全員が、 アッ ラーが 彼ら を 永遠の 享 
楽の 園に 入れて 下さる ことを 所望して いると でも 
言う のだろう か？ いや、 事は 彼らの 望む ようには 
いかない。 彼らは かして 天国に 入らないで あろう。 

われ (ア ッ ラーの こと ） は 彼ら を 他の 者たち と 同様 
に、 卑しい 液体 觸 液) から 創造した ので ある。 そし 
て 彼ら は 信仰 しなかった。 それでは 一体、 彼らは い 
かに 享楽の 園に 入る 栄誉を 得る というの か？ 

40~41 われ (ア ッ ラーの こと ） は 太陽と 星々 の 現れる 
場所 と、 それら が 隐れる 場所に おいて 誓おう。 わ 
れ (ア ッ ラーの こ と） は 彼らの こと を、 彼らより 優 
れ た、 より ア ッ ラーに 従順な 民と 取り替える こと 
が 出来る ので ある。 そして われらが やり直そう と 望めば、 誰 一人と して われらを 出し抜いた 
り、 失敗 さ せた り、 阻止 させたり する ことな ど 出来ない の だ。 

42 -が ゆえに 懲罰が 約束され ている 審判の 日が 到来す る また 彼らを 虚妄の 中で 議論し 現世 
で 楽しむ に 任せて おく がよ レ、。 その 日 彼らは、 了 度 現世に おいて、 アッ ラーを 差し置いて 崇 
拝すべく 捏造した 偶像の もとへ と あくせく 通って いたよう に、 墓の 中から 放り出されて 急 
がされる。 彼らの 視線は 地面に 伏せられ、 屈辱が 彼らを 包み込む。 これ こそが 現世に おいて 
彼らが 約束され ていた 日で あり、 彼らが 嘲りつつ 虚偽で あると していた 日な ので ある。 
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ヌーフ 章 


1-4 われ (アツ ラーの こと） は ヌーフ を その 民に 遣わしこう 言った。 「痛ましい 懲罰が あなた 
の 民に 下される 前に、 彼らに 警告せ よ。」 ヌーフ は 言った。 「民よ、 私は あなた 方への 警告 者 
である。 あなた 方が アツ ラーに 背けば、 かれの 懲罰が 下る という 警告を はっきり と 伝える。 
私は あなた ホへ 遣わされた、 ア ツ ラーの 使徒な の だ。 ゆえに かれのみ を 崇拝せ よ。 かれの 懲 
罰を 恐れ、 私が 命じ、 禁じる ことに 従う の だ。 も しあな た 方が 私に 従い、 私に 同調す るの な 
ら 、アツ ラーは あなた 方の 罪を お赦 しにな ろう。 そして 至高の アツ ラーの 御 知識に おいて 定 
めら れた 時期 また あなた ホの 寿命を 猶予して 下さる であろう。 死は 一度 到来したら、 決し 
て 猶予され る ことは ない。 も しその こと を 知っていたなら、 あなた 方は 信仰と 服従へ と 急い 
だであろう に。 

5~10 ヌーフ は 言った。 「主よ、 私は 昼に 夜に、 民を あなたへの 信仰と 服従へ とい ざない まし 
た。 しかし 私の 彼らに 対する 信仰への 呼びかけは、 彼らの 忌避と 背反を 生んだ だけです。 私 
は、 あなたが 彼らの 罪を お赦 しになる ベく、 彼らを あなたへの 信仰へ と 誘った にも 関わら 
ず、 彼ら は 真理への 巧び かけを 聞 くまいと 指を 自 分の 耳に 差 し 込み ま した。 そ して 私を 見な 
いよう に、 あ 服で 身を 覆った ので も 彼らは 不信仰を 固守し 強烈な 高慢 さ ゆえに 信仰を 受 





け 入れる ことから 奢り 局ぶ り ま した。 それから 私 
は 彼らを、 包み隠さず 公け に 信仰へ と 誘いました。 
そして 時には 声を 高く して 彼らを 公け に 誘い、 時 
には それを 秘密 裏に 低い 声で 行い ま した。 そして 
民に こう 言った のです。 "あなた 方の 主に、 罪の 赦 
しを たう のた。 不信仰から 改俊 せよ。 至高の 御 方は 
かれに 悔悟し かれの 御 許に 立ち返る しもべに 対 
して お赦 し 深 レ 、御 方で ある。"」 

11-16 あなた 方が 悔悟し 罪の お赦 しを たうの なら 
ば、 アツ ラーは あなた 方に 豊かな 雨を お降らしに 
なろう。 そして あ なた 方の 財産と 子孫を 増やし、 そ 
の 果実と 美し さで あなた 方を 楽しませる 果樹園を 
授けて 下さろう 。また あなた 方が 農作物 や 家畜に 
水を やる ための、 河川を お恵みに なろう。 民よ、 あ 
なた 方が アツ ラーの 偉大 さと ご 威力を 恐れない の 
は 一体 ど ういう こ とか？ かれは あなた 方を 一滴の 
精液 か ら 凝血へ、 そ して 肉塊から 骨へ、 それから 肉 
へと 段階を 経て 徐々 に 創ら れた御 方な ので ある。 
あなた 方は、 アツ ラーが 互いに 合い 重なる 7 層の 
天を いかに お 創り にな られ たか 考えない のか？ そ 
して 月 を この 天界の 光と し、 太陽を 地上の 住民た 
ちが 明かりを 得る ところの 燦然と した 灯火と され 
たこと を？ 

17-20 ア ツ ラーは あなた 方の 原型を ± か らお 創り 
に なられ、 そして その 死後には 再び 地上に 蘇らせ、 
復活の 日 には あなた 方を 引き出される 御 方。 また ア ツ ラーは あなた 方が にく 往来 出来る よ 
う に、 地上を 滅毯 のよう に 引き伸ばされた 御 方。 

21-25 ヌーフ は 言った。 「主よ、 民は 私に 対する 背反と、 私を 嘘つき 呼ばわり する ことに おい 
て、 限度を 越して います。 そして 彼らの 内の 弱者は、 その 財産と 子孫が 現世に おける 迷妄と 
来世に おける 懲罰し か 増大 させない ような、 迷い 去った 指導者た ちに 盲従して います。 そし 
て 迷妄の 指導者たち は、 彼ら に 追従す る 弱者たち に蠢 計を 計 らっ てこう 言う の でち" ヌー 
フが 呼びかけ ている アツ ラーの みの 崇拝 ゆえに、 あなた 方の 偶像への 崇拝を 放棄して はな 
ら ない。 ワツ ド や スワ ーァ 、ヤ グー スやヤ ウー ク 、ナスルを 棄て てはいけ ない の だ。 （彼らが 
アツ ラーを 差し置いて 崇拝して いた 偶像の ぶ 前。 それらは 全て 元来は 義人の 《前で あっ 
たが、 その 死後に シャイ ターンが その 民を そそのかし、 彼らが それらを 仲介物と して 彼らの 
神への 服従 行為に 献身す るよう にすべく、 彼らの 偶像 や 彫像を 作らせた。 そして 民が 滅び 月 
日が 経て 別の 民が 到来した 時、 シャイ ターンは 彼らに 対し 彼らの 祖先が それらの 偶像を 拝 
し、 それらを アツ ラーとの 仲介 役と していた の だと 吹き込んだ。 これが 偶像 や、 墓の 上に ド 
ームを 作る ことが 禁じられた ことに 潜む 英知で ある。 つまり 偶像な どが 年月 と共に 無知な 
者たち の 崇拝 対象 と 成り果てて しまったり、 また は 迷妄 や 錯誤に 幻惑 さ れた 指導者た ちが 
多く の 人を 迷わせたり しないた めな ので ある。）"」 そして ヌーフ は 言った。 「主よ、 彼ら 不義 
の 徒の 不信仰と 頑迷 さが、 彼らを 真理から 遠ざける ことが 外の 何もの ももたら さない よう 
にして 下さい。」 彼らは その 罪と、 不信仰と 暴虐への 固執 ゆえに、 大拱 水に 巻き込まれて 溺死 
した。 そして 溺死の 後には、 巨大な 炎で もって 全てを 焼きが くす 地獄の 業火に 放り込まれる 
のに そして 彼らは アツ ラーの 他に 彼らを 救出し 懲罰から 守って くれる いかなる 者 も 見出 
す こと はない。 

2&28 そして ヌーフ は 絶望の 後、 考えて こう 言った。 「主よ、 地上を 徘徊す るた だ 一人の 不信 
仰 者 も 生かした ままでは 置かないで 下さ レ、。 も し 彼らを 破滅 させずに 放っておけが 彼らは 
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あなたを 信じた しもべた ちを 真理の 道から 迷わせ 
てし まう でしょ う。 そして 彼らの 子孫からは、 あな 
たへの 不信仰と 背反が 甚だ しい、 真理から 逸脱し 
た 者たち しか 現れないで しょ う。 主よ、 私と 私の 両 
親、 そ して 信仰 して 私の 家に 入つ た 者た ちと、 あな 
たを 信 じる 男女の 信仰者を お赦し 下さい。 そして 
不信仰 者に は 現世と 来世に おいて、 破滅と 損失が 
外の 何もの も 与えないで 下さい。 


アル ニ ジン 章 

(幽精 章） 


1-2 使徒よ、 言う の だ。 「アツ ラーは、 ジンの 一团が 
私の ク ルアー ン 朗誦に 聞き入った ことを、 私に 啓 
示された。 そして 彼らは ク ルアー ンを 聞いて、 その 
民に こう 伝えた。 "実に 我々 は その 修辞と 雄弁 さ 
と、 そこ に 含まれる 英知と 法 規定、 諸々 の 説話に お 
いて 驚愕に 値する 素晴らしい ク ルアー ンを 耳に し 
た。 それは 真理 と 導きへ とい ざな う もの。 我々 はこ 
のク ルアー ンを 信じ、 それに 則って 行う。 我々 は、 

我々 を 創造され た 我らが 主を 崇拝す る こと におい 
て、 何もの も かれに 並べたり はしない。" 

3" そ して 我ら が 主の ご 威力と 荘厳 さは、 高みの 極 
みに ある。 かれは 伴侶 も 子供 も 持たれない。" 

4" しか し 我 らの 内の 愚か者 (イ ブリース のこと） は 
至高の アツ ラーに 関して、 かれには 伴侶 や 子供が あるな どと、 真理と 正当性からは 程遠い こ 
とを 言って いた もの だ。" 

5" そして 我々 は 人間で あれ ジンで あれ、 至高の アツ ラーに 伴侶 や 子供が いるな どと いう 虚 
言を 吐く 者が いる ことな ど、 考え だに しなかった。" 

6 また ある 種の 人間たち は ある 種の ジンに 庇護を 求めて いたが、 彼らが ジンに 加護を たう こ 
とに より、 人間の 彼らに 対する 恐怖 感を 増大 させた。 そして これ こそは、 アツ ラーが イスラ 
ームが 前の 無明 時代の 徒を それゆえ におを めに なられた、 アツ ラーが 外の ものに 対する ご 
加護の ネ斤 願な ので ある。 これは 真 攀な改 俊が 見られない 限り、 かして アツ ラーが お赦 しには 
なられない 大 シルク 1 である。 尚 この 節には、 魔術師 や 奇術師な どを 頼みの綱に する ことへの 
厳しい 警告が 含まれて いる。 

7 そして 人間の 不信仰 者ら は- あなた 方 ジンが そう 考えて いたよう に- 至高の アツ ラーが 
いかなる 者 も 死後に 復活させる ことな どは な レ、、 と 考えて いた。 

が 我ら （ジンの 一団） は、 天界の 民の 言葉を 聞こう と、 天上へ と 昇ろうと した。 そして、 そこに 
は 天界を 守衛す る 数 あまたの 天使たち と、 そこに 近づこう とする 者を 迎撃す る 燃える 流星 
で 溢れて いた。 

9" 我々 は それが 前、 天界の 話を 耳に する ための、 いくつかの 場所を 有して いた。 しかし 今 盗 
み 聞きし よう とする 者は、 そのような 者を 焼き 落と し 滅ぼす、 護衛の 流星を そこに 見出す。" 
尚 この 節は、 幽玄 界の 領域の 知識を 有する と 主張し その 虚言と でっち 上げで もって 無知な 
者を 驅 そう とする 魔術師 や 奇術師ら の 虚妄 性を 証明 している。 


1 大 シルクは、 それを 犯す 者を イス ラームの 範禱の 外に 追い やり、 また その 全ての 行い （善行 や 崇拝 行為な ど） を 
無駄に して しまいます。 大 シルクを 犯す 者の 生命と 舟 産は もはや 神聖で 保障され たもので はなくな り、 も しその 行 
為から 悔悟す る 前に 死んで しま うよう な ことがあれば、 来世では 地獄の 業火に 永遠に 留まる こと になり ます。 大シ 
ルク とは イ バー ダ （崇拝 行為） そのもの、 あるいは その 一部を アツ ラーが 外の ものに 捧げる ことを 意味し ます 
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10" そ して 我々 ジンは、 果た して ア ツ ラーが 地上の 
民に 悪を お下しに なろうと している のろ \ それと 
も 善と 導きを お下しに なろうと している のろ \て 
んで 分からずに いる。" 

ir ま た 我々 の 中に は 敬虔 な 善玉 も レ 、れ ば、 そうで 
はない 不信仰の 放蕩 者ら もい る。 我々 は 異なる 集 
团と 党派に 属して いたの だ。" 

12" そ して 我々 は、 アツ ラーが 我々 を ご 自由に 司ら 
れるこ と、 我々 はかれの 支配 下に ある こと を 確信 
していた。 それで かれが 我々 に 何 かを お望みに な 
れ ば、 我々 が どこに いよう とそれ を 回避す る こと 
は 出来ない。 またもし かれが 我々 に 災厄を お望み 
になれ が 我々 は 天に 逃げよ うと も、 かれの 懲罰を 
やり過ごす ことは 出来ない の だ。" 

13" 我々 はク ルアー ンを 聞いた 時、 それを 信じた。 
そ して それが ア ツ ラーの 御 許からの 真実で ある こ 
と を 認めた の だ。 ゆえに その 主を 信じる 者は、 その 
善行の 不当な 削減を 恐れる ことは ないし、 悪行の 
超過と いう 不正を 蒙る こと も な レ、。" 

1 午 15" また 我々 の 内には 服従 行為で もって アツラ 
一に 服す る 者 も いれば、 真理の 道から 逸れて しま 
った 罪悪と 不正の 徒 もい る。" しかし アツ ラーの 仰 
る こと を 従順 に受 け 入れ、 服従 行為 でもって かれ 
に 従う 者 こそは、 真理と 正し さの 道を 目指し それ 
を 選択す る こと において 努力 奮闘 した 者で あり、 
それゆえに ア ツ ラーが そこへ とお 導き にな られた 者で ある。 一方 イ ス ラームの 道から 逸脱 
した 罪深 レ ホは、 地獄の 業火の 燃料 となる であろう。 

16>17 も し 人間と ジンの 不信仰 者が イス ラームの 道を 歩ん そこから 逸脱 しないの であれが 
われ (ア ツ ラーの こと ） は 彼ら に 豊かな 水を も たらし、 そ して 現世に お ける 彼ら の 生活の 糧を 
富ませた であろう。 しかし それは、 果たして 彼らが アツ ラーからの 恩恵に 対してい かに 感謝 
する かとい うこと を、 試す ためな ので ある。 それで その 主への 服従と、 ク ルアー ンを 聴き、 そ 
れを 熟慮し それに 沿って 行いを 正す ことを 拒む 者は、 激烈な 懲罰の 中に 放り込まれる であ 
ろぅ。 

18 ま た モスク はア ツ ラーの みを 崇拝す る 場で ある ゆえ、 かれな 外の 何 かを 拝 しては ならな 
レ、。 そこで かれのみ にがり、 かれのみ を 崇拝す るの だ。 モスクは 何もので もない アツ ラーの 
みの 崇拝の ために 建てられ たので ある。 尚 この 節には、 モスクから アツ ラーへの 純真な 献身 
と 、その 使徒で ある ムハ ンマ ド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) の 踏襲を 妨害す るよう 
な あらゆる 物を 排除す る ことの 義務が 説かれて いる。 

19 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) がその 主を 崇める ために 立ち上がった 
時、 ジンの 集团は 束になって 彼に 覆い 被 さ らん ばかりであった。 そして それは ク ルアー ンを 
聴く ために、 彼らが どっと 押し寄せた ためであった。 

20 f 吏 徒よ、 彼ら 不信仰 者に こう 言う の だ。 「私は 私の 主の みを 崇める。 そして かれへの イバ 
ー ダ (崇拝 行為) において 、かれが 外の 何もの も 並べたり はしない。」 

21-23{ 吏 徒よ、 彼らに 言って やる の だ。 「私は あなた ホを 災厄から 守る こと も、 あるいは あな 
た 方に 利益を もたらす こと も 出来ない。」 言え、 「アッ ラーに 背けば、 私を かれの 懲罰から 守 
つて くれる ものは ない。 私は アッ ラーな 外に、 その 懲罰からの いかなる 避難所 も 見出す こと 
は 出来ない。 私は ただ アッ ラーから 伝達の 命を 授かった ことを、 そして 私が それと 共に かれ 
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から 遣わされ たと ころの メ ツ セージを、 あなた 方 
に 伝える 権威を 有す る だけな ので ある。 そして ア 
ツ ラーと その 使徒に 背き、 ア ツ ラーの 宗教を 拒む 
者の 報い は 地獄の 業火な の だ。 彼らは そこから 永 
遠に 抜け出る ことが 出来ないで あろう。 

24 シルク 1 の 徒は 約束され ていた 懲罰が もたらさ 
れ 、それを 眼前に して 初めて 知る の だ。 果たして （ 

その 日 ) 援助 者 も 保護者 も 貧弱 で、 援軍 も ごく 僅か 
であるのは 誰かを。 

25~27 使徒よ、 彼ら シルク 1 2 の 徒に 言う の だ。 「私に 
は、 果た して あな た 方に 約束 された こ の 懲罰 が 遠 
からず 起こる のか、 あるいは 私の 主が それまでに 
長い 猶予を 与えられた のか、 分からな レ、。 あらゆる 
欠陥から 無縁な 崇高なる 御 方 こそが 幽玄 界の 事象 
を ご存知な ので あ り、 それを 創造物の いかなる も 
のに も ご 披露され る ことは な レ、。 但し、 アツ ラーが 
その メ ツ セージの 伝達の ために お選びに なり、 か 
つかれの ご 満足を 受け た 者た ちは その 限りでは な 
く 、彼らには 幽玄 界の 事象の 一部を 明かして 下さ 
る こと も ある。 かれは 使徒の 前後に、 彼を ジンから 
守る 天使たち を 遣わされ るが、 それは 彼ら ジンが 
そこで 盗み聞き した ものを、 占い師に こっそり 吹 
き 込んだり しないよう にす るた めな の だ。 これは 
使徒 (彼に ア ツ ラーから の 祝福と 平安 あれが ミ 真理 
と 正直 さを もって 伝達し ジンから 守られて いた 
ことに おいて、 彼が 前の 諸 使徒 も 同様の 状況に あった こと を 知る ためで ある。 また 崇高なる 
御 方が 各 使徒の 法 体系と 諸々 の 諸 規定を 内面 も 外面 もつ まびら かに ご存知で あり、 かつ 至 
高なる かれが 全てを が 細に 渡って 数え上げられ ており、 また 何一つ かれを 脅かす ものが 存 
在し ないた めな ので ある。 
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衣を 纏う 者 章 

げル =ム ツザン ミル 章) 


1- がで 身を 包む 者よ、 夜は 僅かな 時間が 外、 サラ ーけ L 拝) のために 起きて いよ。 夜の 半分、 あ 
るいは それより も 少し 短い 3 分の 1 位は 起きて いるろ 人 または それを 半分より も 多い 3 分の 2 
位にまで 延長して もよ レ、。 そして ク ルアー ンを その 文字の 発音と 停止すべき 箇所を 明確に 
しつつ、 ゆっくり と 朗誦す るの だ。 

5 預言者よ、 われ (アツ ラーの こと） は あなたに 偉大なる ク ルアー ンを 下そう。 そこには 諸々 の 
命令と 禁止 事項、 法 規定な どが 含まれて いる。 

6 S 更けの イ バー ダ (崇拝 行為) はより ムに 響き、 現世の 諸事から 解放され たムの 余白に より 
明確に 語り かけよう。 

7 あなたは 昼間、 生活の ために 奔走し 啓示の 伝達に 関する 諸事の ために 忙殺され ている。 ゆ 
えに 夜に、 あなたの 主の ために イ バー ダに 精を 出す の だ。 

み 9 預言者よ、 あなたの 主の 御ぶ を 念じ、 それでもって かれに がるの だ。 そして イ バー ダに 完 
全に 没頭し アッ ラーに こそ 全てを 委ねる のに かれ こそは 東西の 王で あり、 かれな 外には 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 

2 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 







公 お， 雄，: L 苗戚 輿;^ お 冷ぶ 粗ぶ 4 冷 

媛ん 於 oi ^ おが S 5 ぶこ !；夕を華 
苗 心り:^、 S^ot ぶ '^、 ci oy ^^ 心 若り 

\}\： jijj ^\ 1；：^ た ム另 こ !/ ぶ 1^ て 
^11 ぶ 占た をが 毎 技お瑜 適て 
◎。，が克な茄货苗；な；：^ちを；5^為1^ 




真に 崇拝すべき ものな どない。 かれに こ そ 依拠し 
あなたの 諸事を かれに 任せる の だ。 

1 化して シルク 1 の 徒が あなたと、 あなたの 宗教に 
ついて 噪っ ている こと に 耐えよ。 彼らの 無意味な 
行いと 挟を 分かち、 相手に せず、 復警 しよ うとな ど 
思う のでは ない。 

11 使徒よ、 現世に おいて 享楽 と 豪奢 さ を 享受し わ 
がみし る しを 嘘と する 者たち を、 われに 任せて お 
く の だ。 そして 彼らの 定めが その 懲罰の 時期に ま 
で 達する まで、 しばし 彼らの 懲罰を 猶予して おけ。 

じ 13 来世に おいて 彼らに は 重厚な 伽 と、 そこ で 彼 
らが 焼かれる とこ ろの いきり 立つ 業火が 待ち受け 
ている。 また 無理やり 詰め込まれ るが 飲み込む こ 
と も 厭われる 食べ物と、 痛ま しい 懲罰が ある。 

14 その 日 大地と 山々 は 揺れ動いて 振動し、 堅固な 
固体であった はずの 山々 は 砂塵と 化してば らばら 
に 飛散す る。 

15~16 マ ツカの 民よ、 実に われ (ア ツ ラーの こと） は 
ム ハン マ ドを、 あなた 方の 不信仰と 不服従を 証言 
する 使徒と して 遣わした。 それは ちょう ど、 われら 
が ムーサーを 暴君 フィル アウンに 遣わした のと 同 
様で ある。 そして フィル アウンは ムーサーを 嘘つ 
きと し、 その メ ツ セージを 信じず、 彼の 命令に 背い 
た。 それで われら は 彼を 完膚 なき ま でに 滅ぼ した。 
尚 ここには 使徒 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) への 不服従に 対する、 警告 
が 見て取れる。 それは 彼への 服従に 背く 者に、 フィル アウン とその 民に 降り かかっ たのと 同 
様の 懲罰が 降り かかる とい うこと を 示して いるた めで ある。 

17 不信仰に 留まる というなら、 いかにして あなた 方は 審判の 日に 自らを 護身 するとい うの 
か？ その 日 余りの 恐怖と 不安から、 子供たち は 白髪に なって しまう ほど だとい うのに。 

18 その 日、 余り の 恐怖 ゆえに 天は 張 り 裂ける。 その 日 が 必ず 到来す る こと は、 至高の アツラ 
一の お 約束であった の だ。 

19 様々 な 衝撃と 懲戒を 含む これらの 恐ろしい みしる しは、 人々 への 訓戒と 教訓で ある。 ゆえ 
に それでもって 自らを 戒め、 その 利益を 蒙りたい 者は、 服従と 敬神の 念を もって その 主の ご 
満悦 を ホめ る 道と する のた 主 こそ は 人を 創造 さんま た 養育 さ れた御 方な ので ある。 

2颇 言 者よ、 あなたの 主は あなたが 時には 夜の 3 分の 2 な 下の 時間を、 そして 時には 夜の 半分 
を、 そして また 時には 3 分の 1 にあた る 時間を 夜の サラ ーけ し 拝) のために あてて いる ことを、 
そ して あなたの 教 友たち の 一部が あなたと 共に そう している ことを、 ご存知で ある。 アツ ラ 
一 こそは 昼夜を 定められ、 その 長さと、 そこに おいて 過ぎ去り 行く もの も 留まる もの もご存 
知の 御 方。 アツ ラーは あなた ホが 夜を 徹して サラ ーに 立ち 続ける こ とを ご存知で ある ゆえ、 
あなた ホに 軽減され た。 ゆえに 深夜の サラ ーでは、 ク ルアー ンの 中から あなた 方に とって 容 
易な ものを 読誦す るが よ レ、。 また アツ ラーは あなた ホの 中に 病気 ゆえに 夜の サラ ーに 立て 
なかったり、 また アッ ラーからの 合法な 生活の 糧を 求めて 商売 や 仕事に 地上を 奔走したり、 
あるいは アッ ラーの 御言 葉の 興隆と その 宗教の 伝播を 求めて かれの 道に 努力 奮闘す る 者た 
ちがいる こと も ご存知で ある。 ゆえに サラ ーでは、 ク ルアー ンの 中から あなた 方に とって 容 
易な ものを 読誦 するがよい。 そして 義務の サラ ーを 遵守し 定められた ザカー 瞎捨) を 支 私 
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レ、、 ア ツ ラーの 御顔を ホめ つつよ きこと において 
財を 施す の だ。 あなた 方が よき ことに おいて 行う 
あらゆる こと や アツラ ーへの 服従 行為は、 審判の 
日 にかれ の 御 許に おける 報奨と なる のに そ して 
それは あなた 方が 現世に おいて 行なった ものよ 
り も 優れ、 かつ それより も 大きな 報奨と なる ので 
ある。 ゆえに あらゆる 状況に おいて アツ ラーから 
のお赦 しを をう のた。 了 ツ ラー こそは あなた 方に 
お赦 し 深く、 慈悲 深 レ 、御 方な ので ある。 


包る 者 章 

(ア ル = ムツ ダ ツ スイ ル 章) 


I- 7 衣に 包まれて いる 者よ、 寝床から 立ち上がり、 

人々 にア ッ ラーの 懲罰を 警告せ よ。 そ して アッラ 
一の みを 讚え、 かれのみ を 唯一の 主と し、 かれの 
みに イ バー ダ (崇拝 行為) を 捧げる の だ。 そして 衣 
服を 不浄な ものから 清めよ- それと いうの も、 外 
面 的 清浄 さは 内面 的 清浄 さを 完遂す るからで あ 
る。 ま た 偶像 や シルク 1 的な 行為な どの 全て から 遠 
ざ かり、 そこに 近づく のでは な レ、。 そしてより 大 
きい 利益を 見越して、 贈り物を したりす るな。 主 
の ご 満悦の た めに、 かれの ご 命令と 禁止 行為 にお 
いて 忍耐す るの だ。 

み 10^ 笛に 復活と 召集の 吹 込みが される 時、 それ 
は 不信仰 者ら に とって 厳しい 時と なろう。 彼らは その 日、 現世での 行いの 清算に 関する 問答 
など、 そこで 繰り にげられる 恐怖の 数々 を 容易に 突破す る ことは 出来ない の だ。 

II- 17 使徒よ、 われ (アッ ラーの こと） がその 母親の 胎内に 創造した 者を、 われに 任せて おくの 
た われは 財産 も 子孫 もなかった その 者に 多大な 財を 与え、 マッカに て 彼に 付きっ切り でい 
る 子息を 授けて やり、 また その 生活を 楽に してやった。 しかし これらの 授かり物の 後に 及ん 
でも、 彼は 更 なる 財と 子孫を ホめ、 しかも われを 信じなかった。 事は この 罪深い 放蕩 者の 思 
うよう にはなら ない。 われは 彼に、 それが 上の ものを 与えまい。 彼は ク ルアー ン と、 創造に お 
ける アッ ラーの 幾多の 証拠を 虚偽と し 頑迷な 者で ある。 われは 休息の 間 も ない 懲罰と 疲労 
によって、 彼に 重圧を 課すであろう （ここで 取り ざた されて いる" 彼" とは、 真理を 拒否し ア 
ッ ラーと その 使徒に 対して 対 時した アル = ワリー ド- ブン- アル = ムギー ラの こと。 しか 
し 真理を 頑迷に 拒絶し、 廃絶し よう とする 全ての 者に、 同様の 報いが 与えられる であろう）。 

化25| 皮は 吟味し ム ハン マ ドと ク ルアー ン に対する 中傷を 準備した。 ゆえに 彼は 化 われ、 破 
滅に 値した ので ある。 一体 彼は、 いかに そのような 中傷を 考えた のか？ それから また 彼は 口ぶ 
われ、 それから また 彼が そう 運命 付けられた ことに おいて 熟慮し ク ルアー ン に対する 中傷 
を 考えた。 そして 策略に 行き 詰る と、 顔をしかめ、 歪ませた。 彼は ク ルアー ン において、 いか 
なる 落ち度 も 見出す ことが 出来なかった のに それから 彼は また 真理から 趣を 返し その 高 
慢さ ゆえに それを 受容す る ことを 拒ん た そして ク ルアー ンに 関しこう 言った の だ。 「ム 
ハン マ ドが 言って いる こと は、 昔の 人から 伝え聞いた 魔法に 他なら ない。 ム ハン マ ドが 噪っ 
ている のは、 奴が 誰か 他の 者から 学んだ 人間の 言葉で ある。 奴は それを、 ア ッ ラーの 御言 葉 
だと でっち 上げて いるの だ。」 

2&30 われは 彼を 地獄の 業火に 入れよう。 彼は その 灼熱の 中に 放り込まれ、 その 炎で 焼かれ 
る。 あなたは 地獄と いう ものを 知ってい るか？ それは 皮膚と 言わず 骨と 言わず、 全てを 焼き 
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がくす もの。 皮膚を 真っ黒に 焼け焦げ させて しま 
う ものである。 そして そこでは ザバ ー ニヤと 厚 ば 
れる 強力な 19 の 天使が、 地獄の 諸事 と、 そこ で 懲罰 
を 受ける 者たち の 諸事を 任されて いる。 

31 われ （ア ツ ラーの こと） は 地獄の 番人を、 冷厳な 
る 天使と した。 そ して その 数を、 ア ツ ラーを 信じな 
い 者たち への 試練と した。 それは ユダヤ教 徒と キ 
リスト 教徒と いう 啓 典の 民が、 地獄の 番人に 関し 
てク ルアー ンで 言及 さ れ たこと が 彼ら の 啓 典に 記 
された こと と 一致して いる ことで、 それが 至高の 
アツ ラーからの 真理で あると いう 確信を 抱く た 
めで ある。 また 信仰者が ア ツ ラーと その 使徒への 
信仰 ムを 高め、 その 法に 沿った 行いを 促す ためで 
ある。 それは ユ ダヤ 教徒 と キリスト教徒 からなる 
啓 典の 民と、 アツ ラーと その 使徒 を 信仰す る 民に 
とって、 疑念の 余地の ない ことなの だ。 しかしん に 
まがい 物の 信仰を 抱く 者 や 不信仰 者は、 こ う 言う 
の だ。 「一体 アツ ラーは この 奇妙な 数字で 何を 言 
いたいの だろう か？」 このよう に アツ ラーは、 かれ 
がそう お望みに なられた 者を 迷わせられ、 ま たお 
望みの 者を お導きに なられる。 そして あなたの 主 
の 軍勢- 天使 も その内の 者で ある- の 数を 知る 者 
は、 かれが 外には お られ ない の だ。 実に 地獄の 業火 
は、 人々 への 訓戒と 教訓な ので ある。 

32-37 彼らが 言うよう に、 使徒が 携えて 来た ものは 
虚偽な のでは ない。 いかなる 不完全 性と も 無縁で ある 崇高なる アツ ラーは、 月に かけて お 誓 
いに なられる。 また 更けて は 明ける 夜に、 そして 明るんで 露わになる 朝に かけて お誓いに な 
られ る。 地獄の 業火は 人々 への 警告と 恐怖と いう、 偉大なる 一つの 巧な のに そして その 主 
にお 近づきに なりたい 者には かれへの 服従 行為を もってそう させ、 遠ざかりたい 者には か 
れ への 反逆 行為で もってそう させる がよ い。 

3847 全ての 魂は、 自らが 稼いだ 善行と 悪行に よって つなぎ止められ、 抑留され る。 そして そ 
れ に関する 諸々 の 権利 や 懲罰を 受ける までは、 解き放 たれない。 イ旦し 服従 行為に よって 自ら 
を 解放す る、 真擎な ムス リ ム "右側の 徒" は 別で ある。 彼らは え も 言われぬ 楽園に 入れられ、 
彼らに 対して 罪を 犯して いた 不信仰 者に ついて 互いにこう 訊ね 合う。 「一体 なぜ あなた ホ 
は 地獄に 入れられ、 その 猛火を 味わう 羽目に なった のか？」 罪人たち は 言う。 「我々 は 現世 
で サラ ーけ し 拝) していな かっ も サダ カ 瞎捨) もせず、 貧困 者 や 恵まれない 人々 に 善行 も 施さ 
なかった。 そして 迷妄の 民と 共に 無意味な 話に 花を 咲かせ、 清算と 報いの 日を 嘘と していた 
のた。 こう して 我々 がその ような 迷妄と 悪事の 中に ある 時に、 死が 到来した ので ある。」 

48 それで 彼ら には、 天使 や 使徒な どのい かなる 執り成 し 手の 執り成 しも 役に立たなかった。 
それと い うの も 執り成しは ア ツ ラーが お 悦びに なり、 かつ かれが その 執り 成しを 許可 され 
た 者に しか 許されな いからで ある。 

4 み 51 彼ら シルク 1 の 徒が ク ルアー ンと 、そこに 含まれて いる 訓戒に 背を 向ける のは どういう 
ことか？ 彼らは まるで 磯猛な ライオンから 一目散に 逃 t する、 野生の ロバの ようで ある。 

た 541 皮ら シルク 2 の 徒は ムハ ンマ ド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) に 起 こったのと 
同様に、 アッ ラーが 天から 彼らの 各々 に 開かれた 啓 典を 下される ことを 願って いる。 しかし 
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そんな ことが 起こる わけがない。 実際のと ころ、 
彼ら は 来世を 恐れて レ 、る。 そして 復活 も 報い も 信 
じて はいない の だ。 

55 実に ク ルアー ンは 、彼らが 教訓を 汲み取る に 十 
分 値する、 この 上ない 訓戒で ある。 それで 教訓を 
受けよう とする 者は、 そこに ある ものに よって そ 
う させ、 かつ その 導きと いう 益を 蒙らせよ。 しか 
し アツ ラーが お導きを 授けて 下さろうと しない 
限り、 彼らは 訓戒を 得る ことが 出来ない であろ 
う。 いかなる 不完全 性と も 無縁で ある 崇高なる か 
れ こそは、 真に 畏れられ、 従われるべき 御 おそし 
て かれを 信仰し かれに 服従す る 者を お赦 しにな 
る ことが 出来る 御 方で ある。 


復活 章 

(アル = キヤ ー マ 章） 
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I- 4 レ 、かなる 不完全 性と も 無縁で ある 崇高なる ア 
ッ ラーは、 清算と 報いの 日に かけて、 そして 服従 
行為に おける 至らな さと 犯した 罪に 関して 自ら 
を 呵責す る、 敬虔で 信ム 深い 魂に かけて こうお 誓 
いに なられた。 人は 蘇らされる、 と。 不信仰の 人 
間は、 われら （アッ ラーの こと） が 分散した 骨々 を 
再び 集める こと が 出来ない と でも 思って いるの 
か？ いや、 われらは 必ずや それを 集めよう。 われ 
ら はを々 の 指の 骨を 集め、 それを 組み立て、 それ 
を 生前の 整った 形に 創り 上げ る こと が 出来る ので ある。 

氏6 レ、 や、 人間は 復活を 否定して いる。 そして 残る 余命を、 放蕩に おく したいと 望んで いる。 そ 
して こ の 不信仰 者は 審判の 日 を 荒唐無稽な ことと して、 こう 言う の だ。 「一体 審判の 日とは 
いつやって 来る のか？」 

7-10 しか し 審判の 日 の 恐ろ しい 出来事の 数々 を 前にして 目 が 仰天 し 驚愕す る 時、 そ して 月 
の 輝きが 失が 太陽と 月が 重なって いずれの 光 も 喪失す る 時、 人は こう 言う。 「罰からの 逃 
げ 道は どこ だ！？」 

II- 12 人間よ、 逃げ道を 求めても、 事は あなたの 望み通りには ならな レ、。 あなたには いかなる 
避難 先 も 逃 げ場 もない の だ。 審判の 日、 全ての 創造物の 行き先と 居場所 は アッラ ーの 御 許の 
み。 かれは そこで、 全ての ものに 相応の 報いを お与えに なられる。 

13 その 日 人間は、 現世に おいて 行なった 善行と 悪行、 アッ ラーへの お近づき のために 行なっ 
た 行為た かれから 遠ざかる 原因と なった 行為な ど、 全ての 行為を 告げられる。 

1 午 15 人間は 自分が 行ったり、 あるいは 行わなかったり した ことに おいて、 自らに 対する 明白 
な 証言 者で ある。 例え 自らの 罪を 弁解す る あらゆる 言い訳を したと しても、 それが 益す る こ 
とはない。 


1&1 頼 言 者よ、 啓示が 下る 際には、 それを 逃すまい と 急いで 暗誦し ようと して、 ク ルアー ン 
に 合わせて 舌を 動かす のでは ない。 われら こそが あなたの 胸に ク ルアー ンを 結集させる の 
だ。 そして あなたは その後、 望む 時に 舌を 動かして それを 読む がよ レ、。 われらの 使者 ジブ リ 
ー ルが あなたに ク ルアー ンを 読んで 聞かせる 時には、 あなたは 彼の 読誦を 傾聴せ よ。 それ か 
ら 彼が あなたに 読んで 聞かせた ように、 読誦す るの だ。 そして あなたが その 意味 や 規定に 関 
して 理解 し 辛い 箇所に 関 しては、 われら が 説明 しよう。 









長处 li : 终三峰 


觀输将 ◎媒 1^:;:^ なお 嚇 
ら 式な 於 1：^ み 為 爆じ ぶ S が 若 如 剪 
嫁知がじ1おがおの^1;^路您 
碱み峡 ■典 か 解 心^部 み 4 心 
爆接始 知强感 毎 おら 突 お 知 



が 錐 3 お 為 娃略篮 S もみ 维 夸爆 
ぶ i 為 お ◎おな; 装 おぶ お 爆 
じ峨锭 ij 接 


鮮 


•パ' 

作 j( 


一 が 


なぶた ぶを ジ篇ぶ 101^ 


接ぶ 前ぶ む^ 嫁 もたが n ぶ 娶巧語 
感 んぶ癸 お 六 與嫁货 3 哈 じみ 


に 破滅 あれ。 そして あなたに 破滅 あれ。 


2021 シル ク 1 の 徒よ、 あな た 方は 復活 も 報い もない 
と 言い張って いるが、 それは 間違いで ある。 あなた 
は 現世と その 虚飾を 愛 し、 来世と その 享楽を 放っ 
たら かしに している の だ。 

22-23* 判の 日、 至福の 民の 顔は 美 しく 輝く。 彼ら 
は その 創造ち 彼らの 諸事の 真の 主宰者を 眺め、 悦 
楽に 浸って いる。 

2 午 25 そして 審判の 日、 不幸の 民の 顔は 暗い しかめ 
面で ある。 彼らは この 上ない 災厄に 襲わん 背骨を 
折られる ことを 察知す る。 

2&30 そして 魂が 喉元にまで 達した 時、 そこにい る 
人々 は 互いにこう 言い合う。 「この 状態を 癒して 
くれる 魔除けの 使い手は いるか！ ？」 こうして 魂 
を 抜かれる 者は 死の 天使を 目の当たりに し 彼が 
現世と 別れようと している の だとい うこと を 悟 
る。 そ して 現世の 終わ りの 厳しさ は、 来世の 始まり 
の 厳しさへ とつな がる。 審判の 日、 しもべの 足は 至 
高の アッ ラーの 御 許へ と 向かう。 つまり 天国 か、 
地獄 かなので ある。 

31-35 不信仰 者は 使徒 もク ルアー ンも 信仰し なけ 
れ ば、 至高の アッ ラーに がして サラ ーけ し 拝) の義 
務も 果たさなかった。 それ どころ かク ルアー ンを 
嘘と し 信仰に 背 を 向け、 気取りつつ もったいぶり 
なが ら 家人の も とへ と 歩いて いったの だ。 あなた 


3 ら 401 复活を 否定す る この 人間は、 何 かを 命じられる こと も 禁じられる こ ともなく、 行いを 清 
算 される こと も、 懲罰を 受ける こ ともなく 無意味に 放置され たと でも 思って いるの か？ こ 
の 人間は、 かつては 子宮に 据えられた 汚れた 水の 一滴であった のでは ないか？ そして アツ 
ラーが そこから、 人間を 男女の 二種 類に お 創り にな られ たのでは ？ このよう な ものを お 創 
りに なられた 神は、 創造の 消滅 後 も それを 再生させる ことが 出来ないだろう か？ いか 実に 
いかなる 不完全 性と も 無縁で ある 至高なる 御 方は、 それが お出来になる ので ある。 


人間 章 

(アル ニ イン サーン 章) 


1 人間が 魂を 吹き込まれ るが 前には、 言及すべき 何もな く、 いかなる 出来事 も 知られる こと 
のなかった、 長い 期間が あった。 

2-3 われ ら (アッ ラ ー) は 人間を 男女の 精液の 混合 液から 創 り、 その後に 彼らを イス ラームに 
おける 諸々 の 義務 行為に よって 試練に かけた。 そして それゆえに 彼らに 聴覚 や 視覚を 備え 
させ、 ク ルアー ンの 節々 を 聞き、 諸々 の 証拠を 目 にす る こと が 出来る ように したの だ。 われ 
らは 彼らに 正しい 導きの 道と 迷妄の 道、 そして 善と悪と を 教え、 明確に した。 それは 彼らが 
感謝 深き 信仰者 か、 あるい は 恩 知 ら ずの 不信仰 者 かに なる ため ある。 

4 われらは 不信仰 者に、 その 足を きつく 縛り付ける ための 鉄 伽と、 その 手を 首に 巻きつける 
ための 錠、 そして 彼らを 焼く ための 地獄の 業火を 用意して おいた。 

5 ア ッ ラーへの 義務を 遂行す る 従順 かつ 真擎な 民は、 審判の 日 に 最高の 香- 棒 脱水- が 混ぜ 
られた 美酒の 杯で 飲む であろう。 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 





ら 10 カーフール （幸福を にげる 源泉の 象徴） が 混 
ざった その 飲み物 こそは、 アツ ラーの しもべたち 
が 飲む 泉で ある。 彼らは それを 気の 向く ままに 飲 
み、 どこから でも 好き な 所 か ら 容易に 湧き出させ 
る こと が 出来る。 彼らは 現世に おいて、 彼らに 課 
せられた アツ ラーへの 服従 行為を 完遂して いた。 

また ア ツ ラーが ご 慈悲を おかけに な られ たな 外 
の 者に とっては 災厄が 危険を 極め、 人々 に 悪が 降 
り かかる。 審判の 日に おける アツ ラーの 懲罰を 恐 
れ ていた。 彼ら は 必要 最低限の も の すら 所有し な 
い、 稼ぐ 能力の ない 貧者に 対し 彼ら 自身が 必要 
と している 愛着 ムの ある 食物を 施して いた。 そし 
て 自分自身に 哦 々は アツ ラーの ご 満悦と、 かれ 
からの 報奨を 望んで あなた 方に 善を 施して いる 
の だ。 我々 はいかなる 代償 も いらない しあな た 
方からの 賛嘆 や 褒め言葉を 望んで いる わけでは 
ない。 我々 は その物 凄 さと 激烈なる 恐怖 ゆえに 人 
々のし かめっ 面が 惨 憎た る ものと なる 厳しい 日 
(審判の 日）、 我らの 主を 恐れる の だ。」 

11- 14 こう して その 日、 アツ ラーは 彼らを お守り 
に なられる。 そして 彼らの 顔に 美し さと 光を、 そ 
の 心に は 歓喜 と 幸福を 授けられ、 彼らが 現世で 辛 
抱 強く 服従して いた ことに おいて、 偉大な 楽園を 
お与えに なられる。 彼らは そこで 望みの ものを 食 
ベ、 滑らかな 絹の 衣を 着、 豪奢な 生地と 覆いで 装 
飾され た 寝台の 上に 身を 伸ば も そこには 太陽の 灼熱 もなければ、 酷寒 もない。 近く には 彼 
らの 上に 影を 落とす 楽園の 木々 が あり、 彼らは どこから でも 容易に その 果実を 手に する こ 
と が 出来る。 

じ 18 そして 彼らの 間を、 銀の 食器に 載せられた 食べ物と、 硝子の 杯に 注がれた 飲み物を 運ぶ 
小間使い たちが 行き交う。 その 硝子は 銀で 出来て おり、 それを 注ぐ 者は 飲む 者が 望む だけの 
量を- それが 上で も それが 下で もない- 注いで くれる。 彼ら 善行 者たち は 楽園に おいて、 生 
姜の 混じった 酒で 満たされた 杯を 注がれる。 そして その 無害 さと 喉 越しの 良さ、 その 滑らか 
さ ゆえに" サルサ ビール" と 呼ばれる、 楽園の 泉から 飲む の だ。 

19 f 皮ら 善行 者たち の 間を、 永遠の 少年で ある 小間使い たちが 行き交う。 も し 彼らを 目に した 
ら 、あなたは その美し さと 繊細な 色、 その 顔の 輝かし さ ゆえに、 散り ばめ られた 煌く 真珠 か 
と 思う であろう。 

20 そして 楽園の いかなる 場所に 目をやっても、 あなたは 描写 不可能な ほどの 享楽と、 限りな 
く 膨大で 偉大な 王国を 目 にす るであろう。 

21 彼らの 体は、 裏 生地が 緑色の 繊細な 絹た 表 生地は 粗い 絹の 衣服に 覆わん 銀の 腕輪で 美 
しく 飾り付けられる。 また 彼らの 主は これらの 享楽の 上に、 彼らに いかなる 不純物 や 穂れ か 
ら も 無縁な 飲み物を 与え られ る。 

の そして 彼らには、 こう 言われる。 「これらは、 あなた 方の 善行への 報酬と して 用意され た 
ものである。 現世に おける あなた 方の 行いは アツ ラーに とって、 かれを 満足 させ、 かれに 受 
け 入れられる 類いの ものであった。」 

23{ 吏 徒よ、 われらは われらの 御 許から、 あなたに ク ルアー ンを 下した。 それは それでもって 
あなたが、 吉報と 警告、 報奨と 懲罰の ことを、 人々 に 想起させる ためで ある。 

2 午 25 ゆえに あなたの 主の 定められた 取り決めに 辛抱し それを 受け入れよ。 また かれの 宗教 
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的 定めを 忍耐して 受容し、 それを 完遂す るの だ。 
欲望に 溺れ、 不信仰と 迷妄の 奥深く に 沈んだ シル 
ク 1 の 徒に 追従して はなら な レ、。 そして 昼の 始ま 
り と 終わりに あなたの 主の 御ぶ を 念じ、 かれに 析 
るの だ。 

26 また 夜は あなたの 主に 献身し、 長い 時間を サラ 
一け し 拝） に 費やす の だ。 

27 実に 彼ら シルク 1 2 の 徒は 現世を 愛 しそ こ に懸 
命に なって いる。 そ して 来世の ための 行いと、 こ 
の 上ない 災厄の 日に 彼らを 救って くれる 行いと 
を、 遥か 後方に 投げ捨て ている。 

28 われ ら こそが 彼らを 創造した ので あり、 その 創 
造を 秩序の 取れた ものと したの だ。 ゆえに われら 
がそう 望めば、 われらは 彼らを 滅ぼし 彼らの 主 
の 命令を 遵守す る 従順な 民を もたらした であろ 
う。 

2单31 この 章は 知識 ある 者たち への 訓戒で ある。 
ゆえに 現世と 来世に おいて 自らに 善を 望む 者に 
は、 信仰 と 敬神の 念を もって アツ ラーの お赦 しと 
お 悦びへの 道を 歩ませよ。 しかし あなた 方が 何を 
望む に しても、 それは ア ツ ラーの お定めと ご 意志 
にな しには 叶わない。 ア ツ ラーは その 創造の 状態 
を 粒 さに ご存知 の 御 方で あり、 創造と その 管理に 
おいて こ の 上な く 英知 溢れる 御 方。 かれは かれが 
お望みに なられる しもべを、 そのご 慈悲と お 悦びの 中へ 入れて 下さる。 そして アツ ラーの 
法を 越える 不正 者には、 痛ま しい 懲罰を ご用 意な された の だ。 
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送られる もの 章 
(アル ニム ルサ ラート 章) 


1-7 至高の アツ ラーは、 次から 次へ と 絶え間なく 吹く 風と、 物を 破壊す る 強風、 アツ ラーの 
お望みの ま まに 雲を 操る こと を 委任 さ れた 天使 と、 真理と 迷妄、 合法な ものと 非合法な も 
のを 識別す る ものを もって アツ ラーの 御 許から 遣わされる 天使、 そして アツ ラーから 啓示 
を 授かり、 それを を 預言者へ と 伝達す る 天使に かけて お誓いに なられた。 それは 後に 言い 
訳す る 余地がない ようにす るた めの、 アツ ラーから 被 造 物への 前 似た お告げで あり、 警告 
である。 あなた 方が 約束され ている 審判の 日と、 そこに おける 清算 や 報いな どの 出来事は、 
必ずや 起こる ので ある。 

を巧 そ して 星々 が 消 し 去られ、 その 光が 消失す る 時。 天が 割れ、 山々 が 飛び散っ て 散開し 
風に 吹き飛ばされる 砂埃と 化す 時。 使徒たち が、 その 民との 裁決の 時と 猶予を 定められる 
時。 彼らには こう 言われる。 「いかなる 偉大な 日 また 使徒たち に 猶予が 与えられ たという 
のか？」 被 造 物の 間の 裁決の 日まで、 猶予が 与えられ たので ある。 そして 人間よ、 裁決の 日 
とその 恐怖と 厳しさを あなたに 知ら しめる ものは 何 か？ 約束され た その 日 を 嘘と した 者 
たちには その 日、 この 上ない 破滅が ある。 

16~ 18 われ （アツ ラーの こと） は 過去の 社会に 属して いた 先代の 者たち を、 使徒たち を 信じ 
なかった ゆえに 滅ぼした ではない か？ 例えば ヌーフ やアー ド や サム ー ドの 民な どが そう 
である。 そして われらは 不信仰と 反逆に おいて 彼らと 同様で ある 後代の 者たち を、 彼らと 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 
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同じ 目にあ わせて やろ う。 彼ら マッカ の 不信仰 者 
という 罪深き 者たち を、 使徒 (彼に アッ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） を 信じなかった ゆえに、 その 
よう な 恐ろ しい 滅 t にあわせて やる の だ。 

19 アッ ラーが いかなる 共同者 も 有さない、 真に 崇 
拝すべき 唯一の 御 方で ある こと を、 また 預言者 性 
と 復活、 そして 清算を 嘘と する 全ての 者には、 審 
判の 日の 破滅と 厳しい 懲罰が ある。 

20-23^ 信仰者た ちよ、 われらは あな た 方を 精液 
という 貧弱で つま ら ない 液体から 創った のでは 
ないか？ そ して その 液体を 女性の 子宮 という 堅 
固な 場所に 据え、 至高の アッ ラーの 御 許で 既に 定 
めら れた 一定の 時まで 留めた のでは ないか？ そ 
れ から われらは その 創造を 整え、 形を 定め、 下界 
へと 導いた の だ。 われ らの 万能 さ はいかに 素 晴ら 
しい ことか！ 

24 われら の 威力 によって、 嘘つき の 不信仰 者たち 
に は 審判の 日、 破滅 と 厳し V 、懲罰 が あるの だ。 

25-27 われら は あなた 方の 住む こ の 大地の 上に、 

数え切れない ほどの 生き物を 据え置いた ではな 
いか？ そして その 下に もまた、 無数の 死体を 収め 
たでは ないか？ また われらは あなたが 揺れ動か 
ないように、 そこに 高く 堅固な 山々 を 据え、 そし 
て あなた 方に 喉 心地の よい 清涼な 水を 与えた で 
はない か？ 

28 これらの 恩恵 を 嘘と する 不信仰 者たち に は 審判の 日、 破滅 と 崩壊が あるの だ。 

2み3 雜 判の 日、 不信仰 者たち には こ う 言われる。 「現世で あなた 方が 虚偽と していた 地獄 
の 懲罰へ と、 赴く のに 行って、 3 本に 分岐して いる 地獄の 煙の 陰に 身を 寄せよ。 しかし その 
陰は その 日 の 灼熱を 凌ぐ こと も、 また 《の 熱さを 押し留める こ ともない だろ う。 地獄は そ 
の 《から、 巨大な 火花を 飛び散らせ ている。 そして その 火花は それぞれ、 その 大きさと 高さ 
において まるで 贊え 立つ 建築物の ようで ある。 飛散す る 地獄の 火花は まるで、 黄色が かっ 
た 黒い ラク ダの よう だ。」 

34 アッ ラーの 警告を 嘘と する 不信仰 者たち には 審判の 日、 破滅と 厳しい 懲罰が ある。 

35~36 この 日 こそは、 嘘つきの 不信仰 者ら が 彼ら 自身を 益す るいかなる 言葉を も 発する こ 
との 出来ない、 審判の 日で ある。 彼らには、 弁解を する 許可 すら 与えられな いの だ。 

37 この 日と、 そこで 繰り にげられる 出来事を 嘘と する 不信仰 者たち には、 審判の 日 に 破滅 
と 厳しい 懲罰が あるの だ。 

游39 こ れ こそは アッ ラー が 被 造 物の 間 を 裁かれ、 真 a と 迷妄が 識別 される 日。 この 社会の 
不信仰 者たち よ、 われ ら はこの 日、 過去の 社会に 属する 先代の 不信仰 者た ちと あな た 方を 
合流 させた。 それで 懲罰から 逃れる ための 策が あるの なら、 そう してみ るが よ レ、。 アッ ラー 
の ご 威力と 報復から、 自分自身を 救って みるが よい。 

4( 谣判 の 日を 嘘と する 不信仰 者たち に は 審判 の 日、 破滅と 厳しし 、懲罰 が ある。 

41-45 現世で その 主を 恐れ、 その 命令を 遵守し 禁じられた ことを 回避す る ことで その 懲罰 
から 身を 守って いた 者たち は、 審判の 日 に 青々 と 茂った 木々 と 水の 流れる 泉の もと にあ 
る。 そして そこには 心が ホめ、 楽しむ ような 果実が 山 ほど ある。 そして 彼らには、 こう 言わ 
れ る。 「美味なる 食事を 口にし 心地よ い 飲み物を 飲む がよ い。 あなた 方は 現世で 善行に 励 
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ん でいた。 われら は 善行と、 われら への 服従に おい 
て 最善を なく した 者に、 このような 偉大なる 報奨 
でもって 報いよう。」 報いと 清算の 日、 そこに おけ 
る 享楽と 懲罰を 嘘と する 不信仰 者たち には、 審判 
の 日 の 破滅と 厳しい 懲罰が ある。 

46 それから アツ ラー は 不信仰 者た ちに こう 仰ら 
れ 、彼らを 恐怖に 陥らせる。 「現世の 美味を 味わ 
い、 やがて 消え 行く 欲望を 楽しんで いるが よ レ、。 あ 
なた 方は 本当に、 アツ ラーに 対する シルク 1 という 
罪を 犯して いる。」 

47 清算 と 報いの 日を 嘘と する 不信仰 者た ちには 審 
判の 日、 破滅と 厳しい 懲罰が ある。 

48 彼ら シルク 1 2 の 徒は、 「アツ ラーに 向かって サラ 
一 けし 拝) せよ。 かれを 恐れる の だ。」 と 言われても、 
恐れ も しなければ サラ ーを する こと もなかった。 
それ どころ か 彼らは 高慢 さを 貫いた の だ。 

4单50 アツ ラーの みしる しを 嘘と する 不信仰 者た 
ちに は 審判の 日 、破滅 と 厳し レ 、懲罰が あ るの だ。 こ 
のク ルアー ンを 信じない のなら、 一体 それが 外の 
いかなる 書 や 言葉を 信じる という のか？ ク ルアー 
ン こそ は 全て を 解明 しその 英知と 法 規定と 情報 
において 明瞭で あ り、 その 語と 意味に おいて 奇跡 
の ものであると いうのに。 


消息 章 

(アン ニナ バア 章) 


U ク フイ シュ 族の 不信仰 者た ちは、 何 について 尋ね 合っ ている のか？ 彼ら は 重大な 知 ら 
せ- つまり 復活を 予告す る 偉大なる ク ルアー ン について、 尋ね 合って いるの だ。 そして クラ 
イシ ュ 族の 不信仰 者たち は そこに 疑念を 抱き、 それを 虚偽と している。 

4-5 しかし 事は、 彼ら シルク 3 の 徒が 思い込んで いるよう にはな らな レ、。 彼ら シルク 
の 徒は、 彼らが 嘘 だと した ことの 結末を 思い知る ことにな ろう。 そして 審判の 日、 アツ ラー 
の 彼らに 対する 処分が 彼らに も 明らかになる。 それから アツ ラーは 彼らに 対して そのこと 
を 確認し そして ク ルアー ンと 復活の ことな ど、 ム ハン マ ド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平 
安 あれ） が 伝えた ものに ついて 更に 彼らに 確認す る。 それは、 彼らの （その 日の） 恐怖が 一層 
増加す るた めの ものである 

6 われら （ア ツ ラー） は あなた 方の ために、 大地を 梅の よう にに げたでは ないか？ 

7 そして あなた ホが 大地に 揺れ動かされな いよう、 大地を 高く 隆起 させ、 

8 あなた 方を 男女に 分けて 創造し、 

卻垂 眠を あなた 方が 安らぎ、 静寂を 得る ところの 肉体の 休息と し、 

10 そして あたかも 衣が 身を 覆うよう に、 夜を その 闇で もって あなた 方を 包み隠す あと した 
ではない か？ 

11 また われらは 昼を、 あなた 方が そこに おいて 生計の ために 散開し 福利の ために 奔走す る 
生活の 場と し、 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 

2 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 

3 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 
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12 あなた 方の 頭上に、 割れ目 も 裂け目 もない、 堅 
固で 完璧な 造り の 7 層の 天を 建て、 

13 太陽を 灯火と 眩い 先導者と したでは ないか 

1 午 16 そして われらは 雨雲から 大雨を 降らせ、 そ 
れ でもって 人間が 食す る 穀物と、 家畜が 食す る牧 
草、 そ して 枝々 が 分岐 して 重な り 合う 農園を 生育 
させた ではない か？ 

17- 18 実に 被 造 物の 間を 分ける 裁かの 日 - 審判の 
日- は、 先代の 者たち にも 後代の 者たち にも 既に 
定め られ ている。 その 日 天使は 復活の ために ラッ 
パを 吹き、 あなた 方は 一斉に やって来る。 そ して 
全ての 共同体は、 その 先導者と 共に ある 

19 そして 天が 割れて 沢山の 扉が 現れ、 そこから 天 
使たち が 舞い降りて 来る。 

20 それから 堅固だった 山々 は 散り散り になり、 あ 
たか も 屢気楼 のようになる。 

21-26 その 日 地獄は、 そのため に 準備 された とこ 
ろの 不信仰の 民を 虎視 財:々 （こしたんたん） と 
待ち受け ている。 それ は 不信仰 者た ちの 帰り 所で 
あり、 彼らは そこ に 途切れ る ことなく 継続的 に 長 
い 間 留まる。 そこ には 烈火の 熱を 冷まして く れる 
食物 もなければ、 渴 きを 癒して く れる 飲み物 もな 
レ、。 あるの は 熱湯と、 地獄の 民の 濃 だ けで ある。 彼 
らが 受ける その 報いは、 彼らが 現世で 行なって いた 行いに 相応しい、 正当な 報いな の だ。 

27-30 彼らは 清算の 日を 恐れず、 その 日の ために 準備して いなかった。 また 使徒たち が 携えて 
来た ものを 嘘と した。 そ して 全ては、 守られた 碑 版に おいて われら が 既に 知り、 かつ われら 
が 書き留め ておいた ものな ので ある。 ゆえに 不信仰 者たち よ、 自 らの 行いの 応報を 堪能す る 
がよ い。 われらは あなたに、 懲罰の 上に 更 なる 懲罰を 加えて やろう。 

31-35 しかし その 主を 畏れ、 善行に 励んで いた 者たち には 勝利が あり 、天国に 入る こと にな 
る。 彼らには 広大な 農園と 葡萄園が あり、 皆 同い年の 歳 若く ふく よかな 妻たち がいる。 また 
満杯に 注がれた 酒 盃があ り、 その 楽園では 無意味な 言葉を 耳に する こ ともなく、 お 互いに 嘘 
を 付き合う こと もない。 

36~39 これら 全ては、 彼らに 対する アッ ラーからの 莫大 かつ 十全なる 報償で あり、 賜物で あ 
る。 アッ ラーは 天地と その 間にある 全ての ものの 主で あり、 現世と 来世に おいて 慈悲 深き 御 
お ジブリール け^れに 平安 あれ） と 天使たち が 隊列を なす その 日、 アッ ラーが 許された 者の 
他に、 かれに 尋ねる 権威を 有する 者は いない。 そして 真理と 正しい 物言いを し 慈悲 深き 御 
方 （ア ッ ラー） がその お許しを 与え られた 者の 他には、 執り成しを する こ との 出来る 者 もい 
ない。 これ こそは 疑念の 余地な く 到来す る、 真理の 日 である。 ゆえに その 日 の 恐怖の 数々 か 
らの 救済を 望む 者には、 善行を もって その 主を 還り 所と させる の だ。 

40 われらは 近い 日に 到来す る 来世の 懲罰に ついて、 あなた 方に 警告した。 その 日 全ての 者 
は、 行った 善行と 犯 した 罪を 目の当たりに する ことになる。 そ して 不信仰 者は 清算の 恐怖 ゆ 
えに、 こう 言う の だ。 「私が 蘇らされる ことのな レ、、 砂埃で あったら よかった のに！」 


引き離す もの 章 

/ =ナ ー ズィア ー 



1-7 至高の ア ッ ラーは 不信仰 者たち の 魂を 荒々 しく 抜き 出す 天使たち と、 信仰者た ちの 魂 





を 優しく 速やかに 引き 出す 天使たち、 そ して アッ 
ラーを 讚美しつつ 天を 昇降す る 天使たち と、 アッ 
ラーの ご 命令に 素早く 応じて 遂行す る 天使たち 
において お誓いに なられる (天使たち は 宇宙の 諸 
事の 運営に おいて その 主から 委任され たこと に 
おいて、 そのご 命令を 遂行す る 存在で ある。 尚 被 
造 物は、 その 創造主 W 外の ものに おいて 誓う こと 
は 許されない。 という の も それは シルク 1 を 犯す 
ことにつな がるからで ある。） アッ ラーは それら 
の 天使た ちに おいて、 被 造 物 が 復活 させられ、 清 
算を 受ける ことを 誓われる の だ。 その 日、 まず 生 
命を 奪う 第一の ラ ッ パが 吹かれて 大地が 振動し、 
それから 生命を 蘇らせる 第二の ラッパが 吹かれ 
る。 

を 9 その 日 不信仰 者ら の 心 は激 しい 恐怖 ゆえに、 
ひどく 動揺す る。 そ して その 目 は 眼前の 恐怖 ゆえ 
に、 惨めに 伏せられ ている。 

1012 彼ら 復活を 嘘と する 者たち は、 こう 言う。 「 
死んだ 後に、 また 元の 生きて いた 状態で 大地に 戻 
ら される だと？ 我々 が 朽ちた 骨と 化 した 後に？ 
我々 が 蘇らされる のなら ば、 それは 損失に 溢れた 
戻りで ある。」 

1车 14 しかし それは ただの 一吹きな ので ある。 そ 
して 彼ら は 地下に 葬られた 状態から、 地上に 蘇ら 
される。 

15 使徒よ、 ムーサーの 話は あなたの もとに 届いた か？ 

1&1 が 兄 福 深い 清らかなる 「ト ウワー」 のみで、 その 主が 彼を 呼んで こう 言った 時、 「フィル 
アウンの もとに 赴け。 彼は 暴虐の 限りを がく している。 そして 彼に、 こう 言う の だ。 "あな 
た自 身の 魂を 諸々 の 過ちから 清め、 そこ に 信仰を 据え置き たく はあり ません か ？ そうすれ 
ば 私は あなたを 主への 服従へ と 導き、 あなたは かれを 畏れる ようになる ことでしょう。"」 

20 ■の そして ムーサーは フィル アウンに、 偉大な みしる し-杖と 手- を 披露した。 しかし フ 
ィ ル アウ ンは 使徒 ムーサー (彼に 平安 あれ) を 信 じず、 偉大 かつ 荘厳で ある その 主に 逆らっ 
た。 そして ムーサーに 対抗し ようと して、 信仰に 背を 向けた の だ。 

2え26 それで 彼は 王国の 民を 集め、 彼らに 呼びかけ てこう 言った。 「我 こそは あなた 方の 主 
である。 我 こそ 至上の 主な の だ。」 それで ア ッ ラーは 懲罰を もって、 現世と 来世に おいて 彼 
に 報復 さ れ た。 そして 彼と、 彼と 同様の 反逆者たち を 教訓 と 警告と された の だ。 実に フィル 
アウンと 彼に 下された 懲罰は、 それで 自ら を 戒め 自省す る 者に と っての 一つの 教訓な ので 
ある。 

27-34 人々 よ、 果たして あなた 方の 死後の 復活は、 天の 創造より も 大変な もの だとで も 思っ 
ている のか？ アッ ラーは あなた 方の 頭上に、 天を 建造物の ように 高く 隆起 させられた。 そ 
して 空の 高みには、 いかなる 分 断面 も 割れ目 もな レ、。 また かれは 日没に よって 夜を 暗く 更 
けさせ、 日の出に よって 昼を 明るく された。 また 天の 創造の 後に 大地を にげ、 そこに 諸々 の 
有益な ものを 置かれた。 そして そこに 水の 泉を 湧かせ、 飼い葉と なる 草々 を 生育 させ、 山々 
を 大地の 支柱と さ れ たの だ。 いかなる 欠点から も 無縁で ある 崇高な る 御 方は、 あなた 方と 
その 家畜の ために これらの 恩恵の 数々 を お 創り に なられた。 実に アッ ラーに とって、 審判 
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の 日 にあな た 方の 創造を 元通り にす る ことは、 こ 
れらの 物を 創造す る ことより も 容易い ことなの 
である。 そして そもそも、 かれに とって 困難な こ 
とな ど 存在 しないの である。 

35-37 二度目の ラッパが 吹かれる 時、 最大の 出来 
事と 過酷な 困難が 襲 L 、掛かる。 その 時人 間 は 現世 
で行っ た 全ての 善行と 悪行を 提示され、 それを 思 
い 出し、 かつ 認知す るの だ。 そ して 視覚を 有する 
者は 皆、 地獄の 業火を ま ざま ざと 見せられる こと 
になる。 

3を40 ァッ ラーの ご 命令に 反抗し 来世より も 現 
世を 尊んだ 者の 行き先は 地獄で ある。 

41-42 清算 のために アッ ラーの 御前に 立たされる 
こと を 恐れ、 自 らを 有害な 欲望から 守って いた 者 
の 住む 場所は、 天国で ある。 

4车47 使徒 よ、 あなた は 審判 の 日の 到来で もって 
シルク 1 の 徒に 警告す るが、 彼ら は 嘲笑 しつつ そ 
の 到来す る 時に ついて 訊ねる。 しかし あなたに そ 
の 知識は なく、 それを 知る のは 偉大 かつを 厳なる 
アツ ラーの みなので ある。 あなたが そこに おいて 
する こと はた だ、 審判の 日 を 恐れる 者を、 それで 
もって 警告す る だけな の だ。 審判の 時を 目に する 
その 日、 彼らは その 日の 余りの 恐怖の ため、 現世 
において 午後から 日没 また あるいは 焼から 正午まで ほどし か 過ごさなかった と 勘違いす 
る ことであろう。 
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眉を ひそめて 章 
(アバ サ 章） 


1-2 使徒 (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) は 顔色を 変え、 眉を しかめた。 そして 彼の 指 
導を 仰ぎに やって来た 盲目の 男、 アブ ドツ ラー. ブン. ウン ム. マクト ウームに 背を 向け 
た。 その 時 使徒 (彼に ア ツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) は、 クライ シュ 族の 指導者た ちを イ 
ス ラームへ 誘う ことに 勤 しんで いたので ある。 

え 4 一体 あなたは 彼の 実情を 知ってい ると でも 思って いるの か？ も しかす る と 彼は その 質 
問に よって、 自らを 清める かも しれない というのに。 あるいは 更 なる 訓戒と 教訓を 得る か 
も しれない という のに。 

5~7 そして あなたは、 あなたの 導きを 必要と も 思って いない 者へ と 向かい、 その 言葉に 耳を 
傾けて いる。 も しその 者が 不信仰から 清められなかった と しても、 あなたに 責任は ない の 
である。 

&16 あなたは、 あなたと 会う ことを 所望し あなたからの 指導を 十分に 受ける ことが 出来 
ない ことで アツ ラーを 恐れて いる 者を、 そっちの けにして いる。 使徒よ、 そのような ことで 
はならない。 実に この ク ルアー ンの 章は あなたと、 自戒す る こと を 望む 全ての 者への 教訓 
である。 ゆえにそう 望む 者には アッ ラーを 想起 させ、 その 啓示の 実践を 完遂させる がよ い。 
この 啓示 こそは 偉大 かつ 荘厳なる 書に 収められた ク ルアー ン であり、 いろみ る 穂れ や過不 
足な どから も 無縁なる 清浄な ものである。 それは 全てを 書き留め、 アッ ラーと 被 造 物の 間 
を 往復す る、 天使たち の 手に よって 記録され たもので ある。 かれらは 高貴な 被 造 物で あり、 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 







その 性質 や 行動に おいて 清浄 かつ 善良な の だ。 

17-2 巧 信仰な る 人間 は 呪われ、 罰される。 その 主 
への 不信仰は いかに 根強い ことか！ 一 ^ 体 彼は、 ア 
ツ ラーが 最初に 彼を 何から お 創り に なられた の 
か 知 ら ない のか？ ア ツフ' 一 は 彼を、 少量の 扳 体- 
精液- から 創ら れ 、その後に 段階を 経て 形作られ 
たので ある。 それから 彼に 善悪の 道を 明らかにさ 
れ 、彼に 死を お与えに なり、 それから 埋葬され る 
場所を お作り にな られ た。 そ して 崇高な る 御 方が 
お望みになる 時、 その 者には 再び 生が 与えられ、 
清算と 報いの ために 復活 させられ るので ある。 不 
信仰者の 言ったり 行ったり している こと には 根 
拠がない。 彼ら は 信仰 や 善行な ど、 アツ ラーが ご 
命じに なること を 望んで はいない の だ。 

2 午 32 人間に 熟慮 させよ。 ア ツ ラーが その 生命の 
基礎で ある 食料を、 いかに お 創り に なられた か？ 
いかに 大地に 雨を 降り 注がれ、 そこ に 割れ目 を 作 
り 、そこから 様々 な 植物を 芽生えさせられ たか？ 
そ して そこから あなた 方と あなた 方の 家畜が 享 
受 する 穀物 や 葡萄、 飼い葉 やオ リーブ、 ナツメ ヤ 
シや 木々 の 生 V 、茂る 農園、 そ して 果実 や 牧草を 生 
育 させられた のか？ 

33~37 その 恐怖 ゆえ に 聴覚 が 奪われる、 審判の 日 
の 轟音が 鳴り響く 時。 その 日、 人は 余りの 恐怖 ゆ 
えに 兄弟 や 母親、 父親から さ え も 趣を 返して 逃げ惑 う。 その 日 全ての 者は 自分の こと で 精 
一杯で あり 、他人の こと を 気に かけて いる 余裕な どない。 

38 ■の その 日、 安寧の 民の 顔は 光り輝き、 喜びと 幸せに 溢れて いる。 一方 地獄の 民の 顔は 暗 
く 沈んで おり、 惨め さが 陰を 落と している。 このように 描写され ている 者たち こそは アツ 
ラーの 恩恵を ないがしろにし、 そのみし る しを 嘘と し、 その 放縦 さと 背反に よって かれの 
神聖 さ を 踏み にじって い た 者た ちな ので ある。 
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包み隠す 章 

(アツ = タク ウィール 章) 


1-14 太陽が 包み込まれ、 その 光を 失う 時。 星々 が 散り散り になって、 その 輝き が 消え去る 
時。 山々 が 地面から 離散し ばらばらの 埃と 化す 時。 妊娠 中の ラク ダが おろそか にされ、 放 
棄 される 時。 アッ ラーが 野生の 獣たち の 間を 裁いて 報復を 遂行させる ために、 それらが 召 
集 さ れ 混成 させられる 時。 大洋に 火が つけ られ、 それ 全体が 燃え上がる 大火と 化す 時。 魂が 
似た もの 同 ± と 組み合わされる 時。 生き埋めに された 女児が 審判の 日、 「いかなる 罪 ゆえに 
彼女は 埋められた のか？」 と- これは 彼女に とっての 慰めと なり、 彼女を 埋めた 者に とっ 
ては 叱責と なる- 問われる 時。 行いの 帳簿が にげられる 時。 天空が 取り除 けられ、 その 場所 
から 消える 時。 地獄に 火が つけられ、 燃え盛る 時。 そして 享楽の 世界で ある 天国が、 アッラ 
一を 畏れる 民に 近付く 時。 これらの 出来事が 起こる 時、 全ての 魂は 事を 確信し 自らが 行っ 
た 善行と 悪行を 眼前に する。 

1女21 至高の アッ ラーは その 光度に おいて 様々 に 異なり、 昼間には 星座の 中に 逃げ隠れる 
星々 と、 闇と 共に 訪れる 夜、 そして その 光が 現れる 時の 朝に かけて、 こうお 誓いに なられ 
た。 実に ク ルアー ン は、 高貴なる 御 使いが ブリー ルの こと。 彼に 平安 あれ) による 伝達な 
ので ある。 そ して ジブ リ ー ルは ア ッ ラーの ご 命令を 遂行す る こと において 強力で あり、 か 
れの御 許で 高い 位階に あり 、他の 天使たち を 統率す る。 また 彼は 啓示の 伝達を 任されて お 





り、 それを 携えて 天下る ので ある。 

22-25 あなた 方の 知る ム ハン マ ドは、 狂人な どで 
はない。 本当に ム ハン マ ドは にい 地平線 上に、 ジ 
ブリー ルを 見た ので ある。 彼は 啓示の 伝達を 惜し 
んだ りは しない。 そ して この ク ルアー ン は、 アツ 
ラーの ご 慈悲から 放逐 された 呪われし シャイ タ 
ーンの 言葉な どで もない。 実に それは ア ツ ラーの 
御言 葉で あ り、 啓示な ので ある。 

26-29 —体 これらの 議論の 余地の ない 論拠の 後 
に、 あな た 方の 理性が ク ルアー ン を 虚偽 とする の 
はどうい うこと か？ それは 全人に 対する、 そして 
あなた 方の 内で 真 a と 信仰の 上に 堅固に 立とう 
とする 者に 対する、 アツ ラーからの 訓戒 « 外の 何 
もので もない の だ。 しかし 全ての 被 造 物の 主で あ 
るア ツ ラーの お望みに 適わなければ、 あなた 方が 
正しい 真っ直ぐな 道を 望む こと もない しまた そ 
うする こと も 出来ない ので ある。 


裂ける 章 

(アル ニイ ン フイ タール 章） 


巧鐵会 aj お ◎みぶ 蝴ぷが 
鞠 磯 媛# ◎測' みぶ 卿 ぶ 
が j 含餘媒 錫 應?^ 共: お! 苗を c ：； 
お夕 猿? 苗 も 旅 お ob ぶ 《縷^ 
tl ザ 嫁扛视 みが 感 治 0^ 
ぶぶ ぶ沁 お獄 おを^ 兴 協 
お 解 鄉鄰城 ち 嫁 
施媒游 齡ぶ贷 輸 
爆^^^'; 

ぶ 知鑛兴 苗昭聲 ぶ！:^， た^ 
ご J 句 0^^ て ち!^ 想^ 

一 多 ミー 苗!^ し (1^ •少八 |>シ 斗 

脚 柳 L 卿 お ◎ぶ お 
好: 苗 辟 S 嫁进^ 




1-5 天が 割れ、 その 運行に 支障が 生 じる 時。 そして 
星々 が 落下す る 時。 ア ッ ラーが 大洋を 溢れ 返し、 

その 水を 消失 させて しまう 時。 また 墓が その 住人 
の 復活に よって、 ひっく り 返される 時。 全ての 魂 
は 善行で あれ 悪行で あれ、 自分の 行った 全ての 行いを 認識す る。 そ して それに よって 報い 
を 受ける の だ。 

もが 复活を 否定す る 人間よ、 真に 感謝と 服従に 値し 慈善に 溢れた 寛大なる あなたの 主に お 
いて あなたを 欺いた ものは 一体 何な のか？ あなたを 創造し その 形を 整えて 申し分のない 
ものにされ、 それから あなたが 任務を 遂行す る ことの 出来る よう に、 あなたを 組み立てら 
れ たのは かれでは ない のか？ かれは かれの お望みの 形に、 あなたを 創ら れ たのでは ない の 
か？ 


み 12 あなた 方は、 イ バー ダ (崇拝 行為) において アッ ラーが 外に も 崇拝 対象と して 相応しい 
ものが あると 言って いる だけでは なく、 清算と 報いの 日を 虚偽と している。 しかし あなた 
方には、 ア ッ ラーから 勘定す る よう 命 じられ た 物事を 記録す る、 監視 役の 高貴な 天使たち 
がつ いている の だ。 あなた 方の いかなる 行い や 秘め事 も 彼らの 監視を 免れる ことは なく、 
ま た 彼ら は あなた 方の 善行と 悪行の 全て を 知ってい るの だ。 

13 アッ ラーと、 その しもべたち に対する 義務を 全うする 敬虔な 者たち は、 げ 国の 按 寧の 
中に ある。 

1 斗 16 —方 アッ ラーと、 その しもべたち に対する 義務を 怠る 放縦 者たち は、 地獄の 業火の 中 
にある。 彼らは 報いの 日、 その 《を 浴びる のに そして 彼らは 脱出したり、 死んで 楽に なっ 
たり して 地獄の 懲罰から 免れる こと も 出来ない。 

17- 19 清算の 日 の 重大 さを あなたに 知ら しめる ものは 何 か？ そ して、 清算の 日 の 重大 さを 
あなたに 知らし める ものは 何 か？ それは いかなる 者 も 他人を 益す る ことが 出来ない 清算 
の 日。 そ して その 日 全ての 物事は ア ッ ラーに のみ 委ねられて いるので あ り、 かれが 外の いかなる 
ものに も 権能 や 威力は 属せず、 またい かなる 反論の 余地 も 残されて はいない の だ。 






祖 腳鱗 


基 




oi： ぶてが ◎ぶみ 苗; ◎ii 方减 1! 三 i 
鞭 ◎ぶ 離 お ◎盛が 鄉嫁 
こ^:; 洗 j もたみ シン f 
お;嫁!^^.に^ 心^货嫁み占な 
ぶ: 證た 冬み 1 シ/ 巧 ◎公二/ 4^"^ み 
戀换: みぶ 鸿 0!^ お S 嫁が お 
^ 項 風^^ 瞬な ぶ 爆ぶ ぶみ を 
爆 お 崎 pJI； 感お心 嫂; 嫁 解 苗 
唉お づ谷じ な激 
ぶぶ 接な!! が 0 金 否み 召を、 苗 巧;^ 
壊 y ^ み r^ ぶ 爆に 3 ぶ 兵 為 錦 爆 
感接每 夕户分 神 i (お 均ろ がみ 


量を 減らす 者 章 

(アル = ムタ ツ フイ フイ ーン 章） 


1- 巧 平 や 分量 を ごま かす 者た ちには、 厳し レ 、懲罰 
が ある。 彼らは 人から 買う 時には 自分たち のた め 
にき ちんと 計量させる くせに、 自分たち が 売る 際 
には 砰や 分量を 少なめ に 計量す る。 それでは それ 
らを 盗んだり、 人の ものを 横領した りする のはい 
かなる ものだろう か？ そのような ことは、 砰や分 
量を ごまかす ことより も、 もっと 大きな 罪で あろ 
う。 一体 彼 ら砰を ごま かす 者たち は、 至高の アツ 
ラー が 偉大なる 恐怖の 日 に 彼 らを 復活 させ、 その 
行いに 対する 応報を お与えに な られる こと を 信 
じない のか？ その 日、 人々 はア ツ ラーの 御前に 罷 
り 出て、 行った 大小の 物事に 対する 報いを 受け、 
万有の 主で ある アツ ラーに 服従す るので ある。 

7-9 実に 放 従者たち の 行き先は、 苦難で ある。 一体 
苦難と は 何で あるか？ それは 長 V 、拘留 と、 痛まし 
い 懲罰で ある。 そして それは 彼らに 定められ てい 
た 行き先で あり 、既に 書き留め られ ていた ことな 
ので ある。 定 命は 新たに 書き足される こ ともなけ 
れば 、除去 させられる こと もない。 

1017 その 日、 報いの 日 を 嘘と する 者たち には 厳 
しい 懲罰が ある。 そして それを 信じない 者は 皆、 
罪深い 不正 者な ので ある。 彼は ク ルアー ンの 章句を 耳に すれば、 「これは 昔の 者たち の 御伽 
嚇 （おとぎばなし） である」 などと 言った。 しかし 彼らの 主張は 正しい ものでは ない。 そ 
れ はアツ ラーの 御言 葉で あり、 かれの 預言者への 啓示な ので ある。 彼 らの 心は 彼ら が 犯し 
ている 罪の 数々 により 覆われ、 それを 信じる ことから 阻まれて いるの だ。 不信仰 者たち の 
主張は 誤ってい る。 彼らは 審判の 日、 偉大 かつ 荘厳なる 彼らの 主に お 目に かかる ことから 
阻止され るの だ (この 句には、 信仰者が 天国で その 主に お 目 にか かる こと が 出来る という 
根拠が ある)。 そして 彼らは 地獄の 業火へ と 入れられ、 その 灼熱を 味わう。 そしてこう 言わ 
れ るの だ。 「これ こそは、 あなた 方が 嘘と していた ものの 応報で ある。」 

化21 実に 善行 者- 敬虔な 者- は、 天国の 高い 位階に ある。 そして 使徒よ、 この 高い 位階と 
は 一体い かなる もので あるか？ 善行 者たち の 帳簿は 既に 書き留められ ており、 そこには い 
かなる 付加 も 削除 も ない。 天上界の 天使たち の 内で も、 ア ツ ラーに 近い 者たち だけが それ 
を 目に する ことが 出来る。 

22-28 正直 さと 従順 さの 徒は、 天国で 享楽を 味わう。 彼らは 梅に 横たわりながら その 主と、 
彼らの ために 用意され た 数々 のよ きものを 眺める。 あなたは 彼らの 顔に 享楽の 喜悦を 認め 
るであろう。 彼らは 上等な 盃に 清浄な 美酒を 注がれる が、 その 余韻は 靡 香の 香りで ある。 こ 
れらの 永遠の 享楽に こそ、 人々 を 競い合わせる がよ レ、。 また ここに ある 飲料は、 その 高貴 さ 
ゆえに 「タス ニーム」 という 《称で 知られる、 天国の 泉が 混ぜられた 飲み物で ある。 それは 
アツ ラーに 近し い 者たち が 飲み、 味わい 楽しむ ために 用意され た 泉で ある。 

2み34 罪人たち は 現世に おいて、 信仰者た ちを 嘲笑して いた。 彼らが 通れば 蔑んで 目配せを 
し 合い、 家人 や 仲間たち の もとに 帰れば、 信仰者た ちの ことを 馬鹿にして 悦に入って いた。 
また 彼ら 不信仰 者は、 導きに 従う ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) の 同胞 
たちを 見れば、 こう 言った。 「彼らは ム ハン マ ドに 追従して、 大いに 迷い 去って いる。」 しか 
し 彼ら 罪悪 者たち は、 ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) の 同胞たち を 監視 
する ために 遣わされた わけでは ない。 審判の 日には、 ちょう ど 現世で 不信仰 者たち が 信仰 






者を 笑って いたよう に、 アッ ラーと その 使徒を 信 
じ、 その 提に 沿って 行って いた 者たち が 彼ら を 笑 
うので ある。 

35-36{ 言 仰 者たち は 豪奢な 腰掛け か ら 、楽園に お 
いて アッ ラーが 彼らに お与えに なった ご 褒美と 
享楽を 眺める。 そして その 最大の ものが、 高貴な 
るアッ ラーの 御顔を 拝見す る ことで ある。 さて 彼 
らが このよう な 恩恵を 授 けられて いる 時、 一体 不 
信仰者は、 彼ら が 現世で 行って いた 悪行と 罪の 数 
々 に対する 十分な 報いを 受けた であろ うか？ 


割れる 章 

(アル ニイ ンシ カーク 章） 


1-5 天が 審判の 日 に 裂け、 雲で 割れる 時。 また 天が 
その 主の 命に 従っ て 割れる 時。 天が かれの ご 命令 
に 従う ことは、 当然の ことなの である。 そして そ 
の 日 大地は にげられ、 山々 は 砕けて 平坦になる。 

大地は 地中の 死体を 外に 放 り 出し、 それら から 解 
き 放たれる。 大地は その 主の 命に 従った ので あ 
り、 そして また 大地が かれの ご 命令に 従う こと 
は、 当然の ことなの である。 

6 人間よ、 あなたは アツ ラーヘと 向かって 努力す 
る 者。 善い こと であれ 悪い こと であれ、 行動を 行 
う 者。 やがて あなたは 審判の 日に アツ ラーと お 会 
いする のに そして かれは 寛大 さ、 あるいは 公正 さかで もって、 あなたの 行いに お報いに な 
られ る。 

7-9 f 于 いの 帳簿を 右手に 渡される 者は、 主を 信ずる を 彼は 楽な 清算を 受け、 天国に いる 家 
人の もとに 嬉 々と して 還る であろう。 

10 ■巧 そして 行いの 帳簿を 背中 越しに 渡される 者は、 アツ ラーを 信じない を 彼は 破滅を 願 
レ、、 灼熱の 地獄に 入る ことになる。 彼は 現世に おいては 家人の もと で 悦に入り、 自 惚れて い 
た。 そして 事の 結末を 考え もせず、 清算の ために 生きた 状態で 創造主の もとに 還る 羽目に 
なるな どとは 思いだ に しなかった の だ。 いや、 アツ ラーは ちよう ど 彼を 創った 時の ように 
彼を 元に 戻し それから その 行いを 裁かれよう。 主は、 彼が 創造され た 日から 蘇らされる 日 
のことまで 全ての ことを ご存知で あり、 ご覧に なられて いたの だ。 

1&19 至高の アツ ラーは 日没の 地平線に にがる 赤い 光、 そして 夜と、 動物 や 虫な どを 集結 さ 
せる もの、 また その 光度が 頂点に 達した 月 において お誓いに なられた。 人々 よ、 あなた 方は 
一滴の 精液から 凝血、 そして 肉塊へ とが 山の 異なる 段階と 状態を 移り行き、 それから 魂を 
吹き込まれ、 やがて 死に、 それから また 蘇らされて 召集され るのに 尚、 被 造 物が アツ ラー 
が 外の ものに おいて 誓う ことは 許されな レ、。 そうすれば シルク 1 を 犯す ことになる。 

2025 こ れら のみ しるしが 明らかにさ れた 後、 一体 彼 ら をアツ ラーと 来世の 信仰から 阻む 
ものは 何 か？ 一体 彼らは ク ルアー ンが 朗誦され た 時に、 なぜ アツ ラーに 跪き、 その メ ツセ 
ージを 受け入れない のか？ 実に 不信仰 者の 特徴とは 嘘と、 真理への 背反で ある。 ゆえに 使 
徒よ、 彼らに 伝えて やる がよ い。 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは、 彼らの ために 痛ま しい 懲罰 
を ご用 意な された の だ。 しかし アツ ラーと その 使徒を 信じ、 アツ ラーから 課せられた 義蔡 
を 遂行す る 者たち には、 来世に おいて 報奨が あろう。 そして その 報奨は 減ぜられる こと も 
なければ、 途絶える こと もない の だ。 
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星座 章 

(アル =ブ ルージュ 章) 


1-9 至高の ア ツ ラーは 太陽と 月 が 移行す る 星座を 有 
する 天と、 アツ ラーが その 創造を 召集され る ことを 
お 約束 された 審判の 日、 そ して 証言 者 と 証言を され 
る 者に おいて お誓いに な られた (崇高な るアツ ラー 
は、 あらゆる 被 造 物に おいて お誓いに なられる が、 
一方 被 造 物が アツラ ーが 外の もの において 誓う こ 
とは 許されな レ、。 というの も アツ ラーが 外の ものに 
おいて 誓う ことは、 シルク 1 だか ら である)。 信仰者 
たちを 罰する ために、 地面に 大きな 穴を 掘った 者た 
ちに 呪い あれ。 彼ら は 信仰者た ちを その 中 に 座らせ 
て 身動きが 出来ない よう にした 上た 燃料と 共に 燃 
え 盛る 火を つけた。 そして 彼らは、 信仰者た ちに 対 
する 懲罰を 決行す る 場を 見物して いた。 彼らが この 
よう な 厳しい 罰を 受けた のは、 アツ ラーを 信仰した 
からに 他なら ない。 アツ ラー こそは いかなる ものに 
も 屈する こと のない、 威光 高き 御 方。 そ して その 御 
言葉と 御 業、 属性に おいて 讚美され るべき 御 ホで あ 
り、 天地の 主権を 有される 御 ホ。 崇高なる かれは 全 
てを ご覧に なられる 御 方で あり、 いかなる もの も か 
れ から 免れる ことは ない。 

10 男女の 信仰者を アツ ラーの 宗教から 背けようと 
して 火で 焼き殺し、 悔悟す る こと もなかった 者に 
は、 来世に おいて 地獄の 懲罰が ある。 彼らには 全てを 焼き 尽く も 厳しい 懲罰が 待ち受け てい 
るの だ。 

11 アツ ラーと その 使徒を 信じ、 善行に 励む 者には、 宮殿の 下を 河川の 流れる 天国が ある。 それ 
こそは 偉大なる 勝利な の だ。 

じ 16 あなたの 主の、 その 敵に 対する 報復と 懲罰は この 上な く 厳しい ものである。 かれ こそは 
創造を 始め、 そして それを 繰り返される 御 おまた 悔悟す る 者に 対して お赦し 深く、 その 支持 
者に 対しては 慈愛 深き 御 おそして その 超越 性と 高貴 さに おいて 並ぶ ものの ない、 賞賛すべき 
玉座の 主。 かれは かれの お望みに なること を 行われ、 それを 阻む いかなる もの も 存在し ない。 


17-22 使徒よ、 フィル アウ ンやサ ムードな ど、 彼ら の 使徒を 嘘つき 呼ばわり した 不信仰の 民の 
話は 届いた か？ そして 彼らを 襲った 懲罰の 話は？ 人々 は そのこと から 教訓を 得て はいない。 
それ どころ か 不信仰 者たち は 彼らが 前の 者たち が 歩んだ のと 同じように、 嘘つき 呼ばわりを 
し 続けて いる。 しかし アッ ラーは 彼らを その 御 知識と ご 威力で もって 八方塞がり にされ てい 
るので あり、 彼らの 全ての 行いを ご存知な ので ある。 ク ルアー ンは 彼ら 不信仰の シルク 2 の 徒 
が 主張して いるよう に、 詩 や 魔術な のでは ない。 実に それは 守られた 碑 版に 収められた、 偉大 
かつ 高貴な ク ルアー ン なので ある。 そして それは、 いかなる 改変 や 捏造を も 被る ことがない の 
だ。 


夜 訪れる もの 章 
(アッ = ター リク 章) 


1-4^ 高なる アツ ラーは 天と、 夜に 訪れる 星に おいて お誓いに なられた。 そして この 星の 偉大 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 

2 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 
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さを 知らし める もの は 何 か？ それは 煌々 と 眩しく 
輝く 星で ある。 全ての 魂には、 その 行いを 記録す る 
監視 役の 天使が 任命され ている。 そして その 行い 
によって、 審判の 日に 清算を 受ける ので ある。 

5 ■巧 复活を 否定す る 人間に、 一体 彼が 何から 創造 さ 
れ たかを 考えさせよ。 そう すれば 人間の 創造の 再 
生が、 彼の 最初の 創造より も 容易い ことで ある こ 
とが 分かる であろう。 人間は 子宮に 素早く 注がれ 
た 精液から 創ら れ たので あ り、 そして その 精液は 
男性の 後 背部と 女性の 胸部から 抽出 さ れた もので 
ある。 この 液体から 人間を お 創り に なられた 御 方 
は、 その 死後に そこに 生命を 戻す こと も お出来に 
なられる の だ。 

み ICH : の 日 隠さ れた 秘密 が 暴かれ、 善良な 魂と 悪質 
な それと が 識別され る。 人間には 自らを 守る 力 も 
なく、 彼を アッ ラーの 懲罰から 守って くれる 援助 
者 もない。 

11- 14 降って は 止む 雨を もたらす 天に かけて。 そし 
て そこ か ら 植物が 芽吹く、 割れ目 を 有した 大地に 
かけて。 実に ク ルアー ンは真 S と 虚妄と を 識別す 
る 御言 葉で あり 、戯言な どでは ない の だ。 そ して 被 
造 物が アッラ ーが 外の ものに おいて 誓 うこと は 許 
されない。 そうすれば シルク 1 を 犯す ことにな るか 
ら である。 

じ 17 使徒 (彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ) とク ルアー ンを 虚偽と する 者たち は、 真 巧を 
阻止して 虚妄を 掲げる ために 蠢 計と 策略を 講じる。 しかし われ (アッ ラー) は 例え 不信仰 者たち 
がそれ を 忌々 しく 思おうと も、 真 巧を 勝利させる ために 偉大な 策略を 用意して いる。 ゆえに 使 
徒よ、 彼らに 懲罰が 下る こと を 急ぐ のでは ない。 今し ばし 彼らに 猶予を 与え、 性急になる ので 
はない のた あなたは やがて、 懲罰と 応報と 破滅が 彼らを 襲う のを 目に する であろうから。 
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至高 者 章 

(アル =ア アラー 章) 


1-5 至高なる あなたの 主の 御ぶ を、 シルク 1 2 や 不完全 性から 無縁な 崇高な ものと して、 その 偉大 
さ に 相応 しい 形で 讚美せ よ。 かれは 被 造 物 を 創造 され、 そ の 創造を 完全な ものと し、 最善の 形 
にされ た 御 おまた 全ての 定めを お定めに なり、 全ての 被 造 物を それに 相応しい ものへ とお 導 
き にな られた 御 ホ。 そ して 緑の 牧草を 養育さん その後に それを 枯れて 変わり 果て た蔓 屑に さ 
れる御 方。 

使徒よ、 われ (アツ ラーの こと） は あなたに この ク ルアー ンを 朗誦 さも それを 忘れない よう 
にさせよう。 但し アツ ラーの みが ご存知になる 福利 ゆえに、 それを 使徒に 忘れさせる ことが か 
れの 英知に 適う 場合は、 かれが そう お望みに なれば そうなる であろう。 実に 崇高なる かれは あ 
ら ゆる 言動を ご存知に な られ 、何も かれの 御 知識 識を 免れ る ものは ない。 

8 全ての 物事に おいて、 われらは あなたの 便宜を 取り計らって やろう。 その 一つが、 あなたが メ 
ッ セージの 伝達を 担う ことに おける 苦難の 軽減と、 あなたの 宗教を 困難の ない 易しい ものと 
する ことで ある。 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 

2 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 
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9 ゆえ に 使徒よ、 われ らが あなた に 容易 にして やつ 
た 範囲に おいて、 あなたに 啓示され たもので もつ 
て あなたの 民に 訓戒を 与える の だ。 そして 彼らの 
幸福が ある 所へ と、 彼らを 導け。 ま た 教訓の 受容が 
望まれる 者に、 訓戒を 施す の だ。 戒めて も 横柄 さと 
背反で しか 応じない ような 者に 訓戒を 与える こと 
で、 取り越し苦労を する のでは ない。 

1013 主を 畏れる 者は 教訓を 得、 主を 畏れない 不幸 
な 者は 訓戒を 遠の ける。 そのよう な 者は おぞまし 
い 地獄の 業火に 入れられ、 その 灼熱を 味わ うこと 
になる。 そして そこでは 死んで 楽になる こと もな 
ければ、 有益なる 生を 生きる こ ともない。 

1 午 15 アッ ラーの ご 満悦を 望み、 その 法に 則 した 形 
で 自ら を 悪徳から 清め、 アッ ラー を 想念し かれの 
みを 崇め、 がり 、かれの お 悦びに 適 う 形で 行動し、 
サラ ーけ し 拝) を 時間 通りに 遂行す る 者は 勝利者で 
ぁる。 

16 人々 よ、 あなた 方は 来世の 享楽より も 現世の 虚 
飾を 好んで いる。 

17 永遠の 享楽が 属する 来世 こそは、 現世よ り もよ 
きもので あり、 永劫に 続く ものである。 

18 ■のこの 章で あなた 方に 告げた ものは、 ク ルアー 
ンが 前に 下った 啓 典- イブ ラー ヒー ムと ムーサー 


の 啓 典- に その 意味を 確認す る ことの 出来る ものである C 


庄倒的 事態 章 

(アル = ガー シヤ 章) 


1 使徒よ、 人々 を その 恐怖で 包み込む 審判の 日 の 知 ら せは 届いた か？ 

2-7 その 日、 不信仰 者たち の 顔は 懲罰で 無残な ものと な り、 苦役で 疲興 する。 また 燃え盛る 炎 
が 顔を 焼き、 煮えた ぎる 熱湯の 泉から 飲まされる。 地獄の 徒には、 棘で 覆われた 地を 這う 植物 
の 他、 食べる 物は ない。 それは この 上な く 粗悪な 食べ物で あり、 それを 食す る 者の 瘦せ 衰えた 
体を 太らせる こと もなければ、 その 飢えと 疲労を 癒して くれる こと もない。 

雜 判の 日、 信仰者た ちの 顔は 祝福に 溢れて いる。 それは 彼らが 現世で 服従 行為に 努力し 
ていたから であり、 ゆえに 来世に おいて その 顔は 歓喜に 満ち 溢れて いる。 また 彼らは 天国に 
おいて 高い 位階と 地位を 授けらん そこでは 無益な 言葉を 耳に する こ ともない。 そこには 水 
が ほとばしる 泉 や 高い 队 所、 それを 飲む 者の ために 用意され た盃 、互いに 隣接して 並び 合う 
枕 や、 敷き詰められ たが 山 の 滅毯が ある。 

17-2 び虚 つきの 不信仰 者たち は、 ラク ダと いう 驚くべき 被 造 物が いかに 創造され たの かを 考 
えない のか？ また 天が、 いかに 壮大な 形で 高く 上昇 させられ たかを？ また 山々 がいかに 隆起 
させられ、 それでもって 大地に 安定と 堅固 さが もた ら された かを？ そ して 大地が いかに にげ 
られ 、平坦に された かを？ 

21-22 ゆえに 使徒よ、 あなたが 携えて 遣わされ たものに 背を 向ける 者たち に、 訓戒を 与える の 
に そして 彼らの 背反を 悲しむ のでは ない。 あなたは 彼らへの 訓戒 者に 過ぎず、 あなたが 彼ら 
に 信仰を 強制す る 権利 などは ない の だから。 

2 え 24 しかし 訓戒と 教訓に 背を 向け、 不信仰に 固執す る 輩は 別で ある。 アッ ラーは 彼らを 地獄 
の 厳しい 懲罰で もって 罰される の だ。 





25~2 が 皮ら の 死後の 還り 所は、 われら の 御 許に 他な 
ら ない。 そして われら こそが、 彼らの 行いに 応報を 
与える ので ある。 


魄章 

げル = ファ ジュル 章) 


I- 5^ 高 なる アツ ラー は 黎明の 時刻と、 ズル ヒツジ 
ャ月 （ヒ ジュ ラ 暦 12 月 ) 最初の 10 日間 とその 栄光、 ま 
た 全ての 偶数と 奇数から なる もの、 そして 闇と 共 
に 訪れる 夜に おいて お誓いに なられた。 これらの 
誓いの 中には、 理知を 備える 者に とっての 十 かな 
る 証拠が あるので はない か？ 

&8 使徒よ、 あなたは あなたの 主が イラ ム 1 の 部族で 
あり、 大きな 権勢と 支柱に 支えられた 高い 建造物 
を 誇って いた アー ドの 民を いかに された のかを 見 
なかった のか？ そのよう な 巨大 さ と 強力な 勢力を 
備えた ものは、 かつてい かなる 国に も 存在し なか 
ったの だ。 

9 また、 かれが サーリ フの 民で ある サム ー ドを いか 
にされ たかを？ 彼らは 溪 谷の 岩を く り 貫き、 そこ 
を 住居と していた。 

10 また、 エジプトの 王 フィル アウンを いかにされ 
たかを？ 彼は その 王国を 支え、 彼の 権勢を 強力な 
ものと した 軍勢の 長であった。 

II- 1 が 皮ら 暴虐の 限りを 尽く し、 アツ ラーの 地に おいて 不正を 極め、 その 不正と 抑圧に より 腐 
敗を 蔓延 させた これらの 者たち には、 あなたの 主から 厳しい 懲罰が 降り注い に 使徒よ、 あな 
たの 主は かれに 反逆す る 者の 一挙一動を 監視して おられる。 かれは そのよう な 者に 幾 ばくか 
の 猶予を 与え られた 後、 こ の 上ない 強力 さで もっ て 懲罰に かけ られ るの だ。 

巧 人間と いう ものは、 その 主から 恩恵と いう 試練に かけらん 生活の 糧が 豊かな ものと なり、 
その 暮らしが こ の 上ない 安楽に 満ちた ものと なると、 それを 主の 御 許での 彼自 身の 栄誉 ゆえ 
であると 勘違いす る。 そして、 こう 言う の だ。 「わが 主は 私に 栄誉を お授け 下さった。」 

16 しかし 試練に かけられて 生活が 窮乏す ると、 それを 主からの 彼に がする 辱めで あると 勘 違 
いする。 そ して、 こう 言う の だ。 「 わが 主は 私を お辱めに な られ た。」 

17-20 しかし 事は この 人間の 考える 通りでは な レ、。 栄誉は アツ ラーへの 服従に よる もので あ 
り、 屈辱とは かれに 対する 不服従から 来る ものな ので ある。 あなた 方は 孤児に 慈善を 施さず、 
彼らと よい 接し 方 も しな レ、。 また 互いに 働め 合って、 恵まれない 者に 食事を 与える こ ともし 
ない。 それ どころ か あなた 方は 他人の 遺産を ひどく 食り、 財産を 何より も 愛して いる。 

21-23 あなた 方は このようであって はならない。 大地が 振動し 互いにぶ つかり 合って 崩壊す 
る 時。 そして あなたの 主が、 被 造 物の 間に 裁かを 下す ために 到来し、 天使たち が 隊列を 作って 
出現す る 時。 その 偉大なる 日、 地獄は 現れる。 その 日 不信仰 者は 思い直し 悔悟す るが、 いかに 
彼の 改 俊と 悔悟が 彼を 益す るで あろ うか？ 彼は 現世に おいて その 節度を 超え、 その 期限を 逃 
して しまったの だから。 

24 彼は 言う。 「ああ、 現世に おいて、 前もって 私の 来世を 益す る 行いを していたなら！」 

25~2 化の 深刻な 日、 アッ ラーは かれに 反抗した 者を、 いろ々 る 者に もそう する のが 不可能な 
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1 南 アラビア における アー ドの 都。 それは、 高い 建築を 誇って いた。 また、 ある 学者は アー ドの 祖先の 《前と している。 
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ほどの 強烈な 懲罰で もって 罰される。 またい かな 
る 者 もそう する のが 不可能な ほどの 厳しい 縛り ホ 
でもって、 縛り上げられる。 

27-28 ア ツ ラーの 想念と かれへの 信仰、 そして かれ 
が 信仰者に 準備され た 享楽の 数々 に 平安を 覚える 
魂よ。 あなたの 主の 御 許に 還り、 かれの 恩寵に 喜ぶ 
の だ。 崇高なる アツ ラー ご 自身、 あなたに ご 満悦 さ 
れ ている。 清廉なる アツ ラーの しもべの 中に 入れ。 
そ して 彼らと 共に、 天国に 入る の だ。 


町 章 

(アル ニ バラ ド 章) 


1-4 アッ ラーは この 聖 なる 巧 マッカに かけて、 お 誓 
いに なられた。 そして 使徒よ、 あなたは この 聖 なる 
町に 居住す る 者で ある。 また かれは 人類の 祖アー 
ダム (彼に 平安 あれ) と、 彼の 子孫に かけて お誓いに 
な られ た。 われら (アッ ラーの こと ） は 人間を、 現世 
との 奮闘と いう 辛苦と 労苦の 中 に 創造した の だ。 

5 人は 集めた 財産に よって、 アッ ラーから 身を 守る 
ことが 出来る とで も 思って いるの か？ 

& 7 彼は 自惚れて こう 言う。 「私は 多くの 財を 浪費 
した。」 一体 彼は その 行為を、 偉大 かつ 荘厳なる ア 
ッ ラーが ご覧に なられな いとで も 思って いるの 
か？ そ して かれが 事の 大小を 問わず、 行った 行為 
に 報いを 与えられる とい うこと を？ 

&10 われらは 彼に、 見る ための 2 つの 眼を 授けた ではない か？ そして 話す ための 舌と 2 枚の 唇 
を？ また われらは 彼に、 善と悪の 道を 明らかにした ではない か？ 

11 それな のに、 財の 施しを もって、 自 らを 救うべく 来世の 苦難を 乗り越えようと しないの 
か？ 
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12 そ して 来世の 苦難とは 何 か ？ また それを 乗り 越える 手段とは？ 

13{ 言 仰 者の 奴隸 を、 その 不自由 な 身分から 解放す る ことで ある。 

1 午 16 あるいは ひどい 飢餓の 日に、 近親の 孤児に 食べ物を 施す こと。 そうすれば 慈善 行為と 親 
戚 縁者への 善行と いう 2 つの 功徳を 得る ことにな ろう 。また、 何一つ 所有し ない 貧者に 食べ物 
を 施す こと。 

17 そして 言及され た 善行の 他に、 アッ ラーへの 信仰を 純粋な ものと する 者と なること。 また 
かれへの 服従と、 かれへの 不服従を 抑止す る こと において、 お 互いに 忍耐を 勸め合 うこと。 ま 
た 慈悲と 高徳を 勸め 合う こと。 

18 これら の 物事を 行 う 者たち こそは、 右手の 徒で ある。 つまり 審判の 日 に 右側へ と 導かれ、 天 
国に 入る 者たち である。 

19 一方 ク ルアー ンを 信じない 者たち は、 審判の 日に 左側へ と 導かん 地獄に 入る。 

2 が 皮ら の 応報は、 封鎖 さ れて 脱出 不可能な 地獄の 業火で ある。 


太陽 章 

(アツ ニ シャム ス 章) 


1-10 ア ッ ラーは 太陽と、 その 昼、 そして 午前の 輝き において お誓いに な られ た。 また その 昇降 
において 太陽を 追う 月 と、 闇を 巧る みに 出す 昼、 そ して 大地を 覆いつつ 闇で 満たす 夜と、 天と 









その 完璧なる 構築、 また 大地と その 平坦 さに おい 
て お 誓 レ 、になら れ た。 ま た 全て の 魂と、 そ の 任務を 
遂行す るた めに ア ツ ラーが その 創造を 完全な もの 
と された ことに おいて お誓いに なられた。 かれは 
魂に 悪の 道と 善の 道を 明ら かにされ たの だ。 それ 
で それを 清め、 善で もって 養育す る 者は 成功者で 
ある。 そして それを アツ ラーへの 不服従で もって 
包み込んで しまう 者は、 損失 者で ある。 

11- 15 サ ムードの 民は 反逆の 限りを 尽く して、 彼ら 
に 遣わされた 預言者を 嘘つき 呼ばわり した。 そし 
て 部族の 中で も 最も 不幸な 者が 雌 ラク ダを 屠る た 
めに 立ち上がった 時、 アツ ラーの 使徒 サーリ フ (彼 
に 平安 あれ) はこう 言った の だ。 「その 雌 ラク ダに 
悪さを しないよう に。 それは アツ ラーが あなた ホ 
に 遣わされた、 あなた 方の 預言者の 正し さを 証明 
する、 かれのみ しる しなので ある。 その 雌ら く だに 
水を やる ことに おいて、 違反して はならない。 雌ら 
くだと あなた 方に、 一日 おきに 交互に 水を 汲む の 
だ。」 しか し 彼らは そうする こと に 辛抱 出来ず、 サ 
ーリ フの 警告を 嘘と して、 it 唯ら く だを 屠って しま 
った。 それで 彼 らの 主は その 罪悪 ゆえに 彼ら に懲 
罰を 下し、 彼らを 一人残らず 全滅 させて しまった。 
威力 あらた かなる アツ ラーは、 かれが 彼 らに 下し 
た 厳しい 懲罰の 結果の ことな ど、 全く 意に も 介 さ 
れな いの だ。 
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夜 章 

(アッ = ライ ル 章) 


1-4^ 高なる アツ ラーは、 大地と その上に ある ものを 闇で 包み込む 夜と、 その 光で もって 夜の 
闇を 明るみに 出す 昼、 そして 男女の 創造に おいて お誓いに なられた。 あなた ホの 行いは、 現世 
のために 行う 者と 来世の ために 行う 者の 間で、 異なって いる。 

5>7 財を 費やし そこに おいて アツ ラーを 畏れ、 かつ 「ラー- イラ ー ハ •イ ツラツ ラー (アツ ラ 
一の 他に 真に 崇拝すべき ものは なし: イス ラームの 信仰 証言の 前半 部分)」 とその 意味、 及び そ 
の 報奨を 信じる 者は、 われ (アツ ラーの こと） が 善と 正し さの 要因へ と 導き、 そこに おいて 成功 
さち かつ その 諸事を 容易に してやろう。 

&11 しかし 財を 吝畜 し、 主の 報奨を 必要と もせず、 「ラー- イラ ー ハ •イ ツラツ ラー」 を 嘘と 
する 者には、 われらが 不幸の 要因を 容易な ものと してやろう。 そして 彼が 地獄に 落ちる 時、 吝 
畜 していた 財産は 彼を 益す る ことがない ので ある。 

じ 13 われらに はわが 恩寵と 英知で もって、 迷妄の 道を 避け、 われらと 天国へ と 至る 導きの 道 
を 巧ら かにす る 役目が ある。 そして われらに こそ 来世と 現世の 主権は 属する の だ。 

14 人々 よ、 われ (アツ ラーの こと） は 燃え上がる 《を あなた 方に 警告し も それは つまり 地獄の 
業火の こと である。 

15~1 化 こに 入る のは アツ ラーの 預言者で ある ム ハン マ ド (彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あ 
れ) を 嘘つき とし ア ツ ラーと その 使徒への 信仰と 服従に 背を 向けた、 不幸 極ま る 者の み。 

17-21 しかし 更 なる 善を ホめ て 財産を 施す 敬神の 念 強き 者は、 そこから 救い出される。 そし 
て 彼の 施しは、 何ら かの よい 見返りを 見越しての ものな どでは なく、 至高の 主の 御顔と ご満 
悦を 望んでの ものな ので ある。 アツ ラーは 天国に おいて、 彼に 彼の 満足に 適う ものを お授け 
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&8 あ なた の 主は、 が 前 孤児であった あなた に 避難 
場所を 与えて 下さり、 面倒を 見て 下さった ではな 
いか？ また 啓 典 も 信仰 も 知らなかった あなたに、 
あなたが 知らなかった ものを 教えて 下さ り、 より 
よい 行いへ とお 導き 下さった ではない か？ そして 
貧しかった あなたに 生活の 糧を お授けに なり、 満 


足と 忍耐で もって あなた を 裕福 な 者に された ではない か？ 


下さる であろう。 


朝 章 

(アツ ニ ドハ ー章) 


1-3 アツ ラーは 午前- その 意味す ると ころは、 昼間 
全体で ある- と、 被 造 物が 静寂を 得、 闇が 深まる 夜 
にかけ て お誓いに な られた (尚ア ツ ラーは、 かれが 
お望みになる あらゆる 被 造 物に おいて お誓いに な 
られる ろ^、 一方 被 造 物が アツ フ' 一 な 外の ものに お 
いて 誓う ことは 許されな レ、。 というの も アツ ラー 
が 外の ものに おいて 誓う ことは、 シルク 1 だからで 
ある)。 使徒よ、 あなたの 主は 啓示の 遅延に よって 
あなたの こと を見棄 てて などは いない。 そして あ 
なた のこと を お嫌いに なった わけで もない の だ。 

午 5 来世は あなたに とって、 現世より もよ いもので 
ある。 使徒よ、 あなたの 主は 来世に おいて、 あなた 
にあら ゆる 種類の 恩恵を 与えて 下さろ う。 そして 
あなたは それに 満足し よう。 


み 11 ゆえに 孤児を、 邪険に 扱って はならない。 また 物を たう 者を 追い やったり せず、 食事を 与 
え、 その 必要を 満たして やる がよ レ、。 そして あなたの 主が あなたに お恵みに なった 恩恵に つ 
いて、 話して 聞かせる の だ。 


胸を にげる 章 

(アツ = シャルフ 章) 


1-4 使徒よ、 われら (アッ ラーの こと） は あなたが 宗教の 定めと アッ ラーへの 誘い、 そして 優れ 
た 高徳を 身に 付ける ことのた めに、 あなたの 胸を にげて やった ではない か？ そして あなた 
が 背中に 負って いた 重荷を 下ろし、 わが 特別の 恩恵で もって、 あなたに 高い 位階を 授けて や 
ったでは ないか？ 

5"6 ゆえに あなたに がする 敵の 嫌がらせ ゆえに、 メ ッ セージを 広める ことを 思い止ま るので 
はない。 実に 安楽は 苦難と 共に あり、 安楽は 苦難と 共に こそ ある ものな の だ。 

7-8 ゆえに 現世の 諸事 や 仕事を 終えたら、 イ バー ダ (崇拝 行為) に 専心せ よ。 そして あなたの 主 
の 御 許に ある ものに おいて、 かれのみ にこい ねがう の だ。 


無花果 章 

(アツ = ティー ン 章) 


1-6 アツ ラーは、 周知の 果実で ある イチ ジク とオ リーブ、 そして アツ ラーが そこで ムーサー 
に 語り かけられた ところの シ ナイ 山に おいて、 お誓いに なられた。 そして また、 あらゆる 恐 
怖から 平安な 町で あ り、 かつ イス ラームの 故郷で ある マッカに おいて、 お誓いに なられた。 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 










われ (ア ツ ラーの こと ） は 人間 を 最善の 形に 創造し 
たが、 アツ ラーと その 使徒に 従わない 限り におい 
て、 その 還り 所を 地獄と した。 しかし 信仰し 善行 
に 励む 者には、 途絶える ことなく 、減少す る こと 
も ない 偉大な 報奨が ある。 

7 人間よ、 何が あなた に 復活と 報い を 虚偽で ある 
と 考えさせる のか？ 至高の アツ ラーに その お 力 
が あるのは、 明白で あると い うのに？ 

8 人々 の 裁きの ために その 日 を 設け られた アツ ラ 
一 こそは、 かれが 創ら れた 全ての 被 造 物に おいて 
最も 英知 溢れた 御 方では ないか？ いや、 そう なの 
である。 被 造 物が 何の 命令 も 禁止 もな く、 そして 
報奨 も 懲罰 もな く、 た だ 無意味に 放 って おかれる 
ことな ど あり 得る だろう か？ そんな ことは 筋が 
通らず、 到底 あり 得ない ことなの である。 


凝血 章 

(アル =ア ラク 章) 


1-5 預言者 よ、 創造に おける 唯一 者で あられる あ 
なた の 主の御名に おいて、 あなたに 下された クル 
アーン を 読む の だ。 かれ こそは 全ての 人間を、 一 
個の 小さ な 凝血から 創 られた 御 方で ある。 預言者 
よ、 あなたに 下された ものを 読む の だ。 あなたの 
主は 恩 龍に 溢れた 恵み 深い 御 方。 そ して その 被 造 
物に 筆記を 教え、 人間に かつて 知らなかった ことを 教えて 下さ り、 無知の 闇から 知識の 光へ 
と 導いて 下さった 御 方で ある。 

も 族に 人間と は 豊か さ にか ま ければ、 アツ ラーの 捷を 無視して しまう ものである。 不服従の 
徒は 皆、 その 行き先が アツ ラーの 御 許で ある ことを 知るべき である。 そして アツ ラーは、 全 
ての 者を その 行いで もって お報いに なられる の だ。 

单19 あなたは、 その 男 (アブー- ジャ ハル) より も 驚く べき 暴虐を 振る う 者を 見た であろう 
か？ 彼は われ (アツ ラーの こと） のし も ベ (ムハ ン マド : 彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) 
がその 主に サラ ーけ し 拝) を 捧げる 時、 彼を 妨害した のに サラ ーを 捧げる 者が 正しい 道に あ 
ると す れ ば、 一体 彼は いかに して 彼を 妨害す ると いうの か？ それと も 他人に 敬神の 念を 勸 
める 者で あれば、 妨害 するとい う のか？ その 妨害 者が、 自分が そこへ とい ざな われて いる 
ものを 虚偽と し、 そこに 背を 向ける のなら ば、 一体 アツ ラーが 彼の 一挙一動を ご存知で ある 
こと を 知らない のか？ 事は アブー- ジャ ハルの 考えて いるよう にはい かない。 も し 彼が ム 
ハン マドと の 確執と 彼への 嫌が ら せから 身を 引かない ので あれば、 われらは 彼の 前頭部を 
激しく 捆み 上げ、 地獄へ と 放り 投げて くれよう。 彼の 前頭部は その 言動に おいて 嘘つきで あ 
り、 その 行為に おいては 過ちを 犯して いる。 この 暴虐 者に、 彼が 援助を 当てに している 仲間 
たちを 呼ばせて みるが よ レ、。 われらは 懲罰の 天使たち を 巧んで やろう。 事は アブー- ジャハ 
ルの 思惑 通り には 行かない。 使徒よ、 彼は あなたの こと を 害する ことな ど 出来ない の だ。 ゆ 
えに サラ ーを 放棄せ よな どと いう 言葉に 服して はなら な レ、。 あなたの 主に 額ず き、 かれを 慕 
レ 、つつ、 そ して かれへの 服従 行為で もって、 かれへの お近付き を ホめ るの だ。 


みいつ 章 
(アル = カ ドル 章) 


1 われ (アツ ラーの こと） はク ルアー ンを 、栄光と 恩寵の 夜に 下した。 そして それは ラマ ダーン 
月の 一夜で ある。 

2 預言者よ、 その 威光と 栄光の 夜を あなたに 知らし める ものは 何 か？ 



も 


お I ： 成 づむ ◎^迎 お 4 巧 碼 
苗 ちむ てな お备 ，郑お 



a 織、 鑑 






接ぷ ぶ:^ が お if ぶ； i 
◎瓣按 お 娘な ◎等 僻を 
St も aa も y f が 

に 马づ I 助む ◎与媒 たこ^ 
シぅ典 ^ な 链; ぶ を t 苗。 

神が:^ 必な與 1炫? ；；：# て 
么! ◎おげ ^ み も;: 跨 策み i 
◎砂ぶ:^ 碱马 始 料: 頭 







苗^ぶ ぶ が 9 立 之た 
◎ぶ 若 真 换與 なな 巧み 

3 威光の 仅 とは、 祝福 深い 仅 である。 その 価値は、 威 
光の 夜の ない 千の 夜の 価値より も 高い もので あ 
る。 

4 その 夜、 ジブ リ ー ル (彼に 平安 あれ) を 含む 天使た 
ちの 降臨が 頻繁に 繰り返される。 彼らは その 主が 
定め られた その 年の 運命を 携え、 かれの お許しを 
得て 降臨す るので ある。 

5 その 夜は 一晩中 平安で あり、 焼が 訪れる までい か 
なる 悪 も 起'— ら ない。 
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明 証 章 

(アル = バイイ ナ 章） 

1 ユダヤ教 徒と キリスト教徒の 内の 不信仰 者たち、 
及び シルク 1 の 徒は、 既に 下された 啓 典の 中で 約束 
されて いた 印が 現れる まで、 その 不信仰を 放棄せ 
ずに いた。 

2 そして その 巧 こそは、 アツ ラーの 使徒 ム ハン マ 
ド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) な ので あ 
る。 彼は 清浄な 啓 典の 中から ク ルアー ンを 朗誦す 
る。 

3 それら の 啓 典の 中に は 正確な 情報と、 正 しい 命令 
が 含まれて いる。 そして それは 真理と、 真っ直ぐな 
道へ と 導く の だ。 

仁 ダヤ 教徒 と キリスト 教徒 か ら なる 啓 典の 民は、 
ムハ ンマ ド (彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) 

圆勝 
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が 真の 使徒で ある ことに 異議を 唱えなかった。 それは 彼らが 彼らの 啓 典の 中に、 使徒と して 
の 彼の 特徴を 見出して いたた めであった。 しかし 彼が トーラーと 福音書の 中で 約束され て 
いる 預言者で ある ことが 明白に なり、 そして 彼の 預言者 性の 正当性に おいて 彼らの 意見が 
一致した 時、 彼らは その 態度を 硬化 させた。 それで 彼らは 彼が 遣わされた 時に その 預言者 性 
を 否定し 彼と 決別した の だ 

5 彼ら は 全ての 規定に おいて、 ただ アッ ラーの みを 拝し、 かれへの ィ バー ダ (崇拝 行為) におい 
て その 御顔を ホめ、 また シルク 2 ろ A 信仰へ と 回帰す る こと、 そして サラ ーけ し 拝) と ザカー ( 
義務の 喜捨) を 行う ことのみ を 命じられて いただけ だっ も そして それ こそが 正しい 宗教、 つ 
まり イス ラームな ので ある。 

わダヤ 教徒と キリス ト 教徒の 内の 不信仰 者たち、 及び 多神教 徒の 罰は、 地獄の 業火に 永久 
に 居住す る ことで ある。 彼ら こそは 最悪の 被 造 物な の だ。 

7 アッ ラーを 信じ、 そ の 使徒に 従い、 善行に 励む 者たち は、 最善の 被 造 物で ある。 

礎 判の 日 の 彼ら の 報奨は、 主の 御 許での 天国の 楽園で ある。 それは 滞在 し、 居住す るのに 最 
善の 場所で あり、 その 宮殿の 下を 河川が 流れて いる。 彼らは そこに 永遠に 住む のに アッラ 
’ 一 は 彼らに ご 満悦 さ れ 、彼ら の 善行 を お雙け 入れに な られ る。 一方 彼 らも、 アッ ラーが 彼ら 
のために ご用 意 下さった あり と あらゆる ご 褒美に 満足す る。 そして それ こそは アッ ラーを 
畏れ、 かれへの 不服従を 慎んで いた 者たち へのよ き 報奨な ので ある。 


地震 章 

(アッ = ザ ルザ ラ 章) 


1-3 大地が 大きく 振動し 遺体 や 財宝な ど その 中に 蔵して いた ものを 外に 放り出す 時、 人は 怯 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 

2 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 







えて こう 自 問す る。 「一体 大地に 何が 起こった の 
だろう？」 

午 5^ 判の 日、 大地は そこ で 繰 り 広げら れた 善と悪 
について 告げる。 そ して 崇高 かつ 至高な る アッラ 
一ろ^、 そうする よう ご 命じに なられた という こと 
お。 

6 その 日アッ ラーは 人々 の 行った 悪行と 善行を 彼 
らに 見せ、 更に それに 対する 報いを お与えになる 
ベく、 彼ら を 清算の 場から 集团 ごと に 分散 さ せて 
戾 ら せる。 

7-8 それ で 一 微塵 ほどの 重さで も 善行を 行った 者 
は、 来世に おいて その 報奨を 見る。 そ して 一 微塵 
ほどの 重さで も 悪行を 行った 者は、 来世に おいて 
その 懲罰を 見る。 


進撃す る 馬 章 

(アル ニ アーディ ヤー ト 章) 


1 至高の アツ ラーは、 かれの 道に おいて 敵へ と 突 
撃し 疾走して 息を 荒げ る 軍馬に かけて お誓いに 
な られ た。 尚、 被 造 物が アツ ラーが 外の ものに お 
いて 誓う ことは 許されな レ、。 というの も アツ ラー 
が 外の ものに おいて 誓う ことは、 シルク 1 だからで 
ある。 

2 その 軍馬は 硬い 蹄と、 力強い 走り ゆえに 火花を 撒き散らす。 

3 それら は 早朝に、 敵軍に 突撃を 仕掛ける。 

4 そして それでもって 敵の 間に 砂塵を 巻き上げる。 

5 それ か ら その 騎手ら と 共に、 敵軍の 集団の 中央に 進撃す る。 

も 族に 人間とは、 その 主の 恩恵に 対して 恩知らずな もの。 また その 忘恩に 固執す る もの。 そ 
して 財産への 愛着が 激しい ものである。 

卜体 人間は、 アツ ラーが 清算と 報いの ために 死人を 墓場から 呼び出す 時、 そこで 待ち受け 
る ものを 知らない のか？ 

10^ して その 胸の 内に 秘めた 善悪が 露わに される 時の ことを？ 

11 彼らの 主は その 日、 彼らと 彼らの 行いに 関して 全て ご存知で あられる。 いかなる 些細な 行 
為 も、 かれの 御 知識を 免れる こと はない の だ。 


恐れ戦く 章 

(アル ニ カー リア 章) 


1 その 戦 懐に よって、 人々 のん に 衝撃を 与える 日。 

2 そして、 その 日 とはい かなる もの か？ 

3 その 日 を あなたに 知ら しめる ものは 何 か？ 

4 その 日、 人々 は その 数の 多 さと 離散と 躍動に おいて、 散り散りに 飛散す る 蛾の ようになる。 
そして それは 火の 中へ と 落ちて 行く の だ。 

5 そして 山々 は、 手で 引き 千切られた 色と り どり の 羊毛の ようになる。 そして それは 塵と な 
つて 飛んで いって しまう の だ。 
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1 あなた 方は 財産 や 子孫の 多 さを 自慢し 合う こと 
にか まけて、 アッ ラーへの 服従 行為を おろそかに 
している。 

2 あなた 方は 墓場 行き となり、 そこに 埋められる 
その 時まで、 そのような こと に 没頭 し 続ける。 

3 そのよう に 財産の 増加に かまけ ている のでは な 
レ、。 あなた 方は 来世 こそが 最善で ある こと を 知る 
ことになるの だから。 

が 主意す るが よ レ、。 あな た 方は、 アッラ ーへの 服従 
をない がしろ にして いた こと による、 悪い 結 未を 
知る ことにな ろう。 

5>8 そのよう に 財産の 増加に かまけ ている のでは 
な レ、。 も しあな た 方が 真の 知識を 得た ので あれ 
がその ような ことを 止め、 あなた 方 自身を 破滅から 救う ことに 先を 急いだ であろう。 そし 
て 地獄を あたかも 眼前に あるかの よう に 目に し 少しの 疑念 もな しに それを 見た ことで あ 
ろう。 やがて あなた 方は 審判の 日、 あらゆる 種類の 恩恵に ついて 問い質される ことになる 
の だ。 


序 7 善行の 砰が 重かった 者は、 天国で 幸福に 満ち 
足りた 生活を 送る。 

を 9 しか し 善行の 砰が 軽く、 悪行の 砰が 優って し 
まった 者の 行き先は 地獄で ある。 

10 使徒よ、 彼らが 落下して いく 地獄の 底を あなた 
に 知らし める ものは 何 か？ 

11 それは 燃料に よって 熱さ の 頂点に 達した 業火 
である。 


蓄積 章 

(アツ =タ カース ル 章) 


時間 章 

げル ニア スル 章) 


1-2 アツ ラーは 時に かけて、 アダムの 子ら が 破滅と 損失に ある ことを お誓いに なられた。 な 
お 被 造 物が アツ ラー « 外の ものに おいて 誓う ことは 許されな レ、。 というの も アツ ラーな 外 
の ものに おいて 誓う ことは、 シルク 1 だからで ある 

3{ 旦し アツ ラーを 信じ、 善行に 励ん 真 a の 固守と アツ ラーへの 服従 行為、 そして そこに お 
ける 忍耐に おいて 働め 合う 者たち は その 限りでは ない。 


中傷 者 章 

(アル ニ フマザ 章) 


1 人々 の 陰口 や 悪 口を 言う 全て の 者に、 災いと 破滅 あれ。 

2 f 皮の 喜びは 財を 収集し 数え上げる こと。 

ぶ 皮は 自分が 収集して 蓄えた 財で もって、 現世での 永劫と 来世での 清算の 免除と いう 保障 
をした と 思い込んで いる。 

4 しか し 事は 彼の 思惑 通り には 行かない。 彼は そこ に 投げ込まれる あら ゆる 物を 粉砕す る、 
地獄の 業火へ と 放り込まれ るの だ。 


1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 










5 そして 使徒よ、 地獄の 業火の 真実を あなたに 知 
ら しめる ものは 何 か？ 

&7 それは その 烈し さ ゆえ 身体から 心臓にまで 達 
する ほどの、 燃え盛る アツ ラーの 《である。 

を 9 そして その 《は 彼らを 閉じ込める。 彼らは そ 
こから 脱出 出来ない よう 、長い 鎖 や 伽で 束縛され 
ている の だ。 


象 章 

(アル = フイ ー ル 章) 


1 使徒よ、 あなたは あなたの 主が、 象の 軍団- 祝福 
に 溢れた カ アバ 神殿の 破壊を 試みた、 エチオピア 
人 アブ ラ ハと その 軍隊- をい かにされ たかを 知 
ら ない のか？ 

2 そして かれが 彼らの 悪巧みを、 無と 徒労に 帰さ 
れ たこと を。 

え 4 主は 彼ら に 次から 次へ と 鳥の 集団を 遣わし、 
硬化 した 泥 か ら なる お 粒を 落下 さ せた。 

5 それで 彼らは あたかも 家畜が 食べ 落と した、 括 
れた 作物の 葉っぱの よう に 玉砕され て しまった 
の だ。 


クラ イシ ュ族章 
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1-2 ク ライ シュ 族の 契りと 彼ら の 安全、 そ の 福利 
の 正当性と、 彼らが 必需品を 入手す るた めの 冬に おける イエ メ ン への 定期的な 隊商、 そし 
て 夏に おける 彼らの シリア 地 ホへの 定期的な 隊商、 及び そこに おける 便宜に 賞 嘆せ よ。 

3 そして 彼らが それでもって 栄誉を 得て いると ころの、 カ アバ 神殿の 主に 感謝し、 かれを 崇 
拝せ よ。 かれのみ を 崇拝し かれのみ にイ バー ダ (崇拝 行為) を 捧げる ので ある。 

が こそは ひどい 飢えに ある 時に 彼らに 糧を お授けに な り、 かつ 非常な 恐怖の 中に ある 
時に 彼ら に 安 ら ぎを もたらさ れた御 方な の だ。 


慈善 章 

(アル ニ マー ウー ン 章) 


1 復活と 報い を 嘘 とする 者の 様子を 見た か？ 

2 彼は その 硬い 心 ゆえ、 孤児を その 正当な 権利から 乱暴に 押し退ける 者。 

3 そして 恵まれない 者に 食べ物を 施す こと を、 他人に 勸 めない を 当然、 彼が 自分自身で 食 
ベ 物を 施す ことな ど あり 得ない の だ。 

斗 5 サラ ーけ し 拝) 中、 上の空で いる 者 達に 災い あれ。 彼らは 要求され た 形で サラ ーを 行わず、 
それを 定刻 通り に 行い も しない。 

が 皮 らは 人の 視線を 意識して、 善行を 見せ びら かす。 

7 また 彼らは 食器な ど、 貸しても 差し支え のない よ うな 物を 貸して やる こと もな レ、。 こうし 
て 彼ら は 主への イ バー ダ (崇拝 行為) においても 満足に 義務を 果たさず、 主の 被 造 物に 対し 
て も 満足に 善行を 施さない の だ。 


















ノ 






1 預言者よ、 われ (ア ッ ラーの こと ） は 現世と 来世に 
おいて、 あまたの 善き ものを 授けた。 そ して その 一 
つが 天国の カウ サル 川で ある。 その 両岸には くり 
貫かれた 真珠の 天幕が あり、 その 砂は 薦 香から 出 
来て いるの だ。 

2 ゆえに あなたの サラ ーけ し 拝) を 全て、 あなたの 主 
だけに 真擎に 捧げる のた そして かれに 犠牲を 捧 
げ 、そこに おいて かれの 御ぶ のみを 唱えよ。 

3 本当に あなたと あなたが 携えて 来た 導きと 光と 
を 毛 嫌 レ 、する 者は、 その 成果が 根絶 や しとな り、 あ 
ら ゆる 善から 断絶され た 者な の だ。 


不信者たち 章 

(アル ニ カーフィ ルー ン 章) 


1 使徒よ、 アツ ラーと その 使徒を 信じない 者に こう 
言え。 「アツ ラーを 信じない 者たち よ、 

2 私は あなた 方が 崇拝 している 偶像 や、 偽の 神々 を 
崇拝し ない。 

3 そして あなた 方 も、 私が 崇拝 している 唯一 の 神性 
を 崇拝し よう とはし ない。 かれ こそは 唯一 崇拝に 
値する、 万有の 主 アツ ラーで あるのに。 

4 私は あなた 方が 崇拝して いる 偶像た 虚妄の 神々 を 崇拝し まい。 

5 そして あなた 方 も 将来、 私が 崇拝して いるものを 崇拝し よう とはし ないで あろう。 尚 この 
節は、 シルク 1 の 徒の ある 特定の 者たち に 下った ものである。 アツ ラーは 彼らが かして 信仰し 
ないだろう ことを、 お教えに なられた ので ある。 

6 あなた 方には、 あなた 方が その 信奉を 固執す る あなた 方の 宗教が あ り、 私には 私の 宗教が 
ある。 そして 私は、 それが 外の いかなる 宗教 も ホめ たりは しないの だ。」 


援助 章 

(アン ニナ スル 章) 


1 使徒 よ、 クライ シュ 族の 不信仰 者たち に対する 勝利 と、 マッカ 征服が 完遂 したら、 

2 そして 多く の 人々 が 次から 次と 集団で イス ラームに 入る のを 目に したら、 

3 あなたの 主の 栄光を 讚え、 かれを 讚美し かれの お赦 しを たう こ とを 数多く 行う こ とで、 か 
れ との 謁見に 備える の だ。 かれは かれの 崇高 さ を 讚美す る 者と、 かれの お赦 しを た う 者の 悔 
悟を よく お受け入れ にな られる 御 方で ある。 かれは そのよう な 者たち をお赦 しにな り、 ご 慈 
悲を かけられ、 そ して その 悔悟を お受け入れ にな られ よう。 


踪澗章 

(アル = マサ ド 章) 


1 アブー- ラ ハブの 両手は 大きな 損失を 被つ も そして 彼は アッ ラーの 使徒 (彼に アッ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ) への 弾圧に より、 不幸に 襲われ も アブー- ラ ハブの 損失は 既に 実現を 
見た の だ。 


潤が 章 

げル = カ ウサ ル 章) 
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1 1 3 ページの 注釈 1 を 参照。 











2 彼の 財産 も 子孫 も、 彼を 益す る ことはなかった。 
それら は 彼に アッ ラーの 懲罰が 降り かかっ た 時、 
彼に 何も もたらさないで あろう。 

えが 皮は 燃え上がる 地獄の 業火に 入る ことにな ろ 
う。 そ して 棘を 携えて やって来 ては、 預言者 (彼に 
アッ ラーから の 祝福と 平安 あれ) の 通 り 道に ばら 
撒いて 嫌がらせを していた 彼の 妻 も 同様で ある。 

5 彼女の 首には 非常に 粗い 繊維で 出来た、 堅くな 
われた 紐が 巻きつけ られ る。 そ して それでもって 
地獄の 業火へ と 引き上げられ、 更には その 最下 層 
へと 放り込まれる だ。 


(アル ニイ フ ラース 章） 


1 使徒よ、 言う の だ。 け^れ こそは その 神性と 主 性 
と、 美名と 属性に おいて 唯一で あられる アツ ラ 
一。 そこに おいてい かなる もの も、 かれの 権威を 
分かち合 うこ とはない。 

2 アツ ラー こそは、 あらゆる 必要の 解消 や 希望の 
実現に おいて、 唯一 依拠され る 御 ホ。 

3 かれに は 子供 も 親 もな く、 共同者 もい か、。 

4 そ して その 創造と 美ぶ と 属性、 その 御 業に おい 
て、 何もの も かれに 類似 したり 相似 したりす る も 
のはない。 かれ は 祝福 に 溢れ、 至高 かつ 神聖な 御 
方で ある。」 
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(アル = ファ ラク 章) 


1 使徒よ、 言う の だ。 「黎明の 主に ご 加護を たう。 

2 あらゆる 被 造 物の 悪と、 その 被害から。 

3 S の 帳が 下 り、 闇と その 悪と 害が にがった 時の、 闇夜の 悪から。 

4 そして 魔術の ために 結び目を 作り、 そこに 息を 吹き込む 女 魔術師の 悪から。 

5 そして アッ ラーが 人に 与えられた 何ら かの 恩恵 ゆえに その 者を 憎み、 嫉妬して その 消滅と 
災いが 降り かかる こと を 望む 者の 悪から。」 


人々 章 

(アン ニ ナース 章） 


1 使徒よ、 言う の だ。 「人間の 主に、 ご 加護を たう。 かれ こそは 唯一、 シャイ ターンの 誘惑を 無 
に 帰される 御 方。 

2 そして かれ こそは 人間の 王。 かれは 人間の 諸事を 思いのままに 操られる 御 方。 そして 人間 
のこと など、 必要と も されない 御 方。 

3 そして かれが 外には 真に 崇拝すべき ものの ない、 人間の 神。 

4 不注意の 状態に ある 時に 人間に 曝き かけ、 アッ ラーを 想起した 際には 素早く 身を 隠す シャ 
イタ ーンの 害悪 か ら （ご 加護を たう）。 

5( シャイ ターンは) 人間の 胸裏に 悪と 疑念を 広める。 

6 ジンと 人間から なる シャイ ターンから （ご 加護を たう）。」 













ムス リ ムの 人生に おける 
重要な 質問 

( I ~ ) ムス リ ムは どこから 信仰 教義を 得る のです か？ ムス リ ムは その 信仰 教義を アッ 

ラーの 書け ルアー バ と、 教えの た 達に おいて 私欲に 傾く ことの 無い、 かれの 預言者 
鑛の 真正 スン ナ (彼の 言行録） から 得ます。 "それは かれに 下された、 啓示に 他なら な 
い。" 【53:4】 そして これら 二つの 源泉は、 サ ハーバ (教 友たち） と 廉直で ある 先人た 
ちの 理解に 基づいて 理解され るべき です。 

C 2 — ) 宗教と しての イス ラームには、 いくつの 段階が あるので すか？ 宗教と しての イスラ 

ーム には、 三つの 段階が 存在し また それらは イス ラーム、 イー マーン、 そして イ フサ 
ーン です。 

、 3 ~ ) 「イス ラーム」 と は 何です か？ それには いく つの 基礎が あるので すか？ イス ラーム 

とは： タウ ヒー ド （アッ ラーの 唯一 性） を 信じる ことによ る アッ ラーへの 服従、 かれに 
従順す る ことによ る かれの 命令への 服従、 また あらゆる 種類の 多 神 崇拝と 偶像崇拝、 
及び それら を 行なう 者た ちの 忌避と 破棄です。 イス ラーム の 基礎 旭） に は 五つ あり、 
それらは 次の た 承で、 預言者* により 言及され ています。 "イス ラームは 五つの （柱 
の） 上に 築かれて います: アッ ラーを おいて 他に 崇拝され るべき ものは 何も 存在せ ず、 
ム ハン マ ドは ア ッ ラーの 使徒で ある （「ラー •イ ラー ハ •イツ ラッ ラー、 ムハンマド ゥ 
ッラ スール ッ ラー」） と 証言し、 サ ラート けけ 手） を 遵守 し、 ザ カート （義務の 喜捨） を 施 
し ハ ッジ （マッカへの 巡礼） を 行ない、 ラマ ダーン 月に 斎戒を する ことで た" （アル 
ニブ ハー リーと ムス リ ム 収録） 

C 厂つ 「イー マーン」 とは 何です か？ それには いくつの 基礎が あるので すか？ イー マーン 
とは： 心と 言葉の 双方に よる 信仰と 確信、 及び それに 基づいた 人間の 身体に よる 行動 
です。 イ ー マーンは 善行す る ことにより 増加 し、 罪を 犯す こ とに より 減少 します。 アッ 
ラー 德は 仰せられ ま した。 "彼らの 信ん の 上に 信ん を 加えられる。" 【48:4】 

また 預言者 鑛は 仰せられ ま した。 "イー マーンは 七十 数個の 分科を 有する。 最上 
の ものは、 アッ ラーを おいて 他に 崇拝され る 権利を 有する 者は 無い （ラー .イラ ー 
ハ. イッ ラッ ラー）、 と 述べる ことで あり、 最下の ものは、 道の 障害物を 取り除く こと 
である。 そして 羞恥心は イー マーンの 分科で ある。" （ムス リム 収録） 

この 事実を 証明す る ものの 一つと して、 ラマ ダーン や ハ ッジな どの 善行の 折に ム 
スリ ムが 感じる 熱意と、 一方で ムス リ ムが 罪を 犯した 時に 感じる 怠慢 さが 挙げられ ま 
す。 アッ ラー 纔は 仰せられました。 "本当に 善行は、 悪行を 消滅させる。 【11:114】 

そして 次の 預言者 集の ハ ディースで 述べられて いるよう に、 イー マーンには 六つの 
基礎が あります。 "イー マーンとは アッ ラー、 かれの 諸 天使、 かれの 諸 啓 典、 かれの 諸 
使徒、 審判の 日、 カ ダル 輝 命） とそれ が もたらす 善と悪を 信じる ことで ある。" （アル 
ニブ ハー リーと ムス リ ム 収録） 

(5 ) 「ラー- イラ ー ハ •イ ッラッ ラー」 という 文句の 意味は 何です か？ これは、 アッ ラー 

淚 K 外の いかなる ものへの 崇拝 も 否定し、 アッ ラー 聽 のみが 崇拝に 値する ことを 証言 
する こ とです。 

〔6 ) 復活の 日に 救われる 宗派は どれです か？ 預言者 鑛は 言われました。 "私の ウン マ （ 

国家） はの の 宗派に 分かん それら の 内の 一つ 外は 全て 火獄へ と 行く だろう。" 彼の 
教 友が 尋ねました。 "アッ ラーの 使徒よ、 その 一つとは 何です か？" 彼は こう 答え ま 
した。 "私と 私の 教 友たち の 道に 従う 者た" （アッ ニ ティル ミズ ィーと アハ マド 収 
録） 

それゆえ 真実で あ り 正しい 道とは、 預言者 鑛と 彼の 教 友たち の 模範に 従 うこと なの 
です。 従って 審判の 日 に 救われる こと を 望み、 自 己の 所業を ア ッ ラー 淚 によって 受け 
入れられる ことを 願う 者は、 預言者* と 彼の 教 友たち の 道に 厳密に 従い、 あらゆる 宗 
教 上の 刷新を 避けねば なら ない のです。 




~ T ~~) アッ ラーは 私たちと 共に おられる のです か？ アッ ラーは かれの 完全なる 知識、 聴 
覚 、視覚、 かれの 御 加護、 ろかの 絶対的 理解、 かれの 全能 性と 御 力と かれの 神意に より、 
我々 と 共に 居られます。 しかし アッラ ー御自 身は かれの 創造の 一部な どでは なく、 か 
れの 創造物が かれを 包含す るな どと いうよう な こと も あり ません。 

召-^ ア ッ ラーを 物理的に 見る こと は 出来ます か？ ムス リ ム 学者たち は、 ア ッ ラーが 現世 
において 物理的に 見る ことは 出来ない という ことに 関し 見解を 一致 させて います。 
しかし 復活の 日、 そして 楽園に おいて、 信仰者たち はかれを 物理的に 見る ことが 出来 
るよう になります。 ア ッラ ー渡は 仰せられ ま した。 "その 日 、ある 者たち の 顔は (美し 
く、 明々 と） 輝き、 彼らの 主を、 仰ぎ見る。" 【75:22 づ 3】 

9 ) アッ ラーの 御ぶ の 数々 と 、その 性質を 知 る こと の 利益は 何です か？ アッ ラーが 人々 

にがして 最初に 義務付けた ことは、 ア ッ ラー 聽を知 る こと です。 人々 がア ッ ラーを 正 
しく 知る ことが 出来れば、 人々 はかれが 捧げ られ るに ふさわし レ 、崇拝 行為 を 行うよう 
になる でしょ う。 アッ ラー 嫉は 仰せられました。 "だから 知れ。 アッ ラーの 他に 神は な 
いこと を。 そして あなたの 罪過に 対し 御赦 しを たえ。" 【47:19】 

アッ ラー 淚の 広大なる 御 慈悲を 思い起こす ことは 人に 希望を 与え、 また かれに 対す 
る 不服従に 対する かれの 厳格な 罰を 思い出す ことは 畏敬の 念を 引き起こ しそして か 
れが 賜物を お授けになる 根源で ある その 属性を 認知す る こと は 感謝の 気持ちを 生み 
出します。 従って、 アッ ラー 渡の 御 《と 属性に よって かれを 崇拝 するとい うことの 意 
かとは、 人々 が それら を 適格に 学び、 それら の 意味を 理解し、 そ して それを 履行す る こ 
と なのです。 

ある 人に 知識、 慈悲、 公正 さな どの 特徴を 見出す ことが 出来れば、 それは 称賛に 値 
します が、 沖 も 威圧、, I 喬慢 さな どの 人間には 非難され るべき 特徴 も ありま もまた 隸 
従、 欠乏、 慎まし さ、 懇願な じ その他 それらに 類似した、 人間が 探求し 習得す る ことを 
命じられ ている 称賛され るべき 特徴 もあります が、 アッ ラー 嫉に それらを 結び付ける 
ことは 許されません 。アッ ラーに 最も 愛される 人間とは、 かれの 愛する 特徴を 備える 
者で あり、 アッ ラーが 最も 嫌悪す る 者とは、 かれの 厭われる 特徴を 備える 者な のです。 
了 ッ ラー 藤は 仰せられ ま した。 "最も 美しい 全ての 御ぶ はア ッ ラーに 属する。 それで 
これら （の 御名） で、 かれを 呼びなさい。" 【7:180】 

また 預言者 鑛は 言われました。 "アッ ラーには 九十 九、 即ち 百から 一を 引いた 御ぶ 
が あり、 それら を 記憶す る 者は 楽園 に 入る だろう。" げル = ブ ハー リーと ムス リム 収 
録） 

誰で あれ、 ク ルアー ンと 真正の スン ナを 研究す る 者は、 が 下に 記された それらの 美 
《を 記憶す るでしょう。 

► アッ = ラフ マーン （慈悲 深き 者）、 ►アッ ニ ラ ヒー ム （慈愛 あまね き 者）、 ►アル ニ マ 
リク （王、 主権者）、 ►アル = クッ ドゥー ス （最も 神聖で 高位）、 ►アッ = サラーム （平を 
と 祝福、 平安と 安ん を 与える 者)、 ►アル ニ ムウ ミ ン (信仰を 守る 者)、 ►アル ニム ハイ 
ミン （保護者、 守護 者、 常に 見て いる 者）、 ►アル ニア ズ ィーズ (全能者）、 ►アル ニジャ 
ッ バール （制圧 者）、 ►アル =ム タカ ッ ビル (偉大な、 至大なる、 尊い 者）、 ►アル = ハー 
リク （創造者)、 ►アル ニ バー リ ウ （創造ち 無の 状態から 創造す る 者)、 ►アル ニム サッ 
ウィル （造形 者、 形を 与える 者)、 ►アル ニア ウワル (最初の）、 ►アル ニア ー ヒル (最後 
の）、 ►アッ ニ ザ ー ヒル （巧 白な、 勝利者)、 ►アル ニ バー ティン 嶋 された、 内的が、 ►ア 
ッ= サミー ウ （全 聴 者)、 ►アル = バス ィー ル (全視 者)、 ►アル ニ マウラー （守護、 後援、 
援助 者） 、►アン =ナ スィ ー ル (救援 者） 、►アル ニア フウ （赦す 者、 罪を 抹消す る 者）、 ► 
アル ニ カディ ー ル （全能者） 、►アッ ニ ラティーフ （優しい）、 ►アル = ハ ビール （全知 
者）、 ►アル = ウィ トル （唯一の） 、►アル ニ ジャミ ー ル （美 しい） 、►アル ニ ハイ イユ （慎 
み 深い）、 ►アッ = スィ ッ ティール （隠蔽す る 者）、 ►アル = カ ビール （偉大な）、 ►アル 
= ムタ アール （至高の、 他を 超越した）、 ►アル ニ ワーヒ ドウ （唯一なる）、 ►アル ニ カッ 
ハール 她服 者）、 ►アル ニ ハック 镇 実、 真郵 、►アル ニム ビーン （巧 白）、 ►アル = カウ 
ィー （最も 強力が、 ►アル ニ マティ ーン （堅固、 強い、 不動）、 ►アル = ハ イユげ 死）、 ► 
アル = カイユ ーム （自存す る、 他を 必要と しない）、 ►アル = アリー （至高なる）、 ►ア 
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ル = アズ ィー ム （偉大な、 絶大なる）、 ►アッ = シャクール (感謝す る）、 ►アル = ハリー 
ム 傭大 なる、 辛抱強い）、 ►アル = ワース ィウ （広大 無限な、 包括す る）、 ►アル = アリ 
ーム （全知の、 全てを 知る）、 ►アッ =タ ウワー ブ (度々 容赦す る）、 ►アル = ハキーム （賢 
レ、、 敦智 ある）、 ►アル =ガ ニー （豊かな、 富める）、 ►アル = カリ ーム （寛大なる）、 ►アル 
=ア ハ ドゥ （唯一なる、 唯一無二の）、 ►アッ =サ マ ドゥ （永続す る、 永遠なる）、 ►アル = 
カ リーブ (最も 近い）、 ►アル =ム ジーブ (答える 者)、 ►アル =ガ フール (容赦す る）、 ►ア 
ル = ワ ドゥー ドゥ （愛する）、 ►アル = ワリー (保護、 後見、 協力者) 、►アル = ハ ミー ドゥ 
(称賛され る）、 ►アル = ハフ ィーズ (保持す る、 護る）、 ►アル = マ ジー ドゥ （荘厳なる、 
栄誉 ある）、 ►アル = ファ ッ ターフ （開示す る、 裁決す る、 勝利を 与える）、 ►アッ = シャ 
ヒー ドゥ ほ 撃 者、 証言 者)、 ►アル =ム カ ッ ディ ム (促進させる、 前進させる）、 ►アル = 
ムアッ ヒル (遅延させる、 延期す る）、 ►アル = マー リク （所有者、 支配者)、 ►アル = ムク 
タディ ル雕威 ある、 権能を 持づ 、►アル = ムサ ッイ ル (価値を 決定す る 者）、 ►アル = 
カー ビ ドゥ （抑制す る、 制限す る）、 ►アル = バー スィ トゥ （気前の 良い、 惜しみな く 与 
える、 雅量の ある）、 ►アッ = ラーズ ィク （糧を 与える、 供給者)、 ►アル = カー ヒル ほ 配 
的な、 抵抗の 出来ない）、 ►アッ = ダイヤー ン (清算 者)、 ►アッ = シャー キル (感謝す る、 
善行を 報奨す る 者)、 ►アル = マン ナーン 爛 切な、 後援者)、 ►アル = カー ディル (万能、 
全能）、 ►ア ル = ハ ッ ラー ク （創造者）、 ►ア ル = マリク （主、 支配者） 、►アッ = ラ ッザー 
ク （供給 も 扶養者)、 ►アル =ワ キール (代理 も 信頼 出来る）、 ►アッ = ラ キー ブ艦視 
者）、 ►アル =ム フス ィン （卓越した、 善い）、 ►アル = ハ スィーブ （正しく 計算す る、 決算 
する）、 ►アッ = シャーフィー (治癒 者、 健康を 与える ） 、►アッ = ラフ ィー ク （優しい、 仲 
間、 お、 ►アル = ムゥ ティー （与える、 授ける）、 ►アル = ムキー トゥ （養う、 育成す る）、 ► 
アッ =サ イイ ドゥ ほ 配 者、 高潔が、 ►アッ = タイ イブ 儀い、 純粋が、 ►アル = ハ カム 
(審判を 主権を 立法者) 、►アル = ア クラム （最も 高潔な、 親切が、 ►アル = バッル (最 
も 優しい、 公正が、 ►アル = ガッ ファール (最も 良く 赦 が、 ►アッ = ラウーフ （最も 情 
け 深い、 同情 的が、 ►アル = ワッハ ーブ (与える、 授ける）、 ►アル = ジャウ ワー ドゥ 傭 
贈 者、 善を 与える）、 ►アッ = スッ ブーフ （栄光 的な）、 ►アル =ワ ー リスけ 目 続 者、 全てを 
相続す る）、 ►アッ = ラッブ (主、 支配者)、 ►アル =ア ァラー （至高が、 ►アル = イラ ー フ 
(全ての 崇拝に 値する 者)。 

アッ ラーの 御名と かれの 属性の 違いは 何です か？ アッ ラーの 御名と かれの 属性 
は 共に、 それらに よっ て 御 加護を ホめ たり、 宣誓を したりす る こと が 許さ れ ますが、 
その 二つの 間には いくつかの 重要な 違いが あります。 な 下は その 一部です。 1 •ア 
ッ ラーの 御ぶ の 内の 一つで もって かれに ネ斤 願を した り、 かれの 御ぶ の 一つに 「•••の 
しもべ」 という 語を 付け加えて 人名と したり する のは 許され ますが、 これらを かれ 
の 属性を もって そうする こと は 許されません。 それゆえ、 アブ ド- アル = カリ ー ム （ 
最も 寛大なる 者の しもべ） と 命名す る ことは 可能です が、 アブ ド- アル = カラム （寛 
大の しもべ） と 《付ける ことは 出来ません。 また、 「最も 寛大 （カリーム） なる 者よ！」 
とネ斤 願す る ことは 許され ますが、 「おお、 アッ ラーの カラム 傭が よ！」 とネ 斤る こと 
は 認め られ ません。 2. 人が アッ ラーの 御名から その 属性を 引 き 出す こと は 可能で 
すが、 かれの 属性から ぶを 引き出す こと は 出来ません。 従って、 かれの 御ぶ 「アッ = 
ラ フ マーン」 （慈悲 深き 者） の 属性で ある 「ラフ マ」 爐悲） の 属性を 導き 出す こと は 出 
来ても、 かれの 属性で ある 「アル = イス ティ ワ ー」 （高き に 構える） から 「アル = ムス 
タウ ィー」 偏き に 構える 者） という 《を 導き出す ことは 出来ません。 3. アッ ラーの 
行為から その美ぶ を 引き出す ことは 出来ません。 従って アッ ラーが お怒りに なると 
いう 事実から、 アッ ラーの 御名の 一つが アル = ガーデ ィブ (怒った 者） である、 と 主 
張す る ことは 出来ません。 しかし かれの 行為に よって 属性を 導き出す ことは 可能な 
為、 かれが お怒りになる 事実から、 アッ ラーの 属性の 一つに ガ ダブ (怒り） が ある こ 
と を 肯定す る こと は 可能です。 

TTl 諸 天使を 信じる とは、 どういう ことです か？ 諸 天使を 信じる こととは、 彼らの 存 
在を 確信す る こと、 そして アッ ラー 淚が 彼らを 創造した のは かれを 崇拝させる ため 
であり、 かれの 命令に 従 うため である、 と 信じる こと です。 かれは 仰せられ ま した。 

"彼らは 栄誉 ある しもべで ある。 彼らは、 かれよ り 先に 告げる こ ともなく、 また かれ 


の 命令に 基づいて 行動す る だけで ある。" 【21: 26 づ 7】 

諸 天使を 信じる ことには K 下の 物事が 含まれます。 し 彼らの 存在を 信じる こ 
と。 2. ジブリールげ ブリエ ル） など、 その 《前が 知られて いる 者 達を 信じる こと。 
3. 彼らの 強大な 創造と いった 属性な ど、 私たちに 知らされ ている こと を 信じる こ 
と。 ん 私たちに 知らされ ている 内の もので、 死の 天使と いったよ うな、 彼らに 与えら 
れ ている 特定の 任務 や 活動を 信じる こと。 

C 巧 一） 「ク ルアー ン」 と は 何です か？ ク ルアー ン とはア ツ ラー 滤の 御言 葉で あ り、 その 朗誦 

は 崇拝 行為の 一つです。 アツ ラーは 実際に その 通りの 文字と 発音で お 話に なった ので 
あり、 ジブリール (鱗 0 がかれ から それを 聞き、 預言者 ム ハン マ ド鑛 へと 伝達した ので 
す。 同様に、 全ての 啓 典は ア ツ ラーの 御言 葉です。 

〔13 ) 私たちに は 預言者 ムハンマド 鑛の スン ナ 無しで も、 ク ルアー ン だけ で 十分な のでし よ 
うか？ 私たちは ク ルアー ン において、 預言者 鑛の スン ナに 従うよ う 命じられ ている 
ため、 そのような ことは 不可能です 。アツ ラーは 仰せられました。 "ま た 使徒が あな 
た ホに 与える 物は これを 受け、 あなた ホに 禁じる 物は、 避けなさい。" 【5:97】 

スン ナと はク ルアー ンを 説明す る ものと して 使徒に 啓示され たので あり、 ス ンナ無 
し では 私たち は 礼拝 や 斎戒な ど、 宗教の 詳細を 知 る ことが 出来ません。 預言者 鑛は言 
われました。 "実に、 私は ク ルアー ン と、 それと 共に 同様の もの （スン ナ） を 授かった。 
実に、 ソファーに もたれた 満腹の 男が こ う 言う （日 が やがて 来る） こと が 恐れられ てい 
る。 「この ク ルアー ン のみに 依拠し なさ レ、。 この 中から 見出される 合法な ものの みを 
合法と し、 その 中から 見出される 不法な ものの みを 不法と しなさい。」" （ア ハマ ドと 
アブー. ダー ウー ド 収録） 

C 江 0 諸 使徒を 信じる とは、 どういう ことです か？ 諸 使徒を 信じる こととは、 アツ ラーが 全 

ての 民に、 その 中 嘯 族、 国家 等） から 諸 使徒を 遣わし 彼らに 対して アツ ラーの みの 崇 
拝と、 偶像崇拝 やア ツ ラー K 外の も のへの 崇拝の 破棄を 呼びかけた という こと を 確信 
する ことです。 

ま た 彼ら は 皆 誠実で、 信頼で き、 正しく 導かれ、 高潔、 公正、 従順、 敬虔、 正直た 他者 
を 正 しい 道へ と 導いた と レ、 うこと を 信じる こと です。 

同時に、 全ての 神の 使徒たち はメ ツ セージを 伝道す る 任務を 全う し 彼らは 創造の 
中で も 最良で あり、 彼らは 生まれてから 死ぬ まで 一度 もアツ ラーに 対する シルク （項 
目 番号 41 参照） を 犯 さなかった ことを 信じる ことなの です。 

C 15^ 最後の 日を 信じる とは、 どういう ことです か？ 最後の 日を 信じる という ことは、 本 
当に 最後の 日が 来る こと を 確信し 墓場での 試練、 そこでの 安楽と 懲罰、 ラ ツ パが 吹か 
れる こと、 全ての 人類が 主の 御前に 立つ こと、 彼らの 所業が 記された 帳簿の 開示、 （所 
業を 量る） 天 巧の 設置、 （乂獄 の 上に 架かる、 誰もが 渡らねば ならない) 橋の 存也 頒言 
者鑛の 追従 者が そこから 飲む ことになる） 水飲み 場の 存在、 （預言者！ が 創造物と 彼の 
共同体に 対して 行な う） 執り成し そ して 楽園 か 乂獄の どちら かへ 入る こと 等の、 死後 
の 出来事を 全て 信 じる こと です。 

〔16 ) 復活の 日 に 行なわれる 執り 成しの 種類と は 何です か？ 復活の 日 の 執り 成しには 多 
数の 種類が あり、 その 最も 壮大な ものと して、 全ての 人々 が 審判を 受ける ため、 五 万年 
もの 年数を 立ちが く して 待つ 時に 行なわれる、 大 執り成しが 存在し ます。 

この 執り成しに おいて、 預言者 ム ハン マ ド鑛は 彼らの 為に アツ ラーに 対して 審判を 
開始す るよう、 求めます。 この 執り成しは、 私たちの 指導者で ある 預言者 ムハンマド 鑛 
のみが 授けられた 特権で あり 、彼は そのこと を狗 束され ている のです。 

第二の 種類の 執り成しと は、 楽園の 扉が 開かれる という ものです。 その 扉が 開かれ 
るよう、 最初に 求める のが 私たちの 預言者 ム ハン マ ド鑛 であり、 彼が 最初に そこに 入り 
ます。 そして そこへ 最初に 入る 共同体が、 彼の 共同体な のです。 

第 S の 種類とは、 乂獄 へと 連れて行かれ るよう 命じられ ている 特定の 人々 のた め 
に、 彼らが そこへ 入らない よう にす る 執り成しです。 



第 四の 種類とは、 業火に 入った 不服従な 一神教 徒の ため、 彼らが そこから 救い出さ 
れ るよう にす る 執り成しです。 

第五の 種類とは、 楽園の 特定の 人々 の 位階を 上げる ための 執り成しです。 

第兰 、第 四、 第五の 種類の 執り成しは、 私たちの 預言者 ム ハン マ ド鑛に 限定され たも 
のではありません が、 彼が 誰より も 優先され て それらを 授けられる ことになる 御 ホで 
す。 彼に 追従す るのは、 他の 預言者たち、 諸 天使、 正義の 人々、 そして 滴教 者たち です。 

第 六の 種類とは、 一定の 人々 が 審判 さ れ ずに 楽園へ 入る ようた めの 執り成 しです。 

第 七の 種類とは、 特定の 不信仰 者たち の (乂獄 においての) 懲罰を 減らす ための 執り 
成しです。 具体的には、 これは 私たちの 預言者 鑛の 叔父、 アブー. ター リブに 対する も 
のです。 

また アツ ラーの 恩寵と 御 慈悲に より、 一神教げ ウ ヒーの を 信じて 死んで いった、 
アツ ラーの みが ご存知で ある、 執り成しを されなかった 無数の 人々 もまた 業火から 取 
り 出される こと を 命じられ、 楽園に 入れられます。 
m まだ 生きて いる 人々 に対して、 彼らの 援助と 執り成しを 求める こと は 認められます 
か？ はい、 それは 認められます。 イス ラームでは ムス リ ムが 他者を 助ける ことが 推 
奨 されて います。 アツ ラーは 仰せられました。 "そして 正義と 篤信の ために 助け合っ 
て、 信仰を 深めなさい/’ 【5:2】 

預言者 鑛は 言われました。 "ムス リ ムが 彼の 兄弟を 助ける 限り、 アツ ラーは 彼を お 
助けになる でしよう。" （ムス リム 収録） 

執り成し に関する 報奨とは とても 大きな ものです。 執り成しの 意 巧す る ところは、 
ある 者が 仲裁人と して 関わる こと です。 アツ ラーは 仰せられ ま した。 "善い 勸告で 執 
り 成す 者には、 それに 相応す る 分け前が あろう。" 【4:85】 

また 預言者 鑛は 言われ ま した。 "執り成しを すれば、 あなたには 報奨が あるで しょ 
う。" （アル =ブ ハー リ ー 収録） 

しかしながら、 この類の 執り成しが 認められる ためには、 特定の 条件を 満たさな け 
れば なりません。 1) 執り成しを 行う 人物は 生存して いる 者で なければ なりません。 死 
者には 自身を 助ける 力は も とより 、他者を 助ける こと など 出来ない からです。 2) 執り 
成しの 際に 使われる 言語は、 その 意味が 理解 出来る もので なければ なりません。 3) 執 
り 成しを 行う 人物は 実在して いなければ なり ません。 が 求められる 事柄は、 執り成し 
を 行う 者の 能力 範囲 内で なければ なりません。 5) それは 現世 的 事柄に 限られて いなけ 
れば なりません。 がそれ は 有害では ない、 認可され る 事柄に 限定され ていなければ な 
り ません。 

C m 「タワ ツ スル」 （アツ ラ ーへ 近づく 手段） に は 何 種類 あるので すか？ タワ ツ スルには 
認可され る もの、 認可され ない ものの 二種 類が あり ます。 認可され る 類の タワ ツ スル 
には、 次の 兰 つの 形態が 存在し ます。 1) アツ ラーの 御ぶ と 属性に 言及 しつつ が 願す 
る。 の 洞猜に 閉じ込められた S 人 1 が 行なった ように、 自らの 善行に 言及しつつ アツラ 
一に ネ斤 願す る。 3) が 願が 受け入れられる ことが 望まれる、 存命中の 敬虔な ムス リ ムに 
ネ斤 願を 依頼す る。 

認可され ない 類の タワ ツ スルには、 次の 二つの 形態が あります。 1) 預言者 鑛の 「ジ 
ヤー フ」 （位階)、 または 「ワ リづ 煙ん あるいは 敬虔な 人物） において 、アツ ラーに 対 
して 次の ような ネ斤 願を する こと。 「アツ ラーよ、 私 は 預言者 鑛の 位階、 または フセイン 
峻> の 地位 において、 あなたに… を 求めます。」 預言者 鑛 、また は 敬虔 な 者の 位階が、 アツ 
ラーの 御 許で 偉大で ある ことに 疑いの 余地はありません。 それに も 関わらず 、熱ん に 
あらゆる 善行 をん から 探求して いた 教友 たちは、 預言者 鑛の 墓廟が 身近に 存在す る 中 
で、 干 ばつに 苦しんで いた 時で も 預言者 鑛 において アツ ラーへの タワ ッ スルを 求める 


1 訳者 注： 洞窟で 休息して いる 時に その 入り 口が 岩で 塞がって 閉まった 3 人の 話の こと。 彼らは 過ちに 自らが 行っ 
た 善行に 言及しつつ アッ ラーに 救助を ネ斤 願し そして それは 受け入れられました。 


こと はあり ませんで した。 む しろ 彼ら はア ル = ア ツバ^ ー ス 4 & (彼は その 干 ばつ 時、 存命 
中で しがに 抑 顧を 依頼す る ことにより、 タワ ツ スルを ホめ ていたの です。 1 2) 「アツ 
ラーよ、 アブ ドウ ル = カー デイル. アル = ジー ラー ニー * 2 3 にかけ て あなたに ホめ ます」 
もしく は 「預言者 ム ハン マ ド* の 権利に かけて」 という 風に、 預言者 鑛 、または ワリー 
(聖人、 もしく は 敬虔な 人） と 呼ばれる 人物の ぶ にかけ る ことによって 、アツ ラーに 対 
して ネ斤 願す る こと は 合法では あり ません。 被 創造物の ぶ にかけ て 3 別の 被 創造物の 為 
に 誓う こと は 認可 されない からです。 また、 被 創造物 の 《において アツラ ーへ 懇願す 
る 行為は さら に 重大な 禁止 行為です。 更に、 ア ツ ラーに 対して 従順で ある 者が、 アツラ 
一に 対して 人々 への 何ら かの 権利を 有する 訳では ない のです。 

WJ 死者、 もしく は 不在す る 者から 何 かを ホめ る こと に対する 裁定は 何です か？ 祈願 行 
為とは、 アツ ラーの みが その 権利を 有する 崇拝 行為で あるた め、 死者 や 不在す る 者 か 
ら何 かを ホめ る ことは シルク （項目 番号 41 参照） と 見なされます。 アツ ラー 源は 仰せら 
れま した。 "だが 彼らが、 かれを さしおいて 祈る ものたち は、 キト ミール 4 さえ どうす 
る こ とも 出来ない。 あなた 方が 彼らに 祈っても、 あなた 方の 祈り を 聞かず、 聞いた とし 
て も あなた 方に 答えは しない。 審判の 日 に 彼らは あなた 方が (彼らを 主に） 配した こと 
さえ 否認し よう。 全知なる 御 方の ように、 镇 実を） あなたに 知らせ 得る 者は ない ので 
ある。，， 【35:13-14】 

また、 預言者 鑛は 言われて います。 "誰で あん アツ ラーに 並べて 同位 者に 祈願し な 
がら 死ぬ 者は、 業火に 入れられる でしょ う。" （アル =ブ ハーリー 収録） 

死者は、 彼ら 自身が 生者の 祈願を 必要と しています。 それな のに、 どう して 存命中 
の 者が 死者に 対 して 祈願す る ことが 出来る でしょう か。 死者は、 生者が 彼 ら のために 
行なう 祈願た あるいは 彼ら 自身が 生前 行って 未だ その 善行が 持続して いるよう な 行 
為の 報奨を 受ける こと 等が 外には、 既に どんな 行為を する こと も、 報奨を 受ける こと 
も 出来ない のです。 善行す る こと が 可能な のは 生者の みなので す 5 。 誰かが 祈願を す 
る 際、 死者は それにより 歓喜し ます。 一体 彼ら 自身が それらを 必要と している ので あ 
れば 、いかにして 彼らが それを 要 ホされ るので しょ うか？ 

また 不在 者に 対しての 祈願に 関しては、 彼が それらの 要求を 聞く ことが 出来ない 
のに、 なぜ それらに 答える こ とが 可能で しょ うか？ 

2〇 楽園と 乂獄 は、 今 存在して いるので すか？ はい、 それらは 存在して います。 楽園と 乂 
獄は 共に、 人類が 創ら れる 前に アツ ラーに よって 創造され ました。 楽園と 乂獄は 永遠 
なる もので あり、 それらが 無く なること はない ので も かれの 御 慈悲に より、 人々 がそ 
こへ 入る よう 楽園は 創ら れ 、また かれの 正義に より 人々 がそ こへ 入る よう、 乂獄が 創 
られ たのです。 そ して 全ての 人々 は、 創造され た 目 的へ と 進んで 行く のです 6 。 

カ ダル （運命） を 信じる とは、 どういう こと です か？ それは、 全ての 善と 悪は アツ 
ラーに よる 定めで あ り、 アツ ラーは どんな ことで あれ、 かれが 御望み である ことを 
実行す る という、 確固と した 肯定の こと です。 預言者 鑛は 言われ ま した。 "もしも 
アッ ラーが 楽園と 地上の 住人を 罰する こと を 御望み であれば、 かれは そのよう に 


1 アル =ブ ハーリーの 伝承に おける、 ウマル 秦 のが 下の 供述の ことです。 "アッ ラーよ ！ 我 々は （預言者 ム ハン マ 
ドが 生きて いた 頃） 彼に よる タワ ッ スルを ホめ、 あなたは 我々 の 上に 雨を 恵まれた。 今、 我々 は あなたへの 手段と 
して 預言者の 叔父の タワ ッ スルを ホめ ます。 それ 故 我々 に 雨の お恵みを！" 

2 アブ ドウ ル = カー デイルの みならず、 他の 誰の 場合であって もそう です。 アブ ドウ ル = カー デイル . ジー ラー ニ 
一は、 その 敬虔 さに おいて 良く 知られて いた 学者でした。 

3 例えば、 「私の 母に かけて」 、あるいは 「星に かけて」 、あるいは 「私の 名誉に かけて」 と言う ことな どが 挙げら 
れ ます。 

4 アラビア 語で、 ナツメ ヤシの 実の 種の 周り について いる 薄い 膜状の 物質の ことを 意 ホし ます。 つまり、 この 上な く 
たあい もない 小さな 物事の こと を 指して います。 

5 これは、 ムス リ ム その他が 伝える 伝承に 関連して います。 "人が 死ぬ 時、 次の S つな 外、 彼の 所業は 断絶し ます。 

(その 死後 も） 継続的な 喜捨、 人々 を 益し 続ける 知識、 そして 彼のた めに 析 願し 続ける 廉直な 子で ある。" 

6 この 記述は 預言者 鑛 が、 なぜ 全ての 運命が 予め 定められて いるのに も 関わらず 善行を すべきう \ と 質問され た 際、 
次のように 答えられた ことに 基づいて います。 "善い ことを 行いな さ レ、。 なぜなら 全ての 物事は、 それが 創造 さ 
れた 通りの ことへ と 容易に 向かうよう になって いるから です。" 


される でしょう しかれは 彼らに 対し 不正を されない でしょ う。 また、 もしも かれ 
が 彼らに 対し 慈悲 深く ある こと を 御望み であれば、 かれの 御 慈悲は 彼らに とっ 
て、 彼らの 所業よ り も 更に 良い ものであるで しょう。 もしも あなたが、 ウフド 山 1 
ほ どの 量の 金を ア ツ ラーの 為に 費やした と しても、 あなたが カダル、 つまり 何で あ 
れ あなたに 起こった ことは 必ず 起こるべく して 起こった ので あり、 何で あれ 起こら 
なかった ことは、 必ず 起こらな いものと して 起こらなかった という こと を 信じない 
限り、 アツ ラーは それを お受け入れに ならない でしょ う。 も しも あなたが この こと 
を 信じない まま 死ぬ ので あれば、 あなたは 乂獄 へと 入る でしょう。" （ア ハマ ドと ア 
フー. クー ウー ド 収録 J 

カ ダルを 信 じる とは、 次の 四つを 信じる こと でち 1) アツ ラ ーが 全て を 御存知で 
あり、 その 全ての 詳細に 渡って 御存知で あると 信じる こと。 の アツ ラーが 天命の 書 
に それら の 全て を 既に 御 書き になって いる ことを 信じる こと。 預言者 鑛は こう 言わ 
れま した。 "ア ツ ラーは 様々 な 創造のを めを、 かれが 楽園と 乂獄を 創造され る 5 万 
年 前に 御 書きに なった のです。" （ムス リム 収録） 

3) アツ ラーが 御望み である ことは 必ず 起こ り、 それを 阻止す る ことは 不可能で あ 
り、 かれの 究極の 能力 を 無力 にす る こと は 誰に も 出来ない と 信じる こと です。 何で 
あれ ア ツ ラーが お望みに なった こと が 起きた ので あり 、かれが お望みに ならな かっ 
たこと は 一度 も 起きなかった のです。 

が アツ ラーが あらゆる ものの 創造者、 創始者で あ り、 アツ ラーが 外の あらゆる もの 
はかれの 創造物で ある と 信じる こと。 

密 D 人間には、 彼ら 自身の 能力、 欲求、 意志が あるので すか？ はい。 人間には 彼ら 自身 
の 意志、 欲求と 選択 能力 があります が、 それらが アツラ ー滤の 御意 志 か ら 外れる こ 
と はあり ません。 ア ツ ラーは 仰せられ ま した。 "だが ア ツ ラーの 御望み がない 限 
り、 あなた 方は これを 望む こと も 出来ない ので ある。" 【81:29】 

預言者 鑛は 言われ ま した。 "善い こと を 行いな さ レ、。 なぜなら 全ての 物事は、 それ 
が 創造され た 通りの ことへ と 容易に 向かうよう になって いるから です。" （アル ニ 
ブ ハーリーと ムス リ ム 収録） 

アツ ラーは 私たちが 善と悪の 判断が 出来る よう、 私たちに 知恵、 そして 聴覚と 視 
覚の 能力を お授けに なり ま した。 知性の ある 者が 盗みを 働いた 後に、 これは アツラ 
一の お授けに なった 能力に よって 盗んだ の だ、 と 主張す るで しょ うか？ もしそう し 
たので あれば、 誰も 彼を 許さないで しょ う。 彼は 処罰され、 人々 は 彼に こ う 言う でし 
ょう。 "アツ ラーは あなたに この 懲罰 も お授けに なった の だ。" ゆえに カダルを 言 
い 訳に 悪用す る こと は 認可され ません。 これは 不信仰に つながる のです。 アツ ラー 
聽は 仰せられ ま した。 "（ア ツ ラーが 外に 神々 を） 崇拝す る 者は 言 うであろう。 「ア 
ツ ラーが 御 好みに なられるならば、 私たちと 祖先 も （他の 神々 を） 崇めず、 また 何も 
禁じなかった であろ うに。」 このよう に 彼らが 前の 者 も、 われの 懲罰を 味わ うまでは 
(真理） を 信じなかった。" 【6:148】 

2〇 「イフ サーン」 とは 何です か？ 預言者 鑛は 言われました。 "それは、 あなたが まるで 
ア ツ ラーを 眼前に している かの よう にかれ を 崇拝す る こと です。 も しそれ が 出来な 
いので あっても、 かれは あなたを 見て いる こと を 知 りな さ レ、。，’ （アル =ブ ハーリー 
と ムス リ ム 収録） 

イフ サーンと は 宗教の 3 段階の 内、 最も 高い もの です。 

KD 善行が 認められる ための 条件とは 何です か？ その 条件は、 が 下の 通りです。 1) 
ア ツ ラーへの 信仰を 正 し、 タウ ヒー ドを 固持す る。 ア ツ ラーは シルク （項目 番号 41 参 
照） を 行なう 者の 行為を 御 認めには なりません。 のアツ ラーの ためだけ に 行なう 純 
粋な 意図。 3) 預言者 鑛のス ンナ (慣習） に 従う。 善行 も 預言者 鑛が 示した 通り の 方法で 
すべきで ある。 


1 マデイーナ 郊外に 位置す る 山の こと。 転じて 非常に 大きな ものの 事を 指して います。 


また 同様に アツ ラーを 崇拝す る こと においても、 宗教に おいて 明確に 制定され た 
これらの 方法に よ り 行わなければ なりません。 

そ して これらの 条件の 内の 一つで も 欠けて いれば、 その 行為は 認められ なくなり 
ます。 アツ ラーは 仰せられました。 "われは 彼らの （現世での） 行いに 報いて、 それ 
を 塵の よう に まき 散らす であろ ぅ。’’ 【25:23】 

ムス リ ム同 ± で 意見が 相違した 際には、 何を 参考に すべきで すか？ そのよう な 場 
合は アツ ラーの 書と 預言者 鑛の スン ナに 記されて いるよう に、 イス ラーム 法に 立ち 
返らねば なり ません。 ア ツ ラー 聽は 仰せられ ま した。 "あなた 方は 何事に 就いても 
異論が あれば、 アツ ラーと 終末の 日 を 信じる のなら、 これを ア ツ ラーと 使徒に 委ね 
なさい。’’ 【4:59】 

預言者 鑛は 言われ ま した。 "私は あなた 方に 二つの ものを 残し ま した。 これらに 
しっかり と 忠実で あれが あなた 方が 迷い 去る ことはないでしょう。 それは アツラ 
一の 書、 そ して かれの 預言者 鑛のス ンナ です。" （ア ハマ ド 収録） 

2〇 「タウ ヒー ド」 には、 何 種類 あるので すか？ タウ ヒー ドには S 種類、 あります。 1) 
タウ ヒー ド. アツ ニル ブービー ヤ： これは 創造、 供給、 生と 死を もたらす こと 等に お 
いて ア ツ ラーが 唯一で あり、 かれの 行為は 比類ない こと を 証言す る こと です。 預言 
者鑛の 時代の 不信仰 者たち は、 彼が 預言者 鑛 として 任命 される が 前から、 こ の 種の 夕 
ウ ヒー ドを 認識して いました。 の タウ ヒー ド. アル = ウル ー ヒー ヤ： これは 礼拝、 
誓い、 喜捨な どの あらゆる 崇拝 行為を、 アツ ラーの みに 向ける ことで たアツ ラーが 
諸 預言者、 諸 啓 典 を 御 下 しに なった のは、 この タウ ヒー ド を 確立す るた め です。 3) 夕 
ウ ヒー ド •ア ル ニア スマ ー. ワツ = スィフ アート： これは、 アツ ラーと かれの 預言 
者鑛 によって 言及され たアツ ラーの 美名と 至高なる 属性を、 それらの 意味を 歪曲し 
たり、 それらが 実際 上の 意味を 伴わない と したり、 また それらの 美名と 属性が いか 
なる もので あるかを 證索 したり、 あるいは かれを それらで もって 被 造 物に 類似 させ 
たり せずに 信仰す る こと です。 

2〇 「ワリー」 と は 何です か？ ワリーとは、 神を 強く 意識す る、 誠実で 敬虔な 信仰者の 
こと です。 ア ツ ラーは 仰せられ ま した。 "見な さ レ、。 ア ツ ラーの アウ リ ヤー （ワリ 
一の 複数形） に は 本当 に 恐れ もな く、 憂い もないで あろう。 彼ら は 信仰 し、 （アツ ラー 
を） 畏れて いた 者たち。，’ 【10:62-63】 

預言者 鑛は 言われ ま した。 "本当 に 私の ワリーとは、 アツ ラーと 誠実な 信仰者た 
ちな ので ある。，’ （アル ニブ ハーリーと ムス リム 収録） 

2〇 預言者 鑛の教 友たち に 対す る 私たち の 義務と は 何です か？ 私たち の教 友たち に 対 
する 義務とは、 彼ら を 敬愛 し 彼ら に 満足 し、 彼らに アツ ラー の 御 満悦が あるよう ネ斤 
り、 彼らに 対して 清い 感情を 持つ ことです。 私たちは 彼らの 悪口を 言わない ように 
ム がけ、 彼らの 美点と 徳を 称え、 彼らの 落ち度 や 彼らの 間に 発生した、 いかなる 靜い 
などに 触れる こと も 控えるべきな のです。 教 友たち は 無 謬ではなかった 為、 過ちを 
犯す こ とも ありま した。 しかしながら、 彼らは 彼らに とって 最善の 判断を したので 
も 彼らは それらの 選択に 関し もしも 正しかった ので あれば 二重の 報奨を 受け、 誤 
ったこと に関して も 一つの 報奨を 受ける のです。 1 

彼らは 的確な 判断を する こと を 心がけた 故に、 その 過ちは 赦 される のです。 彼ら 
の 無数の 美徳は、 彼らが 犯した であろう いかなる 誤りを も 凌ぎます。 預言者 鑛は言 
われ ま した。 "私の 教 友たち を 罵って はなら ない。 私の 魂が その 手に ある 御 方に か 
けて、 も しも あなた 方の 内の 誰かが ウフ ド 山 ほど も ある 金塊を 費やした と しても、 
(その 価値が 彼らに とっての ひと 捆み 、あるいは その 半分 程に も 匹敵し ないで しょ 
う。" （アル =ブ ハーリーと ムス リム 収録） 


1 これは アル =ブ ハーリーと ムス リ ム によって 報告され ている、 次の 伝承に 基づいて います。 “ も しも 裁判官が 最 
善を がく して 正しい と 思われる 判み を 下し それが 正しい ので あれが 彼は 二つの 報奨を 受けます。 そして 彼が 最 
善を がく して 正しい と 思われる 判 かを 下した 場合、 それが 例え 間違って いたと しても、 彼は 一つの 報奨を 受ける 
のです。" 


2〇 私たちは 使徒 鑛の 称賛に 関して、 アツ ラーが 定められた « 上に 誇張すべき でしょう 
か？ 預言者 ム ハン マ ド鑛が 全ての 創造に おいて 最良で あ り、 最も 高潔で あると い 
うこと に 疑いの 余地は あり ません。 それでも、 キリス ト 教徒が マリ アの 息子で ある 
イエス （顧 0 に対して 行なった よう に、 彼への 度を 過ぎた 称賛を 行う ことは、 預言者 
鑛 自身が そのこと を 私たちに 禁じられた 為、 認められません。 彼は 言われました。 " 
私は ただの アツ ラーの 僕で ある。 ゆえに キリス ト 教徒が マリアの 息子 （イエス） に 対 
して 行なった ような、 度を 過ぎた 称賛を 私に しては なりません。 だからこう 言いな 
さい。 「アツ ラーの 僕、 かれの 使徒…」 と。" （アル =ブ ハーリー 収録） 

30 ) 「神への 畏れ」 には、 何 種類 あるので すか？ 神への 畏れには 四 種類が 存在し ます。 
1) 第一は、 義務の ものです。 これは ア ツ ラーに 対する 畏れで あり、 ア ツ ラーへの 信仰 
は そもそも アツラ ーへの 絶対的 愛 と、 アツラ ーへの 絶対的 畏れ という 二つ に 基づい 
てい まもの 第二は、 大 シルク （シルク. アク バル: 項目 番号 41 参照） と 見なされる 畏 
れ です。 これは、 偶像崇拝 者に よって 崇められて いるよう な 様々 な 神からの 害を 畏 
れる ことです。 3) 第 S は、 シルクの 段階には 達して はいな くと も、 禁じられ ている も 
のです。 つま り 人々 への 畏れから 罪を 犯した り、 義務で ある 行為を 放棄した りする 
こ とです。 が 最後は、 オオカ ミ などの 野生動物から 感じる 自然な 畏れで あ り、 許され 
ている ものです。 

狂 こ） 「全面的 依拠」 には 何 種類 あるので すか？ 全面的 依拠には S 種類が 存在し ま 
す。 1) 第一は、 義務の ものです。 これは アツ ラーに 対する 全面的 依拠で あり、 全ての 
事柄に おいて かれに 依拠す る こと です。 例 として 挙げるならば、 アツ ラーが 善い こ 
とを もたらし 害を 阻まれる 御 方で ある ことに おいて 全面的に 信頼す ると いった こ 
とです。 の 第二は 禁じられて いるもの であり、 それには 二種 類あります。 ん 大 シル 
ク （シルク- アク バル)。 これは、 アツ ラーが ある 現象に おける 手段と して 創造され 
たもの （例えば 太陽 や 月な ど） に対して 完全なる 全面的 依拠を 寄せる ことで あり、 そ 
れらの 手段に 過ぎない ものが （アツ ラーの 御 力なし に） 単独で 利益 や 害を もたらす 
と 信じる ような ことです。 b . 小 シルク （シルク .ア スガ ル）。 これは 例えるならば、 
ある 者が アツ ラー 兴 外の 何者かに よる 供給に 全面的に 依拠して はいても、 後者が 単 
独の 原因で あるとは 前者が 信じて いないよ うな 場合が 挙げられます。 そして 前者の 
後者に 対する 精神的 依存度が、 後者が 単なる 原因 《 上にまで 達して いるよう な 場合 
です。 3) 第 S は 購入 や 売却な ど、 他者が 能力 内で 行 うこと に 関 して それら を 全面的 
依拠、 もしく は 信頼す る ことで あり、 これは 認可され ます。 

3〇 「愛」 には 何 種類 あるので すか？ 愛には 四 種類 存在し ます。 1) 信仰の 基盤 
である、 ア ツ ラーへの 愛。 2) ア ツ ラー ゆえの 愛。 これは、 一般的に 全ての 信仰 
者に 対する 帰属と、 彼らへの 愛を 指します。 ムス リム 個人に 関しては、 彼らの 
ア ツ ラーに 対する 親密 さ と、 かれに 対する 忠誠の 度合いに よって 愛する こと 1 
です。 こ の 類の 愛は 義務 となりまず。 3) アツ ラ ーが 外への 愛。 これは アツ ラーの み ゆ 
えの 愛に かれが 外の 何もの かを 加える ことで あ り、 多神教 徒が 彼らの 神々 に対して 
抱く よう な 愛の こと です。 こ の 類の 愛は、 シルク （項目 番号 41 参照） の 基盤で ず。 が自 
然な 愛。 自分の 両親 や 子供たち への 愛 や、 食べ物に 対する 愛な どで ず。 この類の 愛は 
合法です。 

3〇 非 ムス リ ム に対する 不正は 容認され ます か？ 不正な 行いは 禁じられ ています 。頭 
言 者 鑛はハ ディース •ク ドス ィー * 2 において 、アツ ラー 聽が 次のように 仰った とされ 
ています。 "本当に、 われは 自 らに 不正を 不法と し、 また われの しもべたち にの 間 
にも それを 禁じた。 だから お 互いに 不正を 行なって はならない。" （ムス リ ム 収録) 

34〇 「ビ ドア 3 」 とは 何です か？ イブ ン •ラジャブは 言いました。 "ビ ドアとは、 イス 


1 信仰が 深い 者 ほじより 愛されなければ なりません。 この 範禱 においては 第一に 預言者 ム ハン マ ドが あり、 次いで 
残り の 諸 預言者が あり 、更には 教 友たち、 そ して 敬虔 さ に応 じて 諸々 の 個人が 来ます。 

2 ハ ディース •ク ドス ィー、 または 神聖 ハ ディースとは、 預言者 ムハンマド 雜 によって 語られた アツ ラーの 直接の 御言 葉の ことで も 

3 ビ ドア： 言語 的には、 新しく 採り 入れた もの、 改新した ものと いう 意张 宗教 的に 新 しい もの、 先例の ない ものは 


ラーム 法の 中から その 合法性を 証明す る 根拠を 見出す ことの 出来ない、 新しく 始め 
られ たもの 全般の ことです。" 宗教に おいては、 も しも 言語学 上 それが ビ ドア （宗教 
的 改新） と P? ばれても、 イス ラーム 法に おいて 根拠と なる ものが 認められ、 その 正当 
さが 証明 出来る ので あれば、 宗教 上の ビ ドアではありません。 

C 35 ) 宗教に お ける 良い ビ ドア、 悪い ビ ドアと いう もの は 存在す るの です か？ ク ルアー 
ンと スン ナ は、 イス ラーム 法から 正当な 根拠を 見出す ことの 出来ない、 いかなる ビ 
ドア （宗教 的 改新） を も 承認し ません。 

預言者 鑛は 言われ ま した。 "誰で あれ、 私たちの 宗教から ではない 崇拝 行為を 行 
う 者は、 その 行為を 拒絶され るので す。" （アル ニブ ハーリーと ムス リ ム 収録） また、 
彼は 言われ ま した。 "イス ラームでは、 あらゆる 先例の ない ものは ビ ドアで あ り、 あ 
ら ゆる ビ ドアは 逸脱な のです。" （ムス リム 収録） 

イマーム. マー リ クは 、ビ ドア （宗教 的 改新） の 意味に ついて このよう に 述べて 
いまず。 。ビ ドア 係教的 改新） を 始める 者は、 ム ハン マ ド鑛が イス ラームの メ ッセ 
ージを 伝える ことに 関して 偽って いた ことを 暗に 主張して いるので ず。 なぜなら ア 
ッ ラーは 仰せられ ま した。 "今日 われは あなた 方の ために、 あなた 方の 宗教を 完成 
し、 また あなた 方に 対する われの 恩恵を 全う し、 あなた 方の ための 教えと して、 イス 
ラームを 選んだ ので ある。，’ 【5:3】 

一方で 言語 的 意味に おいて、 ビ ドアを 称える ハ ディースが 一部 存在し ます。 しか 
しこれら の 伝承で 述べられ ている 改新とは、 元々 イス ラームで 実践され ていた 崇拝 
行為であった ものが 一旦 放棄され、 それが 後に ムス リ ム たちに よって 再生され たも 
のに 関して 言及され ています。 次の ハ ディースで 述べられて いるよう に、 むしろ 預 
言者鑛 はそう いった 合法的な 崇拝 行為に 関して、 人々 に 喚起す るよう、 私たら に 対し 
て 促されて います。 "イス ラームに おいて、 良い 行為を にめ る 者は、 それに 対する 
報奨を 得、 彼の 後に その 行為に 続く 者 達の 報奨を、 少しも 減らされる ことなく 得る 
でしよう。" （ムス リ ム 収録） 

これが ウマル 4^ の 述べた、 。これは 何と 良い 改新な の だ！" という 言葉の 意味な 
のです。 ここで 述べられ ている ウマルの 改新とは、 タラー ウィ ーフの 礼拝 1 のこと 
でた それは 預言者 鑛が 他者に 対 して 行な うよう 促され、 彼自 身 も 集団で S 日 間の 実 
践 をされ ていたよう に、 前もって 制定され ていた ものです。 しかしながら、 彼は それ 
が 義務で ある と 捉えられる こと を 恐れ、 そうする こと を 控えられ ま した。 そ して そ 
の 後の ウマルの 時代、 彼は 人々 を 集め、 それを 集団で 行な うこと を 命じた のです。 

(36 ) 「ニ ファーク」 (偽 信) には 何 種類 あ るので すか？ 偽 信には 二種 類 存在 します。 

1) 信仰に おける 偽 信け 偽 信): これは 実際には 信じて いないに も 関わらず、 それを 
隠し 外面では 信仰して いるよう に 見せかける ことです。 この 行為は シルク （項目 番 
号 41 参照) です。 もしも 人が この 偽 信に 固執して 死ぬ ので あれば、 彼は 不信仰の 状態 
で 死ぬ こ とに なり ます。 アッ ラー 仰せられ ま した。 "本当に 偽 信者たち は、 乂獄の 
最下の 奈落に (陥ろう）。" 【4:145】 この類の 偽 信者たら の 特徴の いくつか として、 ア 
ッ ラーと 信仰者た ちを 欺こうと 試み、 ま た 彼ら を 嘲笑 し 彼ら に 敵対す る 者たち が 
信仰者たち に対する 勝利を 得る 援助を し 善行に よる 現世での 報奨を 求め、 来世に 
関しては 求めない、 などの ものが あり ます。 

2) 行為に おける 偽 信 (小 偽 信): シルク 行為では ない が、 それに 対する 悔悟が 出来な 
ければ 大偽 信へ とつな がる、 依然と して 危険な ものです。 この類の 偽 信者たち の特 
徴の 一部と して、 噪れば 嘘を つく、 約束を ずれば それを 破る、 口論を すれば 悪態をつ 
く、 誓い を すれば それに 背く、 そ して 何 かを 任せら れれば 自ら の 虚偽を 証明す る、 な 
どが あります。 

私たちは、 これらの 特徴の 一つで も あてはま る ことのな いよ う、 それらに 対して 




1 ラマ ダーン 月 に 特別に 行われる、 夜間の 集団 礼拝の こと。 


十分な 注意を 心がけねば なり ません。 

sri ムス リ ムは偽 信を 恐れなければ なりません か？ ムス リ ムは偽 信を 恐れる べきで 
す。 イブ ン. アビー. ムライ カ 4^ は 次の ような 報告を しています。 "私は S 十 人 も 
の 預言者 鑛の教 友たち に 会い ま したが、 彼らは 皆、 偽 信 行為に 陥る のを 恐れて いまし 
た。" 

また イブ ラ ヒー ム- アツ = タイ ミー 4^ はこう 述べました。 "私は 自分が 嘘つきに 
なること を 恐れる ゆえ、 自分の 行ないと 自分の 発言を 比べた ものです。" 

また アル ニ ハ サン. アル = バスリ ー 4^ は 偽 信に ついて こ う 述べ ま した。 。偽 信を 
恐れる 者は 信仰者が 外にい ない。 そこに おいて 安心す る 者は 偽 信者が 外にい ない。" 
また ウマル 盛 > はフ ザイフ ァ 4^ に 言い ま した。 "私は アツ ラーに かけて あなたに 嘆願 
する。 アツ ラーの 使徒は 私を それらの 人々 の 一人と して 言及し ま した か？" 彼は 言 
いま した。 。いいえ。 私は この こと に関して あなたの 後には 誰に も 教えません/’ 

38~^ アツ ラーの 前で 最も 重く 、重大な 罪とは 何です か？ 最も 重く 、重大な 罪は シルクで 
す。 シルクと はア ツ ラーに 対し かれが 外の 何 かを かれに 並列させる こと です。 アツ 
ラー 聽は 仰せられ ま した。 "実に、 多 神 崇拝は 重大な 不義で ある。" 【31:13】 

また 預言者 鑛は 最も 重い罪に 関して 訊ねられた 際、 このよう に 答え ま した。 "アツ 
ラーが あなたを 創造され たに も 関わらず、 かれに 他者を 配す る こと （によって かれに 
匹敵す る 者が あると する こと） である/’ （アル =ブ ハーリーと ムス リ ム 収録） 

调 シルクには 何 種類 あるので すか？ シルクには、 大 シルク と 小 シルクの 二種 類が 存 
在し ます。 1) 大 シルク。 この類の シルクを 犯す ことは、 その 人を イス ラームの 枠組み 
ろ A 外す ことになります。 そして アツ ラーは それを お赦 しにな りません。 * 2 アツ ラー 
は 仰せられました。 "本当に アツ ラーは、 （何ものを も） かれに 配す る ことを 赦 されな 
レ、。 それが 外の こと に 就いては 、御ん に 適う 者を 赦 される。" 【4:48】 

この類の シルクには、 四つの 区分が 存在し ます。 a . 崇拝と が 願に おけ 
る シルク。 b . 意図と 欲求に おける シルク。 C . 服従に おける シルク 。これは 
ア ツ ラーに 対する 不服従 行為に おいて、 被 造 物に 服従す る こと です。 d . 愛 
における シルク。 まるで アツ ラーを 愛する かの よう に 誰かを 愛する こ と。 2) 
小 シルク。 こ の 類の シルク は、 人は イス ラームの 枠組みから 外れて しまう 
ことはありません。 こ の 類の シルク の 例と して、 崇拝に おいての 見せろ M ナ 3 
といった ような、 露骨では ない 形の シルクが 挙げられます。 

巧厂） 大 シルク と 小 シルクの 違いとは 何です か？ 大小の シルクの 間には いくつかの 違 
いが 存在し ます。 違いの 内の 一つと して、 大 シルクを 犯す 者は 来世に おいて 不信仰 者 
と して 判 かを 下さん 永久に 乂獄の 中に 居住し ます。 一方 小 シルク を 犯す 者に ついて 
は、 不信仰 者と しての 判決を 下される ことは なく 、乂獄 に 永久に 居住す る こと も あり 
ません。 

もう 一つの 違いと しては、 大 シルクは 全ての 善行の 価値を 無にし ますが、 小 シルク 
は、 その 特定の 行為の み 無価値な ものと します。 

また 小 シルクに おいての 御赦 しが 大 シルクと 同じように、 悔悟を 条件と する ろ \ あ 
る いは 他の 重大な 罪と 同様、 悔悟し な くと もアツ ラーが 御望み に なる 限り は 御赦し 
になる のか どう かにつ いては 見解の ホ 目 違が あり ます。 どちらが 正しい にせよ、 小 シル 
クが 重大な 問題で ある こと に 変わり はあり ません。 

の n 小 シルクの 例は 何です か？ 小 シルクの 例の 一部は 次の 通りです。 1) 善行を する 


1 フザイ ファは、 当時 マデイーナに 存在して いた 偽 信者たち について、 預言者 鑛 から 知らされ ていた 唯一の 者で し 
た。 しかし 彼は それを 口外し ないように、 との 預言者 鑛の 秘密を 守って いました。 

2 つまり、 もしも 彼らが その 状態で 死んだ 場合の ことです。 しかしながら、 もしも 彼らがん から 悔い改めれば、 アッ 
ラーは 御赦 しになる でしよう。 

3 も しも 偽 信者が する よう に、 全ての 崇拝 行為を 純粋に アッ ラーな 外の ために 行なう ので あれば、 これは 大 シルク 
と 見なされます。 


際に、 どんなに 小さく とも それを ひけら かす こと。 預言者 鑛は 言われました。 "例え 
僅かで も ひけら かせば、 それは シルクで ある。" （イブ ン. マージ ャ 収録) の アツ ラ 
一兴 外の 何 か、 もしく は 誰かの ぶ において 誓う こと。 3) 縁起 を 信じる 旭ぐ） こと。 縁 
起とは 特定の 動物、 または 言葉、 《前、 ± 地 、その他を 見た 際に 何 か 悪い ことが 起き 
ると 予知す る ことです。 

巧つ 小 シルクに 対する 予防は あります か？ も しも 犯して しまった 場合の 償いは ありま 
すか？ はい。 それは、 善行の ひけら かしから 自 らを 守る ことで あり、 それらを アツ 
ラーの みの 為に 行なう ことです。 

またたと え 僅かな ひけら かしで あれ、 それを 予防す るた めに アツ ラーへの が 願を 
行なう べきです。 預言者 鑛は 言われ ま した。 "人々 よ、 この シルク を 避けなさい。 実 
に、 それは 犠の 足音よりも 目立たない ものです。，’ 教 友たち は 訊ねました。 "膳の 足 
音より も 目立たな いので あれば、 いかにして 我々 は それを 避ける ことが 出来る ので 
しょ うろ^?" 彼は 答えました。 "こう 言いなさい。 「アツ ラーよ、 私たちは 故意に 
シル クを 化す ことから あなた の 御 加護を ホめ ます。 そして 私たちは、 知らない まま 
シルクを 行なって しまう ことから、 あなたの 御赦 しを ホめ ます。」" （ア ハマ ド 収録) 

また アツ ラーが 外の 何者かの 《において 誓いを 立てた 場合に おける 償いは、 預言 
者鑛の 伝承の 中で 触れられて います。 "誰で あれ、 ラー トやウ ツザー 1 のぶに おい 
て 誓いを 立てる 者には、 ラー- イラ ー ハ •イツ ラツ ラーと 言わせなさい。" （アル = 
ブ ハーリーと ムス リ ム 収録） 

また 縁起を 信じる ことに 対する 償い も、 預言者 鑛の 伝承の 中で 触れられて います。 

"誰で あれ、 縁起に よって 彼の 必要と する ものから 背き 去る 者は、 シルクを 犯した ので 
す。 "教 友たち は 訊ねました。" それに 対する 償いは 何です か？ "彼は 答えました。" 
こう 言いなさい。 「アツ ラーよ、 あなたから 来る ものが 外に 善は 無く、 あなたの 御望み で 
ない 限りは 悪 も 無く、 あなたな 外に 崇拝すべき ものは 無い のです。" （ア ハマ ド 収録） 

43^ ひけら かしには 何 種類 あるので すか？ ひけら かしには 四 種類が 存在し ます。 1) 
その 行為の 根本的 動機が、 ひけら かしで ある こと。 これは 偽 信者 達が 陥って いる 状 
態です。 2) その 行為が アツ ラーの 為、 そして ひけら かす 為の 両方で ある こと。 この類 
の 行為、 そして 前述の 種類は いずれも 拒絶され、 行なった 者は 来世での 懲罰に 値し 
ます。 3) その 行為 自体は 当初 アツ ラーの 為にされ たもの の、 その後に そこに ひけら 
かす 意図が 入った 場合。 もしも その ひけら かす 意図と 格闘し それを 放棄した 場合 
には 害はありません が、 もし 欲望に 屈服して しまって その 意図が 変わって しまった 
場合、 行なって い た 行為 は 無価値な ものと なって しまいます。 4) その 行為 が 終わっ 
た 後に、 ひけら かしの 意図を 感じた 場合。 これは 単なる 曝き であ り、 その 行為、 また 
は 行なった 者に 対す る 影響は あり ません。 

自 らの 行為を ひけら かす こと にっな がる 道は 他に もが 山 ある 為、 それらに 対して 
大いに 注意す る こと が 必要です。 

の 不信仰 （クフ ル） には 何 種類 あるので すか？ 不信仰には 二種 類が 存在し ます。 大 
クフ ルと 小 クフ ルです。 a . 大ク フルを 行なった 者は、 イス ラームの 枠組みから 外 
れ ると 見なされます。 これには 五っの 区分が あります。 1) 拒否に おける クフ ル。 2) 
傲慢 における クフ ノレ。 3) 疑念 における クフ ノレ。 4) 背反 における クフ ノレ。 5) 偽 信 における ク 
フル。 b . 小ク フルは 罪と されます が、 それを 行なった 者を イス ラームの 枠組みから 外す 
ことは あり ません。 この類の 例と して、 ムス リ ムの 殺害な どが 挙げられます。 

1〇 誓いを 立てる こと 2 に関する 裁定は 何です か？ 預言者 鑛は それを お勸 めには なり 
ませんで した。 彼は 言われて います。 "実に、 それは 何も 善い ことを もたらさない 
の だ。，’ （ムス リム 収録） 


1 これらは 預言者 鑛の 時代に 人々 から 崇拝され ていた、 二つの 偶像の 《です。 

2 ここで 示されて いる 誓いとは、 何ら かの 希望が 満たされた 際、 特定の 行為を すると アッ ラーに 約束す る ことです。 


これは、 純粋に アツ ラーの 為に 立てられた 誓い 1 にも 当てはまり まも しかしな が 
ら 、もしも 墓 や ワリーな どの、 ア ツ ラーが 外の 名 において 誓う ので あれば、 それは 認 
可され ず、 * 2 その 誓いを 果たす こと も 許されません 3 。 

^ 魔術に 関する 裁定は 何です か？ 魔術は 存在し ます。 そして アツ ラーが 仰った よう 
に、 それは 一種の 幻覚な のです。 く‘ 彼 (モー ゼ） には 縄と 杖が、 魔術で 腊き て） 走る か 
のよう に 見えた。" 【20:66】 

しかしながら ク ルアー ンと スン ナは 、魔術は 確かな 影響力が ある ことを 報告して 
います。 魔術は 禁じられ ており、 大罪で あると 見なされます。 これに 関して 預言者 鑛 
は 言われました。 "人を 火獄 へと 破滅させる、 セつ の 罪を 避けなさい。" 彼らは 訊ね 
ました。 "それらは 何です か？" 彼は 答えました。 "アツ ラーに 対する シルクを 犯 
す こと、 そして 魔術と…，’ （アル ニブ ハーリーと ムス リ ム 収録） 

また、 アツ ラーは 仰せられました。 "私たちは 試みる だけた それで 不信 私に なっ 
ては ならない…" 【2:102】 

また "魔術を 習いなさい。 しかし それを 実践して はならない。" という 伝承に つ 
いては、 これと 類似した ものを 含め 全て 捏造され た 虚偽の 伝承で あり、 合法性の 根拠 
は 全く 存在し ません。 

占い師 や 易者を 訪ねる こと に 関す る 裁定は 何です か？ 占い師 や 易者を 訪ねる こと 
は 禁じられ ており、 もしも ある 者が、 彼らには 幽玄 界を 知る 能力 もな く、 ジン (精霊の 
よう な 存在） が 彼らを 巧け ている だけな の だとい うこと を 知りながら 彼らの もと 訪 
ねたの だと しても、 その 者の 礼拝は 四十 日間、 認められません。 預言者 鑛は 言われ ま 
した。 "誰で あれ、 易者を 訪ねて 何 かを 尋ねた ので あれば、 彼の 礼拝は 四十 日 間 認め 
られ ません。" （ムス リム 収録） 

一方 ある 者が 易者を 訪ね、 彼らの 主張す る 幽玄 界の 知識を 信じる ので あれば、 彼は 
ム ハン マ ド鑛の 宗教に 対する 不信仰に 陥った こと になり ます。 預言者 鑛は 言われ まし 
た。 "誰で あれ、 占い師 もしく は 易者を 訪ね、 彼らの 主張を 信じる ので あれば、 彼は 
ムハンマドに 下された 啓示を 否定した ことになる。" （アブー. ダー ウー ド 収録） 

48^ 星々 から 雨を 求める ことは、 どの 時点で 大小の シルクと なる のです か？ 誰で あれ、 
アツ ラーの 御意 志な しに 星が 影響力 を 有するな どと 信じ、 雨の 原因が 星に 起因す る 
などと 主張す る 者は、 大 シルクを 犯して います。 また 星は アツ ラーの 御意 志に よって 
影響力を 有し アツ ラーが それらを 雨が 降る ための 原因と して 創造され、 特定の 星が 
現れた 際に 雨が 降る よう、 アツ ラーが 組織 付けた と 信じる ので あれば、 それは 小 シル 
クを 犯す ことにな り まも これは なぜなら、 何も 明白 かつ 論理的、 あるいは 宗教 的 根 
拠な しに それらの 星々 が 何 かの 原因で あると かめ 付ける （占 星学） という 事実からで 
す。 

しかしながら、 星々 を 研究して 季節を 正確に 観測す る ことによ り、 一年の 内の どの 
時期に 雨が 降り やすい かどう かな どを 見極める こと （天文学） は 合法です。 

4〇 罪には 何 種類 あるので すか？ 罪には 二種 類 存在し ます。 大罪と 小 罪です。 1) 大罪 
(カバー イ ル） に 含まれる ものと は、 現世に おいて その 行為に 対す る 処罰が 規定され 
たもの、 あるいは 来世に おいての 処罰が 関連 付けられて いるもの、 あるいは アツ ラー 


1 この ハ ディース により、 アツ ラーに 誓いを 立てる ことは マク ルーフ （忌避すべき もの） とされます。 なぜなら そ 
れは 、あたかも 人が 崇拝 行為を する のは、 彼の 希望が 満たされた からだけ である 感 になる からです。 そしても しそ 
の 希望が 叶わな けれが 彼は その 行為を 行なわなかった でしょう。 しかしながら、 もしも アツ ラーに 誓いを 立てた 
ので あれが それは 果たされなければ なり ません。 

2 それは 実際には 大半の 場合、 シルクで あると 見なされます。 なぜなら その 人が、 墓 や ワリーに 対し 誓った ことによ 
り 彼の 希望が 叶う と 信じる ことが そ の 行為の 前提 となって いるから です。 

3 どんな 誓いで あれ、 認可され ない ものを 果たす こと は 許されません。 預言者 雜は 言われて います。 "誰で あれ ア 
ツ ラーに 服従す ると 誓いを 立てた ので あれが 服従す るべき であす。 しかし アツ ラーに 服従 しないと 誓った ので 
あれが その 者は 服従すべき です。" （アル =ブ ハー リ ー 収録） 

また 彼は 仰り ま した。 "誓いには 二つあります。 アツ ラーの ため。 その 償いは それを 果たす ことで あ 


の 御 怒り、 または 呪いに 値する 理由で あると 述べられて いるもの、 また その 行為を 
犯せば 信仰が 無効に なると 警告され ている もので も 2) 小 罪け ガー イ ル） とは、 上 
述の ものには 当てはまらない 全ての 罪の ことです。 

WJ 小 罪が 大罪と なる 原因は あります か？ はい。 小 罪が 大罪になる 原因は 沢山 存在し 
ます。 例えば、 断固と して それらを 行う こと、 それらを 何度も しつこく 行ない 続ける 
こと、 それらを 大した ことでは ない と 考える こと、 それらを 自慢し 公然と 行う こと 
などです。 

IO 悔悟に 関する 裁定は 何です か？ いかにして それらは 認めます か？ 過ちを 認識し 
た 直後に 悔悟す る こと は 義務です。 罪を 犯す こと に 関 しては、 人間性の 一部で ある 
ため、 それ 自体は 重大な 問題ではありません。 預言者 簾は 言われ ま した。 "誰でも 過 
ちを 繰り返す もの です。 過ちを 繰り 返す 者た ちの 中で も 最善の 者たち は、 たびたび 
悔悟を する 者たち です。" （アツ = ティル ミズ ィ ー 収録） 

また、 彼は 言われ ま した。 "あなた 方が も し 全く 罪を 犯さない ので あれば、 アツ 
ラーは あなた 方を 一掃し、 罪を 犯しつつ も、 アツ ラーの 御赦 しを 求める 別の 民に 
取って 代えられた でしょ う。 そして かれは、 彼らの こと を御赦 しに なった でしょ 
う。，’ （ムス リム 収録） 

問題は、 継続的 かつ 頑迷に 罪を 犯し 続ける ことなの であり、 それらに 対する 悔 
悟を 遅延す る こと なのです。 ア ツ ラーは 仰せられ ま した。 "実に、 ア ツ ラーが 悔悟 
を御赦 しなされ るのは、 知らずに 悪事を 犯した が、 直ぐ 後で 悔い改める 者 だけで あ 
る。" 【4:17】 

悔悟が 認められ るには、 四つの 条件が 存在 します。 1) その 罪の 完全 放棄 （その 罪 
を 行なって いる 最中で あれば)。 の 罪を 犯した こと に対する 後悔の 念。 3) その 罪を 将 
来、 繰り返さな いという か 意。 がその 罪が 他人の 権利に 関わって いる 場合、 不正が 行 
なわれ た 人々 に 対す る 権利の 回復を 遂行す る。 

5〇 悔悟は 全ての 罪に 対して 行なわねば なり ません か？ 悔の 期間は いつ 終わり ます 
ろ^? 悔悟す る 者の 報奨とは 何です か？ はい。 悔悟は 罪を 犯す 度に 行なわねば なり 
ません。 死の 間際と なったり、 または 太陽が 西から 昇ったり しない 限り、 1 アツ ラー 
は 悔悟を お受け入れ になり ます。 も し 人が 悔悟を 求める こと に関して 切実で あれ 
ば、 例え その 罪が 空に も 届く 程の 多 さで も、 彼の 罪は 善行へ と 代えられる でしょう * 2 。 

IO ムス リ ムが 指導者た ちに 負う 連帯 義務とは 何です か？ ムス リ ム たちは 自分たち 
がそれ に 満足す る しないに 関わらず、 指導者に 従わねば なりません。 たとえ 彼らが 
不正であった としても、 反抗す る ことは 不法な のです 3 。 また、 彼らに 背いたり 、呪っ 
たり、 彼ら に 不利 なが 願 をしても なりません。 

その代わり、 人々 は 彼らが 公正に なり 、成功す る よう 正しく 祈るべき なのです。 同 
様に 人々 は 彼らが アツ ラーに 対する 不服従を 強いない 限りは、 彼らに 対する 服従が 
アツ ラーに 対する 服従 そのもの であると 理解すべき なの です。 

も しも ムス リム 指導者の 誰かが アツ ラーに 対しての 不服従を 強いた 場合、 その 事 
柄に 関しては 服従して はなり ません。 しかしながら 彼は 依然と して、 他に 善い こと 
を 命じる 限り 服従され るべき なのです 4 。 預言者 錐は 言われ ま した。 "指導者の 言う 
ことを 聞き、 服従し なさ レ、。 たとえ 彼が あなたの 背を 巧ち、 財産を 取り上げ たと して 
も 言う ことを 聞き、 服従しなさい。" （ムス リム 収録） 

瓦〕 アッ ラーに よる 戒律と 禁忌の 裁定に 関する 英知に 関して 質問す る ことは 許され ま 


1 審判の 日 の 大きな 兆候の 一つと して、 太陽が 東からで はなく 、西から 昇る という ものが あり ます。 そう なれば もう 
悔悟は 受け入れられ なくなり、 例え その後に イス ラームを 受け入れた としても、 その 信仰は 受け入れられません。 

2 この 法的根拠は、 次の アッ ラーの 御言 葉です。 "悔悟して （イス ラームを） 信仰し 善行に 励む をが りで ある。 アッ ラーは 
これらの 者の、 いろいろな 悪行を 変えて 善行に される。 ア ッ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。" 【2日 ： 70】 

3 彼らが ムス リ ム である 限り、 彼らに 反抗す る こと は 認可され ません。 

4 一般的 裁定と して、 預言者 雜が 次のように 言われて います。 "アッ ラーへの 不服従に おいては、 それが 誰で あっても 服従して 
はいけ ません。 服従とは、 既知の 善行に 対 •しての みなので も" （アル =ブ ハーリーと ムス リム 収録） 


すか？ はい。 質問者が その 英知を 知る ことによって のみ、 彼の 信仰と 服従に おい 
て 満足 するとい うこと でなければ、 それは 許されます。 

戒律 や 禁忌に 潜む 英知を 知る こと は、 信仰者が 真実に 確固と してす がる こと を 促し 
ます。 しかし 質問を しない 絶対的 服従 こそは、 アッ ラーと かれの 完璧なる 英知に 対 
する 完全な 信仰と 献身の 証拠で あり、 これが 教 友たち の 状態だった のです。 

壺 こ） 次の アッ ラー 聽の 御言 葉の 意味は 何です か？ "あなたに 訪れる いかなる 幸福 も、 
アッ ラーからの ものである。 しかし あなたに 起こる いかなる 災厄 も、 あなた 自身 か 
らの ものである。" 【4:79】 上記の 「幸福」 は 祝福を 意味し 「災厄」 は 厳しい 試練を 
意味し ます。 それらの どちらも アッ ラーの カダル （定 命） による ものです。 しかしな 
がら、 幸福が アッ ラーに 帰属され るのは かれ こそが 人々 に それを 授ける 御 方で ある 
からです。 

災厄 も 同様に ア ッ ラーに よ る 創造です が、 それは 無意味な ものでは なく、 賢明な 
る 目的が あります。 この 見地に よれば、 災厄で さえ もアッ ラーが 人々 に 授けた もの 
だと 見る ことが 出来ます。 なぜなら かれは かして 悪を 行なわず、 かれの 全ての 行為 
は 善い ものであるから です。 預言者 鑛は （ネ斤 願して） 言われました。 "全て の 善は あ 
なた の 御手に あ り、 悪が あなたに 帰属され る ことは あり ません。" （ムス リ ム 収録) 

人々 の 行動は アッ ラーに よ り 創ら れ 、それと 同時に 人々 によって 行なわれる 
のです。 アッ ラー 聽は 仰せられ ま した。 "それで 施しを な し、 主を 畏れる 者、 また 
至善を 実証す る 者には、 われは 馆 福への 道を） 容易に しよう。 だが 強欲で、 自惚れ 
ている 者、 至善を 拒否す る 者には、 われは （苦難への 道を） 容易に する であろう/’ 
【92:5-10】 

WD 誰かを 确教者 （シヤ ヒーのと 呼ぶ のは 認められます か？ ある 人を 确教 者で ある 
と 述べる のは、 その 人が 楽園に いると 主張す るのと 同じ ことです。 スン ナの徒 1 は、 
預言者 鑛が 我々 に そのこと を 知らせた のでない 限り、 誰かが 楽園、 もしくは 乂獄 にい 
る と 《指しす る ことはありません。 

その 理由は、 人が 死んだ 理由の 秘密、 そして その 究極 的な 真実と、 人の 最後の 所業 
によって どのような 審判が 待ち受けて いるかを 知る ことは 出来ない からです。 更に 
は、 アッ ラーが 外には 内なる 意図を 知る ことは 誰に も 出来ない からです。 

しかしながら、 正しい 人々 は 良い 報酬を 受け、 不正を 行う 人々 は 処罰を 受ける だろ 
う と 我々 は 予期し ます。 

5〇 特定の ムス リ ムを 不信仰 者で あると 決め込む ことは 認められます か？ そのこと 
を 証明す る ことが 出来ない 限り、 または その 人物の 置かれた 状況に それを 否定す る 
レ、 く つかの 要因が 存在す る 限りは、 ある 特定の ムス リム を 不信仰 者、 多神教 徒、 また 
は 偽 信者で あると 決め込む ことは 許されません。 むしろ、 我々 は 彼が ムス リ ム であ 
ると 見な し、 彼に 関する 裁決を ア ッ ラーに 委ねる のです。 

5〇 カ アバ K 外の 場で タワー フを 行う ことは 認められます か？ 我々 が タワー フを許 
されて いる 唯一の 場所は 聖 なる カ アバで あり、 世界中の いかなる 神聖な 場所で あ 
れ 、聖 なる カ アバに 類似 させて はなり ません。 

誰で あれ カ アバ 神殿が 外の 場所に おいて、 そこへの 敬意を 示す 意図で タワー フを 
行なう ので あれば、 彼は アッ ラーへの 不服従を 犯した こと になり ます。 

窗つ 最後の 日 （復活の 時の 直前） の 大きな 兆候は 何です か？ 預言者 鑛は 言われ まし 
た。" 「それは あなた 方が 十の 兆候を 見る までは 訪れないで しよう。」 そして 彼は そ 
れらを 述べました。 1) 噴煙、 の ダッジ ヤール (偽 キリス ト）、 3) 怪獣、 が 西から 昇る 
太陽、 5) マリ アの 息子、 イ エス （鱗 0 の 降臨、 6) ヤ アジ ュ ージュ と マ アジ ュー ジュ （ゴ 
グと マゴ グ） 、の 東西、 そして アラビア半島 における S 力 所の 地滑り、 がそして 最後 


1 スン ナの 徒とは、 初期の S 世代の ムス リ ムと 彼らの 後の 誠実な 学者たち の 理解に 従い、 イス ラームの 源泉で ある 
ク ルアー ンと スン ナに 追随す る 人々 のこと を 指します。 


には 人々 をち 集の 地へ と 追い やる、 イエ メ ン 地方からの 燃え盛る 炎で ある。" （ムス 
リ ム 収録） 

6〇 人類に 降り かかる 最大の 試練は 何です か？ 預言者 鑛は 言われました。 "アダムの 
創造 時から 最後の 日 また ダッジ ヤール (偽 キリスト） よりも 大き な 試練 はないだ ろ 
う。" （ムス リム 収録） 

ダッジ ヤ ー ルと は 最後の 時に 現れる、 人間の 男性です。 彼の 眉間には、 信仰者で あ 
れば 誰でも 認識す る ことの 出来る、 "カーフィ ル (不信仰 者)" という 文字が 記され 
ています。 彼は 片目で あり、 右目は 萎んだ 葡萄の よう に 見えます。 彼は まず 自分の 正 
直さ を 主張し それから 預言者を 《乗り、 次いで 自ら の 神性を 主張し また 彼は 特定 
の 人々 を 訪れて 彼ら に 対 し 呼びかけ ますが、 彼ら は 彼を 否定 し、 その 主張を 拒絶し 
ます。 彼らの 富は 彼に よって 知らぬ ままに 奪われ、 彼らが 朝起きた 時には、 彼らには 
何も 残って いないで しょ う。 その後 彼は 他の 者たち へと 呼びかけます。 彼らは その 
呼びかけに 応じ、 彼が 真実で ある と言うで しょ う。 彼は 空に 雨を 降らす よう 命じ、 地 
に 草木を 生やす よう 命じ、 それらは 実際に 起こり ます。 彼は 水と 火と 共に やって来 
るで しょ う。 彼の 水は 火で あり、 彼の 火は 水な のです。 

信仰者は を 礼拝の 後、 彼に 関する 試練に 対して アッ ラーの 御 加護を ホめ るべき で 
あり、 も しも 存命中に この 試練に 遭遇す るよう な ことがあったら、 彼に 対して アル 
= 洞窟 章の 初めの 数 節を 読むべき でた また 預言者 鑛が 我々 に 命じられた ように、 信 
仰 者は 彼との 遭遇を 避け、 彼の 試練を 恐れるべき です。 "誰で あれ ダッジ ヤールの 
ことを 聞いたら、 彼と 距離を 保ちなさい。 アッ ラーに 誓って、 ある 男は 自分が 信仰者 
であると 信じて 彼に 向かい ますが、 結局は 彼が 創り 出す 大 いなる 疑念に よって、 彼 
に 従う ことになるで しょう。" （ア ハマ ドと アブー- ダー ウー ド 収録） 

ダッジ ヤールは 地上に 四十 日間 留まり ます。 しかし そこには まるで 一年間の よう 
な 一日、 まる で ーヶ月 間の ような 一日、 まる で 一週間の よう な 一日 が 含まれ、 残りの 
日々 は 通常 通りの ものになります。 また 彼は 地球の あらゆる 場所を 回ります が、 マ 
ッカと マディ ーナ には 入れません。 そ してやが てイ エス （鱗 0 が 降臨 し 彼を 倒しま 
す。 


静かな 対話 

アブ ドツ ラー 1 という 《の 男性が、 アブ ドン =ナ ビー * 2 という 《の 男性と 出合い、 それに 
関 して おか しく 感じ ま した。" ア ツ ラーな 外を 崇拝し、 かれ « 外に 従属す る こと が なぜ 出 
来る だろ うかつ，， それで アブ ドツ ラーは アブ ドン = ナビ ーにこう 話しかけ ま した。 "あ 
なた は アツ ラーな 外を 崇拝して いるので すか？ "アブ ドン =ナ ビーは 答えました。" い 
いん 私は ア ツ ラーな 外の 何者 も 崇拝し ません。 私は ムス リ ム であり、 ア ツ ラーの みを 崇拝 
しています。" 

アブ ドツ ラー： それでは なぜ、 あなたの 《前は アブ ドル = マス ィー フ 3 などに 代表され る、 
キリス ト 教徒の よ うな 《前な のです か？ 彼らは イエス （鱗 0 を 崇拝して いる 為、 彼らに と 
って このよう な 《前は 珍しく あり ません。 あなたの ぶ 前を 耳に する 人々 は、 ただちに あな 
たが 預言者 鑛を 崇拝して いるの だと 思う でしょう。 これは 預言者 鑛 に対する ムス リ ムの信 
条に 反します。 ムス リ ム たちは ム ハン マ ドが アツ ラーの 使徒で あると 信じます が、 一方で 
彼は 単なる アツ ラーの しもべで あ り、 かれの 崇拝者であった と も 信じなければ ならない 
のです。 

アブ ドン =ナ ビー： しかし 預言者 ム ハン マ ド鑛は 人類に おける 最善の 御 方で あり、 彼は 全 
使徒の 長で た 私たちは このぶ 前を っける ことによって、 そこから 祝福を 得て、 彼の 高めら 
れた 地位と 特別な 身分に よって アツ ラーに 近づこうと している のです。 私たちは 預言者 鑛 
の 地位と 身分に よって 彼の 執り成しを ホめ ています。 それだけで はあり ません。 私の 兄弟 
のぶは アブ ドル =フ セイ ン 4 で、 父の 《は アブ ド ツニラ スール 5 です。 こう した 《前を 付け 
る ことは、 私たちの 古く からの、 古い 伝統な ので も この 件に 関して あま り 厳しく しないで 
下さ レ、。 この 問題は 重大な ものでは あ りません し、 宗教は 簡単で あ るべき です。 

アブ ドツ ラー： これは 最初の 件より も 深刻です ね。 あなたは アツ ラーの みが お与えになる 
ものを 他者から ホめ るので すか？ アツ ラーの みが お与えに なりう る 事柄に 関して 預言者 
鷄や 、あるいは 彼より も 低い 地位に ある フ セイ ン やその 他の 誠実な 人々 に 呼びかける 行為 
は、 私たちが 履行を 命じられ ている タウ ヒー ドに 完全に 反する 行為で も これは 「ラー •イ 
ラー ハ. イ ツラ ツラづ という 証言の 意味に、 真っ向から 反します。 

これらの 《前で 呼び 合う ことの 恐ろ しい 結末と、 この 問題の 重要性を 示す 例を あなた 
に 紹介 しましょう。 私の 意図は、 真実を 明ら かに して それに 従う こ と、 虚偽を 明ら かにし 
て それを 避ける こと、 そして 善を 働め、 悪を 禁じる ことが 外の 何もので も あり ません。 アツ 
ラーが 唯一の 援助 者で あり、 私たちは かれに 全面的に 依拠して います。 アツ ラーが 外によ 
るいかなる 威力 もありません。 しかし 私が 話す 前に、 アツ ラーの 御言 葉を 紹介 させて 下さ 
い。 "本当の 信者たち は、 裁きの ため、 アツ ラーと 使徒に 呼び出され ると、 「畏まり ま した。 
従います。」 と言う。" じ 4:51】 

また、 アツ ラーは 仰せられました。 "あなた 方は 何事に 就いても 異論が あれば、 アツラ 
一と 終末の 日を 信じる のなら、 これを アツ ラーと 使徒に 委ねな さ レ、。" 【4:59】 

さて、 あなたは アツ ラーが 唯一で あると 述べ、 「ラー. イラ ー ハ- イツ ラツ ラー」 と 証言 
します が、 その 意味を 説明す る ことが 出来ます か？ 

アブ ドン = ナビ ー： タウ ヒー ドとは、 アツラ ーの 存在、 かれに よる 楽園と 乂獄の 創造、 かれ 
が 生と 死を 与える こと、 かれに よる 全ての 創造の 管理、 そして かれが 供給者で あり、 また 維 
持 者で あり 、全知全能、 崇高で ある こと を 全て 信 じる こと です。 

アブ ドツ ラー： もしも タウ ヒー ドが それだけ である のなら、 ファラ オや 彼の 民、 ア ブー- 
ジ ャ ハル やその 他の 人々 は 一神教 徒 だ という こと になり ます。 彼ら はア ッ ラーの 存在に 


1 アブ ドッ ラーとは、 アッ ラーの しもべ. 崇拝者と いう 意 ホです。 

2 預言者の しもべ- 崇拝者と いう 意 ホ。 

3 メシア （イエス） のし もべ •崇拝者と いう 意 ホ。 これは アラブ 人 キリスト教徒に 一般的な 《前です。 

4 フセインの しもべ. 崇拝者と いう 意 ホ。 フ七 インは 預言者の 孫で あり、 アリーの 息子です。 

5 使徒の しもべ •崇拝者と いう 意 ホ。 




対して 無知では あり ませんで したし、 大多数の 多神教 徒 もまた そう です。 自 らの 神性を 主 
張した ファラオ でさえ、 心の底では アツ ラーの 存在と、 創造の 管理が かれに 属する ことを 
信じて いたのです。 その 証拠と して、 アツ ラー 膽 はこ う 仰せられて います。 "彼ら （ファラ 
才） は 心の中では それを 認めながら、 不義と 高慢 さから これを 否認した。" じ 7: 14】 

この 認知は、 彼が 溺れる 際に 明確に なって います。 実際に アツ ラーが 諸 使徒を 遣わさ 
れ 、諸 聖典を 啓示され、 クライ シュ族 1 との 戦いが 行なわれ たのは、 崇拝 行為に おいて アツ 
ラーな 外の もの を 排除す る タウ ヒー ドの ためだった の です。 崇拝 行為の 定義 とは、 アツラ 
一が お好みに なり 御 満悦され る、 あらゆる 外面 的 及び 内面的な 言葉 や 行動の ことです。 

また 「ラー •イ ラー ハ •イツ ラツ ラー」 という 証言の 「イ ラー ハ」 という 言葉は、 真に 崇 
拝され るべき 対象を 意味し ます。 それ 故 「ラー. イラ ー ハ •イ ツラツ ラー」 とは、 アツ ラー 
が 外の 何もの も 崇拝 しないと いう 意味な のです。 

あなたは、 なぜ アツ ラーが ノア （機 0 を 初め、 諸 使徒を 地上に 遣わされ たかを 知ってい 
ます か？ 

アブ ドン =ナ ビー： 多神教 徒に 対して アツ ラーの みの 崇拝を 呼びかける ため、 そして かれ 
に 帰属 させられた あらゆる 偶像を 破棄させる ためです。 

アブ ドツ ラー： そうです。 それから、 ノアの 民は どのよう な 形で シルクを 犯して いま した 
か？ 

アブ ドン =ナ ビー： 分かりません。 

アブ ドツ ラー： アツ ラーが ノアを 彼の 民に 遣わした のは、 彼らが ワツ ド、 スワ ー、 ヤ グー ス、 
ヤ ウー ク やナ ス がと いっ た 敬虔 な 者たち を 過剰 に 称えて いたた め です。 

アブ ドン = ナビ ー： ワツ ド や スワ ー ド、 また その他の 者たち は 不信仰 者たち の 邪悪な 指導 
者たち の 名 前では なく、 敬虔 な 者た ちだった という ことです か？ 

アブ ドツ ラー： その 通り です。 彼らは ノ アの 民が 崇拝の 対象と した 敬虔な 者たち で した。 そ 
の 後、 アラ ブ人 も 彼ら の 風習 を 做った の です。 

アブ ドン =ナ ビー： あなたの 言って いる ことは 実に 聞き慣れない ことです ね！ 

アブ ドツ ラー： 更に 聞き慣れな いこと を 言いましょう か？ 最後の 預言者で あり 、私たちの 
指導者で ある ム ハン マ ド 雜がア ツ ラーに よって 遣わされた 人々 という のは、 罪を 犯 した 時 
には アツ ラ' 一 にお 赦 しを 乞い、 アツ ラ' 一 を 崇拝 し、 カア バの 周り を タワ' ー フ し、 サ ファ' 一 と 
マル ワ のをの 間の サ アイ を 行ない、 ハ ツジを 行ない、 喜捨を 施して いたのです。 彼らは これ 
ら 全てを 行って いま したが、 天使 や 聖人たち を 彼ら とアツ ラーと の 間の 仲介者に 仕立て 
上げて いたのです。 彼らは その 仲介者たち によって アツ ラーに 近づく ことを 望み、 彼らの 
執り成しを 求めて いたのです。 

ム ハン マ ドが 彼らに 遣わされ たのは、 彼らの 父祖で ある イブ ラー ヒー ム （アブラハム） 
の 宗教を 復活させる 為で あり、 そして 彼らに 対して 彼らの 信仰と 崇拝 行為は アツ ラー « 
外の 何者に 対しても 向けられる べきで なく、 アツ ラーの みの 為に 捧げられるべき だと 告 
げる ことだった のです。 そして かれのみ が 創造者で あり、 かれが 外の いかなる 者 も それら 
の 権利を 有する ことは 無い のです。 かれは 唯一の 供給者、 維持 者な のです。 七 天と 七つの 世 
界 、それらが 取り巻く あらゆる ものは、 全て かれが 支配し 管理して いるので も 彼らが 神 
々と 呼んで 崇めて いるもの でさえ、 彼らが アツ ラーの 支配と 管理 下に ある こと を 事実上 
認めて いるので す。 

アブ ドン =ナ ビー： あなたが 話して いるのは 本当に 聞き慣れない ことば かりです。 それら 
の 証拠は あるので すか？ 

アブ ドツ ラー： 証拠は が 山あります。 そのうちの 一つと して、 アツ ラー 滤 はこ う 仰せられて 
います。 "（人々 に） 言って やる がいい。 「天と地から、 あなた ホに 用度を 供給す るのは 誰 
か。 聴覚 や 視覚を 司る のは 誰か。 ま た 死んだ 物から、 生命を もたらし、 生から 死を も たらせ 




1 預言者の 時代に 初期の ムス リ ムを 迫害した アラブの 部族。 
2 ヌーフ 章 参照。 


られ るのは 誰か。 また 全ての 事物を 規制 統御す るのは 誰で あるの か。」 彼らは 必ず 「アツ ラ 
一」 と 言おう。 言って やる がいい。 「何故 あなた 方は、 主を 畏れない のか。」" 【10:31】 

また、 アツ ラーは こう も 仰せられて います。 "言って やる がいい。 「大地と そこに ある 全 
てのものは、 誰の もので あるか。 知っているなら （言って みなさ レ、）。」 彼らは 必ず、 「アツ ラ 
一の ものである。」 と言うであろう。 言って やる がいい。 「あなた ホは、 まだ 気が付 かないの 
か。」 言って やる がいい。 けつの 天の 主、 栄光に 満ちた 至高の 玉座の 主は、 誰で あるの か。」 彼 
らは 必ず、 「アツ ラー。」 と言うで あろ う。 言って やる がいい。 「あなた 方は なお 畏れない の 
か。 全ての 事物の 統御は、 誰の 手に あるの か。 （万有を） 守護し、 （誰から も） 守護され ない 方 
(は 誰か)、 あなた 方が 知っている ならが 信って みなさい)。」 彼らは 必ず 「アツ ラー。」 と 言 
う であろう。 言って やる がいい。 「それなら あなた 方は、 どう して 惑わされた のか。」 いや、 わ 
れは 真理を 下した ので ある。 彼らは 本当に 嘘 付きで ある。" 【23:84-90】 

これらの 多神教 徒は ハ ツジの 際、 アツ ラーに 対しこう 唱えて いま した。 "アツ ラーよ、 
あなたの 御 許に 馳せ参じ ま した。 あなたの 御 許に 馳せ参じ ま した。 あなたの 御 許に 馳せ参 
じ ま した、 あなたに 並ぶ ものは あり ません。 あなたが 所有す る 者 « 外には。 あなたは 彼と、 
彼の 所有を 全て 有して いるので す。" 

この 様に、 多神教 徒の アラブ 人達は アツ ラーが 単独で 全 宇宙の 諸事を 司って いる こと、 
つま り タウ ヒー ド •ア ツ= ル ブービー ヤ という 信条を 認めて はい ま したが、 これ だけで 
は 彼らが ムス リムになる ことはありませんでした。 彼ら が 不信仰 者で ある 所 « とは、 ア 
ツ ラーヘより 近づく 為 に 諸 天使、 諸 預言者、 その他の 聖人と いっ た 存在の 執 り 成しを 意図 
しつつ ネ斤 願を していた という 事実な のです。 それ 敗 全ての 析願 、宣誓、 犠牲、 救済の « 来 や 
その他 全ての 崇拝 行為は、 アツ ラーの みへ と 向ける こと が 義務な のです。 

アブ ドン = ナビ ー： も し タウ ヒー ドの 意味が あなたの 言う 様に、 アツ ラーの 存在の 認知、 そ 
して 彼の 全 宇宙の 完全 支配を 認める だけでは なければ、 他に どういう 意味が あるので す 
か？ 

アブ ドツ ラー： アツ ラーが 諸 使徒を 遣わされ、 諸 聖典を 啓示され たのは、 アツ ラーの みへの 
崇拝を 指示す る タウ ヒー ドの 為でした。 当時の 多神教 徒は これを 拒否して いたのです。 こ 
の タウ ヒー ドが 要 ホす る ことと は、 祈願、 宣誓、 犠牲、 救済 や 援助の 頼み 等の いかなる もの 
に関して も、 アツ ラーな 外の 存在を 崇拝の 対象と しないと いう ことです。 これは 「ラー •イ 
ラー ハ. イ ツラツ ラー」 という 言葉の 中で 意図され ている タウ ヒー ドです。 

多神教 徒 達は 「イラ ーフ」 という 言葉が、 諸 天 も 諸 預言者、 諸 聖人、 木々、 墓、 もしくは ジ 
ン 1 であれ、 彼らが 崇拝を する 全 対象で ある こと を 理解して いま した。 彼らは 「イ ラー フ」 と 
いう 言葉が 創造ち 供給者、 統治者 だとは 理解して いません でした。 なぜなら 既述の 通り、 
彼らは アツ ラーの みが これらの 特徴を 備えて いる ことを 知っていた からです。 預言者 鑛は 
彼らに 対 し、 この 「フ' 一 •イ フ' ー ハ •イツ フ ツフ' 一 」 という シャハ' ー ダ におけ る タウ ヒ' ー ド 
の 言葉、 そしてた だ それを 口先で 述べる だけでなく、 その 実践に おける 履行の 義務を 伝え 
るた めに 遣わされた のです。 

アブ ドン =ナ ビー： あなたは あたかも 多神教 徒で ある クライ シュ 族が、 今日の 多く の ムス 
リムより もこの 言葉の 意味に 関して 知識が あった と 言って いるよ うです が。 

アブ ドツ ラー： そう です。 これが 悲しい 現実な のです。 無知な 不信仰 者 達で さえ、 預言者* 
が この 言葉に おいて、 アツ ラーの みを 崇拝し、 アツ ラーな 外に 崇拝され る あらゆる ものの 
拒否と 不信仰を 意味して いた こと 知っていた のです。 

預言者 鑛が 彼らに 対して 「ラー •イ ラー ハ •イ ツラツ ラー！」 と 言った 時、 アツ ラーが 言 
及され ている よう に、 彼らは こ う 言った ものな のです。 "彼は 多く の 神々 を、 一つの 神に し 
てし まう のです ろ \ これは 全く 、驚き いった ことです。，， 【38:5】 

しかしながら、 彼らは アツ ラーが 全 宇宙を 支配す る 唯一の 御 方 だとい うこと を 信じて 
いま した。 最も 無知な 不信仰 者 や 多神教 徒で すら この 事実を 知ってい るので あれば、 現在 


1 ジンとは 人類に 類似す る 不可視の 創造物で あり、 自由意志を 持って います。 "精霊" や "魂" という 言葉で 一般 
的に 知られて います。 




自分たち を ムス リ ム だと 主張す るが 山の 人々 が この 言葉の 意味を 知らない という ことは 
実に 奇妙な ことなの です。 

大勢の ムス リ ムは 、イス ラームとは 単に この タウ ヒー ドの 言葉の 意味 も 知らずに 口 
頭で 唱える こと だけで あると 思って います。 無知な クライ シュ 族の 多神教 徒 達で さえ ラ 
一. イラ ー ハ. イ ツラツ ラーの 意味を 知っていた というのに、 ただ 口先 だけで イスラー 
ムを 信仰して いると 主張す るよ うな 人々 からは 一体 何が 期待 出来る でしょ うか！ 

アブ ドン =ナ ビー： しかし 私は アツ ラーに 何者を も 配し ません。 実際 私は アツ ラー « 外に 
創造者、 供給者、 維持 者は なく、 同位 者 や 配偶者の ない アツ ラーな 外には いかなる 者 も 私た 
ちを 利害す る 力がない こと を 証言し ます。 また 私は ム ハン マ ド 藤で さえ 私たち、 更には 彼 
自身を も 利害す る 力は 備えて おらず、 アリー、 フセイン、 アブ ドル = カ ディール- アル =ジ 
ー ラー ニー やその 他の 者たち、 預言者 鑛 より 地位の 低い 者 達 も 同様で あると 証言し ます。 
しかし 私は 罪深い 人間で あり、 これらの 聖人たち はアツ ラーの 御 許で 特別な 地位を 有し 
ている ので、 私は 彼らに 対し 彼らの 特別な 地位に よる 執り成しを 求める のです。 

アブ ドツ ラー: 既に 私が 述べた 様に、 預言者 鑛が 戦った 人々 は、 あなたの 今 言った こと さえ 
認識して いたと ク ルアー ン には 述べられて います。 彼らは、 彼らの 偶像は この 宇宙に おい 
ていかなる 面に おいても 何らの 力を 有さない こと を 知ってい ま したが、 ただ それらの 特 
別な 地位に よる 執り成し だけを ホめ たので も 私は 既に ク ルアー ン から、 この 証拠を 提示 
しています。 

アブ ドン =ナ ビー： しかし それらの 節々 は 偶像を 崇拝して いる 人々 に関して 啓示され た 
のです よ！ あなたは 諸 預言者 や 諸 聖人を 偶像と 同等 視 している のです か？ 

アブ ドツ ラー： 既に 私が 述べた 様に、 それら 一部の 偶像は ノア （鱗 0 の 時代 同様、 特定の 聖 
人から 《前を 取られて いるので す。 不信仰 者 達が それらの 執り成しを ホめ たのは、 ただ そ 
れら がアツ ラーの 御 許で 高い 地位を 有して いる と 信じた からな のです。 この 証拠は 次の 
アツ ラー 聽の 御言 葉です。 "だが かれを 差し置いて （他に) 保護者を 求める 者は、 「私たち 
が 彼ら （偶像、 神々） に 仕える のは 只 私たちが アツ ラーの 御 側に 近づく ためで ある。」 と 言 
ぅ。" 【39:3】 

あなたの 主張す る、 「あなたは 諸 預言者 や 諸 聖人を 偶像と 同等 視 している のです か？」 
という 質問に 対する 答えは、 次の アツ ラーの 御言 葉に あるよう に、 預言者 鑛が 遣わされた 
時代の 一部の 不信仰 者は 諸 聖人に 対して 析願 していた と言う 事実です。 "誰が 最も アツ 
ラーの 喜びに 近づける のか、 彼らが ネ 斤って いるものたち でさえ、 かれの 慈悲を 待望し 懲罰 
を 恐れて いる。 本当に 主の 懲罰 こそ、 用心すべき である。" 【17:57】 

そ の 他の 人々 は、 次の アツ ラ ー媳の 御言 葉に あるよう、 イエス （鐵〇 や 彼の 母 マリア に 対 
して ネ斤 願して いま した。 "また アツ ラーが このよう に 仰せられた 時を 思え。 「マルヤ ムの 
子 イーサ ーよ、 あなたは 『アツ ラーの 他に、 私と 私の 母と を 2 柱の 神と せよ。』 と 人々 に告 
げた か。」 かれは 申 し 上げた。 「あなたに 讚え あれ。 私に 権能の ない こと を、 私は 言うべき で 
ありません。" 【5:116】 

また 一部の 多神教 徒たち は 次の アツ ラーの 御言 葉が 示す よう に、 諸 天使に 対し 祈願し 
てい ま した。 "一斉に 彼らを 召集な される 日。 かれは 天使たち に 向かって 仰せられよう。 「 
これらの 者は、 あなた 方を 崇拝して いたの か。」" 【34:40】 

これらの 節々 では 偶像を 崇拝す る 人々、 そして 諸 天使、 諸 預言者、 諸 聖人を 崇拝す る 人 
々に 対し アツ ラーが 不信仰 者と 同等で あると 見なされ ている ことが 証明され ています。 
あなたは この こと を 良く 熟考す るべき です。 預言者 鑛は これらの 人々 を 区別せ ずに 戦った 
のです。 

アブ ドン =ナ ビー: 不信仰 者は それらから 利益を 求めて いま したが、 私は そう しません。 私 
はアツ ラーの みが 利害を もたらし 全てを 支配され ている 御 方で あると 証言し ます。 私は 
アツ ラー 膽な 外に これらの こと を ホめ ません。 諸 聖人には これらを 施行す る 力が あり ませ 
ん 。私は ただ 彼らに 対し、 アツ ラーの 御前で 私の ための 執り成しを してく れ るよう 望んで 
いるので す。 




アブ ドツ ラー： あなたの 言って いる ことは、 不信仰 者たち が 言って いた ことと 全く 同じな 
のです よ。 ア ツ ラー 媳の 御言 葉が その 証拠です。 "彼らは ア ツ ラーの 他に、 彼らを 害せず、 
また 益の ない ものに 仕えて、 「これら （の 偶像- 神々） は、 アツ ラーの 御前で 私たちを 執り成 
す ものです。」 と言う。" 【10:18】 

アブ ドン ニナ ビー： しかし 私は アツ ラー « 外の 何者を も 崇拝し ません。 彼らの 助けを ホめ、 
ネ斤 願を する こと は 崇拝 行為では あり ません！ 

アブ ドツ ラー： あなたに 尋ねます が、 あなたは アツ ラーが あなたに 対して 全ての 崇拝 行為 
を 純粋に ア ツ ラーの みに 行な うよう 義務付け られ たこと、 そ して それは ア ツ ラーの 権利 
であると いう ことを 認めます か？ アツ ラーは 次の よう に 仰せられて います。 "彼らの 命 
じられ たことは、 只アツ ラーに 仕え、 かれに 信心の 誠を なし 純正に 服従、 帰依して、 礼拝の 
務めを 守り、 定めの 喜捨を しなさい と、 言う だけの ことであった。" 【98:5】 

アブ ドン =ナ ビー： はい、 その 通りです 。アツ ラーは これを 私の 義務と されました。 

アブ ドツ ラー： それでは あたな に 尋ねます 。アツ ラーが あなた に対して 義蔡 とされた こと 
を 説明 出来ます か？ 純粋に アツ ラーの みを 崇拝 するとい うことは どういう 意味 だと 思い 
ます か？ 

アブ ドン = ナビ ー： この 質問の 意味が よく 分かりません。 

アブ ドツ ラー: 私の 言う ことを 理解 出来る よう、 注意 深く 聞いて くださ レ、。 アツ ラー 滤は仰 
せられ ま した。 "謙虚に また 目立たない 隠れた と ころで、 あなた 方の 主に ネ 斤れ。 かれは 教 
えに 背く 者を 御 好みに なられない。" 【7:55】 

ネ斤 願す る ことは ア ツ ラーに 対する 崇拝 行為です か？ 

アブ ドン =ナ ビー： はい、 これは 崇拝の 基本 行為で た ハ ディースに はこ う あり ます。 "祈 
願とは 崇拝 行為で ある。" （アフ マド、 アブー- ダー ウー ド 収録） 

アブ ドツ ラー： あなたが それを 崇拝 行為で あると 認める ので あれば、 もし あなたが 報奨を 
ホめ、 畏敬の 念で 昼夜 アツ ラーに 祈願した と して、 それから あなたが 預言者、 天使、 または 
墓地で 聖人に 同じ 要望の ネ斤 願を すれば、 この 崇拝 行為で あなたは アツ ラーに 他者を 配し 
たこと になり ます か？ 

アブ ドン =ナ ビー： はい、 そうすれば 私は アツ ラーに 他者を 配した ことになります。 それは 
正しく、 明解です。 

アブ ドツ ラー： 別の 例 を 挙げ ま しよう。 アツ ラ ー聽は このよう に 仰せ られ ています。 "さ 
あ、 あなたの 主に 礼拝し 犠牲を 捧げなさい。" 【108:2】 

あなたが それを a 解し、 この ア ツ ラーの 指示を 動物の 犠牲を 捧げる ことにより 従う の 
なら、 その 犠牲を 捧げる という 行為は アツ ラーの ための 崇拝 行為です か？ 

アブ ドン = ナ ビー ： はい、 それは 崇拝 行為です。 

アブ ドツ ラー： では あなた が 預言者、 または ジン、 あるいは アツ ラーと 並べて 他者に 対して 
動物の 犠牲を 捧げる ことは、 ア ツ ラーに 対 して 同位 者を 配 した ことにな り ます か？ 

アブ ドン = ナ ビー ： はい、 それは 間違いな く シルク です。 

アブ ドツ ラー： 私が これら 二つの 祈願と 犠牲を 捧げる 行為の 例を 挙げたのは、 析 願は 最も 
重要な 言葉に よる 崇拝の 一つで あり 、犠牲を 捧げる 行為は 最も 重要な 行為に よる 崇拝の 
一つ だからです。 

しかしながら 崇拝 行為は これら 二つの 種類に 限られて いる 訳ではありません。 実際に 
は 宣誓したり 、御 加護を ホめ た り、 救済を 懇願した りと 様々 な 様式が あるので す。 

それでは ク ルアー ンが 啓示され た 当時の 多神教 徒たち は、 諸 天使、 諸 聖人、 偶像の アツ 
= ラー ト その他を 崇拝して いま した か？ 

アブ ドン ニナ ビー： はい、 してい ま した。 

アブ ドツ ラー: 彼ら は析 願、 犠牲、 御 加護を ホめ、 救済の 懇願を し、 それら に 全面的に 依拠す 
る ことが 外の 崇拝 行為を 行なって いま した か？ 彼らは 自身が アツ ラーの しもべで あり、 



かれの 完全な 統制 下に あり、 アツ ラーが 全てを 支配して いる 事実を 認識しつつ も、 それら 
の 高い 地位 ゆえに アツ ラー « 外の ものたち の 執り成しを ホめ、 彼らに 析 願し 頼って いた 
のです。 この 事実は 日の目を 見る より も 明らかです。 

アブ ドン = ナ ビー ： あなた は 預言者 鑛の執 り 成し を 否定す るの です か？ 

アブ ドツ ラー： いいえ、 私は 全く それを 否定して いる 訳ではありません。 彼は 現実に 執り成 
しを する ので あり 、彼の 執り 成しは 認め られ るので す。 

私は 彼の 執り成しに 期待して います。 しかし この 執り成しの 事実は 完全に アツ ラーの 
指示に 基づいて いるので す。 かれ 膽は 仰せられ ま した。 "言って やる がいい。 「執り成し 
(の 許し） は、 全て アツ ラーに 属する。" 【39:44】 

執り 成しは アツ ラーの お許しの みに よっ て 認め られ るので す。 かれ 滤は 仰せられ まし 
た。 "かれの お許しな く して、 誰が かれの 御 許で 執り成す ことが 出来よう か。" 【2:255】 

アツ ラーの お許しがない 限りは、 預言者 鑛 でさえ も 絶対に 執り成す ことは 出来 ませ 
ん。 かれ 滤は 仰せられて います。 "•••かれが 受け入れる 者の 他は、 執り成しを しない。" 
【21:28】 

そ して ア ツ ラーが 次の よう に 仰せられて いるよう に、 かれは タ ウ ヒー ド « 外は 御 満悦 
されない のです。 "イス ラームが 外の 教えを 追求す る 者は、 決して 受け入れられな レ、。 また 
来世に おいては、 これらの 者は 失敗 者の 類で ある。" 【3:85】 

も し 私たちが、 全ての 執り成しは 完全に アツ ラーに よる 指示、 そしてた だかれの お許し 
のみに よるので ある こと に 同意し また 預言者 鑛 自身、 あるいは 他の 誰で あれ、 アツ ラーが 
認可され なければ 誰を 執り成す こと も 出来ず、 更に この 執り成しは 真に アツ ラーの みの 
崇拝 （タウ ヒーの を 行なう 者に 許される ので ある ことに 同意す るので あれば、 執り成しは 
ア ツ ラーの みに 属する 権利で ある こと が 明確な はずです。 

こ の 理由に より、 私は アツ ラーに、 かれの 預言者 鑛の 執り成 しを 次の ように 求めます。 「 
アツ ラーよ、 私から 預言者の 執り成しを 奪わないで 下さ レ、」 「アツ ラーよ、 私は あなたに 彼 
が 私の ために 執り成し をして くれる こと を 求めます」 

アブ ドン = ナビ ー： ネ斤 願を 叶える ことが 出来ない 誰かに 何 かを 求める ことは 許可され な 
レ、、 という ことに 私たちは 同意し ましたが、 アツ ラーは 預言者 鑛に 執り成しの 権利を お 与 
えに なり ま した。 そのため、 彼には それを 実行す る 力が あり ます。 それに よって 私は 彼が 可 
能に 出来る こと を 彼に ホめ る こと が 許可され て お り、 またこう する ことにより 彼を アツ 
ラ' 一 に 配 している わけでは あり ません。 

アブ ドツ ラー： それは、 もし アツ ラーが それを お許しに なった ので あれば の 話です。 しかし 
ア ツ ラーは 仰せられて います。 "それで ア ツ ラーと 同位に 配して 他の 者に ネ 斤って はなら 
か、。" 【の： IS 】 

執り成しを 求める という ことは、 一種の 祈願な の です。 預言者 鑛に 執り成 しの 権利を お 
与えに なった 御 方 （アツ ラー） は、 私たちに 対し 祈願の 際には かれ « 外には それが いかなる 
人物 や 物体で あっても 呼びかけ る ことを 禁じ られ たのです。 

また 別の 重要な 点と して、 執り成 しが 預言者 鑛 が 外の 人々 にも 認め られる と レ、 うこと が 
あります。 なぜな ら諸 天使、 思春期の 前に 死んだ 子供たち、 そして 諸 聖人な ども 同様に 執り 
成しの 権利が 与え られ るからで す。 それでは ア ツ ラーが 彼らに も 執り成しを 許可す るか 
ら といって、 彼らに 執り成しを 求める ことは 認められる でしよ うか？ 

も しあな たが 肯定 すれば、 あなたは 再び アツ ラーが ク ルアー ン において 述べられた 諸 
聖人の 崇拝に 逆戻り した ことにな り ます。 そして あなたが それを 否定す るので あれば、 前 
にあな たが 「 預言者 鑛に対 し、 アツ ラー が 彼に 権利 を 授けられ たために 彼の 執り成しを ホ 
める ことが 出来る」 という 主張は 無 劾に なり ます。 

アブ ドン =ナ ビー： しかし 私は アツ ラーへの 崇拝に 他者を 配し ません。 諸 聖人の 助けを ホ 
める ことは シルクではありません。 

アブ ドツ ラー： あなたは アツ ラーの 崇拝に おける シルクの 禁止が 蠢 通. 不貞の 禁止より 




も 重大で あ り、 アツ ラーは シルクの 罪を お赦 しになら ない こと を 認めます か？ 

アブ ドン =ナ ビー： はい、 認めます。 その 事実は ク ルアー ン において 非常に 明確です。 

アブ ド ツ ラー： あなたは たった今、 あなたが シルク を 犯す こと を 否定し ま した。 あなたは ア 
ツ ラーに 誓って、 あなたの 言う シルク の 種類と 何を 犯 していけ ない のかを 私に 説明 して 
頂けない でしよ うか？ 

アブ ドン =ナ ビー： シルクと は 偶像の 崇拝で あ り、 自己を それらに 向ける ことで あり、 それ 
ら から 何 かを ホめ たり 、または 畏れたり する こと です。 

アブ ドツ ラー： では 偶像の 崇拝と は 何です か ？ あなたは クライ シュ 族の 不信仰 者たち は 
それらの 木片 やお 像が 供給し、 それらに 対し 祈願す る 者たち の 諸事を 管理して いる と 信 
じていた と 思います か？ 私が 説明した よう に、 彼らは そう 信じて はいなかった のです。 

アブ ドン = ナビ ー: 私 もそう は 信じて いません。 私は 偶像崇拝とは 木片 やお、 墓 やその 他に 
自己を 向け、 祈願したり 犠牲を 捧げたり しそれ が 行なわれ るのは アツ ラーに 近づく ため、 
あるいは それらの 行為が もたらす 祝福から 害を 遠ざける ためだと 主張す る ことです。 

アブ ドツ ラー： そう です。 これは 人々 が おや 墓な ど で 行 なって いる 行為です。 また、 あなた 
は シルクが 偶像の 崇拝で ある ことに 触れ ま したが、 あなたが 意味す るのは それが 言及 さ 
れた 行為の みに 限られ、 諸 聖人を 頼りに し 彼らへの 析 願は シルクには 分類され ない とい 
うこと なのです か？ 

アブ ドン = ナ ビー： はい、 そういう 意味です。 

アブ ドツ ラー： それでは これらの、 諸 預言者、 諸 聖人 や 諸 天使を 頼る ことの 不法 性を 明確に 
述べ、 そ して それを 行なう 人々 の 不信仰を 指 し 示す ク ルアー ンの 節々 を どのよう に 解釈 
する のです か？ 

アブ ドン = ナ ビー： 諸 天使 や 諸 預言者に 対 し 祈願す る 人々 はこの a 由に よっ て 不信仰 者 
と 呼ばれた 訳ではありません。 彼らが 不信仰 者に なった のは、 諸 天使を アツ ラーの 娘たち、 
そして イエス •キリス トを アツ ラーの 息子と 呼んだ からです。 私たちは アブ ドル = カー 
デイルを アツ ラーの 息子と 言ったり、 ザイ ナブを アツ ラーの 娘とは 言いません。 

アブ ドツ ラー： アツ ラーに 子女が いると 宣言す る ことは、 私たちが 話して いるものとは 全 
く 異なる 種類の 不信仰です。 ア ツ ラー 膽は 仰せられて います。 "言え、 け^れは ア ツ ラー、 
唯一なる 御 方で あられる。 アツ ラーは、 自存され、 御 産みな さらない し、 御 産れ に なられた 
のでは ない" 【112:1-3】 

誰で あれこれを 否定す る 者は 不信仰 者で あり、 例え この 章の 最後の 部分を 否定し なく 
ともそう なのです。 "かれに 比べ 得る、 何もの もない。" 【112:4】 

また、 アツ ラーは このよう に 仰せられて います。 "アツ ラーは 子を もう けられな レ、。 また 
かれと 一緒の 別 の 神 もない。 そうで あったら、 それぞれの 神は 自 分の 創 っ たもの で 分裂し 
お 互いに 抜き出ようと して 競い合う。 アツ ラーに 讚え あれ。 け^れが 彼らの 配す る ものを 
(超越される）" 【23:91】 

それ 故、 アツ ラーは これら 二つの 不信仰を 区別され ています。 別の 根拠と しては、 多 神 
教徒が ネ斤 願の 対象に していた ラート （有ぶな 多神教 徒の 偶像） が 誠実だった からといって、 
彼が アツ ラーの 息子になる わけでは ない のです。 

同様に ジンを 崇拝す る 人々 は、 それらを アツ ラーの 息子たち にす る わけでは ありませ 
ん。 四 大法 学派で ある ハナ フイ ー、 マー リ キー、 シャーフ イイ ー、 そ して ハン バリ ー学 派の 
書物は それぞれ 背教と 背教者に 関する 章を 置き、 誰で あれ アツ ラーが 子女を 有する と 主 
張す る 者は イス ラームから 背教した 者で あると し、 また 誰で あれ アツ ラーに 同位 者を 配 
する 者 も 同じく 背教者で あると しています。 これは、 彼らが これら 二つの 多神論を 区別し 
ていた こと を 示して います。 

アブ ドン =ナ ビー： しかし アツ ラーは こ う 仰せられて います。 "アツ ラーに 親しい 者に 
は 本当に 恐れ もな く、 憂い もないで あろう。" 【10:62】 

アブ ドツ ラー： それは 事実です。 しかし 彼らは 崇拝され るべき ではありません。 それらは 今 




や、 アツ ラーと 並べて 崇拝され ている のです。 

しかし アツ ラーに 親しい 者を 愛し それらの 良い 手本に 従う のは 私たちの 義務で も あ 
り ます。 私たちは 彼らを 拒否す る 一部の 離反 者とは 違い、 彼らに まつわる 奇跡的 出来事を 
認めなければ なりません 。アツ ラーの 宗教で ある イス ラームとは 両極の 中道な のです。 
アブ ドン = ナビ ー： ク ルアー ンの 啓示が 下された 時代の 人々 は 「ラー. イラ ー ハ •イ ツラ 
ツ ラー」 と レ、 う 信仰 証言を しませんで した。 彼らは また、 ア ツ ラーの 使徒 ム ハン マ ド 鑛の預 
言 者 性を も 拒否し ました。 彼らは 審判の 日やク ルアー ンの 正当性を 否定し それらが 何ら 
かの 魔術で あると 主張し ま した。 

一方 私たちは アツ ラーな 外に 神は なく、 ム ハン マ ドが アツ ラーの 使徒で あると 証言し 
ます。 私たちは ク ルアー ンを 信じ、 来世と 復活を 信じ、 礼拝、 斎戒を しま もい かにして あな 
たは、 私たちが 彼らの ようで あると 言う ことが 出来る のです か？ 

アブ ドツ ラー： も し 誰かが ア ツ ラーの 使徒 雜の 正当性を 認知す る 一方で 彼を 罵つ のなら 
ば、 彼は 不信仰 者で あり イス ラームの 範禱 内には いないと いう 学者 間の 意見の 一致が あ 
り ます。 

同様に、 この 原則は ク ルアー ンの 一部を 信じ、 別の 一部を 信じない 者に も 当てはまり ま 
す。 または タウ ヒー ド と 礼拝の 義務を 認知 しつつ も 喜捨の 義務を 拒否す る 者、 あるいは こ 
れら 全てを 認知しつつ も ラマ ダーンの 斎戒を 拒否す る、 または ハ ツジの 義務を 拒否す る 
者に も 当てはまる のです。 

預言者 鑛の 時代の 一部の 人々 がハツ ジの 義務を 履行し なかっ た 際に、 アツ ラーは 彼らに 
関する 啓示を 下されて います。 "この 家への 巡礼は、 そこに 赴ける 人々 に 課せられた ア 
ツ ラーへの 義務で ある。 背信者が あっても、 ま ことに ア ツ ラーは 万有に (超越され) 完全に 
自足され て おられる 方で ある。" 【3:97】 

誰で あれ、 復活を 否定す る 者は 不信仰 者で あると いう ことは、 ムス リ ム 間で 一致した 意 
見です。 それゆえ アツ フ' 一 はかれの 書に おいて、 誰で あれ イ スフ' ー ム における 一部の 事柄 
のみを 信じ、 別の 部分を 信じない ような 者は 疑いな く 不信仰 者で あると 明確に されて い 
るので す。 

ムス リ ムは 、イス ラームに おける 全ての 規定を 遵守す るよう 命じられて います。 あなた 
は イス ラームの 一部の 規定の みを 信じ、 別の 部分を 信じな かいような 者たち が 不信仰 者 
である と 認めます か？ 

アブ ドン =ナ ビー： はい、 認めます。 それは ク ルアー ンの 中で も 明確です。 

アブ ドツ ラー： それ 故、 預言者 鑛が 正当で あると 主張しつつ も 礼拝の 義蔡を 否定す る 者、 ま 
たは イス ラームの 全てを 認めつつ も 復活を 否定す るよう な 者は 四 代 法学 派 全てに おいて 
不信仰 者で あり 、ク ルアー ンの 中に おいても それは 明確な のです。 

タウ ヒー ドは 預言者 鑛 により もたらされた 義務の 中で も 最も 重要な もので あり、 それは 
礼拝、 喜捨、 斎戒 や 巡礼より も 重要な のです。 例え その 人物が 残りの イス ラームの 義務を 果 
たし、 預言者に 従った と しても、 全ての 預言者の 宗教で ある タウ ヒー ドを 否定す る ことが 
不信仰で ない という ことが 出来る でしょ うか？！ アツ ラーに 讚美 あれ！ それは 何とい う 
無知で しょうか！ 

預言者 鑛 と共に イス ラームを 受け入れ 、アツ ラーの 他に 神は なく ム ハン マ ドは アツ ラー 
の 使徒で ある、 と 証言し、 礼拝 やその 呼びかけを していた ヤ マー マ 1 の ハニー ファー 族と 
預言者 鑛の教 友たち が 戦った 事実を 熟考して ください。 

アブ ドン =ナ ビー： しかし その 人々 はム サイ リマが アツ ラーの 預言者 だと 証言した ので 
す。 私たちは ム ハン マ ドが 最後の 預言者で ある と 言います。 

アブ ドツ ラー： しかし あなた 方は アリー- ブン- アビー- ター リブ や アブ ドル = カー デ 
イ ル. アル ニ ジー ラー ニー やその 他の 者たち を 預言者 や 天使の 位に 高め、 さらには アツ 


1 これは タウ ヒー ドと ム ハン マ ドの 預言者 性を 証言しながら も、 ムサイリマ という 偽 預言者に も 重きを 置き、 彼が 
アッ ラーの 啓示を 受けた と 主張した 部族です。 


ラーと 同位にまで 配したり も します。 

も し 誰かが 何者かを 預言者 鑛と 同位に 配す る こと が 不信仰と 見なされ、 その 人物が 背信 
者と 見なされる とする のなら、 彼の 信仰 証言 や 礼拝は 彼を 益し ない ことにな り ます。 誰か 
を 神性の 位階にまで 高める こと は更 なる 冒擁 です。 

他の 点と しては、 もしも 先人 達を 不信仰 者で ある と 判断す る a 由が、 彼らの 預言者、 ク 
ルアー ン 、復活な どへの 不信仰、 加えて シルクを 犯した ことによ るので あれば、 全 法学 派の 
学者たち が 著した "背信者に 対する 判決" に関しては 何と 言います か？ 彼らは 様々 な 種 
類の 不信仰に 触れた 後、 それぞれが、 そして それの みに よりその 人物を イス ラームの 枠組 
みから 外す と 裁定して います。 これらの 中には 一部の 人々 に とって 行なった と しても 大 
した ことでは ない と 映る もの、 例えば アツ ラーの お怒りを 買う 言葉を、 実際に 信じて はい 
なかった としても 冗談 半分 や 嘲笑 的に 言ったり する ことが 含まれます。 

それらの 人々 に関して、 次の ク ルアー ンの 節が 啓示され ています。 "言って やる がい 
い。 「あなたがたは 、アツ ラーと かれの 印と 使徒を、 嘲笑して いたでは ないか。」 「弁解す るに 
は 及ばない。 あなたがたは 確かに 一度 信仰に 入って 後、 不信心に なった。" 【9:65-66】 

彼らは、 言った 事柄に 関しては 本気では なく 単に 冗談であった と 主張し ました。 しかし 
アツ ラーは、 彼らが 預言者と 共に タブークの 遠征に 同行した にも 関わらず、 彼らが ムス リ 
ム になった 後に 不信仰に 陥った と 明確に 宣言され たのです。 

別の 例と して、 預言者 鑛の教 友たち がノ ン •ムス リ ム によって 崇拝され ていた 木の 側 
を 通り かかった 際、 彼らは 預言者に ノ ン •ムス リムと 同じよう な 木を 指定す る よう 求め 
ま した。 預言者 鑛は その 時、 彼らの 要求は イスラエルの 民が モー ゼ に対して ホめ たこと と 
そっく り だと、 アツ ラーに かけて 謹厳な 宣誓を しま した。 アツ ラーは 仰せられて います。 

"彼らが 持って いる 神々 のよう な 一 柱の 神を、 わた したち に 置いて くれ。" 【7:138】 
アブ ドン =ナ ビー： しかし イスラエルの 民と その 木に 対して 彼らの 武器を ぶら下げ るよ 
う 頼み、 維ろうと した 人々 は、 単に その 要求から 彼らが 不信仰 者に なった わけでは ありま 
せん。 

アブ ドツ ラー: 彼らは その 要求を 実行し なかった ために 不信仰 者には なりませんでした。 
もし 彼らが それを 実行して いれば 不信仰 者に なって いたで しょ う。 もし それらの 預言者 鑛 
がを めた 者 達が、 預言者 鑛に 逆らい、 禁止され た 後に その 木を 得た ので あれば、 彼らは 不信 
仰を 犯した ことに なった でしょう。 

アブ ドン = ナビ ー： 私は ウサ ー マ- ビン •ゼイ ドに 関する 逸話に 関して 悩みを 抱えて い 
ます。 彼は" ラ' 一 •イラ' ー ハ •イツ ラツ ラ' 一 "と 叫んだ 後に （戦闘に おいて） ある 人物を 
殺害し ました。 預言者 鑛は 彼に こう 言って 非難し ました。 "ウサ ー マよ！ あなたは 彼が ラ 
一 •イ ラー ハ •イツ ラ ツ ラーと 言った 後に 殺した のです か？" 

また 預言者 鑛 はこの よう にも 言われて います。 "私は すべての 人々 が ラー. イラ ー 
ハ. イツ ラツ ラーと 言う まで 彼らと 戦うよ う 命じられて います。" 

これら 二つの ハ ディースと、 あなたが 先 ほど 言った ことは いかにして 調停され るで し 
ょ うか？ 私を お導き 下さ レ、、 そして アツ ラーが あなたを お導きなります よう。 

アブ ドツ ラー: 預言者 鑛が ラー •イラ ー ハ •イ ツラツ ラーと 言う ユダヤ人と 戦った ことは 
良く 知られて います。 教 友たち は、 アツ ラー W 外に 神は なく、 ム ハン マ ドは アツ ラーの 使徒 
であると 証言し、 礼拝 さえ 行なって いた ムサ イ リマの 追従 者と 戦いました。 

あなたが 今 認めた よう、 復活を 否定す る 人々 は 不信仰 者な のです。 同様に、 イス ラーム 
の 柱の いずれ かを 否定す る 者は、 たと え 彼が ラー •イ ラー ハ •イツ ラ ツ ラーと 言った と 
しても 不信仰 者な のです。 いかにして イス ラームの 根幹を 否定す る 人々 が この ラー. イ 
ラー ハ. イ ツラツ ラーと いう 言明を しそれ が 受け入れられな いのと 同時に、 すべての 頭 
言 者に より 説かれた 最も 重要な 基礎で ある タウ ヒー ドを 否定す る 者たち に 認められ るで 
しよ うか？ 

私は あなたが これらの ハ ディースを 正確に a 解して いるとは 思えません。 この ウサ ー 
マの ハディ ースで 預言者 鑛が 彼を 非難した のは、 ラー •イ ラー ハ •イラ ツ ラーと 言って イ 


ス ラームに 改宗した 後に 彼を 殺害した からです。 ウサ ー マは この 男が 命を 恐れた ために 
言った だけ だと 思った のです。 

誰で あっても イス ラームの 信仰を 主張す る 者は それに 反する 行為を しない 限りは 守ら 
れ るべき です。 アツ ラー 聽は 仰せられて います。 "信仰す る 者よ、 あなたがたが アツ ラー 
の 道の ために 出動す る ときは、 （慎重に） 事態を 見き わめ、 あなたがたに 挨搂 する 者に 向か 
って、 「あなたがたは 信者では ない。」 と 言って はならない。 あなたがたは 現世の 生活 上の 消 
え やすい 財貨を ホめ るが、 アツ ラーの 御 許には おびただしい 戦利品が ある。 な 前 あなたが 
たもそう であった が、 アツ ラーは 御 恵みを 与えられる。 だから （慎重に) 行動し なさ レ、。 誠に 
ア ツ ラーは、 あなたがたの 行 うこと を 熟知な される。" 【4:94】 

あなたが 触れた 2 番目 の ハディ ー スは同 じ 意味を 伝えます。 イス ラームと タウ ヒー ド 
を 公言す る 誰で あれ、 その 人物が それに 反する 行為を しない 限り は 行動に 移さない とい 
うこと です。 

この 主張は 預言者 鑛が 同じく ウサ ー マに 対して 言った 言葉に より 裏付けられて いま 
す。 "あなたは 彼が ラー- イラ ー ハ •イ ツラツ ラーと 言った 後に 殺した のです か？" 
•••そしてこう も 言われて います。 "私は すべての 人々 が ラー- イラ ー ハ •イ ツラツ ラー 
と言うまで 彼らと 戦うよ う 命じられて います。" 

• ••また ハワー リジュ 派に 対しても こう 言われて います。 "どこで あれ 彼らを 見つければ 
殺害し なさ レ、。" 

…ハワ ー リジュ 派の 人々 は、 預言者の 教 友たち が 自分たち の 崇拝を 彼らと 比べて 卑下す 
る ほど 熱烈な 崇拝と アツ ラーの 称賛を していた のです！ 

ハワー リジュ 派は 教友 たちから 学び、 イス ラームを 証言し 多様な 崇拝を 行なって いま 
したが、 これら すべては 彼らが イス ラーム 法を 明確に 犯した 際、 教 友たち が 彼らを 殺す こ 
と の 抑制には なり ませんで した。 

アブ ドン =ナ ビー： それでは、 人々 が アダム、 そして ノア、 そして アブラハム、 そして モー 
ゼ 、そして イエスから 助けを ホめ るであろう という 真正 ハ ディースの 報告の 事実に 関し 
て あなたは 何と 言います か？ 彼らは 皆 弁明を し、 最終的に 人々 はム ハン マ ドの 助けを ホ 
める のです。 これは アツ ラーな 外から 助けを 求める ことは シルクで はない こと を 示して 
います。 

アブ ドツ ラー： あなたは 物事を 混乱 させて います。 私たちは 現存す る 人物から 助けを 求め 
る こと は、 その 人物に 援助の 能力が あれば 間違いで はない こと を 認めます。 

これは ア ツ ラーが モー ゼ （鱗 0 に 関 して 仰せられ たこと に 類似 しています。 "かれの 
一派の 者が、 敵方の 者に 対し、 かれに 加勢を 求めた。" じ 8: 15】 

また これは 戦時、 もしくは その他の 諸事に おいて、 彼らの 能力が 許す ので あれば 誰かが 
他者の 助けを 求める こと と 類似して います。 

私たちが をめ るのは 崇拝 行為と 見なされる 種類の 助けの 懇願で あり、 諸 聖人の 墓地に 
おける 懇願、 または 彼らが 現存し ない 場合、 そして 彼らに 対して アツ ラーに しか 出来ない 
ものを ホめ る 場合です。 

しかしな が ら 復活の 日 に 人々 は、 審判が 開始され る よう、 そ して その 場の 悲惨な 状況を 
天国に 入る 人々 のために 楽に して もらえる よう、 アツ ラーへ 析 願して くれる よう 諸 預言 
者たち の 助けを ホめ るので す。 この種の 懇願は、 現世で も 来世で も 認められて いまた それ 
は 例えば、 あなたが ある 敬虔な 人物に 実際に 出会い、 "私の ために アツ ラーへ 祈願して く 
ださ レ、。" と 頼む ことです。 

これは 預言者 鑛の教 友たち がその 人生の 中で 行なった ことと 同 じな のです。 しかし 彼が 
逝去した あと、 彼らは それを 止めた のです。 アツ ラーが そのような 冒擁を 禁じられ ますよ 
う に。 彼らは 預言者の 墓で そのよ うな こと は 一度 も しません でした。 歴史を 遲 っても 学者 




たちは 単に 預言者 鑛の 墓に おいて アッ ラーヘと 祈願す る こと 1 さえ 非難して きました。 

アブ ドン = ナビ ー： イブ ラー ヒー ム （鐵〇 が 炎の 中に 投げ入れられた 時の 逸話が あります。 
彼が 《に 向かって 投げられ、 炎に 入る 直前の 空中で ジブリール (天使 ガブリエル (鱗 0) が 
現れた こと に関して あなたは 何と 言います か？ ジブリールは 彼に 尋ね ま した。 "あなた 
は 助けが 必要です か？" 彼は こう 答えました。 "もし それが あなたから なので あれば、 私 
には それが 必要では あり ません。" 

も し 助けを 懇願す る ことが シルクで あれば、 ジブリールは それを イブ ラー ヒー ムに申 
し 出なかった でしよう。 

アブ ドッ ラー： この いかがわしい 主張は 先程の それと 同じ ものです。 さらに その 伝承は 真 
正で さえありません。 

しかし、 それが 真正であった と しても、 ジブリール はこの 出来事に おいて 彼を 助ける 能 
力が 実際に あった のです。 アッ ラーは 仰せられて います。 "ならびない 偉力の 持主 （ジブ 
リ ー ル） が、 かれ （ム ハン マの に 教えた のは" 【53:5】 も しア ッ ラー 媳が ジブ リ ー ルに 対 
し 炎を 取り、 その 周 りと 山々 を 取って 東西の どこかに 投げる こと を 許可した ので あれば、 
かれに そうする ことは 出来た でしよう。 ここでは、 裕福な 人物が 貧しい 人物の 必要と して 
いる お金を 貸そうと 申 し 出た が、 その 貧しい 人物は それを 拒否し、 代わりに アッ ラーの 供 
給を 待って、 いかなる 人物 も 彼に 対する 優位性 や 功績を 取らせな いよう にす るかの よう 
な ものな のです。 これは そのような 崇拝、 そして 現在では 一般的に シルクと 見なされる 懇 
願とは 比べよう がない のです。 

兄弟よ、 あなたは 預言者 ム ハン マ ド鑛が 遣わされる 前の 人々 は 現在の 人々 が 犯す シルク 
より も 軽い ものを 犯して いた ことを 知るべき です。 これは 三つの 原因が 考えられます。 

し 過去の 多神教 徒は 生活が 楽な 時の み アッラ ーな 外の もの を 崇拝し、 苦境に 陥 ると アッ 
ラーの みへ とネ斤 願した のです。 これは 次の 節に おいて 証明され ています。 "かれらは 船 
に 乗って いると、 アッ ラーに 信心の 誠を がく して 祈る。 だが かれが、 陸に 無事に 送って 下さ 
ると、 たちまち かれらは 偶像を 拝み だし、…" 【29:65】 

アッ ラー 媳 はこう も 仰せられて います。 "大波が 天蓋の よう に かれらを 覆う 時は、 ア 
ッ ラーに ネ 斤り、 誠を がく して かれに 傾倒 しな さ レ、。 だが、 かれら を 無事 陸地に 着かせる と、 
かれらの 中の 或る 者は、 谱と 悪の 中間の） あやふやな 状態になる。 だが ニム ある 者、 不信心 
な 者の 外は、 誰も われの 印! を 否定し ない。" 【31:32】 

預言者 鑛が 戦われた 多神教 徒たち はアッ ラー、 そして その他に 対し 安楽な 状態に おい 
ての み析 願して いました。 困難な 状態に なると アッ ラーの みに 析 願し その他の 神を 破棄 
したので す。 しか し 今日 の 多神教 徒たち は 安楽、 困難に 関わらず ア ッ ラー « 外に 祈願す る 
のです。 もしも 彼らに 困難が もたらされ ると、 彼らは こう 叫びます。 "ヤー- ラ スール ッ 
ラー！ （おお、 神の 使徒よ！）"、 "ヤー. フセイン！" そして さらに 他者に 析 願す るので 
す。 不幸に も ごく 僅かな 人々 しか この 点を a 解して いないの です。 

2. 過去の 多神教 徒たち はアッ ラーの もとで 真に 高い 地位を 有する 真に 敬虔な 人々、 例え 
ば 諸 預言者、 諸 聖人、 諸 天使、 もしくは 最低で も おや 木な どの アッ ラーに 従順な 創造物に 対 
して ネ斤 願して いま した。 しかしながら 現在の 多神教 徒たち は 最も 不道徳、 ろの 邪悪な 人々 （ 
彼らの 独裁者 や 邪悪な 指導者な ど） に対する 析願 をす るので す。 

諸 聖人、 または 神に 従順で ある 木 やおに 対する これらの 信念を 持つ 人々 は、 その 悪 や 腐 
敗に おいて 知られて いる 人々 に対する 信念を 持つ 者たち より は 上な のです。 

3. 預言者 鑛の 時代に おいて シルクを 犯した 大半の 人々 は、 アッ ラーの 独占的に 崇拝され 
る 権利 （タウ ヒー ド- アル = ウル ー ヒー ヤ） を 犯した ので あり、 かれの 支配と 主権け ウヒ 
ー ド- アツ = ル ブービー ヤ） を 犯した わけでは ない のです。 しかしながら 今日では 人々 は 
アッ ラーの 支配と 主権と ならんで 独占的に 崇拝され る 権利 さえ 犯して いるので す。 例え 


1 そうする 人々 は、 その 祝福され た 場所に より、 アッ ラーが 彼らの 祈願を 認可す る 可能性が 増加す ると 考えて いる 
のです。 


ば 彼らは "自然" が 宇宙の 諸事を コントロールし 生死な どを もたらす 存在 だとし まも 

それでは これまでに 触れて きた 大きな 問題を それぞれ 挙げて 締結し よう と おもいます。 

タウ ヒー ドが 心に おいて 信じられ、 言葉に よって 言明され、 行動に よって 実行され る 信 
仰で ある 事実に 不一致はありません。 も しこれら のどれ かが 履行され なければ、 その 人は 
ムス リ ム ではない のです。 も しも その 人物が タウ ヒー ドを 認めつつ も 実行を しない 場合、 
彼は ファラオ やイ ブリース 1 のよう な (真実を 知 りながら も 傲慢に 反抗を した) 頑迷な 不信 
仰 者な のです。 

多く の 人々 はこの 件に 関し、 ここで 触れられ たこと は 真実で あ り 正しい と 主張し ます 
が、 彼らは 居住地の 法律 や 人々 の 慣習で それが 認められな いという 環境に より、 それを 実 
際に 履行 しないと いう 過ちを 犯します。 危害を 加えられ ないよう 、彼ら 同 ± で 合意を 交わ 
し 彼らを おだてなければ ならない と言うの です。 

しかし この 件に 関して 議論を する 人物は、 大部分の 不信仰 者の リーダー たちは 真実を 
知ってい るが、 を 未な 説明を する だけで 履行を しないと レ、 うこと を 理解して いないので 
す。 アツ ラーは 彼らに 関して 仰せられて います。 "かれらは 僅かな 代償で アツ ラーの 印 
を 売り、 （人び とを） かれの 道から 妨げた。 本当 に かれら の 行っ たことは、 大悪 である。" 

【9:9】 

同様に、 誰で あれ タウ ヒー ドを 公言しつつ も それを 理解せ ず、 心で 信じて いると 思い込 
んで いる 者は 偽 信者で あると されます。 こう いった 人物は はっきりと した 不信仰 者より 
も 劣る と 見なされる のです。 これは アツ ラーの 御言 葉に より 証明され ています。 "本当 
に 偽 信者たち は、 乂獄の 最下の 奈落に （陥ろう）。 あなたは かれらの ために、 援助す る 者を 見 
いだせ ない。" 【4:145】 

この 問題は 過去の 人々 に関する 教訓を 考えれば 明確になります。 一部の 人々 は カール 
ーン のように、 真実を 知りながら も 世俗的 財産を 失う ことを 恐れて 履行し ませんで した。 
また ハー マーンの ように 社会的 地位、 あるいは ファラオ のように 権力. 領± を 失う こと 
を 恐れる 者 もい ま した。 

また 偽 信者の よう に 外面 的には タ ウ ヒー ドを 認めつつ も 内面では 信じない 者 もい るで 
しよ う。 彼らに 対して 何を 本当に 信じて いるの かを 尋ねても、 彼ら 自身 も 分からな いので 
す。 

ここで ア ツ ラー 踞の書 から、 ふたつの 節を a 解す る こと がき わめて 重要に なり ま 
す。 "言って やる がいい。 「あなたがたは、 アツ ラーと かれの 印と 使徒を、 嘲笑して いたで 
はない か。」 「弁解す るには 及ばない。 あなたがたは 確かに 一度 信仰に 入って 後、 不信心に な 
っ た。" 【9:64-65】 

もしも 預言者 鑛 と共に ビザ ンチ ン へと 遠征し た 者 達が たとえ 冗談で も 口から 出 た 言葉 
によって 不信仰に なった ので あれば、 資産を 失う ことによ る 恐れ、 地位 や 権力、 もしくは 誰 
かに 対する おだてから 不信仰の 言葉を 発する のなら、 それは もっと 悪い 種類の シルクな 
のです。 

その a 由と しては、 通常 何 かを 冗談で 言う 者は、 発言した こと を 信じて いる 訳では な 
く 、他者を よろこばせる 目的で 言う のです。 他方た 創造物に 対する 欲望、 もしくは 恐怖 か 
ら 不信仰の 発言 や 行為を する 者は、 真に 悪魔の 約束を 信じて いるので す。 アツ ラーは 仰せ 
られ ています。 "悪魔は 貧窮を もって あなたがたを 脅し、 また 恥じ 知らず の 行いを 命じ 
る。" 【2:268】 

•••そ して その 処罰を 恐れた のです。 ア ツ ラーは 仰せられて います。 "かの 悪魔は、 かれの 
追従 者たち を、 恐れさせる だけで ある。" 【3:175】 

また この 人物は アツ ラーの 約束を 信じず、 畏れない のです。 "だが アツ ラーは 寛容と 
恩恵を あなたがたに 約束され て おられる。" 【2:268】 

"だから かれら 觸魔 とその 追従 者たち） を 畏れないで われを 畏れなさい。" 【5:3】 




1 イブ リースと は 悪魔の 名 前です。 


既述の 人物の 状況が その 通り だと しまし ょ う。 彼は アツ ラーの 友人- 同盟に 入れられ 
るでしょう ろ \ それとも 悪魔の 友人- 同盟な のでし ょ うか？ 

次の 節は ア ツ ラーに よる 御言 葉です。 "ア ツ ラーを 信仰 した 後、 信仰を 拒否す るを た 
だし 心に 信仰を 堅持し 安心 大悟して いる 者で 強迫され た 者の 場合は 別で ある。 不信を 表 
わして 満足す る 者、 かれらには アツ ラーの 激怒が 下り、 厳しい 懲罰が あろう。 これは かれら 
が、 来世より も 現世の 生活を 愛して いるた めた アツ ラーは 信仰を 拒否す る 良を 御 導きに 
なられない。" 【16:106-107】 

ア ツ ラーは 信仰に 堅固な 者が 強制的に された のでは ない 限り、 不信仰の 行ない やその 
言葉を 宣言す る 者に 対しては 誰で あれ、 お赦 しにな り ません。 

彼ら は 不信仰 者で あり、 そ の 行為が 恐れに よる も の や 欲望、 誰かに 対する おだて、 ある 
いは 母国 や 家族、 部族、 資産への 愛、 冗談に よる ものな どの a 由に 関わらず、 赦 されない の 
です。 既述の 節 にある よう、 唯 一赦され る 者は 強制 的に 言わ さ れた 者、 また は 行な わされた 
者の みです。 

しかしながら、 この 節が 示して いるのは、 人が 強制され るのは 不信仰の 言行 だけで あ 
り、 特定の 教義を 内面的に 信 じ 込ま される こと は 絶対にない のです。 ア ツ ラーは 仰せられ 
ています。 "これは かれらが、 来世より も 現世の 生活を 愛して いるた めで、 アツ ラーは 信 
仰を 拒否す る 民を 御 導きに なられない。" 【16:107】 

•••かれは この 節で、 それらの 人々 が 懲罰を 受けた のは 信仰 や 無知に よる もの、 宗教への 憎 
悪 や 不信仰への 愛では ない と 明確に されて います。 彼らが 懲罰を 受けた のは 世俗的 享楽 
への 愛で あり、 それを 宗教の 上に 置いた こと なのです。 そ して ア ツ ラーが 最も 良く 御存知 
です。 

この辺で も う、 あなたは 主に 悔悟し、 かれに 帰依し、 あなたの 行なって いる こと を 止め 
るべき ではない でしょう か。 あなたは この 件が いかに 重要 かつ 危険で あるかを も う 十分 
に 聞いた では あり ません か。 

アブ ドン = ナビ ー: 私は アツ ラーの お赦 しを 求め、 かれに 帰依し ます。 私は アツ ラーが 外に 
崇拝に 値する 神は なく、 ム ハン マ ドが アツ ラーの 使徒で あると 証言し ます。 私は K 前に ア 
ツ ラーと 並べて 崇拝して いた ものを 破棄し ます。 

また、 私は アツ ラーが 私の 過去に 対し 容赦され る ことを 懇願し かれの ご 慈悲と 哀れみ 
によって 私を お慈しみに なること、 そして 来世で かれに 御 会いす るまで 私を タ ウ ヒー ド 
と 正しい 信条. 信仰に 堅固で あるよう 懇願し ます。 私の 兄弟 アブ ドツ ラーよ、 あなたが 私 
にして くれた 誠実な 助言、 そして 私の 《前 アブ ドン =ナ ビーへの 龍責に 対し 私は あなた 
がア ツ ラーから 善い 報奨を 頂ける よう 懇願し ます。 実に 宗教とは 誠実な 助言な のです。 

私は これから 自分を アブ ド ツ= ラフ マーン (最も 慈悲 深き 者の しもべ） と 呼ぶ ことを 宣 
言し ます。 私の 間違った 信仰に 対して 叱責して 頂き ありがとう ございました。 も し 私が こ 
の 信仰を 持って ア ツ ラーに 御 会いして いたので あれば、 乂獄の 懲罰から 救われる ことは 
なかった でしょう。 

最後に ひとつ お伺いし たいので すが、 現在 多く の 人々 が 行なう 非難の 対象と なるべき 
行為とは、 外に どんな ものが あるので しょ うか？ 

アブ ドツ ラー： もちろん お答えし ます。 よく 聞いて おいてく ださ レ、。 学者たち の 意見に 相違 
が ある 諸問題に おいて、 様々 な 意見を 自分に 都合 良い よう 解釈- 採用し それが 試練と な 
るよう な ことは しないで 下さ レ、。 現実には アツ ラーの みが それらの 問題の 正しい 解釈を 
御存知な のです。 

確固たる 知識を 持つ 人々 に 従って 下さ レ、。 彼らに とって 曖昧な 意味を 持つ ク ルアー ン 
の 節々 について、 彼らは こう 言う のです。 アツ ラーは 仰せられて います。 "それで 知識の 
基礎が 堅固な 者は 言う。 「わたしたちは これけ ルアー ン） を 信じる。 これは 凡て 主から （賜 
わった もの） である。」" 【3:7】 

論争の 的になる 問題に 関しては、 預言者 鑛の 御言 葉に 従う 者たち のよう であって くださ 
い。 "疑いの ある ものに 対しては、 疑いの ない ものに 代えなさい。" （ア ハマ ドと アツ = テ 




ィルミ ズ ィー） "疑い深い 件を 避ける 者は、 彼 自身の 宗教と 名誉を 守る のです。" （ムス リ 
ム r あなたの 心を 乱す のは 罪で あ り、 それを 誰かに 見られる こと を あなたは 嫌悪す るの 
です。" （ムス リム） 

•••そして、 "判断- か 断を 自 らのム に ホめ なさい。 判断- 決断を 自 らのム に ホめ なさい 
(預言者 鑛 はこれ を 繰り返しました）。 善徳は あなたの 魂を 癒し 罪は それを 乱します。 
たとえ 人々 が あなたに 対する 判決を 下した と しても です。 （ア ハマ ド） 

来 虚偽の 欲望に 従う ことを 止めて 下さい。 アツ ラーは このように 仰せられて 注意を 促され 
ています。 "あなたがたは 自分の 虚しい 願望を、 神様と して 崇めて いる 者を 見ない か。" 
【が: 23】 

特定の 人物 や 意見に 関して 狂信して はなり ません。 なぜなら それは あなたの 真実への 
追従を 妨げる からです。 

来 真実とは 信仰者の なにより も 究極の 目標で あり、 いったん それが 明確に なれば、 それに 
追従すべきな のです。 アツ ラー 媳は 仰せられて います。 "かれらに、 「アツ ラーが 啓示され 
たと ころに 従え。」 と 言えば、 かれ ら は、 「レ 、や、 わたしたち は 祖先の 道に 従 う。」 と言う。 何 
と、 かれらの 祖先は 全く 蒙昧で、 （正しく） 導かれなかった ではない か。" 【2:170】 

来 不信仰 者たち への 盲目的 追従に 注意して 下さ レ、。 預言者 鑛 はこ う 言われて います。 "誰 
であれ 人々 を模 做す る 者は、 その 仲間な のです。" （アブー- ダー ウー ド） 

来アツ ラー « 外へ と 全面的 依拠. 確信 を 寄せる ことに 注意して 下さ レ、。 かれ 聽は 仰せられ 
ています。 "アツ ラーを 全面的 依拠す る 者には、 かれは 万全で あられる。" 【65:3】 

♦アツ ラ ーへの 不服従が 伴う 場合、 いかなる 創造物に 従っては なり ません。 預言者 鑛は言 
われて います。 "創造主への 不服従が 伴う ので あれば 何ら かの 創造物に 従う ことは 認可 
されません。" （ア ハマ ドと アル = ハー キム） 

♦アツ ラーに 対して 悪い 考えを 持つ ことに 注意して くださ レ、。 アツ ラーは ハ ディース •ク 
ドス ィー （預言者 鑛 により 報告され たもの） において 仰せられて います。 "われは、 われ 
の しもべの 期待に 応える 者な ので ある。" （アル =ブ ハーリーと ムス リム） 

睾 悪魔から 身を 守る 目的で、 または 何 かが 起こる 前 や 起こった 後に それを 治癒す る 目的な 
どで 魔除け- お守りな どの 類似品を 身に 付ける ことから 注意して ください。 

♦護符 や 幸運を 招く お守りな どを、 邪視を 避ける 目 的で 身に 付ける こと に 注意して く ださ 
レ、。 それは 偶像崇拝の 一形 態な のです。 預言者 鑛は 言われて います。 "何 かを 身に 付ける 
者 (お守り、 魔除け 等） は 放っ て おかれる のです。" （ア ハマ ドと アツ = ティル ミズ ィー） 

♦木々、 石、 建物、 遺跡 や 人工 物から 祝福を 求める ことから 注意して ください。 これは シル 
クの 一形 態な のです。 

縁起を 担ぎ、 実際に それに 基づいた 行為を する ことに 注意して ください。 これは シルク 
の 一形 態で あり 、預言者 鑛 はこう 言われて います。 "縁起を 担いで 実行に 移す こと は シル 
ク です。 縁起を 担いで 実行に 移す こと は シルク です。 縁起を 担いで 実行に 移す こと は シル 
ク です/， （ア ハマ ドと アブー •ダー ウー ド） 

♦魔術師、 占 星 家、 および 不可視の 知識を 主張す る 者 （占い師、 易者な ど） を 信じない よう、 
注意して くださ レ、。 多く の 雑誌 や 新聞には 彼らの 予言に 欄が 設けられ 掲載され ています。 
これらの 主張を 真実と すれば、 それは シルクで あり、 アツ ラー « 外には 誰も 不可視の 世界 
を ご 存知 ではない の です。 

来 雨が 降る のは 特定の 星々 が 起因して いると する 主張から 注意して くださ レ、。 これは シル 
ク です。 アツ ラーの みが 降雨を もたらす の です。 

来 それが 誰で あれ、 また 何で あれ アツ ラー W 外に 対して 誓いを 立てる ことから 注意して く 
ださい。 これは シルクです。 預言者 鑛は 言われて います。 "アツ ラーな 外に おいて 誓いを 立 
てる 者は、 誰で あれ 不信仰と なり、 シルクを 犯した のです。" （ア ハマ ドと アブー. ダー ウ 
ー ド） 

これは 預言者の 《や 信赎も 地位、 加護、 あるいは 命に かけて 誓いを 立てる こと も 含ま 




れ ます。 

睾 時間、 ま たは 風、 熱波 や 寒波な ど自 然 現象を 呪 うこと から 注意して くださ レ、。 実に それ 
は、 それらを 創造し、 その 効果を 定めた アツ ラーを 呪う こ とと 同様の 行為な のです。 

来な にか 不愉快な ことが 起きた 後に < もしも… だったなら’ と言う ことから 注意して く 
ださい。 これは あなたに 対する 悪魔の 扉を 開け、 アツ ラーの 天命け ダル) への 対立を 起こ 
すので す。 

何 かが 起きた 時にはこう 言い ま しょう。 "ア ツ ラーは それを お定めに なり、 かれが お 
望みで あれば それは 起き るので す。" 墓地を モスク とする こと から 注意 して ください。 そ 
して 墓地の ある モスクでは 礼拝を しないで ください 。アツ ラーの 使徒は こう 言われて い 
ます。 "実に、 あなたがたより « 前の 人々 は、 彼らの 諸 預言者の 墓地を 崇拝の 場と して 使 
ってい ました。 私は あなたがたが 墓地を 崇拝の 場と して 使用す る ことを 禁じます。" （ムス 
リムと アブー. ア ワーナ） 

来 預言者 鑛が 語った と される 偽造の 報告に 驅 され、 それが 真実で あると 肯定す る こと に 注 
意して くださ レ、。 特に それが 特定の 人物からの タワ ツ スルで あると される 場合 や、 その 人 
物の 国の 敬虔な 人々 からだと 主張され る 場合です。 この 件に 関しては 数多く の 悪質な 嘘 
が あり、 それらには "私の 地位に より ワス イー ラ （アツ ラーへ 近づく） を 求めな さ レ、。 なぜ 
なら 私の 地位は アツ ラーの 御 許に おいて 偉大 だからです。" といった 主張 や、 "あなたが 
危機 的 状況に 陥った 場合、 墓地に 眠る 人々 から 助けを 求めな さ レ、。" また、 "アツ ラーは 墓 
地に 眠る すべての ワリーに 対して 天使を 遣わせ、 （彼らに 祈願す る） 人々 の 需要を 満たし ま 
す。" そして、 "あなたがたが おに 対して 良い 感情を 抱く のなら、 それは あなたを 益す るで 
しょう。" などの 主張が 含まれます。 

来 預言者の 聖誕祭、 アル = イスラーと ミイ ラージュの 夜 （夜の 旅と 昇天）、 シャア バーン 月 
の 中間の 夜な どの 人々 によって 捏造され た、 いわゆる 宗教 的 行事を 祝う ことに 注意して 
く ださい。 これらを 祭日 とする 根拠は、 預言者 鑛 、教 友たち、 また 私たちより も 彼らを 愛し、 
善行に 熱心だった 人々 から も 存在 しないの です。 も し それらの 祭日に 少しで も徳が あっ 
たので あれば、 教 友たち は 競って それら を 行なった で しょう。 



"ラー. イラ ハー. イ ツラツ ラー "は^への カギ である ことが 伝承され ています。 し 
かし、 これを 言う だけで 誰に でも 楽園の 扉が 開かれる のでし よ うか？ 

ワ ハブ. イブ ン. ムナ ツ ビフは 次の よう な 質問を され ま した。 "「ラー •イ ラー ハ- 
イ ツラツ ラー」 は 本当に 楽園への カギ なので しよ うか？」 彼は 答えました。 "は レ、。 しかし 
すべての カギ には 刻みが あります。 も しも あなたの カギに 正しい 刻みが あれば、 扉は 開か 
れる でしよ う。 も しあな たの カギに 正しい 刻みがなければ、 扉は 開かれない でしよ う。" 

必ず 必要な 正し レ 、刻みは 何で ある かは、 預言者 鑛 から の 多数の 伝承に より 報告され てい 
ます。 例えば 彼鑛 はこう 言われました。 "誰でも < ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー’ と 心 
から 言う 者です。" また、 このよう にも 言われて います。 "心に 確信を 持ち…" また、" 心 
から 切実に…" とも 言われて います。 これらの 伝承は、 この カギが 楽園の 扉を 開く には、‘ 
ラー. イラ ー ハ. イ ツラツ ラー’ が 意味す る ことへの 服従が 必要と され、 そして 日常 生 
活 における その 絶え間ない 実践が ホめ られる ことを 明確に しています。 

ク ルアー ンと スン ナ からの 根拠に より、 イス ラーム 学者たち は、 この 言葉が 楽園への 力 
ギ となり、 それを 言う 人物 を 益す るには、 特定の 条件が 満たされ、 特定の 要素が 伴わない こ 
と が 必須と される と 結論 付けて います。 

これらの 条件は な 下の 通りです。 

〇 知識： これは 無知の 反対語で たす ベての 言明には 意味が あるよう に、 人は ラー- イラ ー 
ハ. イ ツラツ ラーの 意味を 知らねば なりません。 この 言葉の 意味とは、 アツ ラーの みが 崇 
拝に 値する こと を 証言し それ « 外の 崇拝の 対象を すべて 拒否す る こと でた それゆえ、 こ 
の 言葉は "アツ ラー « 外には 何者 も 崇拝に 値しない" という 意味な のです。 次の アツラ 
一媳の 御言 葉は、 人は その 意味を しねば ならない 根拠です。 "只 真 a を 実証す る 者は 別で 
ある。 かれらは (使徒を） 知っている。" 【がぶ 6】 

また、 預言者 鑛は 言われ ま した。 "誰で あれ、 アツ ラーが 外に 崇拝され る 権利がない こ 
と （ラー .イラ ー ハ. イ ツラツ ラー） を 知りながら 死んだ 者は 楽園に 入る のです。" 

©確信 [疑念の 対義] : 確信とは ァツ ラー 《 外に 崇拝され る 権利は ない ことけ 一 •イラ 
ー ハ. イ ツラツ ラー） を、 疑念を 全く 持たずに 信じる ことです。 アツ ラー 媳は 真の 信仰者を 
このように ご 説明 さ れま した。 "本当 に 信者とは、 一途に アツ ラー とその 使徒を 信じる 
者たち た 疑いを 持つ ことなく、 アツ ラーの 道の ために、 財産と 生命と を 捧げて 奮闘 努力す 
る 者で ある。" 【が：巧】 

この 言葉を 単に 述べる だけでは 事足らず、 その 意味の 完全な 確信がなければ なり ませ 
ん 。そう でない 場合は 完全な 偽 信と なり ます。 預言者 鑛は 言われ ま した。 "私は ァ 、ソラ ー 
が 外に 崇拝を される 権利が なく け 一 •イラ ー ハ •イ ツラツ ラー）、 私は かれの 使徒で ある 
ことを 証言し ます。 これら 二つ （の 証言） に 疑念の ない 者たち は、 楽園の みが 彼らの 行き着 
く 場所な のです。" （ムス リム） 

©容認： も しこの 言葉に 関する 知識が あ り、 それを 確信して いるので あれが それを 発言す 
る 人物には 影響が あるで しよう。 すなわち その 人物は イス ラームを 受け入れる ことによ 
り 、この 言葉の ホめ る ものを 心と 舌 (発言） を もって 受け入れる という ことです。 誰で あれ 
タウ ヒー ドの 呼びかけを 拒否す る 者は、 それを 受け入れな いので あり、 つまり それが 傲暧、 
頑迷、 嫉妬な どから 来る 理由で あれ、 彼は 不信仰 者な のです。 アツ ラー 滤は その 傲慢 さに よ 
り タウ ヒー ドを 拒否した 者に 触れられて います。 "かれらは、 「アツ ラーの 外に 神は あり 
ません。」 と 告げられ ると、 いつも 高慢に なった。 そして、 「気 狂い 詩人の ために、 わたしたち 
の 神々 を 捨てて なる ものです か。」 と 言って いた。" 【37:35 づ 6】 

©追従： これは タウ ヒー ドへの 完全なる 追従です。 これは 信仰に おける 本当の テス ト であ 
り、 外面 的 証明で もあります。 それは すなわち アツ ラーが 制定され たものに 従い、 かれの 禁 


じられ たものを 慎む ことです。 アツ ラー 聽は 仰せられて います。 "誰でも 善行に 励み、 真 
心を がく して アツ ラーに 傾倒す る 者は、 堅固な 取っ手を 確り 握った 者で ある。" 【31:22】 
これ は 絶対的 服従を 意味 します。 

©誠実: 対義は 嘘を つく ことです。 これは 証言を 誠実に 述べる ことで あり、 誠実 さに 欠ける 
証言は 偽 信で あるから です。 こ の 証拠は ア ツ ラー 聽の御 言葉です。 "•••かれらは、 ム にも 
ない こと を 舌の 先で 言う。" 【48:11】 

©愛 晴: 信仰者は こ の 言葉と それに 伴 う もの、 また こ の 言葉に 従う 人々 を 愛するべき です。 
この 愛情の しるしと しては、 たとえ 自分の 欲に 反する もので あれ、 アツ ラーが 愛される も 
の を 優先す る こと です。 信仰者は ア ツ ラーと かれの 使徒を 愛 し、 アツ ラーと かれの 使徒の 
敵を 憎むべきな のです。 そして 使徒 鑛の 例に なら レ、、 彼の 導きを 認めるべきな のです。 
©純粋な 意図： これは、 アツ ラーの 御顔と かれの 御 満悦の みを ホめ てこの 言葉を 言 う、 とい 
う 意味です。 アツ ラー 膽は 仰せられて います。 "かれらの 命じられた ことは、 只アツ ラー 
に 仕え、 かれに 信心の 誠を がし 純正に 服従、 帰依して、 礼拝の 務めを 守り、 定めの 喜捨を し 
なさい と、 言う だけの ことであった。 これ こそ 真正の 教えで ある。" 【98:5】 

また、 預言者 鑛 はこう 言われて います。 "アツ ラーは、 ‘アツ ラー « 外に 崇拝に 値する 
ものは ない’ （ラー •イラ ー ハ •イ ツラツ ラー） と 証言し かれの 御顔 (御禍 晩） を ホめ る 者 
には 誰で あれ、 火 獄を禁 じられ たのです。" （アル ニブ ハー リーと ムス リム） 

私たちは これらの 条件を すべて 念頭に 置き、 最後の 息まで この 言葉に 従わねば なり ませ 
ん。 


么 ハン マ ド鑛は アツ ラーの 使 

、 徒で ある ことの 証 旨 


死者は 墓の 中で 兰 つの 質問を 受けます。 も し 彼らが それらの 質問に 正しく 答えれば 彼 
らは 救われ、 もしも 間違えれば 破滅が 待ち構え まも これらの 質問の ひとつは、 < あなたの 
預言者 鑛は 誰か？’ 1 という ものです。 これらの 質問には、 その 証言の 条件を 満たす 者、 そ 
して アッ ラーが この 質問の 答えを 吹き込み、 直面す る 試練への 断固と した 態度を 授けら 
れた 者な 外には 答える こと が 出来ません。 

これらの 人々 は、 富 や 親族が 助けて くれなくなる 日 （審判の 日） に、 利益を もたらされる 
者です。 < ムハンマド 鱗は アッ ラーの 使徒で ある （ムハンマド ウッラ スール ッ ラー）’ とい 
う 証言に 必要と される 条件は « 下の 通り です。 

〇ア ッ ラーの 仰せられる、 預言者 ム ハン マ ド鑛 への 服従。 "使徒に 従 う 者は、 まさに アッ 
ラーに 従う 者で ある。" 【4:80】 

また アッ ラー 膽は 次の よう にも 仰せられて います。 "言って やる がいい。 「あなたがた 
が もし アッ ラーを 敬愛す るなら ば、 わたしに 従え。 そうすれば アッ ラー も あなたがたを 愛 
でらん あなたがたの 罪を 赦 される。 アッ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。」" 【3:31】 

これに 加え、 楽園へ 入る 認可は 預言者 鑛 への 服従 も 条件と されます。 彼は 言われて いま 
す。 "私の 追従 者の 一団は、 拒む 者な 外、 楽園に 入れられる でしょう。" 彼らは 言い まし 
た。 "おお アッ ラーの 使徒よ、 拒む 者とは 誰の ことで しょう か？" 彼は 言いました。 " 
私に 従う 者たち は 楽園に 入り、 私に 従わない 者たち は 拒む 者です。" （アル =ブ ハーリー） 

預言者 鑛を 真に 敬愛す る 者たち は 彼に 従わねば なり ません。 なぜな ら 従順 さと は、 愛に 
伴う 自然な 感情 だからで た 預言者 鑛を 敬愛して いると 主張しつつ も 彼に 従わない 者たち 
は、 その 主張に 偽り が あるので す。 

©預言者 鑛が 私たちに 与えた 全ての 知識への 信念。 誰で あれ、 真正の 報告と される 彼の 言 
葉を 自 分の 都合 や 欲望に よって 偽りで あると する 者は、 アッ ラーと かれの 使徒 鑛へ 虚偽を 
配した のです。 使徒 鑛は 宗教に おける 過ちから 守られて います。 アッ ラーは 次の よう に 仰 
せられて います。 "また （自分の） 望む こと を 言って いるので もない。 それは かれに 啓示 さ 
れ た、 御 告げに 外なら ない。" [53： 3-4] 

©彼 鑛の 禁じられた、 あるいは 咎められ たもの 全てを 避ける こと。 まず 第一に 避けるべき 
ものは シルクで あり、 次に 大罪、 それから マク ルーフ （嫌悪され るべき 事 欄で も 信仰者が 
預言者 鑛を 愛する ほ じ 彼の 信仰は 増幅され ます。 信仰者の 信仰が 増幅 すれば、 アッ ラーは 
彼の 中に 善行への 愛、 そして 不信仰、 邪悪、 不従順への 憎しみを 据えられます。 

0 預言者 鑛に より 定め られた 方法 « 外では ア ッ ラーを 崇拝し ない こと。 アッ ラーの 使徒 
は、 彼が 教えた 方法 W 外での いかなる 崇拝 も 認められなかった め、 これは 非常に 重要です。 
彼は 言われ ま した。 "誰で あれ、 私たちの 宗教に おいて 何 かを 改新す るので あれば、 それ 
は 拒否され ます。" （ムス リム） 

それゆえ、 あら ゆる 新奇な 崇拝は ア ッ ラーに より 認め られ ません。 

注意: 預言者への 愛情は、 義務で あると いう こと を 確信し なければ なり ません。 彼への 愛 
は 一般的な 愛情では なく、 自己 愛を 含め、 あらゆる ものの 中で も 最も 確かな 愛情で なけれ 
ばな りません。 誰かが なに かを 愛する 時には、 彼は その 対象を 自分自身の 上に おき、 相思 相 
愛の 為の 努力を する でしょ う。 それゆえ、 預言者 鑛を 真に 愛する 者は、 その 愛情が 表に 出て 
来る のです。 その 人は 彼に 従順た スン ナを 履行し 命令を 守り、 彼の 行為を 做い また その 
人は 彼が 禁 じた もの を 慎み、 イス ラームの 実践、 また は それ « 外 であれ 実行に 励み、 苦楽に 
おいて 彼のよう に 振る舞おうと します。 従順 さとは 愛情から による 果実で あり、 それな く 
して 愛は 真実では ない のです。 



1 残る 二つの 寶 問は "あなたの 神は 誰か？"、 "あなたの 宗教は 何 か？ 


人が 預言者 鑛を 愛して いる ことを 示す しるしとは、 が 下の 通りです。 

1) 発言に おいて 彼の こと を たびたび 触れ、 彼に アツ ラーの 称賛を 送る こと。 人が なに かを 
愛すと き には、 それを 頻繁に 触れる ものです。 

の 彼に 会いたい と 望む こと。 他者を 愛する 者は、 愛の 対象に 会いたい と 望む ものです。 

3) 彼の 《前が 触れられた 際に 敬意を 表する こと。 イス ハークは 言いました。 預言者 鑛の死 
後、 教 友たち が 彼に 触れる 際、 彼らは 崩れ落ち、 鳥肌を 立てて 咽び泣いた のです。 

がアツ ラーと かれの 使徒 鑛が 憎む もの を 憎み、 アツ ラーと かれの 使徒 鑛に 敵意 を 示す 者 達 
に対して 敵意を 示す こと。 また 彼の スン ナ から 背き、 宗教に 改新 （ビ ドア） を もたらす 者 か 
ら も 遠ざかるべきな のです。 

5) 預言者 鑛の 家族、 彼の 妻たち、 移住者 （ムハー ジルー バ や 協力者 （ア ン サール） からなる 
教 友た ちの ように、 預言者 鑛が愛 した 人々 を 愛し そして 彼ら を 憎み、 敵意を 示 し 化う 者 
達を 憎み、 敵と する こと。 

預言者 鑛を 愛して いる しるしとは、 彼の 崇高な 言動と 品格を 模做 する ことです。 預言者 
鑛は その 言動に おいて、 人類に 最良の 手本を 示して います。 アーイ シャは 彼に ついて こう 
述べ ま した。 "預言者の 言動は、 ク ルアー ンの それと 同じでした。" これは、 彼が ク ルアー 
ンの中 で 命 じられ ていない どん な 行為 も 行なわなかった という 意味です。 彼は 人々 の 中 
で 最も 勇敢た 戦闘に おいても 最 たる 勇まし さを 示し ま した。 彼は 人々 の 中で 最も 親切で 
も あり 、ラマ ダーン 中には さらに 親切に なり ま しも 彼は 他人に 対して 最も 誠実で あり、 最 
も 寛容でした。 彼は 一度 も 自分が 被った 不正への 復警 をした ことがありませんで したが、 
同時に アツ ラーの 提 に関しては 人々 の 中で 最も 厳しかった のです。 彼は 人々 の 中で 最も 
謙虚た 穏やかな 性格でした。 彼は 隔離され た 処女より も 控え目だった のです。 彼は 家族に 
対して 最も 優しく、 創造物に 対 して 最も 慈悲 深く、 他者に 対 しても 慈悲 深 く あるよう、 促さ 
れま した。 アツ ラーよ、 彼と 彼の 御 家族、 彼の 妻たち、 彼の 教 友たち と、 誠実に 彼に 追従した 
人々 に 復活の 日まで あなたの 称賛を 送り、 あらゆる 害から 彼らを 遠ざけた まえ。 


浄化 


礼拝は イス ラーム 信仰に おける 第二の 柱で あり、 清浄な 状態で 行なわれなければ 有効 
となり ません。 浄化は 水、 もしく は ± 類 によって 行なわれます。 

水の 種類: 1) ター ヒル これは それ 自体が 清浄で きれいだ と 見なされる 種類の 水で あり、 
他の ものを 浄化し ます。 この種 類は 人の 不浄な 状態を 取り除き 、穂れ を 清めます。 2) ナジャ 
ス: 二種 類の 水は ナジ ャスと 見なされます。 A ) (たとえ 少量で あれ:) 不浄 物の 混ざった 微量の 
水。 B ) 不浄 物の 混ざった 多量の 水。 そして この 不純物に より 味、 色、 またはち) いが 変化して 
いる 場合。 

注意： 大 容量の 水は、 不純物に よって 色、 味、 ち) いのい ずれ かの 性質が 変化し ない 限り 不 
純とは なりません。 しかし 微量の 水で ある 場合は （その 性質の 変化の 有無に 関わらず) 不純 
物が 混ざった 時点で 不純で あると されます。 およそ 210 リッ トルで 多量で あると 見なされ、 
それ « 下は 少量と されます。 

食器： （自 分の 家を) 金、 ま たは 銀な 外の 素材で 作られた も の « 外の 食器 や 家具の 使用、 お 
よび 装飾は 認可され ています。 これらの 用具で 自らを 浄化す る こと （そして それ « 外の 用 
途） は 罪です が、 清浄 さは 保たれ まも また 不信仰 者の 食器 や 衣服を 使用す る こと は、 それ 
らが 不浄で ある 確証がない 限り、 認可され ています。 

認可され ない 動物の 皮: 食べる ことが 認可され ていない 動物の 皮は 不浄と されます。 そ 
れらの 動物は 二種 類 あり ます。 1) たとえ イス ラーム 方式の 屠殺を された 場合で も 食用が 
認可され ない 動物。 の 非 イス ラーム 方式の 屠殺を された 場合の み 食用が 認可され ない 動 
物。 

しかしながら、 後者の 皮で もな めされた 方法に よっては、 乾いた 固体な どの 飲用な 外で 
の 使用が 許されて います。 

不浄 物の 除去: 肛門、 陰部から 排出され る 不純物から 自らを 清める 行為は イス テ インジ 
ャーと 呼ばれ、 尿道と 月エ 門を きれい な 水で 洗 うこと によっ て 尿 や 大便な どを 除去し ます。 
お、 葉、 また は 紙が 使用 さ れた 場合は イ ステ イジ ュ マールと 呼ばれます。 

イス テイ ジュ マールの 際に 使用され る ものは 認可され る 類の 清浄な もので、 きちんと 
該当 部を きれいに 出来る もので なければ なりません。 食品の 使用 1 は 認可され ず、 最低 S つ 
« 上の おがよ び 類似 物） が 使用され なければ なりません。 何 かが K 門、 陰部を 通過した 際 
に、 イス テイン ジャー、 および イス テイ ジュ マールに よって 自 らを 清める ことは 義務 行為 
です。 

V 、つで あれ、 大小便な どの 生理的 欲求を 満たす 際、 必要 « 上に その 場に 留ま る こと、 また 
他者が 使用す る 水の 中、 通路、 人々 が 集う 場、 もしくは 果実の なる 木の 元に 用を 足す ことは 
禁じられ また 同じく カ アバ （キ ブラ） の 方角を 向いて 用を 足す こと も 禁じられて います。 

用を 足す 場に アッ ラーの 御ぶ が 記された ものを 持ち込む こと、 用を 足す 最中に 話を す 
る こと、 もしく は ひび、 穴の 中 に 排尿 （または 排便) する ことは （その 中 に 動物の 巣が あるか 
もしれ ないた か 嫌悪され ます。 また、 右手で 陰部を 触れる こと、 および 建物 内で カ アバ （キ 
ブラ） の 方角を 向く こと も される べきでは あり ません。 しかし 上記の すべては、 必要に 迫ら 
れた 場合で あれば 認可され ます。 

浄化の 過程に おいては、 洗浄、 拭い 取りを 奇数 回 行ない、 おけ^ 類似した もの） と 水の 双方 
を 使用す る ことが 望ましい と されます。 

スイ ワーク （ミス ワーク）： 口 と 歯の 浄化に スイ ワークを 使用す る ことは、 預言者 鑛 スン 
ナ です。 これは 特に 礼拝の 前、 ク ルアー ン 朗誦の 前、 ウ ドゥーに おいて 口を すすぐ 際、 モス 
ク または 家に 入る 前、 または いつでも 口臭の ある 際に 行う ことが 奨 めら れ ています。 

浄化の 際、 もしくは スイ ワーク を 用いる 際には 右側から 始める ことが 好ましく、 げ浄物 
などの） 何 かを 除去す る 際には 左手を 使う ことが 望まれます。 



1 骨 や ふん も 含まれます。 


清め （ウ ドゥー）： ウド ゥーに おける 重要な 要素 1 は « 下の 通りです。 

1) 顔の 洗浄 （ 1 回）、 そして 口の 濯ぎ (マド マ ダ)、 鼻 か ら 水を 吸 レ 、込ん 吹き 出す 鼻輕 のす す 
ぎ （イス テイ ン シャー ク） が 含まれます。 

の 指先から 肘 ま でを 含む、 手から 腕への 洗浄。 （ 1 回） 3) 両耳を 含んだ 頭部 全体の 拭い。 

( 1 励 4) 足の指 先 か らくる ぶし を 含む、 足首 ま での 洗浄。 （ 1 回） 5) ここ ま で 述べられた 通 
り の、 順序 正しい ウド ゥー。 が 洗浄す る 部位から 部位へ と 続く 、長い 休止を 伴わない 連続 
性。 

ウド ゥーの 義務 行為 * 2 は、 開始の 際に "ビス ミツ ラー （アツ ラーの 御ぶ において）" と 言 
レ、、 朝 目覚めた 際、 いかなる 器の 中に 両手を 入れる より もまえ に、 両手を 兰回 洗浄す る こと 
です。 

ウド ゥーでの 称賛に 値する 行為 3 はが 下の 通りです。 来 スイ ワークの 使用。 来 顔の 洗浄 
前に 両手と 両腕を ひじまで 洗う こと。 来 顔の 洗浄 前 (後では ない） に 口と 鼻膛 をす すぐ こ 
と。 来 斎戒 中で ない ときの、 念入りな 口と 鼻 腹の すすぎ。 来髮の 濃い 男性は そこを 濡れ 
た 手で 拭う こと。 来 身体の 右側から 始める こと。 来を 部を 二回、 あるいは 兰回 洗浄す る こ 
と。 ♦右手に すくった 水を 鼻輕 から 吸い込み、 左手を 使って 排出す る こと。 来 洗浄の 際に 
身体のを 部を 擦る こと。 来 身体のを 部を しっかり と 洗浄す る こと 来 完了の 際、 真正の ハ デ 
イースに よる ドウ ア ーを 言う こと。 

ウ ドゥーに おいて 嫌悪され る 行為 （マ クルー ハー ト） は、 極端に 冷た レ、、 もしくは 熱い 水 
を 使用す る こと、 を 部を ^回« 上 洗う こと、 を 部に 付いた 水を 振るい落とす こと、 目の 中 ま 
で 洗う ことが 含まれます。 ウ ドゥ ー 後に タ ホルで 拭く ことに 関しては 認可され、 マ クルー 
フ とは 見なされません。 4 

注意： ただ 単に 口の 中に 水を 含む だけ、 あるいは すく った 水を 鼻に 当てが う だけでは 足 
り ません。 実際に 口の 中で 水を すすぎ、 鼻輕の 中まで （においを 嗅ぐ よう に） 水を 吸い込ま 
なければ なり ません。 また、 その 水は （呼気に よって） 吹き出されなければ なり ません。 これ 
が 唯一の 正しい 方法です。 

ウド ゥーの 作法： 睾 心の中で 意図 （ニー ヤ） をす る。 睾 < ビス ミツ ラー’ け 申の 御 《にお 
いて） と言う。 来 両手を 洗う。 睾 口を すすぐ。 来 鼻で 水を 吸い取り、 吹き出す。 ♦顔を 洗 
う。 来 （指先を 含めた） 両手、 そして 両腕を 肘まで 洗う。 来 前部から 始め 後部まで 頭 全体を 
拭う。 来 耳の 外側を 拭き、 ぬれた ままの 指先を 入れて 内部を 拭う。 来 足を 脂 先から） くる 
ぶしの 上まで 洗う。 

注意： も しも 男性の 髮が 濃く ない ので あれが その 部分の 皮膚は 洗われなければ ならず、 
濃い 場合は 外的 部分の 洗浄で 事足ります。 

ク フや 靴下の 上から 拭 う： 両足を 覆う 革靴 (靴で 、もしく は それに 類似 した ものは クフ 
と 呼ばれ、 それが ウール、 もしく は 類似した 生地で あれば ジャウ ラブ (靴で と 呼ばれます。 

ウ ドゥ ーの 際には、 ク フと 靴下 だけが その上を 拭 うこと が 許されて います。 

クフと 靴下の 上を 拭う には、 な 下の 条件が 必要 となります。 1) それらは ウ ドゥ ー やグス 
ルを 行った 後の、 清浄な 状態の 時に 履かれて いる こと。 2) それらが 履かれた のは ウ ドゥー 
かグ スル （タヤ ンムム は 含まれない） を 行った 後の 清浄な 状態で ある こと。 3) 洗浄され る 
部位を 完全に 覆って いる こと。 4) それらが 認可され る ものである （盗まれた もの や 禁じら 
れた 生地では ない） こと。 5) それらには 不浄 物が 付着して いない こと。 

ターバンの 上を 拭う： ターバンの 上を 拭う ことは、 次に 述べられる 条件に よって 認めら 


1 重要な 要素： ル クン （複. アル カーン） 。意図的に 行なわれなかった 場合、 ウド ゥーの やり直しが ホ めら れるも 

の。 

2 義務 行為： ワー ジブ、 または ファルド （祗 ワージ バート、 ファラー イド） 。意図的、 無意識に 関わらず、 それらが 
行なわれなかった 場合で もウ ドゥー やり直しの 義務は 発生し ません が、 意図的に 行なわれなかった 場合は 罪と 見 
なされます。 

3 称賛に 値する 行為： ムス タハ ッブ 。これらの 行為は 報奨を 受けます が、 行なわな く とも 罪ではありません。 

4 一部の 学者たち はタ オルで 拭 うこと が 嫌悪され ると 見なします。 


れ ます。 1) 男性で ある こと。 の ターバン によって 一般的に 覆われる 部分が きちんと 覆わ 
れ ている こと。 3) それが 行なわれ るのは ウ ドゥ ーの みで ある こと （グ スルは 認められな 
い)。 4) それが 着用され たのは ウ ドゥー かグ スルけ ヤン ムムは 含まれない） を 行った 後の 
清浄な 状態で ある こと。 

スカーフ （ヒ マール） の 上を 拭う こと ： 女性が 頭部の 覆いを 濡れた 手で 拭う ことは、 次に 
述べられる 条件に よって 認められます。 1 ) 女性で ある こと。 の 頸の 下まで 巻かれる 種類 
の ものである こと。 3) それが 行なわれ るのは ウド ゥーの みで ある こと。 （グ スルは 認めら 
れ ない） 4) それが 着用 された のは ウ ドゥー かグ スル （タヤ ンムム は 含まれな レ、） を 行った 後 
の 清浄な 状態で ある こと。 5) スカーフ によっ て 一般的に 覆われ るべき 部分が きちんと 覆わ 
れ ている こと。 

ク フ 、靴下、 ターバン、 スカーフの 上を 拭う ことの 出来る のは、 居住地での 場合は それら 
を 着用 して 24 時間が 内で あり 、旅行者け し 拝の 纏めが 許される、 85 キロが 上の 距離） であれ 
ば 72 時間と なります。 

居住地に いる 者に とって 拭う こと が 出来る と 見なされ るのは、 最初に その 生地を 着用 
して 拭った 時間 か ら 、翌日の 同じ 時間まで （24 時間） です。 

拭いの 範が クフの 上を 拭う 際、 濡れた 手の指を 少し 開いた 状態た 足の指 先の 位置から 
く るぶ しまでと されます。 

注意： もしも 旅行 中で あると 見なされる 者が 拭い、 その後 居住地に 戻った 場合、 もしくは 
その 逆の 場合、 もしく は 最初に いつ 拭っ たの かを 忘れて しまっ た 場合、 その 人物は 居住者 
と 同様で あると 見なすべき です。 

ギプスと 包帯： ギプス や 包帯 等、 傷口を 覆う ものは、 次の 条件を 満す 限り、 その上を 拭う 
ことが 出来ます。 1) ギプス や 包帯を する 必要性が ある 場合。 2) 傷口を 適切に 覆う 部位を 
必要 « 上に 超過して いない。 3) ギプス や 包帯が 拭われつ つも、 他の 部位は 通常 通りに 洗わ 
れる こと。 

ギプス や 包帯が 必要 K 上に 施されて いる 場合は、 危害の 恐れがない 限り、 超過して いる 
部分を 取り外さなければ なり ません。 

注意： 来 両足の クフを 拭う 際には、 も 側から 始める より も、 同時に 拭った 方が 良い とされ 
ます。 来 クフの 後ろ 側 や 裏側 (底） を 拭う こと は 認可され て お ら ず、 これらの 部位を 拭い、 必 
要な 部位を 拭わない ので あれば それは 事足り ません。 来 クフを 拭う 代わ りに 洗う こと、 ま 
たは 1 回 « 上 拭う ことは 嫌悪され ます。 来 ターバン や スカーフに 関しては、 その 大半を 拭 
うこと が 必須です。 1 

ウ ドゥーを 無効に する もの： り 陰部 またはに 門から、 も 大便、 放屁、 濃、 血 敝精敝 前 立 
腺 液、 体液な ど 何 かが 排出 さ れた 場合。 の 睡眠 や 気絶な どの 意識の 喪失。 座って いる 際 や 
立って いる 際の "うとうと" は 含まれません。 3) 尿道 もしくは 月エ 門が 外によ る 尿 や 大便 
の 排出。 が 大量の 出血な ど、 尿 や 大便が 外の 不浄 物が 体内から 排出され た 場合。 5) ラク ダ 
の 肉を 食べた 場合。 が 成 服な どの) 覆いの 上からで はなく、 直接 陰部に 触れた 場合。 の 性 
的 欲望を 伴った 状態で 他者の 陰部に 触れた 場合。 が イス ラームからの 背教。 

清浄の 状態で ある ことを 確信した 後、 その 状態が 破れた かも しれない という 疑念が 出 
た 場合、 どちらで あれ 自 分が 確信す る 状態に 従う べきです。 

沐浴 （グ スル）： 沐浴が 必要と なる 事柄は « 下の 通り です。 

1) 欲望に よる 射精 後、 またげ 庚感を 伴う かどう かに 関わらない 夢精。 2) 亀頭 部の 外 陰へ 
の 挿 人 射精の 有無は 関係 あり ません。 3) イ ス ラームへの 改宗 時。 それが 初めての 時、 また 
は 背教 後 かどう かは 関係ありません。 4) 月経。 5) 産後 出血。 が ムス リムの 死 t 時。 

グ スルの 必須 行為： 大穗 後に 自らを 清める 意図を 持ち、 グ スルを 行う ことは 必須と され 
ます。 その後、 口と 鼻の すすぎを 含めた 全身を 洗う ので あれば 十分です。 




1 それは 一部 だけが 拭われる、 靴 や 靴下の ような ものであると 見なされます。 


完全な グ スルは 次の 8 項目を 必要と します。 1) 始める 際に ‘ ビス ミツ ラー’ と言う こ 
と。 2) 器に 両手を 入れる 前に、 それらを 洗う こと。 3) 陰部の 不浄 物を 洗い流す こと。 4) ウ 
ドゥーを 行う こと。 5) 頭に 水を 兰度 浴びせる こと。 が 全身に 水を 浴びせる こと。 の 両手 
で 身体を こする こと。 が 身体の 右側から 始める こと。 

小 穂の 状態に おいて 禁じ られた 行為： 1) ク ルアー ンに 触れる こと。 2) カ アバの 周りを 夕 
ワーフ する こと。 

大穗の 状態に おいて 禁じ られた 行為： 1) ク ルアー ンの 朗誦。 2) モスク （マ スジの に 入る 
こと。 

大 穂の 状態に おいて 嫌悪され る 行為： 1) 性行為 後に すぐ 睡眠す る こと、 または ウ ドゥー 
なしの 射精。 の 沐浴の 際に 水を 無駄に 流す こと。 

乾燥 沐浴 （タヤ ンム ム）： タヤ ンムム の 条件は « 下の 通りです。 

1) 水が 無い、 もしくは 使えない 状況で 行なわれる こと。 2) 燃やされた、 もしくは 焦げた 砂 
塵を 用いない こと。 

タヤ ンムム における 必須 要素： 1) 顔 全体を 拭う こと。 2) 両手を 手首まで 拭う こと。 3) 連 
続 性。 4) こ の 順序通り に 行な うこと。 

タヤ ンムム を 無効に する もの： 1) ウ ドゥーを 無効に する 行為。 2) タヤ ンムム が 水の 無い 
状況によって 行なわれ たので あれば、 水が 使える よう になった 時点。 3) 元々 タヤ ンムム を 
行う ことを 有効に した 状況の 変化、 例えば ある 人物が 病気に より タヤ ンムム を 行なった 
ので あれば、 その 回復。 

タヤ ンムム において 称 賞され る 行為： 来 大穗の 状態で 自らを 清める ために 行なわれる 場 
合、 順序 正しく、 連続 的に 行なう こと。 睾 必要であって もなる ベく 遅延す る こと。 来 ウド 
ゥー 完了の 際に 言われる 同じ ドゥ ア ーを 言う こと。 タヤ ンムム の 際、 砂塵を 何度もは た 
くこと は 望ま しく あり ません。 

タヤ ンムム の 作法 ♦心で 意図 （ニー ヤ） して 開始し ます。 ♦そして < ビス ミツ ラー’ （神 
の 御ぶ において） と 言います。 来 そして 両手で 一回、 砂塵を 打ちます。 来 次に 両手の ひら 
で 顔と 髮を 撫でる よう に 一度 拭います。 来 そしてまず 左手の ひらで 右手の 甲を 拭い、 次に 
右手の ひら で 左手の 甲 を 拭います。 

不浄 物の 除去: 不浄 物に は兰 種類が 存在 します。 

1) 二種 類の 不浄な 生物： 

A) 犬 や 豚の ように 巧れ ており、 不浄け ジャス） な 動物と その 派生、 そして 猫より も 大き 
な、 食べる ことの 禁じられた 鳥類と 動物。 この 部類に 当てはまる 動物の 尿、 糞、 も 精液、 乳、 
粘液と 日區吐 物は 巧れ て お り、 不浄で あると されます。 

が 純粋で 清浄 （ター ヒル）： 純粋で 清浄 とされる 生物に は 三種 類が あります。 

a. 人間の 身体の 全部 位は、 精液、 汗、 唾液、 粘液、 母乳、 そして 女性器の 湿り気を 含め、 清 
浄 とされます。 尿、 大低 射精 前に 微量に 出る 透明 な 液体け ウパ ー線 液)、 前立腺 液、 血液は 
不浄と されます。 

b. 食用 に 合法な 動物、 そ の 尿、 糞、 汗、 精液、 乳、 粘液、 日區吐 物、 射精 前に 微量に 出る 透明な 
液体、 前立腺 液は 清浄と されます。 

C. ロバ、 猫 やネズ ミな どの、 人間に とっての 食用が 禁じられ、 接触が 困難な 動物は、 その 
唾液と 汗な 外は 不浄と されます。 

2) 死骸: 人間、 魚、 イナ ゴの 死骸、 そして サソリ 、驗 蚊な どの 血 流の 無い 昆虫がん すべて 
の 死骸は 不浄と されます。 

3) 無生物： ± 、おな ど 生命の 無い すべての 物質は、 上記され ていない 限り 清浄と され ま 
す。 

注意： ♦あらゆる 種類の 血液、 濃、 傷口から 出る 分泌液は 不浄です が、 清浄 とみな される 
ものからの 場合、 礼拝 中で あれば 少量は 見過ごされます。 ♦清浄な 血液には 二種 類 ありま 


す。 魚の 血、 そして 合法な 動物の 屠殺 後に 残った 血は 清浄と されて います。 来 生きた 動物 
から 切り取られた いかなる 部位、 及び 胎児になる 前の 肉塊は、 すべて 不浄です。 来 不浄 物 
の 除ち には 特定の 意図が 伴われる 必要が あり ません。 それ 故、 例えば も し 雨が それを （意図 
せずに） 清めた 場合、 それは 清浄と なります。 来 清浄な 状態は 穂れ たもの、 あるいは 不浄 物 
に 触れた 場合、 あるいは 踏みつけた 場合で も 無効とは なりません が、 その 不浄 物は 身体、 
靴、 または 衣服から 取り除かれなければ なりません。 

不浄 物の 浄化は が 下の 状況に 限られて います。 来 清めには 清浄な 水が 用いられるべき 
である。 来 絞り 擦られる 種類の 洗浄され る 衣服は、 水から 取り出して 絞り 擦られなければ 
なり ません。 来 洗う だけでは 巧れ が 落ちない 場合、 こすり 取るな どして 除去され ねばな 
りません。 来 犬に よる 不浄は 水で 七 回 洗い、 八 回目は ± かお 験で 洗われなければ なり ませ 
ん。 

有益な メモ： 

来 もしも ± が 尿の よう な 液体の 不浄 物に よっ て 巧れ ている 場合、 水を かける ことによ っ 
て 色と 臭いが 消える まで 洗浄され なければ なりません。 もしも ± が 糞の ような 固体に 
よって 巧れ ている 場合、 それ 自体と その 残存 物は 取り 除かれなければ なり ません。 

来 水が 外では 巧 物、 不浄 物を 取り 除けない 場合は、 水が 使用され なければ なり ません。 

来 不浄 物の 箇所が はっきり と 分からない 場合、 不浄 物が 付着して いると 予想され る 部位 
とその 周辺が 確実に 落ちた と 思われる まで 洗浄され なければ なり ません。 

来 任意の 礼拝の 為に ウ ドゥーを 行なった 者は、 同じ ウ ドゥーで 義務の 礼拝を 行う ことが 
出来ます。 

眠りに 入った 者、 もしくは 放屁した 者は、 ガス そのものは 不浄で ないた め、 イス テイン 
ジャーを 行ないません。 礼拝 その他の 崇拝 行為を 行なう には ウ ドゥーで 事足りる でし 

よ 5 。 




女性の 生理 出血に 関する 裁定 

S r 

月経 

が 下で 述べられる' ハイ ド’ とは 子宮からの 定期的な 出血で あり、' イス ティ ハー ダとは 
病気な どが 原因の、 定期的で はない 子宮からの 出血です。 1 2 


質問 

裁定 

月経が 始まる 最も 早 
い 年齢と、 最も 遅い 
年髓 はいくつ です か？ 

最も 早い 年齡 での 月経は およそ 9 歳で 始まります。 それよりも 早 
い 時期の 膳からの 出血は イス テイ ハー ダと みなされます。 月経 
で 最も 遅い 年齡 はあり ません。 

月経が 最も 早く 終る 
のはい つです か？ 

最小で 24 時間です。 それより も 短い ので あれば イス テイ ハー ダ 
とみな されます。 

月経が 最も 長く 続く と どれ 位の 期間 
です か？ 

最長で 15 日間 続く ことがあります。 それよりも 
長引けば イス テイ ハー ダと みなされます。 

ふたつの 月 経の 間で 清浄 だと みなさ 
れる 最小の 時間は 何です か？ 

: 最低で 13 日 間です。 も しも この 期間 終了 前に 出 
: 血 すれば、 それは イ ス テイ ハー ダと みなされます。 

大多数の 女性の 月経は どれ 位 続く のです か？ 

7 〜 9 日 です。 

大多数の 女性は ふたつの 月経 間の 間、 どれ 位 清 
浄 さを 保つ のです か？ 

23 0 〜 24 日 です。 

妊娠 中の 出血は 月 経の 一種です か？ 

: 茶色、 黄色な どの 妊娠 中の いかなる 出血 も イス 
: テイ ハー ダと みなされます。 

女性は いかにして 
月 経の 終了を 知る 
ことが 出来ます 
か？ 

月経の 終了を 知る には 二つの 方法が あり ます。 

1) 月 経 終了 時に 見られる 白 レ 、液体の 排出に よる もの。 

の 出血の 停止、 または 白い 液体を 見られない 者は、 茶 か 黄色の 排出 
物に よって 知る ことが 出来ます。 

女性の 清浄 時に 見 
られる 膳からの 排 
出に 関する 裁定は 
何です か？ 

透明 か 白色の 排出、 そして 粘液 は 不浄と みなされません が、 血液、 
そ して 茶 や 黄色の 排出物は 不浄と みな されます。 しかしながら、 そ 
れらは どちらも ウ ドゥーを 無 劾に し 排出が 続く ので あれば イス 
テイ ハー ダ とみな されます。 

膳から の 茶色 や 黄色の 排出物に 関 
する 裁定は 何です か？ 

それが 月 経の 直前 か 直後で あれば 月経と みなされ、 
それな 外で あれば イ ス テイ ハー ダ とみな さ れ ます。 

もしも 月経が 通常 通りの 時間に 
始まらな レ 、場合は どうなる の です 
か？ 

前の 月経から 最低 13 日間が 過ぎて いるので あれば、 月経 
の 兆候が 見られる 限 り 月経で あると みなさ れ ますが、 そ 
うでなければ イス テイ ハー ダと みなされます。 

もしも 月経が 通常より 長引いたり、 短ろ^; 
つたり すれば どう なる のです か？ 

月経の 最長 期間で ある 15 日間が 過ぎない 限りは 
通常の 月 経で あると みなさ れ ます。 


1 月経 レ、 イド） と イス ティ ハー ダの 違いは 次の ものが 含まれます ： 1) 月経の 血は 黒に 近い 濃い 赤色です が、 イ 
ス ティ ハー ダの 化は 鼻血の ような 鮮やかな 赤色です。 の 月経の 血は 濃く、 固体 物が 含まれて いる 場合が ありま 
すが、 イス ティ ハー ダの それは 薄く、 傷口から 流れ出る 血の よう におび ただしい 出血を します。 3) 月経の 血は 通 
常、 不快で 強い 臭いが あります が、 イス ティ ハー ダの それは 一般的な 血と 同じ ものです。 

2 月経 中では 礼拝、 齋戒 、性交、 ク ルアー ン 朗誦、 マ スジ ドに 留まる こと、 ク ルアー ンに 触れる こと、 離婚と いった 禁 
じられ た 行為が あります。 



例えば 出血が 一 
ヶ月 間の よ うな 
長期に 渡った 場 
合、 女性は どうす 
るべき です か？ 



その 場合、 « 下の 兰 つの シナリオのう ちの ひとつが 当てはまり ま 
す。 1) もしも その 女性が はっきり と ーヶ月の いつ 通常 通りの 月経 
が 始まる かを 知って おり、 出血の 種類を 見極める こと が 出来れば （ 
月経、 もしくは イス ティ ハー ダ）、 彼女は 通常の 月 経 かどう かを 考察 
する ことが 出来ます。 [それより も 後で あれば イス ティ ハー ダと み 
なされます。] 2) もしも その 女性が はっきり と ーヶ月の いつ 通常 通 
りの 月経が 始まる かを 知ってい るが、 その 期間が どれ 位 続く かが 分 
からない 場合、 それを 月経が 始まって からの 6、7 日間と 推測し ます （ 
大半の 女性の 平均 期間）。 [それより も 後で あれば イス ティ ハー ダと 
みなされます。] 3) もしも その 女性が、 彼女の 月経 期間を 知っている 
がー ヶ月の いつに 始まる かが 分からない 場合、 彼女は その 月の 始ま 
り から、 自分の 知っている 分 だけ 推測し まも [それより も 後で あれ 
ば イス テイ ハー ダと みなされます。] 


〔産後 出血 （ニフ アース） : 


質問 

裁定 

女性が 出産した と して 
も、 出血が 見られない 場 
合は どうなる のです か？ 

: その 場合、 ニ ファースの 裁定は 彼女には 当てはまらず、 そして 
M 義蔡の 沐浴は しなくても よく 、彼女の 斎戒 も 破れません。 

も し 彼女に 出産の 兆候が 
見られれば？ 

- 出産の 兆候で ある、 出血と 羊水を 伴う 陣痛は ニ ファースとは 
; みなされず、 イス テイ ハー ダと みなされます。 

出産 時に 伴う 出血 
は？ 

: たとえ 胎児が 完全に 出て いなく と も、 あるいは 部分的に 出て いた 
! と しても これは ニ ファースと されます。 この 際に 出来なかった 礼 
: 拝を やり 直す 必要は あり ません。 

出産と みなされ るのは; 
いつからで すか？ 

胎児が 母親の 子宮から 完全に 出 次第、 日数を 数え 始めるべき 
です。 

ニ ファースの 最短 期 
間は 何です か？ 

最短 期間は 定め られ ていません。 それ 敗 出産 後に 出血が 止まり しだい、 

1 ! 彼女は 沐浴を して 礼拝を 再会す る 必要が あり ます。 彼女は 礼拝を 再開す 
i るた めに 40 日間が 過ぎる のを 待つべき では あり ません。 

ニ ファース が 持続 i 
す る 最長の 期間は 1 
何です か？ 

最長 期間は 40 日間で あり 、この 後に 見られる 出血は ニ ファースと 
みなされません。 この 期間が 過ぎた ので あれば、 その 40 日の 期間の 
終わり に、 彼女の 出産 前に 通常 月経が 始まって いた 日 と 重ならな 
い 限り、 女性に とっ て 沐浴を し、 礼拝の 再開 をす る こと が 義務と な 
ります。 [その 場合、 彼女は その 出血を 月経で あると みなします。] 

も し 女性が 双子、 または 
それな 上を 出産す ると 
どうな るので すか？ 

:ニ ファースの 計算を 始める のは、 第一 番目の 子が 生まれて か 
: ら です。 

: J 

流産した 際の 出血は ど：: 
うなる のです か？ 

: J 

爾 産され た 胎児が 80 日 目、 もしくは それが 下で あれば、 その 出 
肚は イス テイ ハー ダ とみな され、 もしも 90 日 目 かそれ な 上で あ 
れ ば、 その 出血は ニ ファースと みなされます。 もしも 80 日 目と 
)0 日 目の 間 だったら、 その 規定は 胎児の 成長 段階に よって 決 
まり ます。 もしも 胎児に 人間の 特徴が 出て いたのなら、 その 出 
化は ニ ファース であ り、 それがなければ イス テイ ハー ダと なり 
ます。 



も し 出血が 40 日 を 前 
に 止まり、 その後 ま 
た 再開 した 場合は ど 
う すれば いいのです 
か？ 


も しも 40 日 目 を 前に 出血が 止まり 、彼女が 清浄と みなされれば、 
彼女は 沐浴を して 礼拝が 出来る よう になり ます。 出血が 40 日 間の 
期間を 前に 再開 したので あれば、 彼女は 再び 礼拝を 中止し [彼女 
が 再び 清浄な 状態に 戻る まで] それを ニ ファースと みなします。 
彼女は 40 日間の 期間が 終る まで、 これを 繰り返す ことが 出来 ま 
す。 


注意： 

睾 イス ティ ハー ダの 状態に ある 女性が 礼拝を 行なう のは 義務で あり 、彼女は を 礼拝で ウ 
ドゥーを 行なわなければ なり ません。 

睾 日没前に 清浄に なった 女性は、 その 日 のズ フルと アスルの 礼拝を 行な レ、、 ファ ジュ ルの 
前に 清浄に なった 場合、 その 前の マグ リブと イシ ヤーの 礼拝を 行なわなければ なり ま 
せん。 

睾も しも 礼拝の 時間に なった 後、 月経 または ニ ファースの 状態に な り、 その 礼拝を 行なっ 
ていなければ、 清浄に なった 後に その 礼拝を やり なおす 必要は あり ません。 

来月 経 かニフ ァースが 済んだ 女性は、 グ スル (沐浴） を 行なう 前に 編まれた 髪を 解かな け 
れば なり ません。 （性行為 後に グ スルを 行なう 女性は そうする 必要が あり ません。） 

睾 女性の 夫に と り、 月経 か ニ ファースの 状態に ある 妻と 性交を する ことは 合法では あり 
ません が、 性交 « 外の 性的 満悦を 得る こと は 許されて います。 

睾 女性の 夫に と り、 イス ティ ハー ダの 状態に ある 妻と 性交を する ことは 嫌悪され ますが、 
そこに 強い 欲求が ある 場合は 認められて います。 

睾 イス ティ ハー ダの 状態に ある 女性は、 陰部を 洗浄した 後、 ウ ドゥーを を 礼拝 ごとに する 
こと が 義務付け られ ています。 

睾 女性が ハッ ジやウ ムラの 為に 月経を 延期させる 薬品を 摂取す る ことは、 彼女の 健康に 
全く 害を 及ぼさな いこと を 前提に 認められて います。 


I 礼拝 （サラ ー） 

ア ザーンと イ カーマ （ア ザーン ー 集団 礼拝への 呼びかけ、 イ カーマー 礼拝 開始の 告 
知） はと もに、 旅行 中では ない 男性 (居住地に いる 状態） に とっての 連帯 義蔡 （ファルド •キ 
ファ ーが であり 、個人で 礼拝を 行な う 者と 旅行者に とっての ス ンナ です。 女性が それらを 
行なう ことは 嫌悪 (マ ク ルーフ） されて います。 

ア ザーンと イ カーマは どちらも 時間 前にされ る ことは 認めら ません が、 夜明け 前の 礼 
拝 (ファ ジュ ル) のア ザーンは 別と されます。 その 二つのう ちの 一つ 1 は 夜半を 回り 次第、 呼 
びかけ る ことが 可能です。 

礼拝の 必要条件 (シュル ート ）:1) イ ス ラーム。 2) 精神が 健 常で ある こと （ア クル)。 3) 成人し 
ている こと （15 歳 K 上が 成人と みなされます。 それ « 下の 年齢で も、 射精 •生 a が あっ 
た 男児 •女児は 成人 同様の 扱いと なります。） 、思慮 分別の つく こと。 4 何 能な 限り 不浄 
物から 清められ ている こと。 5) 礼拝 時間に 入って いる こと。 礼拝 時間とは、 以下の通りで 
す。 ズ フル 伍 午過ぎ) の 礼拝の 時間は、 太陽が 天頂から 傾き 始めて 影が 実体と 同一の 長さ 
になる までです。 アス ル (午後) の 礼拝の 時間 は、 ズ フルの 時間が 終わって 影の 長さが 実体 
の 倍になる までが 好ま しいです が、 状況 次第では 日没まで 延ばされる こと も 可能です。 マ 
グ リブ （日没) の 礼拝の 時間は、 日没後から、 空の 赤みがかった 黄 音が 消える までです。 イシ 
ャー 娘) の 礼拝の 時間は、 夜半までで すが、 必要と されれば 夜明け 前まで 延長され ます。 フ 
ァジ ュル娘 明け) の 礼拝の 時間は 夜明け * 2 3 と共に 始まり、 日の出を もって 終了し ます。 6) 身 
体の 恥部を 不透明な もので 覆 うこと。 十 歳を 過ぎ た 男性の 恥部とは、 へそ 上から 膝関節 ま 
でで あ り、 思春期を 迎えた 女性の 恥部は、 礼拝に おいては 顔な 外の 体 全体です。 7) 可能な 限 
り 、身体、 衣服、 そして 礼拝の 場に いかなる 不浄 物 も 付着して いない こと。 8 何 能な 限り、 礼 
拝の 方角 (キ ブラ） を 向いて いる こと。 9) 意図 (ニー ヤ)。 

礼拝に おける 必須 要素、 または 柱 (アル カーン 4 ): 1) 可能な 者は、 礼拝で 起立 (キヤ ーム) す 
る こと。 2) 礼拝の 開始 時に アッ ラー フ. アク バル (タク ビー ラート ル =イ フラーム） と言う 
こと。 こ の 声明 によっ て、 礼拝に 関係の ない 言動は すべて 禁じ られ ます。 3) アル = ファ ー テ 
ィハ 章の 朗誦。 が 立 礼 レレ クー ウ)。 5) ルクー ウ 後の 起立が ルクー ウ後 、完全に 直立して いる 
こと。 7) 身体の セ 箇所 (両足、 両 膝、 両手の ひ ら 、そして 額 と 鼻を 含む 顔面 部) を 用いた 平伏 礼 
(ス ジュ ーに 単: サジ ダ)。 8) サジダ 後の 座 立、 そ して 二度目 のサジ ダ。 9) 信仰 証言 (タ シャッ 
フ ド) をす る こと。 10) タ シャッ フ ドの 為の 座り。 11) 最後の 座り における 預言者への 祈りの 
言葉。 12) "アッ = サラーム アレイ クム ワラ ハマ ト ウッラ ー" と 言い (タス リーム)、 礼拝 
を 終了す る こと。 13) これらの 柱を すべて 適切に 行ない、 を 動作に おいて 安定が 見られる こ 
と。 1 が これらす ベての 柱を 上記の 順番 通りに 行う こと。 

これらの 柱が 行なわれない 限り、 礼拝は 有 劾では あり ません。 も しも これらの どれ かが 
礼拝の 一 単位 (ルクー ウ ) で 行なわれ なかっ た 場合は、 それが 意図的 か 忘却に よる もの かに 
関わらず、 その ルクー ウは無 劾と なり ます。 

礼拝に おける 義務 行為 (ワー ジブ 5 6 ) :1) タク ビーラ ー トル =イ フラームとは 別の、 全 タク 
ビー ラートの 完了 ("アッ ラー フ アク バルが と言う こと）。 2) ルクー ウ 後に 直立の 際、 合同 
礼拝で あれば、 イマームに よって、 そうでなければ 個人に よって" サミ アツ ラー フ リマ 



1 ファ ジュ ルの 礼拝には 二つの ア ザーンが あり、 ひとつめは タハッ ジュド （任意の 深夜 礼拝） の もので あり、 もう 
ひとつは ファ ジュ ルの ものです。 

2 夜半とは 午前 零時の ことでは なく、 マグ リブと ファ ジュ ルの 中間の 時間の ことです。 

3 空に 最初に 焼の 光が 差す 時です。 

4 ここで 触れられ ている 柱とは、 それが 行なわれない とやり 直しを されない 限り、 礼拝が 無効と される 諸行 為の こ 
と で 寸 

5 ここで 義務 行為と 述べられる ものの 意 ホは、 それらが 行なわれなかった 場合に 二回の 忘却の サジ ダが 行なわれな 
ければ なり ません が、 そ うする 限り は 実際に や り 直さなくても よい ものです。 

6 "ァッ ラーは 至大な り"。 


ン ハミ ダ 1" と言われる こと。 3) ルクー ウ 後に 直立され た 後、" ラッ バナー ワラ カル = ハム 
ド * 2 3 " と言う こと。 が ルクー ウ 中に 一度" スブ ハー ナ ラ ッ ビヤ ル = アズ ィー ムが と言う こ 
と。 5) サジダ 中に 一度" スブ ハー ナ ラ ッ ビヤ ル =ア アラー 4 5 " と言う こと。 6) ふたつの サジ 
ダの 合間に" ラッ ビグ フィル リーが と言う こと。 7 嚴 初の タシャ ッフ ドを 言う こと。 8) 最 
初の タシャ ッフ ドで 座って いる こと。 

誰でも これらの 八つの 義務 行為を 意図的に 疎かに する 者は、 その 礼拝は 無 劾と なり ま 
す。 それらの どれ かが 忘却に よって 行なわれなかった 場合、 その 人物は 二つの 忘却の サジ 
ダを 行なわねば なり ません。 

礼拝に おいて 称寶 される 諸行 為 (ス ンナ 6 ): それらには 言葉と 行ないの 二種 類が ありま 
す。 ス ナンを 行なわな いのは、 たと えそれ が 意図的で あれ 礼拝を 無 劾とは しません。 

言葉に よる ス ナンは な 下の 通りです： 来 礼拝 開始の ドウ ア ーを 言う こと。 来 アッ ラーに 
悪魔からの 御 加護 （アル =イ スティアー ザ） を 求める こと。 来アッ ラーの 御ぶ によって ク 
ルアー ンの 朗誦を 始める こと。 レく スマラ） 来 アル =フ ァーティ ハ 章の 朗誦 後、 声に 出し 
て "アーミン" と言う こと。 来 アル = ファー ティ ハの 後、 ク ルアー ン からい くつ かの 節 
を 朗誦す る こと。 睾 イマームが 声高に 朗誦す る こと。 （マ アム ーム 、または その後ろ の 追 
従者が 声に 出す ことは 禁じられ ますが、 個人での 礼拝では どちら かを 自由に 選択が 出来 
ます） 睾 "ラッ バナー ワラ カル = ハムド 。と 言った 後に、" ハムダン カス ィーラン 
タ イイ バン ム バーラ カン フイ ーヒ ミル アツ ニ サマーワ ー テイ ミル アル ニア ル デ 
ィ…" と言う こと。 来 。スブ ハー ナ ラッ ビヤ ル = アズ ィー ム"、 "スブ ハー ナ ラ ツビ 
ヤル =ア アラー"、 "ラッ ビグ フィル リー" を ルクー ウ 、サジ ダ、 そして 座って いる 時に 
を兰 回ず つ 言う こと。 来 最後に。 アッ サラーム アラ イク ム ワ ラフ マト ウッラ ー" 
と言う 前に ドウ ア ーを する こと。 

行為に おける スン ナ はが 下の 通りです： 来 タク ビーラ ー トル =イ フラームの 際、 ルクー 
ウで 上半身を 曲げる 際と そこから 起立に 戻る 際、 そして 最初の タシャ ッフ ドの 後に 立ち 
上がる 際に 両手を 挙げる こと。 睾 起立の 際、 胸 下で 右腕を 左腕の 上に 乗せる こと。 睾サジ 
ダを する 位置に 視線を 固定す る こと。 そして 起立では 両足を 肩幅に にげる こと。 来サジ 
ダに 行く 際には 膝頭から 地面に 降りて 両手を 付き、 その後 額を 付ける こと。 睾サジ ダ 中に 
膝と 腹、 そして ふく ら はぎと 膝が お 互いに 付かない ようにす る こと。 睾 ルクー ウ 中に 膝 
頭 同 ± が 付かない ようにす る こと。 来 サジダ 中に 両 かかとが 上を 向き、 足の指が 地面に き 
ちんと 位置し、 指 同 ± の 間隔を ある 程度 離しつつ それらが キ ブラの 方角を 向く よう に 維 
持す る こと。 睾サジ ダの 際に 両手を 肩と 平行になる よう 位置 させ、 指 同 ± の 間隔を 閉じる 
こと。 来 立ち上がる 際にまず 両足に 体重を かけ、 その 次に 両手で 両 膝を 支えつつ 起き上が 
る こと。 来 最初の タシャ ッフ ドで 座る 際には 右足を 立て 上げ、 左足を 右側に 倒して ク ッシ 
ョ ン のようにして 座る こと （イフ ティラー シュと 呼ばれる 二種 類の 座 法に 関しては、 この 
本の 最後に 付属して いる チャー トを 参照に して 下さ レ、）。 来 最後の タシャ ッフ ドでは、 右 
すねの 下に 左す ねを 入れ込みつつ、 右足を 立て 上げて 右側の 尻で 座る こと （タワ ッルク と 
呼ばれる 兰 種類の 座 法に 関しては チャートを 参照に して 下さい)。 睾 二つの サジ ダの 間で 
は、 両 膝の 上に 両手の 指を 閉じた まま 乗せ、 キ ブラの 方向に 向ける こと。 来 右手の 中指と 
親指で 輪を 作り、 アッ ラーを 思い起こ しながら ドウ アー する 際には 人差し指で キ ブラの 
方向を 指し、 ア ッ ラー 聽の 唯一 性を 象徴させる こと。 ♦最後の 挨搂 けス リーム） の 際に 右 
から 左へ と 頭を 向ける こと。 

忘却の サジ ダ： サジ ダの 際に ク ルアー ンを 朗誦す るな どの 間違いを 犯した 場合は、 [二 
度の] 忘却の サジ ダを 行な うこと がス ンナ です。 何ら かの ス ンナの 行為を し 忘れた 場合 
も 忘却の サジ ダを 行う ことは 認可され ています。 しかしながら ルクー ウ、 サジん 起立 や 座 


1 "アッ ラーよ、 彼を 賛美す る 者の 声を お聞き 下さい"。 

2 "私たちの 主よ、 あなたに こそ 称賛 あれ"。 

3 "偉大なる 私の 主に 称え あれ"。 

4 "至高なる 私の 主に 称え あれ"。 

5 "主よ 私を 赦し たまえ"。 

6 ス ンナの 複数形。 



り を 余分に 付け足 したり 、礼拝が 終る 前に 挨搂 をしたり 、ク ルアー ンの 朗誦で 明確な 間違 
いを 犯して その 意味が 変わった 場合、 また 何 かの 義務 行為を 怠って しまった 場合 やその 
疑念が ある 場合は、 忘却の サジ ダが 義務 行為 （ヮー ジブ） となります。 

義務の 忘却の サジ ダを 意図的に 怠った 場合、 その 礼拝は 無効と なります。 この 二つの サ 
ジ ダは 最後の 挨 接の 前、 もしく は 後に 行 うこと が 出来ます。 しかしながら、 礼拝の 終了後し 
ばらく 経った 後まで 忘却の サジ ダを し 忘れた ので あれば、 それは 必要では な くな り ます。 

礼拝の 説明： 

来 礼拝の 方角を 向く ことから 始め、 "アッ ラー フ アク バル，’ と 言います。 

来イ マー ム （先導者） が 全 タク ビールを 声高に 言い、 追従 者に 聞こえる ように します が、 追 
従者は 静かに 言います。 

来 最初の タク ビールでは、 両手を 両 肩の 位置まで 挙げ、 胸 下で 右腕を 左腕の 上に 乗せます。 
来 視線を サジ ダの 位置に 固定 し、 真正の ハディ ースで 報告され ている 開始の ドゥ ア ーを 言 
います。 例えば 次の ものが あります。 "スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ワ ビ ハム ディ カ、 ワ 
タ バーラ カス ムカ 、ワ タアー ラー ジャッド ゥカ 、ワ ラー イラ ー ハ ガイル カ。" 

"アッ ラーよ、 あなた に 賞寶と 讚美 あれ。 あなた の 御名 は 祝福 に 溢れ、 あなたの ご 偉力は 
至高です。 あなたの 他に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。" 

来 そして "アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミナ ッ= シャイ ターニ ッ= ラジ ーム" （私は アッ ラー 
に 呪われし 悪魔 [シャイ ターン] からの ご 加護を ホめ ます。） と 言い、 次に "ビス ミッ ラー 
ヒ ッ= ラフ マー ニ ッ= ラ ヒー ム" （慈悲 あまねく 慈愛 深き アッ ラーの 御ぶ において。） と 言 
います。 

来 これらは 全部 小声で おかれる べきです。 次に、 イマーム であ り、 声を 出す 礼拝 時間 （ファ 
ジュ ル、 マグ リブ、 イシ ャー） であれば、 開 端 章を 声に 出して 朗誦し ます。 イマームの 後ろの 
追従 者たち が、 声を 出して 朗誦され る 時間帯に 静かに する ことは 推奨され ており、 静かに 
される 時間帯 （ズ フル、 アスル） では そ うする こと が 義務 行為です。 

そして、 ク ルアー ンの 中から 希望す る 箇所を 朗誦し ます。 ファ ジュ ルと マグ リブの 礼拝 
では 短い 章からの "ム ファ ッサ ル" 朗誦を する ことが 奨 めら れ 、それが 外では 中程 度の 
長さの 章から が奨 めら れ ます。 より 長い ム ファ ッ サルの 章は カーフ 章 [50] から 消息 章 
[78] までた 消息 章から 朝 章 [93] までは 中程 度の 長さで あると され、 朝 章から 人々 章 
[114] までは 短い ものであると されて います。 イマームは ファ ジュ ルの 礼拝、 そして マグ 
リ ブとイ シャーの 礼拝の 最初の 2 ラカーで 声を 出して 朗誦し ます。 それな 外の 礼拝では 静 
かにされ なければ なり ません。 

来 そして タク ビーラ トル =イ フラームで 行なわれ たよう に 両手を 挙げ、" ア ッ ラー フ ア 
クバ ル "と 言い、 ルクー ウの 姿勢に 移ります。 両手は 両 膝頭に しっかり 乗せ、 指の 間隔を 開 
き、 頭が 身体の 中心部 （それより 低くても 高くても いけません） まで 下げ、 背筋が 真っ直ぐ 
伸びる ようにし ます。 そして、 "スブ ハー ナ ラッ ビヤ ル = アズ ィー ム" （ "偉大なる 私の 
主に 称え あれ。" ） と 三回 言います。 

来 そして 頭を 上げ、 "サミ アッ ラー フ リマン ハミ ダフ" （"アッ ラーは、 かれを 賞美す 
る 者の 声を お聞きに なられる。" ） と 言いながら 起立の 姿勢に 戻り、 両手を 挙げて "ラ ッバ 
ナー ヮ ラカル = ハムド" （"私たちの 主よ、 あなたに こそ 賞賛 あれ。"） と 言った 後、 次 
の 言葉を 加えます。" ハムダン カス イーラン タ イイ バン ム バーラ カン フイ ーヒ。 
ミル アッ = サマーワ ー テイ ワ ミル アル = アル デイ ワ ミル ア マー シッタ ミ 
ン シャイ イン バア ドゥ" （"この 上な くが 山の、 素晴らしい、 祝福に 溢れた 賞賛 あれ。 
あなたへの 讚美は 天地に ある もの、 そ して あなたの 望む その他 全ての 物を 満た します。"） 

睾 そして "アッ ラー フ アク バル，’ と 言いながら サジ ダの 姿勢に 移ります。 サジ ダの 際 
には 頭部の 額と 鼻、 両手の ひら、 両 膝頭、 両足の 指が キ ブラの 方向を 向きつつ 地面に 着き、 
腹部と 両 膝、 そして 両 膝と 両 ふく ら はぎは お 互いに 離れて いるべき です。 そして サジダ 中 
に "スブ ハー ナ ラッ ビヤ ル =ア アラー" （ "崇高なる 私の 主に 称え あれ。" ） と 言い ま 
も この 言葉は 何度 言っても 良いです が、 自分の 希望す る 祈願を する こと も 認められ まも 




睾 そして 頭を 上げ、 "アッ ラー フ アク バル" と 言って 左 脚の 上に 座りつつ、 右足を 立て 
上げ、 かかとが 上を 向き、 足の指が キ ブラを 向く ようにし ます。 そして、 "ラッ ビグ フィル 

リー、 ワル ハム ニー、 ワジ ブル ニー、 ワ ルファア ニー、 ワル ズク ニー、 ワン スル ニー、 ワハデ 
ィ ニー、 ワァ ファン ニー" （ "主よ、 私を 赦し 私に お 慈悲を かけ、 私を 正し 私の 位階を 上 
げ 、私に 恩恵を 与え、 私を 助け、 私を 導き、 私を 赦 して 下さ レ、。"） と 言います。 

睾 そして « 前と 同じように サジ ダを し 頭を 上げて "ァッ ラー フ ァク バル" と 言いな が 
ら 立ち上がり、 最初と 同じように 二度目の ラク ァを 行ないます。 

睾 そして イフ ティラー シュの 状態で 座り、 最初の 証言 （アッ = タシャ ッフド アル = アウ 
ワ ル） と して、 右腕を 右 膝の 上、 左腕を 左 膝の 上に 置き、 右手で 拳を 握りつつ、 中指と 親指で 
輪を 作り、 人差し指を キ ブラの 方向に 指して、 次のように 言います。 "ァッ = タヒ ッヤ ート 
ウ リッ ラー ヒ ワッ = サラ ワート ウ ワッ = タ イイ バー トウ、 アッ = サラーム アラ 
イカ アイ ュ ハン ニナ ビー ュ ワ ラフ マト ウッラ ーヒ ワ バラ カート ウフ 、ワッ ニ 
サラーム アラ イナー ワ アラー イ バーデ ィッ ラー ヒッ = サーリ ヒー ン。 アシュ 
ハドウ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ アシュ ハドウ アンナ ム ハン マ 
ダン アブ ドウ フ ワ ラ スール フ 。" （"全ての 讚美と ネ 斤り とよき 言葉は アッ ラーに （捧 
げられ ます)。 預言者よ、 あなたの 上に 平安と ァッ ラーの ご 慈悲と 祝福が あります ように。 
私たちに、 そ して ァ ッ ラーの 敬虔な しもべた ちに 平安 あれ。 私は ァ ッ ラーな 外に 真に 崇拝 
すべき ものは 無い ことを 証言し ます。 私は ム ハン マ ドが アッ ラーの しもべで あり 使徒で 
ある ことを 証言し ます。"） 

睾 そして 立ち上がり、 第 S 番目、 第 四 番目の ラク ァを 行な レ、、 それら 二つは 最初の 二つより 
も 短め に しま も それらでは ァル = ファー ティ ハ 章を 朗誦し 最後の 証言 （ァ ッ= タシャ ッ 
フド アル =ア ヒール） と して タワ ッルク の 状態で 座り、 最初の 証言と 同じ ことを 言い ま 
すが、 次の ものを 追加し ます。" アッ ラー フン マ サッリ アラー ム ハン マディン ワ 
アラー アーリ ム ハン マディン カマー サッ ライタ アラー イブ ラー ヒー マ 
ワ アラー アーリ イブ ラー ヒー マ、 イン ナカ ハミード ウン マジ ー ドウ、 ワ バー 
リク アラー ム ハン マ ディン ワ アラー アーリ ムハンマド ウ カマー バーラ 
クタ アラー イブ ラー ヒー マ ワ アラー アーリ イブ ラー ヒー マ、 イン ナカ ハ 
ミード ウン マジ ー ドウ。" （"ァッ ラーよ、 あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族に 栄光を 
お与えに なった よ うに、 ム ハン マ ドと ム ハン マ ドの 一族に も 栄光を お与え 下さ レ、。 あなた 
こそ 全ての 讚美と 栄光の 主です。 そして あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族を 祝福され 
たよう に、 ム ハン マ ドと ム ハン マ ドの 一族を 祝福して 下さ レ、。 あなた こそ 全ての 讚美と 栄 
光の 主です。"） 

次を 加える のは スン ナ です。 "アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミン アザー ビン ナーノ レ、 ワ 
アザー ビル ニ カブ ル、 ワ フィ トウ ナ ティル ニ マ ハヤ ー ワル ニママ ー トウ、 ワ フ ィト 

ナティ ル = マス ィー ヒッ ダッジ ャール" （ "私は アッ ラーに 業火の 懲罰、 墓の 懲罰、 生と 死 
の 試練、 偽メ シァの 試練からの ご 加護を 願います。"） 

それから ク ルアー ンと スン ナで 触れられ ている 他の ドウ ア ーを 付け加える こと も 許さ 
れ ます。 

来 そして 顔を 右に 向けて "アッ = サラーム アラ イク ム ワ ラフ マト ウッラ ー" （"あ 
なた がた にァッ ラーの 平安と ご 慈悲が あります ように"） と 言い、 次に 左に 向けて 同じ こ 
と を 言います。 

礼拝の 完了に おいて、 他の ドウ ア ーを する ことは 預言者 鑛の スン ナと して、 ハ ディース 
に 記録され ています。 1 



1 それらの 一部は、 次の 通りです。 "アス タグ フィルツ ラー" （私は アツ ラーの お赦 しを ホめ ます） と S 度 言い、 
そして 次のように 言います "アツ ラー フン マ イン ナカ アン タツ = サラーム ワ ミン カツ = サラーム タ 
バーラ クタ ヤー ザル = ジャ ラー リ ワル =ィ クラーム" （アツ ラーよ、 あなた こそが 平安の 主で、 平安は あ 
なた からの ものです。 崇高 さと 栄誉の 主に 称え あれ。） 。また、 "ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー、 ワフ ダフ ラー 
シャリー カ ラフ、 ラフ ル = ムルク ワラ フル = ハムド、 ワ フワ アラー クツリ シャイ イン カ ディール。 
ラー ハウラ ワ ラー クウ ワタ イツ ラー ビツ ラー、 ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー ワラ ー ナ ァブ 


病人の 礼拝 ：睾 もしも、 病気に より 立つ ことが 困難を もた ら すか、 それが 無 a な 場合は、 
座って 礼拝を 行う ことが 出来ます。 も しも 座って 礼拝を する のが 無 a であれば、 身体の 横 
側に 横たわって 礼拝を する こと が 出来ます。 それが 無理で あれば 仰向けに 寝て 行ない ま 
す。 来 も しも ルクー ウ 、そして サジ ダが 行なえな いので あれば、 （体に よる） 合図で それを 象 
徴 させるべき です。 睾も しも 礼拝を 行えなかった 場合、 遅れて でも 良い ので それを やり直 
すべき です。 来 もしも を 礼拝 を その 時間帯に 行なえなかった ので あれば、 ズ フルと アスル、 
マグ リブと イシ ャーを、 それぞれのを 時間帯に 纏めて 行なう ことが 出来ます。 

旅行者の 礼拝： 来 も しも 旅路が 約 80 キロな 上で あり 、合法と される 旅行で あれば、 ズフ 
ノレ、 アスル、 そ して イ シャーの 礼拝を 4 ラ クア から 2 ラク アに 短縮す る こと が 出来ます。 来 も 
しも 目的地に 4 日 « 上 留まる 意思が ある 場合- 20 の義蔡 礼拝 一 それらは 通常 通りの 方 
法で 行なわれ、 短縮され るべき では あり ません。 来 その 場に 居住す る イマームの 後ろで 礼 
拝を 行なう 場合、 通常 通りの 完全な 礼拝が されなければ なりません。 来 もしも 旅路の なか 
で、 居住者と して 行なわれる 礼拝、 または その 逆を やり 忘れ、 それを 思い出 したので あれ 
ば、 後に 完全な 方法で やり直されなければ なりません。 睾望 むので あれば、 旅行者であって 
も 完全な 礼拝を 行 うこと が 出来ます が、 短縮す るので あれば、 より 好まれます。 

金曜 礼拝 （サラ ー トル = ジュムア）： 来 この 礼拝は ズ フルより も 優れてい ると されます。 
これは 独立した 礼拝で あ り、 ズ フルの 短縮形で はあり ません。 これを 4 ラク アと して 礼拝す 
る ことは 認められず、 ズ フルの 意思に おいて、 または アスルと 纏めて 行なう ことは、 合法的 
理由が あるに 関わらず 許されません。 

奇数 礼拝 （サラ ー トル = ウイ トル）： 睾 この 礼拝は スン ナ であ り、 イシ ャーの 後、 ファ ジュ 
ルの 前に 行なわれなければ なり ません。 睾 ウイ トルの 最小 ラク ア 数は 1 ラク ア であり 、最大 
ラク ア 数は 11 ラク ア です。 2 睾 ラク ア ごとに 挨 搂けス リーム） をす る ことが 好まれます。 来 
すべての ラク アを 連続 的に 行う こと、 またはん 6、 8 と 行な うこと もで き、 それら 偶数の 後に 
は 奇数の ラク アを 行なって 完了させます。 7、5、3 来、 もしくは 9 ラク アを 一括に 礼拝す る こ 
とが 出来ます。 来 最小限の ウイ トルの 形と しては、 3 ラク アと 2 回の タス リームを する こと 
です (すなわち 2 ラク ア 行なった 後に タス リ ーム をし、 別に 1 ラク ア をして また 最後に タス 
リ ーム をす る ことです)。 また、 ウイ トルの 後に 2 ラク アを 行な うこと も 認められて います。 

葬儀 （ジ ャナ ーが ：来 t く なった ムス リ ムの 体を 洗浄し、 白 布で 包ん 葬儀の 礼拝 後に 彼 
を 埋葬の 場まで 運んで 埋葬を する こと はすべ て 集団 義蔡 （ファルド- キ ファーヤ） でた 来 
イス ラームに おける ジ ハー ドの 确教 者は、 洗浄され るべき でも、 白 布に 包まれるべき でも 
なく 、死んだ 状況 そのままで 埋葬され るべき であり 、彼らの ための 葬儀 礼拝を 行な うこと 
は 認められて います。 来 ムス リ ム 男性の 白 布は 3 枚の 布で 構成さん 女性の 場合は 5 枚 (腰 


ドウ イツ ラー イツ ヤー フ 、ラ フン = ニ ァマ トウ ワラ フル = ファドル ワ ラフ ツ = サナー ウル = ハ サン、 
ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー ム フリス ィー ナ ラフ ツ= ディーン ワ ラウ カリ ハル = カーフィ ルー ン。 
ラー マー ニア リマー アァタ イタ、 ワラ ー ムァ ティ ヤ リマー マナ ァタ 、ワラ ー ヤン フ ァウ ザル = 
ジャッ ディ ミン カル = ジャッド。" （唯一で 並ぶ 者 無き 御 ホ、 ァッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは いません。 
主権と 讚美は かれの 御 許に あり、 かれは 全能の 御 ホです。 至高 至大の ァッ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる も 
の もありません。 ァッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 私たちは かれな 外を 崇拝し ません。 恩恵と 超越 性は 
かれに こそ 属し そして かれに こそよ き 誉れが あります 。アッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは いません。 例え 
不信者た ちが 忌み嫌おう とも、 私たちは ァッ ラーに 誠意を がして 仕えます。 あなたが 与えた ものを 禁じる 者は な 
く、 あなたが 禁じれば 他に 与える 者は おりません。 （現世に おける） どんな 優れた 境遇 も、 あなたの 御 許での 真の 
幸福を 益す る ことは あり ません。） また、 ファ ジュ ルの 礼拝、 そして マ グリ ブの 礼拝の 後、 次を 付け加える ことが 
出来ます。 "ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワフ ダフ ラー シャリー カ ラフ、 ラフ ル = ムルク ワ ラフ 
ル = ハムド、 ユフ イー ワ ユミ ー トウ、 ワ フワ アラー クツリ シャイ イン カ ディール。" （唯一で 並ぶ 
者 無き 御 ホ、 ァッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは なし 主権と 讚美は かれに こそ 属します。 かれは 生と 死を 与え 
る 御 ホ。 そして かれ こそは 全能の 御 ホです。） すべての 礼拝 後、 各人は 次の よう に 言うべき です。 "スブ ハー ナッ 
ラー" （アッ ラーに 称え あれ） "アル ハム ドウ リッ ラー" （アッ ラーに こそす ベての 称賛 あり） "アッ ラー フ 
アク バル" （アッ ラーは 最も 偉大な り） を 各 3 3 回ず つ 言い、 百 回目には、" ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー 
ワフ ダフ ラー シャリー カ ラフ、 ラフ ル = ムルク ワ ラフ ル = ハムド ワ フワ アラー クツリ シ 
ャイ イン カ ディール/’ （唯一で 並ぶ 者 無き ァッ ラーな 外に 崇拝され るべき ものはありません。 主権と 讚美は 
かれに こそ 属し かれは 全てに おいて 全能です。） それから アーヤ トウル = クルス ィー じ： 2 日日） 、イフラー ス章 
(112) 、アル = ファ ラク 章 （113) 、そして アン = ナース 章 （11 が を 朗誦し ます。 ファ ジュ ルの 礼拝と マグ リブ 
の 礼拝 後では、 これら の 章 3 回ず つ 朗誦すべき です。 




巻き、 頭部の 覆い、 上半身の 覆い、 そして 全身を 覆う もの 2 枚） です。 来 イマーム、 または 単独 
で 礼拝す る 者の スン ナと しては、 男性では 胸部と 並ぶ 位置に 立ち、 女性では 体の 中ム 部と 
並ぶ 位置に 立つ ことです。 来 立った 状態で "アツ ラー フ アク バル" と 4 回 言い、 それらす 
ベて で 両手を 挙げます。 最初に 言う "アツ ラー フ アク バル" の 後、 アツ ラーの 御 加護を 
ホめ、 "ビス ミツ ラー" と 言い、 アル = ファー ティ ハを 黙 誦します。 そして 2 度 目の "アツ 
ラー フ アク バル" の 後、 預言者 鑛 に対する 挨搂 をし ます。 3 度 目の "アツ ラー フ アク 
バル，’ の 後、 故人の ために アツ ラーへ ドウ アー をし ます。 4 度 目の "アツ ラー フ ア クバ 
ル" の 後、 しばらく 立って から "アツ = サラーム ア ライ クム" と 右側に 一度 だけ 言い 
ます。 手に よる 測定な 外、 地面の 高さより も 墓地を 盛り上げる こと、 しっく いを 塗る こと、 
キスす る こと、 近くで 香を 焚く こと、 何 かを 書く こと、 そこに 座る かその 上を 歩く こと、 い 
かなる 種類の 照明を 灯す こと、 その 周りを 周回す る こと、 その上に モスクを 建てる こと、 も 
しく は モスクの なかに 墓地を 設置す る こと はいずれ も 禁じられた 行為です。 さら には、 墓 
地の 上に 建てられた 墓廟 （または 建築物） は、 取り壊されなければ なりません。 

睾 嘆き 悲 しむ 親族に 対する 慰め や、 悔やみの 言葉の こと ばに 関 しては 何も 制限は あり ませ 
ん 。例えと して、" ア ザム アツ ラー フ アジ ラク ワ アフ サン ア ザアク ワ ガフ 
ァラ リ マイ タク" （あなたの 報奨を アツ ラーが 増加し、 あなたの 嘆きに 対して あなた 
に 善き ものを 据え、 あなたの 故人を お赦 しになります ように。） 不信仰 者の 親族を とくした 
ムス リムに 対しては、" ア ザム アツ ラー フ アジ ラク ワ アフ サン ア ザアク "（あ 
なた の 報奨を アツ ラーが 増加し、 あなたの 嘆きに 対して あなたに 善き ものを 据えます よ 
う に。） と 言います。 

来 自分の 死後に 家族が 嘆き悲し むと 分かって いる 者が、 そうするべき でない と 遺書を 残す 
こと は 義務 行為 となります。 そうでなければ 彼らの 嘆きに より、 彼は 懲罰 を 受ける こと 
になり ます。 

来 イマーム. シャーフ ィイ ーは、 遺族が 集会を 開き、 人々 が 彼らに 悔やみの 言葉を 述べる 
のを 待つ ことは 嫌悪され ると 言って います。 その代わり、 彼らは 男女を 問わず、 日常生活に 
戾 るべき であると します。 

睾 悲嘆に 暮れる 家族に 対して、 食事を 用意す る ことは スン ナ であり （彼らが 悲しみに 巧ち 
ひし がれて いるた め）、 彼らの 食事から 食べる こと、 彼らの 家を 訪れる 人々 に対して 食事を 
用意す る こと は 嫌悪され ます。 

来 墓地を 訪れる ことは、 そのための 旅行が 伴わない 限りは スン ナ です。 また、 ノン •ムス リ 
ムの 墓地を 訪れる こと も 認められて います。 非 ムス リ ムが ムス リ ムの 墓地を 訪れる こと 
は、 禁じられる べきでは あり ません。 

来 ムス リ ムの 墓地を 訪れる 際に、 次の ものを 言う ことは スン ナ です。 

"アツ サラーム アラ イク ム ア ハラ ツ ディ ヤー リ ミナ ル = ムツ ミ ニーナ ワル =ム 
スリ ミー ン、 ワ イン ナー イン シャー アツ ラー フ ビ クム ラー ヒ クーン、 ヤル ハム ツ 
ラー アル = ムス タク デイ ミーナ ミンナ ー ワル = ムス タアヒ リーン、 ナス アル ツラ 
ー ハ ラナ ー ワラ クムル =ア ー フィ ヤ 、アツ ラー フン マ ラー タフリ ムナ ー アジ 
ラフ ム、 ワ ラー タフ ティン ナー バア ダフ ム 、ワグ フィ ル ラナ ー ワ ラフ ム" （ " 
あなたがたに 平安 あれ、 信仰者と ムス リ ム である 墓地の 居住者た ちよ。 アツ ラーが 御望み 
であれば、 実に 私たちは あなたがたの 内に 加わる のです。 あなたがたの 内の な 前の 者、 そし 
てこれ からの 者を アツ ラーが お赦 しになります よう に。 私たちは、 自身の、 そして あなたが 
たの 幸福を アツ ラーに 求めます。 アツ ラーよ、 私たちへの 報奨を 拒まないで くださ レ、。 そし 
て 私たちを 彼らの 後に 誘惑し ないで くださ レ、。 そして 私たちと 彼らを お赦し 下さい"）。 

来 白 布に ク ルアー ンの 節を 書き、 不敬を 示す こと は 禁じられて います。 それを 承認す る 真 
正の 報告は 何 もありません。 

来 故人に 対する 包括的な ドウ ア ーと しては、 次の よう に 言う ことです。 "アツ ラー フン マ 
グ フイ ル ラフ ワル ハム フ、 ワ アー フイ ヒ ワアフ アン フ、 ワ ア クリム ヌズラ 
フ 、ワ ワツ スイ ウ ム ドウ ハ ラフ、 ワグ スイ ルフ ビル = マーイ ワツ = サルジ ワル 
= バルディ、 ワ ナツキ ヒ ミナ ル = ハタ' ー ヤ' ー カマ' ー ナツ カイ タツ = サウ バル = 


アブ ヤダ ミナ ツ= ダ ナス、 ワ アブ ディル フ ダーラン ハイ ラン ミン ダー リヒ、 
ワ ア ハラン ハイ ラン ミン ア ハリヒ 、ワ ザウジ ャン ハイ ラン ミン ザウジ 
ヒ 、ワ ア ドウ ヒルフ ル = ジャンナ タ 、ワ アイ ズフ ミン アザー ビル = カブリ ワ 
ミン アザー ビン =ナ ー ル" （ "アツ ラーよ、 彼を 赦し 彼に ご 慈悲を 与え、 彼を 癒し お 守 
り 下さ レ、。 そして 彼に よい 住まいを 与え、 その 入り 口を にげ、 水と 雪と 霉で 彼を 清めて 下さ 
い。 そして あなたが 白い 服を 巧れ から 清浄に された よう に、 彼を その 過ちから 清めて 下さ 
い。 そして 彼に （生前の） 彼の 住処 より も 素晴らしい 住処 を、 彼の 性 前の） 家族より も素晴 
らしい 家族を、 彼の 性 前の） 配偶者より 素晴らしい 配偶者を 引き換えに お与え 下さ レ、。 そ 
して 彼を 楽園に 入ん 墓の 災難と 業火の 懲罰から 彼を お 護り 下さい。"）。 

二 大祭 日 （イード ル = フィ トル、 イード ル =ア ドハ ー） の 礼拝： ♦この 礼拝は 集団 義蔡 （フ 
ァルド •キ ファーヤ） であり、 その 時間帯は ドウ ハーの 礼拝と 同じく、 日の出 後 です。 もし 
も 人々 が イードの 日 である こと を 午後まで 知る こと が 出来なかった ので あれば、 その 翌 
日に やり直しの 礼拝と して 行なわれる べきです。 ♦その 条件は 二つの 説教を 除き、 ジュム 
アの 礼拝と 同じ ものです。 ジュムアの 二つの 説教は 礼拝の 前にされ ますが、 イードの 二つ 
の 説教は 礼拝の 後に されます。 来 その 場に おいて、 礼拝の 前後に 任意 礼拝を する ことは 嫌 
悪され ています。 来 こ の 礼拝に は 二つ の ラク ア があります。 最初 の ラク ア では、 礼拝の 開始 
として タク ビーラ トル ニイ フラーム （ "アツ ラー フ アク バル" ） が 言われ、 続け ざまに 六 
回、 "アツ ラー フ アク バル，’ と 言った 後に アツ ラーへの ご 加護を ホめ、 ク ルアー ンを朗 
誦します。 次の ラク ア では" アツ ラー フ アク バル" と 五 回 言って ク ルアー ンを 朗誦し 
ます。 を タク ビールでは 両手が 挙げられます。 それから イマームは アツ ラーの ご 加護を 求 
め、 アル = ファー ティ ハ 章、 そして 至高 者 章 [87] を 最初の ラク アで 朗誦し、 続いて 圧倒的 
事態 章 [88] を 二番目の ラク アで 朗誦し ます。 それから イマームは 金曜 礼拝と 同じように 
説教を します が、 それと 違う のは アツ ラー フ アク バルと 何度も 繰り返す ことです。 睾も 
しも こ の 礼拝が 任意 礼拝の よう に 行なわれた 場合で あっても、 それは 正しく、 認め られま 
す。 なぜな ら タク ビールは 付加 的で あ り、 それらの 間 に 行な う アツラ ーへの 称 賞と 預言者 
鑛 への 挨 搂はス ンナ であ るから です。 

皆既 日 （月） 食 （アル = クス ー フ、 または フス ーフ） の 礼拝： 来 これは スン ナの 礼拝で あり、 
時間帯は 皆既 日食、 または 月 食の 始ま りから 終わり ま でです。 来日 （月） 食が 終って から、 遅 
れて 礼拝を 行う ことは 出来ません。 それは ク ルアー ンの 朗誦が 含まれる、 2 ラク アで 構成 
されます。 最初の ラク ア では、 アル = ファー ティ ハと 長い 章が 朗誦され るべき であ り、 そ 
して 長い ルクー ウを します。 それから 頭を 上げ、 通常の 礼拝 通りに" サ ミア ツ ラー フ リ 
マン ハミ ダフ、 ラツ バナー ラカル = ハムド" （ "アツ ラーは、 かれを 賛美す る 者の 声を お 
聞きに なられる。 私たちの 主よ、 あなたに こそ 賞賛 あれ。" ） と 言います。 ♦その後、 通常の 
礼拝の よう に、 サジ ダには 行きません が、 その代わりに また アル = ファー ティ ハに 続いて 
長い 章を 朗誦し ます。 そして 再び 長い ルクー ウを 行ないます。 その後 頭を 上げて 直立し ま 
す。 睾 それから 二つの 長い サジ ダを 行ないます。 来 そして タシャ ツフ ドを 言った 後に サラームを 言 
います。 ♦もしも 誰かが 遅れて 来て、 最初の ラク アを 逃した 場合、 後に その ラク アを やり直し まも 

雨乞いの 礼拝 （サラ ー トル =イ スティス カー ア）： 干 ばつ や 雨 不足の 際に この 礼拝を 行う 
ことは スン ナ です。 この 礼拝の やり方は、 サラ ー トル =イ ー ドと 同じです が、 礼拝 後の 説教 
がない 点で 異なり ます。 

ここでの スン ナ は、 礼拝 後に 外套を 裏返す こと によって、 状況が 変わる ことへの 楽観を 
表す ことです。 

注意: 合同 礼拝の 列を 真っ すぐにす る ことを 預言者 鑛は 命じられて います。 "あなたが 
たが 列を 真っ すぐに しないの であれば 、アツ ラーは あなたがたに 相違を もたらす でしょう。" 

そして ヌァ マーン. イブ ン. バ シールは こう 語って います。 "私は 礼拝 中に 人が 隣 同 
± で 肩と 肩、 膝頭と 膝頭、 足首と 足首を 合わせて いたのを 見ました。" 

合同 礼拝は 男性に とっての 義務で あり、 旅行 中で あっても 可能な 限り 行なわなければ 
なり ません。 




喜捨 げ カー； 0 

ザカーが 義務と なる 富の 種類とは、 次の 4 つです。 1) 遊牧す る 家畜。 の 農作物。 3) 動 
産。 （金銀、 紙幣な ど） が 商品。 

次の 5 つの 条件が 合う と、 ザカーは 義務と なります。 1) イス ラーム 2)( 奴隸 でない） 自由 
人 3)" ニ サーブ" （金銀な どで ザカーが 課される 一定の 量の 超過) の 所有が 完全 かつ 安定した 
所有権 5)( 農作物が 外では) 一年間の 所有。 

遊牧す る 家畜の ザカーに 関しては、 3 種類が 存在し ます。 それらは ラク ダ、 牛、 ヤギ 
と 羊です。 それら に対する ザカーは 2 つの 条件に よつ て 義務 となります。 

1) それら の 動物が 一年が 上 遊牧 されて いる こと。 2) それら が摔 乳、 生殖の ため に 飼われて 
いるので あり、 労働の ためでは ない こと。 も しも それらが 商用で あれば、 商品で あると 見な 
さ れ ます。 


ラク ダの ザカー 

：4 頭、 もしくは それな 下: ザカーは 発生し ません。 

! 24 頭、 もしく は それが 下: 5 頭に つき、 羊 1 頭が 課されます。 

： 25-35 頭: 1 才の雌 ラク ダ 1 頭 か、 それがない 場合は 2 才の雄 ラク ダ 1 頭 ： 

: 36-45 頭: 2 才の雌 ラク ダ 1 頭 
: が- 60 頭: 3 才の雌 ラク ダ 1 頭 
: 61-75 頭: 4 才の雌 ラク ダ 1 頭 
: 76-90 頭: 2 才の雌 ラク ダ 2 頭 
; 91-； L 20 頭 ツオの 雌 ラク ダ 2 頭 

: 120 頭 « 上： を 40 頭に つき、 2 才の雌 ラク ダが 課せられ、 を 50 頭に つき、 3 才の雌 ラク ダ! 
i が 課せられます。 

; 牛の ザカー： 

i 30 頭^^^下:ザカーは課せられません。 ； 

: 30-39 頭: 1 才の 子牛 
: 40-59 頭: 2 才の 子牛 

：60 頭が 上: 各 30 頭に つき 1 才の 子牛。 そしてを 40 頭に つき 2 才の 子牛が 課せられます。 

; 羊と ヤギの ザカー： 

：40 頭な 下: ザカーは 発生し ません。 ： 

: 40-120 頭: 羊 1 頭 
： ； L 21-200 頭: 羊 2 頭 
: 201-399 頭: 羊 3 頭 

：400 頭が 上: を 100 頭に つき、 羊 1 頭が 課せられます。 ； 

果物. 穀物の ザカー： それは 次の 3 つの 条件に より 義務と なります。 1) それらが 大麦- 
小麦の 穀粒、 レー ズンや ナツメ ヤシの 実な どの 果物な ど、 貯蔵 数に よって 測る ことが 出来 
る 場合。 しか し 新鮮 野菜 や 豆類な ど、 貯蔵 数に よっ て 測られない 場合、 ザカーは 発生し ませ 
ん。 2) それが 653 キロの 最小 量 ( ニ サーブ） に 達した 場合。 3) ザカーの 支 私い が 義務と なっ 
た 時 (果物- 作物に 成熟が 見られ、 収穫の 準備が 出来て いる こと） に、 その 農作物の 所有権 
が 支 私い 者に ある 場合。 

農産物の ザカー： ♦灌槪 に よって 生産 さ れ たもの でない 農産物、 すなわち 雨水 または 自 



然の 川、 泉な どに よる 生産は、 10% (10 分の りの ザカー 率が 課せられます。 来灌槪 、労働に よ 
っ て 収穫 さ れた 農産物の ザカーは、 5 % (20 分の 1) です。 来 部分的に 労働に よる もの、 また 
部分的に そう でない ものは、 よ り 多く 依拠して いた 方に 従います。 その 測定は 労働に 使 
われた 日数に 従います。 

動産の ザカー： 1) 金： ザカーが 金に 課せられ るのは、 それが 85 グラムに 達してから です。 
2) 銀: ザカーが 銀に 課せられ るのは、 それが 595 グラムに 達してから です。 

貨瞥 に関しては、 その 通貨 (紙幣）、 形式に 関わらず、 それらが 上記の ももし くは 銀の 価 
値と 同等に なった 際に 課せられます。 

金- 銀の 価格は 時と 場所に よって 異なるな め、 その ザカーは 貧者に とって その 2 つか 
ら 都合の 良い ホに 基づかれる べきです 。動産- 貨幣の ザカーと はが 分の 1 (2. 5%) です。 

日常 的に 使用され る 宝 お- 装飾 類に ザカーは 発生し ません。 しかし 商用、 貯蓄 用は ザ カ 
一の 支 私い が 行なわれなければ なりません。 女性が 通例 通りに 金 や 銀の 装飾品を 着用す 
るのは 認められて います。 食器 類に 少量の 銀が 用いられる こと、 また 男性の 指輪 や 眼鏡な 
ど に 少量の 銀が 用 いられる こと は 認め られ ています。 

金が 食器 類に 用いられる こと、 また 男性が それを 用いる ことは 禁じられて いますが、 ボ 
タン や 金歯な どの、 その他の 必要と される 用途に 際し 女性を 模 做しない ことを 条件と し 
て、 ごく 微量で あれば その 使用が 許されます。 

変動す る 富を 持つ 場合、 つまり 一時期は 増加し、 また 一時期は 減少す る 場合は、 たとえ 
一年間が 過ぎて いないので あっても 勘定の 日 を 設け、 自 らの 富を 計算し、 そこから 40 分の 
1(2. 5%) を 支 私い ます。 

サラリーを 受け取る 者、 または 不動産の 貸し出しから 一定の 収入が ある 者は、 そこから 
一定の 貯蓄がない 限りは ザカーの 義務はありません。 貯蓄の 額が 一定量に 達して おり、 そ 
れを 一年間に 渡って 自 ら 所有し 続けた ので あれば、 そこからの ザカー 支 私い は 義務と な 
り ます。 も しそれ の 計算が 困難で あれば、 上記の よう に、 勘定の 日 を 定めて 決定し ます。 

負債の ザカー： もしも 裕福な 者に お金を 貸し付け ている、 または 債務者に 十分な 資金が 
あり、 彼から お金を 取り戻す ことが 可能で あるの なら、 たとえ 多額で あれ、 を 年に おける 貸 
し 付け 返済 分の ザカーが 計算され、 支 私 われなければ なり ません。 

しかし その 貸し付けが 破産者に ある 場合、 その 人物の 返済は 不確定で あり、 管 a 権が 伴 
わないた め ザカーは 発生し ません。 

商品の ザカーは 発生す るのは、 次の 4 つの 条件の みです。 1) ザカー 支 私い 者が それを 所 
有して いる 場合。 の 彼が それを 商用に する 意図が ある 場合。 3) それらが 金銀と 同様に 最 
低 量に 達して いる 場合 (その ふたつのう ちの 少ない 方)。 4) それらの 所有から 1 年が 過ぎて 
いる こと。 

それら 4 つの 条件が 満たされて いるので あれば、 勘定の 時点に おいての 価値を 支 私う 義 
務が 生じます。 も し それら 商品が ザカーの 最小 量に 達して おらず、 金- 銀、 その他の 貨幣を 
所有して い るので あれば、 それら を 商品 価値に 付加 して 最小 量に 達する よう します。 もし 
それら 商品に 関し 衣服、 家 や 車な どの 個人 使用を 意図す るので あれば、 それらに ザカーは 
発生し ません。 意図が 変われば (再び 商用と する ことに 気が変わった ので あれば）、 意図が 
変わった 時点からの 1 年間を 計算して ザカーを 支 私い ます。 

ザ カ' ー トル = フイ トル： これは ラマダ' ー ン 最後の 夜、 そ して イ' ー ドの 日 におけ る、 すべて 
の 自分と 家族を 養って 余る、 余剰 食料を 持つ ムス リムに と っての 義務 行為です。 ザ カート 
ル ニ フイ トルとは、 その 地域の 主食を 2 キロ と 4 分の 1 キロ 与える 行為です。 その 量は 男女を 
問 わず、 各人と そ の 扶養家族です。 

イードの 日、 イード 礼拝の 前に それを 渡す ことが 好まれて います。 それを イード 礼拝の 
後まで 遅延す る こと は 認め られ ていません が、 イー ドの 1 日 、または 2 日 前に 渡す こと は認 
めら れ ます。 また、 一人に 集団 分、 もしくは その 逆の 量を 渡す こと も 認められて います。 

ザカーの 配布は、 その 期限までに 行なう ことが 義務 行為で あり 、保護者は 子供たち、 または 




精神異常者の 代 a で 行なう 責任が あ ります。 

責任者が 個人的に それを 支 私 レ、、 人々 に それを 知 ら せる こと はス ンナ です。 誰の 代 a で 
それを 行なう のかと いう 意図を 伴われて いなければ なり ません。 

ここで 述べられて おかなければ ならない 重要な 点と して、 任意 的 喜捨は、 たとえ その 人 
の 富の すべてが 差し出され たの だと しても、 義蔡の ザカーには 値しない という ことです。 

ザカーは その 国の 困窮者が 住む 地域へ 渡される こと が 好まれ ますが、 重大な 要求が あ 
る 場合、 他の 国に 送る こと も 許されて います。 富が 規定 量に 達し ザカーが 課せられ るので 
あれば、 その ザカーを 二 年分、 前 私い する こと は 適切で あり 、認め られ ています。 

ザカーの 受け取りに 値する 人々 とは 

1) 衣食に 事欠く 貧窮 者。 1) 一般的に 貧乏な 者。 3) ザカーを 集配す る 役人。 4) イスラー 
ム に対する 付加 的な 魅力を 必要と している ムス リ ム 、または ノ ン •ムス リム。 が 奴 隸や捕 
虜の 解放。 が 合法的 負債に 苦しんで いる 人々 の 救済。 のアッ ラーの 道に おける ジハード 
に 努力す る 者。 が 祖国から 離れて いる 旅行者。 

彼らは その 要 ホに 応じた 量を 与えられるべき であ り、 ザカーの 集配人に 関しては、 彼ら 
がた とえ 裕福で あっても、 合意に 基づいた 公正な 給料が 与えられます。 

もしも ハワー リジュ （預言者 鑛の教 友たち から 離反した ムス リ ムの グループ） や ブガ ー 
卜 （誠実な イ マー ムに 反抗 した 者たち） がその 地域の 支配権を 握っ たと しても、 彼ら に ザ カ 
一を 渡す ことは 義蔡を 遂行した ことになります。 もしも それらの 支配者が 強制的に ザ カ 
一を 取る か、 合意の 上で あるか、 ま た 彼ら が 公正な 支配者 か、 不正な 支配者 かに は 関わりな 
く、 それは 義務を 遂行した こと にな ります。 

ザ カ ーを 不信仰 者 (イス ラーム に対する 付加 的 な 魅力 を 要す る 者たち K 外)、 奴隸、 裕福 
な 者、 自 らの 扶養者、 または バニ ー. ハーシ ム頒言 者鑛の 子孫） に 渡す ことは、 その 義務を 
果たしません。 

も しも、 知らずに ザカーを 必要と しない 者に 与えて しま レ、、 後に なって それに 気付いた 
場合、 その 人物が 貧者で あると 思い込んで おり、 後に 彼が 裕福な 者であった と 気付いた 場 
合 W 外、 彼の 義務は 果たさ れ ません。 

任意の 喜捨： アッ ラーの 使徒 鑛は 言われ ま した。 "実に、 信仰者の 死後に なっても 彼の 
元に 届く 善行とは、 彼が 教え、 公表した 知識。 また 彼のた めに 析願 する 敬虔な 息子、 ク 
ルア' ー ンの 写本 （ムス ハフ）、 彼が 築いた モスク、 彼が 築いた 旅行者の ための 休憩所、 彼 
が 築いた 水路。 そして 彼が 健康のう ちに 費やした 喜捨の すべて。 これら すべては 彼の 死 
後 も、 彼の 元に 届く のです。" （イブ ン • マージ ャ） 


斎戒 （スイ ヤー ム) 


斎戒: 斎戒とは、 ラマ ダーン 月 を 斎戒、 断食す る こ との 出来る、 すべての 健全で あり、 かつ 
思春期 をす でに 迎えて いる ムス リム に 課せ られた 義務で あり 、月経 ま たは 産後 出血の あ 
る 女性は 免除され ます。 子供で も それが 可能で あれが 慣れる ことの 出来る よう、 斎戒す る 
べきです。 

ラマ ダーン 月 の 開始は、 次の 二つの どれ かに よって 知る ことが 出来ます。 1) 信頼の ある 
ムス リ ム (男女) による、 新月の 確認。 2) シャア バーン 月の 30 日間の 完了。 

義務の 斎戒 時間帯は、 ファ ジュ ルから マ グリ ブ までです。 ファ ジュ ルの 前に 斎戒の 意図 
を 持ちます。 

斎戒を 無効に する もの: 斎戒は 次の 事項に より 無効と なり ます。 1) 男 t 生 器の 女 '性器への 
挿入に よる 性行為。 これに よりその 日 の 分の 斎戒は や り 直しと なり 、奴隸 の 解放、 または そ 
れが 不可能で ある 場合は 2 ヶ月 間を 連続で 斎戒す る ことによ り、 罪を 償わねば なり ませ 
ん 。それが どちらも 不可能な 場合、 60 人の 貧者に 食事を させる か、 または これ も 不可能で あ 
れば 、何も しなくても 済みます。 の キス、 抱擁、 自慰な どに よる 射精。 夢精の 場合は 何もし 
なくて も 済みます。 3) 意図的に 飲食を した 場合。 斎戒 中で ある こと を 忘れて そう したの 
であれが 斎戒は そのまま 継続され、 日没まで 斎戒を します。 4) 献血、 吸 玉 療法な どに よる 
放 血。 医療 検査 や、 故意で ない 負傷な どに よる 少量の 出血で あれが 斎戒は 無効と なり ませ 
ん。 5) 意図的な D 區 吐。 

斎戒は 次の 事項から 無効とは なりません。 来 砂埃な どが 喉 奥に 入る こと。 来う がい 中、 
水が 喉 奥に 意図的で はなく 入る こと。 来 想像に よる 射精。 来 夢精。 来 意図的で はない 出 
血。 来 意図的で はない 日區 吐。 

も しも まだ 夜で あると 勘違いして 飲食を し 実際は 明確に 日が 昇って いた 場合は、 その 
日 の 分を や り 直さなければ なり ません。 まだ 夜で あると 勘違いしつつ も 飲食を し、 日 の 出 
かどう かが 明確に 分から なかっ た 場合は 無効と はなり ません が、 日 没 かどう か はっきり 
と 分からずに 飲食を した 場合で、 実際には 日が 沈んで いなかった ので あれば、 その 日の 分 
を やり直さなければ なりません。 

斎戒が 免除され る 者とは： 睾 合法的な 理由がない 限り、 斎戒を しない こと は 禁じられて 
います。 ♦月経、 もしく は 産後 出血が 見られた 女性は 斎戒を 中断し なければ なり ません。 来 
誰かの 命を 救う ことが 斎戒を 中断す る 条件で あれば、 その 人物は 斎戒を 中断す る ことが 
義務と な ります。 睾 旅行の 長さが 礼拝の 短縮を 認め られる もので あり 、旅行者に とって 斎 
戒が 困難で ある 場合、 斎戒の 中断は ス ンナ となり ます。 睾 また、 病人に とって 斎戒す る こと 
による 危害が 予想され る 場合、 斎戒の 中断は スン ナ となり ます。 来 居住者が 日 中に 旅行を 
しな ければ ならな!/ 、場合、 斎戒を 解く こと は認 めら れ ています。 来 妊娠 中、 また は 授乳を し 
ている 母親は、 斎戒に よる 子供、 または 自分への 危害が 予想され る 場合、 斎戒を しない こと 
が 認められます。 来 上記に 述べられた すべての 該当者は 、斎戒を 行なえなかった 分の やり 
直しが ホめ られ まも 来 妊娠 中、 または 授乳を している 母親は、 自分の 子供への 危害を 恐れ 
て 斎戒し なかった 場合の み、 斎戒の 出来なかった それぞれの 日数 分、 貧者に 食事を 与える 
べきです。 睾も しも 年齢に よる 衰え、 または 回復の 見込めない 慢性病に よって 斎戒が され 
なかった 場合、 ラマ ダーンの 日数 分を 毎日、 貧者への 食事の 提供が されるべき であり 、斎戒 
の やり直しは 求められません。 誰でも 合法的な a 由に よって、 翌年の ラマ ダーン 後まで や 
り 直しが 延期 さ れた 場合、 彼ら は その やり直 しだけ で 済みます が、 合法的な a 由な く 延期 
さ れた 場合、 同じ 日 数 分の や り 直し に加え、 その 日 数 分の 貧者への 食事の 提供が されな け 
れば なり ません。 合法的な a 由 により、 やり直しが 出来ない まま 死んだ 場合、 それに よる 罪 
はなく、 やり直し も あり ません。 も し 合法的な a 由がなかった 場合は、 同じ 日数 分、 貧者へ 
の 食事が 提供され、 さらに 故人の 代わりに、 親族の 誰かに よる 斎戒の やり直し （ラマ ダーン 
の もの、 あるいは 宣誓に よる もの） が 望ま しいと されます。 すべての アツ ラーへの 宣誓は、 
ア ツ ラーへの 不服従が 伴わない 限り 、果たされなければ なり ません。 

来 もしも 誰かが 合法的な 巧 由に よ り 斎戒を 行なって おらず、 その 巧 由が その 日 の 内に 失 劾 


した 場合、 同様に 非 ムス リ ムがイ ス ラームを 受け入れた 場合、 または 女性の 月 経が 終了し 
た 場合、 または 病人の 病気が 治癒 した 場合、 または 旅行者が 旅路から 戻って 来た 場合、 また 
は 子供が 思春期を 迎えた 場合、 または 一時的に 精神 異常の 状態だった 者が 正気に 戻った 
場合、 これらす ベての 者は それらの 状況が 発生した のが 日 中で あり、 日没までの 斎戒を 行 
なった と しても、 その 日 分の 一日を やり直さなければ なり ません。 来 ラマ ダーンの 斎戒が 
免除され ている 者の 代わり に、 誰かが 斎戒を 行な うこと は 認め られ ていません。 

任意の 斎戒： 来 最も 良い 任意の 斎戒とは、 一日 おきに 行なわれる ものです。 来 その 次に 良 
いとされ るのは、 月曜日と 木曜日 の 斎戒です。 ♦その 次は、 （イス ラーム 太陰暦) 毎月 の 満月 
の 3 日間 13 日、 14 日、 15 日 の 斎戒です。 睾ムハ ツ ラム 月と シャア バーン 月 の 大半を 斎戒す る 
のは スン ナ です。 睾 また、 アー シューラーの 日 （ム ハツ ラム 月 第 10 日） と、 アラ ファの 日 （ズ 
ル = ヒツジ ャ月第 9 日）、 シャ ウワー ル 月の 6 日 間の 斎戒 も スン ナ です。 来 ラジャブ 月、 毎 金 
曜日- ± 曜日、 そして 疑念の 日 （シ ャア バーン 月 第 13 日） に 限定して 斎戒を する ことは 嫌悪 
されます。 イード ル = フイ トル、 そして イード ル =ア ドハ ーの 両日に 断食を する ことは 禁 
じられ ています。 また、 タシ ュ リークの 3 日間 （ズ ノレ =ヒ ツジャ 第 1 し 12、 13 日） に 斎戒す る こ 
とも、 ハ ツジ- マツ ニ 弓 マツ トゥ、 もしく は キラーン (巡礼 • ハ ツジ項 参照） の 屠殺を 行な 
えなかった 償いを する 者な 外は 禁じられて います。 

注意： 

来 性交 後の よう な 大穗の 状態に あるを もしくは 月経 中 か 産後 出血の ある 女性が 焼 前に 清 
浄 になった 場合、 沐浴を 焼が 見えた 後まで 延期す る こと （しかし 日の出の 前まで） は 認めら 
れ ています。 また 沐浴 前に 魄 前の 食事 （スフ ー ル） を摂る こと も 認められます。 これは 斎戒 
を 無効と しません。 来 ラマ ダーン 中の 完全な 斎戒を 目的と して、 女性が 月経を 遅らせる 経 
口 避妊薬を 摂る ことは、 彼女 自身の 健康に 影響を もたらさない ことを 前提に 認められて 
います。 来 斎戒 中の 者が 口内の 唾- 粘液を 飲み込む ことは 許されて います。 来 預言者 鑛は 
言われました。 "私の 国家が、 斎戒の 解除を 急ぎ ほ 没 次第、 食事を 取る こと）、 遅い 時間に 
焼 前の 食事を 取り 続け る 限り （焼の 直前 ま で 食事を 取る こと）、 善き 道に 残 るだろう。" （ア 
ハマ の睾 また、 彼は このよう にも 言われて います。 "この 宗教は 人々 が 斎戒を 解く こと 
に 急ぐ 限り、 成功を 続ける だろう。 なぜなら ュダヤ教 徒と キリス ト 教徒は、 それを 遅延す る 
からだ。" （アブー. ダー ウーの 来 斎戒を 解く 際に ドゥ ア ーを する ことは、 預言者 鑛が次 
のよう に 言われた ことから 好まれて います。 "斎戒 中の 者が、 斎戒を 解く 際に 捧げる ド 
ゥア ーは、 拒否され る ことがない のに" （イブ ン- マージ ャ） 預言者 鑛は 次の ような ドゥ 
アー をした ことが 報告され ています。 "ザハ バツ = ザ マウ ワブタ ツラ テイル =ウ ルー 
クワ サバタ ル =ア ジル イン シャー アツ ラー" （アブー. ダー ウー ド） （のどの 潟き は 癒さ 
れ 、血は 養われ、 報奨は 確約され た。 それが アツ ラーの 御ん にかな うので あれば。） 来 新鮮な 
ナツメ ヤシの 実で 斎戒を 解く ことは スン ナ です。 新鮮な ナツメ ヤシがない ので あれば、 乾 
燥した ナツメ ヤシの 実が 食され ます。 それらが どち らもなければ、 水で 斎戒を 解く べきで 
す。 

来 斎戒 中の 者は、 コ ホル (伝統的 薬用 アイシャ ド かの 着用、 目薬、 耳 薬の 使用を 学者たち の 
見解の 相違が あります が、 避けるべき です。 それらの 薬剤の 使用が 必要に 迫られた 場 もた 
と え 液体 喉 薬で あれ、 使用す る こと は 構いません。 

睾斋戒 中は いつで あれ、 スイ ワーク を 使用す る こと は スン ナ です。 イス ラーム 法学者に よ 
る 正しい 見解と して、 その 使用が 嫌悪され る 時間帯はありません。 来 斎戒 中の 者は、 人の 陰 
口 や 悪い うわさの 流布、 虚偽な どの すべてを 慎まなければ なり ません。 も しも 誰かが 斎戒 
中の 者を 罵ったり、 怒らせたり した 場合は、 こう 言われる べきです。 "私は 斎戒 中です"。 
そして 斎戒とは 関係 ない 自らの 舌と 肢体に よる すべて の 罪深 レ 、行為 を 避けるべき なので 
す。 預言者 鑛は 言われ ま した。 "虚偽を 言い、 それに 従った 行動を 止めない 者が 飲食を 止 
めた と しても、 アツ ラーは それを お受け入れに ならないで しよう。" （アル =ブ ハー リ ーと 
ア ハマ の 来 斎戒 中の 者が 食事に 呼ばれ、 斎戒 明けの 食事を 取って、 主催者の ために ドゥ ア 
一を する ことは、 たとえ 彼が 斎戒 中で なく とも スン ナ です。 来 神威の 夜け イラ トル = カド 
ノレ） は 一年間で 最も 優れた 夜です。 それは ラマ ダーン 月 の 最後の 10 日 間の どれ かに もたら 
されます。 来 最も それに 近いであろう と 強調され ている のは、 27 日 目の 夜です。 この 夜に 行 




なわれ る 善行は、 1000 ヶ月 （約 83 お 分より も 優れます。 睾 この 夜は 白 っぽい 焼と、 穏やかな 
気候な どの 目 に 見て取れる しる しが あり ます。 

睾 ラマ ダーン 中は、 特に 最後の 10 日間、 崇拝に 最善を なくすべき であり、 それらの 夜に 礼拝 
に 立つ のを 逃さない よう、 細心の 注意が 私 われるべき です。 来 もしも イマームと 一緒に 夕 
ラーウィ ーフの 礼拝を 行なう ので あれば、 彼が タラー ウィー フを 完了す るまで 立ち去ら 
なければ、 一晩中 礼拝を したと 記録され るので す。 来任 意 斎戒を 始めた 人が それを 完了 さ 
せる こと はス ンナ です が、 義務では あり ません。 も しも 意図的に 斎戒を 解いた のであって 
も、 その やり直しを する 必要はありません。 

お 箸り （イイ ティカ' ー フ）： 

イイ ティ カーフとは、 モスク （マ スジ のの なかで 崇拝 行為の ために 留まる ことです。 

その 条件とは、 大穗の 状態では ない こと、 そして 食事、 排便、 または 義務の グ スルな どと 
いった、 どう しても 必要に 迫られて いる 場合が 外には マ スジ ドの 外に 出ない こと が 求め 
られ ます。 

本当に 必要な 場合 W 外で マ スジ ドの 外に 出た 場合、 または 性交を 行なった 場合、 イイ テ 
ィ カーフは 無 劾と なり ます。 イイ ティ カーフは 年間を 通して いつでも する ことが 出来 ま 
すが、 ラマ ダーン 中、 とく に その 最後の 10 日間に 行う ことが 奨 めら れ ています。 

イイ ティ カーフに おける 最小の 期間は 自由です が、 最低 一日一夜を 継続 すれば より 良 
いと されます。 女性は 夫の 許可がない 限り、 イイ ティ カーフを 行なう べきでは あり ません。 

ここでの スン ナ とは、 アツ ラーへの 崇拝 行為を 増加させる ことで あ り、 一般的に 許され 
ている 行為に 耽る こ と、 そして 重要で ない こと をす ベて 避ける こと です。 




(大 巡礼 レ、 ツジ） と 小 巡礼 （ウ ムラ 


ハ ッジと ウ ムラは、 な 下の 者に 該当する 一生に 一度の 義務です。 

1) ムス リム。 2) 精神が 健全な 者。 3 腿 春 期に 達した を 4) 奴隸 でない 自由ん 5) 交通 手 
段 や糧を 賄う ことの 出来る 資力が ある こと。 

女性には、 夫 か マ ハラムが 巡礼に 伴われて いなければ ならない という、 6 つ 目 の 条件が あ 
り ます。 （マラ ハムとは 夫、 または 兄弟、 父、 叔父な どの、 イス ラーム 法に おいて その 女性が 
結婚す る ことの 出来ない 者の こと をい います。） 

女性が ハ ッジを マ ハラム 抜きで 行なった 場合、 ハ ッジは 依然と して 有 劾と されます が、 
その 条件を 満たさ なかった こと による 罪が 伴います。 

もし 誰かが 必要と される 富と 手段を 持ちながら も、 死ぬ までに ハ ッジを 怠った 場合、 そ 
の 故人の 富を 使って 代 巧の ハ ッジと ウ ムラを 行な うべき です。 

非 ムス リ ム 、および 精神異常者の ハ ッジは 有効では あり ません。 しかし 子供 や奴隸 は、 彼 
ら の義蔡 には 数えられません が、 ハ ッジを 行う ことは 許され まも また、 貧者が お金を 借り 
て ハ ッジを 行う ことは 正しい と されて います。 

も しも 誰かの ハッ ジを 代理で 行なった 者が、 まだ 自分の ハッ ジを 行なって いなかった 
ので あれば、 その ハッ ジは 行なった 者の ハッ ジ である と 数え られ ます。 

イフラー ム：イ フラームの 状態に 入ろう とする 者が、 その 前に 沐浴し 香水を 身に つけ、 
通常の （縫い目の ある） 衣服を 脱ぎ、 縫い目の ない 2 枚の 白い 布地を 身に まと うこと （片方 
で 下半身を 覆い、 も う 片方を 肩の 上に まと う） は スン ナ です。 

ウ ムラの みを 意図す る 者は、 次の よう に 宣言し ます。 "ラッ バイ カッ ラー フン マ ウ 
ムラ タン" （アッ ラーよ、 あなたの 御 許に ウ ムラと して 馳せ参じます)。 ハ ッジを 意図す る 
者は 上記の "ウ ムラ タン" の 代わりに、 "ハ ッジャ タン" と 入れ替えます。 さらに、 それら 
双方を 意図す る 者は、 "ハ ッジャ タン ワ ウ ムラ タン" と 言います。 

も しも 何ら かの 要因に よって ハ ッジの 完了が 妨げられ るのを 恐れる ので あれば、 次の 
様に 言う ことによって、 その 宣言に 条件を 加えるべき です。 "ファ イン ハバ サニー 

ハー ビス ファ マ ヒッリ ハイス ハ ビス タニー，， （。もしも 私が 何 かに 妨害され 
た 場合、 私の 行き着く 所は、 その 妨害に よる もの です"）。 

ハ ッジの 種類： 

ハッ ジを 行なう 者は、 次の 兰 つの 選択肢が あります。 タ マット ウウ 、イフラー ド、 そして 
キラーンです。 

1) 最善と される ものは、 タマ ッ トウ ウで あり、 これは ハッ ジが 行なわれる 月 （シャウ ワー 
ル、 ズル = カア ダ、 ズ ルニヒ ツジ ャ） にウ ムラの ための イフラー ムの 状態に 入り、 ウ ムラ 後 
に 一度 イフラー ムの 状態を 終了し ます。 それから （同じ年に） ハ ッジの ための イフラー ムの 
状態に 入り、 諸 儀礼を 終了 させます。 2) イフラー ドとは、 ハ ッジ だけの ために イフラー ムに 
入る ことです。 3) キラーンとは、 一回の イフラー ムでウ ムラと ハ ッジを 合わせる ことろ \ も 
しくは まず ウ ムラの ためだけ にイ フラームに 入り、 カ アバ 聖 殿の 周回を 開始す る まえに 
ハッ ジを 追加す る こと です。 

一度、 ハ ッジを 意図す る 者が 旅行の 旅路に 着いた 場合 (イフラー ムの 状態に 入った 後）、 
彼は このように 言うべき です。 "ラッ バイ カッ ラー フン マ ラッ バイク。 ラ ッバ イカ 
ラー シャリー カ ラ カ ラッ バイク。 イン ナル = ハム ダ ワン = ニ ァマ タ ラ カ ワル 
= ムルク 。ラー シャリー カ ラク" （"只今 参ります、 主よ、 只今 参ります。 只今 参り ま 
す、 完全に 比類な き 御 方よ、 只今 参り まも 全ての 賞美は、 恩恵は、 そして 主権は あなたの も 
の。 あなた こそ 比類な き 御 方です。"） これは タル ビヤと 呼ばれます。 

これを 声に 上げて 何度も 繰り返す ことは、 さらなる 報奨に 値します。 しかし 女性が タル 
ビヤで 声を 上げる こと は 控え られ るべき です。 


イ フラームの 状態で 禁じ られた 行為は 9 つです。 

1) 散髪。 の 爪切り。 3) 男性が 縫い目の ある 衣服を 着る こと。 どうしても 縫い目の 無い 布 
地を 入手す る ことが 出来なければ 例外と され、 その 場合は ズボンの 着用が 許されます。 ま 
た、 サンダルを 見つける こと が 出来なければ、 クフ （革靴 下） の 着用が （足首を 覆って いる 
部分を 切り落とす ことで) 許され まも これによ る 償いは 必要ありません。 4) 頭部を 覆う 
こと。 5) 香水を 身に つける こと。 が 通常 認められ ている 類の 狩 狐。 の 結婚と 婚約。 これ 
らは 禁じられて いますが、 償いは 定められて いません。 が 妻への 性的 行為へ とつな がる 前 
戯。 もしも これが 行なわれれば、 羊 一頭の 屠殺、 または 3 日間の 斎戒、 または 6 人の 貧者へ 
の 食事の 提供 といっ た 償いが 求め られ ます。 9) 性交。 もしも これが イフ ラームの 状態の な 
かで 行なわれれば、 ハッ ジは 無効 となります。 彼は ハッ ジを 翌年 再び 行なう と 共に、 ラク 
ダー 頭を 屠殺し、 マッ カの 困窮者へ と 配布す る ことによ って それを 償わねば なり ません。 
も しも それが ハ ッジ 儀礼の 第一 部と イフ ラームの 状態が 終った 後に 行なわれ たので あれ 
がハッ ジは 無効と はなり ません が、 ラク ダー 頭の 屠殺に よ る 償いの みが 必要 となります。 
も しも ウ ムラの 最中に 性交が 行なわれ たので あれば、 その ウ ムラは 無効と なり、 羊 一頭の 
屠殺が 捧げら れた 上に、 もう 一度 ウ ムラを 繰り返さなくて はなり ません。 ハ ッジと ウ ムラ 
を 共に 無効と する 要素は、 性交の みなので す。 

来 ハ ッジの 儀礼に おいて 男性に 適用され る 事項は 女性に も 適用され ますが、 女性に 関して 
唯一 異なる のは、 縫い目の ある 衣服の 着用 許可です。 しかし 彼女ら はイ フラームの 際に 完 
全な ブル カ や ニ カーブ ほの 部分 だけが 開いて いる 種類の ベール)、 そして 手袋の 着用が 許 
されません。 1 

フイ ドヤ (償い） の捧が フイ ドヤ には 二種 類が あります。 

1 ) 複数の 選択肢 か ら選 ぶことの 出来る フイ ドヤ これ は 散髪、 爪切り、 縫い目の ある 衣服 
の 着用、 または 頭部を 何 かで 覆った 場合に 適用され ます。 それらの フイ ドヤと しては、 S 日 
間の 斎戒、 六 人の 困窮者に 対する 食事 (ー キロ 半の 当地の 主食) の 提供、 または 羊 一頭の 屠 
殺から 選が する ことが 出来ます。 狩 狐に よる 野生動物の 殺害には、 牛の 屠殺が ホめ られま 
す。 もし それが 可能で なければ、 殺した 動物と 同等の 市場価格を 喜捨と して 差し出さ なけ 
れば なり ません。 

2) フイ ドヤを 捧げる にあたって 決められた 方法で なければ ならない もの これは タマ ッ 
トウ ウ と キラーンを 行なう 者が 行なわなければ ならない 羊 一頭の 屠殺、 そして イフラー 
ムの 状態で 性交 渉を 行なった 者の ラク ダー 頭の 屠殺が 含まれます。 も しも タマ ッ トウ ウ 
と キラーンを 行な う 者で、 イ フラームの 最中に 性交 渉を 行なった が、 既述の 動物を 見つけ 
る ことが 出来なかった 場合、 または 購入す る 資力がない 場合、 彼らは ハッジ 中に S 日間、 帰 
省 時に 七日 間の 斎戒を 行なわなければ なりません 。フイ ドヤ (償い) は マッカの 困窮者の み 
に 支 私 われなければ なり ません。 

マッカ 入りに 際して: ハッ ジかウ ムラを 行なう 者が マッカ 入り するとき には、 規定され 
た ドウ ア ーを 捧げな く ては なり ません。 その後、 タ マット ウウを 行なう 者で あれば ウ ムラ 
の 周回 (タワー フ） を 始め、 イフラー ド か キラーンを 行なう 者で あれば、 到着の タワー フを 
行ないます。 

タワー フの 開始に 際して は、 右 肩は さらけ出して 左 肩は 白 布を まと レ、 (イ ッ テイバー 
ウ) 、黒 お (アル = ハジャ ル. アル =ア スワ のから 開始し まも 黒 おは 手で 触れる か、 可能で 
あれば キスを する ことが 望ましい とされます。 どちらも 可能で なければ 手を 挙げて 合図 
し、" ビス ミ ッ ラー、 ワッ ラー フ. アク バル" (アッ ラーの 御 《において） と 言います。 

これは を 周で 繰り返されます。 自 らの 左側を カ アバに 固定し、 その 周りを 七 周し、 最初の 
3 周では 可能な 限り、 歩 幅を 小刻みに 早足で 進みます (ラマ ル)。 イエ メ ン柱 2 を 通り過ぎる 
際は、 可能であれば 右手で そこ に 触れます。 


1 女性は イフラー ムの 状態に 入った 後、 非 マ ハラム 男性の 前では 衣服の 一部で 顔を 隠す ことが 出来ます。 その ホ 法 
と しては 頭頂部から 顔の 位置まで ベールを 垂らす か、 またはい かなる 種類の ベールで も 使用 出来ます が、 ニ カー 
ブ 着用 に関して 禁じら れた 行為 に 注意 しなくて はなり ません。 

2 黒 おの 直前の 柱。 



イエ メ ン 柱と 黒 おの 中間では、 次の ドウ アー がされます。 "ラ ツ バナー アーティ ナ 
ー フイ ツ ドウ ニヤ ー ハサ ナ タン ワ フイ ル = アーヒ ラ テイ ハサ ナ タン ワ キナー 
アザー バン =ナ ー ル" ("私たちの 主よ、 現世に おける 最善を お授け 下さい。 そして 来世に お 
ける 最善を お授け 下さ レ、。 そして 業火の 懲罰から 私たちを お 護り 下さい" バ 雌牛 章 2:201)。 

周回 中には、 希望す る ドウ ア ーを する ことが 出来ます。 周回 後、 アブラハムの 立ち 処 (マ 
カーム. イブ ラー ヒー ム) の 後方で ニ ラク アの 礼拝を 行ない、 可能であれば 不信者たち 章 
(109) と 純正 章 (112) を誦 みます。 それから、 可能な 限り ザム ザムの 泉からの 水を 飲みます。 

その後、 黒 おに 戻って 右手で それに 触れ、 ム ルタ ザム (黒 おと 扉の 間げ ドウ ア ーを しま 
す。 そ して サファーの 丘に 登り、 "アブ ダ ビ マー バダア ツ ラー フ ビヒ "(私は アツ ラ 
一が 始めた ことから 始めます。） と 言って、 サ アイけ ファーと マル ワ 間の 巡行) を 始め まも 

それから、 次の 意味を 持つ アツ ラーの 節を 朗誦し ます。 "本当に サファーと マル ワは 、ア 
ツ ラーの 巧の 中で ある。 だから 聖 殿に 巡礼す る 者、 または (小 巡礼の ために それを) 訪れる 
者は、 この 両 をを タワー フ しても 罪では ない。 進んで 善い行いを する 者には、 本当に アツラ 
一は 嘉し それを よく 御 認め 下さる。 "(2:158)。 

それから "アツ ラー フ アク バル" と 言った 後" ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー" と 言 レ、、 
カ アバの 方向を 向いて 両手を 掲げ、 ドウ アー します。 

そしてを を 降りて、 緑色の 印が ある 場所まで 歩き まも 緑色の 印に 辿り着いたら、 そこ か 
ら 次の 緑色の 印まで、 可能な 限り 疾走し まも その後、 マル ワ まで 歩き、 サファーで 行なっ 
た 同じ 儀礼を 繰り返します。 

そして そこから 下り、 同じ ことを 7 度 (7 巡) 繰り返します。 をからを の 間が 一巡と 見なさ 
れ ます。 その後、 ハ ツジを 行なう タマ ツ トウ ウのウ ムラが 外は、 頭髪を 刺る か 短く します ( 
刺る 方が より 良い と されて います)。 

キラーン か イフラー ドを 行なう 者に 関しては、 イードの 日に アカバの 諸 柱 (ジャム ラー 
トル = アカバ) で 小 おが 投げられ るまでは タワー フ- アル =イ ファーダを 行なう ことが 許 
されません。 女性は タ ワーフ での 最初の 3 周の 早足と サファーと マル ワ 間の 早足を しな 
いこと W 外に おいては、 男性と 同様です 1 。 

ハツ ジの 詳細: ズル = ヒツ ジャの 8 日 （ヤ ウムツ = タル ウィ ヤ) も しも 巡礼者が マ ツカ 入り 
している ので あれば、 イフラー ムの 状態に 入って ミナ ーに 向かい、 9 日の 夜 (イス ラームの 
日付では 日没から 新しい 一日が 始まり ます。 つまり 一般的には まだ 8 日の 夜です) を そこ 
で 過ごします。 

翌朝、 ズル = ヒ ツジャ 9 日の 日 が 昇れば、 アラ ファ の 平地へ 進みます。 ズ フルと アスルの 
礼拝を、 ズ フルの 時間に 短縮- 纏めて 行ないます。 

巡礼者は ア ラ ファ の 平地で あれば (ウラ ナ溪谷 « 外の 場所で あれば)、 どこ にで も 滞在 出 
来ます。 そして 次の ドウ アー をす るべき です。 "ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー ワフダ 
フ ラー シャリー カ ラフ、 ラフ ル = ムルク ワ ラフ ル = ハムド、 ワ フワ アラー 

クツリ シャイ イン カ ディール" ("唯一で 並ぶ 者 無き 御 方、 アツ ラー « 外に 真に 崇拝 
すべき ものは いません。 主権と 讚美は かれの 御 許に あ り、 かれは 全能の 御 方です")。 ここで 
は 切実な ドウ ア ーに 励み、 悔悟を 求め、 アツ ラーに 近づける よう 切願す るべき です。 日が 沈 
むと、 ムズ ダリ ファへ と 向かいながら タル ビヤし アツ ラーを 思い起こ します。 

ムズ ダリ ファに 到着 後、 マグ リブと イシ ャーの 礼拝を 短縮- 纏めて おこないます。 それ 
から そこで 夜を 過ごします。 

ファ ジュ ルの 時間に なれば、 早い 時間に それを 行ない、 明るくな るまで (実際には 日の出 
前まで） ドウ ア ーを 続け まも それから 再び 出発し ムハツ スィ ルの 谷を 通過す る 際は、 可 
能で あれ ば 急ぐ べきです。 

巡礼者が ミナ ーに 到着す ると、 小 お (ヒ ヨコ 豆よりは 大きく 、ヘーゼル ナッツより は 小さ 



1 女性は ウ ムラ、 または ハ ツジの 完了に あたって 朔髪 はしません。 その代わり、 髪を 束ねて 指先 ほどの 長さを 切り落 
します。 


いもの) で 大お柱 (ジャム ラ トル ニア カバ) に 投石が 開始され ます。 投石の 際は" アッ ラー フ 

アク バル" と 言っ て それぞれの おを 手を 上げつつ 投げます。 それら の おは 実際に お 柱に 
当たらな くと も、 その 周り の 囲いに 入る ことによって 条件は 満たされます。 最初の 投石 ま 
でには、 タル ビヤを 止めて おきます。 それから 刺 髪、 もしくは 散髪を しま も馴 髪の 方が よ 
り 良い と されて います。 それから 動物を 屠殺して 犠牲に 捧げます。 

投石と 馴髪 (または 散髪) によって イフラー ムの 状態から 出て、" 禁忌を 脱する 状態" (アッ 
= タハッ ルル. アル = アウ ワ ル) に 入り、 性交な 外の 禁止され ていた 事項が 許される よう 
になります。 そして ハ ッジの 完了に おける 義務で ある、 タワー フル =イ ファーダの 実行へ 
と 移ります。 

最後に、 タ マット ウを 行なって いるろ \ 到着の タワー フの 際に サ アイ を 行なわなかった 
場合は、 サフ ァ ーと マル ワ 間の サ アイ を 行ないます。 

ここまで 終了 すれば、 性交を 含む、 すべての イフラー ム における 禁止 事項が 解禁 (アッ 
= タ ハ ッ ルル •ア ッ = サーニ ー） と なります。 それから ミ ナ ーに 戻って タ シュリ ークの 2 夜 
(ズル = ヒッ ジャ第 11 日と 12 日 ） を そこで 過ごす こと は 義務で あり 、太陽が 傾き 始めれば 3 
お 柱に を 7 つの 小 おを 投げます。 それぞれの 合間に ドウ アー をしながら 最初の ジャム ラ か 
ら 始め、 次に 中央、 そして ジャム ラタ ル = アカバへ とお おします。 

ジャム ラタ ル = アカバへ と 投石した 後には ドウ アー をし ません。 二日 目に も 同じ 要領 
で 投石を 行ないます。 もしも 二日 目の 日没前、 つまり ズル =ヒ ッジャ 第 12 日に そこから 出 
たいので あれば、 それ も 可能です。 しかしながら、 ミナ ーにい る 間に 日が 沈んだ ので あれ 
ば、 3 日 目まで 滞在し なければ な ら ず、 3 日 目 の 投石が 行なわれなければ なり ません。 しか 
し、 群衆に 阻まれて ミ ナ ーから 出る こと が 出来ない う ちに 日 が 沈んだ ので あれば、 それは 
別と されます。 この場合、 たとえ 日没後に まだ 帰途に 着く 意図が あるの なら、 それを 行なう 
こと は 可能です。 

キラーンを 行なう 者は、 タマ ッ トウ ウの 者が 動物を 犠牲に 捧げる のと 同様、 動物の 犠牲 
を 捧げる ことが 義務で ある 点に 関して、 イフラー ドの 者と 異なります。 

帰省を 希望す る 者は、 別れの タワー フ (タワー フル =ワ ダー ア) を 行なう までは 帰途に 着 
くべき ではなく、 それを マッカに おける 最後の 儀礼と します。 しかし 月経 中、 または 産後 出 
血の ある 女性は、 その 義蔡 から 免除され ます。 

タワー フル =ワ ダー アの 最中に、 何ら かの 用事に 心を 奪われて しまった 者は、 タワー フ 
ルニワ ダー アの やり直しが 行なわれなければ なり ません。 タ ワー フル ニワ ダー アを 行な 
わずに マッカを 去って しまった 者は、 まだ 近く にいる 場合は 再び マッカに 戻って から そ 
れを 行ない、 遠く離れて しまい 戻れ か、 場合、 フィ ドヤと して 動物を 屠殺し 犠牲に 捧げ まも 

ハ ッジの 柱 (アル カーン) には 4 つがあります。 1) イフラー ム けして ハ ッジを 行なう とい 
う 意図 も 含まれます） 2) アラ ファでの 滞在 (アル =ウ クー フ りけ アバの 周回 (タワー フル 
= イフ ァー ダ) 4) サフ ァ ーと マルア 間の 巡行 (サ アイ）。 

ハッ ジの 義務 (ワ' ー ジバ' ー ト） には 7 つが あり ます。 1) 定め られた 場所 (ア ル = ミ' 一 力' 一 
卜） から イフラー ムに 入る こと 2) 夜までの アラ ファ 滞在 3) ムズ ダリ ファで 夜半までを 過ご 
す こと 4) タシ ュリ ークの 日々 は ミナ ーで 夜を 過ごす こと 5) ジャ マラー トへ小 おを 投石す 
る こと 6 炼リ髪 および 散髪 7) 別れの タワー フ （タ ワー フル =ワ ダー ア)。 

ウ ムラの 柱 (アル カーン) には 3 つがあります。 1) イフラー ム 2) 周回 （ウ ムラの タワー フ） 
3) ウ ムラの サ アイ。 

ウ ムラの 義務には 2 つがあります。 1) 定められた 場所 (アル = ミーカー ト） から イフラー 
ムに 入る こと 2 炼リ髪 およ び 散髪。 

ア ルカ ー ンのレ 、ずれ かを 行なわな かっ た 者の ハ ッジ、 および ウ ムラ は 完了 せず、 無 劾と 
なります。 義務を 怠っ た 者は、 動物を 犠牲に 捧げる ことによって 償う 必要が あ ります。 ハッ 
ジと ウ ムラでの スン ナを 行なわなかった 者には 罪はありません。 

タワー フを 行なう には 13 の 条件が あり ます。 1) イス ラーム 2) 精神的に 健 常で ある こと 3) 
確固と した 意図 4) タワー フ 開始 時間を 過ぎて いる こと 5) 可能な 限り 陰部を 覆い隠し てい 



る ことが 児童 « 外、 大小の 穂れ から 清められ ている こと 7)7 周の 完了と それに 対する 確信 
8) カ アバを 体の 左側に 保つ こ と。 そう でない 場合は 周回を や り 直す ことにな り ます 9) 逆 
方向に 歩かない こと 1 の 肉体的に 可能な 者は 歩行す る こと 11) 周回を 連続 的に 行 うこと 12) 
マ スジ ド- アル = ハ ラーム 内で 周回を 行 うこと 13) 黒 おから 周回を 開始す る こと。 

タワー フ における スン ナ 行為には、 右手で 黒 おに 触れて キスす る こと、 その 付近で ブツ 
ラー フ アク バル" と言う こと、 右手で イエ メ ン 柱に 触れる こと、 左 肩を さらけ出し (イツ 
テイバー ウ) 、小刻みな 早足で 進む こと （ラマ ル)、 タワー フ 中に ドウ ア ーし アツ ラーを 思い 
起こす こと、 カ アバに 近づく こと、 そして その後 2 ラク アを 行う ことが 含まれます。 

サファー. マル ワ 間の 巡行け アイ） には 9 つの 条件 (シュル ート） があります。 1) イスラ 
ーム 2) 精神が 健全で ある こと 3) 意図が 連続 的な 巡行 5) 肉体的に 可能な 者は 歩行す る こと 
6)7 巡の 完了 7) 二を 間の 距離を 踏破す る こと 8) 正しい タワー フの 後に 行なわれる こと 9 げ 
ファーから 始め、 マル ワ にて 完了させる こと。 

サ アイに おける スン ナ 行為には、 小 穂と 不浄 物から 清められ ている こと、 陰部が 覆われ 
ている こと、 サ アイの 最中に アツ ラーを 思い起こす こと、 走らなければ ならない 区間で 疾 
走す る こと、 をの 上まで 登る こと、 そして タワー フの 直後に サ アイを する ことが 含まれ ま 
す。 

注意: ジャマ ラートでの 投石は、 一日の 投石を 翌日に ずらす こと、 またはを 投石 日を タシ 
ュリ ークの 最後の 日まで 延期す る こと が 認め られ ています が、 決め られた 日 に 行なわれ 
る ことが 最善で あると されます。 

ウ ド ヒヤー ハ ツジを 行なって いない 者たち が 捧げる 犠牲の 動物 

犠牲の 動物を 捧げる ことは、 強調され た スン ナ 行為で も 屠殺を 意図す る 者は、 ズル =ヒ 
ツジャ の 始まり から 動物を 屠殺し 終える まで、 散髪 および 爪切りを しないべ きです。 

アキ ーカー 新生児の ために 行なわれる 犠牲 動物の 屠殺 

これは スン ナ 行為で あり 、男児の 場合は 2 頭の 羊を 屠殺し 女児の 場合は 一頭の 羊と なり 
ます。 新生児の 出生 七日 後 に それら の 動物が 屠殺 さ れれば 最善です。 ま た、 新生児の 頭を 刺 
髪し その 重さと 同 重量の 銀を 喜捨と して 差し出します。 




その他の 徳と 裁定 


睾 悪魔は、 人間を 次の 7 つの 落と し 穴の どれ かに 落そう と 策略し ます。 悪魔は そのな かで も 
最も 罪深い もの、 そして それが だめなら その 次の もの、 と 望む のです。 これら 7 つを 最も 罪 
深い ものから 順から 見て いきまし よう。 

1) 多神教- 偶像崇拝 によって アツ ラーに 同位 者を 配す こと （シルク）、 そして 不信仰け 
フル) の 宗教に おける 改新 （ビ ドア） と、 預言者 鑛と 彼の 教 友たち の 残した 道から 背き 去る 
こと 3) 大罪 （カバー イ ル） を 犯す ことが 小 罪け ガー イ ル） を 犯す こと 5) 許された 行為を 過 
剰に 行な お うと 駆り立てる ことが 崇拝に おいて、 より 義務的な も の や 報奨の 大き な ものよ 
り も 別の 行為を 行なおうと 駆り立てる ことの ムス リムを 悩ませ、 苛 （さいが ませる 悪魔 
を 人間と ジンの なかから 送り出す こと。 

来 罪とは、 それから 悔悟す る こ と、 アツ ラーからの 御赦 しを ホめ る こ と、 善行、 試練と 苦難 
への 遭遇、 喜捨す る こと、 他者に よって 自らの 御赦 しを ホめ る 祈願を しても らう ことな ど 
の、 数々 の 行為 によっ て赦罪 されます。 

もしも 現世で アツ ラーに よって 罪が 許されなかった 場合は、 その 人は 墓場、 あるいは 復 
活の 日、 あるいは 乂獄 によって 罰せられます。 アツ ラーが その 人物から 罪を 取り除いて 浄 
化された ので あれば、 その 人物が 真の 一神教け ウ ヒーのに おいて 死んだ 場合、 アツ ラー 
の 御 心と 御 慈悲の みに よって 楽園に 入る ことが 許されます。 もしも 多神教、 偶像 崇も 不信 
仰 もしくは 大きな 偽 信に おいて 死んだ ので あれば、 その 人物は 乂獄に 入れられ 、永久に そ 
こで 暮らす ことになる のです。 

来 罪と 不服従 行為は、 人に 多大なる 影響を 与えます。 心への 影響は、 疎外感、 屈辱 感 、病気と 
しても たらされます。 また、 罪人と アツ ラーとの 間の 障壁 も 作り出します。 

それは 宗教に も 同様の 影響を もたらします。 さらに、 それは ア ツ ラーヘと 服従す る 傾向 
を も 取り去ります。 また アツ ラー の 使徒、 諸 天使、 信仰者た ちの 祈願から も 剥奪され るので 
す。 暮ら しへの 影響は、 生活の 糧と それによ る 祝福の 欠乏、 そして さらなる 貧困を もたらす 
のです。 

個人への 影響と しては、 人生の 祝福が なくなり、 苦難が 増え まも 個人の 所業への 影響と 
して、 それらは 受け入れられなくなります。 社会への 影響と して、 不安 や 危険を 生み出し、 
物価を 増加 させ、 統治者の 圧制を 強め、 敵を 増やし 干 ばつ その他を もたらし まも これら 
すべてと それな 外の ものは、 罪に よる 結果な のです。 

睾ムの 平安 や 幸福感、 不安から の 解放は すべての 人々 が 望む 到達 点で あ り、 これらに よっ 
ての み、 人々 は 完全な よい 人生を 送る こと が 出来る のです。 

これらは 宗教 的、 自然 的、 そして 実践的 手段に よって 得る ことができ、 それら すべては 信 
仰 者の みに よって 融合され るので す。 なぜなら 信仰者の みが、 次の ものを 併せ持つ からで 
す。 りアツ ラーへの 信仰 のアツ ラーの 戒律への 遵守と、 禁止 事項の 忌避 3) アツ ラーの 創 
造への 言葉、 行為、 様々 な 善行に よる 慈善 4) アツ ラーの 宗教に おける 諸事と、 人生と 現世 
に関する 有益な 知識と 行為への 専心 5) 将来と 過去の 行為へ 不安を 抱く 代わりに、 現在の 
状況と プラス 材料への 集中 がアツ ラーへの 頻繁な 念 の 内面的 •外面 的な アツ ラーに よ 
る 祝福の 頻繁な 言及が 自身より も 身分の 低い ものに 傭悲の 目で） 目を 配り、 身分の 高い 
者 や 裕福な 者への 妬みを 抱かない こと が 不安 材料の 私 拭に 努力 し、 真の 幸福を 得る ため 
のな 力 1 がアツ ラーの 使徒が 私たちに 教えた ように、 アツ ラーの ご 加護を 求め、 不安から 
の 解放を 求める こと" アツ ラーは、 次のように 言う 者に 対し、 幸福を もって 不安と 憂戀 
を 取り除いて 下さいます。 < アツ ラー フン マ イン ニー アブ ドウ ク ヮブヌ アブ デ 
ィク、 ワブヌ アマ ティク、 ナース ィヤ ティー ビヤ デ ィク、 マー ディン フィ ーヤ フク 
ムカ アド ウノ レン フイ ーヤ カダー ウク 、アスア ルカ ビクツ リス ミン フワ ラ カ 

サン マ イタ ビヒ ナフ サク、 アウ アツ ラム タフ アハ ダン ミン ハル キク、 アウ 

アンザ ル タフ フィ ー キタ ービク 、ア ウィ スタ アサ ルタ ビヒ フィ ー イルミ ル 
=ガ イビ イ ン ダク、 アン タジュ アラ ル =ク ルアー ナ ラ ビー ア カルビー、 ワ ヌーラ 



サ ドウ リー、 ワ ジ ラーア フズ ニー ワ ザハーバ ハン ミー’ （アッ ラーよ、 私は あな 
たの しもべで あり 、あなたの しもべの 息子で あり、 あなたの 女の しもべの 息子で あ り、 私の 
前髪は あなたの 御手の なかに あ り、 あなたの 私にたい する 命令は 遂行され、 あなたの 私に 
対する 定めは 完全に 公正です。 私は あなたに、 あなたに 属する、 あなたが 自 ら 《乗られる す 
ベての 御ぶ において、 もしく は あなたの 書で 啓示され た、 または あなたが 何ら かの 創造物 
に 教え られ た、 ま たは 不可視の 正解に おけ る あなた だけの 知識と して 保護 さ れた ものに 
おいて、 あなたが ク ルアー ンを 私の 人生の 癒しと し、 心の 光と しそれ によって 悲しみを 去 
らせ 不安から 解放して くれる よう 求めます。"） 

睾イ ブラー ヒー ム. アル = ハワースは 言い ま した。 "心の 癒しには 5 つの ものが ある。 

ク ルアー ンを 熟考と ともに 朗誦す る こと。 腹を 空に 保つ こと。 夜間に 礼拝に 立つ こと。 
夜明け 前に 差 恥ムと ともに ドウ アー する こと。 誠実な 人々 と 一緒に 過ごす こと。" 

睾誰 であれ、 大き な 苦難が 訪れて その 苦 しみを 軽減 したい 者は、 それが より 大き かっ たか 
もしれ ない 状況を 想像し （苦難に 対する 忍耐と 努力に よる） 多大なる 報奨の ことを 思う ベ 
きです。 

睾 預言者 鑛は 12 ラク アの 任意 礼拝を 毎日 行なって いた ことが 確認され ています。 それら 
は、 ファ ジュ ルの 礼拝 前の 2 つ、 ズ フルの 礼拝 前の 4 つと 礼拝 後の 2 つ、 マグ リブの 礼拝 後 
の 2 つ、 イシ ヤーの 礼拝 後の 2 つです。 

また 彼は、 ズルフ、 アスル、 そして ジュムアの 礼拝の 前に 4 ラク ア 、ズ フル、 マグ リブ、 イシ 
ヤーの 礼拝の 後に 4 ラク ア 、マ グ リブの ア ザーン 後に 2 ラク ア 、そして ウィ トルの 後に 2 ラク 
アの 任意 礼拝を 行なって いた ことが 確実な 典拠に よって 報告され ています。 

睾も しも ク ルアー ンを 記憶から 朗誦す る 者が、 写本からの 朗誦より も その 意味の 熟考 •反 
映が 出来る ので あれば、 それが 最善で あると されます。 しかし （その 意味の 熟考に 関して） 
記憶から、 もしくは 写本からの 朗誦に どちらも 違いがない ので あれば、 写本からの 朗誦が 
より 良い と されます。 

睾 任意 礼拝の 禁じられ ている 特定の 時間帯に それらを おこなう ことは 禁じられて います。 
それらは、 1) 焼から 日の出まで、 そして 太陽が 地平線 上から 短い 搶 ほどの 長さまで 昇る ま 
で 2) 太陽が 天頂に 達し 傾き 始める までの 時間帯 3) アスルの 礼拝 後から 日没まで。 

たとえ これらの 時間帯 内であって も、 モスクへの 敬礼の 礼拝 （タヒ ーヤ トル = マ スジ ド）、 
タワー フ 後の 2 ラク ア 、ファ ジュ ルの スン ナの 礼拝、 葬儀の 礼拝、 ウ ドウ ー 後の 2 ラク ア、 朗 
誦の サジん 感謝の サジ ダは 行う ことが 正しい とされます。 

♦預言者 鑛の モスクに 入った 者は、 まず 2 ラク アの 敬礼の 礼拝を 行ない、 ぶ誉 ある 預言者 廟 1 
を 訪れ、 礼拝 方向 （キ ブラ） を 背に して 墓廟を 向き、 羞恥心と 伏せが ちの 目、 そして 心 一杯に 
満た した 敬意と 畏怖の 念を、 あたかも 預言者 鑛が目 の 前にい るかの よう に 持ち、" アッ = 
サラーム アラ イカ ヤー ラ スーラ ッ ラー" と 言います。 これに 何 かを 加える こと （例 
え ば‘‘ ワ ラフ マト ウッラ ーヒ ワ バカ ラート ウフ ’， など） も 許されます。 

それから 腕 ほどの 長さを 右に 進んで、 "アッ = サラーム アラ イカ ヤー ア バーバ 
クル アッ = スィ ッ ディー ク" （あなたに 平安 あれ、 誠実なる 者、 アブーバクルよ） と 言 
い、 次に "アッ = サラーム アラ イカ ヤー ウ マラ アル = ファー ルーク" （あなたに 平 
安 あれ、 真実と 虚偽を 分け隔てる 者、 ウマルよ） と 言 レ、、 そして "アッ ラー フン マ イジ ズ 
イヒ マー アン ナビ ーイヒ マー ワ アニル = イスラー ム ハイラー" （ "アツ ラー 
よ、 彼ら 二人に 預言者に 従った こと、 そして イス ラームを 助けた ことにる 報奨を 与えた ま 
え"） と 言います。 そして キ ブラの 方向を 向き、 墓廟を 体の 左側に 来る よう にし * 2 、 アッラ 
一へ ドウ アー します。 


1 名誉 ある 預言者 廟は 元来、 モスク 外に あった 彼の 妻アー イシ ャの 家の 中に ありま したが、 その後 教 友たち の 次の 
世代に よって 拡張され た モスクの 敷地 内に 収められ ま した。 その 場を 訪れる 際に 特別な 作法 や 決まり ごとは あり 
ません。 

2 それ 故、 彼は ラウダと 呼ばれる、 預言者 廟と 彼の ミン バル （説教 壇） の 間にある 祝福され た 場所に 立つ ことにな 
ります。 預言者 磯は そこを、 楽園からの 庭園 （ラウダ） の ひとつで あると 述べて います。 




来 結婚を する ことは、 性欲を 持つ 者たち、 そして 蠢 通の 罪を 犯す 恐れの ない 者たち にと っ 
ての スン ナ です。 また、 性欲を 持たない 者たち に とっても 認められ てい まも しか レ 性欲を 
持ち、 寒 通を 犯して しまう 恐れの ある 者たち に とっては 義務 行為です。 その 義務は ハツジ 
の 遂行より も 先に 行なわれる べきです。 女性を 眺める こと、 女性と 一緒に 隔離され る こと 
は、 誘惑の 源泉で ある こと から 不法行為 であると されて います。 

男性と 女性の 合法的 結婚が 行なわれ るには、 次の 条件が 満たされなければ なり ませ 
ん。 1) 男女 一組を 特定す る こと。 それ 故、 例えば ある 男性が "私の 娘たち を あなたに 結婚 
させよう。" と言う ことは 認められません。 2) 新郎と 新婦の 合意。 新郎は 成熟して おり、 正 
しく 導かれて い る こと、 そ して 新婦は 自由 人で あり、 思慮 分別の あ る こと。 3) 女性の 保護 
を なぜな ら 女性は 自分で 婚姻を 取り 決める こと が 出来ず、 保護者が 女性に とっての 適格 
者を 彼女と 結婚させる ことを 拒否した 《 外には、 合法的な 保護者な 外には 結婚の 取り 決 
めが 出来ません。 結婚を 取り決める 一番の 適任者は、 彼女の 父親で あり、 次に 祖父、 曾祖父 
及び それ « 上 、または 彼女の 息子、 孫 « 降 、または 彼女の 実兄 弟、 そして 父方の 叔父です。 （ 
保護者が 全く いない 者に 関しては、 統治者が 保護者の 役割を 果たし まがが 証ん 成熟し 
た、 精神 健全で 誠実な 2 人の 男性の 証人の 出席が 必須です。 5) その 男女が 同じ 乳母を 持つ 
間柄 や、 血縁- 婚姻 関係には ない こと。 

結婚が 永久に 認められない 複数の 要素が あり ます。 

1) 血縁 関係: 母親、 祖母、 及び それな 上 または 娘、 息子の 娘 (孫）、 そして それ 《 降、 妹、 妹 
の 娘、 または その 息子 か 娘の 娘、 または 兄弟の 娘と その 娘、 または その 息子 か 娘の 娘、 及び 
それ « 降、 母方、 もしくは 父方の 叔母 及び それ « 上。 

の 同一の 乳母を 持つ 乳兄弟： こ の 禁令は、 結婚に 関 しても 上記の 血縁 関係と 同一の もの 
です。 

3) 婚姻 関係: 妻の 母、 祖母たち、 またん または 祖父 及び それ « 上の 妻たち、 自分の 息子の 
妻、 そ の 娘たち、 及び それ « 降。 

一時的に 結婚が 禁じられる 要素は 2 種類です。 

1) 複数の か 性。 例えば 姉妹の 混 も 女性と その 叔母、 な ど 2) いずれ 経過す る 理由に よる も 
の。 例えば 当時 ま だ 結婚 中だっ た 女性な ど。 

息子と 娘は、 アツラ ーへの 服従と して 彼 らの 両親に 対 して も 常に 従わな ければ なり ま 
せんが、 希望し ない 相手との 結婚に 関しては 従う 必要が ありません。 これに 関する 命令に 
は 従わな くても 良く、 それは 重大な 失ネ しに も 当たり ません。 

来 離婚: 清浄な 状態の 妻と 二つの 月経 期間の 間に 性交 渉を 行った 後、 夫が 妻の 月経 中、 また 
は 産後 出血 中に 彼女と 離婚す る ことは 認められません。 これらの 時間に 離婚を する こと 
は 認められて いません が、 もしも 実際に 行なって しまった 場合、 それは 合法で あると 見な 
されます。 

離婚は 合法的な a 由がない 限り、 行なう ことが 嫌悪され ますが、 必要な 場合は 認められ 
ています。 離婚は、 破壊的 結婚 生活に 留まる ことが 有害で ある 場合は スン ナ です。 離婚に 
関 して 両親に 従 うこと は 義務では あり ません。 一度に 妻へ 1 回が 上の 離婚 宣告を する こと 
は 認められて いません （例えば "私は あなたと 3 回 離婚す る" 、または "夜空の 星の 数 だ 
け" 、または "砂漠の 砂粒の 数 だけ" と言う ことな ど）。 

離婚 宣告 はげ 経 中では なく）、 清浄な 状態に おいて、 まだ 夫が 妻と 性交 渉を 持って いな 
い 時に のみ 行なわれる べきです。 その後、 彼は 1 回の 宣言に よって 彼女と 離婚し 規定され 
た 待ち 時間 （イツの が 過ぎる ま で 彼女と 別れます。 

結婚の 状態 （タラー ク アツ = ラージ イ） に 夫が 戻って 来る 可能性を 期待 出来る 女性は、 
居住す る 家を 出る ことが 禁じられ まも なぜなら 彼に とって 規定され た 待ち時間 （イ ツの 
内に 彼女を 追い出す ことは 禁じられて いるから です。 

離婚は 口頭で 宣言され る こと （または 文面に よる もの） によって 有 劾と なり、 意図の みで 
は 有効と されません。 




来 定められた 期間 （イ ツ ダ） の 種類: イ ツ ダには 複数の 種類が あります。 1) 妊娠 中の 女性の 
イツ ダは、 出産す るまでで す。 2) 未 t 人の イツ ダは 4 ヶ月と 10 日間で も 3) 月経 期間 中に 
離婚した 女性 （タラー ク ビド イー） のイツ ダは 離婚 後 3 度の 完全な 月 経 周期が 終る まで 
です。 4) 月経の ない 女性の イツ ダは 3 ヶ月 間です。 

イ ツダ 期間 中は、 結婚 状態に 戻って 来る 期待の 出来る 夫を 持つ 女性に と り、 その 夫と お 
な じ 家に 留ま る こと は 義務 行為で あり 、彼に とっ て 彼女を 見る こと、 そ して 彼女と ふたり 
きり になる ことは イ ツダ 期間が 終る までは 認められて います。 恐らく アツ ラーは 彼らを 
お 解させる でしよう。 

女性が 夫の もとに 戻り （ラジャ ア） 、離婚を 無効 化に する ことは、 例えば "ラジャ ア トウ 
キ" （ "私は あなたに 戻ります [復縁し ます]" ) のよう な 夫に よる 明確な 宣言、 もしくは 性交 
渉に よってです。 彼女を 結婚の 状態に 戻す 行為には、 彼女の 合意は 必要と されません 1。 

睾 誓約 （アイ マーン） ： 誰かが 真剣に 誓約を した 場合、 その 誓約が が 下の 4 つの 条件に 当ては 
まる 場合、 その 誓約の 償いを 行なわなければ なりません。 

1) その 誓約が 意図的に 行なわれた 場合。 もしも 誰かが ただ 単に "アツ ラーに かけて" ま 
たは "いいえ、 アツ ラーに かけて" と 会話の 中で 真剣な 誓約の 意図な しに 言われた 場合、 
それは 故意な き 誓約け グ がと 呼ばれ、 償われるべき 誓約とは 見なされません。 2) その 誓 
約が 将来 的に 可能と される ことに 対して 行なわれ、 彼 自身が 嘘を つく ことによって、 それ 
が 事実で あると でっち 上げられ たので あり 、未詳の 定義 付けられ ていない 過去の 出来事 
に対して ではない こと （それは ヤ ミー ン アル =ガ ムースと 呼ばれ、 大罪です）、 もしくは 
将来 的に かれ 自身が 本当に 起こる と 確信して いたが、 それが 起こ ら なかった 場合。 3) 誓約 
する 人物が、 強要され たのでは なく、 自 らの 自由意志で 行なった 場合。 が 誓約した 人物が、 
その 誓約 通りに 行動し なかった か、 誓約した 事柄に 反した 行為を した 場合。 

誓約を する 者が、 "イン シャー アツ ラー" （ "もし アツ ラーが それを お望みで あれ 
ば"） と 言い、 それに 条件 付けた ので あれば、 な 下の 2 つの 条件に 該当する 場 も 償いを す 
る 必要はありません。 1) その "もし アツ ラーが それを お望みで あれば" という 条件が、 誓 
約の 内容と 直接つな がって いる 場合。 の その 人物が 例えば "ワツ ラー、 イン シャー アツ 
ラー" （アツ ラーに かけて、 もし アツ ラーが お望みで あれば） などと 言い、 誓約を 条件 付け 
た 場合。 

誓約を した 人物が、 その 内容より も 別の ものが より 有益で ある ことに 気付いた 場合、 最 
初の 誓約 を 償って、 より 有益な もの を 選ぶ こと はス ンナ 行為です。 

睾 誓約に 対する 償いけ ツ ファー ラ アル =ヤ ミー パとは、 10 人の 困窮者の それぞれに 
半 サーア （約 1 キロ おの 食料を 与える か、 衣服の 提供、 または 奴隸 一人の 解放が ホめ られ 
ます。 貧しいた めに これらの 償いを 差し出す ことが 出来ない 者は、 3 日間 連続の 斎戒を しな 
く ては なりません。 それらを 差し出す ことが 可能な 裕福な 者が 斎戒を する のは 適切では 
ありません。 

誓約を 破る 前、 または その後に 償いを す る こと は 認め られ ています。 同 じ 誓約を 何度も 
破った ものは、 ひとつの 償いで 事足り また しかし ひとつが 上の 事柄に 関して 誓約を 破っ 
たので あれば、 それぞれの 償いが 必要と なり ます。 

睾 礼拝の 最中、 もしく は 外で ア ツ ラーを 思い起こす ことは、 それが 口 に 出されて 自 分の 耳、 
または 周り の 人々 に 聞こえる のでない 限り、 誓約には 数えられません。 

来 宣誓 （ナズ ル）。 宣誓には 様々 な 種類が 存在し ます。 1) 一般的な 不特定の 宣誓： 誰かが 
"も しアツ ラーが その 病人を 治癒され たら…" と 言った にも 関わらず、 何を する かを 明 
確に 述べな かっ た 時。 こ の 場合、 誓約を して 病人が 治っ た 場合に 償い をす るの と 同じよう 
に、 それを 償う 必要が あり ます。 

2) 怒りに 任せた、 または 口論の 際の 宣誓: 例えば "もしも 私が あなたと 話せば、 一年間の 


1 もしも 彼女が その後、 合法的な 巧 由に よって 夫と 留まりた くないと 希望した 場合、 彼女は "フ ルウ" と 呼ばれる、 
妻 側に よ る 無効 宣告を 提出す る こと が 出来ます。 



斎戒を します。" のよう な、 自分自身を 助長す るた め、 または 何 かを 止めよう とする ための 
意図を 持って 条件 的に 宣誓を した 場合、 宣誓した 内容を 果たす か、 または 前述され たカツ 
ファー ラ アル =ヤ ミー ンの 償いを 行なう 必要が あります。 

3) 許される 宣誓: 例えば "私は 自分の 服を 着る ことを 宣誓し ます" と 言った 場合、 裁定 
と しては 彼には その 宣誓を 果たす か、 カツ ファー ラ アル =ヤ ミー ンの ように、 宣誓の 償 
いを 行う ことが 出来ます。 

4) 嫌悪され る 宣誓: 例えば "私は 妻と 離婚す ると 宣誓し ます。" と 言った 場合。 ここでの 
裁定は、 カツ ファー ラ アル =ヤ ミー ンを 行ない、 宣誓を 果たさない ことが スン ナで たし 
かしそう いった 宣誓を 果た した 場合、 カツ ファー ラ を 行なう 必要は あり ません。 

5) 不服従の 宣誓: 例えば "私は 窃盗を すると 宣誓し また" と 言った 場合。 ここでの 裁定 
は、 その 宣誓を 果たす ことが 禁じられ 、カツ ファー ラ アル =ヤ ミー ンを 行う ことが 義務 
となり ます。 も しも 彼が 宣誓を 果たした 場合、 彼には 罪が あり ますが、 カツ ファー ラは 行な 
いません。 

が 服従 行為の 宣誓: 例えば "私は この 義務 礼拝を 行なう と 宣誓し ます。" と 言い、 それに 
よって アツ ラーへ 近づこう と 意図した 場合。 もしも そのよう な 宣誓を 病気からの 回復な 
どに 条件 付けて 行なった 場合、 回復が もたらされた 場合は 宣誓を 果たす ことが 義務と な 
ります。 もしも 宣誓が 何 かに 条件 付けられ ていない 場合、 それは 必ず 果たされなければ な 
りません。 

来 故人への 悲嘆 （イフ ダーの ： 女性が 故人を 3 日 間 « 上に 渡って 悲嘆す る こと は 認め られ 
ていません。 その 女性の 夫が 故人の 場合は 例外た 彼 かが ヶ月 と 10 日 間、 哀悼す る ことが 
義蔡 行為と なります。 

この 期間 中に、 未 t 人が 口紅な どの 化粧 か 指輪な どの 貴金属- 宝石 類、 また 香水 や 明る 
い 色彩の 衣服 (赤、 黄な ど） を 着用す る こと は 認め られ ていません。 しかし 爪切り や 沐浴、 
毛髪の 整え、 むだ 毛の 処理な どは 認められます。 哀悼 期間 中に 女性が 着るべき あ 服 や 色 (黒 
など） は 定め られ ていません。 

その 期間 中、 未 t 人は 夫と 暮らした 家に 留まる ことが 義務で あり、 必要な 用事の ない 限り、 そ 
こを 出る ことは 認められて いません。 その 場合 も、 その 用事は 日中に 行なわれる べきです。 

来 乳母に よ る 授乳 関係け ダー ア）： 同一の 乳母を 持つ 者の 関係は、 血縁 関係と 同 じで あり、 
次の 3 つの 条件に よ り、 結婚が 禁じられます。 1) その 乳が 出産に よって 生産され たので あ 
り、 他の a 由では ない 場合。 2) 授乳期が その 乳児の 出産から 2 年間な 内の 場合。 3) その 乳 
児が 5 回が 上に 渡って 個別の 授乳を 受けた こと。 授乳とは 乳房の 乳首を 吸った ことによ 
り 、乳が 飲まれた こと を 意味し ます。 それに よって 満腹に なった かどう かは 必要と され ま 
せん。 ラ ダー アは 必要経費の 出費、 遺産相続の 権利を 生み出 しません。 

睾 遺言 と 証言 （ワ スイ ーヤ） 1 : 遺言と 証言を 残す のは、 その 人物が 誰かに 借り を 作っ て お 
り 、証明書 や 法律上の 正当な 書類を 持たない 場合の 義蔡 となり また そのよう な 場合、 彼は 
それらの 人々 に対する 責任と して 遺言を 残します。 

裕福な 者が、 富の 5 割を （イス ラーム 法に おいて） 正当な 相続人で ない、 貧しい 親族、 また 
は 一般的な 困窮者 や 学者、 誠実な 人々 に 譲る こと はス ンナ です。 

貧しい 者に 相続人が 居る 場合、 自分の 富を 相続人な 外に 譲渡す る ことは 嫌悪され てい 
ますが、 それら 相続人が 裕福で ある 場合は 認められ また 自分の 相続人な 外に、 富の 3 割な 
上を 譲渡す る ことは 禁じられて います。 また、 たとえ 小さな 額で あれ、 決定して いる 相続人 
に 譲渡す る ことは、 本人の 死後に 他の 相続人が 許可を しない 限りは 禁じられて います。 

もしも 遺言者が" 私の 気が変わった" "私は これを 無効に した" と 同様の ことを 言っ 
たので あれば、 それは 無 劾と なり ます。 

彼が 遺言の 义 頭を 次の よう に 書く ことが 推奨され ます。 "慈悲 あまねく 慈愛 深き アッ 


ここで 言及され ている 遺言と 証言は、 ク ルアー ンと スン ナ によって、 特定の 範禱に 入る 親族に 対して 与える こと 
が 決められ ている 額の、 義務の ホ 目 続 権な 外の ものである ことに ご注意 下さい。 




ラーの 御 《において。 ここに 書く ことは （遺言者の ぶを 挿入） が 望む ことで ある。 彼は アツ 
ラーな 外に 崇拝に 値する 神は なく、 かれには 同位 者 や 協力者 もな く、 ム ハン マ ドは かれに 
仕える 忠実な 使徒で あり 、楽園、 乂獄は 真実で あり 、復活の 時が やがて 来る こと に 疑いは な 
く、 アツ ラーは 墓で 眠る 者たち を 蘇らせる のです。 私は、 後に 残す 家族が アツ ラーを かれの 
権利に おいて 畏れ、 彼 らが自 分たち の 諸事に 関 して それぞれ 修正 し 彼ら が 真の 信仰者で 
あるの なら、 アツ ラーと かれの 使徒に 従うべきな のです。 私は 彼らに 対して、 イブ ラー ヒー 
ムが 彼の 息子に 死の 際に 行なった こと と 同じ こと を 行ないます。 < わた しの 子孫よ、 ア 
ツ ラーは あなたがたの ために、 この 教えを 選ばれた。 だから 必ず ムス リムと して 死なねば 
ならない。’" 

来 預言者 鑛に対 して アツ ラーの 平安と 祝福の 挨搂を 送る ときは、 アツ = サ ラート （ここで 
は 祝福、 賞揚、 称賛の 意） とアツ = サラーム （ここ ではす ベての 害 か らの 平安と 安全の 意） を 
合わせる こと が 推奨され ています。 

また、 たとえば アブーバクル <サ ツラツ ラー フ ア ライヒ ワサツ ラム’ （アツ ラーの 祝 
福と 平安が 彼に あります ように）、 もしくは ‘ア ライヒ ツ= サラーム’ （彼に 平安が あり 
ますよう に） と言うよ うに、 諸 預言者 《 外に "アツ ラーの 祝福と 平安が 彼に あります よう 
に，， と言うのは 嫌悪され ますが、 次の 様に、 預言者と 一緒に 付け加えて 言う こ とは、 学者 
間の 合意に よって 許されて います。 ‘アツ ラー フン マ サツリ アラー ム ハン マデイ 
ン、 ワ アラー アーリ ム ハン マディン、 ワツ = アス ハービヒ ワ アズ ワージ ヒワズ 
ツ リー ヤ ティヒ’ （ "アツ ラーよ、 ムハンマドと 彼の 家族、 そして 彼の 教 友たち と 妻たち と 
子孫を 祝福して ください。） 

睾教 友たち （サ ハーバ） と 彼ら の 追従 者た ちけ ービ イー ン） と 彼ら に 学んだ 学者たち、 敬虔 
な 崇拝者たち、 そしてす ベての 善き 正しい ムス リ ム たちに アツ ラーの ご 慈悲が あるよう 
ホめ るのは 好ま しいと されます。 例えば、 アブーハニーファ、 マー リ ク 、アツ = シャー フイ 
イー、 アハ マド （に 言及して） < ラディ ヤツ ラー フアン フム’ （"アツ ラーが 彼らに ご 満悦 
されます ように"）、 そして < ラヒ マフ ムツ ラー’ （"アツ ラーの ご 慈悲が 彼らに あります 
ように"） と 言います。 

♦屠殺: 地上に 住んで いる 食用に 合法な 動物は、 屠殺され る ことを 条件と して 飼育され ます。 

屠殺には 4 つの 条件が あります。 1) 屠殺 者は 健全な 精神の 持ち主で ある こと。 の 屠殺 
に 使われる 道具が、 使用の 禁じられ ている 歯 や 爪 類な 外の ものである こと （そして 非常に 
鋭利な ナイフの 使用が 好まれます)。 3) 気管、 食道、 そして 頸動脈を 二つと も、 もしくは 片 
方 切る こと。 が ナイフで 切り付ける 前に "ビス ミツ ラー" け 申の 御 《において） と言う こ 
と。 この場合は アラビア 語 « 外で 言う こと も 認められます。 また、 その 際に "アツ ラー フ 
アク バル" （アツ ラーは 至大な り） と言う ことは スン ナ です。 これは つい 忘れて しまった 場 
合 や 無知であった 場合には 求められません が、 通常は 行なわれる べきです。 

来 狩 狐: 銃に よる 合法的 野生動物の 狩 狐は 認められて います。 これは 意図的に 狩りを する 
もの (食料 確保の ための 狩滿） に 認可され ています。 しかし 競技 や 趣味と して 行なわれる こ 
とは 嫌悪され ています。 滿師が 狩りの 過程で 人々 の 家屋 や 農地を 損傷す るので あれば、 そ 
の 行為は 禁じられます。 

狩 狐は 次の 4 つの 条件に よって 認められます。 り 滿師は 屠殺 者と 同じ 諸 条件を 満たす こ 
と。 2) 狩 狐 道具が 鋭利 や搶や 矢の ように、 狐と 屠殺に おいて 合法的 道具で あ る こと。 狩 狐 
道具が 犬 や ハヤ ブサ のよう な 捕食 動物の 場合、 適切な 訓練が 施されて いる こと。 3) 滿師が 
遊戯を 意図す る 場合。 すなわち、 彼の 意図は 獲物の 捕獲では なく、 意図 または 粗い なしに 撃 
つ ことは 認められません。 4) 捕獲 道具を 放つ 際に "ビス ミツ ラー" と言う こと。 この 条件 
は 忘却に よる 免除が ありません。 よって "ビス ミツ ラー" と 言い 忘れた 場合、 捕獲され た 
獲物を 食べる こと は 認め られ ません。 

来 食糧： これは すべての 飲食を 含み まも 食に 関する 一般的 基準と しては、 （明確に 禁じら 
れ ている もの « 外 がすべ て 認可され ている ことです。 その 認可は 次の 兰 つの 条件に 従い 
ます。 1) 食糧が 清潔、 清浄で ある こと。 2) それが 有害で ない こと。 3) それが 忌み嫌われた 
もので ない こと。 




血、 腐肉な どのす ベての 不浄 (ナジ ャス） な 食糧は 非合法と されます。 毒な どのす ベての 
有害な ものは 禁じられます。 ふん、 尿、 シラ ミ、 ノミ などの 忌み嫌われる もの も 同様に 禁じ 
られ まも 一部の 禁じられる 陸生動物には、 家畜の ロバ、 犬歯で 狩滿 する 捕食 動物 (ハ イエ 
ナな 外） の ライオン、 チー ター、 た 豚、 猿、 猫、 キ ツネ、 リス です。 

驚、 ハヤ ブサ 、鷹、 ト ビ 、フク ロウな どの、 爪で 狩 狐す るすべ ての 鳥類は 禁じられて いま 
す。 ハ ゲワシ 、コン ドル、 コウ ノト リ などの、 すべての 死肉を 食べる 鳥類 も 禁じられます。 コ 
ウモ リ 、ネズ ミ、 ミミみ ゴキブリ、 甲虫、 ヤ モリ など、 世界中の ムス リ ムが 不快を 催す もの 
も 禁じられます。 

イス ラーム 法が その 殺傷を 命じる 害虫- 毒虫の サソリ 、または 殺傷を 禁じる 膳、 または 
食用に 合法な ものと 違法な ものの 交配に よる もの、 例えば ハイ エナと オオカ ミ の 雑種な 
ども 禁じられます。 

野生の 雌 ロバと 種馬の 交配で ある ラバな どの、 合法な 2 種の 食用に 適する 動物に よる 
雑種は 禁じられて いません。 

アラブ 人に とって 未知だった 動物、 そして イス ラーム 法に おいて 明確に 述べられ てい 
ない 動物は、 それらに 最も 似通った アラビア半島 ヒジャ ーズ 地方の 動物が 参考と され、 不 
法な ものに 似通って いれば 不法と なり、 合法な ものに 似通って いれば 合法と なり まも も 
しも その 動物が 合法と 不法の どちらに も 似た 中間で あれば、 不法 裁定が 優先され ます。 

牛、 馬 や キリン、 兎、 トビ ネズ ミ、 サバ クツノ ト カゲ、 ガゼ ル、 鹿、 また ダ チョ ウ 、ニワ トリ、 
孔雀、 ホウ ム 、鳩、 スズメ、 ア ヒルな どの 鳥類、 その他の 水鳥 類、 そして カエ ル、 へビ 、ワ ニを 
除く 水生動物 などは すべて 認可され ています。 

不浄 物、 汚物、 巧 水を 肥料と された 農産物を 食べる ことは 認められて います。 しかし 不 
浄 物の 味 や 臭いが 明白で あれば、 それは 禁じられます。 また 木炭、 砂埃 や 泥を 食べる こと も 
嫌悪され ます。 

タマ ネギや ニン ニクを 調理し ないで 食べる こと も 嫌悪され ています。 飢餓に 苦しむ 者 
は、 助かる ために 何を 食べても 良いです が、 （健康に良い 食事が 取れる までが 差し迫った 
栄養不足を 満たす 目的の みで あるべき です。 

睾 陰部： 人の 陰部とは、 あらわに する ことが 恥じられるべき 部位を 指し まも ここでは、 礼 
拝け ラー） 中と 周回け ワ ーフ） において、 覆われて いなければ ならない 陰部に ついて 言及 
します。 

10 歳に なった 少年の 陰部は、 へそ 上から 膝頭まで であ り、 7 歳から 10 歳 までげ 性器と K 門 
のみです。 成人 女性の 陰部は 顔、 両ち 両足な 外の 全身で たも しも 彼女の 礼拝、 周回 中に 腕 
が 露出 すれば、 彼女の 崇拝 行為は 無効と なり ます。 

陰部は 礼拝 時間外で も 覆われて いる ことが ホめ られ 、必要性の ない 限り、 暗がりの 中、 ま 
たは 個室で あっても あらわに する ことは 嫌悪され ます。 医療 診断、 割礼な ど、 必要性に 応じ 
てあら わにす るので あれば、 それは 認め られ ます。 

睾 モスク （マ スジの に関する 裁定： その 地域の 要 ホ 性に 応 じて、 モスク を 建設す る ことは 
義務です。 

モスクは アッ ラー 膽に とって、 最も 愛されて いる 場所です。 そこで 歌う こと、 拍手す る こ 
と、 楽器の 演奏、 非合法 的な 詩の 朗唱、 男女の 混合、 性交 渉、 物品の 売買を 行う こと はすべ て 
禁じられて います。 

も しも 誰かが モスク 内で 売買を した 場合、 その 人物に 次の よう に 言う ことは スン ナで 
す。 "ラー ラ ッバ ハッラーフ ティ ジャー ラ タク" （"アッ ラーが あなたの 商いに 利 
益を もたら しません ように" ） 。また モスクで 紛失 品の 公表を する こと も 禁じられて お 
り、 その 人物へ 次のように 言う ことは スン ナ です。 "ラー ラッダ ハッラーフ ア ライ 
ク" （ "アッ ラーが それを あなたに 返却され ません ように"）。 

モスク 内で 子供たち を 教える こと、 婚姻 契約を 結ぶ こと、 （法廷と して） 裁判の 審査を す 
る こと、 合法的な 詩の 朗唱、 お 箸り 中 （イイ ティ カーフ）、 または それな 外の 時の 睡眠、 客人 




や 病人に よる 睡眠、 そして 昼寝は すべて 認め られ ています。 

モスクの 中では 雑音、 喧騒、 口論、 余計な 会話 や 大声で 話す こと を 慎み、 静かに する こと 
が スン ナ です。 また モスクは 必要の ない 限り、 反対側へ 出る ための 通り道に される べきで 
はあり ません。 モスクの なかで 必要の ない 現世 的な 会話を する こと も 嫌悪され ます。 

モスクの 滅毯 、電灯、 電気は、 結婚式 または 弔詞に 使用され るべき ではありません。 

睾 イブ ン- アル = ジャウ ズ イーは 言い ま した。 "最も 大きな 懲罰とは、 その 人物が 自分の 
罪に よって 懲罰され ている ことに 気付かない ことで ある。 それに 関して 喜ぶ といった こ 
とは、 例えば 自 分の 不法な 収入に 満足 して 誇り に 思 V 、、犯罪 を 犯す こと に 卓越す るよう な、 
いっそう 酷い 懲罰で ある。" 

睾 時間： 先人たち は 無用な ものに 時間を 無駄に する こと を 警告し ま した。 時間とは 畑の よ 
う な もので あ り、 ひとつの 種を まけば、 やがて 千の 種を もたらし まも 賢人は 種を まく 機会 
を 逃す でしよ うろ \ それとも 面倒く さがり、 それを 遅延す るで しよ うか？ 

睾 飲食、 衣服、 家賃な ど 慣習 的な ものの 必要経費を、 夫が 妻 （と 子供たち） に 支 私 うことは 義 
務 行為です。 

来 動物の 保有者が、 それら に 街 や 水を 与え、 世話す る こと は義蔡 行為です。 こ の 義務に 従う 
こと を 拒否した 場合、 そう する よう 強制され なければ なり ません。 も しも 誰かが 頑迷に そ 
の 義務の 不服従を 続ける ようで ある 場合、 または その 義務の 履行が 不可能で ある 場合、 彼 
は その 動物を 売る か、 貸し出され るか、 食用が 可能であれば 屠殺され る ことが 強制され な 
ければ なり ません。 

動物を 呪う こ と、 過度に 負担を かける こ と、 子孫が 害される よう な 方法で 乳を 与える こ 
とは、 それらを 叩く こと （言 川 練の ために 軽く 叩く ことを 除く）、 顔に 焼き印を押す ことと 同 
様に すべて 禁じられて います。 

来 人 や 動物の 写真 や 絵の ついた 衣服の 着用、 または それらを 壁に 掛ける こと、 そして それ 
ら 販売は、 すべて 大罪と して 禁じられて います。 

来蠢通 （ズ イナー） は 多 神崇紙 偶像崇拝の 次に 来る、 最も 深刻な 大罪の ひとつで も イマ ー 
ム- ア ハマ ドは こう 述べて います。 "私は 寒 通 « 外 、殺人より も 大きな 罪を 知らな レ、。" 

こ の 犯罪には 段階が あり、 最も 重大な もの は 夫の いる 女性と の 行為、 また は 親類、 隣人との 
行為です。 最も 憎むべき ものは 同性愛 行為で た 

来アツ ラーは かれの ご 慈悲に より 、私たちが 息子 や 娘を 持つ こ との 出来る 恩恵を 授けられ 
ま した。 実に それらは、 現世に おける 無比の 美です。 同時に それら は 試練と 誘惑の 源泉で あ 
り、 アツ ラーは このように 仰せられて います。 "あなたがたの 富 や 子女は、 一つの 試みで ある。" 

父親は 真擎 に、 自ら の 責任の 元で それら の 養育に 励まな ければ なり ません。 アツ ラーは 
仰せられて います。 "あなたがた 信仰す る 者よ、 人間と おを 燃料と する 乂獄 から あなた 
がた 自身と あなたがたの 家族を 守れ。" 

そ して 預言者 鑛は 言われ ま した。 "あなたがたの 一人一人は 牧夫で あり 、を々 には その 
群れに 対する 責任が ある…" 子供が 思春期に 達した からといって、 父親. 保護者の 責任 
が 終り、 それ か ら 自由にな るので はあり ません。 も しも 彼が、 それら に 切実な 助言 や 訓練を 
する のを 怠り、 現世に おける 諸事の 危害から 守る ことを 怠る ので あれば、 彼は この 信用を 
破った ことに 対する 痛ま しい 懲罰の、 厳しい 警告を 受ける に 値する のです。 アツ ラーの 使 
徒鑛は 述べられました。 "アツ ラーに 集団を 指導す る 義務を 任せられた 者が、 その 集団に 
対して 不正直な まま 死んだ ので あれば、 アツ ラーは 彼が 楽園に 入る のを 禁じられる だろ 
う。" （サ ヒー フ •ブ ハーリー） 

睾 禁欲主義、 そして 現世に おける 装飾の 破棄 (ズフ ド）： 真の 禁欲主義とは、 人を 強く する も 
の や、 彼を 善い 生活へ と 確立させる もの、 また 来世へ と 続く 誠実な 道を 破棄す る ことでは 
ありません。 これは 偽りの 禁欲主義 であり、 無知から 来る ものです。 

真の 禁欲主義とは 現世に おける 過剰な もの、 そして 自存の ために 絶対に 必要とは され 
ない ものを 破棄す る ことです。 これが 預言者 鑛と 彼の 教 友たち の 道だった のです。 


合法的な ドゥ ァ ーと 
ルクヤ （まじないの 一種) 


アツ ラーが その 創造に 添えられた 自然の 流れを 熟考す る 者は、 試練 や 苦難は すでに 定 
めら れた 事象で ある こと を 知る でしょ う。 アツ ラー 聽は 仰せられて います。 "われは、 恐 
れや 飢え、 と共に 財産 や 生命、 （あなたがたの 労苦の） 果実の 損失で、 必ず あなたがたを 試み 
る。 だが 耐え忍ぶ 者には 吉報を 伝えなさい。" (2： 155) 

も しも 誠実な 人々 は 試練 や 苦難を 味わ うこと がない と 考える 者は、 重大な 間違いを 犯 
してい まも なぜなら 試練と 苦難は 信仰の しる しで あるから でも 預言者は ある 者に、 つぎ 
のよう に 尋ねられ ま した。" 最も 試練を 受ける 者たち は 誰です か？" 彼は 答え ま した。" 諸 
預言者、 そして 誠実な 者たち、 そして 卓越した 者たち、 そして 善き 道に 従う 者たち である。 
人は その 宗教に より 試みを 受ける の だ。 もしも 彼が 宗教を 確固と して 信じる のなら、 彼 
の 試練は 増える だろう。 そして 弱点が あるの なら、 彼は それを 軽減され るだろう。" 

これらの 試練は ア ツ ラーが その しもべを 愛して いるし る しで あ り、 預言者 鑛は 言われ ま 
した。 "もしも アツ ラーが 人々 を 愛すので あれが かれは それら を 試み るのに" （ア ハマ 
ドと アツ = テイ ノレ ミズ イー） 

それらの 試練は アツ ラーが その しもべに 善い ものを 望んで いる しる しなので す。 預言 
者* は 言われて います。 (‘も しも アツ ラーが その しもべに 善い ものを 望む のなら、 かれは 
現世に おいての 懲罰を お急ぎになる だろう。 も しも かれが その しもべに 善い ものを 望ま 
なければ、 かれは その 罪を 復活の 日 ま 一括して 抑えて おき、 （その 罰で) 彼を 強打す るので 
す。" （アツ = テイル ミズ イー） 

これらの 試練は 罪の 償いと して 働き、 それは ほんの 僅かな 痛みで さえ も 含まれます 。頭 
言 者は 言われ ま した。 "ムス リムは と げの刺 さり 傷から 来る ちょっと した 疼痛、 または 
大きな 激痛から も 害されは しません。 それによ り 木が 落葉す るよう に （罪が 彼から 落ちて 
いくように） 、アツ ラ' 一 が 彼の 罪を 赦 される から です。" （アル =ブ ハ' ー リ' 一 と ムス リム） 

これらの a 由に より、 誠実な ムス リムが 数々 の 試練を 受ける のは、 過去の 罪の 償い か、 楽 
園に おける 地位の 向上の ためな のです。 もしも 彼が 実際に 罪深い ので あれば、 それらは 彼 
の 過去の 罪の 償いと、 それらの 罪の 危険性を 思い起こ させる ものな のです。 アツ ラーは 仰 
せられて います。 "人間の 手が 稼いだ ことのた めに、 陸に 海に 荒廃が もう 現われて いる。 
これは （ア ツ ラーが）、 かれらの 行った こと の 一部を 味 あわせ かれらを （悪から） 戻らせる た 
めで ある。" け 0:41) 

試練には 様々 な 種類が あります。 それらの ひとつは、 例えば 富が 増える ことな じ 人に 幸 
福が 訪れる こと です。 または、 恐怖 や 飢餓、 そして 富の 減少な ど、 災難が もた ら される こと 
です。 アツ ラーは 仰せられ ま した。 "われは 試練の ために、 凶事と 吉事で あなたがたを 試 
みる。" （21:35) 

別の 種類の 試練と しては、 邪視 による 病気 や 死、 魔術に よる 嫉妬な どが 含まれます。 預言 
者* は 言われ ま した。 "私の 国家に おいて 死を 遂げた 者は、 アツ ラーの 定 命に よる もの « 
外では、 邪視 による ものである。" （アツ =タ ヤー リス イー） 

予防： "予防は 治療に 勝る" とよく 言われて いるよう に、 私たちは 邪視や 魔術からの 保 
護を 事前に 対策すべき です。 予防法は 多く 存在 します。 が 下は それら の 一部です。 

来 自分 自 身の 一神論、 そして アツ ラ ーへの 信仰を 強化し、 かれのみ が 全 創造の 支配者で あ 
ると 信じ、 多く の 善行を する こと。 

来アツ ラーに 対する 良い 感情を 保ち、 かれに 信頼を 置く こと。 病気 や 災難が 訪れた だけで 
邪視を 空想す る ことは、 それ 自体が 一種の 病気な のです。 

来 も しも 誰かが 邪視を 発する こと、 または 魔術を 使う ことで 知られて いるので あれば、 恐 
怖からで はなく、 予防策と して その 人物を 可能な 限り 避けるべき です。 


来 何 か素晴 しい ものを 見かけたら、 アツ ラーの 祝福け ブリーク） に 言及しつつ、 かれを 称 
賞す るべき です。 預言者 鑛は 言われ ま した。 "も しも あなたが 自分自身の なろ" に、 もしく 
は 富の なかに、 もしく は あなたの 愛する 兄弟の なかに 祝福を 見出した ので あれば、 それに 
対して アツ ラーを 称 賞すべき です。 邪視は 実際に 存在す るので す。" ここでの "タブ リー 
ク" とは、 "バーラ カツ ラー フ ラク，， （あなたに アツ ラーの 祝福が あります ように） と 言 
うこと であり、 "タ バーラ カツ ラー" （アツ ラー こそが 祝福で ある） ではありません。 

睾 自身を 魔術から 防ぐ 別の 手段と しては、 毎朝 マデイーナ 産 ナツメ ヤシの 実 （アジ ワ） を 7 
つ 食べて 一日 を 迎える こと です。 

睾 私たちは アツ ラーへ 避難を ホめ、 かれを 信頼し かれに 対して 良い 感情を 持ち、 様々 な 形 
の 真正な ドウ ア ーを する ことによって、 朝に 夕に、 邪視と 魔術から アツ ラーの ご 加護を 求 
めるべき です。 これらの ドウ ア ーと まじないには、 次の 二つの 要素に より、 その 強さの 増え 
る ものと 減る ものが あります。 1) アツ ラーに よる 啓示が 真実で あり、 アツ ラーの ご 慈悲に 
よって それらは 有益で あると する、 自 らの 信念。 の それらの ドウ ア ーと まじないを、 耳と 
心を 研ぎ澄ま した 状態た 唇と 舌を 使って いかに 頻繁に 行なって いるかに より ます。 なぜ 
なら 預言者 鑛が 言及され ている ように、 注意 散漫な ムで 行なわれる ドウ ア ーは 聞き入れら 
れ ないから です。 

ドウ ア とま じない の 時間： 朝方の ドウ ア ーは ファ ジュ ルの 礼拝 後に 行なわれる べきで 
あり、 夕方の ドウ ア ーは アスルの 礼拝 後に 行なわれるべき です。 もしも それら を 忘れて し 
まった 場合、 思い出 し 次第 行なわれます。 

邪視 による 危害を 受けて いる 兆候： ドウ アー とま じない (ル クヤ） による 治癒は 医学と す 
盾し ません。 ク ルアー ンは 自然 的、 生 a 的、 そして 精神的な 治癒です。 も しも、 誰かが 身体 的 
病気を 全く 持たない 健康体で あれば、 魔術に よる 危害は W 下の よう な 兆候を 見せます。 
一時的な 頭痛、 顔色の 黄ばみ、 多量の 汗と 排尿、 食欲 減退、 肌の かゆみ や 何 かが 這うよ 
うな 感触、 極端な 寒気と 発熱、 動 停と 胸騒ぎ、 腰 (背) 痛と 肩の 痛み、 戀、 呼吸困難、 不 
眠 症、 イラ イラ、 過度な 怒り や 恐怖、 過剰な ゲツプ や 吐息、 気怠 さや 無気力 感、 眠気、 
明白な 医学 的 根拠の な いその 他の 健康状態。 

邪視の 影響を 受けて いる 者は、 その 程度に よってが 上の 一部、 またはす ベての 症状が 発生し 
ます。 

信仰者は 自ら の 信仰 と 心を もっ て、 確固と した 態度で 望まな ければ なり ません。 これらの 症 
状が 現れた としても、 惑わし や 偽の 疑念の 犠牲に なって はなり ません。 それらから 解放され る 
には さらなる 困難を 伴 うから です。 

上記の よう な 症状を 持つ 人々 は、 ごく 健康な 人々、 ま たは 肉体的な 病気を 持つ 人々 の 双方で 
も それらの 症状は、 胸部の 締めつ け、 憂戀 、気怠 さな ど、 信仰ん の 弱さが 原因の 場合 も あり、 そ 
ういった 場合は 自分と アツ ラーとの 関係を しっかり と 見つめ 直さなければ なりません。 

もしも その 病気の 原因が 実際に 邪秘 による もので あれば、 治療には 次の 二つの 方法が 
あります。 1) 邪視を 行なった 嫉妬 者が 特定され ている ので あれば、 その 人物は 水浴びを す 
るよう ホめ られ ます。 そ して 影響を 受けた 人物は その 同 じ 水、 または その 一部を 浴びる ベ 
きです。 2) 嫉妬 者が 特定され ていないので あれば、 それは ルクヤ （イス ラーム 法に より 許 
されて いる、 まじないの 一種）、 ドウ アー浙 願）、 そして ヒジヤ ー マ 峨玉療 おにより 治療 
されます。 

病気が 魔法、 黒 魔術 （スイ フル) 2 による もので あれが その 治療は « 下の ものからの ひと 


1 邪 おは ジンに よる 害で あり、 誰に もたらされ るかは アツ ラーの 意思に よると 定義され ています。 その 原因は、 憧れ 
の 眼差し ほが 巧） を 放つ 人物の そばに 悪魔が いた 場合、 そして アツ ラーへの 唱念や 礼拝な どの それを 防ぐ ものが 
何もない 場合と されます。 これは 次の 真正の ハ ディース によって 確証され ています。 "邪 おは 存在す るので あ 
る。" （サ ヒー フ •ブ ハーリー） 別の 伝承では このように 伝えられて います。 "そして 悪魔と アダムの 子の 嫉妬 
が 随行す るの だ。" （ア ハマ ド） それが アインけ 良） と 呼ばれる のは、 それが 使用され るからで あり、 それが 実際 
に 害を 加える わけでは あり ません。 これは 目 の 見えない 盲人で さえ、 他人に 邪 おを 送る こと が 確認され ている こ 
とに よ り 証明され ています。 

2 スィ フルとは、 それを 意図した 者 け 口 害 者） が 結び目を 作る こと、 または 呪文 や 邪悪な 呪い、 言行な どに よって 被 


つが 用いられます。 

1) 呪文が かけられた 場所が 特定され ている ので あれば、 その 場へ 行き、 魔術の 呪文の 結 
び 目を ほどき、 ムアツ ウィ ザ ターン （アル = ファ ラク 章 [113] と アン = ナース 章 [114] ) 
を 朗唱 し、 その 結び目と、 呪文に 用い られた 道具を 焼却し ます。 

2) ク ルアー ンの 朗唱から なる アツ = ル クヤ. アツ ニ シャル イー ヤ 、特に "ム アツ ウィ ザ 
ターン" と アル = バカラ 章、 そして 様々 な （スン ナ からの） ドウ ア ーが 用いられます。 

3) 次の 2 種類から なる 魔術の 無効 化、 ヌシュ ラが 用いられます。 a . 不法で ある ヌシュ 
ラ。 すなわち 魔術師を 訪れ、 魔術に よって 魔術を 無 劾 化する こと。 b . 合法で ある ヌシュ 
ラ。 すなわち スィ ドルの 木から 7 枚の 葉を 取り、 お 日で 粉状に し 次の ク ルアー ンの 章を 3 
回ず つ 朗唱す る こと。 アル = カーフィ ルー ン章 （108)。 アル = イフラー ス章 （112)。 アル 
= ファラ ク章 （113)。 アン = ナース 章 （114)。 そして それを 水に つけ、 被害者に それを 飲ま 
がそれ で 体を 清めます。 « 上の 手順は、 被害者が 治癒す るまで 繰り返されるべき でた 似 
上の 治療法は、 アブ ド ツ= ラツ ザーク により 、彼の 著書 アル = ムサン ナフに おいて 報告 さ 
れ ている 方法です。） 

4) 魔術が 食物に よって 行なわれた 場合は、 日區 吐の 誘発、 または 下剤を 服用 して 腸 
をき れいに する こと による その 効果の 撃退。 食物な 外の 方法で あれば、 ヒジャ ー マ 1 
を 行な うこと。 

ル クヤの 条件： 1) アツ ラーの 御え と 性質に おいて 行なわれるべき である こと。 2) ア ラビ 
ア語 、もしくは 意味深長な 言葉で あるべき こと。 3) まじない 自体が 治癒を もたらす のでは 
なく、 すべての 治癒は アツ ラーから もたらされる という 信念に 基づいて いる こと。 

ラー キー （ル クヤを 行なう 者） の 条件： 1) その 人物が 敬虔な、 神を 畏れる ムス リ ム である 
こと。 なぜなら その 人物が より アツ ラーに 近い ほど、 効果が 増す ため。 2) ル クヤの 最中、 舌 
で 唱える ことに ムを 集中 させ、 真擎 にアツ ラーと 向き合って いる 人物で ある こと。 また、 も 
しも 被害者が 自分で ル クヤを 行なう ので あれば、 なお 良い とされます。 なぜなら 通常 他人 
は 他の 諸事に 心を 奪われて おり、 当事者で あれば、 他人より も 自分に 何が 起きて いるの か 
をより 鋭く 感じて いるた め。 アツ ラーは、 かれに 対して ドウ ア ーを する 危機 的 状況の 者を 
応じる と 約束され ています。 

ル クヤの 治療を 受ける 者の 条件： 

1) その 人物が 誠実な 信仰者で ある こと が 望まれます。 なぜな らル クヤの 効力は その 影響 
を 受けて いる 人物の 信仰心の 強さに 左右され ると されて いるから です。 ア ツ ラーは 仰せ 
られ ています。 "われが ク ルアー ンで 下した ものは、 信者に とっては 癒しで あり 慈悲で 
ある。 だが 不義の 徒に とっては 只 損失の 種で ある。" （17 ぶの 

2) その 人物は、 アツ ラーに 対して 切実に 自身を 癒す ように 折 願し なければ ならない こと。 

3) その 人物は、 も しも 治癒の 兆候が すぐに 表れなかった と しても 焦らない こと。 なぜな 
らル クヤは ドウ ア ーの 一種で あり、 それが 聞き入れられ るのを 急ぐ ので あれば、 逆に 聞き 
入れられない からです。 預言者 鑛 はこ う 言われて います。 "あなたがたの 内で、 ‘ 私は 祈 
願した が、 それは 聞き入れられなかった。’ と 言って しびれを 切らせる 者は、 その 析 願を 聞 
き 入れられない のです。" （アル =ブ ハーリーと ムス リム） 

ル クヤを 行なう 方法： 

1) ノレ クヤを 唱え、 ごく 少量の唾^(ミと共に息を吹きかける。 

2) 息を 吹かずに ル クヤを 唱える。 



害 者の むと 体に 影響を もた らす 魔法、 もしく は 黒 魔術です。 それは 病気 や 死を 誘発し、 ま た 被害者の 妻と の 性交 渉 
を 不可能と しまた は 夫と 妻の 関係を 破壊して 離婚に 追い やり まも それらの 一部は 偶像 崇も 神への 冒 穂、 不信 
仰 （イス ラームからの 背信） によって 引き起こされます。 それらは 最も 深刻で 重大な 罪の ひとつに 数えられます。 

1 ヒジヤ ー マ （吸 玉） は 多くの 真正 ハ ディースで 触れられて います。 アハ マドと アン = ナサ ー イーは 報告して いま 
す。 "最も 優れた 治療の ひとつとは、 吸 玉で ある…" （アル =ブ ハーリー、 ムス リム） アッ ラーは 吸 玉に よって 
多く の 邪視や 魔術に よる 肉体的- 精神的な 病気を 癒される でしょう。 



3) それを 唱えた 後、 唾液を 指先に 付け、 それを 砂埃に 混が 患部を 撫でる。 

4) 苦痛の ある 患部を マッサージしながら、 ル クヤを 唱える。 

預言者の 伝承に よって、 ル クヤと して 用いられる ク ルアー ンの 節々 は、 が 下の 通りです。 

アル ニ ファー ティ ハ 章 (1)。 玉座 節り： 255)。 アル ニ バカラ 章の 最後の 2 節り： 385 づ 86)。 

"本当に 天と地の 創造、 また 夜と 昼の 交替の 中には、 思慮 ある 者への 印が ある。 または 立 
ち、 または 座り、 または 横たわって げ 断に） アッ ラーを 唱 念し 天と地の 創造に 就いて 考え 
る 者は 言う。 なよ、 あなたは 徒らに、 これを 御 創り になった のでは ない のです。 あなたの 栄 
光を 讚え ます。 火の 懲罰から わたしたちを 救って 下さ レ、。" （3:190-191) 

1^05^ が じ齡 班蘇擲 3 おか 端*; 邸 5 ピ之ぷ 3 が が 培} な、 を 

，ぶ' 巧ぶ <111 技 

3 < 一山; ぶふ 与 お >2 去。 4^ バ 如ぶ ぶぶ 心頭; y 接; H 

が 4 爲 每聲巧 長 ぶを 妻も^ 石ち 衾を JS > 


ぶ み 適?' ぶぶ 三て 叫づな ! 




ゴ 山ム ゴ叫 0 が 心と 鸣 4 

64 ぶ 主 二 ^= 4 ^ てみ ぶ"^ を 安二な‘ に^じ 一 
7 争 くじ も ぶ た 放 近^;; dg 、； 二む^ 锭 y 

、’ ’’。<與み嚇蔚雌因>；ゴ苗が；^ が: y 昭如 > 

、 1, 去 三 三 知资て お:^ ぶ 技 蘇辄お 
じ 本 這 剖 i : 嗟 ジ^^ おづ bii ぶ だ 茹が夫 
け 争 1：^ な;;: 述备 こた If 筑以ぶ 真 山 逊《1：^ ぶな と 的 S 也^ 茹ぶ 夫 

おらが 靖 诚等觸 な 縣 > 


不信者たち 章 (108)。 純正 章 (1 じ)。 黎明 章 (113)。 人々 章 (114)。 


1 "その 時 われは ムーサーに、 「あなたの 杖を 投げなさい。」 と 啓示した。 すると 見よ。 それは 彼らの 瞒 ものを 偕) 呑 
み 込んで しまった。 こう して 真 巧が 現われ、 彼らの 行った ことは 虚しくなり、 彼らは 打ち負かされ、 縮み上がって 
しまった。’’ け： 117-119) 

2 "それと も 彼らは、 アツ ラーが 恩恵を 施された ために、 人び とを 妬む のか。" （4 : 54) 

3 "また 病気に なれば、 かれは わたしを 癒して 下さいます/’ じ 6 : 80) 

4 "そして かれは 信者の 人び との 胸を 癒される。" の： 14) 

5 "言って やる がいい。 「それは 信仰す る 者に とっては 導きで あり、 治療で ある。」" (41 : 44) 

6 "彼らは 言った。 「ムーサーよ、 あなたが 投げる か、 それとも わたしたちが 先に 投げよう か。」 かれ （ムーサー） は 言 
った。 「いた あなたがたが 先に 投げなさい。」 すると 見る がいい。 かれには 縄と 杖が、 魔術で 備 きで 走る かの よ 
う に 見えた。 それで ムーサーは、 少 しんに 恐れを 感 じた。 われは 言った。 「恐れる には 及ばない。 本当 にあな たが 上 
手で ある。 あなたの 右手に ある ものを 投げな さ レ、。 かれらが 作った ものを 呑み込め。 魔術師の 誤魔化しに 過ぎな 
レ、。 魔術師は 何処から 来ても、 （何事 も） 成功し ない。」" が 9-20 : が） 

7 "われが 腰 階を 追って） ク ルアー ンで 下した ものは、 信者に とっては （精神的が 癒しで あり 慈悲で ある。 だが 不義 
の 徒に とっては 只 損失の 種で ある。" (17 : 82) 

8 "も しも われが この ク ルアー ンを 山に 下したならば、 それは きっと 遜って、 アツ ラーを 恐れて 粉々 に 砕ける のを 見 

るであろう。’’ （59 : 21) 

9 "それで 改めて 観察しなさい。 あなたは 何 か 裂け目を 見る のか。" （67:3) 

10 "不信ん 者は 警告を 聞く 時、 その （物凄い） 目付きた あなたを 凡ん ど 倒れん ばかりに する。 彼らは 言う。 「本当に 
彼は 憑かれた 者です。」" が 8 : 51) 

11 "その後 アツ ラーは、 使徒と 信者たち の 上に かれの 安らぎを 下し、 また あなたがたには 見えなかった が、 軍勢を 遣 
わして 不信心な 者たち を 懲罰され た。" の： 2 が 

じ "それで アツ ラーは、 使徒と 信者の 上に 安らぎを 下し かれらに 自制の 御言 葉を 押し付けられた。" （48 : 26) 

13 "彼らが あの 樹の 下で あなたに 忠誠を 誓った 時、 アツ ラーは 信者たち に、 ことの 外 御 満悦であった。 かれは かれら 
の 胸に 抱く ことを 知り、 彼らに 安らぎを 下し 手近な 勝利を もって 報 われた。" (48 : 18) 

14 "かれ こそは、 信者たち のん に 安らぎを 与え、 彼らの 信ん の 上に 信心を 加えられる 方で ある。" （48 : が 


預言者の 伝承： 

睾 "アスア ルツ ラー ハ アル = アズ イー マ ラ ツバル = アル シル = アズ イー ミ アン 
ヤシ フィ ヤク" 1 これを 7 回。 

睾 "ウイ ーズカ ビ カリ マー ティ ツ ラー ヒ ツ = 夕 ー マティ ミン クツリ シ ヤイター 
ニン ワ ハーン マテ ィン ワ ミン クツリ アイ ニン ラーン マ" 2 これを 3 回。 

睾 "アツ ラー フン マ ラツ バン =ナ ー スイ、 アズヒ ビル = バツ スイ、 イシ フイ アン タツ = 
シャー フィ ラー シファー ア イツ ラー シファー ウカ シファー アン ラー ュガ 
ー ディル サカ マン，， 3 これを 3 回。 

睾 "アツ ラー フン マ ア ズヒブ アン フ ハツ ラ ハー ワ バルダ ハー ワ ワ サバ ハ 
一" これを 1 回。 

睾 "ハス ビヤ ツ ラー フ ラー イラ ー ハ イツ ラー フワ ア ライヒ タワ ツカ ル トウ 
ワ フワ ラツ ブル = アル シル = アズ ィー ム " 4 これを 7 回。 

睾 "ビス ミツ ラー ヒ アル キー カ ミン クツリ ダー イン ュツズ ィー カ ワ ミン 
シャツ リ クツリ ナフ スイ ン アウ アイ ニ ハース イデ イン アツ ラー フ ヤ シフ 
ィー カ。 ビス ミツ ラー ヒ アル キー カ。，， 、これを 3 回。 

睾 "ビス ミツ ラー ヒ、 これを 3 回。 アウ ーズ ビイツ ザ ティ ツ ラー ヒ ワ ク ドラティ 
ヒ ミン シャツ リ マー アジ ドウ ワ ウ ハー ディル" 5 そして これを 7 回。 

注意： 

1) "被害者は 邪視を 発した 嫉妬 者の 尿を 飲まなければ ならない" 、または "被害者の 邪 
視の 影響は 嫉妬 者の 死に よって 無効になる" 等の、 邪視に まつわる 愚かな 迷信を 信じる 
ことは 認められません。 

の邪視 による 影響を 恐れ、 革、 縄 や 紐な どで 出来た お守り や 魔除けを 使用す る こと は禁 
じられ ています。 預言者 鑛は 言われて います。 "誰で あれ 何 かを 吊るす 者は、 その 責任を 
負わされる ことになるの です。" （アツ ティル ミズ ィー）。 も しも それに ク ルアー ンの 節が 
含まれて いる 場合、 イス ラーム 法学に おける 見解の 相違が 存在し ますが、 それを 避ける に 
越した ことは ないで しよう。 

3) 。マーシャ ー アツ ラー" （アツ ラーの 御ム であれば) や、 。タ バーラ カツ ラー" （アツ 
ラー こそに 称賛 あれ） と 描いたり 、剣 や ナイ フ 、眼の 絵、 ク ルアー ンを 車の 中に 入れたり、 
家の 中に ク ルアー ンの 節を 掲げた りする こと によって 邪視が 防がれる わけでは あり ませ 
ん 。実際、 禁じられ ている お守りに よる 場合 も あるので す。 

4) 病人は、 ァツ ラーが 彼の ドウ ァ ーを 聞き入れられる ことを 確信し、 治療に 時間が かか 
り 過ぎて いると 不平を 抱くべき ではありません。 も しも 病人が、 薬を 一生 摂ら なければ な 
らな いと 言われても、 あまり 不満を 言いません が、 なぜ ルクヤ をし ばらく 行なって 何も 見 
られ なければ 心配す るので しよ うか？ 病気を 患う 者は、 ク ルァー ン から 朗唱され るすべ 
ての 文字に 報奨が あり、 それが 10 倍になる こと を 知るべき です。 彼は 祈願を して ァ 、ソラ ー 
の 許し を 請い、 が 山の 喜捨を 行な うべき なのです。 これら が 病気の 癒しを もた ら すので す。 

5) 合同で ク ルアー ンの 朗唱を する こと は、 預言者の ス ンナに 反 して おり 、その 効果は 薄 
いとされ ます。 CD プレーヤー などで ク ルアー ン 朗唱を 聞く ことに 完全に 依存す るの も 同様 
です。 なぜなら その 人には ル クヤを 行なう 者の 条件の ひとつで ある、 ク ルアー ンを 朗唱し 


1 ( "私は 至高なる アツ ラー、 壮大なる 玉座の 主が あなたを 治癒され るよう ホめ ます。"） 

2 (私は あなたの ために、 完全な アツ ラーの 御言 葉に よって、 全ての シャイ ターンと 毒を 持つ 生物から、 そして 悪を 
もたら す 全て の 邪 おからの ご 加護を ホめ ます)、 

3 (人類の 主、 アツ ラーよ、 彼の 害を 取り除き、 癒して くださ レ、。 あなた こそは 癒しを もたらす 御 ホで あり、 あなたが 
外の 癒しは ない のです。 あなたの 癒しは いかなる 病を も 残しません）、 

4 (私には ア ツ ラー だけで 充分です。 かれの 他に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。 私は かれに 身を 委ね ま した。 か 
れは 偉大なる 玉座の 主で あられます)、 

5 (神の 御 《において。 私は アツ ラーの 御 力と かれの 能力に、 私が 受けた、 その 影響を 懸念して いる 悪からの 御 加護 
を ホめ ます)、 



ようと レ、 う 意図がない からです。 しかしながら、 CD プレーヤーで ク ルアー ンを 聞く ことに 
も 一定の 益は あります。 病人が 癒される まで ル クヤを 繰り返す ことは、 その 人物に 疲れが 
出る までは スン ナ です。 その 場合、 ノレ クヤを 行なう 人物は その 量を 減ら し、 病人に 疲れ やイ 
ライラが 出ない よう にすべき です。 ク ルアー ン からの 特定の 節 や、 預言者 鑛が 行なった 祈 
願から 特定の 回数を 繰 り 返す ことは、 ス ンナ から の 合法な 証拠がない 限 りは 正しく あり 
ません。 

が ル クヤの まじないを 唱えて いる 者が、 実際には 魔法 や 黒 魔術 （スィ フル） を 行なって い 
る 兆候と いう ものが あります。 その 人物の 見かけの 信仰 深さに 驅 されて はなり ません。 彼 
はク ルアー ンの 朗唱から 始め、 そのうち 別の ものに 切り替える でしよ う。 彼は 人を 欺く 意 
図で 日常 的に モスクに 通い、 アッ ラーを 頻繁に 念じる のです。 これらの 詐欺に 驅 されて は 
なり ません。 十分に 注意 してく ださい。 

魔術師の 兆候の 一部： 来 治療には 必要ない にも 関わらず、 病人の 《前、 そして その 人物の 
母親の ぶ 前を 尋ねる こと。 来 病人の 衣服 （シャツな ど） の 一切れを 求める こと。 来 （ジンを 
喜ばせる ために） 病人に 対して ある 特徴を 持つ 動物の 屠殺を 求める こと。 その 血を 病人に 
塗り付ける こと。 来 はっきりと した 意味を 持たない、 もしく は 何の 意味 も 持たない お守り 
のま じない を 書き付ける こと。 睾 アル = ヒ ジャー ブと 呼ばれる 、文字 や 数字の 書かれた 正 
方形 や デザイ ンの ある 紙切れを 病人に 渡す こと。 来 病人に 対し、 一定 時間を （暗い） 部屋で 
自らを 隔離す るよう ホめ る こと （アル = ハジ バ)。 来 病人に 対して、 一定期間は 水を 触れな 
いよ う ホめ る こと。 来 病人に 対して 何 かを ± の 中に 埋める こと を ホめ るろ \ または 何 かの 
紙を 燃やす か、 香と して 焚く よう ホめ る こと。 来 病人が 外に 誰も 知らない はずの 個人情報 
(彼の 《前、 居住地、 病ぶな のを 病人に 告げ 知らせる こと。 来 その 場に 入った 途端、 または 
電話で 話す か 手紙を 出した 途端に 病気の 診断を する こと。 

の スン ナの 民の 見解と して、 ジンが 人に "憑依" する （人間の 身体に 取り 憑く） ことは 
有り得る としてい ます。 これは 次の アッ ラー 聽のお 言葉に よって 証明され ています。 "利 
息を 貪る 者は、 悪魔に と りつ かれて 倒れた ものが する ような 起き 方し か出来ない であろ 
う。，， じ: 275)。 ク ルアー ン 注釈 学者たち は、 この 節の "マッス" （触る、 取り 憑く） という 言 
葉が 悪の ジンが 人に 取り 憑く ことにより もたらされる 錯乱 状態の こと であると いう 見解 
で 一致して います。 

注意: ハサ ド (嫉妬、 蒙み） とは 他人の 持って いる 祝福、 能力、 長所を 自分 も 欲する ことで 
す。 それは たびたび 邪 視を発 します。 妬みは 大罪の ひとつに 数え られ ます。 これは あ ら ゆる 
罪の 元で あり、 ア ッ ラーが 背かれた 最初の 原因です。 嫉妬が 原因で イブ リ ース （ルシ ファ 
一） は アダムへ と 平伏す る ことを 拒否し カービルけ イン） は 弟を 殺した のです。 

ハサ ドの 治癒: 真正 ハ ディースで 報告され ている よう に、 嫉妬が 大罪で ある こと、 そして 
それは 炎が 乾いた 薪を 燃やしが くす よう に、 善行を 燃やしが くす こと を 知る こと。 アッ 
ラーが 他者に 祝福を 授けて いるのは、 かれに よる 定 命と 歡智 による こと、 それゆえ、 アッ 
ラーに よる 定 命を 認めない こと はかれに 反抗す る こと であ り、 それは ア ッ ラーの 定 命に 
対する 信仰の 弱さの しるしで あると 知る こと。 自分が 好み、 感心す る ものに 対して" マ 
ー シャー アッ ラー。 バーラ カッ ラー フ ラク" （アッ ラーが それを お望みで あれば。 あなた 
にアッ ラーの 祝福が あります ように） と言う こと。 これは 自分の 善意を 示します。 嫉妬し 
ない こと に対する 報奨を 知 る こと。 預言者 鑛 から の 真正の 伝承は、 眠 りに つく ま でに 他者 
に対しての 嫉妬が 心の中に 微塵 もない 者は、 大きな 報奨が ある ことを 確認し ます。 預言者 
鑛が 彼の 教 友の ひとり に 楽園の 吉報を 伝えた とき、 アブ ドッ ラー- イブ ン- アム ル- イブ 
ン- アル = アース 峻は その 人物の 家に (彼の 崇拝を 観察す る 目的で） 泊まり、 嫉妬 心の 欠如 
が 彼の 吉報の 理由で ある こと を 突き止めた のです。 




析願 （ドウ ア ー) 


すべての 創造物は、 アツ ラーを 緊切に 必要と してい まも 私たちは、 アツ ラーの みが 持 
ち、 与える ものを 必要と している のです。 かれ 淚は それらの 必要性を 超越し 何も 必要と しません。 

ア ツ ラーに ネ斤 願し 何 かを ホめ る ことは、 ア ツ ラーが 私たちに 課された 義務で あ り、 至高 
者で あるかれは このよう に 仰せられて います。 "それで あなたがたの 主は、 仰せられる。 「 
われに ネ 斤れ。 われは あなたがたに 答える であろう。」 だが われに 仕える のに 高慢な 者たち 
は、 必ず 面目 潰れの 中 に 地獄に 陥 るであろう" （40:60)。 

預言者 鑛は 言われ ま した。 "アツ ラーに 何も ホめ ない 者は、 かれを 怒らせる のた" 従 
って、 ア ツ ラーは かれの しもべが 祈願す る こと に対して お喜びになる のです。 かれは、 かれ 
に対して 絶えまず ネ斤 願す る 者を 愛でられる のです。 

かれは ネ斤 願を 御 自身に 引き 寄せます。 預言者 鑛の教 友たち はこ の 事実を 感 じ 取り、 どん 
なに 小さな ことで もアツ ラーから 求める ことを いとわず、 また （自 らを 卑下して) 他者に そ 
れらの 欲 ホを 求める こと も しません でした。 

彼らの アツ ラーへの 愛情と、 アツ ラーの 彼らへ 対する 寵愛は、 アツ ラー 聽 による 次の 節 
の 具現な のです。 "われの しもべた ちが、 われに 就いて あなたに 問う 時、 （言え） われは 本 
当に （しもべた ちの） 近くに いる" じ： 186)。 

ドウ ア ーは アツ ラーに とっては とても 素晴 しい ものである ため、 かれには 大きな 地位 
を 占め、 それは 定 命を 変える こと も 出来る のです。 1 

ムス リ ムの ドウ ア ーは、 それが 聞き入れられる 条件が 満たされ ており、 無効に する 条件 
を 避けて いる 限り、 聞き入れられる ことに 疑念の 余地は ない のです。 預言者 鑛が 次の よう 
に 言われて いるよ うに、 ドウ ア ーを 行なう 者には 3 つのな かから 1 つが 与えられ るので 
す。 "も し 罪深い こ とや 関係を 断つ こ とが そのな かに 含まれて いないので あれば、 ドウ 
アー によって 何 かを 析願 する ムス リ ム に対して 、アツ ラーは 3 つのう ちの 1 つを お与え 
になる でしよう。 かれは その 祈りを 聞き入れ るか、 来世の ために 蓄積され るろ \同 価値と 
される 分の 罪を 免除され るので す。" 彼らは 言い ま した。 "それでは、 私たちは 多く の も 
のを 析願 します。" 彼は 言われ ま した。 "アツ ラーは さらに 多くの ものを 持たれる ので 
す。" （ア ハマ ドと アツ = テイル ミズ イー）。 

ネ斤願 （ドゥ ア ー） には 2 種類が あります。 

1) 礼拝 や 斎戒な どの、 崇拝の 析 願。 2) 何 かを ホめ、 得よう とする 祈願。 

最も 良い 善行に 関する 相違: 崇拝 行為と して、 ク ルアー ンを 朗唱す る こと、 アツ ラーを 思 
い 起こす こと、 そして 祈願す る ことの どれが 優れてい るので しよ うか？ 

一般的には、 ク ルアー ン 朗唱が 最も 良い とされ、 次に アツ ラーへの 唱念 （思い起こす こと）、 
次に ア ツ ラーへの 析願 （ドウ ア ー） となります。 

しかし 状況に 応じて、 最も 良い ものより も その 下の ものが 上に 来る 場合が あり また 例 
え ば、 レ、 ツジ 中の） アラ ファの 日に 行なわれる 析 願は、 ク ルアー ン 朗唱より も 優れてい る 
と されて います。 同様に、 真正の 伝承で 報告され ている 方法で、 日々 の 義務 礼拝の 後に 行 
なう アツ ラーへの 唱 念は、 ク ルアー ン 朗唱より も 優れてい ると されて います。 

ネ斤 願が 認められる ための 諸 条件: 私たちの 祈願が 聞き入れられる ためには、 外的、 そして 
内的な 条件が 存在し ます。 

外的 条件: 析 願を する 前に、 喜捨、 ウ ドゥーに よる 浄化、 礼拝、 礼拝 ホ 向 （キ ブラ） を 向く こ 
と、 両手を 掲げて ドウ アー する こと、 アツ ラーに 値する こと を 称賛す る こ と、 祈願の 中に お 
いて 彼の 美名 と 性質に 言及す る こと に 代表され るよう な 善行を 行なって いる こと 等が 条 


1 これは 次の 伝承で 言及され ています。 "定 命され たものを 戻す のは、 祈願 だけな のです…" （イブ ン- マージ 
ャ） ここでの 意 ホは、 祈願は 定 命の 一部で あると いう ことです。 それは アツ ラーに よって 導かれる ことによって 
アツ ラーへ 祈願を するとい うこと です。 



件と なります。 その ドゥ ア ーが 楽園を ホめ る もので あれば、 アッ ラーの 慈悲と 慈愛を 念じ 
てネ斤 願し ます。 も しも 犯罪者 や 圧制者に 対する ドゥ アー であれば、 アッ ラーの 慈善 や 慈悲、 
親切 さ の 御ぶ において 言及すべき ではなく、 施行 者、 支配者、 征服者な どの 御名 において さ 
れ るべき です。 また、 ドゥ ア ーが 認められる 要因の ひとつと しては、 その 始まり、 中間、 そし 
て 最後に、 預言者 鑛 に対しての 挨搂を 送る ことが 挙げられます。 他の 重要と される 要因と 
は、 自らの 罪と 過ちを 認める こと、 アッ ラーの 祝福に 感謝す る こと、 そして 真正な 報告に お 
いて 触れられ ている、 最も ドゥ ア ーが 聞き届けられる 時間帯を 有効に 活用す る ことで た 

それ らの 時間帯は 多数 あり、 « 下は その 代表的な ものです。 

1 日の 間を 通して： 来アッ ラーが この 世界の 上に 直接 降りて 来る と される、 夜の 最後の 
3 分の し 来 礼拝の 呼びかけ （ア ザーン） と 礼拝 開始の 告知 （イカ ー マ） の 間。 来 ウド ゥーの 
後。 来 平伏 礼 （サジ ダ） の 最中。 来 礼拝の なかの 最後の 挨搂の 前。 来 義務 礼拝の 後。 来 全 
ク ルアー ンの 朗誦が 完了した 後。 来 旅行 中の 状態。 来 圧制者に 対する 祈願。 来 差し迫っ 
た 危機 的 状態での 析 願。 来 両親の 子供に 対する 祈願。 来 ムス リム 兄弟に 対する 析 願。 来 
戦争に おいて ふたつの 軍隊が 対 時した 際。 

週間を 通して： 睾 金曜日、 特に その 日 最後の 1 時間。 月間を 通して： 睾 ラマ ダーン 月の 斎 
戒を 解く 前後、 そして 斎戒を 始める 前の 日 の 出前の 食事 （ス フール） の 際。 睾 ラマ ダーン 月 
最後の 10 日間。 睾ズ ルニヒ ッジャ 月の アラ ファの 日。 睾 モスクな どの 高潔な 場に おい 
て。 睾 マッカの アル = ハ ラーム. モスク、 特に カ アバ 聖 殿の 黒 おと 扉の 間、 イブ ラー ヒー 
ムの 立ち 処 、サファーと マル ワの両 をの 頂上、 アラ ファ 平地、 ムズ ダリ ファ、 ミナ ー、 ザム ザ 
ムの泉 飲み 場に おいて。 

ネ斤 願を 認められる ための 内的 条件と しては： ドゥ ア ーに 先立つ 真擎な 悔悟の 決意。 不 
正に 権利を 奪われた であろう 人物の 権利を 帰属させる こと。 自 らの 衣食住を すべて 合法 
的 収入に よって まかなう こと。 多くの 善行を 行う こと。 すべての 禁止 事項を 忌避す る こ 
と。 疑いの ある 事柄、 およびに 間違った 欲望を なくす こと。 礼拝 中は 心を 集中させる こ 
と。 アッ ラーに 信頼を 寄せる こと。 アッ ラーの ご 加護に 関して 強く 期待す る こと。 謙遜 
しつつ アッ ラーヘと 避難を 求める こと。 慎まし く 祈願を 繰り返す こと。 アッ ラーの 返事 
を 信じる こと。 祈願に 際して 誰に も 注意を 私わない こと。 

析 願の 受諾を 遮る もの： 

アッ ラーに 対する ネ斤 願が 受諾され ない 場合、 または それが なかなか 聞き入れられない 
場合が あり ます。 それには « 下に 挙げられる ような、 多く の a 由が あり ます。 

来アッ ラーな 外に 対して 祈願され た 場合 にれ は 偶像崇拝 であり、 最も 重大な 罪、 そして 
ネ斤 願が 受諾され ない 一番の a 由です)。 来 詳細を 述べ 過ぎた 場合、 たと え ば 地獄の 灼熱と 寒 
さ、 そして 暗闇からの 救いを ホめ るより は、 一般的に 乂獄 からの 救いを 求める だけの 方が 
良い と され まも 来 他者 あるいは 自分に 対する 不正な 祈願。 睾 罪を もたらす もの、 または 他 
人との 関係を 切断す る析 願。 睾 祈願に 対しての 受諾に 条件を 付けた 場合。 たとえば、" ア 
ッ ラーよ、 もし も あなたが 御望み であれば、 私を お 許 しく ださい。" と言う こと や、 それと 
同様な もの。 来 または "私は 析願 しました が、 全く 反応が ありません。" と 言って 受諾を 焦 
り、 淡々 と、 あるい は 憔悴 して 祈願を 止める 場合。 来 ぼんやりと、 また は 無頓着な 心で 析願 
する 場合。 来 適切な 作法で 祈願を しない 場合。 たとえば、 預言者 鑛 は、 ある 人物が 彼に 対し 
て 敬礼せ ずに 析願 する のが 聞こえた ため、 その 人物に 対して 言われ ま した。 "これは 早 
すぎます。" そ して 彼は 彼を 呼び、 または 別の 人物に 対して 言われ ま した。 "あなたが 祈 
願を するとき は、 まず アッ ラーを 称えて 賞揚し 預言者に 対する 敬礼を 送り、 それから あ 
なた の 望む 祈願を しなさい。" （アブー- ダー ウー ドと アッ = ティル ミズ ィー）。 来 現世で 
永久に 生き る こと が 出来る よう に 望むな ど、 既に 定め られ ている 事柄、 あるいは 終った こ 
と に 対 して 析願 する 場合。 来 韻を 踏ませたり 、芸術的 表現を 用いて 析 願を した 場合。 アッラ 
一は 仰せられて います。 "謙虚に また 目立たない 隠れた と ころで、 あなたがたの 主に 祈 
れ。 かれは 教えに 背く 者を 御 好みに な られ ない。" け： 55) イブ ン •ア ッ バースは 言い まし 
た。 "祈願に 韻を 踏ませな いよう、 注意しなさい。 本当に 私の 経験 上、 アッ ラーの 使徒と 教 
友たち は 一度 もそう した こと が あり ませんで した。" （アル =ブ ハー リ ー）。 睾 声を 過度に 
上げた 場合。 アッ ラーは 仰せられて います。 "ネ 斤り の 折には、 声高に 唱えて はなら な レ、。 ま 




た （余り） 低く 唱えても いけない。 その 中間の 道を とれ。" （17: 11 のアー イシ ャは 言って い 
ます。 "これ は 祈願に 関して 下された 節 です。" 

最も 望ま しい ネ斤 願の 作法とは、 « 下の 順番 通り にア ッ ラーへ 析る こと です。 1) 第一に、 
アッ ラーを 称え、 賞揚し まも 2) 第二に、 預言者 鑛 に対して 敬礼を しま も 3) 第 S に、 自分 
の 罪に 対して 悔悟を 求め、 過去の 過ちを 認めます。 が 第 四に、 自分の 受けて いる 数々 の 祝 
福を 感謝し ます。 5) 第五に、 ジャワ ー ミウ 饱 括 ㈱ と 呼ばれる、 ク ルアー ンで 述べられて 
いる 析願 、または 預言者 鑛 、そして 敬虔な 先人たち から 伝えられ ている 真正の 報告から、 自 
分の ための 祈願を します。 が 最後に、 預言者 鑛 に対する 敬礼で 析 願を 締めく く ります。 


ご 曰引恳 をれ るへ さお b 童 要な トウ/一^ 


ドウ ア ーの 

時間帯 

頭 曰 者鑛が わなった ドウ アー 

就寝前 

1 "ビス ミカ ツ ラー フン マ アム ー トウ ワ アハ ヤー" 1 

起床 後 

"アル ハム ドウ リツ ラ' ー ヒツ ニ ラ ズイ' ー ア ハヤ' ー ナ' ー バァ ダマ' 一 
アマ ー タナー ワ イ ライヒ ン=ヌ シュール" 2 

悪夢を 見て 恐 
怖した とき 

"アウ ーズ ビ カリマ ー テイ ツ ラー ヒツ = ターン マー テイ ミン ガ 

ダビ ヒ ワ ミン シャツ リ イ バーデ イヒ 。ワ ミン ハマ ザ ー テイ ！ 
ツ= シヤ ヤー テイ ーニ ワ アン ヤ ハドウ ルー ン "3 

夢を見た とき 

"も しも 良い 夢を見た ので あれば、 それは ア ツ ラーから であ り、 かれを 
: 称賛し その 夢を 人に 話しても かまいません。 しかし 悪い 夢で あれば、 そ 
れは シャイ ターンから であり、 その 悪から アツ ラーの ご 加護を ホめ、 その 夢を 人 
: に 話して はなり ません。 そうすれば その 夢は あなたを 害しないで しよう。" 

: 家を 出る とき 

i "アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ アン アデ イツ ラ、 ア 
ウ ウダ ツラ 、ァウ ァ ズイツ ラ、 ァウ ウザツ ラ、 ァウ ァズ リマ、 ァ 
ウ ウズ ラマ、 ァウ ァジ ュ ハラ、 ァウ ュジュ ハラ ァ ライヤ" 4 

モスクに 入 
ると さ 

モスクに 入る ときは、 右足から 先に 入って こ う 言います。 "ビス ミツ 

フー ヒ 、ワツ = サフ ー トウ ワツ = サフ ー ム ア フー フス ー リツ フ！ 

一。 アツ ラー フン マフ タフ リー アブ ワーバ ラ ハマ テイク。" 5 

モスクから 
出る とき 

モスクから 出る ときは、 左足から 先に 出て こ う 言います。 "ビス ミツ 

フ' ー ヒ ワツ = サフ' ー トウ ワツ = サフ' ー ム アフ' ー フス' ー リツ フ 
一。 アツ ラー フン マフ タフ リー アブ ワーバ ファ ドウ リク。’ ’6 

新婚への 言葉 

"バーラ カツ ラー フ ラ カ、 ワ バーラ カ アラ イカ、 ワジ ャマア バイ 
ナク マー フイ ー ハイル。" 7 

ロバ やニワ 

トリの 鳴き 
声を 聞いた 
とさ 

: "ロバの 鳴き声を 聞いた ときは、 シャイ ターンから アツ ラーの ご 加護を 
^ ホめ なさい。 なぜなら それが 鳴いた のは シャイ ターンを 見た からです。 

: カラス か ニワト リの 鳴き声を 聞いた ときは、 ァツ ラーの 恩恵を 求めな さ 
: い。 なぜなら それが 鳴いた のは 天使を 見た からです。" "犬の がえ る 声と ロバの 鳴 
: き 声を 夜に 聞いた ので あれば、 ァツ ラーの ご 加護を ホめ なさい。" 


1 (アツ ラーよ、 あなたの 御 《において 私は 死に、 そして 生きます。） 

2 (私たちを 死なせた 後に 生き返らせ、 また 死後、 かれの 御 許に 私たちを 復活させる お ホア ツ ラーに 称え あれ。） 

3 (私は アツ ラーの 完璧な 御言 葉を もって、 かれの お怒り、 懲罰、 かれの しもべの もたらす 悪、 シャイ ターンの 曝き、 
そ して シャイ ターンが 私の もとへ やって来る こと からの ご 加護を ホめ ます。） 

4 (アツ ラーよ、 私は 自分が 迷い 迷わされる ことから、 また 過ちを 犯し 犯される ことから、 また 不正を 働き 働かれる 
ことから、 また 無知に 陥り 無知 に 陥らされる ことから、 あなたに ご 加護 を ホめ ます。） 

5 (アツ ラーの 御 《において、 そして アツ ラーの 使徒に 祝福と 平安 あれ。 アツ ラーよ、 あなたの ご 慈悲の 扉を 私に お開き 下さい。） 

6 (アツ ラーの 御 《において、 アツ ラーの 使徒に 祝福と 平安が あります よう に。 アツ ラーよ、 私に あなたの 恩恵を お 
恵み 下さい。） 

7 (アツ ラーが あなたを 祝福し ますよう に。 そして かれが あなたがた 2 人に 対し 善を もって 結束させます ように。） 





アナス 峻 によると、 ある 男が 預言者と おにいた 際、 別の 男が 彼らの 前を 通 
つたのを 見た 男は 預言者に 言い ま した。 "アツ ラーの 使徒よ、 私は あの 男 
を 本当に 敬愛して います。" 預言者は 男に 言いました。 "そのこと を 彼に 
告げた のです か？" 彼は 言いました。 "いいえ。" 預言者は 言い まし 

た。 "では 彼に 告げなさい。" 男は 彼のと ころへ 行き 言いました。 "イン 
ニー ウヒ ツブカ フィ ツ ラー" （私は アツ ラーの 為に あなたを 敬愛して い 
ます。） 彼は 答えました。 "ア ハツ バカ ツラズ ィー ア ハバブ タニー ラフ" 
(アツ ラーの 為に 私を 敬愛す る あなたを アツ ラーが 愛されます ように）。 

"あなたが たがくし やみを したら、 "アル ハム ドウ リツ ラー" （アツ ラー 
にす ベての 称 賞 あれ） と 言いな さ レ、。 そ して その 兄弟 か 仲間は こ う 言う の 
です。 "ヤル ハム カツ ラー" （アツ ラーが あなたを 慈しまれます ように）。 
そして 彼は こう 返事し ます。 "ヤ ハディ ー クム ツ ラー フ ワ ユ スリフ 
バーラ クム" （アツ ラーが あなたを 導き、 正されます ように）。 もしも ノ 
ン .ムス リムが く しやみ をして アツ ラーを 称えた ので あれば、 "ヤ ハディ 
ー クム ッ ラー" と 言い、 アッ ラーの ご 慈悲を ホめ ずに、 彼の 導き を ホめ ます。 


ー イツ ラ ツラ^ ー フル = アズ イ^ ー ム ノレ =ノ 、リ^ ー ム 。ラ、 

. , イツ ラツ ラー フ ラツ ブル = アル シル = アズ イー ム 。ラ、 

何 かを ムラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ラ ツブツ = サマーワ ー テ 
配す ると アル デイ ワ ラツ ブル = アル シル = カリーム" 1 
き 睾 "アツ ラー フ アツ ラー フ ラツ ビー ラー ウシ ュ リク ビヒ シャイ アン。’ 

来" ヤー ハイ ユ ヤー カイユ ーム 、ビ ラフ マテイ カ ア スタ ギー スィ 
ス ブハ^ ー ナツ ラ^ ー ヒル = アズ イ^ ー ム " 4 


け 一 

来フ 

イ ラー ハ 


イラ 


— ノ、 


ワ ラッ ブル = 


イ 


敵に 対す I "アツ ラー フン マ ム ジュリ ヤツ =サ ハー ビ ムン ズィ ラル = キタ ー ブ。 
る ドウ ア サリー アル =ヒ サーブ。 イ フズィ ミル =ア ハ ザーブ。 アツ ラー フン マフ ズ 
ー イム フム ワ ザル ズイル フム。 " 5 


物事に 困難 
を 見出した 
とさ 

借金の 約束 
を 果たす と 
さ 


"アッ ラ、 
サハ フー。 
ハラー，， 6 


- フン マ ラー サハラ イツ ラー マー ジャ アル タフ 
ワ アン タ タジュ アルル = ハズナ イザ ー シッタ サ 


"アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミナ ル = ハン ミ ワ 
ル = ハ ザン。 ワル = アジ ュズイ ワル = カ サル。 ワル = ジュブ ニ ワル 
=ブ フル。 ワ ダ ライ ツ= ダイ ニ ワ ガ ラバ テイ ツ =リ ジャール。" 7 

トイ レに 入る ときは こう 言います。 。アツ ラー フン マ イン ニー ア 
ウー ズ ビカ ミナ ルフブ スイ ワル ハバー イス。" 8 そこから 出る とき 
は、 こう 言います。" グ フラー ナカ" 9 

礼拝 中の 悪 預言者 鑛 は、 礼拝 中の 悪魔の 曝き に 悩ま されて いた 教友 に対して こ う 言わ 
魔の 曝き に れ ました。 "それは ハン ザブ という 悪魔です。 彼の 気配を 感じた ときは 彼 
対して ^ から アッ ラーの ご 加護を 求め、 あなたの 左側に 3 回 唾を 吹きなさい。" 


卜 

る 


イ レに 入 
とさ 


(偉大 かつ 寛大な アッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 偉大なる 玉座の 主で ある アッ ラーな 外に 真に 崇拝 
すべき ものは なく、 天地の 主. 貴い 玉座の 主アッ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものはありません）。 

(アッ ラー、 アッ ラー こ そ 私の 主、 私は かれに 何 もの も 並べて 拝し ません）。 

(不死の 者よ、 完全なる 自存 者よ、 わたしは あなたの ご 慈悲から 助けを 求めます)。 

(偉大なる アッ ラーに 称え あれ)。 

(アッ ラーよ、 啓 典を 下された 御 ホよ、 清算を 敏速に なされる 御 ホよ、 敵軍を 敗走 させて 下さい。 アッ ラーよ、 彼ら 
を 揺るがせ 敗走 させて 下さい）。 

(アッ ラーよ、 あなたが 容易く した こと だけが 容易くなる のです。 あなたが 望めば 悲しみ も 容易くな ります)。 

げッ ラーよ、 苦‘ 階と 悲しみから、 無能と 怠惰から 、臆病と 吝畜 から、 借金の 重みと 男たち の庄 制からの ご 力罐を 求め まが。 
ヴッ ラーよ、 私は 男女の 悪魔から あなたに ご 加護を 求めます）。 

(あなたの お許しを）。 


にア のな 愛" たす ムく をと 
た。 一 あ 敬す つ対 葉； リ のみた 
なし ラに を ま 言に 言^ ス弟 やい 
あ対ッ 為た しと 者る I ム 兄し 聞き 





サジ ダのと 
さ 

来" アッ ラー フン マグ フイ ル リー ザン ビー クッ ラフ、 デ イッ カフ 
ワ ジッ ラフ、 ワ アウ ワラ フ ワ アーヒ ラフ、 ワ アラー ニヤ タフ、 ワ 
スイ ツ ラフ。" 1 

* ぺスブ ハー ナ ラッ ビー ワ ビ ハム デ イク、 アッ ラー フン マグ フイ 
ル リー。" 2 

来" アッ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビ リダ ーカ ミン サハ テイ！ 
ク 。ワ ビ ムアー ファー テイ カ ミン ウ クー バ テイク。 ワ アウ ーズ 
ビカ ミン カ ラー ウ フス イー サナー アン アラ イカ アン タ カ 
マー アスナ イタ アラー ナ フス イク。 " 3 

ク ルアー ン 
朗誦に よる 
サジ ダのと 
さ 

"アッ ラー フン マ ラ カ サジ ヤッ トウ ワ ビカ アーマン トウ、 ワ 
ラ カ アス ラム トウ。 サジヤ ダ ワジ ュヒヤ リッ ラズ イー ハラ カ 
フ 、ワ サウ ワ ラフ、 ワ シャッカ サム アフ ワ バサ ラフ、 タ バーラ^ 
カッ ラー フ ア ハサ ヌル ハー リ キーン。" 4 

礼拝を 終え 
る まえに 

"アッ ラー フン マ イン ニー ザ ラム トウ ナフ スイ ー ズ ルマン カ 
スイ ー ラン、 ワ ラー ヤグ フイ ルッ =ズ ヌーバ イッ ラー アン トウ。 
フ ァグ フイ ル リー マグ フイ ラ タン ミン イン デイ カ ワル = ハム 
ニー、 イン ナカ アンタル =ガ フール ッ = ラ ヒー ム。 " 5 

礼拝を 終え 
! た あとに 

"アッ ラー フン マ アイン ニー アラー ズ イク リカ、 ワ シュク リカ、 
ワ フス ニ イ バー ダ テイク。，’ 6 "アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー 
ズ ビカ ミナ ル = クフ リ 、ワル = ファ クリ、 ワ アザー ビル = カ ブル。，’ 7 

; 善行を した 
者に 対 して 

善行を 受けた 者は 行なった 者に 対し "ジャ ザ ーカ ッ ラー フ ハイ ラ 
ン" （アッ ラーが あなたを 報奨し ますよう に） と 言って 感謝し ます。 それ^ 
に対しての 返事は" ヮ ジャザ ーク" （そして あなたに も 報奨を）、 また 
は" ワ イイ ヤー ク" （そして あなたへ も） です。 

: 雨を 見た と 
! さ 

"アッ ラー フン マ サ イイ バン ナー フイ アン，’ 8 と 2、3 度 言います。 

"ムテイ ルナ ー ビフ ァド リ ッ ラー ヒ ワ ラフ マ ティヒ" 9 

風が 吹き荒 
れる とき 

"アッ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ハイ ラ ハー ワ ハイ ラ 
マー フイ ー ハー ワ ハイ ラ マー アル サルタ ビヒ 。ワ アウ ーズ 
ビカ ミン シャツ リ ハー ワ シャツ リ マー フイ ー ハー ワ 

シャッ リ マー アル サルタ ビヒ " 10 


1 (アツ ラーよ、 大きい もの も 小さい もの も、 最初の もの も 最後の もの も、 知られて いるもの もま だ 知られて いない 
もの も、 私の 罪を 全て お赦し 下さい）。 

2 (私たちの 主アツ ラー、 あなたを 称えます。 アツ ラーよ、 私を お赦し 下さい)。 

3 (アツ ラーよ、 私は あなたの ご 満悦に よって あなたの 怒りからの、 そして あなたの お赦 しに よって あなたの 懲罰 か 
らの 、あなたに よって あなたからの ご 加護を 求めます。 私は あなたが 御自身を 讚美され たよう にあな たを 讚美す 
る ことは 出来ません）。 

4 (アツ ラーよ、 私は あなたに サジ ダし あなたを 信仰し あなたに 従いました。 私の 顔は それを 創造し 形造り、 そこ 
から 耳と 目を 刻み 分けた 御 ホに 平伏します。 最高の 創造主 アツ ラーに 称え あれ）。 

5 (アツ ラーよ、 私は 自分自身 にが 山の 不正を 働きました。 そして 罪を 赦 される 御 ホは、 あなたを おいて 他に ありま 
せん。 ですから 私を 赦し 私に ご 慈悲を 垂れて 下さ レ、。 あなた こそよ く 赦す御 ホ、 慈悲 深き 御 ホで あられます）。 

6 (アツ ラーよ、 あなたを 唱念 する こと、 あなたへの 感謝、 あなたを よく 崇拝す る ことに おいて 私に 力を お貸し 下さ 
い）。 

7 (アツ ラーよ、 私は あなたに 不信仰、 貧困、 そして 墓の 懲罰からの ご 加護を ホめ ます)。 

8 (アツ ラーよ、 これを 有益な 降雨と して 下さ レ、） 

9 (アツ ラーの 恩恵と ご 慈悲に よって 私たちに 雨が もたらされ ま した）。 そして 降雨 時の ドウ ア ーは 認められ るた 
め、 自分の 望みを ネ斤 願し ます。 

10 (アツ ラーよ、 私は あなたに この 風に よる 良い こと、 その 中に ある 良い こと、 そして それと 共に あなたが 送られた 
良い こと を 求めます。 また 私は この 風に よる 悪い こと、 その 中に ある 悪い こと、 そして それと 共に あなたが 送られ 
た 悪い ことから あなたの ご 加護を ホめ ます）。 




兰 日月を 見 
たと き 

"アッ ラー フン マ ア ヒッラ フ アラ イナー ビル =ュ ムニ ワ ノレ =ィ 
ー マー ニ ワツ =サ フー マテイ ワ ノレ = イス フー ム、 ヒ フー ノレ ノ 、イ 

リン ワ ル シデ イン、 ラッ ビー ワ ラッブ カッ ラー" 1 

旅人に 別れ 
を 告げる と 
さ 

"ァ スタ ウディ ウッラ ー ハ ディーナ カ ワ ァ マーナ タカ ワ ハワ 
’ ー テイ' ー マ アマ リク" 2 

そして 旅人は このよう に 返事し ます。 "ア スタ ウディ ウ クム ッ ラー ハ 
ァッ ラズ イー ラー タディ ーウ ワ ダー イウフ "3 

旅行のと き 

"アッ ラー フ アク バル。 アッ ラー フ アク バル。 アッ ラー フ アク バル。 ！ 
ス ブハ^ ー ナッ ラズ イ^ ー サッ ハラ ラナ’ ー ハ^ ー ザ^ ー ワ マ^ ー クン 
ナー ラフ ムクリ ニーン、 ワ イン ナー イラ ー ラ ッビナ ー ラム！ 
ン カリ ブーン、 アッ ラー フン マ イン ナー ナス アル カ フイ ー サフ ァ i 
リナ ー ハー ザル ビッラ ワッ タク ワー 。ワ ミナ ルア マリ マー タル 1 
ダー。 アッ ラー フン マ ハウ ウイン アラ イナー サフ ァラナ ー ハー ザ! 
一。 ワ トウ ウイ アンナ ー ブウ ダフ。 アッ ラー フン マ アン タッサー ヒ^ 
ブ フイ ッサ ファノ レ。 ワル ハリー ファ トウ フイ ルア ハル。 アッ ラー フン ^ 
マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミン ワ ァサ ー イッ サファリ、 ワ カ 了 
ーバ テイル マン ザリ 、ワ スー イルム ンカ ラビ フィルマー リ ワルア ハル。，’ 4 : 
そして 帰って きたら、 "ァ ーイ ブーナ、 ター イ ブーナ 、ァ ービ ドゥーナ 、リ ： 
ラ ッビナ ー ハー ミ ドゥーン" 5 

就寝のと き 

来‘‘ アッ ラー フン マ アス ラム トウ ナフ スイ ー イラ イク。 ワ ファ 
ウワ ドウ トウ アムリー イラ イク。 ワ アル ジャア トウ ザハ リー 
イラ イク。 ラ ハ バタン ワ ラグ バタン イラ イク。 ラー マルジ ャア 
ワ ラー マン ジャー ミン カ イッ ラー イラ イク。 アーマン トウ 
ビ キタ ービカ ッラズ イー アンザ ルタ ワ ビナ ビー イカ ッラズ イー 
アル サルタ" 6 

睾 "アル ハム ドウ リッ ラー ヒッラ ズ イー アト ウア マナー ワ サカ ー 
ナー 、ワ カ ファー ナー 、ワ アー ワーナー 。ファ カム ミン マン ラー 
カーフ イヤ ラフ ワ ラー ムウ ウイ ー’， 7 

A 。アッ ラー フン マ キニー アザー バカ ヤウマ タブ アス イ バー 

ダ々，， 8 

睾 "スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ラッ ビー ビカ ワダァ トウ ジャン 
ビー、 ワ ビカ アルフ ァウ フ イン アム サク タ ナフ スイ ー ファ 


1 (アツ ラーよ、 s 日月 と共に 祝福、 信仰、 平安、 そして イス ラームを 私たちに もたらして ください。 素晴 しい 導きの 
日月 と共に。 私と あなたの 主 こそは アツ ラーです）。 

2 (私 は あなたとの 別れと、 あなたの 宗教、 信頼性、 そして 最後の 所業を アツ ラーに 託します)。 

3 (私は 託された ものを 失う ことのない アツ ラーに 対して、 あなたとの 別れを 託します)。 

4 (ア ツ ラーは 偉大な り。 ア ツ ラーは 偉大な り。 ア ツ ラーは 偉大な り。 これらの もの （移動 手段、 乗り 物の こと） を 私た 
ちに 服従 させた 御 ホを 讚え ます。 これは 私たち 自身では 出来なかった ことです。 本当に 私たちは， 私たちの 主の 
御 許に 必ず 帰る ので も アツ ラーよ、 私たちは この 私たちの 旅に おいて、 善行と 敬虔 さを 請い まも そして あなた 
の ご 満悦され る 行いを 求めます 。アツ ラーよ、 私たちの この 旅を 容易く して 下さい。 そして その 距離を 縮めて 下さ 
レ、。 アツ ラーよ、 あなたは 旅の 道連れで あり、 家族の 後見人です。 アツ ラーよ、 私は あなたに 旅の 困難と 風景が もた 
らす 倦怠 さから、 そして 財産と 家族に 万一の ことがない よ う、 あなたに ご 加護を 求めます)。 

5 (私たちは 帰り、 悔悟し 崇拝し ます。 そして 私たちの 主を 称えます。） と 付け加えます。 

6 (アツ ラーよ、 私は 我が身を あなたに 服従 させ、 私の ことを あなたに 委ねました。 そして 私の 顔を あなたに 向け、 私 
の 背中を あなたの 庇護の もとに 置きます。 あなたを 望み、 あなたを 畏れて。 あなたからの 避難所 も 救済 も あなたな 
外には あり ません。 私は あなたが 下された あなたの 啓 典と、 あなたが 遣わされた あなたの 預言者を 信じます)。 

7 (私たちに をべ させ、 飲ませ、 満足 させ、 住まいを 与えられる アツ ラーに 賞賛 あれ。 十分に 満足す る ことなく、 保護 
され 安らぐ 場所 もない 者たち も 山 ほどい ると いうのに）。 

8 (アツ ラーよ、 あなたの しもべが 復活 させられる その 日、 私を あなたの 罰から お守り 下さい）。 



預言者 鑛は 次の よう に 言われて います。" も しあな た 方が 何 かに 迷ったら 
任意の 2 ラク ァのネ し 拝を し、 それから こ う 言う の だ。 < ァッ ラー フン マ 
イン ニー ア スタ ヒール カ ビ イノ レミカ、 ワ ア スタ クディルカ ビクド 
ウラ テイ カ、 ワ アスア ルカ ミン ファ ドウ リカ ル = アズ イー ム 。フ ァイ 
ン ナカ タク デイル ヮ ラー ァク デイル、 ヮ タ ァラム、 ヮ ラー 
ア ァラム、 ヮ アン タ アッ ラーム ル =グ ユー ブ 。アッ ラー フン マ イン 
クン タ タ ァラム ァンナ ハー ザル = ァム ラ （ここで 最善の 決断 や 選 
がを ホめ ると ころの 問題を 述べる） ハイ ルッリ ー フイ ー ディーニ ー 
ヮ マァー シー ヮ ァ ーキバ テイ ァムリー （あるいは こ う 言う ァー ジリ 
アムリー ワ アー ジリ ヒ） ファ クド ウルフ リー ワ ヤツ スイ ルフ 
リー スン マ バー リク リー フイ ーヒ 。ワ イン クン タ タ ァラム 
アンナ ハー ザル アム ラ シャッ ルッリ ー フイ ー デイ ーニ ーヮ マ 
ァーシ ー ヮ ァ ーキバ テイ ァムリー （あるいはこう 言う、 ァー ジリァ 
ムリー ワ アー ジリ ヒ） ファ スリ フフ アン ニー ワスリ フニ ー アン 
フ 。ワク ドウ ノレ リヤル ハイ ラ ハイス カー ナ スン マ ラッ デイ ニー ビヒ "4 


1 (私の 主で ある あなたの 御 《において、 私は 体を 横たえ ま した。 そ して あなたに よって 起き上が ります。 ですから、 
もし あなたが 私の 魂を （その 死で も っづ 引き とめられる のなら、 それに お 慈悲を おかけ 下さい。 そしても しそれ を 解き放って 
生き 続けさせる というの なら、 あなたの 敬虔な しもべた ちを 守る ところの もので もって、 それを お 守 り 下さ レ、） 

2 (アツ ラーよ、 私と 私の 過ちの 間を 東西の 間を 遠ざけた ように 遠ざけて 下さい。 アツ ラーよ、 白い 服が 巧れ から 清 
めら れ るよう に 私を 私の 過ちから 清めて 下さい。 アツ ラーよ、 雪と 水と 氷で 私を 私の 過ちから 清めて 下さい）。 

3 (アツ ラーよ、 私 のん に 光を、 私の 舌に 光を、 私の 聰覚に 光を、 私の 視覚に 光を、 私の 上から 光を、 私の 下から 光を、 
私の 右に 光を、 私の 左に 光を、 私の 前から 光を、 私の 後ろから 光を、 私の 魂に 光を お与え 下さい。 そして 私の ために 
光を 強く して 下さい。 光を 強く して 下さい。 私の ために 光を お与え 下さい。 私を 光に して 下さい。 私に 光を お与え 
下さい。 私の 神経に 光を、 肉に 光を、 血 J こ 光を、 髪に 光を、 皮膚に 光を お与え 下さい）。 

4 (アツ ラーよ、 私は あなたの 知識に よる 選択を 求めます。 あなたの お 力を 求めます。 私は 偉大なる あなたの 恩恵を 
求めます。 あなた こそは 何事 も 可能な 御 ホた 私は 無力です。 あなた こそ ご存知た 私は 無知です。 あなたは 不可視 
なる 世界を ご存知の 御 ホです。 アツ ラーよ、 しか じう >( ここで 最善の か 断 や 選択を 求める ところの 問題を 述べる） 
が 私の 宗教と 生活と 事の 結末に とって 最善で あると ご存知な らば （あるいは 次のように 言う： 「私の 現世と 来世 
に とって 最善で あると ご存知な らば」 ）、 私に それを 可能に し、 容易く して 下さい。 それから それに おいて 私を 祝 
福して 下さい。 そしても しそれ が 私の 宗教と 生活と 事の 結末に とって 悪い と ご存知な らば （あるいは こ う 言う： 
私の 現世と 来世に とって 悪い と ご存知な らば」 ）、 それを 私から 遠ざけ、 そして 私を それから 遠ざけて 下さい。 そ 
して それが どんな ことであろう と、 最善の 事を 私に 可能に して 下さい。 それから それに よって 私を 満足 させて 下さい)。 



グ フィル ラ ハー。 ワ イン アル サルタ ハー ファ ハ ファ ズハー、 ビマ 
ー タ ハフ ァズ ビヒ イ バー ダカ ッ= サーリ ヒー ン。 "1。 

ク ルアー ンの 最後の 2 章 （アル = ファ ラクと アン = ナース 章） を 読み、 両 
手の平に 息を 吹き かけ、 頭- 顔を 始め、 全身を その 両手で 撫でます。 

毎晚 眠り に 就く 前に アッ = サジダ 章、 アル = ムルク 章を 読む ベ。 


礼拝を 始め 
ると さ 


ノく イ^^ 巧 — — - うブ 

ワル = マグ リブ。 アツ ラ 


"アツ ラー フン マ バー イド バイニー ワ 
カマー バー アツタ バイナル = マシュ リキ 
ー フン マ ナツキ ニー ミン ハター ヤー ヤ 、カマー ユナ ツカ ツ=サ 
ウ ブル = アブヤ ドウ ミナ ツ = ダ ナス。 アツ ラー フン マグ スイ ル ニー 
ミン ハタ^ ー ヤ^ ー ヤ ビッ = サルジ ワ ノレ = マ^ ー イ ワ ノレ = バラ ドウ，’ 2 


"アツ ラー フン マジ ュ アル フイ ー カルビー スーラン、 つ フイ ー 
リサ ーニ ー ヌーラ ン 、ワ フイ ー サム イー ヌーラ ン 、ワ フイ ー 
バ サリー ヌーラ ン 、ワ ミン フ ァウ キー ヌーラ ン 、ワ ミン タハ 
テイ ー ヌーラ ン 、ワ アン ヤ ミーニー ヌーラ ン 、ワ アン シマー 
モスクへ 礼 リー ヌーラ ン 、ワ ミン アマ ー ミー ヌーラ ン 、ワ ミン ハル フイ 
拝に 行く と ー ヌーラ ン、 ワジュ アル フイ ー ナフ スイ ー ヌーラ ン 、ワ アァズ 
き イム リー ヌーラ ン 、ワ アツズ イム リー ヌーラ ン、 ワジュ アル 

リー ヌーラ ン、 ワジュ アル ニー ヌーラ ー。 アツ ラー フン マ アァ テイ 
ニー ヌーラ ン、 ワジュ アル フイ ー アサ ビー ヌーラ ン 、ワ フイ ー 
ラ ハミ ー ヌーラ ン 、ワ フイ ー ダミー ヌーラ ン 、ワ フイ ー シャ 
アリー ヌーラ ン 、ワ フイ ー バ シャリー ヌーラ ー。 3 


のめ ィーゥ 
ー ホ {ハ ド 
ラを きィの 
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ア 導る スラ ア 




預言者 鑛が 
行なった 包 
括 的な ドゥ 
アー 


アツ ラー フン マ イン ニー 了 勺ーズ ビカ ミン スー イルニ カ 

ダー イ ヮ ミン ダ ラキ ッ= シャ カー イ 

ワ ミン シャ マータ テイル = アア ダー イ ワ ミン ジャハ デイル = 

バラ ー" 1 * "アッ ラー フン マグ フイ ルリー ハ テイ ーア テイ ー ワ ジ 

ヤ ハリー ワ イスラー フイ ー フイ ー アムリー ワ マー アン タ 
ア アラム ビヒ ミン ニー、 アッ ラー フン マグ フイ ルリー ジッ デイ ー 
ワ ハズ リー ワ ハタ イー ワ アム ディー ワ クッル ザーリ カ 
イン デイ ー、 アッ ラー フン マグ フイ ルリー マー カッ ダム トウ ワ 
マー アツ ハル トウ ワ マー アス ラル トウ ワ マー ア アラント 
ウ ワ マー アン タ ア アラム ビヒ ミン ニー アンタル = ムカツ 

デイム ワ アンタル = ムアッ ヒル ワ アン タ アラー クッリ シ 
ャイ イン カ ディール" 2 ♦"アッ ラー フン マ アス リ フリー デイ ーニ ー 
アツ ラズ イー フワ イス マ トウ アムリー ワ アスリ フリー ド 
ウン ヤ' ー ヤツ ラ テイ' ー フイ^ ー ハ' ー マア' ー シ ー ワ アスリ フリ' 一 
アーヒ ラ テイ ャッ ラ テイ ー フイ ー ハー マアー デイ ー ワ ジア リル = 
ハヤ ータ ズイ ヤー ダ タッ リー フイ ー クッリ ハイ リン ワジ アリ 
ル ニ マ ウタ ラ ー ハタ ッリ' ー ミン クッリ シャッ ル" 3* "アッ ラ' ー フ 
ンマ イン ニー アスア ルカ ル =フ ダー ワツ = トウカー ワル = アフ 
マー フ了 ワル = ギナ ー パ 4 * "アッ ラー フン マ アーティ ナフ スイ ー 

タク ワー ハー、 ワ ザ ッキ ハー アン タ ハイル マン ザッカー ハ 
ー アン タ ワリー ュ ハー ワ マウラー ハー。 アツ ラー フン マ イン 

ニー 了 ウー ズ ビカ ミン イノ レ ミン ラー ヤン フ アウ ワ ミン 
カル ビン ラー ヤフ シャウ、 ワ ミン ナフ スイ ン ラー タシ バ 
ウ 、ワ ミン ダアワ テイン ラー ュ スタ ジャー ブ ラ ハー" 5 妻" アッ 
ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミン ザ ワーリ ニア マテイ 
カ ワ タハ ッウリ 了 ー フイ タテ イカ ワ フジ ャー ア テイ ニク マ 
ティカ ワ ジャミー イ サハ テイク" 6 


1 (アツ ラーよ、 定命 における 悪い こと、 悲惨な こと、 敵の 嘲笑、 そして 過酷な 試練からの ご 加護を 求めます)。 

2 (アツ ラーよ、 私の 過ち、 無知、 諸事に おける 無 節带リ 、そして あなたが 私自身より もよ く 知っている ことから お許し 
下さ レ、。 アツ ラーよ、 私の 真面目な 行ないと 冗談の 行ない、 間違った 行為と 意図的な 行為、 そして 私の 行なう すべ 
ての ことを お赦し 下さ レ、。 アツ ラーよ、 私が 自分の 前後に 送り出し たもの、 そして 公然に、 または 秘密 裏に 行なっ 
たこと、 そして 度を 超えて 行なった ものと、 あなたが 私自身より もよ く 知っている ことから お赦し 下さ レ、。 あなた 
こそは 最初で あり、 最後な の です。 そして あなた こそが 全能者な のです）。 

3 (アツ ラーよ、 私に とって 最も 守るべき 諸事で ある、 私の 宗教 [の 実践と 理解] を 正して ください。 そして 私の 現 
世での 生活を 正して ください。 そして 私が 辿り着く 所で ある 来世 [への 道] を 正し、 私の 人生に おいて あらゆる 
良い ものを 増加し、 私の 死を あらゆる 悪からの 休息と してく ださい）。 

4 (アツ ラーよ、 私は あなたの お導き、 あなたへの 畏敬の 念、 貞節 さと 満悦を 嘆願し ます)。 

5 (アツ ラーよ、 私を あなたを 畏敬す る 者に してく ださ レ、。 そして 私の 魂を 浄化して くださ レ、。 あなた こそは 最もよ 
く 浄化す る 御 ホです。 あなた こそは 保護者で あり 庇護す る 友な のです。 ア ツ ラーよ、 私は あなたに 無益な 知識 か 
ら 、また あなたを 畏れな いんから、 また 満足し ない 欲望から、 そして 叶う ことのない ネ斤 りからの ご 加護を 求めます)。 

6 (アツ ラーよ、 私は あなたに よる 祝福の 喪失、 あなたに よる 良い 状況の 除ち、 あなたに よる 素早い 懲罰、 そして あな 
たの お怒り のす ベてから、 あなたの ご 加護を 求めます）。 



[ ; 最も 有益な 取引) 

ズィ クルツ ラー (アツ ラーへの 唱 念） 

ア ツ ラーは 人類を 他の 創造物より 優れさせ、 舌を 自在に 操って 会話が 出来る ようにし 
ま した。 また、 人類は 自 らに 授けられた 祝福を 善悪の どちらに 使う かを 選が する ことが 出 
来ます。 もしも 善い ことに 使う ので あれば、 現世に おける よろこびと 楽園での 高い 住処が 
与えられる でしょう。 も しも それ W 外に 使う ので あれば、 現世と 来世の どちらに おいても 
破滅が 待ち構え るので もアツ ラーを 念じる ことは、 人が 行なう ことのな かで も （ク ルアー 
ンの 朗誦の 次に 来る)、 2 番目に 最も 良い 行為な のです。 

ズ ィク ルツ ラー （アツ ラ ーへの 唱 念） の徳 

ズィ クルの 徳に 言及す る ハ ディースは 多く 伝えられて います。 それらの 中には 次の 頭 
言 者鑛の 言葉が 含まれて います。 "あなたがたの 行なう ことの 出来る 最も 良い 行為で あ 
り、 あなたがたの 王に と り 最も 純粋 かつ その 地位に おいて 最も 高い 行為で あり、 また 金 や 
銀を 浪費す るより も 良く、 敵に 遭遇して 彼らの 首を 劍ね 、あなたがたの 首が 劍 ねられる こ 
とよりも 良い ことを 教え ましょ うか。" 教 友たち は 言いました。 "アツ ラーの 使徒よ、 ぜ 
ひと も 教えて く ださい！" 預言者 鑛は 言い ま した。 "それは アツ ラーを 思い起こす こと 
です。" （アツ = テイル ミズ イー） 

また 彼鑛 はこう も 言って います。 "主を 思い起こす 者と そう でない 者は、 生者と 死者 ほ 
どの 差が あるの だ。" （アル ニブ ハーリー） 

また、 このよう にも 言われて います。 "アツ ラー 媳は 仰せられて います。 ‘ われは しも 
ベが われを 思う その 思いの 通りに あり、 彼らが われを 念じれば 彼と ともに ある。 もし 彼が 
われを 彼 自身の 中で 念じれば、 われ も 自分自身の 中で 彼を 念じる。 も し 彼が 集団で われを 
念じる ので あれば、 われは 彼らより よい 一団げ 使たち） において 彼を 念じる。 も し 彼が わ 
れに 手のひら 分 だけ 近付けば われは 片腕 分 だけ 近付く だろう。 そしても しわれ に 片腕 分 
だけ 近付けば、 われは 両腕 分 だけ 近付く だろう。 も し 彼が われへ と 歩いて きたら われは 彼 
へと 走って いくだろう。" （ア ルニブ ハーリー） 

彼 藤は このよう にも 言われて います。 "ム ファ ツリ ドゥーン たちは 他の 人々 の 先を 行 
くの だ。" 教 友たち は 言いました。 "アツ ラーの 使徒よ、 ム ファ ツリ ドゥーンとは 誰の こ 
となので しょ うか？" 彼 藤は 答え ま した。 "絶えず アツ ラーの こと を 思い起こす 男女の 
ことで ある。’， （ムス リム） 

また、 彼は 教 友たち の ひとり に 次の よう な 助言を しています。 "あなたの 舌を、 アツラ 
一への 唱念 によって 絶えず 湿らせて いな さ レ、。" （アツ = ティル ミズ ィー） 

アツ ラーへの 唱 念を 奨励す る これらの よう な ハ ディースは、 数多く 残されて います。 

報奨の 増加 

ク ルアー ン 朗誦の 報奨が 増加 される ように、 善行への 報奨 も、 « 下の 条件に よっ て 増加 
されます。 

1) その 人物の 心の 中に ある こと、 そ して 彼の 信仰と 真擎 さ、 アツ ラ ーへの 敬愛と それに 
基づいた 行為。 2) アツラ ーへの 唱 念と それによ る 熟考に よっ て 舌に よる もの だけでは な 
いとき。 

誰でも これら 2 つの 条件を 満たす ので あれば、 アツ ラーは 彼の 罪を お赦 しにな り、 完全な 
報奨を お与えになる でしょ う。 また これら 2 つに 関して 欠けて いる 者は、 その 欠けた ものに 
基づいた 罪の 赦 しと 報奨を 得る でしょう。 

アツ ラーへの 唱 念の 利益 

来 それは アツ ラーの ご 満悦を 得る と 同時に 悪魔を 追い 私い、 弱め、 恥を かかせ、 堕落 させ 
ます。 

来 それは アツラ ーへの 敬愛、 親密 さ、 意識と 畏れを 育みます。 ま た 信仰者が アツ ラー に總 



り、 悔悟 し、 従う 結果に つながります。 

ム のな かの 憂 驚 さ、 心配事を 取 り 除き、 喜び や 活気、 強さと 純粋 さを もたらします。 人 
間の 心には、 アツ ラーへの 唱念 のみに よって 満たされる 穴 や 隙間が あり、 アツ ラーへの 
唱念 のみに よって 柔らかく される 硬さが あるので す。 

来 アツ ラーへの 唱 念は 心への 癒しです。 それは いかなる 悦びで さえ 比べる の 出来ない 強 
い 悦びを もたらします。 アツ ラーへの 唱 念を 怠る ので あれば、 それは 病気に つながる の 
です。 

来ア ツ ラーへの 唱 念の 不足は 偽 信の 兆候で あり、 ア ツ ラーへの 唱 念の 豊富 さ は 信仰心の 
強さと アツ ラーへの 真の 愛情の 兆候です。 人が 何 かを 愛する ときは、 頻繁に それを 思い 
起こす はずです。 

来 信仰者が アツ ラーを たびたび 念ず る ことによ って 喜びのと き であれ かれを 思い起こ 
す ことにより、 かれは 困難のと き、 特に 死 や 昏睡状態 であっ て も 信仰者 と共に あるので 
す。 

来 アツ ラーへの 唱 念は、 アツ ラーの 懲罰からの 救いで あり、 アツ ラーの 慈悲に よる 平安の 
源泉、 そして 諸 天使は 念じる 者の ために ア ツ ラーの 許しを 請う のです。 

来 アツラ ーへの 唱 念に よっ て 舌を 忙 しく 動かす こと は、 愚かな こと や 陰口、 意見の 相違、 
虚偽、 その他の 禁じられた 不快な 行為から 人を 遠ざけます。 

来ア ツ ラーを 念じる こと は 最も 簡単で あると 同時にす ベての 崇拝 行為の なかで も 最も 有 
徳 であると されます。 また、 それは 楽園へ と 近づける のです。 

来 アツ ラーを 念じる 者の 顔は、 敬意の 念と 荘厳 さを 引き起こす 甘美な 光で 明るくな り ま 
す。 ア ツ ラーを 念じる こと は、 現世の 人生と 墓地、 そして 来世に おける 光な のです。 

来 アツ ラーを 念じる ことにより 、アツ ラーは 諸 天使に よって それを 行なう 者へ と 平安と 
祝福を 送 り、 アツ ラーは かれを 念 じる 者たち を 誇りと し、 諸 天使に それを 示す のです。 

来 最も 卓越した 崇拝者とは、 最も 良く アツ ラー 膽を 念じる 者で あり、 最も 卓越した 斎戒 者 
とは、 斎戒 中 も 頻繁に アツ ラーを 念じる 者な のです。 

アツ ラーを 念じる こと は 困難を 容易に し 複雑な こと を 単純に し 過酷 さを 柔和に し 

ます。 それは 崇拝者に 供給 と、 肉体の 強さを もた ら すので す。 

イブ ン- タイ ミー ヤは 述べました。 "アツ ラーへの 唱 念は、 魚に とっての 水の ような 

ものである。 魚が 水から 切り離され ると、 魚には 何が 起こる だろう か？" 


〔朝晩の 尸ッ フーへの 唱 念^ 



アッ ラーへの 想念 

量と 時間帯 

効果と 徳 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

マ、 ー ヤ トル = クル スイ' 一 
玉座の 節 （2:255) 1 

来に 1 回 

来 夜に 1 回 
睾 義務 礼拝の 後 

睾 悪魔を 追い 抬 います。 

睾 楽園へ と 入る 理由の ひとつです。 

^ アル = バカラ 章の 最後の 2 節 
じ： 285 づ 86] 2 

来 夜 、もしくは 
就寝前に 1 回 

すべての 悪にたい して これ だけで 
十分になります。 

:ア ノレ ニイ フラー ス章 [112] ， 

; アル = ファ ラク 章 [113] ， 
アン = ナース 章 [114] . 

来朝に 3 回 
睾 夜に 3 回 

彼には これ だけで 十分と なり ます。 

ビス ミ ッ y ー ヒ ッ y ー スイ^ 一 
ラー ヤ ドウ ツル マ アスミ ヒ 
シャイ ウン フイ ル = アル デイ 
ワ ラー フイ ッ= サマー。 ワ フ 
ワッ ニサ ミ' ー ウル = アリ' ー ム " 3 

来朝に 3 回 

来 夜に 3 回 

突然の 惨事に 見舞 
われる ことなく、 
何事に も 害され 
る ことが なくなり 
ます。 

。アウ ーズ ピカ リマー テイ ッラ 
ーヒッ ターン マー テイ ミン シ 

ャッリ マ' ー ハ ラク’’ 4 

睾 夜に 3 回、 もしく は 旅の: 
途中に 休憩を と り、 一晩を^ 
そこで 過ごす とき。 

； これは 宿所に いか 
^ なる 害が 加わる こ 
とも 防ぎます。 

1 "ビス ミッ ラー。 タ ワッカ ル トウ 
アラ ッ ラー。 ワ ラー ハウラ ワラ ー 
： クウ ワタ イッ ラー ビッ ラー’’ 5 

睾 住居から 旅立ちに 出る 
とさ。 

これは その 日 彼 か 
ら 悪魔を 遠ざけ ま 
す。 

； 。ハス ビヤ ッ ラー フ ラー イラ 
ー ハ イ ッ ラー フワ ア ライヒ 
タワ ッ カルトウ ワ フワ ラッ 
ブルア ルシル アズ イー ム " 6 

A せ 7口 1 アツ ラーは 彼に 対して これ だ 

* 朝に 7 凹 ザで 十分と し 彼の 現世と 来 

*ぉ 十 ド 7 间 i 世に おける 諸事の‘ 階み 事を 世 
^^い目 請され まも 


1 アツ ラー フ ラー イラ ー ハ イツ ラー フワ ル = ハイ ユル = カイユ ーム。 ラー タア フズフ スイ ナトウ ン 
ワ ラー ナウ ム 。ラフ マー フイ ツ= サマーワ ー テイ ワ マー フイ ル = アル ドウ 。マン ザツ ラズイ 
ー ヤシ ュフ ァウ イン ダフ イツ ラー ビイ ズニヒ 。ヤ ァラム マー バ イナ アイデ イー ヒム ワ マー 
ノ 、ノレ ファフ ム 。ワ ラー ユ ヒート ウーナ ビシ ヤイ イン ミン イルミ ヒ イツ ラー ビ マー シャー。 ワ 
スイ ア クルス イー ユフツ = サマーワ ー テイ ワル = アルダ ワ ラー ヤ ウー ドウ フ ヒ フズフ マー。 ワ フ 
ワ ノレ = アリ ー ユル = アズ イー ム。 

2 アーマ ナツ = ラ スール ビ マー ウン ズ イラ イ ライヒ ミツ = ラ ツビヒ ワル = ムウ ミ ヌーン。 クツ ルン ア 
ー マナ ビツ ラー ヒ ワ マラー イカ ティヒ ワ ク トウ ビヒ ワ ルス リヒ 。ラー ヌフ ァツ リク バイ ナア 
ハ デイン ミツ = ルス リヒ 。ワ カール ー サミ アナ ー ワ アタ アナ ー グ フラー ナカ ラツ バナー ワ イ 
ライカ ル = マス イー ノレ。 ラー ユカ ツリ フツ ラー フ ナフ サン イツ ラー ウス ア ハー。 ラ ハー マー カ サバ 
トウ ワ アライハ ー マ クタ サバ トウ。 ラツ バナー ラー トウ アーヒ ズナー イン ナス イー ナー アウ ア 
フタ アナ ー。 ラツ バナー ワ ラー タ ハミル アラ イナー イス ラン カマー ハマ ル タフ アラ ツラズ イー 
ナ ミン カブ リナ ー。 ラツ バナー ワ ラー トウ ハン ミルナー マー ラー ター カタ ラナ ー ビヒ。 
ワ アフ アンナ ー ワグ フイ ル ラナ ー ワルハ ムナ ー アン タ マウ ラーナー ファンス ルナ ー アラ ル 
カウ ミルカ ー フイ リーン。 

3 (その 御 《と ともに あれば、 天地に あるい かなる もの も 害する ことのない ァツ ラーの 御 《において。 そして かれは 
全てを 聞き 知る 御 ホです）。 

4 (私は 完全なる ァ ツ ラーの 御言 葉に、 かれが お 創り になった 悪からの ご 加護を ホめ ます)。 

5 (ァツ ラーの 御ぶ において。 私は ァツ ラーに この 身を 委ねます。 至高 至大の ァツ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大な 
る もの もありません）。 

6 (私には ァ ツ ラー だけで 充分です。 かれの 他に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。 私は かれに 身を 委ね ま した。 か 
れは 偉大なる 玉座の 主で あられます）。 




ビッ ラー ヒ ラ 
;ッ バン、 ワ ビル = イスラー ミ デ 
; イー ナン、 ワ ビム ハン マディン 
: ナビ イ ヤー" 1 


来朝に 3 回 
来 夜に 3 回 


アッ ラーは 彼を 満足 させ ま 
す。 


朝には こ う 言います。 
カ ア スバ ハナー。 ワ 
ワビカ ナハ ヤー、 ワ 
イ ライ カン ニス シュー 


"アツ ラー フン マ ビ 
ビカ アム サイナー。 
ビカ ナム ー トウ ワ 
- ル，， 2 


夜には こ う 言います。 
カ アム サイナー。 ワ 
ワ ビカ ナハ ヤー、 ワ 
イ ライ カル = マ スイ ー 


"アツ ラー フン マ ビ 
ビカ アム サイナー。 
ビカ ナム ー トウ ワ 
ル，， 3 


"ア スバ ハナー アラー フイ トウ ラ テイル 
= イス ラーム。 ワ アラー カリマ テイル = 
イフラー ス 。ワ アラー デイ ーニ ナビ ー 
イナー ム ハン マ デイン サツ ラツ ラー フ 
ア ライヒ ワ サツ ラム。 ワ アラー ミツ 
ラ テイ アビー ナー イブ ラー ヒー マ ハ ニ 

ー フアン ムス リマン ワ マー カー ナ 
ミナ ル = ムシ ユリ キーン" 4 


朝に こう 言う 者は…" ァッラ 

ア スバ ハ ビー ミン 
アウ ビア ハ デイン ミン 
ァミ ンカ ワハ ダカ ラー 
ク 。ファ ラカル = ハム ドウ 
ュ クル" 5 

夜に こ う 言 う 者は…" アツ ラ' ー フン マ マ ー 


■フン マ マー 
ニア マテ イン 
ハル キク。 フ 
シャリー カ ラ 
ワ ラ カツ ニン 


ア ムサ、 


ビ- 


ン 


アウ ビア ハ デイン ミン 
ァミ ンカ ワハ ダカ ラー 
ク 。ファラ カル = ハム ドウ 
ュ クル" 6 


二 尸 マ アイン 
ハル キク。 フ 
シャリー カ ラ 
ワ ラ カツ ニン 


来朝に 1 回 
睾 夜に 1 回 


♦朝に 1 回 


預言者 蓋は この ドウ 
ア ーを 捧げて いまし 
た。 


来朝に 1 回 
睾 夜に 1 回 


これを 言 うこと が 推 
奨 されて いる 伝承が 
あり ます。 


•••朝と 晩に アッ ラー 
に 感謝した こと にな 
り ます。 


1 (私は ア ッ ラーが 主で あり 、イス ラームが 宗教で あ り、 そして ム ハン マ ドが 使徒で ある こと に 満足し ま した）。 

2 (ア ッ ラーよ、 あなた （の ご 意志） により 朝を 迎え ま した。 あなたに より 夜を 迎え ま した。 あなたに より 私たちは 生 
き、 あなたに より 私たちは 死にます。 そして （死後 蘇らされ) 集められる 先は あなたの 御 許です）。 

3 (アッ ラーよ、 あなた （の ご 意志） により 夜を 迎え ま した。 あなたに より 朝を 迎え ま した。 あなたに より 私たちは 生 
き、 あなたに より 私たちは 死にます。 そ して 戻る 先は あなたの 御 許です）。 

4 (私たちは イ ス ラームと いう 天性の もとに、 そ して 純正の 言葉の もとに、 そ して 私たちの 預言者 ム ハン マ ド （彼に 
アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 宗教と、 純正な ムス リ ムで シルクを 犯す 者ではなかった 私たちの 祖イ ブラー 
ヒー ムの 宗教の もとに 朝を 迎え ま した）。 

5 (アッ ラーよ、 私 あるいは あなたの 創造物の 誰かが 朝を 迎えた 恩恵は、 唯一で 並ぶ もの 無き あなたからの もので 
す。 ですから あなた を 讚美 しあな たに 感謝し ます）。 

6 (アッ ラーよ、 私 あるいは あなたの 創造物の 誰かが 晩を 迎えた 恩恵は、 唯一で 並ぶ もの 無き あなたからの もので 
す。 ですから あなた を 讚美 しあな たに 感謝し ます）。 




"アツ ラー フン マ イン ニー ア スバ ハ トウ。 
ウシ ユヒ ドウ カ ワ ウシ ユヒ ドウ ハマ ラ 
タ アル シカ、 ワ マラー イカ ティ カ ワ 
アン ビヤ ーアカ ワ ジャミー ア ハルキ 

力、 ビ アンナ カ アン タツ ラー フ ラー 
イラ ー ハ イツ ラー ァン タ ワハ ダカ ラ 
ー シャリー カ ラク。 ワ アンナ ム ハン 
マダン アブ ドウ カ ワ ラ スール ク "1 

来朝に 徊 

来 夜に 4 回 

誰でも 4 回 言う 者は、 
アッ ラーが その 人物 
から （乂獄 の） 火を 分 
け 隔て ます。 

"アツ ラー フン マ ファー ティ ラツ ニサ マー 

ワー テイ ワル = アルド ウ アーリ マル =ガ 
イビ ワツ = シャハ ー ダ ティ 。ラ ツバ ク 
ツリ シャイ イン ワ マリー カフ。 アシユ 

ノ 、ドウ アツ フー イ フー ハ イツ フー ア 

ン トウ。 アウ ーズ ビカ ミン シャツ リ 
ナフ スイ ー、 ワ ミン シャツ リツ =シ ヤイ 
ターニ ワ シル キヒ 。ワ アン アク タリ 
ファ アラー ナフ スイ ー スー アン、 アウ 
アジ ユツ ラフ イラ ー ムス リム" 2 

来朝に 1 回 

来 夜に 1 回 

睾 就寝前に U 
回 

これを 言う 人物は 悪 
魔の 曝き から 守られ 
ます。 

"アツ ラー フン マ イン ニー 了 ウー ズ ビ 
カ ミナ ル = ハン ミ ワル = ハザン 。ワル = 

アジ ュズイ ワ ノレ = カ サル。 ワル = ブフリ 
ワル =ジ ュブン 。ワ ガ ラバ ティ ツ= ダイ ニ 
ワ カ ハ リツ = リジヤ ー ル" 3 

来朝に 1 回 

来 夜に 1 回 

これを 言う 人物は 不 
安、 悲 しみ や 借金の 苦 
しみから 巧ら げ られ 
ます。 

"アツ ラー フン マ アン タ ラツ ビー ラー 
イラ ー ハ イツ ラー アン トウ。 ハラ クタ ニー 
ワ ァナ ァブ ドウ ク。 ワ ァナ ァラー ァ 
ハディ カ ワ ワ ァディカ マスタ タァ トウ。 
アウ ーズ ビカ ミン シャツ リ マー サ 
ナァ トウ。 ァブー ウ ラ カ ビ ニァ マティ カ 
ア ライヤ、 ワ アブー ウ ビザ ン ビー フ ァグ 
フイ ル リー ファイン ナフ ラー ヤグフ 
イルツ =ズ ヌーバ イツ ラー アン タ " 4 

これは 赦 しを 
請う ための 最 
も 良い ドゥ ァ 
一です。 （朝に 1 
回と 夜に 1 回。） 

誰でも 夜の 始まりに 
この ドウ ア ーを 捧げ 
て その 夜に 死んだ 者 
は、 楽園に 入れられ ま 
す。 そして 朝の 始まり 
たこの ドウ ア ーを 捧 
げて その 日中に 死ん 
が 者 も 楽園に 入れら 
れ ます。 

。ヤー ハイ ユ ヤー カイ ユー ム。 ビラ ハマ テ 
イカ ア スタ ギース ア スリフ リー シヤ アニー 
クツ ラフ。 ワ ラー タキ ル ニー イラ ー ナフ 

1 スイ ー タル ファタ アイン" 5 

来朝に 1 回 

来 夜に 1 回 

顔 言 者* は 彼の 娘 ファ 
ー テイ マに これを 言う 
こと を 勧め ま した。 


1 (アツ ラーよ、 私は 朝を 迎え ま した。 私は、 あなたが あなたな 外に 真に 崇拝すべき ものがない 唯一の 並ぶ 者 無き ア 
ツ ラーで あ り、 ム ハン マ ドが あなたの しもべで あり あなたの 使徒で あると い うこと を、 あなたと あなたの 玉座を 
支える 天使たち とその 他の 天使たち、 全ての あなたの 創造物の 証言で もって 証言し ます）。 

2 (アツ ラーよ、 不可視なる 世界と 可視なる 世界を 知る 御 ホよ、 天地の 創造主よ、 万物の 主- 支配者よ、 私は あなたが 
外に 真に 崇拝すべき ものは ない ことを 証言し ます。 そして 自分自身の 悪、 シャイ ターンと シルクの 悪から、 あなた 
にご 加護を 求めます。 そして 自分自身を 害する こと、 或いは 誰か 他の ムス リ ムを 害する ことからの 庇護を あなた 
に 求めます)。 

3 (アツ ラーよ、 苦‘ 階と 悲しみから、 無能と 怠惰から、 吝 奮と 臆病から、 借金の 重みと 男たち の 圧制からの ご 加護を 求 
めます）。 

4 (アツ ラーよ、 あなたは 私の 主で あなたの 他に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。 あなたは 私を あなたの しもべと 
して 創造され ま した。 私は 出来る 範囲で あなたとの 契 狗と狗 束を 守ります。 私は あなたに 私の 成した 悪からの ご 
加護を 求めます。 そして 私に 対する あなたの 恩恵と 私自身の 罪を 認めて、 あなたの 御 許へ 帰り 行きます。 ですから 
私を 御赦し 下さい。 あなたな 外に 罪を 赦 される ホは いません）。 

5 (永遠に 生き、 自存す る 御 ホよ、 私は あなたの 慈悲に よる お慰めを 求め まも 私に 関する 全ての 物事を 正し 私を 一 
瞬たり と も 見放さないで 下さい）。 




。アツ ラー フン マ アー フィニー フイ ー 
バ ダニー。 ア ツ ラー フン マ マーフィ ニー 
ヴィー サム イー。 アツ ラー フン マ アーフ 
イ ニー フイ ー ノく サリー。 フー イ フー ノ、 

イツ ラー アン トウ。 アツ ラー フン マ イン 
ニー 了 ウー ズ ビカ ミナ ル = クフ リ 、ワ 
ル ニ ファ クル。 ワ アウ ーズ ビカ ミン 

ァザー ビル ニ カブ ノレ。 ラー イラ ー ハ イツ 
ラー アン ト ウ。 " 1 

来朝に 3 回 

来 夜に 3 回 

預言者 鑛が この ドウ 
ア ーを 行なって いた 
ことが 報告され てい 
ます。 

"ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー^ 

フ ワハ ダフ ラー シャリー カ 1 
ラフ、 ラ フル = ムルク ワ ラ i 
フ ノレ = ハム ドウ ワ フワ アラ； 
ー クッリ シャイ イン カ デイ i 
トル，， 2 

来朝に 1 
回、 または 

1 0 回 

♦夜に 1 
回、 または 
10 回 

来 奴隸の 解放と 同等と されます。 

10 来の 報奨を 受けます。 

10 来の 罪が 赦 されます。 

10 来の 位が 上げられます。 

来 その 人は 悪魔から 守ります。 

"スブ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビハ 

ム デイ ヒ アダダ ハルキ ヒ 、ワ 
リダ ー ナフ スイ ヒ、 ワ ズ イナ タ 
アル シヒ ワ ミ ダー ダ カリマ 
ー ティヒ’， 3 

これは 早朝から 午前 半ばまで 
; 来朝に 3 回 ア ッ ラーを 想念す る ことより 

も 優れてい ると されます。 


1 (アッ ラーよ、 私の 肉体を、 聰覚 を、 視覚を お守り 下さい。 あなたの 他に 真に 崇拝すべき ものはありません。 アッラ 
一よ、 私は あなたに 不信仰からの ご 加護を 求めます。 そして 墓の 懲罰からの ご 加護を 求めます。 あなたの 他に 真に 
崇拝すべき ものはありません)。 

2 (唯一で 並ぶ 者 無き 御 ホ、 アッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは なし 主権と 讚美は かれに こそ 属します。 そして 
かれ こそ は 全能の 御 ホです)。 

3 (創造物の 数 だけ、 （アッ ラー) 御自身の 御 満悦を 得る また 玉座の 装飾の 重さ だけ、 そして 御言 葉が 書かれた イン 
ク の 量 だけ 私は ア ッ ラーを 称賛し、 ア ッ ラーを 讚え ます)。 



[預言者 鑛は 言われ ま した] "私が あなたに 楽園に ある 
宝の なかの 宝へ と 導く ことを 望まない か？" 私は 言い ま 
した。" もちろんです とも！" 彼は 言いました。 "ラー 
ハウラ ワ ラー クウ ワタ イツ ラー ビツ ラー （ア 
ッ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる もの も あり ませ 
ん）。 ，， 


イ ス ラームに おいて 報奨の ある 言葉 や 行為 


有徳な 言葉、 または 行為 


"ラー イラ ー ハ イツ 
ラッ ラー フ ワハ ダフ ラ 


ー シャリ ーカ ラフ、 
ラフ ル = ムルク ワ ラフ 
I ル = ハム ドウ ワ フワ 
アラー クッリ シャイ 
イン カ ディール，， 


の 伝承に よる、 その 報奨と 徳の 証拠 


"誰で あれ、 'ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フワ ハダ 
フ ラー シャリー カ ラフ、 ラフ ル = ムルク ワラ フル 
= ハムド ウワ フワ アラー クッリ シャイ イン 
カ ディール’ （唯一で 並ぶ 者 無き 御 方、 ァッ ラーが 外に 
真に 崇拝すべき ものは なし。 主権と 讚美は かれに こ そ属 
します。 そ して かれ こそは 全能の 御 方です） と 1 日 に 100 
回 言う 者は、 奴隸を 1 0 人 解放す るのと 同様で あり、 彼に 
は 100 の 善行が 記録され、 100 の 悪行が 消される であろ 
う。 また 彼は その 日、 夜になる まで 悪魔から 守られ、 彼よ 
り も 善行を 重ねてい る 者な 外には、 彼に 勝る 者は いか、 の 
である。，’ [アル =ブ ハー リ ーと ムス リム] 


"スブ ハナ ッ ラー、 アル 
、ム ドウ リ ッ ラー、 ラー 
I イ フー ハ イツ フツフ 
一、 アツ ラー フ ア クバ 
ル，， 


"私は 昇天の 夜に イブ ラー ヒー ムと 出会い、 彼は 私に こ 
う 告げました < ムハンマドよ、 あなたの 国家に 平安の 挨 
搂 を 伝え、 彼ら に 楽園の ± は 純粋、 かつ その 水は 甘く、 そ 
の 谷は 香り 良く、 そこ の 若木は ス ブ ハー ナ ツ ラー ヒ 
ワ ノレ =ノ 、ム ドウ リツ ラ' ー ヒ ワラ' ー イラ' ー ノ、 イツ 
ラツ ラー フ ヮツ ラー フ ア クバ ノレ、 ヮ ラー ハウラ 
ヮ ラー クウ ヮタ イツ ラー ビツ ラー’， （アツ ラー 
に 讚美 あれ、 そ して アツ ラーに 称え あれ、 アツ ラーな 外 
に 神は なく、 ア ツ ラー こそが 至大な り。 至高 至大の アツ 
ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる もの もない ので あ 
る。）" （アツ = テイル ミズ イー） 


"スブ ハー ナツ ラー" 
と 言い、 。スブ ハー ナツ 
ラー ヒ ワビ ハム デイ 
ヒ" と 言い、 "スブ ハ 
ー ナツ ラー ヒル =ア ズイ 
ーム" と言う こと 


来" 誰で あれ、 朝と 晩に ‘スブ ハー ナツ ラー ヒ ワ ビハ 
ム デイ ヒ’ （アツ ラーに 讚美と 称賛 あれ） と 100 回 言う 
者は、 たと え 彼の 罪の 数々 が 海の 泡の よう に 多く とも、 そ 
れらは 容赦され るだろう。 そして 彼より もが 山 言う ものな 
外は、 誰も 彼に 優れないで あろう。" 

来" ふたつの 表現は 簡単に 言う ことができ、 価値は 重く、 
その 慈悲に おいて 最も 寛大な 御 方に 愛されて いるのに 
それらは < スブ ハー ナツ ラー ヒ ワビ ハム デイ ヒ， 
(アツ ラーに 讚美と 称賛 あれ） 、そして ‘スブ ハー ナツラ 
ー ヒル = アズ イー ム， （化大 なる アツ ラーに 讚美 あれ) である。" 


"スブ ハー ナツ ラー ヒ 
I ル = アズ イー ムワ ビハ 
ム デイ ヒ" 


"誰で あれ、' ス ブ ハー ナ ッ ラー ヒ ル =ア ズイ ームワ 
ビ ハム ディ ヒ’ （壮大な るアッ ラーに 讚美と 称 賞 あれ) 
と言う 者は、 彼のた めに 楽園に ヤシの 木が 植えられ るで 
あろう。，， 
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ワイ 

ラタ ー 
クヴラ 

ハウ ツ 

クビ 

ラ ーー 
。ララ 




集まりの 後に 行なう 罪 
滅ぼしの 礼拝 

"誰で あれ、 騒々 しい 無益な 集まり から 立ち去る 前に、 
‘スブ ハー ナカ ツ ラー フン マ ワ ビ ハム デ イク。 アシュ 
ハ ド アツ ラー イラ ー ハ イツ ラー アン トウ。 ア スタ 
グフ イルカ ワ アト ウーブ イラ イク’ （アツ ラーよ、 
あなたに 讚美と 称賛 あれ。 私は あなたが 外に 真に 崇拝す 
べき ものは ない と 証言し、 あなた にお 赦し を 請い、 悔悟し 
まが と言う 者は、 その 集まり に 参加した 罪が 償われる で 
あろぅ。" 

預言者 鑛 への 敬礼 

"誰で あれ、 私に 1 回 敬礼を 送る ものは、 ア ツ ラーが 彼に 
10 回 敬礼を 送り、 10 の 過ちを 免除し 10 の 位を 上げる であ 
ろう。" "別の 伝承では、" そして 彼のた めに 10 の 善行を 
記録す るであろう。" となって います。 

ク ルアー ン 朗誦 
の徳 

"誰で あれ、 毎晩 50 節を 朗誦す る 者は、 怠慢な 者とは 記録され 
ない； 100 節を 朗誦す る 者は、 忍耐強い 従順な 者で あると 記録 さ 
れ る； 200 節を 朗誦す る 者は、 復活の 日、 ク ルアー ンが 不利な 立 
証と ならない； そ して 500 節を 朗誦す る 者は、 多大な 恩恵の 報奨 
が 記録され る。" 

了 ル = イフ ラース 
章 朗誦の 徳 

睾 "誰で あれ、 < クル フワ ッ ラー フ アハ ド’ を 10 回読む 者 
は、 ア ッ ラーが 彼のた めに 楽園に 家を 築く であろう/' (ア ハマ 
ド）" < クル フワ ッ ラー フ アハ ド’ とは ク ルアー ンの 3 分 
の 1 に 値する の だ/' 

アル = カ ハフ 章を 暗唱す 
る こと 

"誰で あれ、 アル = カ ハフ 章の 最初の 10 節を 記憶す る 者 
は、 偽 キリスト （アッ = ダッジ ヤール） の 害から 保護され 
るだろう。" 

礼拝を 呼びかける 
者 （ム アツ ズ イン） 
の 報奨 

来"… 礼拝の 呼びかけを 聞く すべての 人類と ジンは、 復活の 日、 
その 者の ために 証言す るので ある/' 来" 礼拝を 呼びかける 者は、 
復活の 日に 最も 長い 首を 持つ であろう/' 

礼拝を 呼びかける 
者の 後に 復唱し、 
ドゥ ァ ーを 捧げる 
こと 

"礼拝の 呼びかけ を 聞き、 < アッ ラー フン マ ラ ッバ ハー ズ 
イヒ ッ= ダグ ワ テイ ッ= ターン マテイ、 ワ ッ= サラ ー ティノ レカ 
ー イマ。 アーティ ム ハン マ ダニ ル = ワ スイ ー ラタ ワル =フ 
ァデ イー ラ。 ワブア スフ マ カーマン マ ハム ー ダニ ッラ ズイ 
ー ワアッ タフ’ （アッ ラーよ、 この 完成され た 呼びかけと 繰 
り 返し 続く 礼拝の 主よ、 ム ハン マ ドに 天国に おける 高い 位階と 
栄誉を 与え、 あなたが 彼に 約束され たと ころの 賞賛に 溢れた 位 
階に 彼を 蘇ら せた まが と 言った 者は、 復活の 日 に 私の 執 り 成しが 
彼に 合法と される であろう。 

完璧な ウ ドゥー 

"誰で あれ、 ウド ウーを 行ない それを 完璧に する 者は、 指 や 足 
の 爪の 下から も 体から 罪が 取り 除かれる だろう。" 

ウド ウーの 後の ド 
ウァー 

"ウド ウーを しっかりと 行ない、 ‘ アシュ ハドウ アッ ラー 
イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ アンナ ム ハン マダン ア 
ブド ウッラ ーヒ ワ ラ スール フ’ （私は アッ ラーが 外に 真に 
崇拝すべき ものは 無い こと を 証言 します。 私は ムハ ンマ ドが ア 
ッ ラーの しもべで あり 使徒で ある こと を 証言 します） と言う 
者には 皆、 楽園の 8 つの 扉が 開かれ、 それらの 内の 望む 扉の ど 
れ からで も 入る ことが 出来る だろう。" （ムス リム） 





ウド ウー 後の 礼拝 

"ウ ドウ ーを しっかり と 行な レ、、 顔と 心を アツ ラーに 向けて 2 
ラク アの 礼拝を する ムス リ ム には、 楽園が もたらされる であろ 
う。" （ムス リム） 

モスク （マ スジ ド） 
への 歩み 

"誰で あれ、 合同 モスクへ と 行く 者は、 そこからの 帰途 も 同 
様に、 彼の 一歩に よ り 罪が 消され、 次の 一歩では 善行が 記録 
される の だ。" （ア ハマ ド） 

モスクの 訪問 

‘‘き 

' ^ % 
ノ 、一 

集で あれ、 モスク を 訪れ るか、 そこから 帰途に 就 くものは 、アツ ラ 
ミ 彼のた め、 その 度に 楽園の 場を 設けられる であろう。 （アル =ブ 
- リーと ムス リム） 

金曜 礼拝の 準 
備 をし 早めに 
モスクを 訪れ 
る こと 

来" 誰で あれ、 ジュムアの 日 （金曜日） に 沐浴を して 念入りに 洗い、 乗 
り 物に 乗らず 歩き、 早めに モスクへ 行き、 イマームの 近く に 寄り、 彼 
の 話しを よく 聞き、 無駄話を しない 者は、 その 歩みの 一歩一歩 が一 
年間の 斎戒 行為と 礼拝に 等 しい 報奨を 受け るであろう。" [アブー •ダー ウ 
ー ド、 アツ = テイル ミ ズ イー、 アン = ナサ ー イー、 イ ブン • マージ ヤ] 

来" 金曜日、 沐浴して 可能な 限りき れいに し 香油、 もしくは 家に あ 
る 香水を 身に つけて モスク へ 行き、 隣り 合わせで 座って いる 人々 の 
間に 割って入らず、 定められた （任意) 礼拝を 行ない、 話しを せずに 
説教を 行なう イマ' ー ムに 耳を 傾け る 者に、 アツ ラ' 一 は その 金曜日と 
もう ー ホの 金曜日 の 間の 彼の 罪を 赦 すであろう/' (アル = ブ ハーリー） 

礼拝の 最初の タク ビール （ 
アツ ラー フ アク バル） 

"誰で あれ、 ァ ッ ラーの ために 40 日 間を 合同で 礼拝し、 
最初の タク ビールに 到達した 者は、 次の ふたつから 自由 
になる であろう。 それらは 業火と 偽 信で ある。" 

合同の 義務 礼拝 

"合同での 義務 礼拝は、 個人で 行なわれる それより も 27 
度 勝る。" 

イシ ヤーと ファ ジュ ルを 
合同で 行なう こと 

"誰で あれ、 イ シャーを 合同で 行なう 者は、 夜の 半分を 
礼拝に 立っ たと 同 じで あると 見な される だろ う。 そして 
誰で あれ ファ ジュ ルを 合同で 行なう 者は、 一晩中 礼拝に 
立って いたと 同じで あると 見なされる であろう。" 

1 列 目で 礼拝す る こと 

"もしも 人々 が、 礼拝の 呼びかけ と 1 列 目の こと を 知っ 
ており、 く じを 引く な 外に そこに 到達 出来ない ので あれ 
ば、 く じを 引いた であろう。" 

日常 的に 任意 礼拝を 行な 
うこと 

"誰で あれ、 日夜 12 ラク ァ （の 任意 礼拝) 行なう 者は、 楽 
園で 家が 築かれる であろう。 それらは ズ フル 前の 4 つ、 
後の 2 つ、 マグ リブ 後の 二つ、 イシ ヤー 後の 二つ、 そして 
ファ ジュル 前の 2 つで ある。" 

女性が 
家で 行 
なう 礼 
拝 

"ある 女性が 預言者 鑛を 訪れて 言いました。 < アッ ラーの 使徒よ、 もし あ 
なた と共に 礼拝が 出来れば。’ 彼は 言いました。 ‘ 私は それを 心得て い 
る。 [しかし] あなたに とっては、 あな たの 家の 中 の 最も 隠れた 場所で 行 
なう 礼拝の ほうが あなたの 部屋で 行なう ものより も 優れてい るの だ。 そ 
して あなたの 部屋で 行なう 礼拝の 方が、 あなたの 家で 行なう 礼拝よりも 
優れてい る。 そして あなたの 家で 行なわれる 礼拝は、 あなたの 人々 の モス 
クで 行なわれる 礼拝より も 優れてい る。 そして あなたの 人々 の モスクで 
行なわれる 礼拝は、 私の モスクで 行なわれる 礼拝より も 優れてい る。" 

豊富に わな われる 
任意 礼拝 

"サジ ダを が 山 行ないな さし、。 なぜなら ひとつの サジ ダで アツ 
ラーは あなたを 一段 階 かれに 近づけられ、 また ひとつの 過ちを 
取り除かれ るの だ。" 
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ファ ジュル 前の 任意 礼拝 
と 義務の ファ ジュル 礼拝 

♦"ファ ジュル 前の 任意の 2 ラク ア は、 この 世と その 中に ある 
すべての ものに 勝る の だ" 睾 "誰で あれ 朝の 礼拝を 行なう 者 
は、 アツ ラーの 庇護 下に あるの だ/' 

日の出 
後の 朝 
の 礼拝 
(サラ ー 

トツ = 

ドハ ー） 

"毎朝、 人の すべての 間接には 喜捨が 課せられる ため、 を タス ビーフ （ ‘スブ ハー 
ナツ ラー’ と言う こと） は 喜捨 行為で あり、 をタ ハミード （‘ アル ハム ドウ リツ 
ラー’ と言う こと） は 喜捨 行為で あり、 を タハリール （ ‘ ラー イラ ー ハイ 
ツラツ ラー’ と言う こと） は 喜捨 行為で あり、 を タク ビール （ ‘アツ ラー 
フ アク バル’ と言う こと） は 喜捨 行為で あり、 すべての 善の 奨 めは 喜捨 
行為で あり 、すべての 悪の 禁止は 喜捨 行為で ある。 午前 半ば （ ドハ ー） に 行 
なう 2 ラク アの立 礼は それら のす ベて に 値する ので ある。" 

礼拝を 行なった 場に 座り 
続け、 アッ ラーを 想念す 
る こと 

"天使たち は、 人が 礼拝の 場に 留まり、 ウ ドゥーの 状態を 
保ち 続ける 限り、 その 人の ために こ う 祈る ので ある。 ‘ 
アツ ラー フン マグ フイ ル ラフ’ （アツ ラーよ、 彼を お許し 
くださ レ、。）、 ‘アツ ラー フン マルハ ムフ’ （。アツ ラーよ、 彼に 
こ 慈悲を お垂れ 下さい"）。 

ファ ジュ ルの 合同 礼拝 後、 
日が 昇る まで アッ ラーを 想 
念し、 2 ラク アの 礼拝を す 
る こと 

"誰で あれ、 ファ ジュ ルの 礼拝を 合同で 行ない、 日 が 昇 
るまで 座って アツ ラーを 想念し、 2 ラク アの 礼拝を 行な 
う 者は、 大小の 巡礼 レ、 ツジと ウ ムラ） の 3 度の 完遂に 
値する 報奨を 受ける ので ある" 

夜中に 起き上がり、 妻を 起 
こす 者 

"誰で あれ、 夜中に 起き上がり 、妻を 起こ して 共に 2 ラ 
クアの 礼拝を 行なう 者たち は、 アツ ラーを 頻繁に 想念 
した 男女の 内に 記録され るであろう。" 

任意 礼拝の た めに 夜中に 起 
き 上がろうと 意図す るが 眠 
気に 負けた 者 

"日 常 的な 夜中の 任意 礼拝を 眠気に よっ て 見逃して し 
まう 者は いない。 ア ツ ラー 膽は その 礼拝の 報奨を 記録 
し、 彼の 眠りを 喜捨と される からだ。" 

夜中に 起きた 者 

の ドゥ ァー 

"誰で あれ 夜中に 起き上がり、 ‘ ラー イラ ー ハ イ ツラツ ラー 
フ ワフ ダフ ラー シャリー カ ラフ。 ラフ ル = ムルク ワ 
ラフ ル = ハムド ワ フワ アラー クツリ シャイ イン カ 
ディール。 アル ハム ドウ リ ツ ラー、 スブ ハー ナツ ラー、 ラーイ ラ 
ー ハ イツ ラツ ラー、 アツ ラー フ アク バル、 ラー ハウラ ワ 
ラー クウ ヮタ イツ ラー ビツ ラー’ （唯一で 並ぶ 者 無き 御 
方、 ァツ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは いません。 主権と 讚美 
はかれの 御 許に あり、 かれは 全能の 御 方です。 ア ツ ラーよ、 あなた 
に 賞賛と 讚美 あれ。 ァ ツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なし。 
ァツ ラーは 偉大な り。 ァツ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる も 
の もな し。） と 言った 後、 ‘アツ ラー フン マグ フィ ルリー’ （アツ 
ラーよ、 私を お許し 下さ レ、） と言うろ \ ド ウア ーを 捧げる 者には、 
ア ツ ラーが お答えになる だろう。 そ して 彼が ウド ウーを して 礼拝 
を 行なえば、 その 礼拝 は 詔、 めら れ るだろう。" 



義務 礼拝 後に、 ’スブ ハー 

ナツ フー、 ワ ノレ ニノ、 ムド 

ウリツ ラー、 ワツ ラー フ 
アク バル’ と それぞれ 33 
回ず つ 言い、 最後に 一度 
‘ ラー イラ ー ハ イツ 
ラツ ラー’ と 言い 終らせ 
る こと 

"礼拝 後に、 スブ ハー ナツ ラー、 アル = ハム ドウ リ ツラ 
一、 そして アツ ラー フ アク バル （アツ ラーに 讚美 あれ。 
すべての 称 實はア ツ ラーに あり。 ア ツ ラーは 偉大な り。） 

と それぞれ 33 回ず つ 言って 計 99 回と し、 最後の 100 回目 
に ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワフ ダフ ラー シャ 
リー カ ラフ。 ラフ ル = ムルク ワ ラフ ル = ハムド ワ 
フワ アラー クツリ シャイ イン カ ディール （唯一で 並 
ぶ 者 無き 御 方、 アツラ ーな 外に 真に 崇拝すべき ものは い 
ません。 主権と 讚美は かれの 御 許に あり、 かれは 全能の 
御 方です） と言う 者は、 たとえ 海の 泡の よう に 罪が あっ 
たと しても、 それらは 赦 される の だ。" 

玉座の 節 （ア ーヤ トル =ク 
ルス イー） を 義務 礼拝 後に 
朗誦す る こと 

"誰で あれ、 アーヤ トル = クルス ィー （玉座の 節 
じ: 255]) をを 義務の 礼拝 後に 朗誦 すれば、 彼が 楽園に 
入る のを 阻止す るのは 死の みで ある。" 

病人の 訪問 

"朝に 別の ムス リムを 訪れる ムス リ ム には 7 万の 天使た 
ちが 彼のた めに 晩まで 析 るであろう。 晩に 別の ムス リ ムを 
訪れる ムス リ ム には、 7 万の 天使たち が 彼のた めに 朝まで 
ネ 斤り 続ける であろう。 そして 彼には 楽園の 庭園が ある だろ 
ぅ。" 

一神教の 言葉 （タウ ヒー 
のを 言って 死ぬ こと 

< ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー’ （"アツ ラーが 外 
に 神は なし"） と 言って 死ぬ しもべは、 楽園に 入る であ 
ろう。，， 

(悲しみで) 苦悩す 
る 人を 弔慰す る 者 

来" 誰で あん 苦悩す る 者に 対して 弔慰の 言葉を 送る 者は、 同様 
の 報奨が 与え られ るであろう。" 

来" 兄弟の 難儀に 際して 弔慰を する 信仰者へ アッ ラーは 《誉の 
衣服を まとわせる であろう。" 

死人を 洗浄し、 その 人物の 
過ちを 隠す 者 

"誰で あれ、 死人を 洗浄し その 人物の 過ちを 隠す 新ん 
アツ ラーが 40 倍の 赦 しを 与える であろう。" 

葬儀の 礼拝、 そして 墓地 
での 埋葬まで 葬列に つい ’ 
て 行く こと 

"誰で あれ、 葬儀の 礼拝が 終る まで それを 目撃した 者は 1 
つの キ ラートに 値する 報奨を 受ける であろう。 そして 誰で 
あれ 埋葬まで そこ に 留ま る 者つ いて 行く 者は 2 つの キラ 
ートの 報奨を 受ける であろう。" 誰かが 尋ねました "2 つ 
の キ ラートとは 何です か？" 彼は 答えました。" 2 つの 山 
のよう な もの だ。" イブ ン. ウマル^は 言いました。 " 
我々 は どれ だけ 多くの キ ラートを 見逃した ことか！" 

モスクを 建てる 者、 また b 
は その 援助を する 者 

"誰で あれ、 ア ツ ラーの ために モスク を 建て る 者は、 たと 
t それが 小さ な 巣の ような もので あれ、 アツ ラーは 楽園に 
をのた めの 家を お建てになる であろう。，’ 
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貨幣の 浪費と 喜捨 

"天使が 舞い降りて、 ふたりの 内の 片方に、 ‘アッ ラーよ、 
費やす 者に さら にお 与え 下さ い。’ と 言い、 そしてもう 一方 
に ‘アッ ラーよ、 費や さずに 保留す る 者から、 あ なた の 恩恵 
を 保留して 下さい。’ と 言わない 朝は ない の だ。" 

喜捨 

睾 "富と は 喜捨に よっ て 減る ものでは ない の だ。 ムス リム の 雅量は 増加す るの 
でな く、 アッ ラーに よっ て 名誉が 増加 される の だ。 謙遜 さ は 増え るので はな 
く、 アッ ラーに よって 位が 上げられ るのに" 

来" 1 ディル ハムが 10 万 ディル ハムを 超えた のに" 彼らは 尋ねました。 "それ 
はどう してで しよ うか？" 彼は 言い ま した/' 2 ディル ハムを 持つ 男が そのう 
ちの 1 つを 喜捨と して 差し出し 別の 男が 彼の 富を 元に 10 巧 ディル ハムを 喜捨し 
たからで ある/ (アン = ナサ ー イー、 イブ ン •フザ イマ） 

利息を 付けずに 貸 
し 出す こと 

"別の ムス リ ムに 2 回の 貸し付けを する ムス リ ムは 、そのうち 
の 1 回が 喜捨と 同じような ものである。" 

苦難の なかに ある 
他人の 欠点を 大目 
に 見る こと 

"ある 男が 貸し付けを していた が、 彼は 自分の 使用人に ‘ もし 
困難に 直面して いる 者を 見かけたら、 容赦して あげな さ レ、。 そ 
う すれば ア ッ ラーが 我々 を赦 して くれる だろう。’ その後 彼は 
ア ッ ラーに 出会い、 赦 された の だ。" 

アツ ラーの ための 斎戒 

"誰で あれ、 アッ ラーの ために 1 日 を 斎戒した 者は、 アッ 
ラーに よつ て 彼の 顔は 乂獄 から 70 年分の 距離を 遠 ざけ 
られ るだろう。" 

毎月 3 日間、 および ア ラフ 
ア の 日と アー シューフ 
一の 日に 斎戒す る こと 

来" 毎月 3 日 間の 斎戒を し、 ラマ ダーン 月 の 斎戒を 毎年 行 
なう ことは、 一年中の 斎戒に 等しい の だ/' 

♦彼 雜はア ラ ファの 日 の 斎戒に 関 して 質問され、 こ う 答え まし 
た。 "それは 前年と 翌年の 罪を 帳消しに する の だ。" 

来 彼 雜はア ー シューラーの 日の 斎戒に 関して 質問さん こう 答 
えました。 "それは 前年の 罪を 帳消しに する の だ。" 

シヤウ ワール 月の 6 日間 
の 斎戒 

"誰で あれ、 ラマ ダーン 月 の 30 日 間の 斎戒の 後に シヤウ 
ワール 月の 6 日 間の 斎戒を した 者は、 あたかも 一年中 斎 
戒 していた かの よう である。" 

タラー ウィー フの 礼拝 
を、 イ マー ムが 終える ま 
で 行な うこと 

"人が 導師 (イ マー ム） と おに 礼拝 し、 彼が 終る ま で 続け 
れば あたかも 一晩中 礼拝して いたと 数えられる であろ 
ぅ。" 

敬虔な 巡礼 （アッ 
ラーに よる 承認） 

来" 誰で あれ、 アッ ラーの ために 巡礼を 行ない、 不適切な 行為 や 
みだら な 行為 を 行なわな ければ、 まる で 新生児の ように （罪の 
ない 状態に） なって 帰って く るであろう/' 

来 敬虔な 巡礼の 報奨 とは、 まさ に 楽園 そのもの である/' 

ラマ ダーン 月 中の 
ウ ムラ 

"ラマ ダーン 中の ウ ムラは、 巡礼に 値する の だ。" 別の 伝承では こ 
のように 述べられて います。 "私と 共の 巡礼に 値する。" 
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ズ ノレ =ヒ ッジヤ 
月 最初の 10 日間の 
善行 



来" アツ ラーに とって （ズル =ヒ ツジヤ 月の） 最初の 10 日間より 
も 善行が 寵愛され る 日々 はない。" 彼らは 言いました。 "アツ ラ 
一の 使徒よ、 アツ ラーの ための 戦いより もです か？" 彼は 答え 
ま した。 "アツ ラーの ための 戦いより も だ。 ただし 男が 彼の 魂 
と 全 財産を かけて 出て 行き、 何も 持たずに 帰って来た とき だけ 
は 別で ある/' 


ウド ヒヤ 

の 屠殺 

預言者 鑛の教 友たち は 言 レ 、ました。 "アツ ラーの 使徒 よ、 ウド ヒヤ とは 
何です か？" 彼は 答えました。 "あなたがたの 父で ある イブ ラー ヒー 
ムの スン ナ である。" 彼らは 言いました。 "アツ ラーの 使徒よ、 それに 
よって 我々 は 何を 受ける のです か？" 彼は 答えました。 "あなたがた 
の 髪の毛の 数 ほどの 善行で ある。" 彼らは 言いました。 "アツ ラーの 使 
徒よ、 羊毛の 分 もでしょう か？" 彼は 答えました。 "そして 羊毛の 数の 
分の 善行 もで ある。" 

良い 意図 
を 持ち、 出 
来る 限り 
の 行為を 
する 者は 
楽園に お 
ける 最高 
の 階級を 
得る こと 

"この 国家は 次の 4 人に 例える ことが 出来る。 ひとり は アツ ラーが 富と 
知識を 授けた 者で あり 、彼は 自分の 知識に 従って 富を 適切に 費やす。 ま 
た ひとり は アツ ラーに よって 知識を 与えられて いるものの 富を 持たず、 
しかし 真擎な 意図を 持って ‘ もしも 私に 富が 与えられて いたのな らば、 
私は 彼 （富と 知識の ある 者） のよう な 行ないを しただろう。’ というを 
アツ ラーの 使徒 鱗は 付け加え ま した。 "彼らは 共に、 等しい 報奨が ある 
のた 。，， もう ひとり は アツ ラーに よって 富を 与えられて いるものの 知識 
を 持たず、 自分の 富を 無駄に 浪費す るを そして ひとり は アツ ラーに よ 
って 富 も 知識 も 与えられて お ら ず、’ も しも 私に 富が 与えられ ていたの 
ならば、 私は 彼 （富は あるが 知識の ない 者） のよう な 行いを しただろう。’ 
と言うを アツ ラーの 使徒 鑛は 再び 付け加えられた。 "彼らは 共に、 等しい 
罪が あるの だ。，’ 

博学な 者 
の 報奨 

"知識 ある 学者が 敬虔な 崇拝者の 上に もつ 優越性は、 私が あなたがたの 
上に 持つ 優越性の よう な ものである。 "そして アツ ラーの 使徒 鑛は 言わ 
れ ました。" 実に、 アツ ラーと かれの 諸 天使、 そして 天と地の 住人たち 
は、 たと え 穴の なかの 膳 や 魚で あれ、 人々 に 善き こと を 教える 者の ため 
に 祝福を ネ斤 るので ある。" 

アツ ラーの ために 傷を 
負う こと 

"私の 魂が その 手の 中に ある 御 方に かけて、 アツ ラーの 道 
において 傷を 負う 者は、 復活の 日 に その 血から 薦 香の 香り 
がする ので ある。" 

アツ ラーの ために 敵の 
見張りを する 者 

U 、 

そ ( 
た ( 
向 

尸ツ ラーの ために 見張り 役を 一日す る ことは、 この 世と 
のなかに あるす ベての ものに 勝り、 楽園に ある あなたが 
りむち 巧ち 場は、 この 世と そのな かに あるす ベての もの 
篆 るので ある。’， 

アツ ラーの ために 戦 ± た 
ちを 装備させる 者 

"誰で あれ、 （アツ ラーの ための） 戦いに 赴く 戦 ± を 装備 
する 者は、 彼 自身、 戦地に 赴いた （に 等しい） ので あり、 ま 
た 誰で あれ 戦地に 赴いた 戦 ± の 家族の 面倒を 見る 者は 彼 
自身、 戦地に 赴いた （に 等 しい) ので ある/ 

アツ ラーに 対し 真 擎に确 
教を ホめ 之 者 

"誰で あれ、 アツ ラーに 対して 真擎に 确教を ホめ る 者 
は、 たと え 床で 死んだ ので あれ、 アツ ラーは 彼を 确教者 
の 階級に お上げになる だろう。" 

アツ ラーへの 畏敬の 念で 
泣く こと、 そして アツ ラー 
のた めの 見張り番 

"ふたつの 目 は 火獄に 触れないだろう。 アツ ラーへの 
畏敬の 念で 涙す る 目； そ して ア ツ ラーの ための 見張り 
において 眠らない 目で ある。" 



試練 、 

"疲労、 困難、 不安、 戀、 不快、 悲 しみ、 また は 刺 による 痛み か 
b 苛 (さいな） まされる ムス リムは いないの だ。 なぜなら 
r ッ ラーは それらに よって 彼の 罪を 帳消しに する からで あ 
ろ。" 

焼灼 、まじない、 縁起を 
避ける 者 

"預言者 鑛は 、諸国 家の人々 が 彼の 前に 示される 夢を見た。 
彼は 自分の 国家の なかの 7 万人が 清算され る ことなく 楽園 
に 入る のを 見、 彼らは 焼灼 やまじな いを せず、 縁起を 担がな 
い 人々 であり 、その代わり にアッ ラーを 信頼す る 人々 であ 
る。" 

幼児を 失った 者たち 

"罪を 犯す 年頃になる 前 (思春期 前) の 3 人の子 供たち を 失った ム 
スリムは 、アッ ラーに よって 楽園に 入れられ るの だ。，’ 

視力を 失う 試練に 直面 
し 忍耐す る 者 

"実に、 アッ ラーは 仰せられ ている。 < も しわれ がし もべ 
の 寵愛す るふた つの 目 において 彼に 試練を 課し 彼が 忍 
耐 強く あれば、 われは 楽園を もっ て 彼を 報いよ う。’" 

アツ ラーの ために 何 か 
を 避け る 者 

"あなた は 全能 かつ 荘厳な るアッ ラーの ために は 何も 断つ 
ことがない。 なぜなら アッ ラーが それより も 良い ものを 授 
けられる からだ。" 

舌と 陰部を 保護す る 者 

"誰で あれ、 下 頸骨 の 間にある ものと 両脚の 間にある もの 
を 守る 者は、 私が 楽園を 約束し よう。" 

家に 入る 際、 もしくは 
食事の際に アツ ラーの 
御名を 口にする 者 

"も し 人が 自 をに 入る とき にア ッ ラーを 想念 し 食事を す 
れば 悪魔は こう 言う だろう。 < ここ には 夜を 明かす 場所 も 
食物 もない。’ そしても し 彼が 自宅に 入る ときに アッ ラー 
を 想念し なければ、 悪魔は こう 言う だろう。 < 夜を 明かす 
場所が 見つかった。 ’ そしても し 彼が 食事のと き に アッラ 
一を 想念し なければ、 悪魔は こう 言う だろう。 < 夜を 明か 
す 場所と 夕食が 見つかった。’" 

飲食 後、 または 新しい 
衣服を 着用す る 際に ァ 
ツ ラーを 称える 者 

来 "誰で あれ、 食後に ‘ アル ハム ドウ リッ ラー ヒッラ ズィ 
ー アト ウア マニー ハー サー 、ワ ラサ カ ニー ヒ 、ミン 
ガ イリ ハウ リン ミン ニー ワ ラー クウ ワ （私の 力 
が 少しも 介在す る ことのな いと ころに おいて、 これを 私に 
食べさせ、 お恵みに なった アッ ラーに 称え あれ; i と言う 者 
は、 それ « 前の 罪を アッ ラーが お赦 しにな るだろう。" 

来な にかを 飲んだ ときには こ う 言うべき です。 "アル ハム 
ドウ リッ ラ' ー ヒッラ スイ' ー サカ' ー ニ' ー ノ、' ー サ' — ，， 
(私に こ の 飲み ものを お授 けに なった アッ ラーに 称え あれ） 
来 新しい 衣服を 着用す る ときには こ う 言うべき です。 "ア 

ノ レノ、 ム ドウ リッ ラー ヒッラ スイ ー カサ ーニ ー ノ 、ーサ 
一…" （私に この 衣服を お与えに なった アッ ラーに 称え あ 
れ)。 

自分たち の 試練 
を 軽減 させたい 
者たち 

ファーティマ は 預言者 鑛に 使用人が 欲 しいと 希望 したため、 彼は 
彼女と アリー 4^ ここう 言いました。 "使用人を 持つ ことよりも 
良い こと を 教えよう か。 あなたが 床に つ くと き、 'アツ ラー フ 
アク バル’ （アツ ラーは 偉大な り） と 34 回 言い、 ‘ アル = ハムド ゥリ 
ツ ラー’ （アツ ラーに 称賛 あれ） と 33 回 言い、 < スブ ハー ナツ ラー’ （ア 
ツ ラーに 讚美 あれ） と 33 回 言 うこと だ 。 これは あなたに とつ て 使用人よ 
り も 良い の だ。，’ 



性交 前の ドウ 
アー 



"も しあな がた の ひとり が 妻と 交わる 際、 <ビ スミ ツ ラー。 アツ 
ラー フン マ ジャンニ ブナ ツ= シャイ ターナ、 ワ ジャンニ ビツ 
= シャイ ターナ マー ラザク タナー’ （アツ ラーの 御 《におい 
て。 アツ ラーよ、 私たちから シャイ ターンを 退けて 下さ レ、。 そして 
私たちに 授けて 下さった ものから シャイ ターンを 退けて 下さ レ、） 
と言う ので あれば、 アツ ラーが 彼ら に 子供を もうけ られた 際、 悪 
魔は その子 供を 害する ことが 出来ないだろう。" 


娘たち に対する 卓越した 
処遇 


"誰で あん 娘の 養育に おいて 試練を 課せられた 者は、 それ 
らは 彼に とって 業火からの 遮り となる の だ。" 


夫を 満悦させる 妻 


来" もしも 女性が 1 日に 5 回礼 拝 し、 1 ヶ月 間の 斎戒を し 
自分の 陰部を 守り、 夫に 従う ので あれば、 彼女は ‘ 望む 門 
から 楽園に 入れ’ と言われる だろう。" 

来" いかなる 女性で あれ、 夫が 彼女 に 満悦 した まま 死ぬ 者 
は 楽園に 入る だろう Z ' 


血縁 関係を 維持す る こと 

"誰で あれ、 暮ら しの 糧を 大幅に 増加 させたい も 寿命を 延 
ばしたい 者は、 自分の 血縁 関係を 維持す る こと だ。" 

孤児の 後見人と なるこ 
と 

"この 私、 そして 孤児の 後見人は、 楽園に おける これら ふ 
たつの ようで ある。" そう 言って 彼は 自分の 人差し指と 
中指を 示 した。 


未 t 人 や 孤児たち の 世 
話に 努力す る 者 


"未 t 人 や 孤児たち の 世話を する 者は、 あたかも アッ ラー 
の 道に おいて 戦 う 者の ようで あり、 座る ことなく 礼拝に 立 
ち 続ける 者の ようで あり、 斎戒を 解く ことなく 継続させる 
者の ようで ある。" 


良き 振る舞 レ、 


睾 "人は 良き 振る舞いに よって、 常に 斎戒 
同じ 階級に 到達す る/' 


礼拝を す る 者と 


来"… そして 良き 振る舞い によって 楽園の 最上 階の 家を 手 
に 入れる の だ。" 


動植物に 対す る 慈悲 
技れ み 


来" アッ ラーは 慈悲 深い しもべたち に対して のみ 慈悲を 示 
される。 この 地上に 生きる ものたち に対して 慈悲 深く あり 
なさい。 そうすれば 天上の 御 方は あなたに 慈悲を 示される 
だろう。" 


"自分が 欲しい ものを 自分の 兄弟の ために も 欲しい と 思う 
ムス リ ム に対する 博愛よう にならない 限り、 あなたがたは 信仰して いない も 同然 

なの だ。" 


慎み深 さ と 恥 
じらい 


来" 慎み深 さが もたらす のは、 善き もの だけで ある/' 

来" 慎み深 さと は 信仰の 一部で ある/' 

♦"慎み深 さ、 香水、 スイ ワーク、 そして 婚姻の 四つは、 預言者の スン ナ である。' 
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先に 挨搂 をす 
る こと 

ある 男が 預言者 鑛の もとを 訪れ" アッ サラーム ア ライ クム" （あ 
なた に 平安が あります ように） と 言い まし も 預言者は "10 だ。" と 
言われました。 別の 男が やって来て "アッ サラーム アラ イク ム 
ワ ラフ マト ウッラ ー" （あなたに 平安と アッ ラーの 慈悲が あり 
ますよう に） と 言いました。 そして 預言者は "20 だ。" と言われ まし 
た。 また 別の 男が やって来て "アッ サラーム アラ イク ム ワ 
ラフ マト ウッラ ーヒ ワ バラ カート ウフ" （あなたに 平安と アッ 
ラーの 慈悲と 祝福が あり ますよう に） と 言い ま した。 そ して 預言者 
は "30 だ。" と言われました。 それらは （10 倍ず つ 増加す る） 善行の 
意味です。 
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出会いの 握手 

"ふた りの ムス リ ムが 出会い、 握手で 迎え 合った のなら 
ば、 別れる 前に 彼らの 罪は 赦 される のに" 
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ムス リ ム 兄弟の 名誉を 守 
る 者たち 

"自分の ムス リ ム 兄弟の ぶ誉を 守る 者は、 復活の 日、 ア 
ッ ラーが 名誉を お守りになる だろう。" 
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誠実な 者たち を 愛し、 共 
に 過ごす こと 

"あなたは、 自分の 愛する 者たち と共に 過ご も" アナ 
ス- イブ ン- マー リ ク 4^ は教 友たち に 関し 彼らは 何事 
についても 喜ばなかった が、 この ハ ディース に関して そ 
れと 同じ 位 喜んだ と 述べて います。 
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ア ッ ラーの ために お 互い 
を 敬愛す る 者たち 

"荘厳なる 全能者 アッ ラーは 仰せられ ま した。 ‘ われ 
の 荘厳 さの ために お 互いを 敬愛す る 者たち には 光の 説 
教壇が あ り、 預言者たち や确教 者たち でさえ、 彼のよう 
に なれれば と 思う ほどな ので ある。’" 
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ムス リ ム 兄弟の ために ド 
ゥァ ーす る 者たち 

"誰で あれ、 その 場に いない ムス リ ム 兄弟の ために ドウ 
アー する 者は、 彼を 担当す る 天使が < アーミン ワ ラ 
カ ビ ミス ラフ’ （この 祈りに 応えた まえ。 そして あなた 
にも 同様の ものが あります ように） と言うであろう。" 
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ムス リ ム 男女の ための 赦 
しを 請う 者 

"誰で あれ、 ムス リ ム 男女の ための 赦 しを 請う 者は、 ア 
ッ ラーは 彼のた めに 信仰す る 男女 それぞれの 善行を 記 
録 される だろう。" 
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他者を 善い ことへ と 導く 
者 

"誰で あれ、 他者を 善い ことへ と 導く 者は、 彼が 導いた 
者と 同 じ 報奨を 受ける だろう。" 
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道に 落ちて いる 障害物を 
取り除く こと 

"道を 塞ぎ、 人々 を 悩ませて いた 木を 切った ため、 楽園 
で 動き回る 男を 私は 見た。" 
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善行 を 継続的に 行 うこと 

"実に、 アッ ラーは あなたが 退屈になる までは 退屈に な 
られ ない。 アッ ラーの 御前で 最も 愛されて いる 行為と 
は、 それが たと え 小さく 、少ない ものであった と しても、 
継続的 に 行なわれる ものである。" 

89 

口論、 虚偽を 避 
ける こと 

"私は、 たと え 自分が 正しい ので あっても 口論を しない 者の ため 
の、 楽園の 端に ある 家、 そしてた とえ 冗談で あっても 嘘を つかない 
者の ための、 楽園の 中央に ある 家の 保証人で ある。" 



怒りを 抑える 
者 

"誰で あれ、 可能な 限り 自分の 怒りを 抑える 者に 対し アッ ラーは 
復活の 日、 皆の 前で 彼を 呼び出 し、 魅惑の 目 を 持つ こ 女たち の 中 か 
ら 望みの まま に 選ぶ ことを お 許 しになる だろう。" 

ムス リ ム のために 災 
難を おらが 物事を 容 
易に し 保護し 助ける 
こと 

"誰で あれ、 信仰者から 世俗的な 災難を 取り 除く 者には、 ア 
ッ ラーが 彼から 復活の 日の 大 いなる 災難を 取り除く だろ 
う。 誰で あれ、 何 かを 必要と している 者を 助ける 者には、 ア 
ッ ラーが 彼を 現世と 来世に おいて 助ける だろう。 誰で あれ、 
ムス リム を 保護す る 者には、 ア ッ ラーが 彼を 現世と 来世に 
おい て 保護す るだろう。 アッ ラーは 兄弟を 援助す るし もべ 
を 接 助され る…" 

善行を 意図す る 者と 悪 
行を 意図す る 者 

"誰で あれ 善行を 意図した 者は、 それを 行なわなかった と 
しても、 ひ とつの 完全な 善行が 記録 される だろう。 誰で あ 
れ それを 行なえば、 1 0 の 善行 、または 最大で 700 の 倍数 分が 
記録され るだろう。 誰で あれ 悪行を 意図した 者は、 それを 
行なわなかった とすれば、 ひとつの 完全な 善行が 記録され 
るだろう。 も しも それを 行なえば、 ひとつの 悪行が 記録 さ 
れ るだろう。" 

アッ ラーを 信頼す る 
こと 

"もし あなたが、 公正な 御 方で ある アッ ラーを 信頼した と 
すれば、 まる で 空っ ぽの 腹で 飛んで 行っ た 鳥が 満腹に なっ 
た 戾って 来た かの よう に、 糧を 授けられる だろう。" 

公正な 為政者、 
誠実な 若者、 モ 
スク への 愛情、 
アツ ラーの た 
めの 愛な ど 

"アッ ラーは 7 種の 者に 対し、 かれな 外の 陰が 出来ない 日に その 
陰の 中に お入れになる だろう。 それらは 公正な 為政者、 アッ ラー 
への 崇拝に おいて 育て られた 若者、 モスクを 愛して 止まない 男、 

ア ッ ラーの ために お 互いを 敬愛し、 ア ッ ラーの ためだけ に 会い、 另リ 
れる 2 人、 高貴な 生まれの 魅惑 的な 女性 に 誘惑され たに も 関わら 
ず、 ‘ 私は アッ ラーを 畏れます’ と言う 男、 あまりに も 密かに 施 
しを する ため、 その 左手は 右手が 何を 差し出し ている のかを 知ら 
ない 者、 そ して 独 りのと きに ア ッ ラーを 想念 しその 目 から 涙が 
溢れ出す 者で ある。" 

諸事に おける 
正義 

"実に、 公正な 者たち は 光の 説教 壇と 共に、 アッ ラーの 右手に 立っ 
て かれの 御前に 出る であろう。 そして ア ッ ラーは 両手と も 右手な 
ので ある。 彼らは その 判断、 家族、 そして 責任を 負う ものに 関して 
公正な 者たち である。" 



イス ラームに おける 禁止 事項 


襄止 事項 


預言者 鑛のハ ディース による 根拠 


傲暧、 自惚れ 


"ほんの 僅かで も 傲慢 さを 持つ 者は、 楽園に 入れない だろ 
う。" 傲慢 さは 真実を 拒絶し、 人々 を 見下す ことです。 


ひけら かしの 偽 
信と 高い 地位を 
望む こと 


♦"誰で あれ、 地位を 獲得す るた めに 自分を 演じる 者は、 ア 
ッ ラーが 彼を 晒け 出す であろう。" "誰で あれ、 ひけら かす 
ために 自分を 演じる 者は、 ア ッ ラーが 彼の 偽 信を 世に 知ら 
しめる だろう。" 


恥知らずで 残虐！ "復活の 日に おいて、 アッ ラーの 御前で 最悪の 人物とは、 そ 
な 性格 ！ の 恥知らず な 性格と 残虐 性を 恐ん 人々 が 避ける 人物 である/ 


"人々 を 笑わせる ために 嘘の 作り話を する 者に 災い あれ！ 
彼に 災い あれ！ 彼に 災い あれ！" 


罪と 誘惑 


"誘惑とは 人の 心に とって、 蔓滅毯 の 蔓縄 のよう である。 ひ 
とつ ひとつの 誘惑に 堕ちて いく 度、 心は 黒い 斑点に 鈍 まれ 
ていく の だ…。" 


スパイ や 盗み 
聞き 


肖像 


中傷す る 者 


"誰で あれ 人々 の 話しを 盗み聞き し 彼らが それを 嫌悪し 
た 場合、 または 彼から 逃げた 場合、 復活の 日には 彼の 耳に 溶 
けた 鉛が 注がれる だろう。" 

: ♦"絵 書 きたち は 復活の 日、 最も 酷い 懲罰 を 受ける だろ 
： う。" ♦"天使たち は、 犬が いる 家、 もしく は 肖像が ある 家 
! には 入らない の だ。" 


♦"中傷す る 者は 楽園に 入る ことは ない。" "ナミ ー マ" と 
は、 争いを 巻き起こす ために 他人の 言葉を 言い 回す こと 


陰口 


です。 


"陰口と は 何 か 知 つてい るか？" 彼ら は 言い ま した。 "アツ ラーと 
その 使徒が 最も 良く ご存知です。" 彼は 言い ま した。 "あなたの 兄 
弟が 嫌がる であろ うこと を 述べる ことた" 誰かが 言い ま した。 " 
アツ ラーの 使徒よ、 も しも 私の 言う ことが 彼に 当てはま るので あれ 
ば？" 彼は 言い ま した。 "あなたの 述べる ことが 彼に 当てはまる 
ので あれば、 それは 陰口で あ り、 当てはまらな いので あれば、 それは 
虚偽の 告発で ある。" 

i 来 "信仰す る 者を 化う こと は、 彼を 殺す よう な ものである。" 


呪い (罵り） 


来 "人々 を 呪う 者たち には、 復活の 日、 執り成し も 証 
人 もないで あろう。" 


秘密の 暴露 


"復活の 日 において、 アッ ラーの 御前で 最悪の 人物 
とは、 自分の 妻と 個人的 関係を 築いて おきながら、 彼 
女の 秘密を 暴露す る 者で ある。" 
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i ムス リ ムに 対す る 不信 
i 仰の 告発 

i "自らの （ムス リム） 兄弟に 対して ‘ 不信仰 者よ， と 
i 言う ときは、 どちら か ー ホが 不信仰 者な ので ある。 も 
: しも その 主張が 正しければ、 その 事実は 確定され、 そ 
! う でなければ 彼 自身が そ うなる ので ある。" 

実の 父親が 外を 血縁で 
あると 主張す る こと 

i ♦"意図的に 自分の 父親で ない 誰かを 自分の 血縁で 
; あると する 者は、 楽園に 入る ことが 禁じられ るの 

带。" 

^ ♦"•••そして 誰で あん 自分の 父親 （の 親権） を 否定す 

1 るを は、 不信仰を 抓 したので ある/' 

ムス リ ムを 恐怖 させ 
る こと 

； ♦"ムス リ ムを 恐怖させる こと は 認可され ない。" 

i ♦"誰で あん 鉄の 塊斌 器） を 自分の 兄弟に 向ける 者 
U ま、 彼が それを 下げる まで 天使たち に 呪われる であ 
ろう。" 

偽戶 ぶ* みぉ人 ドが] でぶ 兴^ "偽 信者に 対して ‘ サイ イド， （名誉 あるを 
ミ^^^ 置 置^^ 带 尊者） と 言って はならない。 彼が あなたがた 

诚 中の 名誉 ある 者、 または 指導者で あれば、 そ 
ノ ぶが 遇を てな 心し ；れ はアツ ラーの お怒りを 買う であろう。，’ 

^ ♦"アツ ラーは 頻繁に 墓地を 訪れる 女性を 化 われる。" 

女 件が 莫 がを 訪れろ-^ ^ ♦ウン ム •ア ティ ーヤは 言いました。 "私たちは 
P ^ ; 葬列の 参加を 禁じら がいました が、 強要は され 

; ていませんでした。" 

責任を 負う 人々 を 欺 
くこと 

i "アツ ラーが 一定の 集団に 責任を 負わせた しもべが 
i 死の 際に 彼らに 対して 不誠実だった まま 死んだ 場 
: 合、 彼は アツ ラーに よって 楽園に 入る ことが 禁じられ るで 
^ ろう。" 

知識な く 宗教 的 裁定を 宣言^ "誰で あれ、 宗教 的 裁定を 知識な く 宣言す る 者 
する 者 ！ には 罪が あるの だ。" 

(正当な 巧 由な く） 離婚を^ 何の 苦 もち: けて レ、 なし、 にも 関わらず 離婚を 求 
故 スミ 和 をぶ る か 性は、 アッ ラ-に よって 細 の 芳香が 禁じ 

! られ るであろう。，’ 

動物に ベルを 付ける 
こと 

i ♦"天使たち は、 犬 もしくは それらに ベルを 付ける 旅 
i 面には 同行し ないで あろう。 "来" ベルは 悪魔が 使う 
風の 楽器で ある。" 

金曜 合同 礼拝に 行か！, 
か ホ 

"誰で あれ、 怠慢 によ っ て 金曜 日 合同 礼拝を 健 続 的 
こ） 3 回 休んだ 者は、 アッ ラーに よっ て 偽 信者の 判 を 押 
含れ るであろう。 （つまり、 正当な 理由な く 休んだ 場合。） 

し+ 化 もを ろ ^ "誰で あれ、 たとえ 手のひら 程の 大きさで あっても 所有され 
子方 どを^ ゴ いる ± 地を 不当 に 奪う 者は、 アッ ラーに よっ て 復活の 日に 7 

^ ど ： つの 地球 分の ± 地の 中で 囲まれる であろ う。，’ 





i ア ッ ラーの 怒り を 買う 
! よう な 会話 

"実に、 人は 注意 もせずに アッ ラーの お怒りを 買う 
ような 言葉を 発する が、 そのような 者は 火獄の 中に 
70 年分の 深 さまで 投げ込まれる であろう。" 

:アッ ラーを 思い起こさ 
:ず 話し 続ける こと 

"アッ ラ ーを 思い起こ さずに 話 し 続け ない こと だ。 
実に、 アッ ラーが 思い起こ されない 長い 会話は 心を 
頑な にす るの だ。" 

ソろも 差 旧卡ス .. i "アツ ラーは カツ ラを 着用す る 者と、 それを 他人 
完^, ^ ィミ 胃^ i ミ^し、 i に 付ける 者、 また 自 らに 刺青を 施す 者、 それを 他 
他人^ 付ける^ と ： 者に 施す 者を 呪われて い る。，， 

: ♦"ムス リ ムが 別の ムス リムと 3 日間 兴 上に 渡って 
! ムス リ ム同 ± の 関係を 断 闡 係を 断つ ことは 許されない 。"来 "誰で あれ、 自分 
絶す る こと の 兄弟を 1 年兴上 避ける 者とは、 あたかも 彼の 血を 

にぼして いるよ うな ものである。" 

! 異性を 模做 する 男女 こ 普驚旣 勝？ 聲 する 女性と 

: 女性を 模做 する 男性を 呪われた。 

一度 差し出した 贈り 
物を 取り 戻す 者 

♦"誰で あれ、 贈り物を 取り返す 者は、 D 區吐 物を 食べ 
る 犬と 同じで ある。" 

♦"一度 贈 り 物を した 後に それを 取り 戻す こと は認 
めら れ ない。" 

世俗的 知識を 追求す 
る 者 

"誰で あれ、 アツ ラーの ご 満悦を 得る ためで なく、 現 
世 的 利益の ための 知識を 追求す る 者は、 復活の 日 に 楽 
園の 芳香を 嗅ぐ こと が 出来ないで あろう。" 

合法で ない ものを 見 
る こと 

"ア ツ ラーは 人々 が 行な うであろう 察 通を 定め られ 
た。 それから 逃れる 術は ない。 目の 察 通とは 視覚で あ 
り、 耳の 察 通と は 聴覚で あり、 舌の 赛 通と は 会話で あ 
り、 手の 赛 通とは 捆み であり 、足の 察 通とは 歩行で あ 
る。 心は それに 憧れ 欲求し 陰部は それを 承認、 また 
は 否定す るであろう。" 

独身 女性と ふた りきり にな^ "男性と 女性が ふたりき り になった 場合、 そこ 
る こと U こは 2 人が 外に 3 人目と して 悪魔が いるの だ。" 

女性の 保護者の 承諾 
な しに 結婚す る こと 

"保護者の 許可な く 結婚す る 女性の 結婚は 無効で 
ある。 彼女の 結婚は 無効で ある。 彼女の 結婚は 無効で あ 
る！" 

結納金な しで お 互い 
の 娘を 結婚す る こと 

"預言者 錐は スイ ガールを 禁じ られ た。" スイ ガー 
ルとは、 男性が 自 分の 娘を 結婚 させる こと を 条件に、 
その 人物の 娘と 結婚す る 契約 のこと であり、 結納金が 
発生し ない ものです。 
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1 自分の 行為に よって （アツ； "アツ ラーは 仰せられた。 ‘ われは 自存し 援助 

1 ラーでは なく） 人々 を術院 1 する 者で ある。 誰で あれ われに 何者かを 配す る 者 
させようと 望む こと ！ は 、われは 彼との 援助 関係を 去る であろう/" 

35 

1 むせび 泣く こと 

♦"誰かに より むせび 泣かれた 者は、 それにより 復活の 
日に 懲罰を 受ける であろう。" 

♦ア ッ ラーの 使徒 握は、 むせび 泣く 者と、 それを 聞く 者を 呪わ 
れ ています。 

36 

i 礼拝で 人々 を 害する こ 
:と 

。誰で あれ、 タ マネ ギ 、ニン ニク、 ニ ラ を 食べた 者は 私 
たちの モスクから 遠ざかる の だ。 実に アダムの 息子た 
ちを 苛ます ものは 天使たち を 苛ます ので ある。" 

37 

! ア ッ ラーが 外の 名 

1 において 誓いを 立 
! てること 

♦"誰で あれ、 ア ッ ラーの 御名が 外に おいて 誓いを 立て 
る 者は、 不信仰 もしくは 偶像崇拝を 犯した の だ。" 

来" 誰で あれ 誓いを 立てる 者は、 アッ ラーの 御 《において でな 
ければ 沈黙すべき である。" 

38 

i 虚偽の 証言 

"誰で あれ、 虚偽の 証言に おいて 誓いを 立て、 ムス リム 
の 所有を 奪う 邪悪な 者は、 ア ッ ラーの お怒り の 中に か 
れと 出会う だろう。" 

39 

: 販売に おける 宣誓 

♦"販売に おいて 頻繁に 誓いを 立て る こと に 警戒し 
なさい。 実に、 それによ る 浪費は (祝福の) 破壊を もた 
ら すので す/' ♦"宣誓に よる 販売は、 商品を 売る が 祝 
福を 破壊す るの だ。" 

40 

i 不信仰 者の 模做 

♦"不信仰 者を 模做 する 者は、 彼らの 仲間になる のた" 
♦"誰で あれ、 私たちが 外の 模 做を する 者は、 私たち 
の 仲間では ない/' 

41 

； 羡望 、嫉妬 

"蒙 望 しないよ う、 用心しなさい。 蒙 望は 炎が 薪を 燃 
やすよう に 善行を 燃やす の だ。" - もしくは "乾燥し 
た 草" 

42 

i 墓地 上の 建築 

アツ ラーの 使徒 鑛は 墓に しっく いを 塗る こと、 墓に 
座る こと、 墓の 上に 何 かを 築く こと を 禁じられ ま した。 

43 

i 裏切り、 策略 

"復活の 日、 ア ツ ラーが 最初から 最後までの 全人 類を 
呼び集める とき、 かれはす ベての 不忠 者に 旗を 立て、 
こ う 言われる だろう。 ‘ これは 誰々 の 虚偽で ある、 誰 
々の 息子で ある。，，’ 

44 

i 墓の 上に 座る こと 

"あなたがたの ひとり が 墓の 上に 座る より は、 燃え 
る お 炭の 上に 座って 衣服を 燃や した ホが ま しで ある。" 

45 

自 らた 食になる こと 

私は 誓って 旨う が、 これから あなたがたに 告げる 
三つの ことに 関し、 良く 覚えて おきな さし、。 アツ ラー 
が 貧困の 扉を 開かれない 限り、 人は 自 らた 食の 扉を 
開く ことは ない の だ。" 
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買 う 意図が 無い にも 
: 関わらず、 策と して 高 
い 値段を 示す こと 

アツ ラーの 使徒 鑛は 居住地の 人々 に 対 し、 ベ ド ウイ 
ン に対する 販売に おいて （オーク シヨ ン での 値切り 
と して）、 買う 意図 もな く 高い 値段を 示す ことを 禁じ 
られま した。 また、 既に 取引を 終えた 兄弟に 対して 値 
切る ことを 禁じられて います。 

47 

^ モスク 内で 忘れ物を 

1 公表す る こと 

"誰で あれ、 モスク 内で 忘れ物が 公表され るのを 耳 
に した 者は、‘ アツ ラーが それを あなたに 戻され ま 
せんように。， と言うべき である。 モスクは そのよ 
う な 意図で 立てられ たのでは ない。" 

48 

i 礼拝 中の 者の 前を 通 
る こと 

"も しも 礼拝 中の 者の 前を 通る 者が その 罪を 知る の 
なら、 そこで 40 年間 立ちが く して 待った ホが 良い と 
思う だろう。" 

49 

1 アスルの 礼拝の 破棄 

"誰で あれ、 アスル （午 傲 の 礼拝を 破棄す る 者は、 
全ての 善行が 無効と な るの だ。" 

50 

i 礼拝の 破棄 

♦"私たちと 彼ら （不信仰 者） を 区別 させる 契約と は 礼 
拝で あり 、誰で あれ それを 破棄す る 者は 不信仰を 犯す ので 

ぁる。 ッ 



来 "人と 偶像崇拝の 間には 礼拝の 破棄が ある。" 

51 

i デマの 宣た 

"誰で あれ 事実に 反する こと を宣 たす る 者は、 それ 
自体の 罪、 そして それに 従う 者たち の 罪が 全く 軽減 
される ことなく 課せられ るので ある。" 

52 

飲む こ とに おける 禁 

♦アツ ラーの 使徒！ は、 共有の 容器から 直接 何 かを 飲 
むこと を 禁じられました。 

止 事項 

♦アツ ラーの 預言者 鑛は 、立った 状態で 何 かを 飲む 者 
を 叱られ ま した。 

53 

1 金 や 銀の 器 か ら 飲む 

"金 や 銀の 容器から 飲んで はならない。 そして 絹 や 
刺 織 さ れた 錦を 身に 纏っ て もなら ない。 これらは 彼らに と 


; こと 

っては 現世の もの だが、 あなたがたに とっては 来世の もの 
なの だ/ 

54 

i 左手での 飲食 

"あなたがたは 左手で 飲み食いして はならない。 な 
ぜ なら 悪魔は 左手で 飲み食いす るの だ。" 

55 

; 親族との 関係 断絶 

"自 かの 親族との 関係を 断絶す る 者は、 楽園に 入る 
こ とはな レ、。" 

56 

i ァッ ラーの 預言者 鑛に 
挨 接を 送らない こと 

; ♦"私の 《前を 耳に しながら 私に 挨 接の ネ 斤り を 送 
; ら ない 者の 鼻が 挫かれます ように。" ♦"吝 畜な 者と 
; は 、私の 名前を 耳に しながら 私に 挨搂 の析り を 送ら 
! ない 者 だ。" 

57 

: 自慢す る 者 

"私から 最も 嫌わん 審判に 日 において も 私から 最も 
遠い 者とは 口喧しく、 自 慢屋 で、 傲慢 な 者…" 
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犬の 所有 

"誰で あれ、 狩纖犬 もしくは 牧羊犬が 外の 犬を 所有す 
る 者は、 毎日 彼の 報奨から 2 キラー トが 減ら される の 
だ。" （1 キ ラート は 山の 大きさ に 相当 します。） 

動物 虐待 

来" ある 女性は、 猫を 死ぬ まで 閑 じ 込めて いたた めに 
懲罰 を 受け、 乂獄に 入れ られ たので ある。" 

来" それが 何で あれ、 魂の 宿って いるものを 標的の 練 
習に しては ならない。" 

南 息、 高利貸し 

♦ア ッ ラーの 使徒 鑛は 利息を 取る 者、 そ して それを 支 
私った 者を 呪われ ま した。 

♦"もしも 誰かが、 1 デイル ハムで あれ、 それが 利息 か 
らの ものである と 知り つつ 使用 すれが 彼の 罪は 36 回 
の 寒 通より も 重い ので ある/' 

i "次の 5 人は 楽園に 入る ことは ない。 酷 酢す る もの 
酷 酢す る ものへの K 酒 •麻薬な のの 中毒が 魔術を 信じる 者； 親族との 関 
中毒 ！ 係を 断絶す る 者； か、 師； 自分自身の 善行に 頻繁に 言及 

する を" 

ァッ ラーの 友に 対す 
る 敵意 

: "実に、 アツ ラーは 仰せられ ている。 ‘誰 であれ、 

^ われの 友に 敵対す る 者には、 われは 戦いを 宣言す 

マ 5 55 

; な … 

イ ス ラームの 地に おい 
て 保護が 保障され てい 
る 人物の 殺害 

: "誰で あれ、 正当な 理由を なしに 保護され ている 者 
:を 殺す 者は、 楽園の 芳香が 与えらないで あろう。 実 
: に、 その 芳香とは 100 年 離れた 距離から も 確認で きる 
\ のた。" 

他人が 目 続の 略奪 1 職績 端爲熙 日 

現世 的 諸事を 第一に 
優先す る 者 

\ "… そして 誰で あれ、 現世 的な 諸事を 第一に 優先す 
i る 者は、 アッ ラーが 彼の 目前に 困窮を もたら し 彼の 
i 集中力を 散漫 させ、 彼に 定められ ている ことが 外に 
U ま、 何も 彼に もたらされないで あろう。" 



永遠への 旅 


楽園、 または 火獄 への 道 

墓地: ここ は 来世への 第一の 段階です。 そこ は 偽 信者に と っては 火の 穴、 そ して 信仰者に 
とっては 庭園な のです。 私たちは 複数の 伝承に より、 そこでの 懲罰は、 « 下 のよう な 服従 
行為の 数々 による ものであると 知り ます。 それらは、 尿から 適切に 清めない こと、 人々 の 
間に 闘争を 広める ために 作り話、 意図的に 義務の 礼拝 時間を 寝過ごす こと、 ク ルアー ン 
の 破棄、 蠢通 、同性愛、 利息 • 高利貸し、 債務の 不履行な どです。 これらに 対す る 懲罰から 
の 救済とは、 アル = ムルク 章 [67] の 朗誦に よる、 アッ ラーに 懲罰からの ご 加護を 求め 
る ことによ る、 アッ ラーの ための みに 真擎に 行なわれる 善行 や、 その他の 行為が 含まれ 
ます。 これらの 懲罰から 保護され、 直面せ ずに 済む 者たち は确教 者、 見張り番 において 死 
んだ 者、 金曜日 （アル = ジュムア) に 死んだ 者、 そして 出産の 産に 死んだ 者な どが 含まれ ま 
す。 


ラッパの 吹かれる 日： この 巨大な ラッパは、 復活の 日まで その 指令を 待ち 続ける 大 天使、 
イスラー フイ ー ルに よって 鳴らされます。 最初の ひと 吹きは 激震の 吹奏と 呼ばれて いま 
す。 アッ ラーは 仰せられました。 "ラッパの 吹かれる 日が かれらに 警告しなさい) 。アッ 
ラーが 御 好みの 者の 外は、 天に あり 地に ある 凡ての ものは 恐れ戦き、 皆 身を 低く して か 
れ (の 御前) に 罷り出よう。" (27:87) そして あらゆる ものは 破壊され まも 40 日 後になる と、 
ラッパは もう 一度 吹かれます (復活の 吹奏)。 アッ ラーは 仰せられて います。 "ラッパが 
吹かれる と、 天に ある もの また 地に ある もの も、 アッ ラーが 御望み に なられる 者の 外は 
気絶し よう。 次に ラッ パが 吹かれる と、 見よ、 かれらは 起き 上つ て 見 まわす。 "(39:68) 


復 がアッ ラーは 大雨を 降らせ、 肉体は (尾骨から 辟 生え 出し 新しい 創造と して 不死の 肉 
体を 持つ 復活を 果たします。 それらは 割礼の ない、 裸の 状態で 復活 させられ まも 彼らは 
天使 や ジンを 見る ことができ、 彼らの 所業に 基づいた 状態で 復活 させられる のです。 


大 いなる 集合: アッ ラーは すべての 生物を、 それらの 所業の 清算の ために お集めに なり 
ます。 それらは まるで 麻 痒した かの よう な シヨ ック 状態に あ り、 (地上 におけるに 万年と 
いう 途方もない 長さの 1 日を 過ごし まも 彼らは 地上で 過ごした (人生の 側 間が、 たった 
の 1 時間であった かの よう に 感じる のです。 太陽は 僅か 数 キロ 先まで 近づき、 人々 は それ 
ぞれの 所業に 基づいて 発汗す るで しょう。 圧制者 や それら に 従った 弱者は 論争 し 始め ま 
も 不信仰 者たち は それ ぞん 彼らの 後援者で ある 悪魔と 言い争い、 それに 四肢で さえ 加 
わって お 互いに 罵 り 合う のです。 不正な 犯罪者は、 後悔の 余り 両手を 曠 みちぎ り ます。 彼 
らの 目前には 天使たち によって 7 千 もの 掛け金で 業火が 引きずられ 来られ、 それぞれの 
掛け金を 7 千の 天使たち が 支えます。 不信仰 者たち が 業火を 目に すると、 彼らは 懲罰から 
の 自身の 身代 金の 支 私い を 望む か、 騰 問から 逃れる ことが 出来れば) 塵に でも なれれば 
と 思う のです。 (信仰者の) 不従順な 者たち も、 ここで 懲罰を 受けます。 例えば 義務の 喜捨 
げ カー) の 支 私い を 拒んだ 者は、 その 支 私い を 拒んだ 金銭に よって 焼き印を押されます。 
傲慢 な 者た ちは、 膳の よう な 姿で 復活 させ られて 踏み つぶさ れ ます。 不忠な 裏切り者、 横 
領者 、強盗は あらわに されます。 盗人は、 その 盗んだ ものと 共に (人々 の 前に) 晒される の 
です。 すなわち、 隠蔽され ていた もの すべては、 大衆の 面前で 明白に される のです。 誠実 
な 者たち に関しては、 この 日 恐れる ことが なく 、まるで ズ フルの 礼拝の よう な 時間が 過 
ぎる のです。 


執り成し （シャファー ア）： その 日は 預言者 ム ハン マ ド鑛 によって、 すべての 生物に 対する 
特別な 執り成 しが 求め られ 、そこ での 大きな 試練が 取り 除かれる よう、 執り成さ れた 後、 
清算の 開始が 始められます。 また、 諸 預言者に よって 求められる 執り成し も 存在し それに 
よっ て 不信仰 者を 火獄か ら 取り出し、 楽園の 住人の 段階が 上げられます。 




清算 （ヒ サーブ）： 人々 は 集団で、 主の 御前に 呼び出され、 所業が すべて 明ら かに さん 質 
問を 受けます。 人々 は それぞれの 人生、 子供、 富、 知識と 責任、 授かった 祝福、 視覚、 聴覚、 
知能 （いかに それぞれが 役立たさん 使用され たか） を 質問され まも 不信仰 者と 偽 信者 
は 同様に、 龍責 のために すべての 人々 の 目前に 呼ばれて 清算され、 彼らの 罪を 証明され、 
人々、 地球、 日夜、 富、 諸 天使、 そして 彼ら 自 身の 四肢は すべて 彼ら に対して 証言す るので 
す。 彼らは 自分たち の 罪を 認めます。 信仰者たち に関しては、 個別の 清算が 行なわれ、 彼 
ら はアッ ラーに 対して 自分たち の 罪を 認め、 自分たち が 破滅す るので はない かとい う 程 
まで それが 続く と、 < われは それらを 世界から 覆い隠し 今日、 あなたを 赦 そう。’ と 仰 
せられる のです。 一番 先に 清算が 行なわれる 人々 とは、 ム ハン マ ド雜の 追従 者です。 そし 
て 最初に 清算され る 崇拝 行為とは、 義務の 礼拝で もまた 最初に 清算 済みと なる 論争は、 
血液の 流出に 関する ものと 言われて います。 


所業の 關 示: 次に、 人々 の 所業が 記された 巻物が 開示され ます。 これらの 記録は" 細大 漏ら 
される ことなく、 数えられる" の です。 信仰者は 自 身の 記録 を 右手に 渡され、 不信仰 者 や 偽 
信者は 背後から 左手に 渡さ れ ます。 


天砰 (ミ ー ザ ー ン) ぶ々 の 所業は 天 稗に よって 量られ、 それに 基づいた 報奨を 受 けます。 こ 
の天砰 は、 2 つの 皿を 持った 実際の 計測 器具で あり、 アツ ラーの ための みに 真擎に 行なわ 
れた 行為、 そ して イ ス ラーム 法に 則った 行為が 重きを な します。 そ して それ ら よりも さ 
らに 重きを なす 行為の 一部と して、’ ラー •イラ ー ハ •イ ツラツ ラー' (アツ ラーな 外に 崇 
拝に 値する 神は なし） と言う こと、’ アル ハム ドウ リ ツ ラー' (アツ ラー こそに 称え あれ)、’ 
スブ ハー ナツ ラー •ワ. ビ ハム ディ ヒ ’(アツ ラーに 讚美と 称寶 あれ)、 そして' スブ ハー 
ナツ ラー ヒル = アズ ィー ム '(偉大なる アツ ラーに 称え あれ） という 言葉に 代表され るア 
ツ ラーの 想念が 含まれて います。 ア ツ ラーは 人生に おいて 悪行を 働いた 一部の 人々 の 善 
行- 悪行を 取り、 他者に 与える こと もされる のです。 


貯水 地 (ハ ウド）： そ して 信仰者たち は 貯水 地に 辿 り 着きます。 誰で あれ、 ここ の 水を 飲む 
者は、 それ « 降 二度と 潟き を 経験す る ことがない とされます。 それぞれの 預言者には 別 
々 の 貯水 地が あり、 最も 大きな もの は 預言者 ムハ ンマ ド鑛の もの です。 そこ の 水 は 乳より 
も 白く 、蜜より も 甘く、 靡 香より も 芳しい とされます。 そこの 容器は 金と 銀で 作られて お 
り、 星の 数 ほど 多い とされ、 長さは パレスチナの エルサレムから、 イエ メ ンの アデンまで 
とされます。 ここの 水は、 "アル = カ ウサ ル" と 呼ばれる 楽園の 泉から 湧き出し ている 
と されて います。 


信仰者への 試練: 集合の 日の 終わりに、 不信仰 者たち は 彼らが 崇めて いた 神々 や 偶像の 
後を ついて 行きます。 彼らは まるで 羊の 群の よう に 歩きながら、 または 足を 引かれて 地 
面に 顔を 引きずられながら、 それらの 神々 や 偶像に よって 集団で 乂獄に 連れて行かれ ま 
す。 そ して 信仰者と (彼らの 仲間を 装う ） 偽 信者の みが その 場に 残され ますが、 ア ッ ラーは 
彼らの 前に 現れて こう 仰せられます。 "あなたがたは 何を 待つ のか？" 彼らは こう 答え ま 
す。 "私たちは、 私たちの 主を 待って います。" かれは ご 自分の 腔 (アッ = サーク: 約束され 
た 兆候) を あらわにし 偽 信者を 除いて、 彼らは その 前に 平伏す のです。 アッ ラーは 仰せら 
れ ています。 "腔が、 現わに される 日が 思いなさい)。 彼らは サジ ダす るよう 求められる。 
だが 彼らには 出来ないで あろう。" そして 彼らは かれに ついて 行き、 乂獄の 上には 橋 (スイ 
ラー ト) が 架けらん アッ ラーは 信仰者に 光を 授け、 偽 信者には 闇を もたらします。 


橋 （スイ ラート）： これは 信仰者が 楽園へ 行く ために 渡らなければ ならない、 乂獄の 上に 
架けられる 橋です。 預言者 鑛 はこの 橋に 関しこう 述べられて います。 "それは 人を 狼 紙 
させ、 足元を ふらつ かせ、 蹈 かせる。 そこには 錢 と、 サア ダーンの 木の ような 留め金が 付 
いている… 橋は 毛髪より も 細く、 剣の 刃より も 鋭い…" （ムス リ ム） 信仰者は、 その 所業 
に基づいて 光を 授けられます。 最も 大きな ものは 山 ほど あり 、最も 小さな ものは 指先 ほ 
ど しか あり ません。 これらに より、 彼ら の 道は 照 ら され、 彼ら はを々 の 所業に 基づいて そ 
こを 渡ります。 信仰者は ま ばた きする 間もなく、 また は 一瞬に し 


て、 また は 風 や 鳥、 競走馬、 乗 り 物 （もしく は 徒歩 か 這いつ く ばって） に 乗った かの ように 
渡ります。 "一部の 者は 無事に 渡り 切る が、 一部は 留め金に 引っ搔 かれ、 一部は 乂獄 のな 
かに 落ちて しまう の だ。，， (アル =ブ ハー リーと ムス リ ム） 偽 信者には 全く 光り が 授けら 
れ ずに 黒く なり、 彼らと 信仰者の 間には 壁が 建てられます。 彼らは たとえ 橋を 渡ろうと 
しても、 乂獄 のなかに 落ちて しまう のです。 


乂獄: 不信仰 者、 偽 信者、 そして 不従順な 信仰者た ちは 乂獄 へと 入ります。 1000 人の 内、 999 
人は 乂獄に 入る のです。 乂獄の 灼熱は、 この 世の 最も 熱い ものより も 70 倍の 熱を 持ち ま 
す。 不信仰 者の 体は、 そこ での 拷問が より 辛くなる よう、 大きく させられます。 彼の 肩幅 
は、 まるで 3 日間の 旅路 ほど も 長く なり、 彼の 日 歯は ウフ ド 山 ほどの 規模になります。 彼 
の 皮膚は 厚 くな り、 灼熱の 懲罰の 苦 しみが 増す よう、 完全に 焼かれた 後 に 再び 新 しい も 
のに 入れ替えられます。 彼らが 飲む のは 胃を 焼く 程の 沸騰した 水で あり、 食べる のは 過 
度に 苦い ザック ーム 、そして 傷から 出る 流れ もの、 また 乂獄の 居住者た ちの 濃です。 彼ら 
の 内、 最も 懲罰の 軽い 者で さえ、 燃え盛る お 炭が 両足の 裏に 付けられ、 それにより 腦が沸 
騰 します。 乂獄の 中では 鎖 や 鍵が 施された 上に 皮膚が 燃え、 溶け、 破れます。 最も 低い 火 
獄の 底に 辿り着く には 7 0 年間の 落下が 必要と されます。 乂獄の 燃料は 不信仰 者と (偶像 
の) おであり、 そこでは 毒の 風が 吹き、 日陰で さえ も 凄まじい 熱を 帯び、 炎の 衣服を まとう 
のです。 それらは すべてを 焼きが く し、 後には 何も 残りません。 それは 皮膚から 骨、 そし 
て 心の奥底にまで 達しながら、 不気味な 瞻り と啡き 声を 上げる のです。 


境界: 預言者 鑛は 言われ ま した。 "信仰者は いずれ 乂獄 から 取り 出され、 楽園と 乂獄の 境 
界けン タラ） に 辿り着く。 ここで 彼らは お 互いに、 現世で 犯して きた 不正と 犯罪の 償い 
をす る。 そして 彼らが 精錬され、 清められ ると 楽園に 入る ことが 認められる。 この ム ハン 
マ ドの 魂が その 御手の 中に ある 者に かけて、 あなたがたの 内の 誰かは、 楽園での 住処が 
この 現世での 住処 より も 良い ことを 知る だろう。" （アル =ブ ハーリー） 


楽園 （ジャ ン ナ）： 楽園は 信仰者が 最終的に 辿 り 着く 住処 です。 そこ の 煉瓦は 金 や 銀で 出 
来て おり、 漆 嗦は禱 香から 出来て います。 そこの 小 おは 真珠で あり、 砂埃は サフラン によ 
る ものです。 そこには 8 つの 門が あり それぞれの 幅は 3 日間の 旅路の 長さで あるに も 
関わらず、 そこに 入る 者たち は 殺到し まも 楽園には 100 の 階層が あり、 それぞれの 階層 
の 間は まるで 天と地の ような 差が あります。 最高 層は < フィルダウス’ であり、 そこ か 
ら 楽園の 川は 流れ出て 来ます。 楽園の 屋根は、 その 恩恵に おいて 最も 慈悲 深い アッ ラー 
の 玉座で も 楽園の 川は 蜜、 乳、 果実酒で 出来て おり、 水路な く 流れ出て、 信仰者た ちは 望 
みの ままに その 流れを 操る ことが 出来ます。 楽園の 果実は 永久で あり、 近く から 容易に 
もぎ 取る ことが 出来ます。 また、 そこには 真珠に よる 彫刻の テントが あり、 その 幅は 100 
キロに も 及び、 信仰者には それぞれの 隅に 配偶者が 居 まも 男性は 成人して いますが、 若 
々 しく、 髮が あり ません。 彼らの 若さは かして 衰えず、 衣服は 決してす り 切れません。 彼 
ら には 排尿、 排便の 必要が なく、 全く 不純物が 排出され ません。 彼らの 擲は 金で 出来て お 
り、 汗も禱 香の ようで も 楽園の か 性は、 配偶者と 同じ年 頃の 美しい 処女で も 楽園に 最 
も 早く 入る 者は ム ハン マ ド雜 であり、 彼の 後に 諸 預言者が 続き まも 楽園の 居住者の 内、 
最も 低い 階層の 者たち でさえ、 彼らの 望む ものが 10 倍に なって 与えられます。 彼らの 召 
使いたち は、 秘蔵の 真珠の よう な 永遠の 子供たち です。 実に、 楽園に おける 至福の なかで 
も 最も 素晴 しい ものとは、 私た ちの 主 アッラ ー縣 と、 かれの 彼ら に対する 満悦を 目 にす る 
こと、 そして 楽園に おける 永久の 住処 なのです。 


清め （ウド ウー） の 作法 


礼拝 （サラ ー） は 事前に 清め （ウド ウー） が 行なわれ ていない 限り、 有 劾で 
はありません。 ウド ウーでは 元来の 清浄な 状態で ある 水、 すなわち 海水、 井 
戸水、 湧き水、 または 川の 水な どが 使用され なければ なりません。 

注意： 少量の 水は、 不浄 （ナジ ャス） な 物質が 混入す る ことによって 
不浄で あると 見なされます。 およそ 210 リツ トルな 上の 大量の 水は、 
不浄と される 物質が 混入した としても、 その 味、 色、 またはち] いが 変 
^ら ない 限り、 不浄とは 見なされません。 

^ そして 鼻の 中へ 1 度 水を 吸い込んで 吹き出す、 鼻輕の 洗浄 （イス テイン シャ^ 
ーク） も 義務 行為です。 それが 3 回 行われれば なお 良い とされます。 

注意： ただ 単に 水を 鼻控に 吸い込む ことでは 事足りません。 水は 手に よ 
I つてでは なく、 き 出す こ とに よ り 排出され なければ なり ません 。 __ ) 



次に、 口の 中を 1 回す すぎます。 3 回す すぐので あれば、 より 良い とされます。 

注意： 口を すすぐ という こ とは、 ただ 単に 水を 口の 中に 含む こ とでは ありま 
せん。 水は 実際に 口の 中で 渦を 巻いて すすがれなければ なりません。 このと 
' v き、 スイ ワーク （歯磨き 用の 特別な 小枝） の 使用が 奨励され ます。 J 

f そして 鼻の 中へ 1 度 水を 吸い込んで 吹き出す、 鼻腥の 洗浄 （イス テイン シャ 
ーク） も 義務 行為です。 それが 3 回 行われれば なお 良い とされます。 

注意： ただ 単に 水を 鼻腔に 吸い込む ことでは 事足りません。 水は 手に よって 
I ではなく、 吹き出す ことにより 排出され なければ なりません。 J 

そして 顔を 1 回、 または 3 回 洗浄し ます。 ここで 言う 顔の 範囲とは 左右^ 
の 耳から 耳、 そして 髪の毛の 生え際から 頸 下までの ことです。 

注意： 鬆の 濃い 人の 場合、 鬆の 中に 指を 通して 洗う ことは 義務です。 

^ しかし 髮が 薄い 人の 場合、 それは 推奨され る 行為です。 J 

f 次に、 両手 •両腕を、 指先から 肘まで 1 回、 または 3 回 洗浄し ます。 ^ 

^ 注意： 右腕を 左腕よりも 先に 洗う ことが 好まれます。 J 

f かに、 両耳を 含む 頭部 全体を 拭います。 両耳の 内側は 人差し指、 外 
側は 親指で 1 度に 拭います。 これらは 全て、 1 回 だけ 行なわれます。 

注意： し 頭部を 拭う 義務 範囲と して、 前髪の 生え際から （髪の 生え 
際が 終る） うなじ までが 含まれます。 2. 髪の毛が 長い 場合、 髪の毛 
全体を 拭う 必要はありません。 3. 髪の毛が 無い 場合は 頭皮を 拭います。 ん 
V 耳の 後ろの 髪の毛が 生えて いない 部 かも 拭われなければ なり ません。 J 

そして 両足を くるぶしの 上まで 1 回、 もしくは 3 回 洗います。 ) 



注意： 1) ウド ウーで 洗浄され なければ ならない 部位は 4 箇所で ち a ) うがいと インス ティン シャー 
クを 伴う 顔 全体； b ) 両手. 両腕； C ) 頭部 と 両耳の 拭浄； が 両足と 両 くるぶし。 

これらは 順番 通りに 行なわれなければ ならず、 そうでなければ ウ ドウ ーは 有効と なりません。 

2) 身体の 各部 位は 間を 置かずに 連続 的に 洗浄され なければ なりません。 も しも 途中で ある 部位 
の 洗浄を 遅延し、 それ W 前の 部位が 乾いて しまったり したら、 ウド ウーは 失効と なります。 

3) ウ ドウ ーの 後は、 "ア シュハ ドウ アツ ラーイ ラー ハイ ツラツ ラー フワ ハダ フラー シャリー カ 
ラフ、 ワア シュハ ドウ アン ナム ハン マダン アブ ドウ フワ ラ スール フ" （唯一で 並ぶ 者 無き 御 
ホ、 アツ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは 無い ことを 私は 証言し ます。 私は ムハンマドが アツ 
ラーの しもべで あり 使徒で ある ことを 証言し ます） と言う ことが 好まれます。 





礼拝 (サラ ー) の 作法 




直立した 状態で" アッ ラー フ アク バル" （アッ ラーは 偉大な り） と 唱える ことに、 
より、 礼拝が 開始され まち イマーム （集団 礼拝の 先導者） が 最初に （そして 全て 
の タク ビールで） "アッ ラー フ アク バル" と、 彼の 後ろに 並ぶ 追従 者に 聞こえる 
ように 声を 上げて （追従 者は 小声で） 言います。 最初の タク ビールでは、 両手の 指 
同 ± を 閉じた 状態で、 肩の 位置にまで 上げます。 追従 者は、 イマームが 言い 終えた 
後に "アッ ラー フア クバ ル’， と 唱えます。 

注意： 礼拝に おける 必須 構成要素 である タク ビール ル =イ フラームを 口に 出して 唱える こ 
と、 そして 礼拝に おいて 唱える のが 義務と される 言葉 （その他 全ての タク ビールな ど） を 
^ 最低限で も 礼拝 者 自身に 聞こえる ように 言う こと は 義務です。 y 

そして 右手で 左手 首、 または 左腕を 捆 み、 サジダ （伏 礼） で 額を つける 箇所に 視^ 
線を 固定し ます。 そして 真性の ハ ディースで 伝えられ ている ドウ アー け 斤 願の 言 
葉） のい ずれ かを 唱えます。 例えば 。スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ヮ ビ ハム デ 
ィク、 ワ タ バーラ クアス ムク、 ワタア ー ラー ジャッド ウク 、ワ ラー イラ 
ー ハ ガ イルク" （アッ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。 あなたの 御名は 祝福 
に 溢れ、 あなたの ご 偉力は 至高です。 あなたの 他に 真に 崇拝すべき ものは ありま 
せん） などと いう ものです。 次に 。アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミナ ッ=シ ャイター 
ニ ッ= ラジ ーム" （私は アッ ラーに％ われし 悪魔 [シャイ ターン] ろ A の ご 加護 
を 求めます） と 言い、 それから "ビス ミッ ラー ヒッ = ラフ マー ニ ッ = ラ ヒー ム" 
(慈悲 あまねく 慈愛 深き アッ ラーの 御ぶ において） と 言います。 これらは 全て 小 
声で なかれる べきです。 

次に ク ルアー ンの アル =フ ァーティ ハ 章を 朗誦し まち イマームの 後ろで 礼拝す る 人々 が、 声を 出す 
礼拝 （マグ リブ、 イシ ャー、 ファ ジュ ル） の 際に アル = ファー ティ ハの 朗誦を する ことは 義務では あ 
りません が、 イマームが アル = ファー ティ ハを 朗誦し 終えた 後の 沈黙の 間 （もし それが ある 場合）、 
そして 声を 出さない 礼拝 （ズ フルと アスル） の 際、 声に 出さずに 朗誦す る ことは 推奨され ています。 
次に、 ク ルアー ンの 中の 望む 箇所から 朗誦し まち イマームは ファ ジュ ル、 マグ リブと イシ ャーの 礼 
拝の 最初の 2 ラク ア では 声を 出して 朗誦し まも それが 外の 礼拝では 声を 出さずに 静かに ク ルアー ンを 
読まなければ なりません。 

注意： ク ルアー ンを 朗誦す る 時は、 ク ルアー ンで 章が 配置され ている 順序に 沿って 朗誦す るので あ 
れ ばより 良く、 啓示され た 順に 朗誦す る ことは 嫌悪され まち また、 章 内の 節々 を 異なる 順番に 朗 
V | i する ことは 禁じられて います。 ‘ 

そして "アッ ラー フ アク バル" と 言い、 ルクー ウの 姿勢に 移り まち 両手は 両^ 

I 膝頭に しっかり 乗せ、 指の 間隔を 開け、 頭を 腰の 高さ （それより 低くても 高くて 
もい けません） まで 下げ、 背筋が 真っ直ぐ 伸びる ようにし ます。 そして、 "スブ ハー 
ナ ラッ ビャ ル = アズ ィー ム，， （"偉大なる 私の 主に 称え あれ，，） と 3 回 唱えます。 
もしも 礼拝に 遅れて 参加した 場合、 ルクー ウに 間に合えば、 その 前の 直立 姿勢は 行な 
ったこと と 見なされ、 礼拝の 終了後 に その ラク アを やり 直す 必要は あり ません。 

注意： 全ての タク ビールと タス ミーア （。サミ アッ ラー フ リマン ハミ ダ" [アッ ラーは、 かれ 
を 賛美す る 者の 声を お聞きに なられる] という 言葉） は、 実際に その 動作を 行なって いる （動いて 
いる） 最中に 述べる ので あり、 その 前後の いずれで もありません。 尚、 それらを 意図的に 遅延 させ 
咬ので あれば、 礼拝は 無 タカと なり ま 手。 _ 

そして 頭を 上げ、 "サミ アッ ラー フ リマン ハミ ダ" （"アッ ラーは、' 
かれを 賛美す る 者の 声を お聞きに なられる"） と 言い、 両手を 上げて 起立 
の 姿勢に 戻った 後、 "ラッ バナー ヮ ラカル = ハムド" （。私たちの 
主よ、 あなたに こそ 賞賛 あれ"） と 唱え にれ を "タ ハミード’ と 言い ま 
■す）、 それから 次の 言葉を 加えます。 "ハムダン カス ィーラン タ イイ 
バン ム バーラ カン フイ ーヒ。 ミル アツ = サマーワ ー テイ ワ ミル ア 
^ — ル = アル デイ ワ ミル ア マー シ イタ ミン シャイ イン バア ドウ" 

( "この 上な くが 山の、 素晴らしい、 祝福に 溢れた 賞賛 あれ。 あなたへの 讚美は 天地に ある 
もの、 そして あなたの 望む その他 全ての 物を 満たします"） 

注意： "ラッ バナー ヮ ラカル = ハムド" と 述べる のは ルクー ウ から 起き上がる 動作の 
^ 中では なく、 直立 姿勢に 入って からです。 _ J 





1 そして 。アッ ラー フ アク バル" と 言ぃながら サジ ダの 姿勢に 移ります。 サジ ダの 際には 頭^ 
部の 額と 鼻、 両手の ひら、 両 膝頭、 両足の 指が キ ブラの 方向を 向きつつ 地面に 着き、 腹部と 両 
I 膝、 そして 両 膝と 両 ふくらはぎと はお 互ぃに 離れて ぃるべき です。 そして サジダ 中に 。スブ ハ 
-ナ ラッ ビヤ ル ニァ ァラー" （"崇高なる 私の 主に 称え あれ"） と 3 回 唱えます。 

い 主意： サジ ダでは 体の 7 箇所が 着地して ぃなければ なりません： つまり 両足、 両 膝頭、 
両手、 そして 額と 鼻を 含む 顔面 部です。 意図的に これらの 部分を 地面に 着けなぃ 場 
正当な 理由が ある 場合を 除ぃて、 礼拝は 無 劾と なります。 

I それから 頭を 上げ、 アッ ラー フ アク バルと 言ぃ、 座ります。 ののサジダの間の正しぃ座り方に^1 
I は 2 種類あります ：1) 左 脚の 上に 座りつつ、 右足の かかとを 立たせて 上を 向う せ、 足の指を キ ブラ 
I に 向う せる。 2) 両足の かかとを 立たせ、 足の指を キ ブラに 向う せつつ 両 かかとの 上に 座る。 

1 そして、 。ラッ ビグ フイ ルリー、 ワル ハム ニー、 ワ ジュ ブル ニー、 ワ ルファア ニー、 ワ ル ズク ニ 
ワン スル ニー、 ワ ハディ ニー、 ワ ア フアン ニー，’ ( 。主よ、 私を 赦 し、 私に お 慈悲を かけ、 私 
I を 正し、 私の 位階を 上げ、 私に 恩恵を 与え、 私を 助け、 私を 導き、 私を 守って 下さぃ"） と 言ぃます。 

I そして 前回と 同じように サジ ダを し、 頭を 上げて 。アッ ラー フ アク バル" と 言ぃながら 立ち上がり、 
最初と 同じように 2 度 目の ルクー ウを します。 

注意： アル = ファー ティ ハの 朗誦は 直立 姿勢での み 行なわれる ため、 完全に 直立す る 前に 朗誦を 始めた 場合、 朗 
^ を やり直さなぃ 限り は 礼拝が 無効 となります。 _ 

飞 2 ラク アを 終えれば、 ふたつの サジダ 間の ように 座り、 最初の タシャ ッフ ドを 行なぃ^ 

ます。 右腕を 右 膝の 上、 左腕を 左 膝の 上に 置き、 右手で 拳を 握りつつ、 中指と 親指で 
輪を 作り、 人差し指を キ ブラの 方向に 指して、 次のように 言ぃます。 "アッ = タヒッ 
ヤー トウ リッ ラー ヒ ワッ = サラ ワート ウ ワッ =タ イイ バー トウ、 ァッ ニサ ラー 
ム アラ イカ アイ ユ ハン = ナビ ー ユ ワ ラフ マト ウッラ ーヒ ワ バラカ ー トウ 
I フ、 ワッ = サラーム アラ イナー ワ アラー イ バーデ ィッ ラー ヒッ = サーリ ヒー ン。 

I アシュ ハドウ アッ ラーイ ラー ハ イッ ラッ ラー フ ワ アシュ ハドウ アンナ ム ハン マ 
I ダン アブ ドウ フ ワ ラ スール フ，’ 

( "全ての 讚美と ネ 斤り とよき 言葉は ァッ ラーに （捧げられます）。 預言者よ、 あなた 
の 上に 平安と アッ ラーの ご 慈悲と 祝福が あります ように。 私たちに、 そして アッ ラーの 敬虔な しもべた ちに 
平安 あれ。 私は アッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは 無ぃ ことを 証言し ます。 私は ムハンマドが アッ ラーの 
しもべで あり 使徒で ある ことを 証言し ます"） 

それから、 （マグ リブ、 イシ ャー、 ズ フル、 アスルの ぃずれ かの 場合） 第 3、 第 4 ラク ア のために 立ち上が 
り、 アッ ラー フ •アク バルと 言って 両手を 上げます。 礼拝の 残りは、 声を 出さずに アル = ファー ティ ハを 朗 
Vli する ことな 外は 同じです。 J 

もしも 礼拝が 3 ラク アろ H ラク ア であれ 祗 最後の タシャ ッフ ドと して タワ ッルク の 姿勢で > 
座ります。 タワ ッルク には 次の 3 つの 正しぃ 座り 方が あります （表 参照）： 1) 膝を 曲げた 
I 状態で 座り、 左足を 右 腔の 下から 突き出し、 右足の かかとを 立たせます。 2) 膝を 曲げた 状 
I 態で 座り、 左足と 右足を 左側に 寝ろ ホて 座ります。 3) 膝を 曲げた 状態で 座り、 左足を 右 ふ 
く ら はぎの 上に 乗せて ふく ら はぎと 太 ももの 間には さみ、 右足の かかとを 立たせます。 




そして 最初の タシャ ッフド （アッ = タヒ ー ヤー トウ リッ ラー ヒ ...） を 唱え、 。アッ ラー フン マ 
I サッリ アラー ム ハン マディン ワ アラー アーリ ム ハン マディン、 カマー サッ ライ 
タ アラー イブ ラー ヒー マ ワ アラー アーリ イブ ラー ヒー マ、 イン ナカ ハミード ウン 
マジ ー ドウ。 アッ ラー フン マ バー リク アラー ム ハン マディン ワ アラー アーリ デ 
ィン カマー バーラ クタ アラー イブ ラー ヒー マ ワ アラー アーリ イブ ラー ヒー マ、 

I オン ナカ ハミード ウン マジ ー ドウ，’ 

(。アッ ラーよ、 あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族に 栄光を お与えに なった ように、 ムハンマドと 
ム ハン マ ドの 一族に も 栄光を お与え 下さい。 あなた こそ 全ての 讚美と 栄光の 主です。 そして あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一 
族を 祝福され たように、 ムハンマドと ムハンマドの 一族を 祝福して 下さい。 あなた こそ 全ての 讚美と 栄光の 主です，’） 

と 述べます。 それから 次の ような、 真性の 伝承に よって 伝えられ ている ドウ ア ーを 捧げる こと も 称賛に 値する 行為で 
す： 。アッ ラー フン マ イン ニー 了 ウー ズ ビカ ミン ア ザービ ジャ ハン ナム、 ワ ミン アザー ビル = カブ 
ル、 ワ ミン フイ トウ ナ テイル = マ ハヤ ー ワル = マ マー トウ、 ワ ミン フイ トナ タテ イッ = ダッジ ャール" （。 
アッ ラーよ、 私は あなたに 地獄の 懲罰、 墓の 懲罰、 生と 死の 試練、 偽 メシアの 災難からの ご 加護を 願います"）。 


田 


それから 最初に 右側を 向いて、 "アッ = サラーム アラ イク ム ワ ラフ マ'^ 

ウッラ ー" （あなたがたに アッ ラーの 平安と ご 慈悲が あります ように） と 言 
い、 次に 左側に も 同じ ことを 言います。 

これらを 終える と 礼拝の 終了で あり、 それから 真性の 伝承で 伝えられ ている ド 
ウア ーを 捧げる こと も 出来ます。 


巧 動を 伴わない 知識は、 マツう 一、 かれの 諸 使徒、 そし > 
て 信仰を たらに より 咎められる 対象です。 至高なる アツラ 
一はこう 仰せられました： "信仰者 たらよ、 あなた おはな 
ぜ 自分が （やる と） 言った ことを やらない のか。 アツ ラー 
の 前で 自分が やり もしない ことを 言う ことは、 アゾ ラーが 
ひどく 厭われる ことで ある。" 

また 教ち アブー •フライ ラ杂は 言いました： "知識を 
伴わない 行動とは、 まるで アツ ラーの たが に 財宝を 費や 会 
ないような ものである。" また アル =フ グイ ルは こう 言っ 
ています： "知識を 有する 者は、 その 知識に 沿った 行動を 
起こさない 限り、 その 知識に 関して 無知な ままな ので あ 
る。" また マー リク •ブン •ディーナー ルは 言って いま 
す。 "あなたは、 文法 上は 全く 過ら を 犯さない も 的の、 そ 
の 巧い は 全て 誤ってい るよう なをに 会う だろう 。 J 


ムス リム 兄を 姉な よ。 

アツ ラーは あなたに この 有益な 小册 子を 読む こと を 促されて います。 そして 今 あなた 
に 残されて いる ことは、 これらを 履行す る こと によって その実を 結ばせる こと です。 

あなたの お 手元に ある この 小冊子には 、アツ ラーの 書で ある ク ルアー ンの 節々 とその 
注釈が 掲載され ています。 それゆえ、 これらの 節々 じ 関 しての 知識を 実践す る こと をむ 掛 
けて 下さ L、。 預言者 幾の 教友 たらは、 "預言を 榮 から ク ルアー ン十 節の 朗誦を 学び、 それら 
の 十 節に 含まれる 知識と 実践に 関 して 完全に 知る までは、 次の 十 節に 関する 学習を 始め 
なかった。 彼らは 言った。 「我々 は 知識と 巧 為を 学んだ の だ。」"-- .と 言及して います。 
イス ラーム 法は、 知識 町 実践を 推奨して いるので す。 教友 イブ ン- アツ バース 無は、 至高な 
るア ツ ラーの 御言 葉。 "彼ら は、 その 正しい 朗誦の 仕 ホで 朗誦 した，’ という 意 おに 関し 
て、 こう 言いました。 "彼らは、 その 正しい 実践 法を 履 巧した" 。また アル =ブ ダイ ルは 言 
いました。 "実に タ ルアー ンが 啓示され たのは、 人々 がそれ を 実践させる ためで あるが、 
人々 はた だ その 朗誦の みを 行動 と 取り 違えて しまっ たの だ。’’ 

あなたの お 手元に ある この 小冊 ■子には、 預言を 榮の スン ナ （言行録） の 一部が 紹介され て 
いますが、 それら は 速やかに 善 巧へ と 移すべき です。 この ウン マ （イス ラーム 共同体） の 善 
良な 人々 は 何事を 習う に しても、 お 互いに 競って 正 しい 実践を し、 預言者 鷄の 命令 通りに 
追従す るよう、 他者に 呼びかけた ものな のです。 "私が あなたに 何 か 金 命じた 時は、 可能 
な 限り それを 巧ない、 そ して 私が 何 かを 禁 じた 時には それを 避けなさい。/’ (アル = ブ ハー 
リーと ムス リム の 伝承) 至高なる アツ ラーは 次のように 仰って おり、 彼らは アツ ラーの 懲 
罰を ひどく 畏れて いました。 "それで、 力 かの 命令に 違犯す るを は 試練が 下り、 または 痛 
ましい 懲罰が 科せられ るから、 用心 させなさい。" また、 スン ナを 最善を 尽く して 履行す る 
教友 たもの 熱意の 例は、 お 下の よう に 沢山 あり ます。 

-教友 ウン ム- ハ ビーバは、 預言を 榮の 言葉を このように 伝えて います。 "誰で あれ、 日夜 
に 十ニ ラタ アのネ し 拝を する 者には、 アツ ラーが 楽園の 中に、 彼の 家を お建てになる でしょ 
う。， 5 (ムス リムの 伝 助 彼女は これに 関して、 こう 言いました。 "アツ ラーの 使徒 絲 からこ 
のこと を 間いて なお、 私は その 行いを 継続して います。" 

- また 教友 イブ ン- ウマル 成は、 預言者 榮の 言葉を このように 伝えて います。 "遺 譲す る 
巧が しかの 物を 有する ムス リムは、 それに 関する 遺言状を したためる ことなく 五 夜 過ご 
す ことは ない。" （ムス リ ムの 伝承） そして 彼は この 伝承に 関して、 こ う 言って います。 " 
アツラ ーの 使徒 潜が このように 仰る のを 間いて a 来、 私は 遺言が なし で 一晩 も 過ごした こ 
とはない。" 

- また イマーム- アハ マドは、 こう 言いました。 "私は 自分で 実践した ことのない 転 承が 外 
は 伝えた ことがない。 預言者 幾は アブー- タイ イバ により、 吸い 玉啟 血を 施しで もらい、 彼 
は ディーナー ル (金貨） を 支 がった。 それで 私 も 贩い玉 放 血を する 男の もとへ 巧った 時に 


知識に 伴っ 
た 行動 



は、 彼に ディ ーナー ルを 渡 したの だ。" 

- また イマーム. アル =ブ ハーリーは、 こ う 言って います。 "私は 陰口が 禁じられ ている 
こと を 知って W 来、 一度 も 誰かの 陰口を 言った ことがない。 本当に、 私は 陰口を 言う ことで 
かれが 私を 罰 されない まま、 アッ ラーと 面会す る こと を 望む の だ。" 

- また ある ハ ディースに はこ うあります。 "誰で あれ、 を 義務の 礼拝 後に 玉座の 節け ルア 
ーン 2: 255) を 読む 者は、 その 死後に 彼が 楽園に 入る のを 妨げる ものは 何もないだろう。" 
(アル = バイ ハキ ーの 伝承） また イブ ン. カイ イムは 言って います。 "イブ ン. タイ ミー 
ヤ はこう 言った。 ‘ 私は、 忘却な どに よる もので ない 限り、 一度 も それを 止めた ことが な 
い。" 

あなたは 知識を 得て それを 実践した 後、 アッ ラーが あなたに 与えられ 恩恵を 伝道し そ 
して あなた 自身が その 伝道の 報奨から 阻まれる ことと、 他者が その 善徳に 授かれな いこ 
とから 阻止し な ければ なり ません。 預言者 鑛は 言い ま した。 "善徳へ と 人々 を 導く 者は、 
それらを （彼から 学び、） 実践す る 者と 同じよう な 報奨を 得る であろ う。" ま た 彼鑛は 言い 
ました。 "あなた 方の 中 最善の 者は、 ク ルアー ンを 学び、 それを 教える 者で ある。" （ムス リ 
ムの 伝承） また 彼鑛 はこう も 言って います。 "例え ク ルアー ンの 一節 だけで あっても、 私 
が 言った ことを 伝えなさい。" （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承） また あなたが 伝える 
善徳の 量に 伴い、 あなたの 報奨は 増加し、 あなたの 善行は 現世と 来世で 増大 するとい うこ 
とを、 預言者 鑛は 語って います。 "人が 死ぬ 時、 次の 三つ « 外を 除き、 彼の 行いは 彼を 益し 
ない。 継続的な 喜捨、 他者に 有益な 知識、 そして 彼の 為に 祈願す る 敬虔な 子供。" （ムス リ 
ムの 伝承） 

啓発 

我々 は アル = ファー ティ ハ 章 (ク ルアー ンの開 端 章) を 毎日 17 回 « 上 読み、 怒り を 受けし 
者、 そして 正道から 迷い 去った 者たち のようになら ないよう、 ご 加護を 求めて います。 しか 
しそれ でも 我々 はい まだに 彼らの 行動を 模做 する ことから 抜け出る ことが 出来ないで 
いま もつ まり 我々 は 知識の 習得を 放棄し 無知に 基づいて 行動し または 学習して はいて 
も それを 行動に 移さない のです。 我々 は、 アッ ラーが あなたと 我々 に 有益な 知識を お授 
けになる よう ホめ ます。 アッ ラーと 彼の 使徒が 最も 良く ご存知です。 アッ ラーに よる 安ら 
ぎと 祝福が 我々 の 敬愛す る 指導者 ム ハン マ ドと 彼の 家族、 教 友たち にあります よう。 
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これは 次の 兰 つの 形で 表されます： 
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..す. 章の 重ネ复 ... 
母音の 乂如 


アラビア 文字の 基本 文字 表 
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